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一 一十 幾年； IS りで わたくし は 天下 茶屋 を： 迪" 過き てゐ た。 

秋 も 末ち かく、  fif の雜は 枯れ、 ポプラの 葉 は 黄ばんで ゐた。 ^紅葉-の 上に は 白い 羊が きょ とんと して ゆ は 車 をな が 

めて ゐた。 

わたくしの 頭 こ かれて ゐた 天下 茶屋 は どこに もなかった。 わたくし は それらし い 草の 丘ケ- 見た。 葱 畑 を 兌た。 し 

，ぬぎ 

かし その ころの 爪先 上りの 錢. H 道 もな く、 背の ffi い， の 並木 もなかった。 

わたくし はテ ニス ンの 「イン. メモリ アム」 の 中で、 あの 詩人と 友人 ァ， -サ ー. ハラ ムがかって丘の上の^3を^ぃた 

くだり を讀む J とに、 天下 茶展 の あの ころの 緒 士道 を 聯想 した ものであった) 

低い 丘であった" わたくし は 雲 俊の 聲をき \ たがら^から 大阪 への 歸り路 に 天下 茶 ms^: つたので あった。 

喪 畑， な、 あつたで あらう、 桃 畑 もあった であらう が， わたくし はた t 雲 燈の聲 と、 機の 木と、 丘から 丘へ と定 つて ゐ 

た^  土 道 だけ を 記愤し てゐ る。 

一 、；まっちで大阪の^^>とか ぃふ寺^に化んでゐたゎたくしは-- やはり 一 人 ぼつち で 春の i^il れ 方を大 阪へ歸 つて 行つ 

たのであった。 

あの ころ は 高 ほ 神社 も 桃 畑ゃ级 畑の 13 ん屮 にあった。 茶 SI 山 はすぐ に^ 畑に つ t いて ゐた。 わたくし は"^ さへ あれ 

ば级 畑の 中 を 歩いて ゐた。 

十六 か 七の 1 群感 寝％? な 時代であった 父け にあの ころの こと を 3, 〔ひ 出す と、 自分自身の 牛： 活が どこ 力ら とこまで も 
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浪？ 的な 齊 白い 月の 光りに でもつ k まれて ゐる やうで ある。 

十八^ 紀 から 十九^ ffi 初めに かけて 英吉利の 浪漫派の 詩人た ちの 詩に はよ く  lele とい ふ 文字が 見出され るが、 ま 

つたく、  bright な 光りの 屮 につ、 まれた もの を兑る ことので きる 人た ち は- どれほど 幸福で あるか 知れない。 鶴 的 

の 色 はいつ も I" 一 C である。 

そこに は 未知の^ 戸 かに 對 する あこがれが ある。 そこに は 手に li れられ ず、 しかも 手に g れらる k ものより はもつ と 

二 わ くご、  J 

確かな、 もっと 悠久な、 もつ AJ^g ま 〔的な 或る ものが 潜んで ゐる。 何とな しに 深い 影 を もって ゐる。 寂しく は あろが、 

胸 を とき めかす 或る ものが ある。 f なく は あるが、 ^らな いで は をれ ぬ やうな 人生の 1^ 所が 直ぐ そこい らに见 出さ 

れる やうな 氣 がする。 翹 ^がわく。 

あの ころ ：！：^ た 天下 茶屋に は、 たしかに まだ 浪漫派の 詩人の 詩に ろ やうな 牧歌的な 情趣が 漂 ふて ゐた" わたくし は 

た e 十 軒に も 足らぬ 家 を 見た。 見 わたす かぎりた に麥の 畑で あり、 緒 土 道であった。 

あの 春であった。 わたくし は奈 良からの 歸 りに 法 隨寺を 通 つて isw 町の 方へ 行った。 そ の， 時 も 日暮れ ころであった。 

わたくし は 或る 墓場 1 ゲ兑 た。 萬 場は麥 畑に つ、 まれて ゐた。 墓場のう しろに は 枯れ. K があって、 枝に は 三 羽の ST がと 

まつ てるた。 一 人の 農夫が 曰の 落ちる の も 知ら ぬげに 麥畑を 打つ てゐ た。 

「あの 男 もやが て あの 墓場に 眠らなければ ならない の だ。」 とわたく し は 少年ら しい 人生に ついての 哀愁 を 感じた こと 

があった。 

あの a- の 印象た け は 今日まで どうしても 忘れる ことが 出来ぬ。 

チェ ホフ 流に 考 ふれば 人間 は 生まれて、 生きて、 苦しみ、 戀 をして、 やがて！ S>J 壁に 叩きつ けて 死んで ゆく ばかり 

であるが、 大和の^ 畑の sf: たち は 生きて、 ^畑 を 打って、 働いて、 やがて 麥 畑から 三尺と 離れぬ 墓の 下へ 眠る ばかり 
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である。 

麥が 芽生え、 仲び る、 ^^^0 人 は黑ぃ g の 土 を 打つ。 太陽 は 落ちる。 人 は 死ぬ、 

太 f は 一!Z に麥 畑の 中に、 幾范 年の 間 人類 を 見た ことで あらう" 

一 つの. S は 上り、 落ちる。 幾 萬 人 S たちが 菅を ながめつ 、奪 打った ことで あらう。 そし S じ 土の 上に 死 

んだ ことで あらう。 .  > 

，き はたく さんの 蟹が ゐる。 そこに は 無數な 護の 穴が ある。 蟹 は 穴 を 出て は 砂の 上で 兩手 I かして ゐる そ 

の 姿が あたかも 土 を 打つ 人 St に 見える" 議れの 音が しても 蟹 は 驚いて 穴に かくれる。 そして 間もなく ふた、 

び 砂の 上に 出て 來ては 土 を 打つ"  , 

麥ほ ゲ， 了つ 人 f  ,1 に 一 入の 人間で ある やうに 3、 思 はれる。 かれは 穴の 中に かくれて は あら はれる 蟹 を 聯想 させ 

る。 、乂、 子、 孫 .：：. かれ 等 は 省れ て はま-打つ。 生きて はま 打つ。 かれ 等 は 人生に ついて 考 へる。 かれ 等 は S 

を 持ち、 響 を持 つ。 しかしす ベて はかれ 等の 頭の 中に 描かれた きまで はない か。 かれ 等 は 時 ま ft"£o 力 I- 

れ i の ごとく 寂然と して 土に 眠る。 何もの を も 持たず。 蟹の 生活と 人間の 生活と、 そこに 何のけ ちめ が あち そ 

の 俊 さに 於いて、 賴り なさに 於いて。 

X 

わたくし は 南へ 南へ と 走って ゐた。  さ  う 、- ミ、 j,, し cb こ U 

^}.^:も、 金剛も、 ^^域-も積々た|3をへだで秋の半警劃ってゐた。 稻は熟れ f 力ら t」 ゐナ 

そこの 寸こ もこ、 の 翳， if のほとりに も 「わびしき 刈り手」 たちが 枯れ" 4 の ごとく 靜 かに 働、 てゐた 

大和 わ^る 時、 わたくし は そこの ss ん 中に 響 焚き、 土 を こね、 f かけて 默 思しで あろ 人の ことな 
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E5 ひ ffl した。 黑に飽 けば 大和 川の 岸に 絲を 垂れ、 世 を 忘れて しま ふかれの 寂しい 男らしい 顔が." 

薄暗い 憲 際で 白い 土 を こねて ゐる 陶工の 手は餘 くも あるが さびし いもので も ある 0 

かれが 指 端 を 動かす ごとに 白い 柩を 聯想させる やうな ほの 白い 鬼が 作られ、 人間が 作られ、 小鳥が 作られる。 びた 

ぴ たと かすかな 水- と、 こねられた 土の 音が 土間に ひ く。 

白い 土の 飛沫に よごされて しまった- g 子 i.! ぢ 際に は、 作られた ばかりの が、 人間が、 小鳥が 立て かけられて ある U 

柔 かな 秋の 日 はかれ 等 を 照らす。 

窻の 外の 無花果の 下に も 筵の 上に 並べられた ほの 白い 人間が あり、 小鳥が あり、 獸が ある。 小壺が ある。 飾陶 板が 

ある 0 

まだ 窯の 火 を 浴びぬ 人 問 や、 小鳥 や、 小壺 や、 獸ゃ八 角壺ゃ 飾陶板 はー樣 にせまい 筵の 上の 靜 かな 朱 知の 世界 を樂 

しんで ゐる やう だ。 まったく そこで は ほの 白い 土.！ ェの 人間 も 生き、 小鳥 も 生き、 ^^陶板も^}.:きてゐる0 そこ は 童話 

の 世界よりも もっと 靜 かな、 もっと 遠い 世界で ある。 

見よ、 無花果の 下の 筵の 上の 土の 人間の 影 を。 影 は五寸 にも 足らぬ。 しかし 何とい ふ 遠い^ 界の 影で あらう。 

見よ 一枚の 小皿の 影 を。 影 は 三寸に，， ^足らぬ。 しかし 何とい ふ 尊い、 靜 かな 遠い 界の 影で あらう。 ほの 白い 陶土 

のなか 、ら^れ て來る せいさ & やき。 

わ た く し の 跟に は 、 それ 5.!!: の ilf^- い 世界 の 影 に 見入 つ て ゐ る で あら う 大和 の 寂 し い ！；：ら し い か れ の 悌が 映 つ て 來た " 

くるく  > 轆驢驀 の 上に 廻る 白い 陶土 や Hi; るの はさび しい ものである。  _ 

+. 間に は 遠い 過去の 日 か ら 忘れられ てゐる 冷たい 影が 漂 ふ てゐ る。 

くス くと 與る ごとに ほの 白い 板の や， な 陶土 は、 +: 問の 冷た： 影 を 土の 中に 拘 き容れ てはいろ くな 形に か はつ 
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くるく と 廻る ごとに ほの rtl ぃ柩の やうな 陶土 は、 を 踏んで ゐる § のい ろく. なわび しい 思 ひ を も 抱き 容れ 

てはいろ くな 形に か はって ゆく。 

かれ . SSI の擎 たち を思 ふ 時 かれの 小壺に はかれ ss 笑が その まに 練り こまれる ことで あらう。 

かれが 大和 川の 釣り を f 時、 かれの 手の 中の 飾浸 は 明るい 太陽と わびしい かれの ユウ モアと が 織り I れ るで 

あらう。 

くるく くと 辘輭は .il る。 

わびし けれど わびし けれど 人 は 辘轆を 踏み、 土 を こねる。 

秋の 影が、 秋 S さが、 秋の わびし さが ほの 白い 柩の t な 土の 中に 練り こまれる。 

石 を 鐫 む 者、 木 を 刻む 者， 土 を 練る 者" 

秋 はわ ダ しい。 けれども かれ 等 は ひたすらに 石 を i み、 木 を 刻み、 土 を 練りて 秋の わびし さ を こめろ。 

、、、ゲラン ゼロの 石 はミケ ラン. セ 口の 秋の わびし さの み を こめた もので はない か。 ダ .-ヰン チの カン ブス はダ. 牛ンチ 

の 秋の わびし さの み を こめた もので はない か。 

無 花 の 下の 土の 人間、 小鳥. 小壶、 八 角壺を 秋の 日が g 一ら して ゐる ことで あらう。 

わびし さ を 土の 人間に 营、 わびし さ を り、 わびし さ を 八 角壺に 盛り、 陶工 等 はくる くと 轆轤 を 廻す 

S から 河內 と、 こ、 いらの 平原に は 池が 多い" 池に は菱の やうな 輩が 多い。 わたくし は 誓 白い 可憐な 花 I 

する。 今 は 菱の葉 はや V 紅 龍し、 堅い 實を 結んで ゐる ころで ある。 
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蒸の 班-を わけて 釣り を 垂れて ゐる人 も ある。 赤い Si きが 池の 靜寂を 一 つに こめて ゐる" そこに も 秋の iTT か 一 ちて ゐ 

る。 

千：： ャロ、 觀心 寺、 ほと X ぎす の 所な どい ふ 小 ひさな 山里の 驛々 を 過ぎる ころ は、 すでに 道 は S 々たろ 平 を 過ぎ 

て is? 城の 山 近く^し い 松 山 や、 小川の 冬い 山地に か &る。 

山 はさして ほいと いふので はない、 さして 暗い ほど 茂って ゐ ると いふので もない。 一 口にい へば 懐し まる、 山で あ 

る。 小山の 群で ある。 柔 かな 小山と 小山の 迫った ところに 碧珠の やうな 谿 川が 流れて ゐる。 川，^ 挾んで 行儀よ く 石垣 

や 築き h げた 邸が ある。 白い 土 解が ある。 白い 倉が ある。 程よ き 勾配の 屋根 を 持った 家が ある。 紀州 近い 秋の 山 はい 

かに，、" 小：！！^ 日和 の靜 かな あた  か さ を 心 ゆく ま でに 樂 しん でゐ る。 

1 つ 一 つの & は. 脒 くもなく、 狭 くもなく， 四十 戶或ひ は 五十 戶 くら ゐの 人家 を容る X に 足る ほどの 擴 がり を 持って 

ゐる0 

谿を 出れば また 豁が あり、 そこに はふた \ ひ 同 じほ どの 靜 かな 村里 を兑 出す。 旅人 は 凝から 豁へ とつ、 まし やかな 

1 つ 一 つの 村里 を 通り 過. ぎて ゆかねば ならぬ。 

赤松 と修竹 の 林 を 背 量に して 村 は^ 川に 臨んで ゐる。 そこに は 熟れ た る 稻 田が 展け て ゐ る。 熟れた る 柿 の 實が 尾极 

と、 白 いお を 飾って ゐる。 紅雜 した ja? 城の 山脈が 赤い 柿 や、 靑ぃ修 竹の 間に 兑 える。 わたくし は不 圖造遙 先生の 「役 

の 行者」 の 舞？ # 面 を 3(， ひ 出した。 柿の 下で 述枷を 打つ 娘た ちゃ、 媼たちは姿もu^んぬが。 

空 と と 秋 と の み が紀 州境 の 村々 を 支 1^ し てゐ る。 

紀伊兑 峠に は 一 人の 友 入が ゐ る， 一 度 別れた きり 七 八 年 も 逢った ことがない。 耙 sb!^ 峠と いへば どんなに 險 しい 山 


:i: の 日白 
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かと 想像して ゐ たが、 わたくしの 想像 はすつ-かり 裏切られて しまった" 

水の 美しい、 やさしい 山で ある。 あた、 かな 小春 日の 日の 光りが 山 を も 稻村を も 抱いて ゐる。 

河内 を經 て 高 野 や， 粉 川 寺 ゃ耙州 の 札所々々 をめ ぐる 遍路た ちが 今 もな ほ紀伊 峠を越 える ので ある。 

千年の 昔から 日と な く 夜 となく 遍路た ちが あの 山の 道 を 越えつ 父け てゐ るの かと 思 ふと、 何の 奇も ない 山で あるが 

か ぎ りなく 尊い やうに 拜 まれる。 

「本来 無 東 SI 何處在 南北」 

遍路の 言 紫で ある。 何とい ふ あはれ な 何とい ふ 尊い あきらめ であらう。 

「東 はわた しの もので あり 

西 はわた しの ものである」 

ホイットマン の 言 紫で ある。 

「西 ひがし あはれ さおな じ 秋の a」 

芭蕉の 言葉で ある。 

何と い ふ 1^ い、 同じ 心の 言葉で あらう。 

わたくし は 峠の 友人の 家 を 遠い 山の 上に 思 ひつ 、紀^へ 入った。 

く 

紀伊見 峠を越 ゆれば 山は展 けて 耙の 川の 秋の 平原が 橫 たはって ゐる。 

高 野の 山、 吉 野の 山と た^ 指呼の間に 連なって ゐ る。 

鈀の 川の 水，^ 橫 ぎって 渡り鳥の 群が 葛 城の 方へ 飛んで 行った。 
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紀 5^ からお 城， V 越えて 和 〔水、 内へ 入る 山道が 幾條 となく 一：? 城の 南面 を 縫 ふていた きに 走って ゐ るの を；^ る I 

sn. 妙 寺、 々；： 手 市場、 粉 川な どの 町々 が a の 川に 沿 ふて ゎづ かに 黑ぃ 屋根 だけ を 熟れ 切った 稻 田の 上に 見せて 

ゐる。 そして それ 等の 町々 から は あたかも 天に 向って 手 を 伸ばす もの \ やうに 一筋 づ.^ の 道が 一：？ 城の 嶺 まで、 羊腸と 

して 走って みろ。 

C 筋 もの 峠道が 一 樣に 午後の =1 の 光り を 浴びて 並んで ゐ るの を 一 目 に 見た。 道 は 煙って ゐ る。 

遠い 山 を るの は傻 いもので あろ。 ；^^ぃ山に入る道を：！1„^るのはさらに傻ぃものでぁる。 

東西に 流る ゝ鈀の 川 を 中心に して、 兩岸の 高い 山 を fsl いて 南北に 幾條 ともなく 峠道が 走って ゐる。 その 一 つくの 

に 家が あり、 が あり、 が こめて ゐる。 秋の 曰が 照って ゐる。 

叙 山に？： =1 つた： II わたくし は 近代の 機械文明 のために 破.： されて しまった i5 山 を 悲しまずに をれ なか つ たが、 高 @f に 

登って また わたくし は ：2 じ 悲しみ を覺 えた。 來年になれば霄，^£;.はさらにぉくぁの1^女林を伐り倒して、 殺風番 A な 無？ S 

な 兌 物 { 各た ち を til ぶこと になる とい ふこと であった。 

わたくし は 或る 美しい 川の ほとりで、 その 新ら しい. S 路の ための 地鎮祭 を 行って ゐろ 入た ち を 見た-わたくし は 何 

といって い k か 言 紫 を 知らな い。 

步 一 歩！ 川の 展 sr かひら け、 鈀 の 川 沿 ひ の 町，々 が 紅葉の き へだて、 視野の 間に 取り 容れ. しれて 來る の であ つ た。 

新道のと ころぐ に 於いてた ま/ 道の 一 部分 を 見出す ことがあろ。 背の S3 は その 斷 たれた る 一 面 を 露出して ゐ 

るの みで、 險 しい 山道と 鎮 りない 幽ハ 介と を 聯想させる のみで ある。 

それ^の SKS をた どって 行った であらう 西 行 や、 ^口入^ や、 維^^ゃ、 秀次 や、 さらに や、 わたくしの 頭に は 

いろくな 人々 の 係が 描かれて 來た。 


3 わたくしの 前後に なって 歩く 夫婦連れの 遍路 を 見た。 

不動 堂の 前で やすんで ゐた 時、 夫婦 れの 遍路 は默疆 しながら 通り過ぎて しまった。 

「恐らく 子 を 失った 悲しみに 耐 へないで 二 入き りで 歩いて ゐ るので あろ かも 知れない！」 

わたくし は 空 を 摩す 挖の 並木の 下に かくれて ゆく 二人の 遍路 を見经 りながら さう 思った。 かれ 等の 顏は tK< 和 であつ 

た。 寂しかった" 

奥の院へ 通ふ兩 側の 大 杉の 木立の 中の 墓場に 於いて わたくし は 光秀の 墓と 三 成の 墓と を 一 番 印象 深く ながめた， 日 

は 暮れ か. つて ゐた。 苔 は 階かった。 

、- S- ベ A- ま 

一 一三 日 前 京都に 行って、 京の 烏. f 山から お 俊傳兵 衞の あの 小 ひさな 墓 を 取りの ぞいたら、 どんなに か鳥邊 山が つま 

ら なくなる か 知れない と 思った わたくし は、 高 野へ 來て、 やはり 同じ やうな こと を 感じない わけに ゆかなかった。 光 

秀の ための、 三 成の ための 供養塔 あるが ために 高 野の あの 杉の 中の 墓場が、 どれ だけ 美し い 人間の 心 を 語って ゐ るか 

知れない。 

伊賀上 野に 蓑 蟲庵を たづね 「今宵た れ吉 野の 月 も 十六 里」 の 句 を 味 ひえた と 思った わたくし は 高 野の 墓場に 入って 

白 はじめて また 「父母の しきりに 戀 しきじの as」 を昧 ひえた と 思った。 

日 亡くなった 不運な 父と 母の ために わたくし は 小 ひさな 墓 を 杉の 根方に 遺したい とも 思った。 

の 「今年の 夏、 夜の 八 時 ごろ わたくし は 奥の院の 前の 橋の 上で 佛法 僧の 鳴く 音を聽 きました。 ニ羽ゐ たやう です。 一羽 

お 一 が佛 法と 啼 くと、 他の 一 羽が それに 應 じて と啼 くので した。」 案內の 少年 はこん な こと を 語りながら、 IK の 上 を 高い 

下駄の 音 を させて 行った。  ； 


m 想 ， ほ 芄 ft ン 


夜の 山 は 死の やうに 靜 かであった。 

雨 催 ひ の に は 雲が か、 つて ゐ たので、 たまにし か 星 を 見ろ こ と は できな かつ た" 

わたくしの 部 M は 池に 臨んだ 一番 端の 茶室 作りの 離れであった。 廊 下に は 水 も あり、 さらに 廊下 をへ だて、 爐も 

切って あった。 

わたくし は 若い 坊さんに 案内され て 長い 廊下 や、 暗い、 廣ぃ 庫裡を 通り過ぎて 湯殿へ はいって 行った。 湯殿の 中 は 

晴 かった。 年老いた 坊さんが ひとり わたくしより 先に 煬に 浸って ゐた。 

「今晩は」 とわたく し は i 感を かけた。  ， 

「寒 い ですな あご 坊さん の 聲が 湯氣の 中に 滅 えて 行 つ た。 

どこかで 砧を 打つ 驟が 聞え た。 坊の 妻で あらう か。 砧の 打ち方 はかなり 急 調であった。 

「いつも こんなで すか。」 

r い つもより あた- - かいくら ゐ です。」 

「さう です かな あ。」 

「もう 今年に なって 三度 氷が 張りました よ。」 

「ず ゐ" ふんお 寒い のですな あ。」  - 

「今日 山に あがる 途中で 紅葉 を ごらんでした か。」 

「はい、 實 にい、 雜 紅でした。」 

「もう い 、でせ うな あ …… お 先 へ …… 」 坊さん は 行つ てし まった。 


； ic の B 白 
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わたくし は 若い 坊さんが 持って来て くれた 湯 上りの 上に どてら を 清た。 眞っ 白な 木綿の 帶 がいかに もお 寺さん らし 

くて 可笑しかった。 

部屋に はお 膳が 蓮 ばれて ゐた。 

酒 もっけて あった。 

わたくし は 久し振りで 酒が 飮んで 見た くな つたので 遠慮な しに 盃をか X へた。 

久し振りで 酒 を飮ん でぢっ と 服 を つむって ゐる とい ろ^^な こ とが 思 ひ 出さる \ の であつ た。 

わたくし は 夜具 を かむ つて 寢て しまった。 

ひやう しぎ 

廣ぃ 堂に 響いて かすかな 拆 の 音が W えて 来た。 

いかにも 寺ら しい。 

わたくし は 朝起きる までに 二三 度 S を さまして は、 暗い 堂に ひ V く 柝の音 を聽 いた。 そして ふた \ び 眠りに 陷 ちた。 

板 庇 を 打つ 雨の 音も聽 いた。 

本堂の 方から 鐘の 靜が 響いて 來た。  ， 

わたくし は 起きて 行つ て顏を 洗った。 

戶外 はま だ眞っ 暗であった。 覚&水 は 氷の やうに 冷たかった。 顔の シャボン を 落す ために、 わたくし は 幾度 か 自分 

の 指先 を ごしく とこす つて あた、 めて は 水 を 手に 掬んだ。 

わたくし は 朝のお 勤めに 坐った U 

須彌壤 の 菊 をめ ぐって 蠟燭の 火が 漂 ふて ゐた。 
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朝のお 動めが 終った ころ 夜が 明けて 来た， 

わたくし は その 日 高 野 を： ト つ た。 

女人 堂 の 前の 黑ぃ 門の 前まで 二人の 友人が 经 つて くれた。 一 人 は 舉： 染の 法衣 を まと ふて黑 い 門の 前 に 立って ゐた。 

山 を 下りつ、 わたくし は 幾度 か 根り かへ つて 見た。 黑ぃ 法衣 を まと ふた 友の 姿が いつまでも 見えた。 

「经 られつお くりつ 架 は 木 曾 の 秋」 の 句 を 想 ひ つ、 山 を 下る ほどに 幾 曲り してつ ひに 二人の 影 は 見えず な つ た。 

X 

わたくし は 百 日^ を 旅に や； 一! つて 束 京の 家に か へ つて 來た。 

七月の 半ばに は 長 良 川に、 七月の 末 は 長畸 に、 八月の 初めは 伊豆に、 九月の 末まで は 信 濃に、 十月 は 比 叙に 登り、 

京に 遊び、 高 野に 登った。 

玄關 には淺 間に 登った 折の 杖 や、 If 名 や 六里ケ 原の 草の 中に 寢 たをりの 糸 立が その ま、 に 壁 に 立て かけて ある。 高 

野 を 下りて 來 たばかりの 靴 はま だ その ま、 に 土に まみれて ゐる。 

わたくし は 地圆を ひろげて は また 旅 を 思 つて ゐる。 二三 日 後に はふた、 び 信 濃 か らさら に 北の方へ 旅立ちた いと 思 

つ て ゐる。 

芭蕉 は 旅の 魔に とりつかれた といった。 わたくし は それほど にも 思 はぬ が、 東京へ 歸 つて 来る とまた 直ぐ 旅 を 思 ふ" 

無心に して 蚰を 出る 雲，：； やうに * 旅の 山 を 越え、 ^原 を橫 切り、 雨 を 憂 ひ、 rn 暮れの 道 をな やむ 情趣 を 描いた け 

でも 胸 はとき めく。 

二三 s 來狹ぃ 庭に 鷥が 來て笹 鳴き をして ゐる。 

四十雀、 © 白が 来て 鳴いて ゐる。 


7 信 濃の 落葉松の 林の 中で 語った 美 濃の 男 はわた くし を 待って ゐ るで あらう。 

1 

かれは 鳥の 鳴き 靡 を聽き 分ける ことが 上手であった。 

「チ ー ン. ッ，' ッ， i ジャ カジ ャカ ：… これが 四十雀の 鳴き 聲で すよ。」 かれは 1 つくの 鳥の 鳴き 聲を敎 へて くれた。 

かれは かけすの 聲、 みや まどりの 聲、 頗 白の 聲とー つく を敎 へて くれた。 

「冬の 初めに はまた 山へ 來 るよ。」 とわたく し はかれに 約束した。 

わたくし はま だかれの 名 を 知らない。 しかし かれの 顏は、 かれの 隱は、 かれの 名 以上に わたくしの 記憶に 深く 刻み 

つけられて ゐる。 

チ，' ン， ッ， ッ ー. ジャ カジ ャカ …… けさ わたくしの 庭に は 四十雀が 啼 いて ゐる。 わたくし は 名 も 知らぬ 信 濃の 山の 

あの 男 を 思 ひ 出す。 

「はやくく お出で 下され 度。 毎日 思 ひ 出して は懷 かしく 存じます。」 かれは この やうな 葉書 を くれた。 か. れの名 はわ 

たくしが 想像して ゐ たより は 鹿爪らしい 名であった。 わたくし はかれの 名 を 忘れて しまった。 しかし かれの 笑顔、 か 

れの聲 ははつ きりと わたくしの 記憶に 生きて ゐる。 

信 濃の 高原 を 汽車が 通る たんびに 恐らく かれは 汽車の 意に わたくし を 探して ゐる であらう 0 

曰  X 

たいてい 一 日に 一度 或 ひ は 二 B に 一度く らゐ はわた くし は 谷 中の 墓場の あたり を 歩む。 このごろ は 菊の 香が 墓 をめ 

Hz 

ぐって 薰 つて ゐる。 

かさくと 落葉 を 掃く 墓場の 聲 はいかに も 秋ら し い 。 

m 落 紫 を Ik  く 煙の 靜 かなる も 捨てが たい。 
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昨日 は あの 五重の塔の 綠の 上に 十二 三人の 入夫た ちが 小春 日 をた のしみながら 酒を飮 み、 をうた つて ゐた。 何處 

にも 人 問 の 隱れ家 は ある もの だとつ く <\考 へさせられた。 

墓 は 鳥邊山 あたりの 墓よりも、 谷 中 あたりの 墓の 方が 靜か でも あり、 落ちつき もあって い、。 たまく 構へ 廣く、 

5 てん * 'が U 

碑 も 高く そびえた 墓の、 草に 埋まって ゐ るの を 見れば 琉轉の 相 を 見せつ けられる やうで、 方丈， 記の 作者なら ずと も唁 

い 心になる。 

男爵 何々 などと 大きな 石に 刻まれた 墓が ひどく 荒れて ゐ るので うしろに 廻って 見たら、 大正 九 年 …； 技と 誌して あ 

つた。 そのころ よく 新聞で たことの あるかな り 有名な 人であった どけに、 一廢 氣の 毒に 思 はれた。 あまりに 早い 流 

轉の 相で ある。 

X 

秋から 冬の 初めに かけて 旅 をして ゐ ると、 その土地々 々の寒さから受ける感じがそれ》^,\にちがっ てゐることに氣 

付く。 京の 町 を 歩いて ゐ ると 京でなくて は 味へ ない 底の 底から 冷え こんで 來る やうな 寒さが ある。 いかにも 沈んだ 靜 

かな 寒さで ある。 

その 塞 さが 何ともい へず 京と いふ もの、 印象 を はっきり とさせる。 懷し いもので ある。 朝より は、 夕暮れの 寒さで 

ある、 の さで ある。 その 寒さの 持つ かすかな、 しかも 心の底に 喧ひ 入って 來る しみぐ とした 感じが あるた めに 

京の 町 は 忘れられない。 

大阪に は 大阪の 初冬の 寒さが ある。 軒の 低い、 電車の 音を聽 かぬ やうな 橫 町を步 いて ゐ ると たまく 昔の ま、 の 初 

冬の 寒さが 1  竹の 口の 街に 忍んで ゐる ことがある。 その 小寒の 持つ 味の 懐し さは 大阪 でなければ 味へ ぬ ものである。 昔 

の蜕 川の ほとりの 女た ち は その 小&の 味と いふ ものに いやと いふ ほど 泣いた でも あらう。 
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意 一 


大阪の 初冬の 夜 を 歩いて ゐ ると 「紙 治」 の 小春 を 思 ふ。 

京都の 初冬の 夜 を 歩いて ゐる とお 俊 を 思 ふ。 

その 鄉土、 鄉 土の 持つ 小寒の 味で ある。 小寒の あはれ さで ある。 

この ころ 東京の 夜の 町 を 歩いて ゐて もやつ ばり 同じ やうな 初冬の 寒さから あた へられる 懐し さ を 感じる。 

それ は 東京でなくて は 持つ ことので きない 初冬の 寒さで あり、 情趣で ある。 

からころ と 初冬 らしい 下駄の 齒音 を聽 くだけで も 何とな く 胸が ときめく。 

荒削りで は あるが、 京に も大阪 にも 見る ことので きない 男と 女の 情が 忍び音に 泣いて ゐる やうな わびし さ を 東京の 

初冬の 夜に 感じる。 

その やうな かすかな 冬の 夜の 小寒の 感じが 漂 ふて ゐ るが ゆ ゑに 東京の 初冬 は 捨てが たい。 

門 を 出づれ ばす でに 冬が 近づ い てゐ る。 

菊が 枯れ か&っ てゐ る。 

夕暮れの 町を步 いて ゐる 入々 はたれ も かれ も 行人と いった 感じで ある。 

たれ も かれ もが 何事 かを考 へつ \ 案じつ 、步 いて ゐる。 

初冬の 夕暮 あるが ゆ ゑに 生きて ゐ たいと 思 ふ。 

思へ ども 思へ ども 思ひ盡 せぬ ほど 初冬の 夕暮は 深い もの を 持って ゐ る。 

東京の 初冬の 夜の 町 を 歩く の は うれしい。 
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何と はなしに 淚が 流る、。 

十 軒 店の 羽 千 板 を 見る の も 冬の よろこびの 一つで ある。 

羽子板 を 買って やるべき 子供 もない が、 た r 十 軒 店の 夜店 を 見て 歩く だけで もうれ しい。 同時に 何となく あはれ で 

も ある。 

初冬の 夜 はいかに も 沈んだ、 心の底に しみこむ やうな、 細やかな 一脈の 哀感 を そ \ るが ゆ ゑに 懐かしまる \ ので も 

あらう。 

初冬の 夜を步 いて ゐる 間にす ぐ そこまで 新ら しい 年が 歩み寄って ゐる。 

しかし 新ら しい 年を迎 へる とい ふ 心より は、 舊ぃ年 を 接る もの \ あはれ さで わたくしの 胸 はいつ ばいにされて ゐる。 

行く 年の 寂し さの なかにはな やかな 羽子板の 總を 見る 人た ち を もこめ て 夜 は 更けて ゆく。 

悟り 終 はすれば 逝く 年 もな く、 冬の 夜の わびし さもない であら- 「が、 悟られぬ ま、 に はなやかな 羽子板 の^の 前に 

立ちつ くして 逝く の わびし さ を 忘れよう として ゐる 人々 のなかに 自分自身の 姿 を 見出す の も 冬の 夜の あはれ さで 

ある。 うれし さで ある。 

わたくし はよ く 5? 晦 曰の 午後 東京 を 立って 旅に 出る。 このごろ では ほとんど それが 年々 の 習慣の やうに なって しま 

つた。 

旅に 出れば 除夜の 鐘を聽 くこと がで きぬので， それだけ は 寂しい と 思 ふが、 旅の 見知らぬ 土地に、 まったく 初めて 

の縱 i& の 壁に 面して 何の ゎづら はさる \ こ ともなく 除夜 を经 るの は うれし い ことで ある。 一 番騷 がし い 害の 除夜が， 

1 番靜 かな 夜と なって 來る。 


窓の 日白 
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或る時 は 海岸の 宿で 旅 廻りの 役者た ちと 襖 一 枚 をへ だて \寢 た。 

或る時 は 山寺の 庫裡に 佇んで 除夜 を；^ つた。 

i、i から 歸 つて 来たば かりの 山 愤の編 笠が 綠の 端に 置かれた ま \ 夜が 更けて 行った。 

歸命十 方 一切 佛 最勝 妙法 菩提 衆 

以. せ 口 窻淸淨 業 慇慰 合掌 恭敬 鱧 

歸命 頂禮大 _!k;HS 盧 舍那佛 

たに  一 tt- の^ 明と ii の 聲 のみが 旅人の 心に かすかな わびし さ を 呼び さました。 

わたくし は 旅の 除夜 を 愛する。 

田5 ふ ほど 思 ひ、 煩 ふ ほど 頃 ひ盡す 凡愚の 悲しみ を 心 ゆく まで 昧 ふために。 
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旅す、 >  ろ 

「讽 のお はありけ り 海の 音」 

わたくしの 好きな 古人の 句の 一 つで ある。 さらに この 句に ついての 傳說を 面白い と 思 ふ。 最後の 「海の 音」 が 出て 

來 ないた めに 作者 は發 狂して しまったと いふ 傳說は 恐らく 後の 時代の 人の 作爲 であらう が、 それにしても たしかに 最 

後の 「海の 音」 一句 は發 狂に 値する ほどの ぃ&句 である。 

「讽の はありけ り、 取の はありけ り …… 」 と 口ずさみつ 、風の ごとく^の 果を もとめて 狂 ひながら 巷 を かけめぐ 

つたで あらう 一 俳人の 姿 を 想像す ると、 たしかに そこに 言 水が かび、 惟然が 浮かび、 鬼 貧が 浮かんで 來る。 

旅 や 欲する もの k 思念に は、 たしかに 讽の果 を 見き はめんと する 古 俳人の 心が 動いて ゐる。 

「何處 かの 世界に は …… 」 いつも かう いった 心持ちが 旅人の 胸に 動いて ゐる。 

何處 かの^ 界を たづね て 行って、 そこに 何 を 見出す か、 何 を 出さなければ ならぬ か。 恐らく それ はかれ 自身に も 

わからない。 

取の 昔 を 聽く時 たれ もが 讽の果 に つ い て 想像す るで あらう。 

わたくし は 子供の ころ 田 舍にゐ て 夜更けて 取の S 感を聽 くごと に S に たづね たこと があった。 「あの 風 は どこ へ ゆく 

の だ」 と。 母 はいつ も 答へ た、 「遠い 界の 山の なかに 大きな 風穴が あって そこへ 歸 つて ゆく。」 

子供心に も その 遠い 山と いふの を 訪ね て 行って 見たい と 思った ことがあつ た。 W を聽 くごと に 少年 の 心 はま だ 見ぬ 

遠い 山の 世界に 深い 憧 情の 念 を 寄せた。 


3 
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の 

资」 


旅 を 欲する 思念のう ちに は 少年の 山 を 欲する 憧愦が こもつ てゐ る。 

少年た ち はよ く 夕燒の S を 眺める。 タ燒の 空の 彼方に まだ 見ぬ 世界 を 想像す る。 少年の 心 は ひたぶ るに 夕燒 のきの 

彼方 を戀 ふ。 

旅 を 欲する 思念に はたし かに 夕燒の 空に 對 する 少年の 心が 動いて ゐる。 

旅 は 未知の 世界の 誘惑で ある。 

山の 誘惑、 雲の 誘惑、 大河の 誘惑、 海の 誘惑、 古城の 誘惑、 坦々 たる 白路の 誘惑、 曠野の 誘惑 …… 蚰を出 づる天 城 

の 白雲 を 想 ふだけ でも 旅 を 欲する わたくしの 心 は 躍る。 月明に 死の ごとく 靜 かな 薩摩 潟の 秋 を 思 ふば かりで わたくし 

の 胸 は 疼く。 

旅 は 誘"^ ^ であると ともに 感激で ある。 感謝で ある。 

夜 を こめて 高山に 攀ぢ 登 つた 人た ちが 夜 明の 雲の 海の 上に 太陽 を 仰ぐ 刹那、 或 ひは峻 3IS のいた t きに 立って 耿々 た 

る 星の 群に つ、 まれた かれ 自身 を 見出す 刹那、 或 ひ は 九 里 十 里の 間 人影 一 つ 見ぬ 高原の 草の なかに たまく 寂然たる 

我れ 一 人の 姿 を 見出した る 刹那、 人 は 恐らく 地に 俯して 地 を 抱き 地に 淚 する ほどの 感激に 搏 たれる であらう。 

一 つの 町、 或 ひ は 一 つの 瓧會の 人間と して 生きて ゐる 間、 わくた したち はたいて いは 或る 程度まで 自分と いふ もの 

を 殺して ゐる。 或 ひ は 自分の もので もない もの を 自分の ものと 過信しながら 生きて ゐる。 

旅に 出た 刹那. わたくしたち は 今まで 失って ゐた 自分自身の 生活の 全幅 を とりもどす ことができる。 同時に 自分 は 

自分 だ けの 力で 生き、 I 俊な しの 自分の 姿 を 見出す ことができる。 

わたくしたち は 何時も 一 つの 社會の 一部分、 一分 子と なって 生きて ゐる。 絕對の 個人と して 生きて ゐる とい ふこと 

よ 滅多に ありえない。 しかしながら わたくしたち は 一 つの 社會 とい ふ もの かり 全然 切り離された 全き 個 我の 形に 於い 
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て.：！： 分.； In 身 を 見出す とい ふこと も 必要で ある。 旅 はたし かに 切り離され たる 一 個の 全き 個 我 を 出させる。 

そこで は訪 のために 一 日の 大部分 を K さなければ ならぬ とい ふやうな 不安 もな く、 自分 はた V 生まれた ま、 の、 

素 裸な 人 として 牛 て ゆく ことができる。 

ェ マァ ソン は -J^ を 避ける ために 森の なかに 一 つ の 小屋 を 建て、 そこで 本 を讀ん だとった へられて ゐる。 イブセン は 

人に？^^！ひたくなぃ時はニ階の窻を明けてぶしっけに 「逢 ひたくない」 といって 直 を しめてし まったら しい。 

どっちに しても 都- の 生活 は 心苦しい ことが 多い。 逢って 時間 を 費し、 魂 を 疲らせて しまう か。 逢 はないで 心苦し 

い 思 ひに 終 曰を臺 なしにして しまう か。 何れにしても 都會 生活 はわた くした ちに とって すこしも 魂の 安息 を あたへ て 

くれない ひ 「わたし はもう 九 時 だから 失 纏し ます。」 ワルト. ホイ プト マン はかう いって さっさと 客 を 置き去り にして 眠 

つた さう だが、 今日の われく の社會 では それ もで きない。 

つ い 旅が 戀 しくなる。 そこで はわた くした ち は 眠たい 時に^る ことができる。 ひも じい 時に 食 ふこと がで きる。 

朝 五 時に 起き、 夜 八 時に 寢る。 かう いった 規則正しい 生活 もで きる。 落ちついた 氣で本 も E める。 夕 燒の空 もな が 

めら れる。 小鳥の 聲も聽 くこと がで きる。 今 曰の 社會 では 數 曰の 旅 はわれく の 魂と 肉 鱧の モナ ステ リイで ある。 唯 

1 の 祈りの 場所で ある。 森の 隱れ 家で ある。 

X 

西 行 は 何 ゆ ゑに 旅 をつ e けた か。 芭蕉 は 何 ゆ ゑに。 

「取の 果 はありけ り」 の 作お は 恐らく 「海の 音」 なる I 句 を 見出す ために は 生命 を 賭けても 惜しい と は 思はなかった 

であらう。 

芭雈 一 は 「奥の 細道」 ー卷 のために は 恐らく 旅に 死す る こと をも辭 せなかった であらう。 


白 一 

窓 一 


「ゆ き /\ てた ほれ ふす とも 萩の 原」 

曾 良 はたし かに この 意氣を もって IS 蕉に隨 ひつ \ 奥の 細道 をた どった であらう。 

「野 さらし を こ  >- ろに 風の しむ 身 かな。」 

旅に 於いて 人 は はじめて この 句の 味 を 衷心から 感ずる ことができる であらう。 野 ざら し を こ \ ろに 刻み つける ほど 

の 覺悟を 抱いて 旅 をす るので なければ、 旅の ほんた うの 味と いふ もの はわから ないで あらう。 

tourist などい ふ 言葉 は 旅人と いふ 感じと は餘 程ち がって ゐる。 tourist の 旅なら ばェ マァ ソンの 言葉 を藉 りる まで も 

なく、 旅 はしない 方が い、 かも 知れぬ。 traveller にした ところで どうもし つくりした 感じに はなれぬ。 畢竟 近代の 歐 

洲 入に は 旅と いふ もの 、味 はわから ないで あらう。 チ ェ ホフの 作品な どのな かにたまく 地平線から 地平線へ とつら 

なる E シャの steppe を 旅する 人々 の 半： 活が 描かれて ゐる ことがある。 草の 原 はさら に 草の 原へ とつ どく。 地平線 はさ 

らに 地平線へ と。 {1^ はさら に {4- へと。 十 臺或ひ は 二十 毫の 荷馬車が 一 かたまり となって 無人の 草原 を 日から Ml にかけ 

て 旅 をつ どける。 夜 は 焚火の ほとりに 集まって は 若者た ち は 野 盗の 襲來を 警戒し つ k 起きて ゐる。 あの やうな 草原の 

旅の 味なら ば わたくしたち にも 理解が できる やうに 思 ふ。 

もし 强ひ ていへば pilgrimage とい ふ 感じが 幾分ち かいか も 知れぬ が、 それにしても まだ われく 日本 入の 懷 いて， Q 

る 旅と いふ 感じに 比 ぶれば 淺ぃ。 

口 シャの 小 說を讀 んでゐ ると たまく ヱルサ レム 遍路の 生活が 描かれて ゐる ことがあ るが、 あの 氣 持ち はわれく 

日本人に も 同感が できる。 

しかし 所詮 旅 は 旅で ある。 それほど はっきりした 一 つの 聖地と いふ やうな ものに 囚 へられて はゐ ない。 き はめて 漠 

然 たる ものである。 タ燒の{1^1を想像する少年の心を如實に生かしたものが旅の心でぁる。 刹那に 夕燒の {仝 がか はって 
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ゆく やうに、 旅人の 心 も 刹那に 東を戀 ひ、 西を戀 ふ。 飄々 乎と して 何ものに も囚 へられざる 旅の 面白さが わく。 

旅 は 所詮 は 取の El^ を 追 ふ 心で ある。 

讽の果 を 追 ふ ほど 赖 りない もの はない。 旅 はたし かに 頼りない ものである。 その 頼りない ところに 旅の あはれ さが 

ある U 誘惑が ある U 

X 

旅に 出る となれば 二 曰 三 曰 前から、 或 ひ は 一 週間く らゐ 前から 心 は憂鎮 になる。 

或る 年、 或る 山に 登った 時であった。 同伴の 靑年は 「山に 登る 時 だけ は 死と いふ こと を考 へる。」 といった。 

旅 を 欲する 者の 心 もまた それで ある。 死と いふ こと を考 へる ことなしに は 讯の果 を 追 ふ 者の 氣 持ち はわいて 來 ない。 

無論 死を暨 悟して とい ふやうな そんな 英雄的な はっきりした 意識で はない。 たど 何とな しに 「野 ざら し を 心に 風の し 

む 身 かな」 程度の 死の 恐怖で ある。 豫覺 ならぬ 豫覺 であろ。 

旅 を 愛する ものに とりて この 憂鬱な 數日 はまこと に 尊い 經驗 である。 たと へば 夕暮れの ころ 佛檀の 前に 香 を 焚く 氣 

分 を さらに 深く し、 濃く し、 嚴 かにした 感じで ある。 

た V 一枚の 新ら しい 襦梓、 た 一筋の 新ら しい 手拭、 た 父 ー册の 本、 たと へば 山家 集と いった 風に。 あれ もこれ も 

と 思 ふ 心 を 抑 へて は 足ら はぬ を：： 止れ り とする 古人 の 心 を ありが た く 思 ふの も 旅す る 人の 尊い 經驗 である。 

わたくしたち は 落ちつ いた 自分の 家と いふ もの を 持って ゐ たい。 庭 を 持って ゐ たい。 書齋を 持って ゐ たい。 同時に 

すべての これ 等の 所有から 離れたい と 思 ふこと も ある。 旅 はた ヾ 一時的で は あるが、 これ 等の 所有 觀 念から わたくし 

たちの 心 を 救って くれる。 山に 登る 者に とって は靑 {41 と、 夜の 星と、 柔 かな 草 はかれの 家で あり、 庭で あり、 た VI 

個ハ リウ ク サックよ， かれの 有の すべて V ある。 旅する 者に とって は 1 ニ册の 本と 小 ひさな トランク 一 つが かれのす 
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ベての 所有で ある。 天と地 はつねに かれの 家で ある。 

ナ. > --ん  ：-，._*5 

「一年な りと も 年若く、 病 もつ のり 不申 中、 薩摩潟 見 申 度 ふり 切て 出 申 候" 乾坤 無住、 水上の^ 沫. 稻 妻の 境界に 候 

故、 行 先 野 山 草木 之 間にて、 土 を 枕と して 此生 終り 可由覺 悟に 候。 是を 心の 樂に彌 相 決 候 得 は 天地の 間 居所 究申間 敷 

と存 候」 (芭燕 手翰) 

芭蕉から 去來 への 消息で ある。 薩 摩への 旅は果 さない うちに かれは 死んで しまったが、 taJ 蒲の 旅に 對 する この 意氣 

があって はじめて 旅の 味が わかって 來る であらう。 

支那に どの やうな 旅人が あり、 西洋に どんな 旅人が あつたか 知らぬ が、 旅と いふ もの を これほど 嚴肅な 心持ちで 考 

へて ゐた 詩人 は何處 にも 見出されない であらう。 天地 を 家と するとい ふ 考へ方 は 日本人の 旅に 於いて 最もよ く 具象 化 

されて ゐ ると：：^ る ことができないで あらう か。 

旅 は 日本 入に とって は 立派な 宗敎 でも あり、 觀照 でも あり、 藝術 でも ある。 

普段 はばら くになって ゐる 自分の 魂が たや 一 つの 焦 點 にあつ まって 悠久 を 思 ひ、 生 そのもの、 相 を その 底に 徹し 

て 見究 める とい ふ 心の はた ら きも 最も 多く 旅 に 於いて 經驗す ると ころで ある。 

一切の 所有、 一切の 陪碍、 一切の 凝滞 を 雄して 赤裸々 の E 分と 大自然と が Si 然として 融け 合 ふの も 旅に 於いて や あ 

る 0 

旅 はわた くした ちの 心 をす つかり 子供に 還らせて しま ふ。 だから 日常 は 何でもな いことの やうに して 見す ごして ゐ 

る ものまで が、 まるで 異っ たもの. 1 やうな 相 を もって 旅人の 心に 訴 へて 來るリ 

旅と いふ 心に なって 東京 を 立つ 刹那から、 わたくしたちの 世界 はまる で 生まれ か はって 来る。 いつも は 見 か へり も 

しない ほどの 芝の 五重の塔 や、 た まく 見出し た 東京 灣の 上の. S の 色まで が廣 重の 繮を想 ひ 出させる ほどの 落ちつき 
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を もって 迫って 來る。 

ゎづか 京都までの 短い 旅の 間に も わたくしたち は 今 さらの やうに フ レ クシ ュな 感興 を f 人び さまされる ことが 多い。 

汽^5|-の惠を吹く風すらがすでに旅の風とぃふ特殊の感じを懐かせる。 

六郷を わたろ 時す でに わたくしたち は 古人の 心 を 掬む ことができる。 馬 入 川の 磧に 月見草の 咲け る を 見ても、 旅人 

は 今 さら の ご とく 新たなる 旅の 賴り なさと うれ しさと に 魂 を 躍ら せる。 

たまく箱极越す^3のほとりに 一 楚ニ 塞の S 紅な 瞿ん 紫の 花 IK^ 出す だけで も 旅人の 心 は 踊る。 

草のお を m ぎろ 篤、 iEfw を斜に 翔る 一 羽の 鳥、 一 片の飛 雲に も 旅 入の 心は惹 きつけられる。 

まことに 不：？ 思議なる は 旅の 心で ある。 

m の を 追 ふに 道 は 限りなく、 ぎな く。 

道 は 町に 入り、 小山に 入り、 渡 頭に 消え、 草原に あら はれ、 嚙： 野に 煙る。 

旅人の 心 は l$i なる 道に 迷 ふ。 

そこで は 人 はた ヾ步 みに 歩む。 かって 饒舌な く、 焦躁 もない。 入 はた 默 したる ま.^ に 道 をた どり、 道 を 拾 ふ。 

そこで は telf,*.. 捨てられた 1 足の fEf 鞋も 旅人の 注意 をの がれる こと はでき ない。 た^ 一  楚 のきん ぼうげ の やうな 雜草 

の 花まで もが 旅人の 心 を惹き つ ける。 

た まく 可憐なる 子供た ち の W: +鞋 や、 あと かけ lufK の ilk き 捨てられた の を 見出す ば かりにも、 旅人 は 懐かし ぃ道づ 

れを えた やうな 微笑 を 感じる ことができる。 

«の果^^」：^ふ旅人にとりてはた^* 一  筋の 道 は それが いかに 軍 調で あらう とも 決して 不愉快な もので はない。 

*^ のう 

白い 埃、 かすかなる 埃、 土 を 踏む ごとに 眼 さめた る ごとく 起きて はまた 眠り ゆく ® い！； 道の 埃。 それすらが 旅人の 


心 を 打つ。 

道は涯 もな くつ r  く。 

道の つ 父く かぎり 微風 は 吹く。 

微風の 吹く かぎり、 道の っ^く かぎり 旅人の 心 は 躍る 0 

步 一 歩、 人 を 思 ひ つ 、旅人 は^む。 

白い 埃の 道に のこされた fl^ &の 跡、 そこに は 古き 思 ひ 出の 俤が 刻まれて は 消えて ゆく。 

歩一歩 旅人 は 憂 ひつ X、 思 ひつ X、 なつかしみつ &、 悲しみつ >1 山 を 見、 雲 を 見る。 

こつぜん 

扉 は 忽然と して 心頭の 火を滅 し、 道 は 悠久に つ く。 

旅人 は 讽の果 を 追 ふ。 

旅 を 思 ふ 心 はいつ も 嬰兒の 世界に よみが へる 0 

1 里 歩いた 世界、 それ はすで にもう かれに とって 過去の 世界で ある。 

かれは 一里に してす でに 新ら しい 他の 一 つの 世界 を 見出して ゐ る。 

それ 力 どんなに づ ひさな 山で あらう と、 それが どんなに 古びた 小驛 であらう と、 それが どんなに 小 ひさな 流れで あ 

らうと、 旅人の 魂 は 新ら しき 山 を 見る 時、 流れ を 見る 時 疼く ほどに 旅の 頓り なさと- 旅の なつかし さに わな. 1 く。 

た 父 一片の 雲、 た 父 一筋の 流れに も 驚異 を感， ずる ほどの 心の デリカ シィは 旅に 於いての み 見出さ る。 

X 

八月、 椎の葉 は そよ ぐ。 {1^ はすで に 秋で ある。 
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花 を 兌れば 萩、 曰 ま はり、 朝顔、 桔梗す でに 秋で ある。 

八月、 風 はすで に 秋で ある。 

玉 蜀泰の 丘、 武藏 野の 草、 武藏野 を 走る 道. そこに もす でに 秋の 氣は 動いて ゐる。 

秋" たに 思 ふだけ でも 旅の 心 は 動く。 

地に はこ ほろ ぎが 鳴いて ゐる。 「死に 支度 致せく」 一 茶 はかく 秋の 聲を聽 いた。 

旅に 出よ。 わたくし は 秋の 聲を かく 聽く。 

てう ザん 

生きて ゐる ことの うれし さ、 生きて ゐる ことの わびし さ。 武藏 野の 玉蜀黍 畑の なかに 立って 恨^と して 旅 を 思 ふ。 

生きて ゐる こ と を うれし い と は 思 はな いの か。 生きて ゐる こと を わびし いと は 思 はない のか。 大きな 聲で 腹い つ ば 

いに 笑って 見たい。 腹い つばい に 泣いて 見たい。 

生ける 者の 笑と 涙と を 胸に 抱いて 旅人 等 は 秋の 野 を 歩む。 秋の 古都 を さ迷 ふ。 

去年 信 濃から h 州に 出て、 安中の 町 を 歩いて 町 を 通りぬ けようと した 寺の 門前で 逢った 老婆。 八十に も 近い ほどの 

老婆 は 手作りの 草履 を寶 つて は 辛うじて 生きて ゐた。 かれは 手の平に のせて やった 一 枚の 銀貨 を 指の 先に 揷んで 太陽 

にか ざして 見た。 かれは かたじけない といって 泣いた) 

背に^ 履の 包み を 背負 ひ、 腰 を 曲げ 指に 銀貨 を 挿んで 正午の 太陽に かざして ゐた その 姿が、 今 もな ほ わたくしの 頭 

に 刻みつ けられて ゐ る。 

百日紅の 下に 眠って ゐた 老人、 かれはす でに 自分の 村の 名 さへ 忘れて ゐた。 楱 名の 麓の 葡萄畑で 葡萄の 實を もいで 

くれた 老婆 U 


•m 一 

の 


ち？^ ク£ 

吾 蠕 高原の 仔 馬、 六里ケ 原で 逢った 熊狩りの 依田 老人。 

旅人 は 何でもない 物語り を も、 入 を も 何時までも 忘れる こと はない。 

もし 人間が 旅の み をつ やけて ゐる やうな 社會を 持ったなら、 入 はもつ と 自由な、 もっと 偽りの ない、 お 體裁を 知ら 

ぬ 人生 を 出した にち が ひない。 すくなくとも 人間が 人間ら し い 感情 を 偽る ことなし にあら はすことの できる 世 を 

見出した にち が ひない。 

球 磨 川 を 下る わたくしたち を見经 つて くれた 磧 の 女、 阿蘇の 若い 醫師. 博 多で 逢った 女、 玄海を 一緒に わたった 朝 

鮮の 男。 たれ も かれ もが 旅で 逢った かぎり は 美しい 思 ひ 出と なって よみが へって 來る。 

X 

或ろ 年の 夏、 四 画の 或る 濱で 逢った 女。 かの 女 は 男と 別れて 柬 京に 一人の 子供 を殘 して 旅に 出た。 かの 女 はまた 四 

園で 他の 男と 一緒にな つた。 男 はなが いこと 病氣 にか.^ つてし まった。 そのために 女 は 自分の 身を賣 つて 男の ために 

稼がなければ ならなかった。 

病床に ゐる男 は 毎夜 女の 歸 りが 遲 いといって は 怒った。 しかし かの 女 は 男 を 養って ゆく ために は、 さらに 男との 間 

に 生まれた 吞 子の 里 扶持 を 接る ために は、 夜遲 くまで 船の 男を對 手に 稼がなければ ならなかった。 

女 は 泣きながら 語った。 東京に 殘 して 來た 子供に も 逢 ひたいと いった。 

旅 をし て ゐる とど この 世界に もさう いつ た 女た ち を 見出す。 

波 の 音 を聽 きなが ら 遠い 世界で 見た 女た ちの 面影が いつまでも 旅人の 胸に 鐫 みつけられて ゐる。 

眼 をつ むれば 四國の 夜の 海 邊が泛 かんで 来る" 

しゃ- ゥ り ゃラ 1^ ね 

二人の 若い 女 は 蓮の 葉の 上に 蠛燭 をと もした 精 靈 船 を 流して は 合掌して ゐた。 海 は 暗かった。 た r 1 つ 漂 ふて ゆ 
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く浪の 上の 燭は 寂しかった。 

小雨の 降る の 夜であった。 歧阜の 町の 女た ち は 長 良 橋の 上から 長い 絲を 垂らして 中流に 精靈船 を. 泛 かべて ゐた。 

小 ひさな 燈は 波の 問 にく 小雨の なか を 遠ざかって 行った。 

旅人 は その やうな ことにさへ も 心を惹 かれる。 

八月 十六 日、 京の 山々 に 焚く 火 はなつ かしい 旅人の 思 ひ 出で ある。 大文字！.' た 思 ひ 出す だけで も 旅の 心 は 動く。 

すでに そこに は 秋の 風が 吹いて ゐた。 

或る 年の 八月、 わたくし は 每晚の やうに 京の 三 條の撟 の 上に 立って ゐた。 愛宕の 山に 毎夜 焚く 雨 乞 ひの 火 を 見ん が 

ために。 

.? ろ 

旅人の 心 は^い 夜の 空に 焚く た^  一  ia の 火に も 動かされる。 同じ 夏の 旅に わたくし は 四國の 山の 火 を 眺め、 大和の 

か-? ほつ 

峰の 火 を 眺めた。 ひどい 旱 魅の 年であった。 

暗い 穴， T 秋 近い 夜の まに 遠い 山上に 燃 ゆる 炎 は あたかも 讽の iK を 思 ふに も 似た る わびし さを覺 えさせる。 

X 

旅人！ た r さう 呼び かける だけに もな つかしい 言 紫で ある。 

八月。 椎 のうら 棄をか i.- やかす 風。 そこに はすで に 秋が 訪れて ゐる。 

靜 かなる がごと くして しかも あわた どし き 秋の 風が 吹いて ゐる。 

人間の 世の うれしき を 思 ひ、 人間の 世の 俊き を 思 ふ。 た^ 旅に 出で- - その 悲しみ を 忘れん こと を懷 ふ。 た r 旅に 出 

で  >- その 悲しみに 浸されん こと を冀 ふ。 

人間の 世 を 愛すれば こそ 旅 を 思 ふ。 


お 


白 

憲ー 


人 問の 世 をに しと 見れば こそ 旅 を 懐 ふ。 

ぢ つと 一 所に 住して 死 を 待つ に は あまりに 靜 かすぎ る。 ぢ つと 一 所に 住して 死 を 待つ に は あまりに 尊す ぎる。 

八月。 椎の 葉に すでに 秋の 風 を 見る。 

旅に 出よ。 思 ふ 存分 白い 路 のかぎ り を 歩め。 秋の 風 はわた くしの 魂 を そ、 る。 

旅に 出よ。 思 ふ 存分、 大 {r^ を 仰げ， 大地 を 踏め。 靜 かな 道の 埃 を 踏め。 疲れる まで 歩け。 喜び も、 悲しみ も、 人生 

の 憂鬱 も 忘れる まで 歩め" 秋の 風 はわた くしの 旅の 心 を 誘惑す る。 

秋の 風 は 高鳴りして 夏の 町 を 走る。 

お 前の 魂が 痲痺し て しま ふまで 旅 をめ ぐれ。 

土に 突っ伏して 泣いて ゐる 男が ある。 白い 路を 走りながら 哄笑して ゐる 狂人が ある。 木槿の 花 は 埃 を 浴びて 咲いて 

ゐる U 

旅に 出よ I 

太陽 は 夏の ごとく 照り、 風 は 秋の ごとく 吹いて ゐる。 

X 

膳 所の 義仲 寺に 色蕉の 墓に 詣 でた 折であった。 わたくし は 道ば たの 木 謹の 下に 桶 を 作りながら わめいて ゐる 1 人の 

男 を 見た。 

妻 を 喜ば せる ために 盜み をし て 監獄に 绘 られ發 狂した の だとい ふ 話を聽 いた。 

監獄の 鐘 は 湖の ほとりから 響いて ゐた。 

かれは 赫と 照りつ けた 太陽の 下で やけに 桶の 輪 を 叩きつ けて ゐた。 
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秋の ことき 風の 驗を聽 くごと にわた くし はかの 不遝 なる af- を 思 ふ。 

義仲 寺の 芭蕉の 墓を懷 ふごと にかの 3S? の 晴ぃ顔 を 懐 ふ。 

白い 埃が 立って ゐた。 の 傍に は 木 SS の 花が 咲いて ゐた。 

旅人の 心 は 秋の 風 を 思 ふごと に-: g むン 

旅人 は 人の 言 紫 を うれしと 思 ひ、 人の 言葉 を 美しと 聽く。 たや 一日一夜の 宿に も 旅人 は 人の 俤を 美しと 思 ひ、 入の 

言 紫 を 忘れが たく 思 ふ。 

旅人の 心 はた V 嬰兒の ごとく 入 を 思 ひ、 人を戀 ふ。 

ふ はら 

力って 廣ぃ にたに 逢 ひ、 た e 訣れ たる、 そして 永遠に 逢 ふこと なき 人 を すら 美しと 思 ひ、 忘れが たく 思 ふ。 

旅人の 心 は epicuiean の 心に も 似て ゐる。  . 

人 をな つかしと 思 ふ も、 た e 風の ごとく 逢 ひ、 風の ごとく 別れ、 そして 永遠に る。 

旅の 心 は 草の 紫 を 撫づる 秋の 風の ごとく 白く、 靜か である。 

s ま 

旅の 心は悲 L めど il;^ せず、 うれし けれ. ふ 哄笑せ ず、 た^ 秋の 風の ごとく 白く、 靜か である。 

旅の 心 は 常に 嬰兒の ごとく、 常に 若者の ごとし。 

^人 は 秋の 風の 鹿を聽 きて 悲しむ こと を 知れ ど、 秋の 風に 若き 日 を 思 ひ 出で- 若き 曰 をよ みが へらせる こと を も 知 

つて ゐる。 

旅の 心 は 美酒に 醉 へる 者の 心で あらう。 醉 へる 者 は 笑 ふ。 §^ャ 泣く。 

X 


白 一 

の 

廒ー 


旅 は I 人なる が い 、。 旅 は 沈默の 行なる が ゆ ゑに。 

一人なる が ゆ ゑに 雲 も 映り、 山 も 迫って 來る。 

一 一 人、 11 1 人と 道づ れ を增す につれ て 旅の 心 は 薄らい で 行く。 

わたくしたちの 言葉 は 秋の 風よりも 低くなければ ならぬ。 でなければ わたくしたち は 旅に 出ても 秋の 風を聽 くこと 

はでき ない。 

わたくしたちの 跫音は 秋の 風よりも 靜か でなければ ならぬ。 でなければ わたくしたち は 旅に ゐても 草の 下の 蟲の昔 

を聽 くこと がで きない。 

わたくしたち は 白い 道 を 急いで はならぬ。 

それでな いと 道 傍の 遍路の 笠の 文字 を 見落す かも 知れない。 

本來無 東西 何處在 南北 

旅の 心 はた 父 これ だけの 笠の 文字 を 味 ふだけ でた くさんだ。 

遍路た ち は 恐らく 笠の 文字に ついて かって 考へ たこ ともなし にあの 笠 を 被って ゐる ことで あらう。 面白い ことで あ 

る 0 

笠の 文字 は讀 まない。 けれども かれ 等 は 文字通りに 東西南北 を わかたず 秋風の ごとく わびしく、 靜 かに、 あはれ に 

旅 をめ ぐって ゐる 0 

人間の 心が 水の ごとく 淡々 となれ たら！ 人間の 心が 風の ごとく 無心に なれたら ー 

遍路の 究竟 は そこいらで はないだら うか。 今日の 社會 組織で は 人間 全體が 遍路に なること はでき ない。 しかした ま 

に は 一 调間 なり、 十日な りくら ゐは 遍路の 心 を 見出す こと も 尊い ことで ある。 


35 


-m 想 感 五 第 


家を粲 てること も、 庭 を棄 てること も、 書 齋を繁 たる こと もで きない。 けれども 年に 幾日 か は 家 を 忘れて！：^ たい。 

庭 や、 £w 齋も 忘れて 兑 たい。 

大和 の 法 陵^ あ た り を 秋 の 靜 かな = に 歩いて ゐ ると 枯れ の 下に こ ほろ ぎが 鳴いて ゐる。 旅人 はた^ しゃがんで 秋 

の 陽 を 浴びて ゐる。 

た V それだけの 15S 路の 一日で もい.^。 家 を 捨てる こと は、 齋を 捨てる こと は 悲しい ことで あり、 なつかし いこと 

である 0 

秋の 風 は 高 野 を 吹き、 吉野を 吹き、 畝 傍 を 吹き、 三輪 を 吹き、 法 隆寺を 吹いて いづこに かさら に 遠い 秋へ 入って 行 

i 

秋の 風 は言雜 なく、 理窟な しに 吹いて ゆく。 秋の 蟲 もまた 言 紫な く、 理窟な しに 鳴く。 人 il の 生活 もた まに は 言葉 

なく、 理窟な しに 生きて ゆく ことが 、必要 はな いの か。 

旅の 心 は 秋の 風の ごとく、 また こ ほろ ぎの ra- にも 似て ゐる。 た r 自然の ま、 に 生き、 自然の ま \ に觀 ずると ころの 

生き方で ある" 

わたくしたち は 生まる k 時 然 のま k に 生まれて 來た。 生きる 時 また. H 然 のま、 でありたい。 死ぬ る 時 また 自然の 

ま k でありたい。 旅の 心 は.：：： 然 のま、 に 生きる こと.^、 自然の ま- -に 死ぬべき 諦め を敎 へて くれる。 

rtn 然 のま k の 生活、 理窟な しの 生活 ほど いもの はない。 人間の 小 ひさな 頭から 割り出された 生活法の 殼を 破って、 

尙 一 度.： n 然 のま、 の 生活に 還る のが 旅の 心で ある。 

太陽と 共に 起き、 太陽と 共に 働き • 太陽と 共に 眠る の も 旅の 心で ある 0 

風の ごとく 來り、 風の ごとく 去る の も 旅の 心で ある。 


豫の 日白 
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所詮 は 無常 流&の 世 を諦思 II 觀す るの も 旅の 心で ある。 

X 

八月。 椎の葉 はかど やく。 

太陽 は 夏の ごとく 照り、 風 は 秋の ごとく 吹く。 

秋の 風の ごとく 自然に 旅の 心 は 躍る。 

白い 雲の 下 を 走る 木曾川の 小舟の 上に 

こ みち 

宇治 あたりの 小高い 茶畑の 小徑 のなかに 

あかつちみ ち 

武藏 野の 憂鬱な 草原 を K く 赫 土 道の ほとりに 

夜と なく 晝 となく 旅 を 思 ふ 心 は 狂 ふ 

秋の 風が 吹く。  - 

白い 埃の 道 を 歩む に 程よ いほ どの 秋風が 吹く。 

重 衡の墓 を たづぬ るに 程よ いほ どの 秋の 曰が 照る。 

伊賀 の 萋蟲庵 を訪 る.^ に ふさ はしき ほどに 蓑蟲は 眠り はじめた。 

人 はすぐ に 死なねば ならぬ。 

かって われく の 前」 立って 白い 道を步 いて 行った 人た ちの 墓 を たづぬ るに ふさ はしい 秋の 風が 吹いて 來た。 

旅人 は 歩む 

旅人 は 白い 路を たどって は靜 かなる 秋の 墓に 詣づ る" 
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秋の 落 書 

二三： H 前 久し振りで 谷屮の 墓地 を 歩いて 見た。 そしてし ばらく 天 王 寺の 塔の 前に 立って あの 高い 塔 を 眺めて ゐた。 

幾つ もない 柬 京の 塔のう ちで わたくし は 天 王 寺の 塔が 一 番 好きだから、 あの 近く を 通る たんびに 塔の 前に Sz 立す る こ 

とが 多い。 

わたくし は不 il 塔の 壁の 納め 札に 助 六と いふお を兑 出した。 助 六と いふ 名の 納め 札は靜 岡の 淺間祌 社で も 見た、 久 

能 山で も兑 た、 奈良ゃ 京都の 宮寺 でも 見た やうに 記憶して ゐる。 肋 六と いふ 名が 一 般 的な 名のた めに 記憶し 易い せい 

も あらう が、 まあ 根氣 よく 旅を步 いた もの だとい ふこと に 感心 させられる。 

何のた めに H 本 g 中 を 巡つ て 納め 札 を 貼る のか？ 或る人 は宣傳 とい ふやうな 文字 を 使 ふか も 知れぬ。 しかし 納め 

札 を 貼る ほんた うな 心の底 を 掬んで 見たら、 やはり 詮ない ことで は あるが 少しで も 長く 自分と いふ もの を 生かして 置 

きた いとい ふいた くしい 諦め きれ ぬ 凡夫 の いぢら しい 心根が 潜ん でゐ るで あらう。 人間 は あまりに 早く 死ぬ。 あま 

りに い 人間の 一 生 をせ めて 一 曰で も 一 夜で も 地上に 長く 引き 留て 置きたい からで はない か。 旅する 心に も 同じ 凡夫 

の いぢら しさが ある。 死ぬ 日までに 1 つの 町で も 一 つの 山で も 多く 見て 死にたい。 美しい 心の 人 一人で も 多く 逢って 

死にたい。 た それだけの はかない 單 純な 心が 入 を 旅に 誘 ふ。 旅 をして ゐ ると 宮 寺の 壁に も 柱に も 木立に も 旅人の 落 

書を兑 出す。 そこに も わたくしたち は、 あまりに 早く 死なねば ならぬ 人間が 自分と いふ もの を 一 日 もな がく 刻みつ け 

て 置かう とする いたましい 念願 を 見出す。 近 松 や SI 蒸の 立派な 藝術も 考へ樣 によって は、 宮 寺の 丸 柱の 納め 札で はな 

いか。 助 六の 納め 札 は 十 年 か 二十 年の 後に は 雨風に 消されて しまう であらう。 沙翁ゃ 近 松 や 芭蕉の 藝術 もい つか は 雨 
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風に 消される であらう。 

旅の 宮 寺の 壁、 柱な どに 旅人の 落 書を讀 むの は 面白い ものである。 秋の 旅に 見出す 落 書 は 殊に あはれ である。 

文政 五 年 秋 俳諧 寺 一 茶 (六十 歳) が 善 光寺に 詣で たをりの 曰 誌に 

「本堂の 柱に 長 崎の 舊友 たれかれ 八月 二十 八日 詣 ると 記して ありけ るに 今 は 一一 一 十 年 あまりの ものな らんお のれ 彼の地 

にと い 1 まりて 一 つ 鍋の 物 喰 ひて 笑 ひの、 しり むつまじき 人達な り あはれ 昨日 參 りたらん に は面會 して 来し方 かたりて 

心 慰まん もの を 互に 四百 里の 道へ だたり ぬれば この 世に は 逢 ひが たき 齢 にし あれば しきりに 慕 はしくな つかしくな ■ 

ん 0 

近づきの 樂 書見え て 秋の 暮」 

三十 年来 逢はなかった 舊友 とた t 一  日の かけちが ひで 逢 ふこと も出來 ず、 善 光寺の 御堂の 落 書の 前に 老の淚 をし ぼ：. 

つたで あらう 一 茶の 心 を 察する と 涙ぐまし い 心に もなる。 

人生の こと すべてが 秋の 本堂の 落 書で はない か。 藝術 も、 親 を 慕 ふ 心 も、 子 を 思 ふ 心 も、 戀も、 無情 も * 
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芳 野 紀 行 

四 月 五日 六日と 伊 S では 塞い 日が つ どいた。 天 城に は 雪が 降って ゐた。 © はさ かりで あつたが、 天 城の 花 を 兑ては 

わたくし は芳 の 花 を 想像し てゐ た。 

雨が 降りつ V いた。 S. をり は 嵐 さへ 吹いた。 わたくし は IS の 傘 を かりて は 松 山の 赭土 道 をの ぼって 行った。 豁 にも、 

松 山に も、 湯の 町に も、 草 山の 魔に もさ かりの 花が 雨に 照って ゐた。 

松 山の なかの 小屋に は い つ て 爐に柴 をく ベ て は 終日 を：. i に 暮らす こと もあった" 草 山 を 出た 雲が やがて 千切れ 千切 

れ ていつ か は 雨の 屮に 消えて しまったり、 不 il 松の 幹に からんで 柔 かな：， i となって 流れて ゆく 姿 を 眺めて ゐ ると 飽く 

こと もなかった。 

今年 は幽 f 年 鳥が 來て 蕾を啄 いたの で 花が すくな いと 山の 人 はいって ゐた。 

ち や うど そのころ わたくし は 志 摩 あ た りに鶯 の 群が あつまって 夾- て 蕾 をた ベた ので この 春 は 花が すくない とい ふ 新 

記事 を IS んだ こと を 思 ひ 出した。 

日 も 曰 も わたくし は 山に のぼって 行った。 一 抱へ も、 二 抱へ も ありさうな 櫻の 老木が 松の 間に 咲き こぼれて ゐ るの 

を 立ち どまって は 飽かず ながめる こと もあった。 「身 を 分けて 見ぬ 柏な く盡 さば や」 とうたった 西 行の 心 も 思 ひ 出さる 

る 日が 多かった。 

天 城の 谿 から 谿、 峽 から 峽と靜 かな 花 は 咲いても、 散り か X つても 眺める 人 もない。 それほどに 天 城の 春は鬧 寂で 

ある。 赛の のみが 煙の ごとく 溪を こめて ゐ る。 


天- i« の 花 を 見る につけて、 雨が 花 を 打つ につけて 芳野を 思 ふ 念 は ひたぶ るに 旅人の 情 を そ \ るので あった。 

雨 また 雨の 日が つどいた。 天 城の 花 を 惜しみつ、 芳 野への 旅に 立った の は 十四日の 朝であった。 

柔 かな 麥の穏 を しっとりと 雨が つ k んでゐ た。 湯の 町へ 通 ふガタ 馬車の なかには 旅人の 影 も 稀で あった。 

驗 河の 海 は 荒れて ゐた。 用宗の 海岸 を 走る ころ わたくし は窻を 明けた。 雨は橫 なぐりに 叩きつ けて 來 た。 

わたくし は 線路に 沿 ふた 麥畑菜 畑の なかに Y の 姿 を 探した。 しかし Y は 立って ゐ なかった。 昨日 伊豆から 出して 置 

いたわた くしの 手紙が まだ Y の 手に と t かなかった ので あらう。 去年から そこの 海岸に ffi び 住ま ひ をして ゐる Y の 白 

い 寂しい 顏を 想像しながら、 わたくし は 荒れ狂 ふ 海の 波 を 見つめて ゐた。 

大中 川よ 雨に 煙って ゐた。 わたくし は 雨の 日の 大 井川 を 愛する。 わたくし はかって 幾度 か大 井川の ほとり を 歩いた。 

かって わたくしと & もに そこ を 歩いた たれかれ のこと を 思 ひながら 雨に 濡れた ^ を ながめた U 春雨 降る 日の 廣 い^は 

秋よりも 寂しい。 

白， ぃ磧 をへ だて、 麥が あり、 町が あり、 山が ある。 山 も 町 も 雨に 沈んで ゐる。 愁然と して 旅人の 心 を 打つ。 

關ケ原 を 過ぎる ころ 雨 はふた \ ひ 窻を橫 なぐりに 叩きつ けて 來た。 日が 暮れて 來た。 夢の 中に もの を さがす やうな 

心持ちで 嵐の なかの 花 を 見る。 

京都へ 着いた ころ は 日 はすつ かり 暮れて 雨 はた r 降りに 降って ゐた。 

いつも 泊る 鉄屋 町の 格 家の 隣り は 大きな 吳服 問屋に なって ゐて、 幾 棟 かの 倉が 並んで ゐる。 夜の 十 時 ころに なると 

いつも 數 人の 男た ちが 火 を 兑迥 はって 歩く ので あるが、 その 聲が建 仁 寺 あたりの 托鉢僧 を 聯想させる おうく と 響く 

聲 である。 はげしい 嵐の なかに 六 七 人の 男た ちの 地の 底からで も わいて 來る やうな 聲が 聞え て來 るので あった。 いか 

にも 古風な 火の 用心で ある。 旅疲れの うた X 寢 におう/ と 呼ぶ その 聲を聽 くと、 いかにも 京の 町へ 來 たとい ふ 感じ 
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がわく。 

わたくし は芳 野への 迫 や、 汽車の 時 問 を 調べたり、 飽 のなかに 入れて 來た 山家 集と 芭蕉 全集 を 取り出して は 拾ひ讀 

み をした。 

芭蕉が 芳 野の花 を 訪ねた の は 貞享五 年の 春であった。 

「やよひ 半 過る 程 そ ろに うき 立 心の 花の 我 を 道び く 枝 折と 成りて、 芳 野の花に おも ひ 立ん とする に、 かの いらこ 崎 

にて 契り 置し 人の 伊勢に て 出む かひ、 倶に 旅寢の あはれ を 見、 且 はわが 爲に 童子と 成りて 道の たよりに もな らんと、 

自ら 萬 菊 丸と 名 を 云、 まことに わらべら しき 名の さまい と 興 あり。 いで や 門出の たは ぶれ 事 せんと， 笠のう ちに 落 書 

す 

乾坤 無住 同行 二人 

よし野に て樱 見せう ぞ检木 笠 

よし野に て 我 も 見せう ぞ检木 笠 萬 菊 丸」 

去年 秋 「三 河の 國保 突と 云處」 —— 伊 良 古崎の ほとり 11 に 杜國が 世 を 忍んで ゐ たの を 訪ねた をり 芭 は 春の 旅 を 

約^^したのでぁった。 

去年 の 秋から 芳野行 をた のしみ に 待って ゐた iHJ 蕉の心 をい ろくに 想像しながら わたくし は 枕頭 の 雨の 音 を聽ぃ 

た。 雨を氣 にして は 幾度 か 眼 を さまして は 雨の 音を聽 いた。 

雨の 夜が 明けた。 わたくし は is を 仰いで は 輕ぃ溜 息をさへ 洩らした。 

午後に なっても 雨 は 止まなかった。 わたくし は 芳野行 を 一 日のば す ことにして あてもなく 鴨 川の 方へ 歩いて 行った。 
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11 一條 小 橋の 上から 高瀕 川の 晴ぃ 流れ を ながめる ごとに わたくし はいつ も 轉 外の 「高瀨 舟」 を 思 ひ 出す。 流されて ゆく 

若い 囚人の 物語 を 思 ひ 出しながら 三 條大橋 を わたって iafw の 方へ 歩いて 行った。 夜 櫻の 名殘 のみが 雨に 濡れて、 花 は 

散って ゐた。 

けさの 新聞で 博物館に 岡 山の 大原 氏の コレクションの 一 部が け ふから 陳列され る こと、 ミ レ ェ の 檜が 1 點 はいって 

ゐる こと を讀ん だので、 西 谷の 方から ま は つ て 博物館 へ はいつ て 行った。 わたくし はよ い 折に 京都 へ 來 たと 思った。 

グ レコ、 シャヴ アンヌ、 マチス、 カリエ ー ル、 ラファエリ、 べナ 1 ル、 レ 1 ル マンスな どの 作品が 四十 敏ほ ども 並べ 

られ てあつた。 雨の 日の せいか 觀る人 も すくなく、 直から は 散りの こりの 花 を ながめつ \ 心 ゆく まで しづかな 鑑賞 を 

樊 しむ ことができ たの は 何よりの 旅の 見つけ ものであった。 なかんづく わたくし を よろこばせ たもの はミレ H の 「グ 

レビ ー ュの斷 崖」 とい ふ繪 であった。 わたくし は その 撸の 前に 立った 時、 これ こそ ほんた うの 詩 だと 思った。 幾度 か 

去らん として はふた、 び 立ち止まった。 斷 崖を掩 ふて 柔 かな 草が 靑々 とか やいて ゐた。 一 筋の 赭土 徑は 右より 屈曲 

みち 

して 左へ、 斷 崖の 緣を縫 ふて 走って ゐた。 徑は 草に 隱れて はまた 草の なか を 走って ゐた。 斷崖の 根 を喷む 白い 波頭が 

寂然と して 日の 光り を 浴びて ゐた。 そこに は 一片の 雲鬵 もなかった。 鳥の 影 もなかった。 と 海と た^ 洞 然として 人 

の 心を擊 つた。 崖の 柔 かな 草の 上に た V 一人の 若者が 寢 ころんで ゐた。 かれは ステッキ を 抱へ てゐ た〕 かれは 海 を H^、 

S を 見、 何 を 思惟し つ、 あるので あらう。 何とい ふスヰ ー トな寂 人の 姿で あらう。 

風 もな く， 鳥の 音 もな く、 た 徑 のみ 斷 崖に 沿 ふて 悠久 を 走る。 

ミレ M の撸を 見て 誼 を 出ようと する 時 わたくし は不圔 古風な 軍船の 上に 一 童子の 木像が かざられて あるのに 氣 付い 

た。 秀吉の 一 子 鶴 松の 像で ある。 鶴 松の ために 作られた 可憐な 甲胄 ニ領、 小刀な ど を 見る につけても いかに 晩年の 秀 

吉が その子の ために 父ら しい 濃 かな 情愛に 群され たかと いふ こと を 想像して • 一 翳 人間ら しい 秀吉を 愛する 氣 にもな 
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つた。 たしかに かれは その子の ために は Ic^ 別 を 失 ふ ほどの 子煩惱 であった。 鶴 松の 死に 面して 失神し、 或 ひ は 寺に こも 

ると いふ やうな 殊勝な かれの 心 を 思 ひながら 阿 彌陀ケ 峰の 麓に 立って わたくし は 暮れて ゆく 京の 町 を ながめて ゐた。 

十六 曰。 雨 は喑れ た。 三條大 橋から 電車に 乘 つて 先 づ 宇治へ ゆく。 鴨 川 沿 ひの 靑 柳と 八重 櫻が さかりで ある。 宇治 

わ 5  、 

は 二度目で ある。 大地震の 年の 八月 霧 島の 旅からの かへ りに 黄疆の 萬 SI 寺に 詣で、 日が 暮れた ことがあった。 宇治 は 

豐 かな、 淸 冽な 水 をな がむ る だけで も 忘れられぬ 地で ある。 宇治川 を 狭み て 南北の 山の 相 迫る ほとりに なほ さかりの 

花 をの こして 卷光漫 々として 漂 ふて ゐる。 案內の 男が 佐々 木、 梶原 先陣の 跡 だと 指さした 洲の あたりに は 二三 尺に 伸 

びた 葦の 紫が すくく と 伸びか^ やいて ゐる。 宇治川の 土 堤 を 下りて 數 歩のと ころに 「扇の 芝」 の 遣^、 頼政鎮 懸け 

の 松が ある。 をり からの 落花に 平等 院の 物語り も 殊に あはれ に 思 ひ 出される。 

土 堤の 茶店で は 家 ごとに 草 餅を鬵 ぐ。 荩餅は 何となく 昔 を 思 ひ 出させて なつかしい ものである。 平等 院の寶 物 を觀、 

細 川 某の 手に なれる 庭 を 見る。 苔 深く 石 寂び て 春の あはれ を こめて ゐる。 見る 人 もな く 花 は 散って 宇治の 茶畑 を 埋め 

てみ る。 

宇治から 汽 に乘っ て奈良 を 素通りに 芳 野へ 行く ことにした。 け ふ も 木 川 を わたる 時 木 津の土 堤 下の 竹 觀の小 蔭 

に霄衡の1朋^1$^>」兑た。 いつの 年で あつたか、 法隨 寺に 詣 した 夏、 わたくし は 露草の なかに 重 衡の墓 を 見出して、 

こ の あたり 塚 あり 木津の 螢 草 

とうたった ことがあった。 

若草 山に は 行樂の 人々 の 群が 點々 として 草 山の 石の ごとく ながめられた。 

大佛 8££； 根、 猿. t の 塔の み を 菜 畑の 彼方に ながめつ 上 C 車 は 南へ 南へ と 大和 平原 を 走る。 
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京 終と いふ 名 も 旅人に は 面白い。 大和 平原の 數 里の 麥畑菜 畑 をへ だて 、法隆 寺の 塔 を さがさう と 思って 幾度 か！ 當 

をつ けて 見た が、 赛日 遲々、 造 も 小山 も 霞に っ& まれて ゐた。 

程よ き 小山、 明るい 草 山 を 货：： 京に、 春の 風の 小波 をた、 へた 池の 水 を 前景に して 築地に 圍 まれた 大和の 家の 群が 正 

しい 輪廓の 一 かたまり をな して はつ k ましく 相 隣り して ゐる。 

そこで は 平原の 中に 點 々として 村が 出來 上り、 町が 出来た のではなくて、 千年 前の 舊 都の 一 廓が 壞 たれ、 さらに 一 廊 

ち たう 

が 崩されて、 金毆は 朽ちて 畑と なり、 池塘 となり、 ゎづ かに 崩 壞の禍 を 免れた 部分の みが iS 々として 取りの こされ 

-^^:殿を塊めた土の上に麥がかピゃき、 春の 風が 吹いて ゐる といった 感じで ある。 山に つ \ まれて 靜 かに 眠って ゐる大 

和平 原 全體が 千年の 古都の 廢墟 である。 何とい ふ 寂しい 懐し ぃ廢隔 であらう。 廢園 のこ.^ かしこに 眞っ 白な 梨の 花 を 

見る の も わびし い。 

ほんか 

大和め ぐり は 廢墟の 遍路で ある。 滅びた る もの を 弔 ふ 挽歌の 旅で ある。 氣を つけて 見れば かしこの 村 はづれ にも、 

かしこの 一筋道に も 檜 笠の 大和 遍路の 姿が 見える。 

三輪、 畝 傍. なつかしい 名で ある。 麥畑、 水田の 中の 古い 町、 雨 も 降らば さらに 情趣 深き ことで あらう。 

畝傍驛 のす ぐ 前に 古風な 旅籠が ある。 庭， 部屋のと りかた も 昔め いて 落ちつ きがある。 井戸 傍の 八重 機が さかりで 

あった。 奥の 部屋に 案内され 茶 を 喫して 疲れ を やすめる。 眼 をつ むれば 裏の 菜 畑 の 上 で 雲雀が 高鳴き し てゐる の を聽 

く。 畝 傍、 久山を 右と 左に 遂畑 をへ だて & 見る- 飛鳥 川の ほとり、 久米 寺の ほとり、 かしこ、 こ \ とた r 霞の なか 

.5;,? て * 

遙 かに 腿 を やる のみ。 この あたりの 山 はみ なた どの 小山で ある。 川 はみ な 小川で ある。 春雨の 曰に 消 滴の 音 を i! きつ 

つ 旅の  一 m を樂 しむに ふさ はしき ところで あらう。 蛙の IS が 悲しく も 懶く閗 える。 

畝 傍から は 電車に なり、 道は芳 野へ と 上り坂に なって ゐる。 小山 また 小山 を 縫 ふて 走る。 碧珠の やうな 吉野 川の 流 
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L を 出して 間もなく 電車の 終點 である。 花時な ので 自動車と 俥の 客 を ri' く 者 力 夥し、。 

吉 川の 長い 鐵撟を 渡れば やがて 人家 は盡き 急坂に か、 る。 左手に 告野川 をへ だて、 上 市の いかにも 落ち ついた 町 

の 姿が ながめられる。 

わたくし はかって シ モン ズ の^太 利 紀行 を 讀んだ 時. 1 つの 町 を 生ける ものと して 兑 たかれの 見方 を 面白い と 思つ 

たこと があった。 n  ，マの 町、 フロレンスの 町、 ナポリの 町 それぐ の 脈搏 を 持ち、 感覺を 持って ゐる。 

京の 町. 奈 、の £.、 三輪の 町、 大和の 農村 それぐ の 呼吸と 感 K と を 持って ゐる。 吉野川 をへ だて. -赛 光を麗 がれ 

てゐる 山の 町 上 市を兑 おろした 刹^ わたくし はシ モン ズの 言葉 を 思 ひ 出さずに は をれ なかった。 かって わたくし は 

大和から^ 賀に入 つ た 日、 木 St 川 沿 ひ の 修竹 にか こまれた 小 ひさた 村を兑 て a" ぃ藝 術に 對 する やうな 感激 を經驗 した 

こ とが あ つ た。 去年 高 野 へ 詣で たをり 紀伊兑 峠の あたりで 河內の 山村 を 眺めた 時 もほ^ それに 近い 感興 を そ X られた 

ことがあつ た。 芳 野から 見た 上お の 眺め も それであった。 

美しい 靜 かな 然 のなかに ひとりでに 作り上げられた 小 ひさな 村、 小 ひさな 町 は 時として 人間の 手で 作られた 藝術 

に 幾 倍す る 尊 さ を 持つ ことがある。 

告 川の 上流に 靑ぃ 山が 聳えて ゐ る。 伊勢の 山で ある。 錢聯 の&が しづかに 美しい 吉野 川の 流れ を 下って ゆく。 道 

は 山 腰 をめ ぐり 川 を 失 ひ、 川 を 見出す。 急坂 を 登りつ くして はやが て 深い 豁に沿 ふて 緩 かな 道と なる。 櫻の 老木が 先 

づ S を掩 ふまでに 咲いて ゐる。 道 は 尾根 を傳 ふて 一 上 一 下して 走る。 下の 千 本、 中の 千 本 は 見頃であった" 

山の背 を 一 筋の 緒 土 道が 走つ てゐ る。 道 を 狭んで 芳 野の 宿場が あり、 宿場の 家々 を 埋めて 雲の ごとき 花が 薰 つて ゐ 

る。 豁も峯 も 花で ある。 た V. あまりに 電車の 便が 發 達した 、めに、 せっかくの 名山 も 靜心を もって 花 をな がむ るに は 

あまり- i 入の 影が 多過ぎる うらみが ある。 芳 野の花 こそ 靜 かな 雨の 日に 眺 むべき もので あらう。 


義臣； &上義 光の 墓 は 道 傍の 小高い 丘の 上に ある。 この あたりから いよ/ \芳 野の花ら しき 花の な 力め 力 はじまる， ； 

「歌書よりも 軍書に 悲し 芳野 山」 の 跡 もこの あたりより 初 まるので あらう。  一 

芳野山 は 花の 山で あり、 同時に 數々 の 人間 哀史の 山で ある。 芳 野と いひ、 高 野と いひむ しろ 葉 櫻の ころ 靑葉 のころ 一 

ほと、 ぎす ゃ佛法 愤の啼 くころ を 選んで 靜 かに 訪 ふべき 山で ある。  ； 

南朝 五十 年の 御所 跡に 立てば 花 は 旅人の 悲しみ を こめて 散りに 散る。  . 

，.？ じ  "ノ 

宿に 着いた の は 五 時 過ぎであった。 出来る ことなら 今日のう ちに 奥の 西 行 庵 を たづね て 明日 は 如意 輪 寺 あたりの 花 一 

を 兌て なるべく 人の すくな い 間に 山 を 下りたい と 思った ので 宿に 着いて 休む 間もなく さらに 山 をの ぼる ことにした。 ： 

道 傍の 店で は 裏 竹 を 染めて こしら へた 花 籠 を 賢って ゐる。 わたくし は 子供の ころ あの 花 籠 を 母に 買って もらって どん 

なに よろこん だか 知れない。 東京で は 見かけない。 子供の ころの こと を 思 ひ 出す 時には 屹度 あの 花 籠の こと を 聯想す 

る わたくし は その 花 籠 を 夢に 見た こと もあった。 一 つもと めて 歸 りたい と 思った が,. た 5 とう もとめないで しまった。 

櫻の 坊、 竹林 院の前 を 通りす ぎて 天 王 橋 あたりから はさす がに 昔の ま \ の 山の 宿の 面影が 殘 つて ゐる。 道 はふた \ ひ 

<^峻 になる" 宗信法 印の 輪 塔が 晴ぃ 木立の なかに 冷たい 苔に つ、 まれて ゐる。 後醍醐 帝が 皇女 を娶 された とい ふ 勤王 

の士 である。 

宗信法 印の 墓から 二三 丁の ぼった ところで わたくし は 奥から 木 を 卸して 來る祉 人た ちに 逢った。 丸木 を その ま、 に 一 

車輪に した 小 ひさな 車の 上に 芳 野の 杉材 を 蓮んで 山 を 下って 来る のであった。 有名な 芳野 杉で ある。 一 間 物、 二 間 物 一 

と あるが、 いづれ も氣 持ちの い \ ほどよく 征が 通って ゐる。  j 

「こんな 杉で 酒屋さん の あの 大きな 酒樽 を こしら へたら 千圓 くら ゐか& ります か。」 わたくし は 一 人の 男に たづね た。 ， 

ひ  - 

「それき、 ずっと 昔の 話です よ。 今では とても 幾らか- -る かわかり ますまい。 この 木なん かこれ くら ゐ挽、 た t けで 一 
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天井板 一 坪 はとれ ます。 た^これ だけで も 二百 鬪ゃ 三百 圓 はします からな あ。」 といって 杉の 木口 七 八 分 くら ゐの厚 

さのと ころ を 指して 见 せた U 

「髙 山 は 見えます か。」 

「この 上の 山から 兑 えます。 あれが 金剛 山， 葛 城 …… それからもう すこし 左手に 高 野が 見える 害です。」 

わたくし は ：！ 入に 敎 へられた ま、 山 をの ぼって 行った。 幾度 か 立ち どまって は 麓の 花 を ながめた。 谿は 暮れ か. -っ 

てゐ た。 花 は 霞の ごとく 山 の^を 走る 道と、 谿と をつ  んでゐ た。 吉野 川で あらう、 暮色に つ. まれた 幾重の 山の か 

なた に 銀の ごとく 光って はやが て 落日と. - もに 暮，^ て 行った。 

そこいらに はま だ 梅が 突いて ゐた。 櫻 はま だ 堅く 蕾んで ゐた。 花屋 倉 は 急峻な 坂 を 擁して 俯？' る 峠の 足溜りで あ 

る。 昔 は 山門の やうな もので もあった ので あらう か。 佐 藤 忠信が 芳 野の 偕 兵 を 防 矢した 場所で あると 傳 へられて ゐる。 

さらに ニー 一： 丁 行った ところに 水分 神社が ある。 古風な^ 築で ある。 軒 も 庇 も 擱干も 笞 むして ゐる。 水分 神社から さら 

に 坂 を攀ぢ て數丁 歩いた ところで わたくし は 若い 二人 づれ の杣 八に 逢った。  -- 

r これから 奥 の 西 行 庵まで 行け ませう か。」 

「まだ 十五 六 T はあります がな、 それに 行きつ いても あっち は 階い * 山の 中です から、 今 tn は 山 を 下った 方が い \ で 

せう。」 

わたくし は 若い 二人の 杣 人と 別れた。 そこいらに は 櫻の 老木が 並木 を 作って ゐた。 わたくし はしば らく そこに 突つ 

立って ゐた。 

春の 夜の 滿 月が 伊勢の 山に 出た。 落日が 高 野 あたりの 山の かなたに 沈んで 行った。 わたくし はしば らくの 間、 芳野 

の 奥の 滿 月と 落日と をた t ひとり 靜 かに 味 ふこと がで きた。 蕪 村の 「菜の 花や 月 は 東に 日 は 西に」 の 句 を 思 ひ 出さ どる 


9 をえなかった。  •• 化 

4 

わたくし は 西 行 庵を斷 念して、 ひたぶ るに 芳 野の 奧の滿 月の 姿に ながめ 入った。 

谿は 霧に つ \ まれて しまった。 月の 光り はま だ谿の 底まで は屆 かなかった。 風の 昔 も絕 えた。 わたくし は 坂道の 傍： 

みち 

にしゃ がんだ。 そこの 1 筋の 道 を かって 西 行が 歩み 、芭蕉が 迎 つたで あらう こと を考 へる と 薄暗の 中の 徑も 尊かった。 

ど こ の 家 も 花見の 客た ちが 夜が 更ける まで さわ い でゐ た。 わたくし は寢 床に つ い たが どうし て も 眠れな か つ た。 京； 

都の 宿 を 立つ 時 山家 集を懷 にして 來 たが、 隣り の 部屋の 人た ちが さわぐ ので とても 歌 一 っ讀 むこと はでき なかった。 一 

わたくし は 花の さかりに 芳野を 訪ねた こと を 後悔す る やうな 氣 にさへ なった。 湯が{>^|ぃたとぃって來たのでふた、びー 

起きて 湯殿に はいった が、 山上 は 水が 乏しい ので、 湯 は 膝まで も來 なかった。 わたくし は 逃げる やうに して かへ つて 一 

來て 夜具に くるまって 寢た。 夜つ びて 雨戶を 締めない ので 月の 光りが 水の ごとく 冷たく 障子に 映って 來た U 夜の 十一 ； 

時 ころであった。 わたくし は 枕 もとの 障子が 急に 激しく 震へ て、 獸の 呻る やうな 聲 を聽 いたので、 障子 を 明けて 緣側ー 

に 出た。  ^ 

二階の 綠 側から 五六 尺へ だ、 つた 津の 幹に 栗&の やうな 形で、 猫く らゐの 大きな 動物が 尾 を 立て、 啤 つて ゐ るので： 

あった。  一 

白 鳥で もな く、 獸 でもな く 妙な 動物で ある。 巧みに 木から 木 を 飛び歩く。 宿の 男に たづね たらばん どり だとい つた。 一 

日 その 名を聽 いた 時、 わたくし は 夕方 櫻の 坊の橫 で 子供た ちが 月の 下に 出て 「ばん どり だ！ ばん どり だ！」 と 叫んで 

の 高い 木に 石 を 投げて ゐ たこと を 思 ひ 出した。  ， 

ばん どり のさ わぎで わたくしの 眼 はさら に 冴えた。 夜が 更けて、 月の 光りが 眞 冬の やうに 澄んで 来ても 入々 は 唄 を 

やめなかった。 わたくし は 一刻も早く 夜が 明けて、 この さわがしい 境地からの がれたい と 思った。  一 
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夜の^け るの を 待ち かねて わたくし は 起？ た。 顏も洗 はないで 逃げる やうに して 宿 を 出た。 わたくし は はじめて 救 

はれた や， つな 快 さ を 感じた。 道に は眞っ 白な 霜が おりて ゐた。 

「ズ虫 M 馬の 尿す る 枕 もと」 わたくし は 芭蕉の 句 を 思 ひ 出した。 夜つ びて 隣り の 部屋で ビ ー ルを 呼び、 わめき、 うた ひ、 

しゃべり つ^けて ゐた f; 智な 女の 聲 は 蚤よりも 虱よりも 不愉快であった。 

昨日 タ方 歩いた 坂道 を ふた &び 花屋 倉の 方への ぼって 行った。 麓 は 靄の 海に つ.^ まれて ゐた。 奥の 千 本に 近く 金 峰 

で に〕 

神社が ある。 役の 行者の 道 案 内 をつ とめた とい ふ 山 神の 木像が 石 澄の 下に 祀られ て ある。 中老の 宮守が 一 人 焚火 をし 

てゐ た。 

「お早う ございます。」 わたくし は „虔 を かけて その に 近づいて 行った。 その あたりから は ほとんど人の 影 を 見る こと 

もない。 

「けさ は ひどい、 * おでした な あ。 しかし 花 は 時 を 知って ゐる もので， 昨日まで 雪が つもって ゐ たと 思 ひました が、 花 は 

もう ほころび かけて 來 ましたよ。」 

七 八 八の 大峯詣 りの 道 者た ちが 裏の 山道 を 下って 来て 一 緒に 火に あたった。 

わたくし は その 人た ちに 別れて さらに 急な坂 をの ぼつ て 行った。 小鳥の K が 聞え て來 た。 

大峯 山への 道から 右に &れて 杉の 木立の なか を 四 五 丁 も 歩いて 豁に 下った ところに 苔淸 水が ある。 水 は 暗い 木立 を 

く V つて 五六 尺の 高さから 落ちて ゐる。 水の かたはらに 梅 室の 手に 成れる i£ 焦の 「露と くく」 の 句が 刻まれて ある。 

碑 は 苔に つ 、まれて 文字の み黑く 沈んで みる，、 

何となく 勿體な い 心持ち もした が 荅淸水 を 手に 掬ん で 漱ぎ飮 む。 

とくく の 水から さらに 一！？ へ 一 丁ば かり 山の 腰に 沿 ふて 狭い S を ゆけば 急に 半 段ば かりの 地が 展 けて、 周 園に は 樅 


が繁 り、 殊に 老 櫻が 多い。 その や k 平な 林間の 片隅に 山 を 負 ふて 西 行 庵が ある。 辛うじて 人 一人の 膝を容 る、 に 足る 

ほどの 草の 庵で ある。 眺む るに、 佇む にた^ 淚 流る & ほどの 尊 さを覺 ゆる。 

こ、 に 來て西 行の 「よしの 山 やがて 出 じと おも ふ 身 を 花ち りなば と 人 やまつ らん」 の 歌 を 思へば 西 行の 悲しい 決心 

が 眼に 見える やうで、 草 も 淸水も 戯款 して ゐる やうな 氣 がする。 六尺の 大男 西 行が 芳 野の 奥の 地に 獅嘴 みついて 泣い 

てゐろ 悲し さが 旅人の 腸に こた へ て 来る。 

恐らく  蕉も そこに 佇んで 泣いた であらう。 

何とい ふ 偉大な 二つの 寂 人の 影が かって そこの 草の 上に 投げられた ことで あらう。 

西 行 庵の 草の 尾根に 達する ほどの 丈 高い 馬醉 木が 一 本 HI 立って 見える。 その 雪の やうな 花が 濡れ 緣の 端に 咲き こぼ 

れてゐ た" 

何時か は 庵の 主が 旅から 歸 つて 來 るで あらう を 待ちわびて ゐ るかの やうに 馬醉 木の 花 は 白く 尊く さびしかった。 そ 

こに は 西 行が 人生 の 寂寞 をぢ つと 見つめて ゐ たで あらう 日 の 靜け さが 漂 ふ てゐ た。 

奥の 櫻 は 冬枯れて、 草の 霜 はま だ 消えて はゐ なかった。 

ふた、 びとくく の 水 を 掬んで、 わたくし は 如意 輪 寺の 方へ と 志して 山 を 下った。 

金 峰 神社の 堂守 はな ほ 焚火 を つ^けて ゐた。 

「御機嫌よ，？ 」 

わたくしたち は 旅人ら しい 挨接を か はして 山 をお りた。 
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麥 三 四 寸 

今年 の 冬 は 雪が 多かった。 信越 線 地方 の 恐ろしい 雪の た より を閗 くだけ でも、 今年の 冬 はとり わけ 今までに なく 絕 

えず 冬と いふ もの 、眼に 見えぬ 恐ろしい 暗い 影に 脅かされ てる やうな 氣で日 を 過ごさなければ ならなかった。 それ だ 

け に 春が 來た とい ふこよ みの 上の 日 を數へ る だけで もうれ し く 思 はれた。 

春に なっても 雪が 降り、 雪が 積 つた。 

TJiKr じみ 

數 事前であった。 あの 大地震の 夏、 鹿兒 島まで 一緒に 旅した 少年が 訪ねて 来て 「石神 井 あたりで はもう 雲雀が 嗚ぃ 

てゐ ます。」 と をし へて くれた。 

から ひ- 

いよく 春が 來 たなと わたくし は 思った。 おびえ をの i いて ゐた 身體 のなかの 血と いふ 血が、 一時に 解放され たや 

うな 明るさ を さへ 感じた。 庭に S ぇ殘 つて ゐた雪 もゎづ かに 1 かたまり だけにな つて レ まって ゐた。 しかし 少年が 訪 

ねて くれた その 翌日から ふた、 び 雪が 降り 初めた わたくしの 魂 はさら に 陰鬱な 空に おさへ つけられて しまった。 わ 

たくし はどう も 暗い 空 は 好きに なれさう でない。 あまりな がく 唁ぃ 空が つ いたら 窒息し さう である。 

たまく わたくし は 或る人の 「ヰ リア ム • モリス 論」 を 讚んで ゐた" そのな かに モリスが 雨の 曰 を 愛し て ゐ たとい ふ 

こと、 それ はテ ユウ トン 入の 血を引いて ゐ るから だとい ふや 5 な ことが 書いて あった。 暗い 森林、 陰慘な 北方の {1^、 

たしかに それ は 北方 民族の 憂 ま 性 を はぐ- -み 育てた ものであった らう。 

雪に 降り こめられて ゐ たせ ゐか モリスが 雨の 日 を 愛した とい ふ 言葉が ひどく わたくしの 頭に 印象的に 響いて 来た。 

雨の ョ ならば、 殊に 靜 かな 雨の n ならば わたくし も 二日 や 三日 は 好きで ある。 しかし 雪の 寒い 日が つ くの は、 ど 
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う も 好きに はなれぬ。 どうしても わたくし は 南國の 人間で ある。 靑ぃ寶 石の やうに 晴れた空が 一番な つかしい。 

雪が やんだ 日の 午後、 わたく. し は 雲雀の 聲を きくた めに、 ゴ ム靴を はいて わざく 石神 井の ほとりの 郊外まで 出か 

けて 行った。 

麥が 三四寸 にの びて ゐた。 ボ プ ラ は まだ 芽生え も 見せ てはゐ なかった が、 m にか ざして 見る と 幹 も 小枝 もす でに 靑 

く、 芽生えの 準備 をい そいで ゐた。 

雲雀が 鳴 いて ゐた。 わたくし は 自分の 耳で たしか に 雲雀 の 高鳴く 聲を聽 いた。 靜 かに 遠ざかつ て ゆく 雲雀の 聲を飽 

かず 聽 いた。 

春 だ ー 春 だ..' わたくし はもう 何もかも 望み 足れり とい ふやうな うれし さ を 感じない わけに は ゆかなかった。 

たや 一 つの 黑點 がま だ 春淺ぃ {ti! の 上に 投げられて ゐる に過ぎない 雲雀の 姿 は 尊く さへ 思 はれた。 

わたくし は 信越 地方の 友人から も、 また 未知の 人た ちから もた より を うけとった。 どのた よりに も 一 家族の 人達が 

七： U も 十日 も 深い 雪の下に 死を覺 悟して 恐ろしい 吹雪の 音 を 聞いて ゐ たこと. - ともに、 春の 近づいて 來 たよろ こびが 

書かれて あった。 

越後の 村 上から 來 たたよりに は 「雪 はも はや ゎづ かに 二 尺ば かりとな り 春めき 申し 候」 とした、 めて あった。 二 尺 

の 雪の 底に も 春 は 近づいて 來 たので あらう。 春 を 待つ 入の 心が いぢら しく さへ 思 はれた。 

まだ 极 岸に 住んで ゐた 頃であった。 春に なれば 花梨の 花が， 咲いて ゐた。 直ぐ 隣に は 若い 佛師が 住んで ゐて、 いつも 

木 暦の なかに 坐って 佛を きざんで ゐた。 いつの 夏で あつたか、 吉 原の 女から もらって 來 たとい ふ 花木 綿の じゅばん 一 

枚で 佛を きざんで ゐ るの を 見た こ とが あつ た。 面白い 人 だ と 思 つ てわたく し は 隣の 家 を のぞ いて ゐた。 い まも 越後の 

村 上から 折に つけたより を くれる の は その 佛師の 母と いふ 人で ある。 
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あの 佛 肺の 上に も、 その 母の 上に も 幸福な 春が 近づいて ゐる ことで あらう。 

釋智光 童女 

韁 曉夢 童女 

蘀蓮露 童子 

釋 惠光 童女 

わたくし は 朝から 午後まで か \ つて 幾 枚と なく 亡くなった 四 人の 兄と 姊 たちのた めに 書き 馴れない 大きな 文字 を 書 

いた" 書いて は 捨てた。 偶然に も その 日 は 彼岸の 入りであった。 

わたくし たちのき やう だいの 中 四 人 は みんな 生まれて 間もなく 引きつ どいて 死んで しまった。 はじめの 三 入 はわた 

くしが まれない 前だった し、 n お 後の 一 人 はわた くしが 生まれて 間もなく 死んだ の だから、 無論 わたくし は 一 人 も 知 

つて はゐ ない。 た V 一人の わたくしの 兄が 死んだ の は 父が 西鄕 さんの 西南 戰爭 で、 戰 地へ 出かけた 留守であった とい 

ふこと、 死ぬ 子 みめよし の わけで も あらう か、 非常に 可愛らしい 男の子であった こと だけ は、 亡くなった 母から いつ 

もき かされて ゐた。 

父が 一番 貧乏で 困って ゐる ころだった ので、 子供た ちの 墓 は、 母方の 祖父の 墓と 一 つに して 葬って あつたの を、 亡 

くな つた 母が 死ぬ まで 氣 にして ゐた。 今度 新たに 子供た ちば かりの 墓 を 祖父の 隣に 建てる ことにし たので、 わたくし 

が 墓の 文字 を 書かなければ なら ぬ ことにな つたので あった- まづ い 字で も 弟が 書い た 方が 情が あ つてい、 とい ふこと 

で、 わたくしが 重い 荷 を fi; ふこと になった。 

書いて 見る とまった くむつ かしい。 なか/ \ 碑の 面に 乘 りさ- 「もない。 最初から 霄き そこな ふつ もりで、 湊 原から 


5 もとめて 來た紙 も 全部 書きつ ぶして しまった。 わたくし は 筆 を 投げた。 

ともかく そのうちで、 1 番ぃ X と 思 はれる の を 一枚 だけ 故 蜂の 石屋に 经る ことにした。 

たうとう 墓の 文字 を 書く ことで 彼岸の 一 日 はくれ てし まった。 

いつで あつたか、 知らぬ 人から 父と 母の 墓 を 建てる から、 文字 を 書いて くれと たのまれた ことがあった。 とても そ 

んな 柄で ない ので 斷 りの 手紙 を 出す つもりで ゐ たが、 いつの 間に かその 手紙 も 失って しまったので、 返事 を 出す こと 

もしなかった。 兄 や 姉 達の 墓の 文字 を 書きながら、 私 は 再び、 數年 前の 未知の 人の 手紙の こと を 思 ひ 出した。 今更す 

まぬ こと をした と 自分 を 責めても 詮ない ことで は ある。 

四 人の子 を tl くした 悲しみに、 一 生 ほとんど 心から 笑 ふこ ともなく 死んで 行った 母の おもかげが、 今更の ごとく 新 

たに 胸 を 打つ。 

寂 寂春將 晚の感 である。  - 

月 ケ濯を 見たい。 芳野を 見たい。 

わたくし はいつ からかさう 思って ゐた 。今年 は 間違 ひなく 月 ケ瀨を 訪ねる ことができ るに ちが ひない と 思って ゐ た。 

白 ISli も 一度 通った ことがあ るし、 伊賀の 上野 も 知って ゐ るし、 どちらの 道を联 るに しても 道の 勝手 はたいて い 迷 はな 

日 いつもり でゐ たが、 知人の 死 や 何 やか やで 今年 も 月 ケ瀨は 見られ さう にない。 

ニニ 一日う ちに は、 旅に 出る つもりで あるが、 それにしても 月ケ 濯の 梅は遲 すぎる であらう。 一層す こし 延ばして 芳 

： 野の 櫻に しょうか。 

けさ 友人 に！^ つたた よりに は、 梅 を 櫻に か へたと 書いて 置、 た、 
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わたくし は 旅が 好きで ある。 ところで いよ ノ\ 旅に 出る となれば 三日 も 四日 も 前から 妙に 氣が ii してし まふ。 

旅に 出て 十 HI なり 二十；： "なり 一 つ 場所に ゐ ついて しま ふと、 ふた、 び 東京へ かへ る ことが 億劫になる せゐ か、 そこ 

でも また 妙に 氣が鬱 してし まふ。 

しかし 旅の 前後の この 氣 11 は、 恐らく 旅 を つ^ける たれ もがきつ と經驗 する ことで あらう。 その 氣鬱 のなかに、 實 

は 旅の 一番 深い 味が あるので あらう。 普段 は 上 すべりな ところ をのみ 歩いて ゐる 自分の 半- 活が、 はじめて 眞劍 なと こ 

ろに 足 を 踏んで ゐる氣 持ちで ある。 

生きる か、 死ぬ るか！ さう い へば ちょっと 大げさに 聞え るが、 その や 5 な考 へがい つも 旅に はくつつ いて ゐる。 ま 

た それだけの 氣分を 抱 い て 旅 をす るの でなければ 旅の 味 はわから な い と 思 ふ。 外國 まで 出かける の を 隣まで 行く や 5 

な 輕ぃ氣 分で 旅 をす るの は、 事務と して は ^1 構で あらう が、 それで は 旅と いふ もの、 味 を かみしめる こと はでき まい。 

旅 は その 心 を 引き締めて くれる ところに 味が 湧く。 生一本な 自分 を 生かして 物 を 見， 物に 觸れて ゆく ところに 旅の . 

ありがた さが ある。 

旅 入の 心 を 抱く こと さへ できれば、 千住大 橋から 一 錢蒸 汽に乘 つて 吾妻橋まで 大川を 下る だけで も 旅の 味 はわいて 

来る 。 事務的な 心で 旅を續 けたので は どんな 遠い 旅 を 行った ところで 旅の あはれ は 感じられない であらう。 

家の なかに 坐って ゐて も、 旅の 心さへ あれば 旅の 味 はわ かるで あらう が、 わたくしたちの やうな 人間に は 旅の 心 を 

抱く までに はや はり 適 當に居 を 移す 必要が ある。 

天 城の 雲 も 消えた であらう。 

大和 川の ほとりに は榮の 花が 咲いた であらう。 

わたくしの 心 は 夜 も も 旅の^に 誘 はれ はじめた。 


七月 十五 日朝 東京 驛を 立ち その 夜 は 岐阜に 泊る。 長 良 川の 鶴 飼 を る。 月 は 鈴 鹿に か &る。 船 は 二人の 船頭の 手に； 

押されて 流れ を さかのぼる。 Sti 碎 くる 水に 淡く 月の 影の 動く を 見る。 長 良 川の 鐵 橋の 欄干に 凭りて 川面まで 精 靈船ー 

を 吊りお ろす 人々 の 影が 見える。  一 

五つ 六つ 七つ と 精 靈船は 糸に つ るされ て は 長 良 川の 河 面に 落されて ゆく。 絲を手 離される とともに 精 靈船は 波の ま 一 

にく 川下へ 川下へ と 流されて ゆく。 遠くへ だ &れば 鶴 飼 見る 船の IS と 見分けが たくなる。 やがて 落ち か、 つた 月の j 

下に 消えて しま ふ。 秋の 夜の ごとく あはれ である。  j 

1 ろい 上流の 山峡 を 下って 鹈 飼の 船の 來 るまで 三時 間ば かり も 岸に 船 をつ けて 待つ。 所在な さに is を 仰ぐ。 銀河の 面； 

に はすで に 秋風が 立って ゐる。  一 

七月 十六 日の 夜 名 古屋を 立ち 伊豆へ 行く。 驗 河から 來て くれた Y と 同じ 上り列車に 乘る。 夜の 十二時から 夜明け 方 一 

靜 岡へ 着く まで 語り明かす。 不 鬪 扇に 落 書した 歌 を 自分の 扇に も 書け とね だる。 

花 さかば 照る 曰よ し 

花ち らば 雨 もよ し  . 

靑葉七 曰  、 

わか 葉 八日の 

旅 なれ や 
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汽車の 屮 にて 書く こと はむ つかしい ので、 伊豆の 溫 泉に 着いて から 書いて る ことにして わか れゐ j 

伊豆まで 來 いとす k める。 伊豆まで 一緒に 行きたい とい ふ。 だが 伊豆まで 行く わけに ゆかぬ のでと Y はしょげ る。 

瘦せ たる かれの 姿を靜 岡の ステ， シ ヨンに 見捨てつ &沼津 へ 行く。 

伊豆の 海 邊には 盆の 十六 日の 朝の こと、 て 核 を 立て、 香 を 焚いた 家が 並んで ゐた。 精靈棚 はみ な 家の外に かざられ 

て ある。 

天 城に はま だ 鷥が啼 き、 ほと、 ぎす が 飛んで ゐる。 

伊豆 を 立ち 長 崎 への 旅に 立った の は 七月の 二十 二日であった。 

大 井川の ほとりで は Y の 1 家の 入々 が 田圃の 中に 立って 走って ゆく 汽車の 中の わたくし を見绘 つて くれた。 

關ケ原 あたり、 琵琶湖の ほとり は 合歡の 花が さかりであった" 夜 は 雨が ひどく、 幾度 か 嵐の 音に 眼 さむ。 

一 年： りに ドノ 關を わたって 九州の 土 を 踏む。 

父と « の 墓 は 松 山の 上の 储 土の 屮に 出来て ゐた。  ， 

墓の 傍に 小 ひさな 水溜りが あり、 そこに は 眞っ黑 な 烏蛇と いふ 蛇が 淺ぃ 草の 中に とぐ ろを卷 いて ゐた。 子供の ころ 

よく 石 を 投げて い たづら をして は 烏蛇に 追 ひか けられた こと を 思 ひ 出した。 

父が 亡 くなる ころ 赤い 花が 咲いて ゐ たこと や、 母が 亡くなる ころ 癌の 苦痛に 耐 へず、 IS 刀 を 持って来て みぞおち を 

突き刺して くれと いった ことな ど を 思 ひ 出した。 

赤い 百合と 蝦夷菊 を そな へ て 緒 土 道 をった ひ 松 山 を 下る。 

松 山の 下は谿 川に なって ゐて水 はま だ 汚されて ゐ ない。 ほとんど 昔の ま  >- である。 若い 遊女た ちが 髮 はこ はれた ま 

ま、 浴衣 一 枚の しどけ なき 樣 をして 水に はいって は 洗 溜 をして ゐる。 
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谿に沿 ふて 船 まりを 對 手の 遊廓が 並んで ゐる" その 暗い 格子 戶の 前に は 六 七 人の 花賣 りたち が 露 を帶ぴ たま \ の 秋 

草 を 賢って ゐるリ 

眠った やうな 靜 かな 遊廓の 軒下 を傳 ふて 裏山の 火葬場に 骨 を 拾 ひに 行く 人々 に 逢 ふ。 

長 崎の 舊友 U の 家 を たづね たの は 七月の 二十 五日であった。 通辭 某の 邸 跡と いふので、 庭に は 日本に 見馴れぬ 古木 

が殘 つて ゐる。 雨に 濡れながら 諫訪 神社に 詣づ。 

夜 は { 仝 晴れて 十四日の 月が 古い 港町 を 照らす。 

月 を 浴び て 喰 町 駕籠 町 あた り を兑て 歩く。 祇園祭の 夜だった ので 若い 女た ち は 手に 手に 眞っ 赤に うれた 酸獎 を媾 

ふて かへ つて ゐる。 枝な りの 酸续を 持った 女た ち を 月の 光りに 兑 るの は うれしかった。 わたくしたちの 子供 ころの 長 

崎に 比べて ひどく 西洋人の 影が 寂しくな つた。 丸 山の 入口 を 右に 折れて 管内に 出て、 昔の 支那 人 町 を 歩いて 見た が、 

支那 人の 影 も すくなく なった" 美しい 支那の 女が 嬰兒を 抱いて まんまるい 月 を 見て ゐ たり 

出 島の 和 蘭陀館 はわた くした ちが 子供の ころ は 波の音 を 庭先に 聽ぃ たもので あつたが、 今 は 海 は 埋められて 工場の 

蔭に なって しまった。 氷菓の 看板が 雨に 濡れた ま& 立て かけられ てあつた。 

「アイス クリ ー ムを くれない か。」 とヴェ ランダの 下から 聲を かけた が、 二階の 窻 から 顔 を 出した 女 は、 

「二階に お上り まっせ、 色々 西洋 料理が あります」 と 答へ る。 

和 蘭陀館 の 庭 は 草深く 雨に 濡れて ゐ た。 

昔の 波止場から 船 を 浮かべて 月下に 灣を 橫 切り 稻 佐の 岸に 上る。 岸 を 歩いて ふた X び 船に 乘る。 長 崎 ホテル、 大浦 

の あた り は燭が 消えて しまって ゐ るの が 昔に 比 ベ てひどく 寂しかった。 奈良、 京都な どに 見る やうな か つて 華やかな 

りし もの、 減び ゆく わびし さに 似た わびし さが 月の 下の 舊ぃ港 をつ 、ん でゐ る。 
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み さ 

枕ち かく 筑 後町の 天主 堂の 彌 撒の 鐘 を驄 いて K ざめ、 浦 上の 丘の 天主 堂の 彌撒を 見に ゆぐ。 浦 上の 天主 堂と 豁 一 つ 

へだて k 城の やうな 石垣 を 築き、 監 か 作り かけられて ゐる。 二人の 囚人が 目 くらむ ほど 高い 石垣の 上に 鎮 につな が 

れ たま、 立って 石 を 積んで ゐる。 その 獄衣の 姿が 秋 近い &靑の {r^l に 反映して ゐる。 

色础子 の 高窻を 洩れ て ^る 光線が 幾つ かの 虹 を 描い て 禮拜堂 の 床に 落ち、 白い ゲェ， 'ルを 被って 跪いて ゐる 女た ち 

や、 聖母の 像 をつ \ んでゐ る。 m 悔驄聞 僧の スリッパの 音が 高い 天井に かすかに 響いて は 消えて ゆく。 

U に 別れて 夜汽車に 乘る。 十五夜の 月が 長 崎 を 抱く 彥山 のいた きから 燃えて 出た。 大村 海の 月 はいつ ながめても 

い \ 

の 手前 二十 丁ば かりのと ころに 一人の 友人が ゐる。 對 馬の 兵贅 時代の 親しい 友人で ある。 海から 半 町ば かり 離 

くろ 

れた 小高い 丘の 上の 森に つ、 まれた 大きな 邸で ある" s つ 駒な 樫の 森に つ- - まれた かれの 家 を 月が 照らして ゐ るの を 

わたくし は 汽車の 蔥 から^め た。 いつの 年であった かかれの 家に 泊って 月下に 鱸 を 釣り 酒 を 飮んだ ことがあった。 十 

年餘も 別れた ま. -逄 つたこと がない。 鄕愁 にも 似た る 悲しみが わく。 

七 二十 八日。 九州の 旅 を 終へ ふた.^ び 伊豆に かへ る。 伊豆の 山に は 白い 百合が さかりで ある 0 

X 

八月 六：：！。 信 濃 沓掛に 着く。 

落葉松の 林の 中の 家 を 借る。 家 は 落葉松の 落葉に かこまれ、 高原の 草花に つ.^ まれて ゐる。 北の 緣 側より 落葉 投の 

木立 をへ だて- 1 軒に ：3 る ほどに 近く  JS; 間 を 見 る 。 

雨が 降り、 雨が 晴れる。 


1 山に は 雲が か、 り、 雲が 消える。 

6 

袋 間 を 見て 一 番に思 ひ 出した の は 亡くなった T のこと であった。 

そのころ 二十の 靑 年であった かれは 秋の 嵐の 曰淺 間に 登った が、 小 諸の 牧師に 助けられて 自殺 を 思 ひとまった。 そ 

れ からちゃ うど 十 年の 後 かれは やはり 自殺 をした。 あ ぢさゐ の 花が 稻 毛の 海岸 に^いて ゐ た。 かれは あ ぢさゐ の 花 を 

見ながら 數日 海岸の 宿に 考へ あぐんで ゐた。 そして 麥の 畑の 中の 家で 咽喉 を 突いて 死んだ。 詩人で あり、 哲學 者で あ 

つた かれの 一 生 は 寂しかった。 

淺 間の 斜面 を 眺めて ゐ ると T が考 へく 寂しい 顔 をして 登って 行った であらう 徑の 石ころが 高い 天に 反映して ゐ 

る-"" 

ほと iyv 

郭公 鳴き、 鶯 鳴き、 瑠璃 鳥 鳴き， 水鷄 鳴く。 

七輪 一 つ、 十能、 火鉢、 iSir 炭取り、 箒- はたき、 アルミの 釜、 鍋、 刀、 まないた、 目筑、 バケツ、 {f£ 各 一 ッ。 

茶碗 皿 三人 前と いった 風な 簡易 そのもの 、やうな 生活で ある。 床の間 だけ は 長 野から たづね て來た S 少年のお かげで 

直 入道 人の 觀 爆の 一 軸 を 借りて 飾る ことができた。 

夜に 入りて 霧 深く、 雨 はげし。 

a 八月 七日。 雨、 甚だ 寒し。 ネル を 着る。 夕方 雨の 中 をお ま はりさん 見 ゆ。  - 

日 八月 八日。 立秋。 午前 五 時の 汽車で 越後 高 田へ 行く。 寒し" 長 野に て 二十 人ば かりの 新聞記者 らしき 人々 が はいつ 

の て 来た。 俳人 一茶の 百年祭の ことで 一茶の 鄉里柏 原へ ゆく らしく、 一行 は 柏 原で 下りた 。三年 前の 秋 わたくし は 柏 原 

0 に 一茶の 跡 を たづね、 小 丸 山の 墓に 詣し たこと があった ので 曾遊の 地と いひ 何となくな つかしかった。 

柏 原から 先 はわた くし にと つ て は 初めての 旅で ある。 開山 あたりの 間に は 白樺が 多 い の が a 立 つ て 見える。 
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吹雪、 雪崩れ を 塞ぐ た めに 線路に 沿 ふて 雪よ け をし つらへ て あるの も 珍し かった" 妙 高に はま だ 雪が 白く 殘 つて ゐ 

た。 裾野に は 月見草が 川原の 石の 間に 嘴き みだれて ゐた。 

月見草の を わたる 子供ら の 姿の いかに 孤 11 なること よ。 

越後 信 濃の 境に はコ ス モスが 秋ら しく S< いて ゐる。 

信 濃路の 子ら は 寂しから む 月見草 咲く に 雪の つもりて  . 

信 濃 を 過ぎて 越後に 入り 高原 を 走る 汽車 は步 1 歩と 日本海の 岸へ 下る。 佐 渡の 海、 加賀の 山、 芭蕉が 傾城と 一 つ 家 

に寢 たとい ふ 町、 「奥の 細道」 の 記事が それから それ へ と 思 ひ 出される。 

{^ は步 一 や， 越後に 入る につれ て 低くなる。 地と 空が 相 抱き合って ゐる。 そこに は 灰色の 憂 蒙が 旅人の 魂 を 窒息せ し 

めさう に 沈んで ゐる。 

敬の 並木が ある。 いかにも か ぼ そく 頓 りない 姿で ある。 土 を 打って ゐる 人々 の 姿と 低い {-il とが 一 樣に i- いて ゐる。 

何と い ふ 陰 11 な 土で あらう。 

そこに 働いて ゐる 人々 の 姿 を 31^ れば、 人 は 呻きつ V  土 を 打ちつ、 死ぬ るの が 運命の やうに 思 はれる。 自然 は 決して 

かれ 等の コ ムラ， ドで なく、  -H 然 はた t かれ 等 を 虐げん がた めに 嚴 として 冷たく、 地の つどく かぎり、 空の つどく か 

ぎり i な^をし ばた X いて ゐる やうに 思 はれる。 そこに はま だ 神話 時代の 恐ろしい 殘虐な 山の 神々 が 山鳴り を 起し 

て 無力な 人間 を 脅かしつ、 ある やうに 感じられる。  ， 

高 田の 町 は晴ぃ 町で ある。 遠い 旅路の 涯の町 を 思 ひ 出す。 雪 を 防ぐ ために 張り出された 長い 軒の 下に 作られる であ 

らう 雪の 日の い、 狭い 通路 を 想像す ると なつかし くも あるが、 あはれ でも ある。 
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暴って ゐる せいか、 町の 屋根から 直ぐ 陰惨な 空と 結びついて ゐる。 そこに は とい ふ ものがない。 地の 憂 I® から 直 

ぐに 雲の 憂鬱へ と 結びついて ゐる， - わたくし は 町の 詩 話會の 人々 から 贈られた 木彫の 人形 を 見た。 素撲 にして むしろ 

稚拙に ちかい ものであるが、 橇に俵 を 積み、 腰 を 屈めて 鐘 を 押す 一人の 男 を 刻んだ ものである〕 それ は 越後の 冬 を 象 

徵し たものと も 思 はれる。 男の 額に は 不用意に 刻まれた 數條の 深い 鮍が ある。 

憂 纖 なる 自然、 憂鬱なる 町、 憂鬱なる {^ そして そこに 刻まれた る 憂鬱なる 木膨 人形。 

偶然に も わたくし は 高 田の 柳 糸！： とい ふ 旗亭で 御風 氏と 逢 ふこと がで きた。 

十 年 振りで あらう か。 話 は 亡くなられた 抱 月 先生の ことで 盡 きた。 死ぬ る 者の かなしみ、 生く る 者の かなしみ。 

雨が 降って 來た。 

越後の 旅 はさら に 憂 磨の 色 を 濃く した。 

B が 暮れて 來た。 

疲れたる 農夫た ち はな ほ 雨の 中に 立つ てゐ た。 

雪が 深いた めで あらう。 どこの 家で も 中二階 ほどの 高さのと ころに さらに 蔥を 切り開いて 明り を 室内に 取り込む や 

うな 仕掛に なって ゐる。 

雪國の 人々 にと つて 雪 はなつ かしい もので あらう。 しかし 何となく 悲しい なつかしみ ではない か。 

八月 九日。 寒し。 

X 

淺 間へ 登る 人 多し。 

夜の 八 時 幾分の 汽車が 沓掛に 着く。 その 汽車が 着いて 二十 分も經 つと わたくしたちの 家の 下の 接 道 を淺間 登りの 人 
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たちが 群 をな して 上つ て來 る。 夜の 十 一 時 ころの 汽車 はさら にたく さんの 人々 を 蓮んで 来る" 

家の 前 十五 六 間のと ころに 谿 川が あり、 夕暮れに なれば よく 水鷄が 鳴いて ゐる" 家の 西 手の 落葉松の 林の 下 は 急に 

崖に なって ゐて、 その 崖の 中程が 沓掛の 宿 か ら淺間 越 を 越え て 上 州 六里ケ 原を橫 切り 草津に 行く 本筋の 道に なって ゐ 

る。 し かし 今は輕 井澤から 草津 行き の 電車が 出來 たの で、 六里ケ 原を橫 切ろ 旅人 は ほ とん どなくな つてし まった ので、 

こ 、 の 道 を 通 ふ 人と い つ て は 沓掛の 宿から 官 林の 問 伐に 出かける 樵 夫 か、 上 州へ 荷 を 蓮ぶ 二三 頭の 馬く らゐな もの で 

ある。 北の 緣 側から は 高原の 雜 草地 帶が 落葉松の 林に 界 して ひろがって ゐる のが 見える。 林 綠に沿 ふて 草津 道が 走つ 

てゐ る。 もし 林 綠に沿 ふて 道 を 下って 來る 人影 を 見出せば いつまでも それ を 眺めて ゐる。 人の 影、 馬の 影が 草の 中に 

あら はれ、 草の 中に 隱れ. て は 近づいて 來る。 草に は 秋の 風が 吹き、 花が 咲きみ だれて ゐる。 

炬 1 やぐら を 馬の 鞍に く  >- りつけ、 それに^^って六里ケ原を橫切り、 淺間 越え をして 信 濃へ 出て 来る 旅人 も ある。 

多く は 草 律から 歸 りの 旅人で ある。 氣の 毒な 病 を 恥ぢ、 電車に も乘る こと をせ ず わざく 遠い 道 を ま はって 來 るので 

ある 0  , 

秋草の 中に その やうな 馬上 を 旅人 を 見る の はさび しい ものである。 

こ  では 誰でもな つかしい。 終日 人と 語る こ ともないの で 夜に なつ て も 崖の 下の 道 を 通る 人が あれば そ こまで 飛び 

出して 行って 人 を 兌る。 

「淺 間へ はこの 道で せう か？」 

たいてい は そこに 立って ゐる わたくし を 見出して 聲を かける。 

「その 草の 中の 道 を 左に まがる のです。」 

カンテラ を a! した 者、 提灯 を さげた 者， たいてい は 糸 立 を 着， 白い 息 杖 を 持ち、 草鞋 を いて ゐる。 


ほとんど 毎晩の やうに、 十 一 時の 汽車で 沓掛に 下りた 人た ちがわた くしの 家の 崖の 下の 道 を 通って 淺 間へ か、 る ま 

では、 わたくし は 起きて ゐて、 道の 傍に 立って ゐる。 そして 人々 を 見る。 

夜に なれば いつも 淺間は 雲に つ \ まれて しま ふ。 たまに 駒い 淺 間が はっきりと 大空に そびえて ゐる 夢の や..^ な 姿 を 

見れば、 何とな き 恐怖の 念に 打 たれる" 夜の 黝ぃ山 は あまりに 莊嚴 である。 

朝の 九 時 ころに なれば 前の 草原 を橫 切って 淺 間が へりの 糸 立 姿の 人々 が 下りて 來る。 わたくし はまた 崖の 道まで 走 

つて 行って その 人た ち を 見る。 

「山 は 荒れて ゐ ました か？」 

「石が 飛びました よ。」 

「顏を 土の 中に 埋める やうに して 風 を 避けました よ。」 

「御 來迎 はどうでした。」 

「よく 見えませんでした。」 

わたくし は その 人た ちとい つ も 同 じ やうな 會話 をく り かへ す。 

沓掛の 町 は 燕が 多い。  . 

家 は 昔ながら の 古さで、 二階の 手すりが 二 尺ば かり も 往来へ 飛び出して ゐる。 太い 柱 は 煤 光りが して ゐる。 頑丈な 

格子戸が HE 立つ。 どこの 家に も 燕が 巢を 喰って ゐる。 一軒の 家の 軒端に 十 個く らゐ 燕の 萬が 並んで ゐる家 も ある。 軒 

に は 燕の 巣と 並んで 古い 擔 馬が 幾つ も 釘 付けられて ゐる。 Ms 粟と おいらん 草と コ ス モスが 咲き、 町の 兩側を 美しい 水 

が 流れて ゐ る。  . 
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町の 角の 小暗い IJS に 立ち寄って 口 シャ 人の W 氏が 葡萄 を賈 つて ゐ るの を 見た。 W 氏 は 大きな 男で ある。 ^|,くらゐ 

までの 浴衣 を バンドで しめて、 小 ひさな 葡萄の 房 を 手のひら にか、 へて、 恐らく 故鄕の であらう、 何 か 1； をうた ひ 

ながら 戶 外に 出て 來た。 そして そこいらに 立って ゐる 日本人と 笑 ひながら 話して ゐた。 革命で 追 はれて、 一人の 娘 さ 

ん とも 別れく になって、 病院に はいったり、 執拗な 病氣 にな やまされ たりして、 不安な 曰を经 つて ゐる外 國人を 高 

原の 古い 町に：^ ると 氣の 毒に もなる。 W 氏 は ra; をうた ひながら キヤべ ッ 畑の 中 を 歩いて 行った。 

八 月 十四日。 芒の 隨出 づ。 萩 咲く。 

八月 十五 日。 曇。 時々 雨。 草； 5^ を 横切り、 山に 出で 淺間 越えの 中程まで 行った が、 m が 暮れ か、 つたし、 雨まで 落 

ちて 來 たので 引き か へす。 

わたくし は 山の 中で 一人の 五十 あまりの 旅人と 逢った。 かれは 金剛杖 を 突き、 白い 手 甲、 脚紳を 着けて ゐた。 山 か 

ら山を 歩く 人で あらう。  ； 

肩に は 小 ひ さな 行李 を 負 ふて ゐた。 

た e 1 人で 山に 登る 人 を 見る の はさび しい ものである。 たいてい は 二人 三人 五 人 六 入と 1^ れを 作って 登る 人が 多い 

ので。 

5If が 吹いて ゐた" 嵐 は 雲 を 叩きつ けて 迎り 過ぎた。 しかし その 旅人 は 歩  一^山 を 登って 行った。 嵐の K を も、 雨 を 

もまる で 知らな いかの やうな 靜 かな 足 どり で U 

何と 言ふ靜 かな 孤獨 さで あらう。 悲俭 な孤獨 であらう。 尊い ほどに。 

わたくし は 幾度 か 振り か へって かれ を 見た。 


かれは 登って 行った。 

水の ほとりに は 水 鶴が 鳴いて ゐ た。 

夜つ びて 嵐の ために 落葉松の 林が さわぐ。 

八月 十八 日" 雨。 £w 河の Y の病氣 のこと を 聽 く。 かれ を 思 ひ 終夜 眠って は覺 める。 

いつの ころから か峯： 所の 棚へ 一 疋の馬 追 ひが は い つ て 來てゐ たが、 後に は 連れ を 誘 ふて 來た のか ニ疋 になり、 數 

つと 三疋 になった。 そして{^-になると窻の中で鳴く。 窻 から は 星が 美しい。 

山 ま で 二 里ば かりの 道 を 魚 を りに 來るー 右 い 男が ゐる。 

十六の 年から 二十 まで 十 年間、 秋 か ら冬 まで を 越 中の 山に はいって 霞網 を かけて 鳥 を 取 つて ゐ たとい ふ 男で ある。 

「余 儲け だけで は あんな 商 賢 はで. きません よ。 秋に なって 渡り鳥が 飛んで 來る ころに なれば もう 山に はいりたくて た 

まらない のです。 三十 R: 四十 3 と 1 度 も 里に 下りる こと はなく- 森 S とした 深い 山の 中に ゐ るの は 何ともい へない も 

のです よ。 いつも 朝の 三時 ころ 起き て 白 々 と 夜が 明け る まで 焚き火 をし て 鳥の 渡って 來 るの を 待って ゐる。 東の が 

白む、 が 燃える、 {4r が 見えない ほど 小， 烏の 群が 飛んで 來 るので す。 そり や、 熊に だって 幾度 も 逢 ひました。 だけど 

熊 は 害 はしません。 こっちで 早く 氣 付いて 0- ぬ 態 をして さ へ ゐれ ばい X のです。」 若い 魚屋の 山の 話は盡 きない。 かれ 

は！ g の 腐る の を 忘れ て 山の 話 をす る。 

高原に は 渡り鳥が 多い。 

長 野の S 少年 は、 長 野の 町で は 秋に なれば 時々 渡り鳥が 町の 電柱に 打つ 突かって 死んで ゐる、 それ を 町の 子供た も. 
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が 拾 ふとい ふ 話 をして ゐた u 

八月 一 一十 六 n。  ^間にお るの だと EI とうれ しくて 眠れない。 小£^袋の ころ 達 足に ゆく 前の 夜 うれしくて 眠れな か 

つたこと を 思 ひ 出す。 替 への 草鞋 を 支度し、 糸 立、 5^杖を枕もとに置ぃて寢る。 

夜の 十；； 時に 家 を 出ろ。 ^が 深くて 山も兑 えない。 二三 十分 も 歩いて ゐる 間に 髮も糸 立 も 雨に ii れ たやう になって 

しま ふ。 草原 を 過ぎれば 密林 地 帶 になる ので 月叨 りの 夜 だが 道 は小晴 い。 八月 も 末な ので 登山者 はない。 た VI 人 蜜 

林 の 中で 山 を 下って 來ろ 大きな に 出逢った。 かれは ちょっと 见た ところでは 船 i 井-りの やうな 服裝 をして ゐた。 

そこ は 深ぃ璧 に 沿 ふた 道であった 《- 右に 避けよう とすれば かれ もお に來、 左に 避けよう とすれば 左に 來る といった 風 

で、 ちょっと 氣味 a.^ かった が、 かれは 醉 つて ゐ たのであった。 

今晩は！ と薛を かける とかれ は 夢から さめた 人の やうに 驚いて 今晩は ー とお- 辭 をした。 月の 明りで 兑 たかれの 

は 岩に 打ちつ けたので あらう 血が 黒く にじんで ゐた。  ，， 

「どこ へ ゆ くんです？ 」 

「あすの 朝の 汽車で S: 小 K へ ゆ くんです！  J かれは 蹣跚 として 山 を 下って 行った" 

1 £-ぁまりの^地帶を：抑り找けて2^上^^の1:堍に近ぃ峰の茶；^の明りを、《^の中に見出した時は半；きか へった や 

5 な； r がした。 

峰の 茶： K には^ 火が 焚い てあつた。 火 の 傍に 銃が 横た へられて あった- 

「どうした のです？ 今ごろ 鐵 砲なん か。」 

「昨 3 六 组 ケ 原に 熊が 出ました ので。」 


9 「熊が 出ました か。」 

「もう 淺間 葡萄が うれて 來 ましたから。」 

峰の 茶屋 を 左に折れ ふた \ び 林に 入り 七 八丁まい たと ころで 行者 戻しの^ にさし か、 るので ある。 {. ^は 低く、 霧が 

立ち こめて 一間 先 は 見えない。 息 を 切らして 五六 丁 歩いた ころから 風が ひどく 吹いて 來た。 十 丁ば かり も步 いた ころ 

風 はさら に はげしく なり、 ^に は 星が 一 つ 二つ 三つと 兑 えて 來た。 ^那 である" 風 は 石 を 飛ばして 吹いて 來た。 振り 

かへ つ て 見る とビ ラ ミツ ド ffl.: の 怪物の やうな 大きな 眞っ黝 な 山の 姿が 忽 として 中 天 に そ  >  り 立った。 研ぎ澄ま したや 

うな 月が 山の 面 を はつらした。 山の 投影 か！ 幻像 か！ わたくし は そこに 立ちす くんで しまった。 そして 物の 化の や 

うな ピラミッド 型の 黑ぃ山 を拜ん だ。 合掌して 拜ん だ。 跪かん ばかりにして。 何とい ふ莊嚴 さで あらう。 何とい ふ 無 

氣味 さで あらう。 譏い ピラミッド は 今にも わたくし を 隨 する ほどに 高く 直前に、 中天に そびえて ゐる。 迫って ゐる。 

風が 石 を 吹き飛ばして 來た。 

霧が 千切られて は 飛んだ。 一片々々 の 霧に 月の 光りが^ えて ゐる。 

翻い ピラミッド 型の 山の 綠には 落^松の 白く 枯れた 幹が ちゃう ど 魔王の 怒った 髮の やうに 立ち んでゐ た。 山 を 叩 

きつける 嵐の が 恐ろし い 程に 閗 えた。 やがて 黝ぃ山 はふた、 び 霧に とざ V れて しまった。 

A 淺 間の 噴火口の 呻る！^ が 地の 底から 轡 いて 來た。 石 を 飛ばす 嵐が 呻った。 先に 登った 人た ち は 岩の 践に這 ひつく ば 

つて， U を 避けて ゐた。 

0 

東の 空が 白み か \ る。 

の 

御 來迎！ 御 來迎！ と 呼ぶ 人の 聲は 忽ちに して に 引き 千切られ てし まふ。 砂 を 掘って 這って ゐる男 も ある。 

¥ 莉邶々 々にか はり ゆく 山の a7 山の 姿、 眞の 海。 黎 3^ の 一 刹那の 感^に、 登山者の 夜 を 傲しての 苦しみ は酬 いられ 
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？;: 丈ゎづ かに 四 五寸の 可憐なる 芒 は 石 を 吹き飛ばす 淺 間の 野 分に もめげ ず 山の いたどき まで 石ころの 山の 肌 を柔か 

につ  んでゐ る。 

X 

九月 九 高；^ の 星の 美し さはい ふまで もない。 しかも 高原の 星の 光りの 一番 美し いのは 露 夜中の 二 時から 三時 ま 

での 間で あら 5 か。 それ 前に はま だ！" の 霧が のこって ゐ るし、 その後に なると； 仪 明け方の 霧が わき 初める" まったく 

二 時半 ころの 高原の 星 は 凄い ほどに 美しい。 わたくし はよ く 二 時 ごろ 起きて 落葉松 の 下で 枯れ枝 を 燃やし て 山 行き の 

鈑を 焚いた。 鈑を 焚きながら あまりに 美しい 星に 見 とれた。 

二 時に 起きれば 四時 に はたいて い 家 を 出る ことができる。 九月に なれば 夜が 明け 切つ てし まふの は 五 時で ある。 草 

鞋の 足に 柔 かな 火山灰 を 踏んで 山に 出る の は 言 ひがたい ほどの うれし さで ある。 

かけすが 鳴き、 みや まどりが 鳴く。  ，1 

is^ は 木に 飛ぶ" 

淺間を 越えて 十 丁ば かりの 間 火山灰 の 道 を 狭 ん で 老樹が 立 つて ゐろ。 

そこ は 上、 信の 國境 である。 そこから は 草ば かりで 滅多に 木 を 見る こと もない。 

吾妻、 淺間 などの 牧場が 右手に つらなって ゐる。 白 根と 淺 間との 間に 標高 三千 幾 百 尺の 六里ケ 原の 高原が 漠々 とし 

て 走って ゐる。 

百體の 石佛が 飛びく に、 大 鞭 への 道と、 草津 への 道の しをりと して 1.3^ の 上 一二 尺ば かりの 高さに 立って ゐる。 六 里 

ケ 原が 雪に 埋めら る、 時 百 瞳の 石佛 のみが 旅人の ために 唯 一 の 道 しるべと なる ので ある。 


道 は i 去の 茶屋で 大 整と 箪津 とへ 岐れ る。 別 i の 茶屋 は 六里ケ 原に たど 一軒 とりのこされた 天明の 大 噴火 當 時から 

の 家で ある。 十數 頭の 馬 を 入れられる だけの 土間が、 この 大きな 古い 建物の 半分 を 占めて ゐる。 土間の 中に 厩 が あつ 

て、 母 馬と 仔 馬が 養 はれて ゐた。 仔 馬 は 畑に はいって 玉蜀委 を 食って は 叱られて ゐた。 家 はす、 け、 柱 は 折れ、 屋根 

は 苔に つ まれても なほ 昔の ま- -に 六里ケ 原の 孤獨を 守る やうに 草の 中に 立つ てゐ る。 

わたくし は 六 里 ケ原を 愛する。 草の 六里ケ 原、 白雲の 六里ケ 原、 野葡萄の 六里ケ 原、 稚 松の 六里ケ 原、 無人の 六虽 

ケ原、 た^ 草と 白雲 をのみ 見る 六里ケ 原、 そこに は大 利根の 一番 上流の 小 ひさな 源泉が 秋草の 下 をく^って 靜 かに 流 

れてゐ る。 その 水 はこの 上 もな く 甘い。 わたくし は 別 去の 茶屋から 鬼の 押出しと いふ 數 里の 溶岩 溪を たどり、 かって 

聽ぃ たこと もない ほどの 美しい 小鳥の 聲を聽 き、 吾妻に 出で、 牧場の 傍に 沿 ふて ふた.^ び淺間 越えに か \ るまで 六 七 

里の 間た ^ 一  人の 影 を も 見な か つ た。 人の 歸をも 聞かな か つ た。 そこに は 熊が 大好き だとい ふ淺間 葡萄が 熟し てゐ た。 

鈴蘭の 葉が 繁っ てゐ た。 一 疋の 縞蛇が 道 を 横切つ てゐ た。 

わたくし は孤獨 なる 六 里 ケ原を 愛する。 六里ケ 原の 草の 上 三尺の 高さに 點々 として 旅人 を 見守る 百體の 石佛を 尊く 

思 ふ。 

九月 十三 日。 長 野へ かへ る 人 を经っ て沓 掛の驛 から 歸っ て來 たの は 夜の 十 一 時であった。 一 一時 半に は 起きて いつも 

の やうに 落葉松の 下で 星 を 仰ぎながら 飯 を 焚き、 辨當を 作った。 

夜の 明け方 沓掛の 通りで 十錢の 銀貨 を 一 枚 拾 ふ。 そこいらに ゐる 子供に と 思った がま だ 朝が 早い ので 子供 はゐ ない、 

その ま X ボケ ットに 入れて 上野 行きの 汽車に 乘る J 

碓氷を 下り 安& にて 汽車 を捨 つ。 
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東京で は 九十 二度あった とい ふ 熱い 日で ある * 

中 仙 や； a の 安中 驛は どこかに 昔 を 促ば せる ものが あるが 廢驛 といった わびし さに つ \ まれて ゐる。 途中から 一 人のお 

かみ さんと 迫 伴れ になる。 安中の 町に つ い ていろんな こと を 話して くれる。 

或る 古い 大きな 酒 の やうな 店に ついて 右に ま はれば、 そこ は 急に 展 けて 川に 沿 ふた 稻田 になって ゐる。 

左手の £ に 寺が ある。 

三十 あまりの 女が 七十 を 越した かと 思 はれる ほどの 老婆から 草履 を もとめて ゐる。 老婆 は 大きな 風呂敷に いつば い 

自分で 作った とい ふ 草履 をつ ^^んで^！負ってゐる。 

「これが 四錢 とい ふので すよ。 まあ 何て 安いので せう。 可哀想 ぢ やありません か。」 といって 女 は 五錢 白銅 を 老婆に わ 

たす。 老婆 は 一 錢多 いからと いって かへ さう とする。 

わたくし は 今朝 杏掛で 拾った 十^の こと を 思 ひ 出した ので、 伴れ の S 少年に わたす。 少年 は 老婆 を 追って 寺の 山門 

の 前で 十錢を 老婆に わたした。  -, 

老婆 は 耳が遠いので、 何のた めに 出し 拔 けに 十錢を めぐまれた のか わからない。 

さっきの 女が 中に 立つ て說明 をした ので やっと わかつ たらし い。 

「ありが た-つ ござ い ます、 もったいない ことで ござい ます。」 老婆 は 最初に 十錢の 銀貨 を 指に 狭んだ 右の 手 を 高く 擧げ 

て 太陽の 光りに 銀貨 を ながめた。 そして 太陽 を 拜んで 泣いた。 次に S 少年の 前にぬ かづく やうに して 何 かいひながら 

泣いた。 

老婆の このいた ましい 姿 を 見た さっきの 女 も 泣いた。 わたくしの 後ろに 立って ゐた妻 も 泣いた。 

川の 5^ に 三人の 男が 立って ゐた。 わたくし は不 if 俠客 安中 草三郞 のこと，^ 思 ひ 出した。 


「あの 家です よ。 . そこに 水車が あるで せう ノ あの 中で 安中 草 三郞は 稼いで ゐ たのです よ。」 と 一 人の 男が 指さして くれ- 

た。  熟れた 稻 田の 傍に かなり 大きな 水車 小舍 があった。 中で は 五六 人の 若者た ちが 働いて ゐた。 そして わたくしたち 

を兑 て默禮 した。 

裕 頼らし ぃ禪 寺が 川 を 一 つ へだてた 山の 中 ほどに 見出された。 

i すべ リ  •  . 

橋 を わたって 七 八丁 歩いた ところに 遠くから 見える ほど 笑し く 咲いた 百日紅が 變 えて ゐた。 わたくしたち は 百 g 紅- 

の 蔭で 憩 ふこと にした。 

古い 堂が あって、 堂の 濡れ 緣には 八十 近い 老人が 肩 を 脱いで 凉 んでゐ た。 

「これから 雉子の s. まで は 幾 丁く らゐ ありませ- 「？」 

「さあ、 わし は腦を 病んだ ので 何も わかりません。」 と 老翁 は 答へ る。 

わたくしたち は 老翁に 別れて 山道に か、 つた。 靈珠沙 華が K つ 赤に いて ゐた。 

日 はぎら/ \ -と燒 くや， r に 照りつ けた。 

維子の 尾 峠で は P が ！ つ 芒の 山 を 飛んで 行った。 

楱名は E 入の やうに 聳えて ゐる) 

樣 名まで はま だ 五 里- 榛名 では 日が 暮れる であらう。 榛名湖 の 緣に沿 ふて 樣 名の 高原 を さら に 二 里 歩かなければ な. 

らぬ。 少く とも まだ 七 八 里 は 行かねば ならぬ。 しかも わたくしたちに とって は 初めての 山路で ある。 わたくし は 二十 

萬 分 一 の 地圖を ひろげて. 草の 菜 をむ しって 丹念に 地圔の 曲線 をた どって 兑 たが、 どうしても 山の 途中で 日が 暮れる. 

こと は 間違 ひない 事贲 である。 

リウ ク サックの 中に は 蠟燒が 三本 はいって ゐる。 「こ れ だけ あれば 伊香保まで は 歩け る。 それ か ら先は 野宿し て お ゆ 


中に て もい 、 。」 わたくし は ひとりで 度胸 を きめてし ま つ た。 

「まあ ゆっくり 歩く さ。 熱い 間 は 一 眠りした 方が い \。」 わたくし は 糸 立 を 草の 上に ひろげて 露つ 先に を 仰いで 寢た 9 

「どうで もなる やうに しかなら ぬ。」 旅で 日が 暮れたり、 道に 迷ったり する たんびに 感じる 自暴 目棄と 同時に 何ともい 

へぬな つかしい あきらめ がわいて 來 るので あった。 

この あきらめの 懐し ければ こそ どうしても 旅の 心 は 忘れられぬ。 

九月の 宋 であった。 この 前 六里ケ 原の 別 去の 茶屋で 玉 蜀泰を 噴べ て 叱られて ゐた仔 馬が、 母 馬と いっしょに 沓掛の 

町まで 山 を 越えて 來た。 

「あす は 上 州の 馬市に つれて 行って この 仔 馬 を 賢る のです C 」 と 若い 馬子 はいった。 

明 らる 、 こと も 知らず 仔 馬 は 母 馬の 前にな り、 後に なりして、 草原の 中 を 六里ケ 原の 方へ かへ つ て 行った。 


け ふ は 梅雨に はいって から 初めての 梅雨ら しい 雨の 日で ある。 滅多に 訪ねて 來 たこと もない Y 氏が たづね て 来て 謠 

曲 をうた つて くれた。 五月雨の 日に はふ さはし い _畔£ 曲であった〕 先 年 最愛 の 奥さん を 亡な つて 以來孤 li を 守 つて 靜か 

な 生活 を绘 つて ゐる Y 氏に とって はけ ふの やうな 五 月 雨 の 曰は耐 へられな いこと であらう。 

わたくし はこの ころ 仕事の 必要から 古い 原稿 や 日誌 をく りかへ して 讀 まなけ れ ばなら な かった が、 その なかには ま 

だ そのころ 生きて ゐた人 たちのい ろくな 名が 出て 來 るので あった。 わたくしの 日誌に はじめて 人の 死と いふ ものが 

書き込まれ たの はわた くしが 二十 九 歳の ちゃう ど 梅雨の ころの ことで ある。 田 中と いふ 親しい友達の 自殺の ことが 書 

かれて ある。 わたくし は それまで は ほとんど 死者の 顔と いふ もの を 見た ことがなかった。 その ii では わたくし は 幸福 

であった。 わたくしの 周 圜には それまで ほとんど 死と いふ 悲しい 事實が 起らなかった のであった。 それだけに、 最初 

にわた くしの 日誌に 最も 親しかった 友人の 自殺が 霄き 込まれなければ ならなかった 悲しみ は ひどい 打擊 であった。 恐 

らく 一 生わた くしの 魂に 鐫 みつけられる ことで あらう。 

稻 毛の 海岸から 千 葉の 歩兵 學 校まで わたくし は 二三 曰 前 友人が 死 を 決しながら 步 いたで あらう 畑の 中の 徑を、 1 つ 

1 つの 下駄の 齒跡を 拾 ひながら たどって 行った。 雲雀が 鳴いて ゐた。 麥を 11 る 鎌が わびしかった。 

世の中が 暗く、 空虚に なった やうな 感じが した。 

それ か ら 數 年後 わたくし は 母の 死 を 見なければ な ら なかった。 柬海迫 を 走る 汽車 の 中で 恵の 硝子に 顔 を くっ付け て 

涙 を 拭いた 日の 思 出が 今 もな ほ 夏の imji 道 を 旅する 每に 新たに せられる。 野に は 野每の 花が 圏の 中に 白く 咲いて ゐた。 
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さらに 世の中が 暗くな り {4i 虚 になった。 

それから さらに 二 年 三年 後の 日誌に は まだ 故鄉 の 父との -; 父涉が 書かれ て ある。 

今年の 春の わたくしの 日誌に は 三 十 年 振りに 訪ねて 行った 父の 生まれ § の 高い 山の こと や、 三 里の 夜道 を 祖父 A, 

祖母の 墓碑 を 雨に 濡れて 蓮んで くれた 村の 親切な 人た ちの ことが 記されて ある。 

旅 をして ゐ ると 丘の 上な どに ある 墓場な どが 妙に わたくしの 眼を惹 くやう になった の はこの  一 二 年の ことで ある" 

驛： 地 を 大；^ に し てゐる 村. 墓地 を 粗末に し てゐる 村、 そんな こ とが 妙に 氣 にか 、 る やう になった〕 

自分 を 親切に 愛して くれた 人. 心の 美しかった 人が 追々 に 死んで 行く。 寂しい ことで ある。 まったく 世の中が 晴く 

i4! 虚 になって ゆく。 しかし、 それの ために 死 を 恐る、 心 も、 生に 對 する 執着 も 薄らいで ゆく ので あらう。 

人生が 善人ば かり、 親切な 人ば かりだったら 恐らく 死ぬ ことが いやにな るに ちが ひない。 

前 わたくし は T 氏と 或る 公阅を * いた。 初めて T 氏が わたくしの 根 岸の 家 を 訪ね て くれた 折、 わたくし は 公 31 

を T 氏 と 二人で 歩いた ことがあった" 秋の 初めで 夕燒の { 仝が 美しかった。 わたくし は その a 以來十 年 S^T 氏 を 見な か 

つたので あった。 

わたくし は 十 年 振りに ふた、 び T 氏と 同じ 公園 を 歩いた のであった。 

T 氏と わたくしに とって はた ッた 二度の 散步 である。 しかも 第一 の 散歩と 第二の 散歩との 間に は T 氏に とって は T 

氏の 生涯 を 劃す る ほどの 苦闘の 日が 苦惱の U へと つ V いて ゐ たのであった。 

「わたくし を 捨て k 行った 妻 を 殺さう とまで 思った こと も ありました。」 と T 氏 は ベンチに 腰 を 卸しながら 語った。 

「しかし、 わたくし は、 今ではもう 一切 を 捨てました。 恩怨 二つながら 無しと いふ 境涯が、 この 半年ば かりの 病中 li 


の 口 
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やっと 開けて 來 たやうな 氣 がします。」 とも T 氏 は 言った。 

「わたくし は 今では 心から あの 女 を 氣の毒 だと 思って ゐ ます。 一 生のう ちきつ と 一 度 は あの 女 はわた くしの 心 を 知つ 

て くれる il たと 思って ゐ ます。 わたくし はま だ あの 女 を 愛して をり ます。」 すっかり 世の中 を 捨て & しまった 箬の T 氏 

はな ほ 行方 をく らまして しまった 妻の こと を 忘れ 切れな いで ゐた。 

T 氏 は その 夜 東京の 家 を疊ん で 京都の 寺に はいって しまったの であった。 

わたくし は それから 後 も の やうに 同じ 公 EI を 散歩して ゐる。 

そこに は 若い 男女が ひそく と 語って ゐ るの をよ く见 かける。 そのたん びに わたくし は 京都の 寺へ はいって しまつ 

た T 氏の 事 を 思 ふ。 

若 い 戀人问 志が 邂追 つ た 日は惠 まる ベ きで ある か、 呪 はる ベ きで あるか。 

愛する ことの 深ければ 深い ほど やがて はまた！^ むこと が、 呪 ふこと が 深くなる ので はない か。 

近づ くことの 近ければ 近き ほ どやが て は隔る ことが 遠くなる ので はない か。 

去る 者 を 追 はずと いふ 淡々 たる 心の^ 界を 3^ 出す までに はず ゐ ぶん 人 は、 人に 裏切られる 苦痛 をし ばくく りか へ 

さなければ ならぬ であらう。 

人間に 對 して あまりに たびく 失望 を 感じさせられ ると いふ 經驗も 決して 無駄で は あるまい。 

あまりに 輕 はずみに 人間 を惡 く値路 みする こと もい けない が、 また あまりに 容易に 人間 を 信じ 切って しま ふこと も 

お n:: 出度い やうな 氣 がする。 

ずゐ ぶん 善い 入 間もゐ るが、 惡ぃ 人間が あまりに 多い。 ドスト エフ ス キイな ど は 惡ぃ入 間が あまりに 多い こと を 1 

生 知り 過ぎて ゐ たや， r に 思 はれる。 
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北陸の 旅 

五月 一 一 十四日" 雨。 

京阪の 旅から か へって 來て 中二  HI、 旅の 行李 も その ま、 に 朝 八 時 上野 を 立つ。 

大 鴻の 紫、 能： 谷の 驛々 も 雨の なかに 見ろ。 麥 のみす くくと 仲び て、 二三 丁 離れた るば かりの 森 も 村 も 雨に 煙 

りて 旅人の 心 を 誘 ふ。  ， . . 

妙義の 岩山から 落ちて ゐる瀧 を 霧の なかに 見、 さらに 豁 深く 霧の 間に 間に 川の 漂 ふ を 眺める の は 維 氷 を 越 ゆる 旅人 

にと りて 情趣 ふかき ものである。 

この あたりから 豁に老 鷥の歸 や. 聽く。 

維 氷の 新綠の 雨に 濡れた るな がめ は 恐らく 秋の 紅雜 にも まさって ゐる であらう。 汽車の 憲を あけ 放して 氷の やうな 

山の 霧 を 感ずる。 

輕 井澤に 辯いた ころから 雨が 止んだ。 輕 井澤から 沓掛の 間 は 去年の 夏 毎日の や， つに 歩いた ところで ある。 汽車に 沿 

ふて 懐かしい 道を兑 出す。 

g の驛を 汽車が すでに 動き 出してから であ つ た、 星の 温泉の 若 主人が ブ ラッ トフ ォ ー ム の 砂利の 上 を 飛んで 追 ふ 

て來 るの を！^ た。 

「氣の 毒な こと をした」 と 思った ので、 惠 から 首 を 出して 「歸 りに 立ち寄ります」 といった ま、 惠を しめた。 

東京 を 立つ 前に、 わたくし は 「北國 の 旅に 出ろ 序に 或 ひ はちよ つと 立ち寄る かも 知れ ませぬ。 尤もい よく 立ち寄 


白 

の 

窗ー 


る やうで したら 電報 を 打ちます。」 とい ふ 葉書 を 出して 置いた。 朝の 間 は 雨が 降って ゐ たので、 わたくし は 沓掛に 下り 

る こと を斷 念して 電報 を 打たなかった。 ところが M の 温泉宿で は 朝から すでに 三度 自動車 を 出して ステ ー シ ヨンに 

來てゐ たとい ふ こと を 後で 知った。 

汽車 は 追分 驛に ちかづいて 行った。 わざく ステ， 'シ ヨンまで 出迎 へて くれたの を その ま、 通り 過き てし まふ こと 

力 心苦しくて たまらなかった ので、 r 歸 りに」 とはいつ たが、 急に 思 ひ 立って 追分に 下りて しまった。 

霧の やうな 雨が プ ラッ トフ ォ I ム の 砂利 を 濡らして ゐ た。 

わたくし は驛の 入に 「き 動 車か俾 はないで せう か」 と たづね て たが、 その 附近に は ー臺の .nr 動 車も俾 もない とい 

ふこと であった 荷物 さへ なければ 一 里ば かりの 道 を あともどりして 歩く だけ だと E 心った が、 行李が あるので それ も 

ならず、 「電話 もない」 とい ふ。 沓掛へ かへ る 汽車 を 待つ となれば 日が 暮れて しま ふ。 

わたくしが 困り切って ゐ るの を た驛の 人た ち は、 g 道 電話 を つかって 沓 掛の驛 からさら に 溫-ぉ 場まで 傳 へて もら 

うこと にして くれた。 

追分 驛の 人た ちの 親切で、 わたくし は 三十 分ば かりの 後に は 星の 温泉の 若 主人が 運轉 した 自動車に 乘る ことができ 

た。 それにしても わたくし は 原の 小 ひさな 追分 驛 であた へられた 驛の 人々 の 親切 さ をし みぐ とうれ しく 思 ふ。 

追分 の 町 は $ の 町よりも さらに 寂 びれ た 古 である。 くづれ かけ た 倉 の 壁に 沿 ふ て 山 櫻が さかりで ある。 八重 は 

まだ 蕾が 堅い。 

桃 や 杏子の 花が さかりで ある。 

落：^ ぶ 松の 新芽 は い か にも 柔か である。 か V やくと いったので は 感じが 堅 過ぎる。 手 を觸れ たら つ い えさうな 柔か さ 

である。 
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落 紫 松 の 森の なかには 鳩が 鳴き、 みやま 鳥が 啼 いて ゐた。 

去年の E 中 わたくし たちの 家の 水 を 掬ん で くれて ゐ た 若 い 男が 沓掛の 町 を 歩いて ゐ るの を 自動車 のなか トら兑 た • 

日が 暮れ か& つて ゐ たので 先方 は氣 付かないで 通りす ぎて しまった。 淺間は 雲に つ、 まれて ゐて 見えなかった。 

「お 珍ら しいで せう」 といって 宿の 人が ^ 燒を 持って 來て くれた。 わたくし はいった ぃ炬燒 きら ひで、 どんな 懇ぃ冬 

でも 炬 健へ はいった こと はない。 しかし 五月 末の 信 濃の 山の 馳走 だと 思へば うれしく なって、 ffi 健の 上に 隨を 置いて 

箸 を 持ちながら 瀬の 音を聽 く。 水 鶴 はま だ 鳴かぬ。 

X 

七片 二十 五 H。 晴。 山 はま だすつ かり 冬枯れの 姿で ある。 淺問 はすつ かり 晴れて ゐる。 £,1J がま だ殘 つて ゐる。 

東の 山に も 西の 山に も：！ 鸱が啼 き、 ® が 鳴く。 八 ケ嶽の 姿が 尊い ほどに 落葉松の 若葉 を 越して 拜 まれる。 

沓 掛からの 汽 is!- のなかで わたくし は 一人の 若い 入に 幾った。 「母 を つれて 善 光寺へ ゆく のです。」 とい ふ。 わたくし 

は 母 と い ふも の を持 つ て ゐ る そ の 旅人を，^ ら や ま し い と思 つ た 。 

昨日 迫 分驛で 電話 を かけて くれた 若い 驛の人 を、 小 諸の プラット フォ ー ムで 見た。 わたくしたち は窻 越しに 笑 ひな 

がら 語った。 

「今日は こ V の驛 員が 1 人 風 を 引いた ので 手傳 ひに やって 來 たんです。」 といって ゐた。 

「御機嫌よ， つ！」 わたくしたち は tea 知の やうな 懐し い 言葉 を 交 はしつ 、別れた。 

千 曲 川 は 货 雜の豁 谷 を .saf ち、 古城の ほ とり をめ ぐり 悠 々とし て 善 光寺 平に 入り 犀 川と 合 ふ。 川 中島 の あたりた^ 柿 

の 紫が か r やき、 桑の がかに やく" 

信 濃の 人た ち は峻 しい 岩山の 上の 上まで も 桑畑 を 切り 拓 いて ゐる。 麓の 赤松の 林の なかに よき 寺 を 見， よき 墓を兑 


白 
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る 0 

母 を つ れた 幸福な 若 い 旅人 は 默禮し て 長野驛 で 下りて 行つ た。 

處々 にァ まャ g い S やうな 花 を 見る。 或る 小 雲の 窻はァ 力？ の 花に で まれて ゐた。 授業が 始まって ゐ 

るので あらう。 校庭の 晝 はた？ 力 シャの 花の み 驚って ゐた。  ^  ：  ^ 

1 茶の 故 tl ではなが いこと 汽車が とまって ゐた， 曾遊の 地で ある。 丸 山の 丘、 寺、 緩 勾配の 北 画道 ：：： わ-. こ 

- 。しの S にの こされて ゐる？ である。 雨上りの 川の ほとり には子 供た ちが 釣 を 垂れて ゐた。 一 茶の S 時代 を e 


ふ 


柏 原の 町 は. つれに 4 校が ある。 子供た ちが 多勢 町の 方へ かへ つて ゆく。 どれ どの 子が i に 似た か、 §i 

たいやうな 氣も すろ。  ..„■ . 

妙 高 も、 黑姬 も、 飯 綱 もま だ眞 冬で ある。 雪 は 麓ち かくまで 眞 白で ある。 

道 は饕路 にか ま。 白樺の 新芽と ともに 幹の 匿の 色が いかにも 柔 かい 感じ を あたへ る。 あたかも f り 立ての 牛 

f  、つた 感じで ある) どこの 驛 であった か S ちかき あたりに 林檎の 花§ いて ゐ るの 直た。 

田 口、 關山皇 ゆる ころ はこの 冬の あの 恐ろしい 醫 f 思 ひ 出す。 そこに は 恐ろしい 冬から I ひこ 人々， と 

やりと 道の わきに 立って 汽車 を ながめて ゐ た。  „ 

越後に 入れば 人 ？審 も、 蒙ら I 間の ii い 太陽の 光り を惜」 む もの 本う に 0 が暮， まで 休 

なきまでに、 雪 をい. 5 いた 山 を 背に して 土 を 耕して ゐる。 日本海 は 煙って 見えなかった。 

直 江 1 出て 汽車 は 日本海に 沿 ふて 走る。 間もなく 濱の鐵 道に 沿 ふて 晝 もの 間聽林 がつ，. いて ゐ るの 

岸 直 劇れ てゐる 者に は 珍ら しい。 到る ところ 濱の 松林 は 冬の 濱の潮 Mi く 焦げて ゐる。 凄まじい 應こ とざ、：. 
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た 北の！ 1 の 人た ちの 冬の 生活 を 想 ふ。 

鯨波 あたりの 濱の量 色 は 旅人の 疲れたる 股に は うれしき ものである。 た r 山の 木の 雪に 傷められ、 日本海の 雲の 低 

迷す るが 何となく わびしい。 山に はに はと こと 桐の 花が 多い。 

日暮れて 長 岡に 入る。 豫想 外に 賑 かな 町で ある。 晴ぃ {-51 のドに 明るい 町 を 見出す の はかへ つて わびしい 旅の 思 ひ を 

感ずる。 

二十 六日。 晴。 長 岡の 驛を 南に 昔の 士族 町ら しい あたり を 通りぬ くれば 一面の 田で ある。 道 は 一直線に 山の 方へ 走 

る 0 

悠久 山と いふ。 藩、 午： 牧野 氏の 廟所。 今 は 市の 遊園地で ある。 老杉 古松 蓊欝 たる 靜境。 彌彥 山、 出 雲 崎 等 を 丘に 立ち 

て 眺める。 なつかしき 名で ある。 長 岡の 平原 をへ だて.^ 山 は 思 ふこと あるが ごとく 煙る。 

河 八 C 纏 之 助 や 祖國の 難に 殉 じた 長 岡 藩の 少年 勇士た ちの 物語り を あはれ に聽 く。 

「雪 はこの 櫻 山の 櫻 を 埋めて しま ひます よ。 こ、 いらの 木 はみ なス キイの 下にな つてし ま 5 のです よ。」 と 案內の M 氏 

は 語って ゐた。 

この あたりの 岡と いふ 岡、 畑と いふ 畑に は 飼の 花が^い て ゐる。 

昨 H 直江津 から 長 岡への 途中で. わたくし は廣ぃ 川の ほとりに 一 つの 小 ひさな 町 を 見出した。 町のう しろに は繁っ 

た 小山が あり、 小山に も 川" ほとりに も 桐の 花が 一面に 咲いて ゐ たこと を 思 ひ 出した。 日が 暮れ か、 つて ゐた。 桐の 

花に 暮れて ゆく 北 國の町 は 何となく さびし いもの である。 

長 岡 を 出る と 間もなく 野 は ひらけて 一面の 耕作地で ある。 葦が あり、 沼が あり、 苗 を 積んだ 小舟が 泛 かぶ。 


お 


白 

の 

窓 一 


遠い 山に は まだ 雪が つもつ てゐ る。 

「すこし 山に はいると まだ 里で も 一 尺ぐ らゐ雪 がつ もって ゐて 田が 植 ゑら れ ない。」 とい ふ 話 を もき いた。 

新 潟の 驛に 下りて 萬 代撟を わたる。 信 濃 川の 水 は 濁って ゐる。 いかにも 大きな 川で ある。 曰 本の 川と して は 大まか 

過ぎる ほど 大まかな 感じ を あたへ る。 廣ぃ河ロにはすでに^z本海の暗ぃ^^rが低く垂れてゐて、 懶ぃ ほどに 荒海の 波頭 

がか V やいて は 消える。 

葦の 間 を 白帆が 走って ゐる。 汽船 も泛 かんで ゐる。 まことに 長い 木撟 である。 雨の 日に 廣 重に 描かすべき 撟 である。 

二三 年後に は 川の 幅は狹 めら れ、 鐵撟に 架け 替 へられる とい ふこと であるが、 惜しい や， つな 氣も する。 

町の 人に みちびかれて 公園 を 見、 信 濃 川に 沿 ふて 歩む。 漫々 たる 水 は 嬉しき ものである。 

で-"., (\ 

新 潟 は 水の 町で ある。 縱橫に 劃ら れ たる 幾 條の掘 割が ある。 新 潟 は 柳の 町で ある。 いたるところ 溺々 たる 柳 絲が輕 

風に もて あそばれて ゐる。 

海に 近く 花街が ある" ずっと 以前の 博 多の 柳 町と いった 感じの 町で ある。 そこ を 通りぬ けて 間もなく 濱に 出る。 小 

高い 砂丘で ある。 新 潟の 町、 信 濃 川、 さらに 遠く 愁然た る 出 羽 境の 山 を 眺める。 

闩本 海の 波 は數十 歩の 下に 荒れて ゐる。 いかにも 美しい 海の 色で ある。 

佐 渡の 島が 波の 上に 夢の やうに 泛 かんで ゐる) 

「奥の 細道」 に 記された 鼠の 關と いふの は どこいら であらう。 北方の はるかなる 雲の 下の 山 を それと 想像し つ、 芭蕉 

の 旅 を ST ふ。 

芭蕉が 出 羽 の 方から 鼠の 關を 越え て 「北陸の 雲に 望む」 だ ころ はま だ 新 潟 は 名 もな いた の 船着き場 であ つたで あ 

らう 0 
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越中國 r 1 ふりの 關」 で 一 つ 家に 寢 たとい ふ 女の こと を 書く にも 芭蕉 は 「越後 國新 潟と 云 所の 遊女な りし」 として 

ゐる。 

夜、 町の 劇場に て の 講演 會の か へ り を 宿まで 歩く。 「雪の なか に とざ 、 れてゐ る こ とが 多 い の で 春に な つ て 雪が 解け 

たと なろ とみんな 戶 外へ 戸外へ 飛び出す のです。」 と 語った 人が あつたが、 いかにも さう らしい。 

東京の 緣日を 想 はせ る ほどの 夜店が 柳の 並木 の 下で 開かれて ゐる。 若い 人た ちが 幸 福 さう に 街 を うづ めて 春の 夜 を 

樂 しんで ゐる。 M 木， > 費る 男た ちが 殊に 多い。 

北 國 の. おの S は 星 明り も 暗い。 

X 

二十 七 ：u。 1.:。 朝 六 時の 汽車で 新 潟 を 立つ。 

底 江 St で 汽車 を乘 りか ゆれば、 道 は ill 左手に 險 しい 山 を控 へ、 右手 は "斷 崖に 沿 ふて 辛うじて 道 一筋 を 通 はす ほどの 

E 所に か &る。 波 はつねに 崖 下 を 洗って ゐる。  ， 

.5 と. 3 がば  - 

漁村から 漁村へ とつ t く。 わたくし は 糸魚 川の や- - 手前で 見た 1 つの 漁村 を 今にも はっきりと 記憶して ゐる。 その 

村 全體が ：敲 々たる 岩山に 獅嚼 みついた 一 塊の 集 画と なって ゐる 形で ある。 だから 軒から 軒へ 並んで ゐる やうな 平地 

の 漁村と はちがつて、 一 つの 根が そのうし ろの 一段 高い ところに あろ 家の 土間に つ くと いった 恰好で ある。 日本 

漪の喑 い 波に 臨んだ 險し い 岩山 を攀づ ベ き？^磴 のか はりに、 段々 と 重ね て 漁家 を 並べ立て たとい ふ 形で ある。 暗い 日 

本 海 を 背景に 文字通りに 林の やうに 網が 干されて ゐる = 

わたくしが 驚いた の は その 漁村 全體 をつ \ んでゐ る 色彩の 寂し さであった。 家の 羽目板、 庇、 こけら 葺 きの 屋根 、柱す 

ベて が、 恐らく 日本海の 潮に さらされた 關 1^ からで あらう が、 あたかも. 死人の 家 や 聯想させる 灰色に っ& まれて ゐる。 


:i: の 曰 白 


8> 


や、 す、 けた、 白色と いふので もない、 まったくの 灰色で もない り 無氣 味な ほどの わびしい 色で ある。 

もし この 世界の どこかに 死の 町、 死の 海濱， 死の {発 とい ふ ものが あると したら， 恐らく あの 北の 海の 漁村 を 聯想 さ 

せる であらう。 

死の 漁村で は 人々 は濱に 出て 網 を 繕って ゐた。 漁夫の 子供た ちが 三人 濱の 岩の 上で 溜り 水 を攝ぃ 出して ゐた" 

裏の 山に は 淡 紅のに はと この 花が 咲いて ゐた。 

わたくし は 糸魚 川で 汽車 を 下りて 相 馬 御風 氏 を 訪ねる ことにした。 

御風 氏の 家は驛 できく とすぐ わかった。 濱 から 捕って 來 たばかりの 魚を驩 つて ゐる 市場の 聲 がすぐ ちかくから 響い 

て 来た。 

「還元 錄」 一 册を 遺して 糸魚 川に 歸 つて 行った 氏の 當 時の 心持ち を わたくし は はじめてし みぐ と聽 いた。 わたくし 

たちの 話 は ほとんど 島 村 抱 月 先生の ことに 終始した。 あの やさしい、 寂しい 抱 月 先生の 眼、 あの わびしい スヰ ー トな 

抱 月 先生の K がわた くしの 頭に よみが へ つ て來 るので あった。 

わたくし はさら に 冬の 恐ろしい 雪の 話 をき いた。 まる 一週間 晝 となく 夜と なく 窻を 埋め、 屋根 を 埋めた 恐ろしい 雪 

のなかに：^: 死の 境に 直面し て ゐた 人た ち の 生活に ついて 聽 いた。 一月ば か り 前 ま では 深い 雪の なかに とざ、 れてゐ た 

であらう 庭の 木が 太陽の か やきに あこがれて 伸びに 伸びて ゐ るの を 見た。 雪の 解けた 濱 に嬉戲 して ゐる 雪國の 子供 

たちと  >1 もに 涙ぐましい 心 を ふ。 

北陸 街道 は 糸魚 川 を 東から 西に 賞いて 海から 出で. 1 また 海に 入る 形に なって ゐる。 古い 町 を 通り 過き て 切り岸の や 

うに 突っ立った 海岸 を かすかに 絲の やうに 走って はやが て 越 中 境の 山に 人り、 潮煙の なかに かくれて ゆく 北陸の 道 は 
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秋の. ことく わびしい。 

川の ほとりに ァカ シャの 花が 咲いて ゐた。 雪の 山が すぐ 町のう しろに 锋 えて ゐる。 

その 日 はまった く 不思議な 日であった。 

わたくし は 糸魚 川の ステ ー シ ヨンで 三十 年 振りに 小學 時代の 友人に めぐり 逢った。 

友人 は 黑部川 の水電 につと めて ゐ たのであった。 わたくし はかって その 友人と 逢って 見たい ために 幾度 か 心當り 

人た ちに 手紙 を 出して 見た が、 つ ひに 目的 を果 さなかった ことがあった。 それが 偶然に も北國 の小驛 でめぐ り 逢 ふと 

いふ こと はいかに も 不思議な 因緣 である。 偶然の 出来事 だとい つてし まへば それまでの ことで あるが、 實際 人生に は 

人 の 智慧 以上の ものが ある。 友人の こと を考 へながら 幾つかの トンネル をく- ヾり、 幾つかの 漁村 を 過ぐ。 

親 不知 は鐵の ごとき 懸崖の 直ちに 日本海の 荒浪 のなかに 落ちなん として ゐる ところに ある。 曰本ァ ル ブスの 尾根が 

ひら 

忽然と して 北の 荒海に 洗 はれた とい ふ 形 をな して ゐる。 そこに はつひに 一 條の徑 を も 切り 拓 かるべき ゆるやかな 地積 

を も 見出す こと はでき ない。 隊道を 出で  >靑 き 海 を 見出す 刹那に さらに 次の 隨 道に 入る。 白帆の li 々たる を 白雲の 下 

に 望む。 

親 不知 を 通り過ぎ. CI 砂 や k 深く 海に 入る やうな 地勢の 村 を 見出す。 靑く繁 つた 山に 抱かれた 寒村で ある。 山 は 海に 

突き出て 岬 をな して ゐる" 岬に は 三 四 段の 畑が 耕されて あり、 枝振りの 面白い 赤松が 潮風 を 浴びて ゐる。 北陸 街道 は 

その 繁 つた 靑ぃ 山の 据 をめ ぐって 岬を橫 切り やがて 親 不知の 險 にか X つて ゐる。 この 靑ぃ 山の 裾 をめ ぐる 街道 を 挾ん 

で たえだえに 軒 をなら ベて ゐる 寒村が 市 振の 關 である。 色蕉の 「一家に 遊女 もね たり 薪と 月」 の 跡で ある。 山に は 山 

藤 か  >- り、 畑に は 桐の 花が 咲いて ゐた。 

さらに 小 ひさな 驛 一 つ 二つ 過ぎて 間もなく 汽車 は黑部 川に か乂 る" 雪の 山の ながめ はます/、 展 がつ て來 る" I ！々 


7 たる 北 アル プ スの 雪の 山脈 は 南の 半天 を 劃って そび ゆる。 

8 

山 はや \ 遠ざかり、 平野が ひらけて 來る。 海 もまた や >  へだ \ りて、 松の 並木の いた きを 越えて 曰 本 海の 波 をな 

がめ る やうになる。 

濱 千鳥が 群 をな して 早苗 田の 上 を 飛んで ゐる。 

越 中 あたりの 風習で あらう。 ちゃう ど田植 ころで あつたが、 かしこに もこ i にも 若い 娘た ちが 十 人 くら ゐづ、 1 か 

たまりに なって 田を植 ゑて ゐる 姿が まことに 美しい。 赤い 耀を 懸け、 赤い 模樣 の帶を 締め、 友 禪模樣 の眞っ 赤な 襦 禅 

の据を か、 げてゐ る。 田を植 ゑる ころに なれば 若い 娘 や 花嫁た ち はわ ざく 縮緬 を 裁つ て 田植の 衣裳 を こしら へる と 

いふ 話を聽 いた。 

長い間 雪と 荒海の 音に 脅かされつ けて ゐろ 北の 國の 人た ちに とって は、 夏の 初めの 早苗 取りと いふ こと はいかに 

もな つかしい 年中行事の 一 つなので あらう。 すくなくとも 最も 神聖な 行事の 1 つで あるに ちが ひない。 

美しい 早苗 1^ り の 女た ちの 直ぐ 上の {<1 を 低く 千鳥 は 鳴き つれて ゐる。  - 

富 山の 驛に 下り、 長い 橋 を わたって 舊城內 の 講演 會 場へ ゆく。 城の 石垣の あたりに は 散った ばかりの 櫻が 繁 つて ゐ 

る 0 

曰 ふた、 ぴ 長い 橋 を わた つ て 金澤 へ 向 ふ。 

神 通 川 は 幅の 廣ぃ、 水量の ゆたかな 川で ある。 水 もき はめて 美しい。 神 通 川 をへ だて >1 富 山の 町 を 見る ころ は 日 は 

> すでに 暮れて しまった。 

窻を あけて 眺めた が、 た ビ^い 山の み。 旅の 疲れ を覺 ゆ。 

くりから 峠 を 見ようと 思って 幾度 か 窻の外 を ながめた が、 窻に 迫った 山は陪 くて 山の 形 も 見 わけが たい。 星の みま 
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たさ" 

金澤の 町に 入って はじめて 北 S の 都ら しい 心 を 見出す。 

X 

二十 八！ II。 晴。 兼 六 公園の 菖蒲 はや X まだ 早い が、 盛りの ころ を ST ふ。 河北 潟 を 東に 望み、 西に 雪の 山を眺 む。 

「あかく と 日 はつれな くも 秋の 風」 の 碑 は 老攘の 蔭に 苔む す。 

かな ，.c 

二十 九 ：n。 暗。 金澤 より 二 里 犀 川の 河口に. 《 石 港が ある。 錢屋 五兵衛の 宅耻 をと やむ。 金 澤の町 を 出外れた あたり 

から 金石まで 松の 並木が つ どく。 

「金石から 金澤の お 城まで 小判 を 敷きつ める から 罪 を ゆるして もら ひた い 」 と. 錢接 五兵 衞が いったと 傳 へられて ゐる 

道で あらう。 道の 兩側 に は 梨の 花が 咲いて ゐる。 

松 並木から 別れて 田圃の 中 を 五六 丁 も 行った ところに ほ 寺が ある， 案 內を乞 ふと 六十ば かりの 尼さん が 出て 来て 堂 

のなかに 導いて くれた。 五兵 衞の 木像が ある。 上下 姿に 小刀 を帶 して ゐる。 紋は橘 をつ けて ゐる。 

當 時 十八 歳であった 小 間 使 某が 五兵 衞 一 家の人々 の 冥福 を 祈る ために 世 を 捨てた 尼寺で ある。 三 四 年 前 九十 四 歳で 

世 を 去った とい ふこと であった U 

金石の 町に 入って 最初 耍藏が 莨 はれて ゐ たとい ふ 家の 孫に あたる 人に 逢って 兑た" 耍藏 とい ふ 男 は 五兵 衞の魂 を そ 

つくり 受け 編いだ 豪瞻 者であった。  . 

五兵 衞の墓 は 最初 金澤 にあ つ たもの を 後 乞 ふて 金石の 墓に 合 葬した とい ふ ことで ある。 いかにも 質素な もの である。 

これが あの 剛腹に し て 富 王侯 を 凌 いだ 錢 五の 墓で あるか と 驚か る、 ほどの ものである。 


わたくし は 金石の 港に も 行って 見た。 年々 犀 川の 河口 は 淺 くなる ばかりで、 今では 少し 大きな 和船 すら 荷役 をす る- 

に 闲 難なくら ゐ である。 

岸に もや はれた 船から は 七 八 人の 男た ちが 木材 を 荷揚げして ゐた。 

繪を 書いて ゐる 1 入の 若い 男 をめ ぐって 五六 人の 男た ちが 立って ゐた。 すぐ その 傍に は 一 入の 大きな 男が 壞れ かけ. 

た 椅子に 凭り か- 1 つた ま、 眠って ゐた" ゴル キイの 『夜の 宿』 にで も 出て 來. さうな 姿の 男で ある。 

つ はさ 

それらの 男た ちゃ， 河口の 船の 上 を 白い 翹の 海鳥の 群が 靜 かに 飛んで ゐた。 

河北 潟へ ゆく 途中で わたくしたち は 砂丘の 一本松 を 見た。 碧い 海-から は 約 1 二 丁 も 離れた 場所で ある。 かなり 大き. 

な 松で ある。 要 藏が磔 せられた 松で ある。 六 七 人の 番頭た ち は その 松の 下で 打 首に なった ので ある。 

あたり 一 面に 眞っ 白な 砂丘 を掩 ふて ァカ シャの 花が^い てゐ た。 まことに 美しい 香が 濱を こめて 薰 つて ゐた。 

河北 潟 は 葦が 繋って ゐた。 

金澤の 町の 落ちつけ る。 金 澤 の 人々 の朴々 として ホスピタルな 心 を うれしく 思 ふ。 宿 を 出て 自動車が 見え なくなつ • 

た 時、 宿の 女た ち はさら に 町の 角 を 走って 來て 別れ を 惜しんで くれた。 

福 井の 町は舊 城の 石垣と、 その美し い 城 をめ ぐる 濠の 水 を うれしい と 思って ながめた。 

城 をめ ぐる 水 を 埋める ことが どこの 町で も 行 はれて ゐる やうで あるが、 まことに 惜しい ことで ある。 

； 1 つの 町の 荬 がその 町の 人々 の 魂 を どれほど 美しく して ゆく かとい ふこと を 忘れたくない。 

旅人に とって 一 つの 美しい 城 を 見出す こと は どれほどの なぐさめ であるか 知れない。 どれほど 深いな つかし さ を そ 

の 町に 對 して 抱かせる もので あるか 知れない。 


90 


集 想 感五第 


た 丈 1 本の 木. 一 室の 草 も われく はみだり に その 町から 破壞 して はならぬ _ 

福 井の 町 は 北の 庄の 哀史 を 想 ふ 時 そ 父ろ に 旅人の 心 を 打つ。 

暮れ ゆく 雪の 山の いた t きに はな ほかす かなる 夕燒の が ためらうて ゐた。 

旅人 は靜 かに 暮れ ゆく 山に 思 ひ を 寄す。 

あはれ なり 雪 はろ くと 越の 春 


九月 一日 午前 十一 時 五十八 分。 たしかに 今日の 《41 は 秋ら しく、 しかも 二 年 前の あの 恐ろしい 日の 《全に 似て ゐる。 初 

秋ら しく 澄んだ {. ^に i ぎい 素絹の やうな 白雲が しづかに 流れて ゆく 姿と いひ、 木 を 吹く 風の 強さと いひ あの 日の それ 

によく 似て ゐる。 

十 幾 萬の 不運な 人々 の 精 靈を弔 ふために、 また あの 日の 自分自身 を 見出させる ために、 しづかに、 沈み 切った 鐘の 

音と、 汽笛の 音が、 今 まさに この 大きな 都會の i 全 を こめて 哀悼の 曲 を 奏で.^ ゐる。 わたくし は 妻と 二人で 佛 擅の 前に 

坐って K 默 しつ & 鐘と 汽笛の 音を聽 いた。 

何とい ふ 偉大な. 何とい ふ 悲愴な 哀悼 歌で あらう！ この 大きな 都會を こめて 鳴り ひ^きつ、 ある 汽笛と 鐘の 聲" 

わたくしの 全身 を i がせた。 わたくし はかって これほど 偉大な 音 樂を聽 いた こと はない。 

地の 底から 響き、 九月の. S に 響く 入 類の 哀悼の 歌 を 蓮び つ. -雲は 徂き風 は 吹く。 

去年 は 恰度 この 時間に 久能 山から 靜！： へ ゆく t ま si^ 車の 中で ボ ブラの 並木に 沿 ふて 眞っ 直な 凝 道 を 走って ゐた。 わ 

たくし は 同じ 集合 m 動 車の 中に 東京から 來た 二人の 旅人 を 出した。 わたくしたち は瞑默 した ま "ポプラの 道 を 走つ 

てゐ た。 瞼の 裏が ほてって 来た。 

恐-つく 今日、 この 時間 を 旅に ゐて思 ひ 出で つ ある 人 も あるで あらう。 

妻 を 失った 人、 夫 を 失った 人、 子 を 失った 人、 親 を 失った 人、 八 人の 家族 を 失って た 人生き のこって ゐる 人、 

三十 幾人の 家族 を 失って たヾ 一人 生 さの こって ゐる 人、 それ 等の 人々 の 上に 九月 一日の 日 は 照って ゐる。 風 は 吹いて， 


92 


m 想 感 五 第 


ゐ る。 

神 は あまりに 多くの ヨブ を 作った。 わたくし は 悲しき 人 問の プ 口 テスト を 神の 前に 叫びたい。 

わたくし は あの 曰 被服 廠の 中に 顫 きつ \ あつたで あらう 妻の 母の こと を 想 ふ。 幾 萬の いたましい 死が かの 女の 面前 

に、 否、 かの 女 自身のう ちに、 如何に 恐ろしく、 如何に 殘 忍に 狂奔し つ、 あつたで あらう。 

唯一 人の 母 を 失った 妻 は、 緣 端に 立って あの 日に 似た 初秋の さ を 眺めて ゐる。 弔 ひの 鐘が、 弔 ひの 汽笛が 高鳴りし 

て {rjl を徂 く。 

白日の 下に 汽笛が 鳴り、 ir が 響 く。 旅に ゐて 聞く 除夜の 鐘よりも、 なほ 寂しき 聲で 響く。 死んだ 人々 の 不運な 魂の 

上に、 生きの こった 悲しい 人々 の靜 かな 魂の 上に" 

このごろ ゴ ル キイの 『裁く 入』 とい ふ 戯曲 を讀ん だ。 

筋 は マスタ コフ とい ふお が、 殺人者の 嫌疑で 監獄に 入れられる。 それが まだ 刑期が 滿 たぬ うちに；^ 牢を する。 そし 

て 會に 出て 立派な 仕事 をし、 善良な 人間の 生活 をす る。 人々 のために 學校を 建てる。 誰に 對 しても 誠に 親切な 人で 

ある。 誰に も 尊敬され る。 ところが 偶然に も 牢舍の 中で 見知った 老人が たづね て來 る。 この 老入は マスタ コフを 見て 

か-つ 考 へる。  • 

「俺 は 罪の ために 牢舍で 苦しんだ。 マスタ コフは 牢舍を 逃げて、 今では 誰に も 尊敬 せらる i 立-:^ な 人間と なって、 立 

派な 生活 を やり、 しい 女に も 可愛がられて ゐる。 これ は 不合理な ことで ある。 俺 は牢舍 で 苦しんだ。 だから その 報 

いとして 他の. ベ 問 を も 苦しめなければ ならぬ。 マスタ コフ は當然 苦しまなければ ならぬ。」 

老人に はいつ も 一人の 若い 女が 奴隸の やうな 役目 をしながら、 犬の や. 「に 柔順に つかへ てゐ る。 


若い 女 は、 老人の 言 ふところ、 成す ところに 對 して 絕對の 信賴を さ、 げてゐ る。 

善良な、 親切な 敬 さるべき マ ス タコフ の 蓮 命 は 全然 老人の 冷たい 殘 忍な 手に 握られて しまった。 マスタ コフは 周 

圑の 人々 に 惜しまれながら 自殺 をす る。 

マ スタコ フの 自殺 を 見て 第一 に 魂の 扉 を 叩かれた の は 犬の やうに 老人 を 信じ 切って ゐた 若い 女であった。 . 

かや な 

かの 女 は 初めて 老人の 頑な 心 を 憎んだ〕 老人の 無慈悲 を愤 つた。 かの 女 自身の 愚 を 悟った。 かの 女 は 老人 を 捨て 乂 

去る。 

老人 は獵 犬が 兎 を 追 ふやう に、 マスタ コ フを追 ひつめ て ふた」 び牢 旁へ 押し込ま うとした。 マスタ コ フは牢 舍へ行 

く か はりに、 自殺 をした。 老人 は 「自分が 苦しんだ ゆ ゑに 他人 も 亦 苦しまなければ ならぬ。」 とい ふかれ，； n: 身の 眞 理 を 

寶行 する ことによって 救 はれた であらう か。 

老人 はたや 一人の 若い 女に も 捨てられ、 人々 の 罵詈 を 浴びながら 立ち去った。 何物 を も 見出しえないで。 

この 戯曲 はゴ ル キイの 作と して は 新ら しい もので あらう が、 (英譯 一九二 四 年〕 かれの 『夜の 宿』 などに くらべる と 

むしろ 見劣りがする やうに 思 ふ。 

しかし 讀んで 見る と 色々 な 意味で 面白い 問題 を 提供され る。 

第一に この 作の 主人公 はュ ー ゴ ー の 『レ ：、、 ゼラ ブル』 の 主人公 を 聯想させる。 隨 つて 『レ ：、、 ゼラ ブル』 の 主人公 

について 殘 された 根本的な 問題 (罪と その 償 ひ〕 が、 こ \ でも 根本 間 題と して 提供 せられて ゐる。 第二に、 この 作 中の 

老人 は沙 翁の 『ヴ H  ニスの 商人』 の シャイ ロック を 思 ひ 出させる。 しかし、 この 作の 老人 はもと くずつ と惡黨 であ 

る 結果、 シャイ ロック に對し て 抱く やうな 同情 を 持つ こと はでき な いが、 それでも こ の 老人の 世間の 幸福な 人 々 に對 

する 復謦 心理 は 或る 程度まで 誰でも 承認す る ことができる 箬 であると 思 ふ U さらに かれ 自身が 1 生 抱いて ゐ たかれ， wrj 
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身の 人生 哲學或 ひ は 腐理と い ふ ものが 最後に むさくと 打ち 碎 かれた 刹那の 孤獨 なる 老人の 境遇 を考 へ ると、 憎んで 

ばかり も をれ ない。 

世の中に 誤った 眞理を 抱き， 誤った 眞理 のために 一 生を臺 なしにし てし まふ 人 ほど 氣の 毒な もの はない。 さらに ま 

た 一 面から 考 へて、 環境な り 偶然な りの ために、 誤った 考へ方 を 眞理と 信じて、 その 考へ 方に 一 生 を 委ねなければ な 

らぬ人 くら ゐ氣の 毒な 人 はない。 

へ ラ yr ん ちの 

第三に この 老人と 若い 女との 關係は シン グの "P:ayboy  of  the  wcstsn  World" の 主人公と、 あの 若い 剽輕 者を英 

雄の やうに 崇拜 する 娘との 關係 に似て ゐる。 かろ-^(\しく人を信じ、 かろ，^ しく 感激して しま ふ 若い 女の 無智と、 

無邪氣 と、 無經驗 から 生まれ て 来る 悲劇と 喜劇が あ る 。 

第 四に、 そして 一番 わたくしたちの 與 味を惹 き， S す もの If- この 本の 初めに 揚げられて ある ゴル キイ 自身の 短い 序 

文で あらう" かれは その 短い 序文の 中に、 かれ 自^、 かれの 十 種 許りの 戲 曲の 中 一 つも 滿足を 見出す 事が できない 理 

由 を か \ けてゐ る。  y 

それ は 一 つの 主题 なり、 a (想な り を 無理に 一 つの 作品に 織り込ま 5 とする やり方に 對 する 不滿 である。 一 つの 人物 

を屮 心と して、 それに 思想の すべて を 集中 させよう とする がた めに、 自然 周 園の 人物 は從 S 的な ものと なり、 形に 對 

する 影と 墮 してし まふ。 少く とも 一 つの 中心人物、 中心思想 を はっきり 盛り 上らせる ための 介 添と なる に過ぎない。 

S 曲屮 のす ベての 人物 は、 作^<;の意志からは全然|1立して、 その 環境、 胸 性に つれて かれ 等 自身の 運命の 靈 感 

にしたがって 動いて ゆかねば ならぬ。 作家に よって 故意に 決められた 運命に 隨 つて 行って はならぬ。 作家 はた V いろ 

いろな 人物の 中に 打ち 交って、 作 中に 現れて 来る 群集の 一人と して、 冷靜 に、 いろくな 人物の 行爲 を記錄 すれば そ 

れ でい、 の だ" 人形 を 並べ立て、 作者の 意圖 のま、 に 働かせる や-つな こと をして は ならぬ。 


5 
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この 考へ 方から 出發 して ゴル キイ は シン グの ，， pryboy  of  the  Western  Word" は 最も 理想的な 戲曲 であると 言つ 

てゐ る。 さう いへば 前に 述べた 樣 にゴル キイの 『裁く 人』 の俤の 一面が どこと なしに シン グの riayboy に似て ゐ ると 

ころが あるの も 面白い。 

しかし 實 のこと をい ふと、 ゴル キイの 作で は 『裁く 人』 より はむしろ 『夜の 宿』 の 方が、 ゴル キイの いふ 作者の 意 

圆 のま \ に 作られぬ 戲 曲に 一層 近い 感じが する。 

ゴル キイの この 心持ち はさら に 言葉 を換 へて いへば、 揑ち 上げられた 作品 を排 して、 無 縫の 天 品の 耍求 である。 小 

悧巧な 小我、 小 ざ かしい 主觀の 作品 を 斥けて、 大 我の 藝術、 或 ひ は靈感 によって 生み出された 作品の 欣 求で ある。 プ 

ティ • ブル ジ ユアの 匠意澤 山な 作品の 峻担 である。 自然人の 自然 藝 術の 提唱で ある。 

泡の 荒波 を 見て は 時として シン グを想 ふ ことがある。 シン グの あの 素 醇な藝 術 を 生んだ もの は 巴 里の 大學 でもな く、 

獨 逸の 哲學 でもなかった。 シン グが もし あの アイルランド にか へらなかった としたら、 アラン島の 波と、 人と、 傳說 

とに か へ ： て ゆかなかった としたら 『海への 騎士』 も 『聖者の 井戶』 も 生まれなかった であらう。 かって スコット ラ 

ンドの 素朴な 農民と 土と， 傅 説が 若い 詩人 バ アン ズ を 恵んだ と 同じ やうに、 アイ ル ラン ドの 漁夫と 海と 傳說は 若い シ 

ンゲ を惠ん だ。 

小 ひさな、 いぢけ た 小我に 囚 はれない 自然人の 藝術。 そこに は 自然人の ユウ モアが ある。 笑 ひの 底の 淚が ある。 淚 

の 陰の 笑 ひが ある。 泣くべき か 笑 ふべき か。 人生 は 果して いづれ に歸 すべき か。 泣く ことのみ を 知る 者 は 男で はない。 

けれども 笑 ふことの み を 知る 者 も 男で はない。 悲しむ 者と 共に 悲しみ、 笑 ふ 者と 共に 笑 ふことの できる もの は 自然人 

である。 泣く こと も BR らしく、 笑 ふこと も 男らしく。 そこから 男らしき 藝術、 太い線の 藝 術が 生まれなければ ならぬ。 
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そこに は聂鬱 が ある。 憂 懲 は 苦しい。 しかし 憂 懲は勇 氣を與 へて くれる。 憂 li の 底に は 悠久が ある。 神秘が ある。 

人生に 對 する 思慕と 敬虔と を敎 へて くれる。 

北方 民族の 憂 聽 なくして どうして イブ セ ン の 作が 生まれよう。 ト ル ス トイの 作が 生まれよう。 ドスト ェ フス キイの 

作が 生まれよう。 

わたくし は 秋の 海濱を 歩む こと を 愛する。 秋の 海 は 死の 如く 强く、 死の 如く 憂鬱で ある。 夏の 海岸と ちがって、 そ 

こに は浮簿 な都會 人の 影 もない。 砂丘 はつ V き、 波 はつ" く。 振り か へれば わたくし id 身の 足跡が 波と 砂丘の 間 をた 

だ 一筋に つ どく。 

秋の 風 は 波 を 追 ひ、 た 一人の 旅人 を 迫 ひ、 やがて 砂丘より 松林へ と 草 を 吹いて ゆく。 

わたくし は S の 海の 請 舌 を 憎み、 秋の 泡の 沈默を 愛する。 

R は靜 かに、 おに を 燒く煙 を 見る の も あはれ である。 

に兑 出す 人影と いって は 地 を 引く 男、 魚 籠 を かついで ゆく 女、 子供ら のみで ある。 砂の 上に は 捨てられた 小 ひ 

さな 魚の 死；^ が 銀の やうに 光って ゐる。 

秋風 は悔を 3- る 子供ら を も、 人 を 呼ぶ 漁夫の i 據を も. 砂の 上の 小 ひさな 死 魚 を も 吹く。 

水平線の 卜： より 湧く g を兑、 岬より 出て 來る雲 を 見る の も あはれ である。 そこに は 人 を 思 ふわが 心の 悲しみに も 似 

たる 秋の色が た ようて ゐる。 

濱に はすで に 千鳥が 啼 いて ゐる* 

ひとり 秋の 濱に 立てば 若き H の 心が よみが へって 來る。 


大洗 にて 

千鳥 鳴く やとり の こされし 秋の 

時雨せ よ 荒磯の 鳥の 聲 きかむ 


れ 
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®  鳴  き 

今日はお に 二通の 未知の 人からの 手紙 をう け とった。 わたくしの 誕生 H を 祝った ものであった。 

わたくし 自身、 K はま-生 日 を 忘れて ゐ たので、 未知の 人の 手紙 を 讀んだ 時、 手紙 を くれた 人た ちに 對 して はすまぬ 

やうな 氣 がした。 と 同時に、 こんな 親切な 人た ちに 封しても はやく 起き 上って 何 か できるだけの 仕事 はしなければ す 

まぬ とい ふ氣 もした。 

故郷の 母が 生きて ゐ たころ は、 いつも 十日ぐ らゐ 前から 妹に 手紙 を 書かせて、 わたくしの 誕生 B を 知らせて 來 たも 

のであった。 

大极を 千 本 切りに して、 色付に 人參を 入れて 鰹節 を かけた 醉の もの、 それが 屹度 わたくしの 窗生日 を 祝 ふ 母の 馳走 

の 一 つであった U 

わたくしの 誕生日 は、 十一 月の 末にな つて ゐ るが、 資は それ は 陰暦の 日 を その ま 、陽暦に して 戶籍 面に つけて しま 

つた もの だ か ら、 ほんた うは 十一 一月の 何 曰かになる ので あら-つ "陰唇より 碗な も の はない と 信じ 切って ゐた父 や 母 は、 

わたくしの 誕生 もやつ ばり 陰唇の ま、 にしと いたのであった。 

圆書 館に でも 行つ て 古い 靜を 借りて 調べ さ へ すれば 直に わかる こ とだが、 亡くな つ た 父 や 母の 習 m を 破る 必要 もな 

いので その ま、 にして ゐる。 陽暦の 十一月 何日に しろ、 或 ひ は 陰瞎の 十一月の 何日に しろ、 たま /(\ 思 ひ 出した 時 は 

心ば かりの 支度 を 食瞎の 上に と、 の へる ことにして ゐる。 ところが 親が 亡くなつ てから はよ く 誕生日 を 忘れる。 去年 

も 誕生日 を 忘れて しまった。 


9 陰 勝の 十一月の 末の 誕生日 は、 たいてい クリスマス 前後に あたる。 クリスマスと 一緒にな つたこと も ある。 またお 

正月の 二三： H ころに なった こと もあった。 

暮 になる とわたく し はよ く 旅に 出る が、 旅の 宿な どで 不阖 a: 分の 誕生日に 會 つて 自分 ひとりで 心ば かりの 日 を 祝 ふ 

ことがある。 そんな 時 ほど 母の 事 をし みん \ と 考 へる。 世界で わたくしの 誕生日 を 心から よろこんでくれ たもの は 母 

一 人であった。 わたくしが 姉 や 妹た ちの 誕生 曰 を 忘れて ゐ ると 同じ やうに 姉妹た ち も わたくしの 誕生日 を 忘れて ゐる 

であらう。 Q の 愛に 比 ぶれば き やう だいの 愛と いふ もの は 愛と いふ 名に だに 値しない。 

病む とい ふこと も 時として、 一 つの 惠み である。 病 を 知らぬ とい ふこと は 一面から 考 へて 不幸で あり 得る。 此 あわ 

た しい わたくしたちの 生活のう ちで、 靜 かに， 生死の 間に 沈湎 して 思惟す る ことので きる の は 病んで ゐる 時の みで 

ある。 

仰臥して 新聞の 揷：^ を 見て ゐ ると、 年の 瀨を 急ぐ ちまたの 入た ちが あわた^しく.： R 轉車ゃ 自動車 を 走らせて 察 空の 

下 を 右往左往して ゐる。 た ^ それだけの 寫眞を 見た だけ でも 不思議な 氣 がする。 起きて ゐる 人た ちの 幸福が つ くぐ 

うらやまれる。 不斷 丈夫な 時 は 起きて 働いて ゐる ことに 對 して ありがた いと 感じる ことの 足りなかった こと をし み じ 

み と 思 ふ。 

曰 病院へ 行って ると 二 年 三年 或 ひ は 八 年 九 年と ベッドの 上に 橫 たはって ゐろ 人が あるが、 In 段 は その 人た ちの こと 

も 忘れて ゐる。 ゎづか 三日 か 四日 熱に 苦しんだ V けで も わたくしたちの 心に うつ、 て 來る色 合が 直ぐにち がって 來る。 

わたく したち の 人生の 視野、 思惟の 境 のい かに せまく 限られ てゐ るかと いふ こと を 思 はずに は をれ ぬ。 

_ 熱が 去り、 食欲が つき、 寢 床の 上から 緣 端へ にじり 出て 靜 かな 初冬の Ktl の 日光 を に 感じて ゐる。 病み 上りの 日 

向 ぼつ こ は， かって 病みし もの 、みが！： 驗し る よろこび である。 人 は その やうな 刹那 だけ は 子供の ころの 自分の 心 
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を兑 出して ゐる. 

十二月の 初め， 東京に して はめ づ らしい ほどに S は 澄んで ゐる。 散り 殘 つた 紅葉が 稍に ためらうて ゐる。 白い： ：！ 茶 

股の 蕾が B にく  EC 立つ ほど ふくらんで ゆく。 この 春 天 城の 山から 取って 來 てまいて 置いた 龍の ひげが 二 三寸 ものび 

た。 柬 海道 掛 川の 柿の たね を 埋め、 大 井川の 茶を植 ゑた が、 それが 芽 を 出し、 大きくな るまでに はま だ どこかへ 引つ 

越して 行って ゐ るの かも 知れない。 それでも 折 さへ あれば 七 坪 八 坪の せまい 庭の 隅々 に 葡萄 を まき、 枇 把を械 ゑ、 朱 

欒の 種子 を 埋める。 

この 1^ ハ介 中の 笠森稻 荷の 近くから H つて 來て植 ゑて はいた 楓に は、 秋から この 冬に かけて 顿 白が 來 、四十 ® が 鳴く 

こと も ある。 障子 をし め、 息 を こらして 础. 十戶 越しに ながめて ゐ ると、 楓の 枝に く、 りつけ た 奥 箱の 尾根に 登ったり 

の 穴 を のぞいた りして ゐ る。 

常住の it として は &1 がー 羽、 たまに は 二 羽、 靑 木の つくば ひの 水を飮 みに 來る。 そして 朝に も夕暮 にも 靑 木の 中で 

彼 鳴き をつ V けて ゐ る。 

X 

0 の 铌 鳴き は 子供の ころの 故 鄉 の 雜木林 を 思 ひ 出させる。 

わたくしたち は 水兵 ナイフ 一 つ ふところに 入れて は tn 暮 ころの 山へ はいって 行った。 そして 椎の幹 をた めて は 小鳥 

の わ なをこ しらへ た。  .• 

杭 を 打った めに 苔に つ、 まれた 石 を 探し出して 來た。 杭 を 打つ 石の 音が 地の 底に！！ g 入る やうに 夕暮の 山に さびしく 

ひどいた。 山 はぜ やひ ざ かきの 果を わなの なかに 並べて、 外部から 落 獎を搔 き 寄せ、 摄 きあつめ て はわな のま はり を 

園うた。 


夕暮の 山に 隱れ てゐる もの は 自分 ひとりで ある。 夕暮の 山 は靜寂 そのもの である。 鳥 さへ も啼 かぬ。 その やうな 刹 

那 にたま^ \ 鷥の笹 鳴きの み をき くこと があった。 

山 はすで に 霧に つ- - まれて ゐた。 道 はすで に 暮れて ゐた。 

わなに は 一 度 も 鳥 はか、 ら なかった。 

それでも 性懲り もな く、 夕暮 になる と 業 林 へ はいって 行った。 

狐 を 見た の も その やうな 折であった。 

家に か へって 狐の 話 をす ると、 大根 を 煮て ゐた 母が さびしい 眼で わたくし を 見た。 

け ふもうぐ ひす はわた くしの 狭い 庭に 來ては 寒さう に笹 鳴きして ゐろ。 

死んだ 後 は ほ 分の 骨 は あの 故鄕の f 山の ほとりに 母と 一 緒に 埋めて もら ひたいと 思 ふ。 しかし あの 雜木山 さへ こ 

の ごろ は 切り ひらかれて しまった。 

病み あがりの 心に はい ろくな 白晝 夢が わ い て 来る。 うぐ ひす は靑 木の下につ くねんと し てゐ る。 

笹嗚 きも 九 尺ば かりの 庭の 隅 
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陸 中 平 泉 行 

高 野から 歸 つて 來て數 日、 近 ごろに なく 靜 かな 小 卷 n 和が つ いた。 四日 五 H と緣 側に 出て 怠惰な 快い 日の 光り を 

樂 しんで ゐる 問に、 わたくし はまた 旅の 魔に とりつかれて しまった" 

わたくし は 陸 中 平 泉に 行って 見たい と 思った。 平 泉 を 訪ねる 序に、 少し 時期 は遲 くな つたが 日光から 中 禪寺を も 見 

て來 よ-つと いふの が 今度の 旅の 計畫 であった。 

十一 月の 下句 赤 羽の 鐵撟を わたれば すでに 旅に 出た 心に なりきつ てし まふ。 山 は ともかくも 里に はま だ 紅葉が 燃 

えて ゐる。 ^や 祸の雜 木 林に とりかこまれて、 南に 小 卷日を 受けて 冬 を 待ちつ 、ある 下野 あたりの 晨家を ながめな が 

ら汽 isf は 北へ 北へ と ili; る。 桐の 畑の みがつ どく。 冬の 薩が 稍ば かりの 桐 畑の なかに のみ こめられて ゐる やうに も 思 は 

れる。 二三 坪の IS 舍が あり、 菊の花 が^いて ゐる。 走っても 走っても 菊の花が いて ゐる。 

赤 城 や、 男 山が黑 い 土の 崖に そびえて ゐる。 この 夏 夜の 霧に 迷 ふた 湊 名の 姿 を さがした が 見出せなかった" 

新聞 を讀 んでゐ て、 今：：： が^ 蕉 忌に あたる こと を 知った。 あの 日 は 時雨が 降った やうで ある。 け ふ は 風 もない 小春 

H 和で ある。 せめて 折々 は 時雨 も 降れと 思 ふ。 

白 根に はすで に 雪が 積つ てゐ る。 

菊の 畑、 桐の 畑、 そして 菊の 畑、 菊の 畑。 その 崖に 白 根の 雪が か V やいて ゐる。 日本の 秋 は 菊の花 一 つで たくさん 

である。 

Slf 一の 句 を 思 ふ。 


「隱家 や 月と 菊と に 田 三 反 

稻 こきの 老 もめで たしき くの 花 

見どころの あれ や 野 分の 後の 菊」 

その さらにな つかしき 句に 

「菊の 香ゃ奈 良に は 古き 佛 たち」 が ある。 

h たくしよ 古き ％」 たちの 句 を 思 ひながら 近づいて 來る おつ 體山を 眺めて ゐ た。 

5 ま：； やかな ス了プ をの ぼって 山に 近づく。 汽車 は雜木 林の 中 I る。 fii に 迫り、 ？ 打ち、 f  ^ 

中の 人，〕、 囊も 紅に 燃 ゆろ。 老杉の 並樹ー 童 四 里と， る。 菊 2 花の 日本に 生まれた 幸福 を 思 ふと 同時」 す 多 

い a* に 生まれた ありがた さ を 思 ふ。  „  >  二 51 ヒ *.? 

B 光の 人工 は、 とても 日光の I に比べる こと はでき ぬ。 天工 はすで に 人工に 幾千 倍して ゐる。 あまりに 厚ィ| 

こらした 曰 光の 人工に は 飽きが 来る。 .？簡 の §1 り 猫 だけが いつまでも 眼に のこる。 

馬返しの あたり、 水 は 涸れ はて \ ゐる" 

橋の 畔にー 株の 楓 葉が 燃えて ゐる。 幾度 か 振り かへ つて はなが める。 

-^-uss  0 み。 山 は授々 として 骨の み 霜に 痛んで ゐ る。 

「i いらは 猿が 出ます。」 と 案内の 男は警 尺の 懸誉 仰ぎながら いふ。 議 しっくして 山の 肌 は ，薄日 

ゐる。 

曲折 また 曲折して 冬木立の 間 をく^る。 かけすが 鳴いて ゐる。 

11 一四 寸も ありさうな 霜柱が さくく と 冬枯れの 音を立てる。 
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登りつ くして、 中禪寺 湖畔まで はや >- 平な 道で ある。 白樺の 林の 棍を 熊笹が ぎふて ゐる。 華 の 髓の水 も 涸れて ゐ 

る。 日 は 暮れて しまった。 中禪寺 湖畔に 佇む に は あまりに 寒い。 蕭殺 たる 枯れ 山 を 十二月の 月が 照らして ゐる。 

「昨日 は 終日 吹雪で ございました。 今日はお だ やかで、 い、 時お のぼりに なりました。」 といって 宿の 婢は火 を はこん 

で くれたが、 東京の 1 二月 ころの 寒さで ある。 湖上の 月 を ながめる 勇氣 もない。 

翌日 は 夜 明 方から 雪 催 ひの 空であった。 ぼつり くと 雨が 降って ゐた。 湖の 面に 落ちて は 消 ゆる 雨 を 見て ゐ ると.：^ 

らしい 哀愁 を 誘 はれる。 宿の 駒鳥が しきりに 鳴く。 

十 時 ころに なって 雨が 止んだ。 湖畔に 沿 ふて 中禪寺 へ 步く。 明治 三 十 幾年 か の 男體山 の 山崩れ のために 中 m 寺 も 小 

S. 校 も 湖の 中 へ 押し流された とか い ふ 話。 小學 校の 先 牛： 夫婦 子供 ま でが 岩の 下にな つ て 死んだ とい ふ氣の 毒な 話 を も 

いた U それまで は 中禪寺 は 湖の 東 il4 にあった さう だが、 今 は 南の 方へ 移されて ゐる。 二三 人の 男が 焚き火 をして ゐ 

ろ。 堂の 中 を ：！^ せても らふ。 立木觀 音の 荒削りな、 まだ 手斧の 痕 がその ま.^ にの こって ゐる姿 は、 偽りの ない 子^の 

51，？ ち-つ 

創作 を る やうで うれしい。 笑 師 の 像 も 尊 いもので ある。 それ は宗敎 だの 藝術だ のとい ふ 狭い 範疇 を絕 した もので 

ある U 心からの 人間の よろこび、 人間の 聖福 を象徵 した かの ごとき 作品で ある。 中禪 寺の 並太觀 音、 笑 1~師 この 二つ 

のき はめて 大まかな 味の 藝術を 見る だけで も 祭い 山 をの ぼって 來 た申斐 はあった。 

どこの 家で も、 家の 前 三 四 尺 置きら くゐに 高い 丸太 や 太い 竹 を 組み立て \ 吹 雪除け を こしら へ てゐ た" 

夾 年の 春まで B 毎夜 毎 の 吹雪の 薛を聽 きつ、 暮らさなければ ならぬ 山の 人た ちの 生活 を 想像しながら 山 を 下 つ た 。 

人間 は どの やうな 自然の 殘虐の 中に も 忍びつ 、生きて ゐる。 ^きる ことの 苦しみ！ 人 問 はた 父 忍びつ、 生きて ゐる 

とい ふ  一 ^：^だけでも淚ぐましぃほどの尊ぃものを持ってゐる。 それ は祌 にもまして 尊い ものである やうに すら 思 はれ 

る 0 


白 

窻ー 


白樺の 林の 中に 瑶璃 鳥に 似た 鳥の K を聽 いた。 § ？璃 より はや k 寂び た？ g である • 

曲折の 山道 を 下って 豁 川に 出た 時であった。 不圆 かけすの 隱 かと 思 はれる 聲を聽 いた。 

「猿 だ！」 と 一人の 男 が 叫んだ。 

川 をへ だて \驟 崖の 上に 一匹の 猿 を 見出した" つどい \ て lilEl 五 匹 十 匹の 猿が 木の 根を傳 ひ、 枝に 飛んで 冬枯れの 山 

を 歩いて ゐ るので あった。 

あた.^ かな 日に は 五 六十 匹の 猿が 翁 川に 下り て 水 を 掬 ひ 飲む ところ を 見出す ことがあ ると、 山の 男 は 語って ゐた。 

那須の 原 は 走れ ども 走れ ども 機の 林で ある。 

曰が 暮れ か X つて 來た、 S は 暴って ゐた。 

波状 形の 起伏 地 は 幾 十 里と なく 走って ゐる。 たど 一眸の 起伏 地で ある。 丘に は 機の 林が 枯れ、 低地に はわ づ かな 耕 

作 地 や、 草の 中 を 走る 細道 を發 見す る こと も ある。 

人家 も、 入の 影 も 滅多に 見る こと はない。 たまく 丘の 中程に 北風 を 避けて 炭 焚く 家が ある。 白い 煙が 低く 枯れ草 

の ヒを這 つて ゐる。 

氣を つけて 見れば かしこの 丘に も、 こ&の if 林の 藤に も 炭 を燒く 白い 煙が 纏綿と して 夕暮れの 地に 這って ゐる。 煙 

^て 

の 涯を想 ふ て は 旅愁 さらに 深き もの を 感ずる。 

白 河と い ふ 聲を聽 いた" 薄暗い プラット フォ ー ム である。 白 河の 關跡南 X 里と い ふやうな 文字 を 闇の 中に 讀む。 

昨 i§: に比べ て 今夜 は は 曇つ てゐ る。 たまく 月 は霉を 破つ て 荒 S たる 冬枯れの 野 を 照らす ことがある。 

汽車 は 走りに 走る。 li" 條 たる 水、 蕭瑟 たる 原の みで ある。 何 かの 町に 汽車が 停る。 町 は 暗い。 霧が 町 をつ \ん で 
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ゐ るぐ 

旅人 は^い 窓を迪 して 1^ につ X まれた る 町 を 眺める。 旅疲れした 頭に 晴ぃ 町が 映って 来る。 旅人 は 町の 名 も 知らな 

い。 町 は閱の 中に 吸 ひ 込まれて しま ふ。 旅 入の 頭から は その 町の 姿 さへ 消えて しま ふ。 

何時と はなしに また 暗い 町が あら はれる。 やがて 消える" 

何とい ふ 町で あらう？ ゆと して は プラット フォ ー ムに 町の 名； ど 見出さう とつと める こと も ある。 やがて は それ だ 

けの 好奇心 さへ 枯れ HI- て&し まふ。 g 子 I ぬの 前 を 物 ®f りの 若い 男た ちが 消えて ゆく。 不圖人 を 懐かしむ 心が ひらめく。 

名 取 川 を わたれ ば E ぐ に仙臺 であ る。 川に は 月の 影が 動いて ゐた。 

仙臺に 一 泊して 翌日の 朝 さらに 北して 平 泉に 行く ことにした。 

走っても 走っても 杉の 木立と 丘阜を 前：^ 3- としたる 遠い 山で ある" 山 はみ な 雪に つ- <  まれて ゐる。 尊い ほどの 雪の 遠 

山で ある" 

5: 豆 沼 を 通り過ぎる ころ から 地 はふた」 び 低い 冬 の 山に つ、 まれて しま ふ。 低い 冬 の 山が ふた、 び展 けたと ころに 

1 の關が ある。 昔の 關町 であらう。 北に 負 ふ 山に は 城跡ら しい ものが ある。 一 の關 から 平 泉まで 一眸の 間 北上 川 を 右 

手に して 野 は ひろがって ゐる。 藤 原 氏 一一： 代 榮耀の 跡で ある。 束 g£ 山 は 北上 川 をへ だて、 I 塞の 下 を 走って ゐる。 三百 

の坊、 七 堂 伽 の 跡 はた t 冬枯れの 草に Sf まって ゐる" 枯れ 革 の^の 中に たまく 二 三寸に 仲び た 麥の畑 を 見る。 

一 の關を 出で.^ 平 泉に 入る 道の あたりに 盤 井川が ある。 恐らく 昔の 大木 戶は盤 井川の あたりに 設けられ たもので あ 

らう。 祇^、 王 十、 ^荷な ど&ー の 名 は その ま &に殘 されて ゐ るが、 今 はた V 、&に とざ、 れた 草の 原ば かりで ある。 

平 の驛 から 中 itJ 寺までの 問 は 十三 四 丁 も あらう か。 松の 並木の 間 を 物資る 店な どが 並んで、 僅かに 田舍 のちよ つ 

とした 町ら しい 姿 も ある。 


7  i の 館 は中豫 寺の 丰前 二三 丁の 小山の 上に ある" 

3 老杉の 並木道に は 紅 紫が 散り 布いて ゐた。 かって は 三代の 將軍 等.^ 義經 主從も 泉の 三郎も その 道を步 いた ことで あ 

らう。 胸毛の 眞っ 赤な、 かけす 程の 鳥が 群 をな して 松の 間に 鳴いて ゐ た。 

北上 川が 山と 平 泉の 間 を 南へ 流れて ゐる。 衣川 は中续 寺の 丘の 下で 北上 川と 結びついて ゐる。 老杉の 下に 佇立 

して 日本の 北の 涯 とも 思 はる & 雪の 山々 を 見る^ 「淚を 落し 侍りぬ」 とい ふ 芭蕉の 心持ち も わかる。 

『奥の 細 通』 に は 「大門の 跡 は 一里 こなたに 有。 秀衡が 跡 は 田野 て金鷂 山の み 形を殘 す。 先高 館に のぼれば 北上 

川 南部より 流る 大河 あり。 衣川 は 和 泉が 城 をめ ぐり て 高^の 下 に て 大河に 落 入。」 と 誌して あるが 今 も 地形 は大體 こ 

の 通りで ある。 秀衡 時代に は 北上 川 はずつ と 束 1i 山に 近く 琉れ てゐ たさう であるが、 今 はが 稻 山から はかなり 離れて、 

義經の 高 館の 丘の^ 下 を 流れて ゐる。 芭 m 一が 訪れた ころ は 今日と たいてい 问 じあたり を 流れて ゐ たので あらう。 

「さみだれの 降の こして や 光 堂 

夏草 やつ はもの どもが おの あと」 

芭蕉の この 二 句 あるが ゆ ゑに ギ 泉の 山河 はさら にあ はれで ある" 

柿色の 法衣 を裔 た老 13 が 杖に すが り、 靴下 もな し に 護謨 靴 を い て 光堂 の 緣に憩 ふ てゐ るの を 見た。 

a 雪が 降って 來て辩 天堂の 前の 枯れ 紫 を かすかに 搖 つて ゐた。 

今 は 冬枯れ て 夢の 跡 を 思 ふに はさら に 切なる ものが ある。 雪は靜 かに その. 夢の 草 を さへ めて しま はう として ゐる Q 

中錄 寺の 山 を 下りて ふた、 び 元の 道に 出る。 辨鹿ゃ 龜开ゃ 鈴 木な どの 墓が 道の かたはらに あるり わたくし は辨 鹿の 

墓.. たけを 拜ん だ。 一 本の 松の 根方に 苔む した 石が 橫た へられて あるば かりで ある。 

a  二三 丁 歩いた ところで 北上 川の 方へ さらに  一 丁ぁまり.；^^ぃて冬枯れの山に人る。 
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畑に は 土 を 打つ てゐる 人た ちが ある" 菜 を 洗つ てゐた 女に as を かけて 義 廟の扉 を 明けても らふ やうに ^ん だ。 女 

はもんべ を^いて ゐた。 

爪先 上りの 道 を 歩いて 雜木 林の 中へ 入る。 北上 川 は 直下に 流れて ゐる" 數十 丈の 崖で ある。 老樹が 繁 つて ゐる。 そ 

の 一番 高い ところに 雨風に さらされた 小 宇が ある。 義經廟 である。 そこから は 衣川 も、 北方の 山々 も 何の 遮ぎ る もの 

もな く 見られる。 義經の 館の 跡で ある。 義 M ほ の 場所で ある" 

菜 を 洗って ゐた女 は 大きな 倉の 鍵を携 へて 來た。 そして 廟の扉 を 明けて くれた。 中には 彩色 を 施した 田胄 姿の 義^ 

の 像が 拜 まれた。 若い 美しい 大將の 姿で ある。 

雪 はます く 降って 來た U 北上 川 は そこの 山の 根で 大きく 一 曲り して 溜 をな して は 南へ 南へ と 流れて ゐる。 川に は 

舟も兑 えず、 人の 影 さへ ない。 易 水 s_ 一し の感 がわく。 

義經が 死んだ の は 三十 1 であった と 思 ふ。 かれは 愛敬 さるべき 大將 であった。 

fC 館 判 敷の 跡から 北 すれば はるかに 衣川 琵琶の 柵の 水 をへ だて」 泉 三郞の 城跡が ある。 冬枯れの 草の みで ある。 

わたくし は 泉 三郎も 好きで ある。 かれは まことに 義に 死す る こと を 知って ゐた陸 奥の 武入 中の 花形で ある。 

北上 川 を 南して 今 二三 丁の 级の畑 あたりに 佐 藤庄： ^の 役宅が あつたので あらう。 かれ も 亦 陸 奥の 武人ら しき 武人で 

あった。 一 一子 ま 信、 忠信 は 尾 島と 吉 野で 義經に 代って 死んだ。 (忠信 はさら に 京都まで 逃れて 京都で 死んだ と傳 へられ 

るが〕 庄司 自身 また 義戰 に殉 じた。 

平 泉の 山河 悉く 冬枯れの 125. につ、 まれて ゐ右。 

昔 も 小 ざ かしい 人た ちが ゐ たにち が ひない" しかし そこに はな ほ 心の 美しい 入た ちが 生きて ゐた。 そして 死んだ。 

平泉の冬枯れの^3を歩ぃてゐるとたビ美しぃ過去の人問の心のみが胸を打っ。 


雪が 日暮れ 方に なって ますく 降つ て來 た" 

雪よ、 七堂伽藍の 跡 を、 美しかった 八た ちの 夢の 跡 を、 こと，^ く 埋めて しまへ 

平 泉 はまこと に 美しい 寂しい 夢の 跡で ある。 

みちの くの 草 かれく に 光堂 
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靜 かに 生く る 人々 

t= --月 も： きて 九月に 入る と 1  一 allt:! の 高原 は 冬 を 待つ ばかりに IS かな S につ まれて しま ふ。 そこで は复 から 一 足 飛び 

に 冬が 近づいて 來る。 

落葉松の 葉が 粉雪の やうに 靜 かに 落ちる。 ゎたくしは冬枯れてゅく落薬松の中に^！：：んでゐる。 八 ケ嶽の 肌が 數： U の 

うちに 海の やうな 色に か はって しまった。 物の 音 ひとつ 聞えない。 

時折 わたくし は 遠く ii の 音 を 聽く。 稻 田に 群がって 来ろ 小鳥 を 追 ふための 空砲の 音で ある。 

最初 はわた くし は 遠 い 山地 の 習で に も あらう か と考 へて ゐた。 或 ひ は 遠雷で ある か とも 思 つた。 いつ も 小鳥の 群 

れ あつまる 夕方 ころが I  ^多く どんより とした {1^； の 下を咸 銃の 昔が 響いて 來る。 

わたくし は 善 光寺へ ゆく 汽車の 中で も 威 銃 を かついで 野良に 立って ゐグ" 靑年を 見た。 據 名へ 登った 日 上 州の 葡萄畑 

の屮 でも 威 銃 を 持った 男に 逢った。 

靜 かな 山の や； 活 では 單 調な 咸 銃の 醫 きさへ わたくしたちの 生活の なかの 一 つの 色彩と も 情趣 ともなって はいって 來 

る。 

八 ケ嶽に 雲が か、 つたこと、 淺間 のい iti はげしい 野 分が 吹きつけて 來 たこと、 上 州境の 原に 野葡萄 を 食べ に 熊が あ 

ら はれた こと、 この 赛 生まれた 仔 馬が 上 州の 馬市に つれられて 行った こと、 K られて ゆく 仔 馬が 振り かへ つて 親 馬 を 

見て ゐ たこと、 この やうな 話題が わたくしたちの 簡素な 食卓 を賑 はし もし、 しんみりと もさせる。 

栗の i-*.^ が 曰 ごと 色づ いて ゆく こと、 くろみ が 昨夜の 嵐で 落ちた こと， はった けが 出た こと、 水車 小： K の 裏の 錦 木 


1 


白 

の 


が 紅葉して 來 たこと、 そんな 小 ひさな 出 來事も わたくしたちの si. 調な 生活 を 色 どって くれる。 

落葉松の 雜の 落ちる 姿 は 寂寞 そのもの である。 杉の それよりも 捜せた 奠が、 . I 全山の 葉が 11 秋 を 急いで 落ちて 

ゆく 姿 はちよ つと 形容し がたい ほど しんみり として ゐる。 わたくし は 林の 中に んで、 It の やうに 群がり 落ちて ゆく 

落葉松 の 葉 を 幾日も 見つめて ゐ たこと もあった。 

どこかで 山鳩が 鳴いて ゐる。 

沓褂 から 追分へ ゆく 信越 線の 汽車の 音が 遠く、 時た まに 閗 える 他に は 物の 音と いって は ほとんど 何を聽 くこと もで 

きない。 

高原の 草の 中に 夜が 明ける。 曰が か e やく。 日が 草の 中に 落ちる。 星が 照る。 その 間 ほとんど 入の 聲を聽 かない 日 

も ある。 その やうな 日 殊に わたくしの 心 は 生に ついて、 死につ いて 考 へさせられる。 

高原の 眞 夜中の 星 はいふまで もな く 美しい とい ふより はむしろ 嚴か である。 ^は あまりに 高い。 空と 人間との 間に 

は あまりに 遠い へだ \ りが ある。 暗い 地の 底に 投げ出された 自分の 姿 を 見て は、 かの ダンテの 『失樂 園』 の サタン を 

思 ひ 出さずに は をれ ない。 

父と 子の 關 係に 於いて、 兄と 弟との 關 係に 於いて、 人と 人との 開 係に 於いて、 人間 はたし かに 失樂 園の サタンの 惱 

み をな やみつ -1 ある。 

地 を 撫づれ ば 地 は鐵の やうに 冷たい。 人間 はたし かに 悚 獄の 底に 捨てられて ある。 

わたくし はよ く 山に 登った。 しかし 一度 も 歌 を 聽 いた ことがなかった。 かって わたくし は 天 城の 谷の 子供た ちから 

歌が 失 はれて ゐる ことに 氣 付いた。 わたくし は 信 濃 や 上野の 山 を 歩いて ゐる曰 ふた.^ び 子供た ちの 歌 ふことの 稀な の 

に氣 付いた。 山の あまりに 嚴か であるた めか， かれ 等 はいつ. 山の ごとく 靜 かで ある。 
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山靜 かにして 一 鳥 鳴かず だが、 諍 かな 山で は 子供す らうた はない。 

山 は 墓の ごとく 靜 かに、 草原 も 墓の ごとく 靜か である。 そこに 佇んで ゐる わたくし B; 身まで がすで に 墓の 石の やう 

な 無意、 無 思の 境涯に 落ちて ゐる。 „ ^ぃ靜 寂の 境地で ある。 もし その 境地に 永久に 安住す る ことができた ならと 思 ふ 

が、 しかし、 わたくしの 心のう ちに はま だ 都會の 誘惑が ある。 仕事と いふ， もの 上 IJSI^ が ある。 

X 

わたくし は 時折り 南北 佐久の 山に つ k まれた 村々 を 通り過ぎる ことがある。 山の 入々 はいつ もよ く 働いて ゐ る。 ほ 

とん ど 休む 暇な しに 働いて ゐる。 曰が 出ない 前から、 日が暮れてしまふまでそれぐの仕^5:1-を追ふて働ぃてゐる。 殊 

に蠶 のころ の 忙し さは 都會の 人た ちの 想像 もっかな いこと である。 文字通りに 不眠不休 である。 信 濃の 山に 來て あの 

忙しい 心づ かひの 多い 奏蠶を 貝て ゐ ると、 普段 は 何の 氣も なしに 看過して ゐ る絹絲 の外國 相場の 記事まで が 自分の 生 

活に^^接觸れたもの 、ゃぅに生きて來る。 

桑 紫に 害蟲 が出來 たこと、 早 霜が 降った こと、 そんな ことまで が 自分 等に 關係 ある もの k やうに S いて 來る。 橫濱 

の 絹 相場が 昂 つたと い ふ 新聞記事 を S ん だば かりで もうれ しい やうな 氣 がする 。目の あたり 山の 人た ちの 苦しい 仕事 

を 見て ゐる とどう しても さうなら な い では をれ ぬ。 

山の 人た ちの はげしい 日夜の 仕事 を 兑てゐ て 一番 氣の毒 だと S ふこと は、 あれほど ほいて ゐても 十 年 一 日の ごとく 

軒 は 傾き、 壁は墜 ちとい つた 風な 家の 中に 苦しんで ゐ なければ ならぬ とい ふこと である。 都會 にも 劣らぬ ほどの © 富 

の 差が 山の 中で も兑 出さる \。 いったい どこに この 不幸の 原因 は あるの だら う？ 誰でも、 山の 人の 勤勉な 働き振り 

を 見る 時には さう 考 へないで は をれ ないで あらう。 

一 等 骨 を 折って ゐる 人が いつも 1 等 馬鹿を見て ゐ る。 


3 かって 木曾川 を 下って 美 濃の 笠 松に 行った 時 も わたくし は 暗い 悤の 中から 拽れて 来る 織機の 晉を聽 いた。 木曾川 を 

J 狭んで濃尾の平野.^桑畑が多ぃ。 一生 あの 桑畑の ほとりに 桑 を 摘み、 機 を 織って 靜 かに 死んで ゆく 人々 が 幾 十 萬 ある 

か 知れない。 信 濃の 山 を 歩きながら わたくし は 濃 尾の 平野の 人々 を 思 ひ 出す こと もあった。 日本 § 山と いふ 山、 平原 

つむ 

とい ふ 平原の 中には 一 生 人の ために 紡ぎ、 人の ために 織りつ &靜 かに 死んで ゆく 人た ちが どれほど あるか 知れない。 

その 人た ちの 一人く の 仕事 を考 へる と、 その 人た ちの 51^ い 瓧會的 奉仕 を考 へる と、 勿體 ないやうな 氣も する。 

咸 銃を擔 いで 稻の 田の 中に 立って ゐる 一 人の 靑 年の 仕事が、 世に 時め いて ゐる 宰相た ちの 仕事に 比べて いさ、 かで 

も 劣る ところが あらう か。 むしろ 一 人の 靑 年の 仕 寄 は どれほど 尊い か 知れぬ。 そこに は 偽り もない。 かけひき もない。 

たど 至純な 奉仕 そのもの 、みで ある。 

落 «F 松の 中に 立って わたくし は あの 信 濃の 高原の 靑年 たちの 調な 威 銃の 音 を聽 く。  „^ い 山の 響きで ある。 と、 と 

もに 何とい ふ 寂しい、 もの あはれ な 音で あらう。 そこに はかれ 等の 足 を 土に 鍵づ けられた 者の 宿命の 歎きが ある。 あ 

きらめが ある、 尊い ほどの 忍従が ある。 

日 は 暮れて ゆく。 そこに はさ \ やかな 庵 寺が 柿 木の下に ある" そこに も a- ぃ忍從 者が 生きて ゐる ことで あらう。 山 

の 懐に 暮れて ゆく 葡萄畑が ある" そこに も 尊い 奉仕者が ある。 筑糜 川の 吊り橋 を わたって ゆく 一人の 靑 年が ある。 か 

白 れは默 しつ k 橋 を わたって ゆく。 そこに も 尊い 忍苦 者が ある。 

人 はつ まらない もの かも 知れぬ" 無力な もの かも 知れぬ" しかし 一人く の 人 問が つまらぬ ながら も、 無力な が 

B  かつ 

らも 何 かの 仕事 をして ゐる。 山の 奥に 間伐の 斧 を 揮って ゐる男 も 人類への い 奉仕者で はない か。 桑を擔 いで 山 を 下 

の 

る 女 も， キャベツ 畑の 中に 立って ゐる男 も、 みんなが 何 か を 奉仕して ゐる。  - 

0 高原の 人々 は. P きる から 寢 るまで 手 を 動かして ゐる。 五體を 働かして ゐる。 
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^の つ.^  く かぎり、 高原の つ どく かぎり， 平野の つ どく かぎり、 そこに は 名 も 知れぬ 尊い 奉 仕*? たもが 生きて ゐる * 

わたくし はまた 美 濃の 桑畑に つ.^ まれた 寺の 若い 坊 さま を 知って ゐる。 かれは 朝 まだき 起きて 靜 かに讀 鲑 する であ 

らう。 かれの 經が 何で 無意味で あらう。 かれの 讀經が 人類への 尊い 一 つの 奉仕で ない と 誰が 斷言 する ことができよ 

う。 人知れず 祈る ことが；^ い ことであるなら ば、 人知れず 讀經 する 山寺の 若 像た ち の 生活 も 尊 い 人類へ の 奉仕で なけ 

づ や ラ 

れば ならぬ。 あの-; ni. 深い 曠 原の 中に 一 人の 若い 坊 さまが 人知れず 誦經 しつ.^ ありと いふ こと を考 へた ビけ でも わたく 

したち の 心 は 人生への ありが たさ を 感じな いで は をれ ない。 

人が あると ころ 山 も 川 も 曠野 も 尊く せられる。 そこで は 誰もが 何等かの 形に 於いて 働いて ゐ るかぎ り は 入 間 全體の 

た めに 尊い 奉仕 を つどけ てゐ る。 

わたくし はまた 高原 を 訪れる 秋と ともに 渡り鳥の やうに 山間の 小 ひさな 町 々や 村々 を廼り 歩く 旅役者の 群 を 見た。 

キヤべ ッ 畑の 隅に あった 材木 小屋の 一 方の 板壁 を 取り除け て、 筵 張りの 小 舎に 結びつけて 急 怖への 芝居小屋が 出来 

た。 

年中 桑畑 や キヤべ ッ 畑の 中で 働いて ゐる 山の 人た ち は どんなに かた t 一  曰の 芝居 を樂 しんだ であらう。 

わたくし は キャベツ 畑の 中の 芝居小屋 を 戸外 か ら ^き 込 んで 見た。 

1 臺 になって ゐる ところに、 どこから. 取り はづ して 來た のか、 古い 格子戸が 一 つ 下手に 置かれて あった" お祭りの 

幟が 二三 枚 黄 幕 代りにつ るされ てあつた。  、 

筵 戶を排 して 一人の 若い 女が キャベツ 畑の 中 を 往来の 方へ 歩いて 來た。 かの 女 は 濃い 甴粉を 塗って、 髮 はかつ らし 

たに 結って ゐた。 登場人物の 一 入で あらう。 

「出し物 は 何です？ 一  とわたく し は圈を かけた。 


5 

1 


白 

の 


「熊 谷 陣屋です  <」 

「あなた は 何の 役です？」 

女 は 笑って キヤべ ッ畑を 走って 行った。 

簡 Sf といへば これ くらみ 簡單な 芝居 はないで あらう" 藝 からい つても、 或 ひは惡 達者で は あるか も 知れぬ" 恐らく 

都會 人の 目に は 滑稽に 感じられる ものである かも 知れぬ" 

それでも 村の 人た ち は どんなに か 慰められて ゐ るか 知れない。 

「東京の 芝居 ほど は 行かぬ かも 知れぬ が ともかく 面白い こと は 面白いです よ。」 と 一 入の 男 はわた くしに 話した。 

「いや、 5^ 京の 芝居より 面白いで すよ。 上手です よ。」 と 他の 男 は 言った。 

わたくし はちよ つと 笑 ひた くもなった。 しかし 笑 ふこと がで きなかった" 

あの人た ちの 言雜 はまちが つて ゐる かも 知れぬ" しかし あの人た ち は眞に その 一 日 だけ は 幸福と よろこびと を 感じ 

たのであった。 あの人た ちの 幸福 や よろこび を わたくし は 否定す る こと はでき ない。 

キヤべ ッ 畑の 中の 芝居 は 晝と& 、の 二部 興行に なって ゐた。 わたくし は 夕方に なって その 小屋の 中から 三 四百 入の 男 

女が い か にも 滿足 さうな 顏 をし て 歸 つ て 行く の を 見た。 夜 はまた 遲 くまで 太鼓 ゃ陣 鐘の音が 落葉松の. 5 の わたくし の 

家まで 響いて 来た。 

芝居が すんでも なほ 五日 も 六日 も 村の 人た ち は キヤべ ッ 畑の 巾の 芝居の 話 を いかにも 愉快 さう に くり かへ して ゐ 

た U 

數日 後であった、 わたくし は 善 光寺に 行く 汽車の 中で 、旅！！ りの 役者に ちの 一 行が 或る 小 ひさな 山の 町へ 下りて 行く 

の を 見た。 そこに は 一 一十 個ば かりの 葛籠 だ の 、行李 だ の が 砂利 の 上に 運ばれて ゐ た。 K だ の 、鎧 だ の 、 錯下だ のとい ふズ 
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字が 一 っくの荷にe!き込まれてぁった。色の蒼白ぃ三四人の若ぃE^^^"ちがコ ス モスの 蔭へ しきりに 荷 を 運んで ゐ た。 

汽車が 動 いて か らも わたくし は その 旅 廻りの 役者た ち を てゐ た。 

不運なる 藝術 家た ち， - 

あの 中には 恐らく 親に も兑 捨てられた 放蕩の 果の も あるで あらう。 やくざ 者と 見なされて ゐる男 も あるで あらう。 

或 ひ は 相 當な腕 は 持ちながら も その 持って生まれた 性格の ために 悲劇的 生涯 を经ら ねば ならぬ 男 もゐ るで あらう。 

^の 中の こと を 成功 不成功と いふ 二つの 點 から 見れば あの人た ち はたし かに 落伍者で あり、 氣の 毒な 人た ちで ある。 

しかしい つたい 成功 不成功と いふ やうな カテゴリ ィの 中にはめ こんで 尊い 人間の 仕事 を 差別 付けよう とする くら ゐ 

不合理な こと はない。 

あの人た ち は あれで い、 の だ。 あれ だけで. おいの だ。 あの人た ちが 山から 山、 町から 町 をめ ぐって 踊って ゐる間 は、 

たって ゐる 11 は あの人た ち は 誰れ にも 劣らない 综ぃ 仕事 をして ゐ るの だ！ 奉仕 をして ゐ るの だ ー わたくし はか 

う 思 はないで は をら れ なかった。 

どんなに たくさんの 山の 人た ちが、 あの やくざ 者の や-つに 思 はれて ゐる 不運な 旅役者 たちのた めに よろこび を兑出 

して ゐ るか 知れない。 

小鳥が 啼 いて くれる。 それ も ありがた いこと だ。 若い 女が 桑の 葉 を 摘んで くれる" それ も 尊い こと だ。 一人の 靑年 

が稻 田の 中に 立って 崔を 追って くれる" 夜なべの fi を 打って くれる。 それ も 誠に 尊い こと だ。 若い 坊 さまが 人 も 知ら 

ぬお 寺で たに 一人でお 經を讀 んでゐ る。 それ も 尊い こと だ。 

わ たくした ち は 感謝し なければ なら ぬ あまりに 多く の靜か な 尊 い 忍苦 者た ち を 持 つて ゐ る。 

さう だ。 靜 かた 忍 者 たちだ。 名もない 忍苦 たちだ- 


效の 日白 
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上 高地 遊 記 

七 H: 十八 日 午前 四時 水 鶴の た \  く 音に 旅の 夢 を 破ら る " 霧が 重く 落獎松 のこ みちを こめて ゐる。 ほと、 ぎ 丁の 啼く 

お 道 を 下りて 沓掛に 出る" 夜が 明けた ばかりの 千 曲 川原 を 埋めて 月見草が 咲いて ゐる。 篠の 井から 姥捨 にか、 る ころ 

う  あんす 

は 雲 も 晴れ 善 光寺 平に 入る 千 曲 川 を 霧の 下に 見る。 四つ 五つば かりの 村童が 赤く 熟れた 杏子 を か 、 へ たま & 畑の 隅に 

立って 汽車 を 眺めて ゐる。 姥捨は 田 を 楠 ゑて 楚日 もな き 眺めで ある。 

g 鳥 霧 を かすめて 川 を わたる を 見る。 

ほと X ぎす 鳴け 姥捨 は田植 ころ 

X 

幾つかの トンネル をく どつ て 明 科に 出づ れば、 視野 一 轉し て 犀 川 を へだて、 松 本 平に 移る。 山に は まだ 刈り のこさ 

きろ 

れ た 幾が ある。 草 芙蓉が あかく 夜明け の 山ぎ はに 咲いて ゐる。 犀 川の 白い 磧を へだて \ 雨に ぬれた 連山が 数く E 岩の 

ごとく そ、 り 立って ゐ る- 山の ひだ ひだに 雪溪 のか ヾ やく を 見、 山 を戀ふ 旅人の 心 は を どる。 雲 は 山 腰 を かすめて は 

散る。 

松 本に 着いた の は 午前 十一 時 牛， 島々 まで は 電車が あるが、 上 一 咼 地に 登る にして は 出 鼓の 時間が 遐 すぎる ので、 大 

町から 見えた 大 毎のお 川 氏と 道 伴れ になり 强 カー 一人、 同勢 四 人に て 島々 まで 自動車 を 走らせる。 

日本 アルプス 上 高地 は 久しい 間の わたくしの あこがれの 地であった" 町 を 出て 間もなく 松 並木に 沿 ひ、 梓川 を 右に 

見、 飛 驛 高山 へ の 街道の 古 驛舊宿 を 過 ぐれば 山 は い よく 迫り、 川 は い よく 白き 瀨を なして 流れる。 
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梓川の 長い 橋 を わたり、 水 柳の や はら かな 影 を ながめつ、 島々 に 藩く。 午後 二 時。 道 は 島々 南澤の 流れに 凭りと こ 

ろぐ 霧の やうな 飛沫 を 浴びて 步 一 歩溪に 入ろ。 上 高地まで 山 徑六里 前 程 を 思 ふて 先づ 靴の 紐 を 結ぶ。 

山 は 迫って 溪は 深く、 岩 を 切り、 崖 を 削って ゎづ かに 一筋の こみち を 通ず ろの みで ある。 

山 は 雲に 懸かり、 溪は薄 I？ くして 奔湍 雪の 如し。 斷祟諸 所に か 、りて 行人の 足 をと V む。 桂， とち、 さわく ぬぎ、 

みやまな & かまど、 しなの き、 白樺な ど 殊に 多く、 桂 は 二 抱へ 三 抱への もの も 珍しく はない。 岩魚 留の桂 は 周 園 二 丈 

三尺。 丸味 を帶 び、 雨に ぬれた 桂の 葉の や はら かなる はとり わけて 捨てが たい ものである。 

折から 雲 低く 垂れて 懸崖に 雨 を 呼び、 たまく 閑寂なる 鳥の 音を聽 く。 霧 は ® に 迷 ひ、 煙 ：1 糸の ごとく、 幾重 疊の 

峰 をつ- -む。 時雨 降らば 猿も啼 くべ し。 

„ 辦の紫 を 幾 倍した る 形に て 大きな 五葉より なれる 野草が そこいら を 埋めて ゐるリ いかにも 怪奇 的な 葉で ある。 厚く、 

とひ 

どす ST; く、 觸 らば 棘 を 感ずる であらう。 案内の 男に， 訊 ぬれば ゴ ハ (五葉？〕 とい ふ。 

或る時 は 道に 岩 漁 釣る 男の 下り 來 るに ふ。 或る時 は リュク サック を 背負 ひ、 天幕 を かつぎ、 ピッケル を摑 み、 岩 

の やうな 靴 を はき， 日 焦け した 顏の賴 母し ぃ靑 年た ちの 默々 として 山 を 下る に 逢 ふ。 ゆきかう 人 は 或 ひ は默禮 し、 或 

ひ は 短い 挨 |$s を 交 はして 通り過ぎる。 山 を 歩む 人々 のな つかしい 美しい 習慣で ある。 

小粒の 雨 はやが て 驟雨と なり 谿を へだてた ばかりの 懸崖 を も 見失 ふ。 風 さへ 加 はって 谿 川の すさまじい 瀨の 音、 木 

を搏っ 鼠の 聲 に 一 鳥啼 かず。 

溪 のいた ると ころ 山氣 凝って 淙々 の聲を 聞く。 極樂 水、 凉澤 等に 佇んで は 眞淸水 をく む。 極樂 水の 名に 恥ぢ ない。 

山中の^ 醐味 いひつ くしが たし。 

飛？ Si は 霧と 化して 河 心の 巨 厳 をつ 、ん でゐ る。 厳： 职に 石南花の 霧 を 浴びて 白日夢の ごとく いて ゐ るの を 見る。 


9 天 正 十三 年の 秋飛驛 高山 松 倉の 城主 三 木 休 安の 弟 秀綱豐 臣秀吉 の 臣金森 長 金に 攻められ 城 を 捨て \迹 ぐ。 中途に I： 

I て 妻子 を 見失 ふ。 妻女 その子と ともに 島々 南澤に 迷ひ杣 入らに 捕 へられて 木に 縛せられ て 殺さる。 流れに 臨んで その 

跡が ある。 山 を搏っ 嵐の 中に 立ち どまって 不運なる 人々 の 魂 を 弔 ふ。 さらに 梨の 資を 川に 投じて 吉凶 を 卜した とい ふ- 

淵 をの ぞいて は あはれ に 思 ふ。 or 木ァ ルプ ス のなかに はいって まで かやうな 痛ましい 殘 忍な 人間 生活の 1 面 を 見よう 

と は 想像 もしない ことであった。 秈人 たちの 小屋 を 通り過ぎて 岩魚 留の 茶屋に いこ ふころ から ふた &び雨 ははげ しく 

B は 暮れ か& つて 来た。 

つたうる しの 花の 雪の ごとく、 また.^ びの 葉の ゃ& 紅ら みたる が 美し く 山 を かざ つて ゐる。 薄暮の 山徑は しばく 

雨に 途絶えて しま ふ。 德本 峠まで はな ほ 一 里" 風 はます く 荒れる。 

德本卓 ほ 海 拔七千 百 尺、 上 高地より する 登山者に とって 日本 アルプス 第一 の關 門で ある。 曰 さへ あらば、 天氣 さへ 

よくば 上 高地の 溪谷 をへ だて k 直ちに 穗- 咼の靈 峰と 面接すべく、 恐らく 穰高 展望の 隨ー なる もので あらう に、 日は朞 

れ、 あらし は 木を搏 つ。 

峠の 茶屋の 戶を排 して 中に 入れば すでに 五六 人の 擊生 たち は 毛布 を かむ つて 寢 にっかう として ゐる。 雨 を 防ぐ ため. 

a にかむ つて 來た 油紙 は 破れ、 肌 は 雨に 打 たれて 寒さに わな \ く。 シャツ を联 りかへ、 冬の 外套 を 着て、 少憩の 後 は を 

ぼ 下る。 

rrH  ぇラ ザ， 7 

日 は 暮れた がま だ 道 は ほの 白く 見える。 雪 溪は杳 然として 道に 沿 ひ 夕闇の なかに 流れて ゐる 

の 山 を 下る につれ て 木立 深く、 道 はやが て 爪先 をも辩 じがた くなる。 雨の なかに 提灯 を if じて 道 を 拾 ふ。 雨具の 下に 

S 辛うじて IS をいた はりつ & 守る。 幾度 か燭を 消して は 嵐の なかに 立ち迷 ふ" 道に 沿 ふた 雪溪 のみが 闇の なかに たどた ハ 
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どし く& かぶ。 下って 行く 豁の 方の 霧の 中から に はかに 二三 點の燭 が 見出された。 旅館 五 千 尺からの 迎 への 火で はな- 

い かな どと 語りながら 火 を 目 あてに 下って ゆく。  五六 人の 若い 人た ちが 立ち どまって ゐて 「大きな 牛が 數頭 この 下の 

道の 露ん 中に 錢てゐ て とても 下りて ゆけ ぬから、 掉 まで 引き かへ さう と 思って ゐ る。」 とい ふ" 

わたくしたち は 山 を 下って 行った。 いかにも 立派な 乳牛が 一 頭の 仔牛 を つれて あらしの なかに 悠々 と 道の 眞ん 中に 

寢そ べつて ゐる。 仔牛の 頭 を 撫で 、やれば 仔牛 は 雨に 打 たれた 眼 をし ばた \ きながら 旅人 を 仰ぎ見る。 

間もなく 道 は 平坦に なった。 廣ぃ薛 の 葉と 熊笹に っ& まれた ぬかるみの 道 を 急ぐ 程に 道 は 沼と 化して しばく E を 

沒 J- る。 野兎が 道 を 横切って 提饤 の燒を かすめる。 天 も 地 もた^ 晦冥。 山 も 見えず、 g も 見えない。 恐らく わたくし 

たち は 五六 千 尺の 深い霧の 海の 底 を 歩いて ゐ るので あらう。 振り か へれば 後から ついて 來てゐ たかの 五六 人の 登山者 

たち はいつ の 問に か 遠ざかって しまって、 はるかの 霧の なかに た V 一度 夢の ごとく 描き出 された 火影 を 見出し たのみ 

で、 つ ひに 火影 を 失 ひ、 聲を 失って しまった。 

わたくしたち は 急ぎに 急いだ。 幾度 か燭を かざして は 丸木橋 を わたった。 濁流 は 丸木橋 を 沈めて ゐた。 その 間に も 

山の SR たち は 山 案 內の喜 作 爺が その子と ともに 雪崩に 打 たれて 死んだ こと、 乘 鞍の 牧場に 熊が 出て 番人 を 咬 ひ 殺した 

ことな ど、 いかにも 山の 物語りら しい 話 を つ^ける。 

^が 消える。 1M は 溪に狂 ふ。 た^ a の聲 のみで ある。 閬 として 聲 なきに もま さる 山の わびし さは 嵐の 夜の、 嵐の 吐 

息す る 間の 山の 沈默 で. あらう。 木に 凭りて は 冷たき 雨 を 避けつ k 嵐の 底の 死 靜に耳 を 傾ける。 

靴に は 水が 溢れ、 背に は 冷たい 雨が 流れ込む。 着替 へたば かりの シャツ もぐつ しょりになる。 ま、 よ 道 ある も、 道 

なき も かま ふこと か は。 快く 雨に 打た れつ  >- 草 を 分け 木の 下 をく^る。 

霧の なかに 二 ッ三ッ 四ッと 幻の やうな 燭 がまた、 き 初める。 若い 人た ちの キャンプ である。 小 梨 平の 柔 かな 草の 上 


に は 若い 人た ちの 美しい 夢 を 守る 幾 十の テントが 寂然と して 嵐の なかに 橫 たはって ゐる。 

上 高地の 嵐の 夜 は 若い 人々 の靜 かなる テント を 洩れて 來る燭 によって いかに 尊く せられ， 懷 かしく せられて ゐ るか- 

知れない。 若い 人達よ、 君 等 こそ 人生の 最も 尊い 幻に 生きて ゐ るの だ。 君 等 こそ 天上への あこがれ を 如實に 生きて ゐ 

るの だ。 たヾ 一本の 蠑燭、 一個の i 盒， 一枚の 毛布、 一挺の 手斧。 君 等 はま さに ワルデ ンの 池の ほとりの 哲人の 生 ss^ 

を 牛： きて ゐ るの だ。 小 梨 平の や はら かな 草の なかに 君 等の 天 慕 を 洩れて 来る 一 本の 螺燭の 火 を 見る 時 上 高地の 夜が い 

かに 尊く 淨く せらる >1 ことで あらう。 君 等の 草の 中の キャンプの 火 は、 かの 中 世紀の モナ ステ リイの 窻を 洩れて 來る. 

聖火の 如く 靜か である。 君 等の 草の 中の 夢 を 想 ふ 時 わたくしの 胸 は うづく。 

夜 十 時 上 高地の 旅 宿 「五 千 尺」 に 着く。 

雨の ために テント を 逃げて 來た 入た ちが 集ま つ て 来た の で 宿 は 俄の 混雜 である。 

旅館 「五 千 尺」 は 六 百 山の ill を 背に し、 梓川 をへ だて. - 直ちに 穗 高に 對 して ゐる。 裏の 小暗い 湯槽に 浸り 靜 かに. 

恐ろしい 嵐を聽 く。 燭は晴 く 筧の水 は 氷の ごとく 冷たい。 いかにも 山寺の やうな 建物の 感じで ある。 部 ti 々々の ラン 

ブの燭 の 薄暗き も 山の 宿ら しいなつ かしき 感じ を わかさせ る。 

館主 丸 山 氏の 好意で 二階の 西南 端の 一 室に 先づ 疲れたる 躯を橫 たへ る。 

食膳に 供 へられた 尺に も餘る 岩魚の 鹽燒 きのうれ しさに わたくし は 珍しく も 酒盃を 重ねて 快く 醉っ た。 

窻の下 は 直ぐに 梓川の 激流に なって ゐて、 港の 水 柳が 夜の 影 を こめて 窻を 打たん ばかりに 繁 つて ゐた。 

隣室に は 七 八 入の 若い 人た ちが 雨の 晴れる の を 待って 眠って ゐる。 ひどく 疲れて ゐる らしく 折 々部屋の 境の 板戶 1^ 

蹴って は 夢 を 破る。 

幾度 か 股 を さまして は 頭 を もたげて ガラス 窻 越しに { 仝 を た。 星 一 つなかった〕 た すさまじい 嵐の 聲と、 溜の ー霄； 
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のみ. おつび て 狂 ひに 狂 ふ" 

X 

まだ 夜が 明け きら ぬう ち に P 室 の 若い 人た ち は 雨を簡 い て 宿 を 出て 行った。 

夜明け 方に な つ て 雨 は 小 降り になった が、 梓川の 流れ は ひたすらに 水聲を 滑し に 滑した。 

わたくし は 起きて 意を排 して 直下の 流れ を ながめた。 梓川 はや、 淘 つて 渦 をな して 流れて ゐた。 水 柳の 下葉 は 重く 

水に 垂れて ゐた。 小雨が 潢 なぐりに 降って ゐた。 河童 橋の 上に は 二三の 若い 人達が {- ^模樣 を 案じて はた、 ずんで ゐ た。 

わたくし は不阖 その 刹那に 窻と 直面して そ、 り 立って ゐる黑 い 岩山の 一 角 を 見出した。 雲 は 低く 垂れて ゎづ かに 梓 

川 彼岸の 永 柳と 白樺の 森林 地帶 のみ を 遺して ゐた。 

十分 二十 分 わたくし は 暗い 心 を 抱いて、 密雲の 奧に隱 された 穗 高の 雄姿 1> 想像し つ、、 く 垂れた 水 柳の 枝 をく ぐ 

つて ゆく 梓川の 流れ を つめて ゐた。 

35 燕が 半天 を かすめて 南から 北へ 矢の 如く 飛んだ。  ~  . 

魂 飛ぶ とい ふの は 恐らく その 刹那の わ たくしの 心境 を說 明した もの であらう。 

わたくし は擢 然とし て 偉大な ろ 纏 高 の 靈 峰に 直面 し てゐる 自 分 {R 身 を 見出した。 

とつ こつ 

明 神. おから 前德 高の 正面が その 錢の ごとき 千 伍の 驟崖を 嵐の 相 i おつ に まかせ、 雲の 相 摩する に まかせ、 突兀 として 

天に 接して ゐ るので あった。 文字通りに 一 萬 幾 百 尺の 種 高 は蠱々 として 北の 半天 を 劃って 直ちに 天に 觸れ てゐ るので 

あった。 そし てゎづ か に 梓川の 碧珠の ノ 」 とき 流れ を へ だ て 、蔥に 迫って 來た。 

雨 は 1 として 岩 を， つち、 雲は遽 然とし て 岩壁に 碎 けた" 

3S をつ 、む 雲 の 奥から は n 渺 として 幾お 條の 銀糸の やうな 髓が斷 崖 を； t はり、 直ちに 天に 懸かって 落ちて ゐる。 ま 


お さに 銀河 三千 丈、 千 曲 萬 折して 天に 懸かる 姿で ある" 雲は徐 に徂徠 して は 銀河 を 香煙の 懷 につ \ む。 

1 雲 は その 嶺を あら はに する こと を 惜しむ かの やうに、 纏綿と して ー聯の 尾根の ほとり を 低迷して ゐる。 時として わ 

たくした ち は 雲の なかに ちゃう ど紗 をへ だて &物を 見る やうに 淡 墨で 描かれた 尾根 の  一 gf が 高 い 天 {t$ を橫 ざまに つ ら 

ぬいて 走って ゐ るの を 見た。 

わたくし は 雨に 濡れた 穗高を 見た こと を 心から よろこんだ" 嶺 も 岩 も 雨に 濡れて 鐵の ごとく 黒い。 そこに 雲の なか 

に鏞 りつ けられた 幾百條 の 飛 爆が その 黑ぃ 岸壁 を 縫 ふ て 天 ^から 飛び、 散る のであった〕 

雲が 晴れ、 雨が 止む につ れ て 穗高 の 大雪 溪は黑 い 岩山と 岩山の 間に 大 傾斜 をな して 天 Et か ら 悠然と し て 流れ て來 た。 

最初 は 顧の ごとく  えた。 雲が 黑ぃ 溪を靜 かに は ひながら 禹 根の 方へ 上る につれ て 雪溪は 横に も縱 にも ひろげられて 

行った。 

雪溪を とりまく 幾つ もの 岩山と 岩山との 間に は 匐 松の 森林 地帶 が、 たと へば 靑ぃ 島々 の やうに とりのこされて ゐて、 

それらの 島と 島との 間に は、 や はら かなし かも 雪溪 にお とらぬ ほどな 廣ぃ 草原が 離々 として かに やいて ゐる。 白い 雪. 

に對 して その 草の 靑 さは 貴い 環 玉 を 聯想させる。 半 B その 草の 上に 仰臥して 白日夢 を^し むこと を 得ば まことに 入 生 

の 至福で あらう。 雲は靜 かに 草原 を かすめ、 雪溪に 消え、 やがて 絕 壁に 湧きて 天に 攀づ。 

0  {<r か 晴れた！ 若い 人々 が 狂喜して 叫んだ。 雲の すきまから 日の 光りが ミルクの やうな 白樺の 幹 を 照らして ゐた。 

I  t のほとりに はま だ 小雨が 低徊して ゐた。 

曰 

の その 刹那であった、 わたくし はかって 見た ことのない 美しい 自然 を兒 た。 優婉と いふに は あまりに 大きく 尊かった。 

莊 厳と いふに は あまりに 聖麗 であった。 眞に 恍惚の 境であった。 

S 雨に ぬれた 穗； 咼、 明 神の 全幅 を 通して 七月の 太陽 は 一 草 一石 一 木の 上に も 白銀 を ちりばめ C しまった。 岩 は 白銀に 
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か やき、 瀧 も、 雲 も- 斷崖 もこと ぐく 光った。 岩 を 落ちる ー渭 一滴 ことぐ く 光りに 光った。 

たちまち にして 雲 は 山 をつ、 んだ。 た t 幾： ぉ條 の 銀 龍の みが 日の 光り を 浴びて 数い 岩に 緣り 雲の 間に 或 ひ は W 々 と 

して、 或 ひ は 標^と して わたくしたちの 頭上 一 萬 尺の 高さ を 翔る のであった。 

わたくし は 雨の 上 高地 を 訪れた こと を ありがたく 思った。 

午後 はまた 雨であった。 

雲 は 風の ごとく 梓川の 磧 にわき、 水 柳 をつ V み、 白樺の 林に まつ はり、 雨 は 秋の ごとく 靜 かであった。 

山は錄 え、 山 はかくれ た。 

白樺の 滑 火 を かこみて 山の 話 をき くによき つめたき 雨の 午後であった。 

「もし 人間が ゐ なかったら {R 然は 如何に 空漠た る もので あらう ー 」 わたくし は 山の 一 案内 人た るに すぎなかった 上條 

嘉門次 爺 を 忍 ひ 出す につけても， ブ レ ー クの 詩の 言葉 を 今 さらの ごとく 感ぜざる をえなかった。 聖麗 なる 上 高地の 自 

然は 一 嘉門次 爺の 物語りに よりて、 さりに 幾 倍の さとな つかし さと を 感じさせる。 

十： さ： 成の ころ.^ し (炊く の 意。 杣 などに 伴 ふて 山に 人り 炊爨の 勞を 執る 小童〕 として 山に」 いった 曰から 七十  一 

の 秋 死ぬ 23 まで 五十六 七 年の 間、 かれは 殆ど 默々 として 山の なかに 一生 を， 途 つたので あった。 夏 は 梓川の ほとりに 岩 

魚 をつ る、 冬 は 山に 狩す る、 その 間に は 山の ごとき 沈默を 守って 山の 案內 をす る。 そして 一年のう ち 島々 の 家に かへ 

ると いふ こと は數 日に 過ぎなかった とい ふこと である。 かれの 一生に つ いて はすで に 親しく かれ を 知れる 色々 なァ ル 

ビニ スト 達の 手に よって 色々 に傳 へられて ゐ るから こ、 に 贅言す る必耍 はない。 た V かれが いかに 完全な、 いかに 立 

派な 山の 案內 者であった かにつ いて 眞骨 K を 語つべき 一 逸話 だけ を 記して 置く ことにする。 大： 止 五 年で あつたか、 有 


^ 名な 登山家 某 sir か 初め て 穗高 縦走 を 企てた 時 かれは 七十 歳 の 老躯 を 提げ て 案內を 引きう けた 。 恐らく かれは その 企て 

を も つ て 最後の 案內と gj^ 悟し て ゐた こ とで あらう。 今まで 長い 問 多く の 3 岳 家た ち によって 架され なかつ た穰高 縦走 

は 見事に 成し遂げられた。 その 榮 ある 成功の 刹那に おいてであった、 かれは その 蟻に 達せん としたる 刹那， 先登 者の 

最後の 一 歩を控 へ て 雪の 上に 立ち どまった" そして 登山家 某氏に 穗高 縦走 第 一 番： H の 名譽を 永久に 讓 つた。 

雪と 雲と 岩山 の 尾根と に 育て上げられ たかれの 魂 はまこと に 聖 魔な る 山 そのもの、 默々 たる 權 化であった。 

た e 一  人の 山 案内 人嘉門 次 爺が かって そこに 住み、 かって そこに 默々 として 山 を 眺めつ 、あつたと いふ こと だけで 

も 上 高地の 自然 は どれ だ け 印 襲く， 尊く せられて ゐ るか 知れない。 

「爺さん はいつ もに こく 笑って ゐ ましたが、 怒る 時 はこ はい 顔 をし ました。 爺さんが 怒る の は 犬の 行儀が わるい 時 

でした" 爺さんの 犬 は 幾 TO1 ゐても 行儀よ く顺々 に 御飯 をた ベました よ。」 嘉門次 爺に ついての 丸 山 氏の 物語り は それ か 

ら それへ とっきる ところ を 知らなかった。 

丸 山 氏 は 上 高地の ため に 家 產を盡 し た ほどの 山の 讚美 者 である。 山 を 語り 爺 さ ん を 語る 氏 は い か にも 仙骨 を帶び た 

る 人で ある U 

ふ た 、 び 雲が とぎれ て 日が 水 柳の 葉 を 照ら しっけた。 西の 慰から は 梓川の ほとりの 水 柳の 紫 越しに 燒 岳の 錢ぃ 肌と， 

曰 白く 立ちのぼる 煙と がすぐ 近くの 空に 見えた" 

明 神 岳の 懸崖の 中程から 梓川の 磧を 横切つ て 美しい 虹が か 、 つ てゐ た。 

わたくしたち は 河童 橋 を わたって 大正 池の 方へ 歩いて 行った" 梓川の 水 はすで にいつ もの やうに 靑く， 《はんで ゐた。 

の 

岩魚 をつ る たちが 水 柳の 下に しゃがんで ゐた。 

• 梓川に 沿 ふ て 十 町ば か り も 下 つたと ころに 温泉 稱淸 水屋が ある。 山から 下 つ て來 たば かりの 若い 人た ちが 緣端 に 腿 
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を 卸して 肩の 荷 を 卸したり して ゐた。 そこから は 六 百 山 や、 霞澤岳 等の 南畫 式な 岩山が 梓川 を控へ て^の やうに 美し 

く 眺められ る- 

すぐ そこの 隣-の 古びた 家で は、  冬に なれば 熊 を 狩る であらう 山の 纖夫 たちが 五六 人し きりに 額 を あつめて 碁盤 を 見 

つめて ゐた。 

白樺の 林の なか をく  t つて、 燒 岳の 爆 發の名 ごり もま だ 生々 しいへ， 粉 岩 や 枯木の 間 を 飛びながら 池の ほとりに 出た。 

十三 年 前の 燒 岳の 噴火の 際， 吐き出された 溶岩が 梓川の 流れ をふさぎ、 山を燒 き、 つくり 出した のが 大正 池で ある。 

白骨の やうな 白樺の 幹ば かりが 燒 けの こって 池の 中に 林立して ゐる。 穗 高の 雪山が 池の 底 深く 沈んで ゐる。 岸で は杜 

隨が なき、 老鶯 がさ へつつ てゐる 

「オフ イリヤが 眠って ゐ さう だ！ 」 水 柳の 下の 靜 かな 影 を かへ りみ て 石 川 氏 はかくい ふ" たしかに そこに はこ まやか 

な 水 柳の 影に い だかれて オフ イリヤの かなしき 歌 をき くに ふさ はしき 水の しに まがた、 へ ら れてゐ る。 雲 は オフ イリ 

ャの影 を兑失 ふて なほ 水の 上 をた めら ふ。  .、 

顧みれば 頭上 三千 尺ば かりにして 燒 岳が 燃えて ゐる。 山の 肌 は赭く 荒れて ゐる。 燃えの こされた 山の 木が その ま、 に 

黑く 焦げて 針の 山の やうな 形 をして ゐる。 すさまじき ほどに 引き さかれた 山の 縛が 當 時の 恐ろしい 光景 を 想^させる。 

山 を碎く ダイナ モ の 爆 昔が 川- トの 方から つ ^け ざまに 欲して 聞え た。 

-J4*-. づ,！ f  n- 

s を 分け、 行浪を 飛んで 梓川 を わたり 七 八 町ば かり も步 いたと ころに 殊に 美し い 白樺の 森林が あり， 川の 顧 音 を 聞 

きつ k 森 を さ迷 ふ。 草 むら 越しに 見る 梓川の 面に はすで に 夕霧が こめて ゐた。 幾度 か 行 浪を跋 り、 白 樺 や あら、 ぎの 

小暗い 紫 陰 を 過 ぐれば そ こ い ら 一 面に 向日；. 癸に 似た 黄色な 花が 見渡す 限り 如何にも 美しく 下草 を 埋めて 咲い て ゐる。 

案内の3?^にたづぬればかんじゃ^01.とぃふ。 この あたりに ははち うどな どい ふゲ 口 テスタな 花 も 兌 かける。 木立が や- - 


7 
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白 

の 
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展 けて 靑，： -{-5! の 影 を 仰ぐ と 見る 間に 六 百 山 ゃ霞澤 岳の 裾に からんで 田 代 池が つめたく ひろがって ゐろ。 水は淺 い。 L 

かし 如何にも % 冽 である" その 白く 靜 かなろ 池の 面 を！ れば むしろ 死の 湖と も名づ くべき であらう か。 どこまでが 池 

であるか、 或 ひ は 草原で あるか、 祖洳 地で あるか、 白樺の 森で あるか、 劃然たる^ はき はめが たい。 夕霧の こむ ると 

ろ こ 模糊と して 或 ひ は 森と なり、 或 ひ は 水と なり、 草と なる。 { へん 山 ー鳥啼 かず、 顏 唐の 氣 冷たく 漂 ふの みで ある。 ぢっ 

と 耳 をす ませば 瀧の 音が M える が 、木立が 深 いために 瀧 を 見る こと はでき ない 。十 W 上 の 小島が 浮 島と い つ た 形で 點々 

としてお のが じし 一 つくの 死 靜の姿 を 守って 池の 面に 泛 かんで みる。 恐らく かって 一 連の 森林 地帶 であった ものが、 

水の ために 浸蝕 せられて、 その 一部分 だけが ゎづ かに 浮 島の やうな 形に なって とり 殘 された もので あらう。 その 1 つ 

一 つの 小島に は 石南花が 咲き 或 ひ は 白樺の 美しい 幹が をり からの 落 B にや はら かな 影 1>靜 かな 水の面に 投げて ゐるも 

の も ある。 池の 面に は 白い 藻の 花が 疾 いて ゐた。 わたくしたち は そこに もや はれて あった 小舟に 娘って 小島の 間 をめ 

ぐった。 北 すれば 穗 高の 雪 溪が 池の 底 深く 沈んで ゐる。 さらに 東 すれば 六 百 山 ゃ霞澤 岳が 水の 底に 掠れ、 西 すれば 燒 

岳の 白 い 噴煙が 池 心に 燃 ゆる。 

冷たい 水， 荒れた る 草、 田 代 池 は蕭條 として 秋の ごとく 寂しい。 

日 は 暮れて しまった。 わたくしたち は 深い霧の なか を 五 千 尺の 方へ かへ つて 行った。 

夜 はふけ てゐ た。 

隣の 部屋で は 若い 人た ちが 明日の 行動に つ い て遲 くまで 語り合って ゐ たが、 それ も絕 えた" 

夜 は 死の ごとく 靜 かであった。 わたくし は ランプ を 消して 寢た。 しかし どうしても 眠れない ので ガラス 窓越しに 空 

を 仰いだ。 
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わたくし は蕭 然として 大きな m 然の 前に 魂を擊 たれた。 

海拔 五 千 尺 の 梓川の は數 里の 向 を 霧に つ、 まれて しまった。 そこに は 山 を 戀ふ若 い 人た ちの 幸福な 眠りが 草の ノ f 

とく 靜 かに 息づ かひして ゐ る。 

その 若い 人た ちの 靜 かな 草の 夢 を！ 守る かの やうに 梓川の 磧 をめ ぐって ia^ 西南 北に 一 萬 W 尺の 德高 や、 燒岳 や、 安 

房 や、 K 澤岳 や、 さらに 鎗ゃ、 赤澤 や、 常 念 や、 蝶 や. 大 瀧の 山々 が 夜の 塞の ごとく 靜 かに 暗く 天に 聳えて ゐる。 

夭に は 雲 一つな かつ た。 山 はすで に 秋の ごとく つめた かつ た。 霧の やうな 銀河が 梓川 を 横切つ て 稼 高の 肩 を かすめて 

ゐた。 何とい ふ^い 山で あらう。 まことに E 人の ごとき 穗高は 半天の 星 のまた \ きをと ざして 晴 のなかに 聳えて ゐ た。 

梓川 は 朝霧に つ、 まれて ゐた。 水 柳 は 露 重く 眠って ゐた。 

鎗、 穗 高の 雪 溪 から 島々 にいた る十餘 里の 間 梓川 は鐵の ごとき 懸崖に 抱かれて 帶の やうに 流れて ゐる。 ffi に 解けて 

流れ 落ちろ 花 31 岩の 砂 は 梓川の 磺を 銀よりも- H く 美しく して ゐる。 その 靑ぃ 水と 銀よりも 白い 睛を さしはさんで 十餘 

里の 問 を嫋々 たる 細奠 につ k んでゐ る 水 柳 はまこと に 上 高地の 黑ぃ 岩山の あ ひだに 見出さる \ 唯一 のな ご } かな 夢の 

m である。 

岩燕 は 水 柳の や は ら か な 奠瞎に 故鄕を おもぶべく， 山 を戀ふ 若人た ち は 永 柳の ほとりに 山 を 思ぶべく、 入 を 思 ふ で 

あらう。 

穗高の^?11溪には夜明け方の日の光りが齊薇色に漂ふてゐた。 山 はま だ鐵の ごとく 黑く 冷たかった。 

窻 によりか V つ て 山 をな が むれば、 まことに 氣 澄み 骨お ゆる を覺 ゆる。 

梨 平 を 過ぎ、 幾度 か 丸木橋 を わたり、 德本 峠の 方へ 元來た 道 をた どる こと 一里ば かり、 梓川 を 横切って. K 立の 下 


9 を く^れば 明神ケ 池で ある。 

1 この あたりに 白樺の 皮の 無 殘に剝 ぎ 取られた の を 見た。 ふかき 憤り を 感ずる の はわた くし ひとりで は あるまい。 山 

を 愛する こと を 知らぬ 人 は 呪 はれて あれ。 た^ 1 人の 男の エゴ チックな 心を充 たす ために 幾千の 山 を 愛する 人々 の 心 

は喑 くされる。 

池の 直ぐ 手前に 嘉門次 爺の 小屋が ある。 小屋のう しろに はった うるしの 花が 白く 咲いて ゐた。 雨が 降りつ^き、 川 

が あふれ 誰 一 人訪 ぬる 者 もない 日な ど 二日で も 三日で も 水に 浸された 小屋の なかで 默々 としてた ど 一 枚の 床板の 上に 

眠って ゐ たとい ふかれの おもかげ を 想像しながら 池の ほとり へ 歩む。 小鳥が 美し ぃ聲で 鳴いて ゐる。 

池 は 一 つで あるが、 中程に 岬の やうな 木立が 突き出て ゐ るので ちょっと 見に は 二つの やうな 形に なって ゐる。 直ぐ 

取つ 付きの 池 はき はめて シン ブルな 形で ある。 水 は 深く 明るい。 奥の 池 はさら に 深く 靑ぃ。 岩魚が 遊んで ゐる。 池 は 

黑ぃ 森林に つ まれ 商ち に明祌 岳の 根に 接して ゐる。 碧珠の やうな 水の面に は 明 神 岳の 斷 崖が 影 を 映して ゐる。 そこ 

はかって 嘉門次 爺が 筏して 岩魚 を 釣って ゐた 池で あり、 かれの 子 嘉代吉 が 溺れ 死んだ 池で も ある。 

自然 は 時として 人工 以上の 巧 さ を 弄ぶ。 こ- - にも 幾 個の 小島が ある。 小島と いっても 枯淡 淸明 まことに 掬すべき 大 

きな 庭石で ある。 その 一草 一石の 布置、 の 配列、 老木の 姿態 は 天工の 妙 をつ くし、 徴 をき はめて ゐる。 

B 大きな 島、 小 ひさな 島、 その 間 を瑾の やうな 水と 白い 藻の 花と が つらねて ゐる。 水 は 重く か^ゃいて ゐる。 靜 かに 

日 茶を點 じて 眺 むべき 泉水で ある。 心なき 旅人に とって は ほとんど 何の 感銘 をも與 へないで あらう ほど あまりに 自然 的 

な、 靜 的な、 i 還な、 枯れ 過ぎた 天工で ある。 春の ごとく 明るき がう ちに 茶の 寂 をた \ へ、 禪 家の 靜觀を 籠め てゐ る。 

わたくし は 金閣寺の 庭 を 聯想した。 それよりも 一層 山 科 勸修寺 あたりの 庭 を 聯想せ しむる もので あり、 さらに 深く、 

0 寂び たる ものである。 池の ほとりに は 石南花 が^いて ゐた。 
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わたくしたち は 梓川に 沿 ひ、 牧場 を 横切って は 放牧の 仔 馬の たてがみ をな で、 さらに 上流 二 里鎗兑 河原へ 急いだ。 

老木の 蔭の 深く、 下草の や はら かな 牧場 は奈. おの 淺茅ケ 原 あたり を さらに 幾 百倍した る感が ある。 深山の 姬百 合の 木 

ふかき 蔭に つ、 まれて 虔 やかに 咲いて ゐ るの を 見る。 

穗 高の 雪溪を 背に して 放牧の 仔 馬の 群が 梓川の 淸流を 横切って 嬉戲 して ゐる小 點景を 見る。 まさに 天 品で ある。 

牧場 を 通り 過 ぐれば 徑は 懸崖に 沿 ひ、 清流 を 俯瞰し つ、 幾度 か 接 を 渡り、 丸木橋に 足 を すべらす。 

足 をと どめて は 脚下の 淸 流に 見入る。 

アル ブスの 雪が 解けて 翡翠よりも 靑ぃ淵 を 作って ゐる。 まさに 翡 裂よりも か 父 やかに 磨かれた る 流れで ある。 磺 は 

銀よりも 白い。 

gffie の歸風 岩， 赤澤、 常 念、 一 の 股、 二の 股 を 望む やうに なれば 間もなく 鏡 見 河原で ある。 雪崩に 打 たれて 父子と 

もに 死んだ 喜 作の 名 をと t めて ゐ る 喜 作 新道が 赤澤の ® の 匐 松地帶 に 高く 一部分 を 雲に 包まれて 走って ゐる のが 見え 

る 0  - 

川 をへ だて、 赤澤の 左手に、 穗 高の 後方に ものすごい ほどな 緒 黑ぃ鎗 の 尖端が 蒼天に 冲 して ゐる。 それに っ^いて 

左方に 大雪 溪を 抱いた 岩山の 尾根が 長く 天 を 走つ てゐ る。 

靑 い 大空に 接する ばかりに そ り 立った 赤黑ぃ 岩山の 鎗の姿 は 旅人の 心 をお び えさせる。 鎗見 河原から 見た いかに 

も かたい 鋭い 岩山の 感じ、 更に 赤黒い 岩山の 肌 は北齋 の富士 に似て さらに 險 にして 硬く、 物す ごい ものである。 更に 

孤獨 にして 冷嚴 なる もの である。 {15- を 被 ふて 鬼氣 迫る もの である。 

超人 の ごとく 孤 親に して さびしく ものすごき 靑 の鎗 をな が むれば 魂 わな、 き 何と なき 悲し さの 胸に わく を覺ぇ 

る 0 


1 


0 
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ふた \ひ 牧場の 方へ 道 をた どつ て 德本峠 に 達した の は 午後の 五 時であった。 すぐう しろから 峠 をの ぼって 来た 牧場 

の 男た も は 今し がた 穗高 の 雪溪に 熊が あら はれ てゐた こと を 話し てゐ た。 

「あの 雪 溪には 昔から 熊が よう 出た もの だ。 わし は 嘉門次 爺さんから そんな 話 を 幾度 も聽 いた ことがあった。」 二 入の 

男 はさう い つ て穗 高の 雪 溪を なが め て ゐた。 

德本 峠に 立てば 穗高 はさら に 高く、 上 高地 は 銀よりも 白い 梓川 を 抱いて さらに 靜 かに 横た はって ゐ るの を 見る。 丸 

山 氏に ならって 神 河内と 呼ぶ に いかにも ふさ はしき 別 乾坤なる こと を 悟る。 

かも ！！か 

牧場の 男た ち は 峠の 木の下に 粋 羊の 毛皮 を ひろげて 穗高を ながめながら 酒 を 酌んだ。 

わたくしたち は 走る やうに して 山 を 下った。 

岩 免 §s の 茶店の 幼い 子供た ち は 今朝 山から 捕 へられて 來 たばかりの 野兎の 子 をお もちやに して 抱いて ゐた。 可憐な 

野 鬼の 子 はすで に 死んで ゐた。 山から 捕 へられて 来た 兎の 子の 外にお もちや を 持たぬ 山の 子 を あはれ と 思 ふ。 さらに 

山の 子ら にお もちやに されて 死んで ゆく 野兎の 子 を。 

上 高地の 最も 美しい 季節 は 九月の 下句 初雪の ころで ある。 山に は 淡雪が か. 1 り、 雪に 隣り する il、 白樺の 森林 地 

帶 はもみ ぢに 燃え、 上 高地の 草は靑 く、 梓川の 水 は 白く、 たまく 秋の 落日が 穗高 のい た^きに 黄金の 雲 を搖曳 せし 

むる 時、 眞に上 高地の 美 はき はまる。 

わたくし は 丸 山 氏の かう いった 物語り を 思 ひ 出しながら 峠 を 下った。 

けさ 上 高地の 「五 千 尺」 を 立って 十三 時間 步 きに 歩いて 夜の 九 時 UK っ晴な 島々 の 宿に 着く。 

草鞋の 紐 は無殘 にも 切れて しまって ゐた。 
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數日前 久し振りで、 わたくし は 以前 住んで ゐた灑 の 川 あたり を 歩いて 見た。 あの ころ は 秋に なれば 王 蜀黍の 畑ば か 

りで あつたが、 今 はもう 畑ら しいと ころも 滅多になく なった。 荒 川 あたりへ 行く 鴨で あらう が、 或る 冬の 朝の こと、 

わたくしが 立って ゐ たうし ろの 池に 下りて 來 たこと など もあった。 友達が よく 東京から 牛肉 を 買って 遊びに 來て くれ 

た。 夜の 十二時 ぢ かくまで も 牛肉 を 食って、 さて 夜の 道 を歸る 段になる と 提灯 を さげて 電車まで 出かけて 行って、 玉 

蜀黍 畑 の 隅に 立って 暗の 中に 提灯 を 振って 見绘 つた ものであった。 その 友達 も 今 で は 北海道 へ 行ったり、 印度へ 行つ 

たりして しまった。 そのころ のこと を 思 ひ 出しながら 雪 解の 道 を 歩いて ゐ ると、 わたくし は不圆 そこに 立って ゐる 1 

人の 五十 年配の 遍路 を兑 出した。 道が 惡 いので 足駄 を 穿いて ゐる のが ちょっと 不 似合で あつたが、 このごろ 東京の 町 

では S 路を 見る こと も 3g 多 にないので 珍しい もので も 見る やうな 氣で 立ちと まって 眺めて ゐ た。 

「本來 無 東西 何處在 南北」 いつもの If 路の 笠の 文字が 直ぐに わたくしの 眼に ついた。 

春 四月 菜の 花の さかり ごろ を 大和 紀伊 あたり を 旅して ゐ ると 今でも まだな かく 遍路の 姿 を 見かける ものである 

が、 ir かすみに つ X まれた 大和 紀 伊の 山々 を 背景と して 菜の 花の 中の 道 を迎る 遍路の 笠の 文字 は 「カン タべ リイ 詣で」 

のなかの 人物で も 見る やうな いかにも のどかな ところが ある。 赛 風に 追 はれて かすむ 行人の 姿に はいかに も暢然 たる 

ところが ある。 同じ 本來無 東西に しても ホイットマンの 「東の 風 はわた しの ものである。 西の 風 も わたしの もので あ 

るピ といった 感じ を 抱かせる。 

ところが 雪 解の 道の 不 揃な 新開地の 日 B を步 いて ゐる 遍路の 姿 はさう は 行かない。 ゴル キイの 『夜の 宿』 のなかの 


13 


0 

憲ー 


ルカで も 聯想せ ずに は をれ なくなって 來る。 

何處在 南北 の 文字の 上に 雪 解の 日の まだ 赛 寒い 影が 漂 ふて ゐ るり 

同じ 遍路 の 笠の 文字 も 大和 の 春と、 武藏 野の 冬と では まるでち がつ た 感じ を あた へ る。 

さらに 面白い と 思った こと は、 笠 をいた t いて ゐる 遍路た ちが 自分の 笠の 上に 記されて ゐる 文字 を どの やうに 解釋 

して ゐる であらう か。 或る 者 は ほとんど 無關 心で あるか も 知れない。 何處在 南北と いふ さとりから ゆけば、 笠の 上の 

文字なん か 忘れて しま ふの が 正しい 行き方で あるか も 知れない。 

最初 か ら 文字の 意味なん か考 へないで 歩い てゐる 遍路が 多いだら うが、 面白 い ことで あると 思 ふ。 

世智辛 い 今の 世の 中に 何處在 南北 とい ふ 文字 を 笠に 戴い た 遍路た ちが わたくしたちの 直ぐ 傍 をせ いて ゐ るの だと 思 

ふと まったく 面白い。 ありがた いやうな 氣 さへ する。 

わたくし は 西洋の 中世 期の 遍路が 今 どの やうに なって ゐ るか 知らぬ が、 日本に はま だ 遍路と いふ ものが あるの を 面 

白い と 思つ て ゐる。 大和 山城 あたり の 古代の すぐれた 建築物 や 佛像を のこして くれた とい ふこと、 遍路と いふ もの を 

今日 ま で殘し て くれた とい ふこと、 た それだけ を考 へ て も 昔の 日本 の 佛敎に 對し て は 頭 を 下げな いで は をれ なくな 

る 0 

宗教と いふ もの をむ づ かしく 議論 立てしたり、 理窟 をつ けたり すると、 宗敎 は僞善 者の 集まりになる。 昔 は 宗敎は 

むしろ 今 曰の 芝居 や 社交と いった もの i 役目 をして くれた ものであった であらう。 法隆 寺の あの 天に も かけのぼる や 

うな 素 晴ら し い 塔 を ながめたら、 あの ころ の 人 は どんなに 明るい 幸福な 黴び を 感じた か 知れな い 。 

わたくし は 遍路 を 見る ことが 好きで ある" 笠の 文字 を讀 むこと が 好きで ある。 

窒息し さうな 魂が 救 はる、 やうな 氣 がする。  . 
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どこから となし に 大和 あたりの 菜の 花の香 を こめて 春の 風が 吹いて 來る やうな 感じが 湧く。 

X 

東京に はいった いに W 橘 類の 木が すくない。 窓い せゐ であら-つ。 今の 學習院 の 土地が まだ 荒 地であった ころ、 古い 

井戸が あ つて、 その ま はりに 二 三 株の 澄 樹がぁ つたの を兒た ことがある。 旗本 あたりの 下 邸で ^も あ つ た の であらう 

か。 不思議と wf に掩 はれた 古井戸と、 その 澄樹を 今でも 記憶して ゐる。 

南國に 行く と 朱欒も あるが 殊に 橙樹が 多い。 役に立たぬ 木の 代表 物の やうに 見られて ゐる。 たいてい は 畑の 隅に 捨 

てられた やうに して。 

ところで、 わたくし は 橙樹を 見る と 子供の ころ 酒を飮 んで醉 つたこと を 思 ひ 出す。 

夏の 露 さかりであった。 尋常の 三， ヸ ころで あつたかと 思 ふ。 わたくし は 親戚の わたくしより 一 つ 年上の の 子と 二 

人で、 二 里ば かりへ だてた やはり 親戚の 家へ 遊びに 行った。 そこで は 酒 を 賢って ゐた。 歸 りしな に、 よく 馬子な どが 

飮む あまり 小 ひさくない コ ップ になみ；/ \ と 冷酒 を 1 杯づ 、欧 まされた ものである。 もつ とも その ころ は 親に しても 

子供に 酒を飮 ませる こと はや かまし くはいはなかった。 わたくしたち はむしろ 酒を飮 めば 父に 褒められ たもので あつ 

た。 そんな 風だった から 十 歳 かそ こいら であった が コップ 一杯の 冷酒 を 平氣で 飲んで しまった。 迫の 二三 丁 も 歩いて 

みる 間にい、 氣持 になって すこし ふらく となって しまった。 造の 兩 側に 蓮の 花が 咲いて ゐ たり、 大人が 菱の葉 を 分 

けて 池に 釣 を 垂れて ゐ るの を 見たり した。 

かつち； f ち や 

中 組ば かり 步 いたと ころから 峠に さし か&っ て眞夏 の 曰の 光り は耐 へきれ ぬ ほ どに 錄土道 を 焦き つけて ゐた。 わた 

くした ち は 道の 傍の 篱麥 畑に はいって 行った。 畑の 隅に は 一 本の 橙樹 があった。 わたくしたち は醉 つて 橙樹の 下に 眠 

つてし まった。 


白 

の 

窻ー 


S がさめ た 時 は 日が 暮れて しまって、 まんまるい 月が 山の端に 出て ゐた。 

家で は 親た ち は大變 心配して 山の 中 を 探して ゐ たさう だが 酒に 醉 つて 峠の 橙樹の 下に 寢てゐ たこと を 話したら 叱ら 

れ もしなかった。 

今年の 冬、 たしか 一月の 半 ごろで あったら うか、 わたくし は 朝め づ らしく 雁の 聲を聽 いた。 まったく このごろ 東お 

では 雁の 聲を聽 くこと がすく なくなって しまった。 ほとんど なくなって しまった といった 方が 正しい かも 知れぬ。 

わたくし は 庭に 飛び出して (/& を 見た。 三十 羽ば かりの 雁が 南の S から 北の方へ 飛んで 行く の を 見た。 

雁の 鳴く 音に 冬 近き を 知る とい ふやうな 靜 かな 心持ち はも 5 これから 後の 時代 人に はありえない ことになる であら 

月 を 見て 感じる とい ふこと も、 このごろの 子供た ちに はよ つぼ ど 交涉が 薄くな つて 来た やうに 思 ふ。 まして 雪 解の 

野 を 吹いて 來る 春淺ぃ 3 の 微風に かすかな 魂の 戯默を 感じる とい ふやうな こと はなくな つてし まった やうに 思 ふ。 

人間 は 一方に 於いて 人間の 智慧の 手 を 伸ばして 得れば 得る ほど、 他の 一面で はせ つかく 今まで めぐまれて ゐ たもの 

を ふた \ ひ £GI 然 のなかへ 失って しまって ゐる。  • 

X 

昨夜 わたくし は 北海 通から 訪ねて 来て くれた 友人と 二人で 銀 麼を步 いた。 

或る 花屋の 前で 友人 はこん な こと を 話した。 「北海道で は 雪が 解けて 間もなく、 旅 をして ゐ ると たまに 山の 中に 咲い 

てゐる 一本の 徵 を 見かけても 汽車 中の 人た ちが 櫻だ瘿 だとい つて 大 さわぎ をす る- それから また どんな 小 ひさな 百姓 

でも 色々 な 花 を、 家の ま はりに 植 ゑて ゐる。 東 K から 珍しい 草花で も经 つて 来よう ものなら、 みんなが 種 を くれく 
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とい ふ。」 

雪の 巾に とざ &れ てゐる 入た ちの 春 を 待つ 心持ち はほ^?^.^ 像が つく。 

北海 追ば かりで はない、 わたくしたちの 田舍 でも 二 里 も 三 里 も 山 を 越えて めづ らしい 花の 種 を もら ひに ゆく こと は 

決して 稀な ことで はない。 この 心 は 都會の 居住者た ちに はわから ない ことで あらう。 

どこの 世界で も 文明に めぐまれない ところでは、 入 間の 魂 は 春の 風 や、 春の 光りに めぐまれて ゐる。 

また 1： じ 北海道の * 民た ちの 間に このごろ では 大分 南米 行きが 流行して 來 たとい ふ 話も聽 い た 。 

北海 ではもう い k 儲け 仕事 はない。 一 南米へ でも 行って ー澳 千金の 夢 や 贊 現さして 見ようと いふので ある。 そ 

の 人達の 心の底 を 割って 見る と 一 刻 も 早く 纏まった 金 を 懐に して 故 鄕へ歸 りたい とい ふので ある。 北海道に ゐ たんで 

はいつ 故鄕へ 歸れ ろか 知れない。 むしろ 遠 い 南米 へ 行つ て 稼い で 一 刻 も 早く 故鄕 へ 還りた いとい ふの である。 

植ぉ 政策な ど を 云々 する 人 は こ の やさしい 農民の 心持ち を 一 槪に けなす 癖が ある。 なるほど 人生 到る 處に靑 山 は あ 

ら.^ 。 しかし： S は I つし かない。 骨 は 故鄕に 埋めたい とい ふの が やさしい 人間の 心情で ある。 

ぶー 0 

鄕は 冷たい ところで も ある。 g に は 冷たい 風 も 吹いて ゐる。 雜 棘の 道 も ある。 しかし 故鄕の 土の 香、 故 鄉の水 

の 流れ， ：s の赛の 風、 草の か V やき、 父と 母の 墓、 兄の 墓、 妹の 墓 を どうして 忘れる ことができよう、 

「跨 馬 出 郊時極 0。 不堪 人事 曰蕭條 J 

かう いった 感じ は 年と 共に 加 はって 來る。 東京 も わたくしに とって は 旅の である。 戀に 泣く とい ふやうな ことの 

なくなった 年配に 達して 春寒 夜 深く 腸を斷 つもの はた e 故鄕の 山河の みで ある。 

こんな こと を 書く と いかにも 誇張した 支那の 昔の 詩人の 泣き ごとの やうで あるが、 故鄉 とい ふ もの は 年と 共に 不 13 

思 iJI な 暗い 力 を もって わたくしの 魂を摑 まう として ゐる。 


H 兄。 北海道 は さぞ 雪 も 深い こと > -ぉ瞟 のみいた して ゐ ます。 

東京 はほんの 淡雪ば かりで、 まだ 雪ら しい 雪 も 降り ませぬ" た e 霜が 深い ものです から、 殊に 今年 植ゑ かへ たばか 

りの 山茶花が. i; 殘に 痛みます ので、 夕方に なれば 傘 を かむ せて やって ゐ ます。 來年 になれば 根が 張る から、 そんな 霜 

除け なんかす る 必要 はない と、 植木屋 はいって ゐ ます。 しかし 來年 はまた どこに 家を變 へて ゐ るか、 この 山茶花と も 

お別れす るの かも 知れません。 

わたくし は 明日から またし ばらく 伊豆へ まゐ ります。 滅多に 馬車 も 通らない 冬枯れの 天 城 道 を 毎日 ぼつり く 歩い 

て 見たい のです。 伊豆で は 朝早く 起きる のも樂 しみです。 霜が 降って ゐて も、 雪が つもって ゐて も、 朝 薄暗い うちに 

起きます。 霜 は 毎朝 雪の やうに ふかく 降って ゐ ます。 

川に 沿 ふて 椿の 花の 多い 白い 道 を ひとりで 歩いて ゐ ると、 どこまで 步 いて 行っても 飽 くこと はありません。 そこで 

はわた くし は 終日 絕對の 沈默を 持つ ことができます， 狩 野 川の 水の 音 を 水の 音と して 聽き、 天 城の 雲の 色 を 雲の 色と 

して 兑る ことができます。 何の ゎづら はさる >- ところ もない 旅人の 心に は 霜枯れの 水草 も、 渡し場の 焚火 も 尊い もの 

の やうに、 なつかし いもの \ やうに 思 はれます。 

伊豆の 山の 中の 小 ひさな 村で も 家 を 構へ て 住んで 見たら、 またい ろくな 世間と いふ ゎづら はしい こと も あるで せ 

う。 旅 入で あれば こそ 水の 音 を 11 き、 雲の 色 を 見る ことができ るので ありませ う。 

西 行 や 芭蕉が 旅 を 家に し た 心持ち も 旅人に な つて はじめて 理解され る箬 です。 
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寒 山 だ の 拾 ST た の 白隱だ のとい ふ 人の 實 際の 生活 は どんな も のであった でせ う。 傳 へられて ゐる ところた けで は飄 

逸 だの 奇燸だ のとい つ た 感じ だけが 多分に あり 過ぎる やうな 氣 がします。 殊に 爽 一山 拾得な どの 生活に は 世間の 入 を 白 

股でば かり 見て ゐ たやうな 傳說が あまり 多く 殘 されて ゐ ます。 もし あんな 人であった なら、 豪い に は 豪いで せう が、 

あまり 親しみ は 持てない やうに 思 ひます。 しかし あんな 傳說は 恐らく 後の世の 人た ちが 附け 加へ たもの が 多いで あら 

う と 思 ひます。 逢って 見たら もつ と/ \ -溫か なと ころの あった 人に ちが ひない と 思 ひます。 

禪 僧の 逸話な ども、 たいてい は 狐禪 風な ものば かりが 作られ、 傳へら れてゐ る やうに 思 はれます。 もし 禪の 高僧 

たちが あんな ものであった な.，^, 逢って 見たい とも、 敎を乞 ふて 見たい とも 思 ひません。 

そこ へ ゆく と 西 行に しろ、 芭蒸 にしろ < 間が 人間と して 語られ 傳 へられて ゐ るの は うれしい と 思 ひます。 殊に 色蕉 

は 時代が われく に 近いだ けに かなり 細かな 神經の 働きまで もが 想像され るの はありが たいこと です。 

** う. sr\ 

其 角 や 嵐 雪が 酒 を 飲んで ゐる の を兑て い やな 顔 をした 蕉、 た^それ だけで 笆蕉 と い ふ^ 間 並 の 師匠が 髮 1 とし て 

ゐ ます。 野狐禪 的な 皮肉 もい はず、 ナ.？ 矮 な 動作 もせず、 どこから どこまで 人間ら しい 神經が 細かに 動いて ゐ たやう で 

す 0 弟子た ちの 修行に ついても かなり 極る ところ はき ちんと 極って ゐ たやう です。 やかましかった やうです。 いつの 

世に も 文筆の 業 を 遊戯 視 する 若者た ちは絕 えますまい。 その やうな まに 對 して は 芭蕉 は 「俳諧 は 老後の 樂 しみ」 とた 

しなめ てみ ます。 人 を 見て 法を說 いた ものです。 「女は師にも弟子にもぃらぬものなり」とぃった§巴_^^!の言紫も、 一生 

なま 

獨 身であった S3 蕉の ゆかしい 深いつ、 しみで あつたと 思 はれます。 生 はん ぢ くな 藝術論 一 方から い へば， ずゐ ぶん 不 

徹底な 言葉の やうです が、 あれほど 立派な 藝術を 作り上げた 天才で ありながら も、 い、 意味での 世間と いふ こと、 つ 

つし みとい ふこと を わすれなかった の は 如何にも ゆかしい 人間 臭 い S3 蕉を思 は せ ます。 其 角 や 嵐 雪が 酒 を 飲んで ゐる 

のを兑 てい やな 顏 をした とい ふ 氣むづ かしい： らしい 細か な 神經が こ& にも 動いて ゐ ます。 
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P  、  S  >ヒ こよ あらず、 ，<3,>-K 身 人に 倦き て 世 をい とひし 人に 

「かくいへば とて ひたぶ るに 閑寂 を 好み、 4HHhfil! 

似たり。」 とい ふ I に は： かれ" 市 r"r:n 力"""； 「ゐ たればこ そ 「や i 人に 倦い I いと 

つたこと がう か^はれ る やうな 氣 力ます 

ひし 人に 似たり。」 ュ ふ：」 つと X きリ 中の ので 4 り 人 まの せ やうに、 或 ひは傳 へられて ゐる S 拾得の 4 に ひたぶ るに は 

だが、 linnHuunit  la 

厭 ふこと がで きた 人間 力 はたして ま-, 讪ナ てせ ましこう な なの、 いで はないで せう か。 

、-ー 似たり。」 8 の ものではなかった でせ うか。 それ 力 ほんた うな 人。 ，て 

「すて はて、 身 はなき ものと 思へ ども 

雪の ふる 日 はさぶ くこ そ あれ 

S ト！； P:ip1r! ところ！ ので！ まい か。！ れ 

^^^^^HII!  if やうに 悟りき つて ゐた とするならば、 わたくし 

たちに とって さして 懐し い 人で もあります ま、  £ より、 可 もしゃ ベれ なくなり、 た r 默 

よかり ではない。 實際 入 間 S くはいれば はいる ほど 何も 霄 なくなり 何も や r 

默 として I の 中に 一 生 I つてし まふ やうになる だら うと 思 U ず . さ，. である やう I がする こと も あ 

PI いたり、 i 人 を i いて 議 をし！" H つ" r""" い ""rl! り、 

ります。 旅 をして ゐると 時々、 名もない人々 でず ゐぇ物 f 力つ.' ： 


140 


» 想 感五第 


眞 面目な 思索 家で ある 入に 出逢 ふこと があります。 わたくしたちの 方が 恥づ かしくなる ことがあります。 日本 だけで 

もず ゐ ぶん その やうな 立派な 沈默 家が 山の 中、 野原の 中、 田舍 町の 中に 隱 れてゐ るに ちが ひない と 思 ひます。 そんな 

人た ち は 壁に すら、 石に すら 歌 一 つ 書きの こさないで 一 牛： 終る かも 知れません が、 そんな 入 こそ 一 番 尊い 人の やうに 

思へ てな りません。 

五十 年 六十 年の 後、 今日の 新聞な り、 雜誌 なりに 名 を つらねた 人た ちのうち、 果して 幾人の 人が その 作品 を、 その 

言葉 を 次 の 時代の 人た ちに 冷笑せられ ないで ゐ ませ 5 か。 

明智は 絕對の 沈默に 終る であり ませう。 

^藤 はき はめて 僅かの 俳句し か殘 して ゐ ません が、 死にち かづく につれ て 1 W 沈默 がちに なって 行った やうです。 

かれの 一 生の 大事 業であった 俳諧に 對 する 執着 を すら 捨てん こと を si つて ゐ たやう です。 

もし 芭蕉に なほ 十 年 二十 年の 生命 を藉 したなら ば、 かれは 沈默 してし まはなかった でせ うか。 わたくし はそんな こ 

と を 時々 考 へて 見ます。 或 ひ はかれ は沈默 しなかった かも 知れません。 しかし 藝 術す らも 無の 界へ 忘れて しま はう と 

する 思念 は ます.^ 募 つて 行つ た であらう と 思 ひ ます。 

考 へて 考 へて 考へ拔 い た果 は： S になる でせ う。 泣いて 泣いて 泣き 拔 い た果は 啞默 つてし まふ やうに。 

しかし 藤が 最初から 沈默 でなかった こと はわた くした ちに とって は 仕 合せでした。 

ベ ~ ト ー,M ンが 最初から 沈默 であり、 芭蕉が 最初から 沈默 だった としたら、 ずゐ ぶん わたくしたち は 寂しかった に 

違 ひありません。 

最初から 最後まで 立派な 沈默を 持つ て ゐる入 も 尊い が、 立派な 沈默の 間に 時折 は 立派な 感情の 光り を 洩らして くれ 

る やうな 藝術家 もあって 欲しい。 わたくし は その やうな 藝術 家なら ば、 いつの 世に でも 歡迎 さるべき だと 思 ひます。 


1 H 兄。 

1 この 秋 訪ねました 朦 ケ峯の 寫眞を 同封いた して 置きます。 

た い へ ん 形の い. 1 松 山です。 若狹 へ の 街道が 古い 五六 十戶の 町の 中央 を 爪先 上りに なって 登って ゐ ます。 

美し い 竹に つ まれた 古い 宿場の 感じです。 

紙屋 川の 川底が 深く 竹林の 麓 を 縫つ てゐ ます。 

光 悅の墓 も 拜んで 来ました。 

ちゃう ど 秋でした から、 若狹 道から 娠 りか へって 京の 町 を 見た g はい ひやう もな く 落ちついて ゐ ました。 

落莫のう ちに も 京の 町 は人懷 かしい 心 を 喚び おこします。 

光悅 寺の 寫眞を 雪の 中で 御覽 になる 君のお 心 をい ろくに 想像いた します。 

この 秋 を ちらから 经 つていた t きました トラ ピストの 木履 (サボ〕 を 庭の 沓 ぬぎの 上に 置いて ゐ ますが、 今朝の 淡雪 

が 五分ば かり 木履に つもって ゐ ます。 

あの 木履 を 見ます とミ レ H の 繪を思 ひ 出します。 ミ レ H の 檜の 中に 出て 來る 人た ち はよ く あれと 同じ 形の 木履 を 穿 

いて ゐ ますね。 木 を 挽く 人 も、 落 穗を拾 ふ 女た ち も、 尼寺の US さま も、 アン ゼ ラスの 鐘を驄 いて ゐる 人た ち も。 

a その後 トラ ピストの 人 はどうし ました。 

宗敎 でも 救 はれず、 世間に 出ても 救 はれず、 いつまで 北海道 を さ迷 ふて ゐる つもりで せう か。 

何に しても 氣の毒 は氣の 毒な 人です ね。 


旅 をつ t けて ゐ ると、 自然の 移り か はりと いふ ものが 一 番 はっきりと 頭に 刻みつ けられる。 

わたくし は 夏 箱 根 を 越 ゆる ごとに いつも 眞っ 白な 百合 を 見、 淡紅色の 合 歡の花 を 見た こと を 記憶して ゐる。 だから 

こ の 一 M 箱 根 を 越えた 時 も、 汽車が 山 北に か \ る ころから 白い 百合の 花を豫 想して ゐた。 と ころが 箱 根 を ど こまで 行つ 

て も 合の 花 一 つ 見えない。 合歡の 花が 一本 か 二 本 御殿場 あたりで ゎづ かに 咲いて ゐ るの を 兑 たのみであった" 

恐らく 百 <c も 合歡も いてし まった ので あらう とわたく しは考 へた、 輕ぃ 失望 を 感じながら。 七月の 十五 日の こと 

である。 

わたくし は 岐阜に ゆき 長 良 川の 鵜 飼 を 見た。 數年 前行った 時 は、 小雨が 降って ゐた。 小雨の 日の 方が 情趣 深く 思 は 

れる。 今度 は精靈 流しの 夜 だ つたので、 長 良 川の 橋の 上から 長い 絲を 垂れて 精 靈船を 長 良 川 へ 卸して ゐ るの を 興 深く 

覺 えた。 

歌妓を 擁した m 形 船と 精 S ぽ船 とが、 同じ 流れ を 同じ やうに を か、 げ ながら 流れて ゆく の も 一 つの あはれ 深い 情景 

である。 

上弦の 月が 川下に か X つて ゐた。 

翌日 はお 古 に來て 郊外の 蓮の 花 を 見た。 蓮 は S の 名古屋 をかざる 花で ある。 

節 根 を 越えて 七日 目に わたくし は 美 濃から 近 江へ 入った。 

關ケ原 あたりで は 合歡の 花が 盛りであった。 合歡を 見れば 芭蕉の 象 潟の 句 を 思 ひ、 西 施 を 思 ふが、 合歡 はいかに も 
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かすかな 花で ある。 細雨に ふさ はしい 花で ある。 その 紅の 色 は 花やかで は あるが 濃懿 ではない。 淡彩む しろ 餘韻 幽か 

である。 花 瓣の楚 の 白鷺の 羽根の やうに 雪白な 上にば つと 紅らん だ 姿 は&々 たる 纖 女の 姿 を 聯想せ しめる。 

し ララ 

美 濃から 近 江への 境 は 殊に 合歡の 花が 多い。 そして 夏の 旅人 はよ く あの あたりに か i る ごとに 驟雨に 出逢 ふ。 伊吹 

山 は 雲に つ \ まれて ゐる 曰が 多い。 

關ケ原 を 中心として 美 濃 近 江の 境 は 夏の 旅 入に とって 風情 多き 土地 である やうに 思 ふ。 

八月の 一 日に わたくし はふた、 び 箱 根 を 西から 東へ 越えて 来た。 

わたくし は 全山 白百合に つ X まれた 山 を 見た。 合歡も 咲いて ゐた。 

E お 初 箱 根 を 西 へ 越 ゆる 時は實 はま だ 百合 は いて ゐ なかった のであった。 

山の 小鳥の 鳴く 音に 氣を つけて ゐ ると、 ほんの 二三 曰の 間に、 鳴いて ゐた 鳥が 鳴か なくなり、 鳴かなかった 鳥が 鳴 

き 出し て來た こ とに 氣が つく こ とが ある。 

天 城の 麓で は 七月の 末にな つても、 鶯は啼 いて ゐ るが、 今年 は 杜龍は 七月の 下旬で 晝は啼 かなくな つた。 少し 山 を 

登 つて 行ったら まだ 杜鵑 は晝 でも さか んに啼 いて ゐ るに ちが ひない が。 

また 一 曰の 時間に よって 啼く 鳥の 種類が ちがって ゐる やうに 思 ふ。 朝 一 番 最初に 啼く 鳥と 夕方 一 番遲 くまで 啼く鳥 

と は それぐ にち がって ゐる。 伊豆の 山に は杜 鶸が啼 き、 鷲が 啼き、 瑠璃 鳥が 啼き、 かけすが 啼 いて ゐ るが、 一 つ 1 

つに 山 を 訪れて 來る それぐ の 時間 を 持って ゐる やうに 思 はれる。 

鳴き もせず 終 R 木 を をつ  >1 く 啄木鳥 は 愛すべき 鳥で ある。 

思 ひがけな く 浪にゐ て 人に 出逢 ふこと は 面白い ことで ある。 
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わたくし は 亡くなった 東儀鐵 笛 氏と 偶然に 九州の 旅で 二度 逢 ひ、 東海 S の 旅で 二度 逢った。 

越路 太夫と も 九州の 旅で 一 度 逢った ことがあった。 

二人とも 今では 故人に なって しまった。 

今年の E 長 崎への 旅の 汽車の 中で 梅 幸 や、 幸 四郞の 一座が 同じ 汽車に 乘 つて ゐ るの も 見た。 長 崎からの 歸 りに もま 

た わたくし は あの人た ちと 同じ 汽車に 乘り 合せた が 下の 關の 1 船の 上に 來た時 はもう あの人た ちの 姿 は 見えな かつ 

た。 

一 一三 年 前の 旅であった、 わたくし は 吉右衞 門と 同じ 汽車に 乘 つたこと があった。 その ま \ 見知らぬ 人と して 別れて 

しま ふの は 面白い。 

わたくし は 或る 一 人の 藝術家 を 尊敬して ゐる。 わたくしの 生活 はかれの 藝術 によって よろこび を あた へられる。 わ 

たくし は， かれに 感謝し なければ ならぬ。 しかし、 わたくし は 終に かれと 語る ことなしに 死ぬ であらう。 かれは 又 わ 

たくし を 知らないで 死ぬ であらう。  、. 

ゎたくしは毎夜^^の星を仰ぐことにょってどれほど慰められるか知れなぃ。 しかし、 わたくし は 星 を 知らない。 星 

もまた わたくし を 知らない。  - 

わたくしが 死ぬ 日、 星 は 同じ やうに さに また- - くで あらう。 

わたくし は 鳥に よって 慰められ、 花に よって よろこび を 感ずる。 

しかし わたくし は 鳥 を 知らない。 花 を 知らない。 かれ 等 もまた わたくし を 知らない。 かくて わたくしたち はつひに 

永遠に 別れて ゆかなければ ならぬ。 


旅に 病む とい ふこと はこの 上 もな く 心細い ことで ある。 

旅に 誇む ごとに わたくし は 曾 良の 句 「ゆき 》/\ "てた ほれ ふす とも 蘇の 原」 を 思 ひ 出す。 

旅に ありて 病む 時 ほど 人 は眞劍 になって 生死に 直面す る こと はない。 

ム K はわた くした ちに とって 望ましい ことで はない。 しかし 病 はわた くした ちの だらけ 切った 心 を 引き締めて、 端的 

に 生死に ついて 考 へさせる。 病 もまた わたくしたちに とって Wessing である。 

夕燒 けの {4! の 色 をし み. <\\ と 眺める の も 病める 日で ある。 

雨の 管を靜 かに 聽 くの も 病める 日で ある。 

小春 日の 午後 煤けた 障子に 映る m の 影 をな つかしみ つ、 眺め 入る の も 病める 日で ある。 

音 もな く 忍び寄る 秋の 微風に 魂 を める ほど もの を 思 ふの も 病める 日で ある。 

神 はいかなる 時に も 人間に blessing を賦 へる こと を 忘れない やうに 思 はれる。 
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壁 は孤獨 であった 

いつの ii にか 北の 高窻 をと ざして、 た^ 南の 綠側 にさして 來る三 四 尺の 日の 光り を 懐かしむ や，.、 になった。 

今年 植ゑ たばかりの 梧桐と 寒竹の 葉 影が 綠 をった ひ S の 上まで 這って ゐる。 日 ごと 冬の 近づく につれ て 二分 三分と 

影 は 深く 部屋の 中に 忍び寄って 來 るが、 日の 光り は 弱く、 荬影は 疎らに、 たまく の 風 は 冷たくな つて ゆく。 

た t 一 棵の 懸崖 作りの 菊に も、 一 鉢の 君子 蘭に も できるだけ 多くの 日の 光り をめ ぐまなければ ならぬ ので、 朝 ごと 

に 鉢 を 抱へ 右に 蓮び 左に 動かす。 

綠 側に 並べ 据 ゑた 君子 蘭と 菊の 拫を 日に あて、 そのうし ろに^つ て 五六 坏の狹 い 庭 を 眺めて ゐる 自分自身の 秋め い 

た 心 を 寂しく 思 ふ こと も ある。 

庭の 一 鉢の 貧しい 蔦 も 初霜に 殘 された 七 八 枚の 葉の みが 紅葉した。 それ を 眺めて ゐ ると 碓氷ゃ 木 曾の 秋 を 思 ふ。 四 

五 日 前 下 つて 来たば かりの 高野山の 紅葉 谿を思 ふ。 

* 年駭 河の 友 八から 经 つて くれた 茶の K を播 いたが、 不幸に して 一 つも 芽 を 出さなかった。 今年 同じ 駿 河の 友人 か 

ら掛 川の 柿 を 接って くれた。 種子 を 捨てる のが 惜しく、 狭い 庭の 片隅に 播 くこと にした。 いつまでも 住んで ゐる 家で 

もない、 いつまでも 生きて ゐる 世で もない と 思 ふと わびしい 心に もなる が、 靜 かな 秋の 日 を 浴びた 五六 坪の 庭に、 茶 

を 樓き枯 を 播く心 をい としと 思 ふ。 

幾年 來 小夜の 中 山 を 歩いて みたい と 思って ゐ るが 未だ 目的 を果 さぬ。 いつの 年で あつたか、 或る 小春 日の B の 午後 

であった、 大 井川 をへ だて k 小夜の 中 山に 通 ふ 山徑を 眺めつ. 1、 或る 小山の 茶畑に 腰 を 卸して 友 入と 半日 を 過した こ 
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とがあった。 「いのちな りけ り」 とうたった 四 行の 心持ちが 山茶花の 咲く ころに なれば 殊にな つかしく 胸に ひ r く。 

わたくし は 陸地 測量 部の 五 is! 分の 一 の 地圖を もとめて 來て、 島 田から 大 井川 を わたり 金 谷から 坂道に か \ り 菊 川、 

B 坂な どの 聞き馴れた 山の 町な ど を 幾度と なくさが して ゐる。 奇附 行人の 眼 を 奪 ふ ほどの 山で もない やうで ある。 た 

だ ありきたりの 平凡な！. 道で ある やう だ。 それでも 菊 川が 流れ、 日 坂が あり、 西 行の 歌が あると 思へば 秋の 曰 を 浴び 

て 峠を越え て 見たい。 平凡な 山河 ほど 味 は 深い ものである。 

二 枚 三枚の 段々 畑 を：^ る だけに も、 旅の 味 はこ もって ゐる。 枯れ 殘 つた 畑の 隅の 鶴 頭に も- 旅の 味 はこ もる。 一叢 

二 叢の 野菊に も 旅の 情 は ある。 

世に 知れぬ、 人の 噂に も 上らぬ 平々 凡々 の 小山に こそ、 t- にこ そ、 草原に こそ 旅人の 情を惹 きつける ものが ある。 

小卷 日和の さへ あれば、 山茶花 さへ 咲いて をれば、 ばた の 野菊 さへ 咲いて をれば 旅 は うれしい ものである。 決 

して；^ 山を耍 しない。 名 河 を 要しない。 

人間が 住む ところ はたいて いは 名山で もなければ 佳景の 地で もない。 たいてい は 家の ま はりに 山茶花， がき、 茶の 花 

咲き、 桐の 葉 落ち、 鷄頭花 霜に 黑 ずむ といった 風な 平々 凡々 の 地で ある。 

しかし どの やうな 土地で も 人間が 住み、 人 問の 複 雜なデ リケ， トな 心と 心と が 働いた ところで さへ あれば、 捨てが 

たい 情趣 を 持って ゐる。 

若い 人た ちの 心に は 村 端れ の 朽ち か& つた 土橋 も、 さびれ 果てた 町の 裏山 もどん なに 懐かしい、 或 ひ は 悲しい 思 ひ 

出の 場所と して 刻みつ けられて ゐ るか 知れない。 

人間と いふ ものと、 人間の 心と 心との かすかな デリ ケ 1 トな 働きと を-取り除いて しまったら、 どんなに 美し い 山 も 

自然 も 落莫たる ものに なって しま ふで あらう。 
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ドスト エフ ス キイの 一 拘の淚 がそ X がれた の だと 思 ふ 時、 シ ベリ ャ の荒凉 たる 自然が われく にと つて どんなに 力 

不： E 思議な 魅力 を 持つ て來る ことで あらう。 

裏の 狭い 畑の 一本の 柿の 木で も 或る 入に とって は、 何物に も替 へがたい 存在で あるに ちが ひない。 かれは 一本の 木 

の 下に 立つ ごとに どんなに か 苦しかった 過去と いふ もの を 思 ひ 出す ことで あらう。 

人生 を 愛する とい ふこと は、 平凡な 家の 中の 人と 人との 交涉を 親切な デリ ケ， トな 心で 見る ことで はない か。 家の 

ま はりの 一本の 草に も 茶の 花に も 愛執 を 感じ る ことで はない か。 1 つくの 人間の 行爲 にも、 言葉に も 甘味 を 噴み 

分ける ことので きる 苦勞 人の 心 を 持つ のでなければ ほんた うな 人生 を 見る こと はでき ないで あらう。 

恐らく 人間 は 死ぬ る B まで 人生に ついて 何事 を も 知り ないで あらう。 しかし かすかに 洩れて 來る 人生の 味と いふ 

ものに ついてはお ぼろげ ながら 1 日々々 と 1^ い 所へ はいって 感じる ことができろ であらう。 

人生 を 知りつ くした とい ふやうな 顔 をす る 人が あらば、 その 入 は g 念と 實 在と を 混同して ゐ るので ある。 人生 は 人 

間の 智慧 を もって 量る に は あまりに 深 過ぎる。 

人生 は あまりに 深 過ぎる が ゆ ゑに、 人生に 生きる こと はわれく に 希望 を あたへ て くれる。 

それと 同時に 人生 は あまりに 深 過ぎる が ゆ ゑに 人生に 生きる こと はわれく に Ril さ 1^, 感じさせる。 

人生に 對 して 1^ 望 をのみ 持ち 得る 人 を われく は 尊敬す る。 しかし かれが 憂 11 さ を も 感じる 時、 かれの 人生の 見方 

は はじめて 正しい 深い ものと なる リ 懸艇 のない ものと なる。 槪念 のみに 於いてな らば 人 は どの やうな 人生 觀をも 持ち 

得る。 

人生 を 明るい と 見る の も 正しい 兑方 であらう。 人生 を 暗い と 見る の も 正しい 兑方 であら 5。 われく は その いづれ 


9 を も 認める。 と 同時に， その 何れの 見方 を も 否定し なければ ならぬ 場合 も ある。 それ はかれの 人生の 見方が たた 槪念 

にと V まって ゐる 場合に 於いて if ある。 

われく が 問 ふ ところの 人生 觀 の當否 は、 かれの 槪 念の 當 否で はなく、 かれが 人生に ついて 考 へる その 態度の 當否 

である。 かれが 正直に 人生 を考 へ、 正直に 人生に ついて 語りつ \ あるか 否か V 极本 問題で ある。 

こうて .5 

人生 や しょうと も、 否定しょう とも、 それ は 見る 人の 勝手で ある" われ，/ \. は その 何れの 場合 を も 是認す る だ 

けの 寬容 さは 持って ゐる。 問 IS となる の は その 人々 の 人生 考察の 態度で ある。 良心の 置 方で ある。 

人生 を 明る い と考 へ る 人々 から も われく は 人生の 姿に ついて 敎へ られ る。 人生 を晴 いと 考 へ る 人 々から も われ わ 

れは 人生の 姿に ついて 敎 へられる。 かれ 等の 言 難が 正直で さへ あるならば。 

われく が 求めて ゐる もの は、 人生 そのもの \ 梗概で はない。 結論で はない。 いかに かれが 人生の 一角に 觸れ えた 

かとい ふこと である。 その 道程で ある。 心の うごめき である。 いかに どの 深さにまで かれは 人生 を 苦しんだ か、 いか 

に 人生 を 忍んだ か、 いかに どの さにまで 人生 を わびしと 感じた か、 いかに 死に 面した か、 いかに 生存 を 小躍りし つ 

つよろ こんだ か、 いかに どの 深さにまで 人生 を 悲しんだ か、 それ 等の 1 つくの 場合の 偽らない 素 裸な 人間の elastic 

な 心の 働き 方で ある。 

a われく が觉 めて ゐる もの は 人間の 心の 影で ある。 心の 響きで ある。 生きた る 心で ある。 生きた る 言葉で ある。 凡 

I 夫 凡. 蹄の 溜息で ある。 

日 

八 は 一日で も槪 念で： Sf! きる こと はでき ない。 生きる とい ふこと は、 生きた 心 を もって 人生 を經驗 する ことで ある。 

うれしい こと、 悲しい こと、 苦しい こと、 すべて を 生きた 心の 生面に 觸れ しめてし みぐ と 感じる ことの 他に、 生き 

您 

ると いふ こと はな い。  . 
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たいていの 場 八：：、 われく は 心の 外殼 のみで 人に 接して ゐる。 悲しい ことで ある。 

わたくし は 終 曰 町 を 歩いて、 夜更けてから 家に 歸 つて 來る。 そして 今日 逢った A、  B、  c、  D …… 色々 の 人た ちと 

の會 話に つ いて 考 へて 見る。 

わたくしと A の 心 は 

わたくしと B の 心 は 

わたくし は A の 心 を 自分の 心に 受け 容れる こと はでき なかった。 わたくし は B の 心 を も、 C の 心 を も、 D の 心 を も 


わたくし は 終日 人々 と 笑った。 人々 と 語った。 しかし わたくし はかれ 等に 何もの をも與 へなかった。 かれ 等 も 亦 わ 

たくしに 何もの を. も與 へな かつ た。 

わたくし は 机 G 上の 電燈を 見つめて ゐる。  - 

電 澄の 孤 11 な 燭が靜 かに か t やいて ゐる。 

$J ^日 この 大都會 を步ぃ て 何もの を も 得な いで 歸 つて 来た わたくしの 心に 似た 燭 ではない か。 

孤 II な燭は 孤獨な 主人の 前に かに やいて ゐる。 

秋の 夜 は 更けて ゆく。 

A も 家に 歸 つたで あらう。 

かれ も 亦 孤獨な 電燈の 前に 坐って ゐる ことで あらう。 

B も、 C も、 D も …… すべての 人々 が。 
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八々 はこの 孤獨を 何とも 考 へない の であらう か。 

窻 から は ギタが 鳴り、 マンドリンが 響く。 

若い 女た ち ははし やぎ 笑 ふ。  • 

X 

わたくし は 翌日 も 亦 この 大きな 都會を 歩く。 

篠 ii の 葉 は 黄ばみ、 風 ごとに 落ちて ゆく。 

鐵の やうな 大理石の ビル ヂング の窻の 冷た さ。 

窻には 十一月の 薄 H がた めら ふて ゐる。  - 

窻の鐵 格子の 冷た さに 窟の中の 人々 は 太陽から も、 晚 秋の靑 空から も孤镯 である。 

まぐ さやけ 

あの 大きな 冷た い ビル ヂング の 蔭に、 恐らく 荷馬車の 珠 桶から こぼれた ので あらう 幾 粒 かの 麥が七 八寸に 伸び て は 

秋に 枯れ か.^ つて ゐ る。 

大きな ビル ヂンゲ と、 その 冷たい 蔭の 麥の 葉と 何とい ふ indifferent な關 係で あらう。 何とい ふ 寂しい 隣り 同志で あ 

らう 0 

しかし それに もまして わたくしの 心と A の 心、 わたくしの 心と B の 心 …； 何とい ふ 寂しい 隣り 同志で あらう。 

石ころ はころ くと 冷たい ひとり を 守って 秋の 雨に 濡れて ゐる。 

風が 吹き、 雨が 降り、 B が 暮れ、 大きな 都會 も、 木立 も、 道 も， 石ころ も 一 つの 闇に っ乂 まれて しまったが、 やつ 

ばり 石ころ は 冷たい かれ 自身 を 守つ てゐ る。 

かちくと 冰て つ いた 舗道の 上 を 篠懸の 葉 は ころがって 飛ぶ。 
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その はかない か さくな 紫 昔 

閣を 打て どかさくな 雜昔 

石 を 打て ど、 土 を 打て ど、 かさくな 葉 昔 

もとめても もとめても あた へられぬ 悲しみ 

扉 を 叩け ども 叩け ども あた へられぬ 人の 心 

わたくし は 今日 も 疲れて 歸 つて 来た。 

わたくし は 人々 と 語った、 人々 と 笑った。 そして 同じ 晩餐の 卓に も 着いた。 

人々 は 卓の 上の 菊の花 を 突し いといった。 

人々 は 幸 E さう に 笑った。 

た れも か れ もが サ： 派な 紳 士ら しく 兑 えた。 

しかし わたくし は 何 を 見出した か。 

そこに 菊の花 を 美しい といった の は 或る 男の 魂の 殼 であった。 一 

幸  一？ I さう に 笑った の は 或る 男の 唇であった。 

わたくし はつひに その 日 も 人 問の 心を兑 なかった。 

心の 言 靡、 心の 笑 ひ：^ 見なかった。 

わたくし は！ 暗い 孤獨な 部屋に 歸 つて 來た。 

わたくし は 暗い 部 m の 孤 獨 に耐 へなかった。  - 

わたくし はスヰ ツチ を ひねった。 


!t の 日白 
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部屋 は 秋の ごとく 靜か にか t やいた。 

そこに また 今夜 も孤獨 な電燈 の 燭が 

ぢ つ とわたく し を 見守って ゐた。 

わたくし は 扉 を しめてし まった。 

憲は孤 獨 であった。 

壁 は孤獨 であった。 

鉢 植の腔 は孤獨 であった。 

わたくし は 壁に 投げられた わたくし 自身の silhouette の 孤獨を 見出した。 

さらに わたくし はわた くし 自身の いろくな 思 ひ 出が、 わたくし を 捨て X、 1 つくの 孤獨 なかれ 等 自身 を 抱きつ 

つ 意の 外の 闇の 中へ 消えて ゆく の を 見た。 

或る日 或る ® で 別れた 黑 い 暖 1 

或る 夜 或る 城下の 町で 泣いた 長い 錢 1 

孤 II なる 者の ために 掘る 墓場の 鋤の 音-  , 
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京 の 冬 

三 條小撟 といった ところで 五六 間の 短い 撟、 その 小 橋の 下 を 深さ 一尺 ほどの 水が 琉れて ふる。 中に 往來を 一 つへ だ 

てた ばかりで 鴨 川の 本流と 並んで 流れて ゐる。 高瀬 川で ある。 

麸 1^ 町の 宿から 鴨 川緣へ 出る に は ぜひとも 三條の 小撟を わたらなければ ならない し、 1 日に 一 度 は その 小撟を わた 

る。 小 橋の 少し 手前に 河 道 屋 とい ふ 京 名代の W 麥 が ある。 店搆 へ、 分厚な 古びた 暗い 格子戸の 恰好、 河 道 接と 鉗 地 

に 染め 拔 いた 院. 腹まで が、 いつも 見る たんびに 近 松の 心中 物な ど を 思 ひ 出させる。 今にも 延若ゃ 雀右衞 門が 扮 した 劇 

中の 人物が 1; 簾 を か 、げて 出て 來 さうな 感じが する。 

河 道 11 から ほんの 五六 分の 道 を 歩いて 三 條の小 橋になる。 何の 見 はえ もない、 橋と いふ にさへ 値しない ほどの 小 

ひさな 橋で あるが、 所在な さの 旅人の 心 を 抱い て 橋 下を琉 る、 狭い 高 獺 川の 水 を 見て ゐれ ば、 いろくな 幻影が わい 

て來 る。 

京の どこいらに 昔の 牢舍 があって、 どんな 船で 囚人が 高 瀕川を 下って 遠い 島に 流されて 行った のか。 

船 を やる に は あまりに 狭く、 S い。 どんな 船であった のか。 川筋が 現在と！； じ ものであった のか。 或 ひ は 水の 深さ も- 

廣 さも 今と はちが つて ゐ たの か。 

そんな こと もい ろ/ \に 想像され る。  / 

15 ぶ 氷の 濁った 河の 水 を 見つけた 目に は高瀨 川の 水 はまこと に 澄んで ゐる。 山の 雪が 解けて 春先に も なれば 京の 北の 

山に 沿 ふた 田 や 池の 芹の 葉 や 水草 も 流れて 來 るで あらう- 恐らく 昔 は高瀨 川の 岸に も 水草の あるかな しかの はかない 


花 も^いて ゐ たこと であらう。 遠い 島に 流さる & 囚人た ちが 深 編 笠の 下から、 かれ 等 iTC 身の 運命に も 似た 汀の 水草の 

花に ながめ 入った ことで も あらう。 

あたりに は 柳の 並木 もあった であらう。 霧が ふかく 土 堤 を も、 柳 を も、 高 瀕舟を も * 经られ て ゆく 人々 を も、 つ X 

んで しまった であらう。 

经られ て ゆく 不運な 人々 の 親 や 子、 妻 や 妹た ちが 見え かくれに 高 濯 舟 を 追 ふて 柳の 土 堤 を 走った でも あらう。 

雨 の 夜 を 遼られ て 行 つ た 男 も あらう。 水 鶴 の 聲を聽 い た 女 も あ つたで あらう。 

時雨 {- ^に 身を顫 はせ ながら 流れ を 下った 男 もあった であらう。 雁の 聲に 別れて 來た 女の こと を 思 ひつ、 流された 男 

もあった であらう。 

雪に とざ. -れ てし まった 山 あ たりの 夜明け {昼 を 見ながら、 妻子の こと を 思 ひ 出で \ 流され て 行 つ た 男 も あ つたで 

あらう 0 

こんな こと を 想像しながら 橋の 下の 流れ を 見つめて ゐ ると、 心なし か高瀕 川の 狭い 淺ぃ 水に はま だ そのころ の 流さ 

す- -リ な 

れて 行った 人々 の： ii 歃の聲 が、 かすかに 聞え る ともなく 聞え てゐる やうな 氣も する。 

高 酒 舟 を 棹 さして 行った 男 も、 经られ て 行った 囚人 も、 绘 つて 行った 役人 も、 今では 古 骨の 拾 ふ もの も なくなって 

しまって ゐる。 

牡丹雪が ちらく と 降つ てゐ た。 

どこへ ゆく とい ふ あても なし、 それ かとい つて 宿に くすぶって ゐ るの も あまりの 所在な さに 遠く もない 京 極に 行つ 

て、 ちゃう どか i つて ゐた文 樂を聽 いた。 
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文 樂を聽 くごと に 京大 阪の 人た ち は 仕 合で あると 思 ふ。 

人形 も、 ^景 も、 昔の ま X の 簡素な もので、 いかにも 大まかな 味が 殘 つて ゐる。 近 松が 生きて ゐ たころ も 恐らく あ 

んな ものであった らう。 イギリス あたりで 十六 七 世紀 ごろ テムズ 河の 向う 岸の 小屋 や、 グロ ー ゲ座 あたりで 使って ゐ 

たもの も あんな 程度の ものであった らう。 近 ごろの 電氣 照明 なぞ を 使 つた 芝居ば かり 見せつ けられて ゐる 眼に は、 久 

し 振りでの びくした 氣 持ちの 芝居 を 見せられ たやうな 氣 がする。 いかにもい k 意味で 肩の こらぬ ものである。 いか 

にも われく の鄕 土が 生んだ われく の 龍 術で あると いふ 感じが する。 

それに 聽 いて ゐる ものが みんな 京都から 大阪 あたりの 話で ある。 

二三 日 前 歩いて 来たば かりの 三輪の 茶 屋、 奈 良の 旅籠、 鎖 川、 野 崎 村、 鳥邊 山。 そんな 地理 的な 關 係から あた へら 

れた 感じが 手傳 ふためで も あらう が、 東京で 聽 くより は 印象が ii- い 。 

じ？？ 

「油 地 S11 にしろ 「戀 飛脚」 にしろ 直ぐ 眼の 前に 起った 巷の Sf: 劇、 くさぐ の 世間の fNVJ 巣 林 子の 靈 筆に 美化し、 醇 

がして あの 簡素な 舞 豪-にか けて 見せた ので あるから、 舞臺 にか けられた の を 見る と いかにも 自分ら と 同じ、 或 ひは自 

•S ん べつ 

分らよりも •； ^も あり、 情 も あり、 分別 も ある 男であった。 せつば つまった 果の、 思慮と 分別と をつ くした 果の、 泣い 

て 泣いた Hf- のかたり であった。 人殺しであった。 

誰を惜 まう。 誰 を 呪 はう。 戀も 無常、 世 も 無常、 無常迅速の 世 を かこたねば ならぬ の は、 小春ば かりではなかった。 

治兵衞 ばかりではなかった。 かれ も われ もであった。 

恐らく 當 時の 《：^ 物た ち はこん な こと を考 へながら、 近 松の 藝 術に 醉 はされ て 小屋 を 出た であらう。 

泣く ことの うちにな ぐ さめ を见 出し、 涙のう ちに 怯悅を 感じつ 小屋 を 出た であらう. - 

理窟 拔 きの 芝居. 眞理を S? 示す ると ころの 芝居、 法 悅を與 ふるところの 芝居、 恐らく 近 松 はさう いった 風な 最上の 
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芝居 を かれ 等に 與 へたで あらう。 

樂 しみの 芝居。 これが 近 松の 芝居であった。 京、 大阪の 人た ち は 今も樂 しみの-芝居 を享樂 して ゐる U 文 樂を聽 いて 

いつも 感ずる こと はこれ である。 見物 はよ くしゃべ る。 不行儀で ある。 よく 物 を^ ふ。 役者 は さぞ 演じに くから うと 

思 ふ。 わたくしたちに とっても かなり 迷惑で ある。 腹立たし いこと である。 

しかし 考 へて 見る と、 あの人た ち はま だ 近 松 ころの ま >t の 見物 心理の 傳統を 受けつ いで 來てゐ るので ある。 

芝居で も 見て、 年の 瀨 のう さも 晴らさう。 世の中の 苦しい 何も彼も 忘れようと いふので あらう。 幕府 時代に 於け る 

庶民 階級の た V 1 つの 自由な 世界が 芝 }；5 であった こと を考 へる と、 今日の 上方の 芝居に 殘 つて ゐる この 享樂 的な 氣分 

にも 同情すべき 點も あり、 また そんな 氣分も 京大 阪 だけに は 遺して 置いても い X やうな 氣 がする。 

わたくし は 文樂を 出た。 

牡丹雪 はやつ ばり 降って ゐた。 ， 

そこに もこ.^ にも 居酒屋ら しい 居酒屋に は 年の 顧の 巷 を かけめぐる 人た ちがの、 しり わめきつ 酒 を 飮んで ゐた。 

そこに は 今の 世に も 節季の 金の 工面に なやむ 紙 治 も あらう。 

軒別に バァが 並び、 レスト， ランが 並んで ゐる。 どこの 店 も 若い 人た ちで いつば いで ある。 

雪 は 往來を 埋めて しまった。 

そ こに は鳥邊 山に 行かねば ならぬ 男 も あらう。 奈良 へ 逃げねば ならぬ 男 も あらう。 

人間が 生きて ゐ るかぎ り、 男と 女と が 存在す るかぎ り、 人に 情が あるかぎり、 幾人の 雄 林 子が 生まれて 来ても、 悲 

劇の 材料 はっきない であらう。 

京 極 を 出 で 四條の 大通り か ら鴨川 ベり の 方へ 歩いて 行つ た。 
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せまい 高 瀨川は 雪に 埋まり さう である。 

終電車に 乘り おくれた 人た ちが、 下駄の 齒を 石に 打ちつ けて は 雪 を 落して ゐる。 

千鳥で も 鳴 い て くれたら と 思 ひながら 大 橋の 袂を三 條の方 へ 歩いて かへ つたが、 たや 吹き つ ける 牡丹雪に ィ ン バ ネ 

スは 見る 間に 眞白 にされ てし まった。 

橋 下に もや はれ た 牡廳船 の 直から はな まめかし い 灯の 光りが、 雪 を 沈めた 鴨 川の 水に 落ちて ゐた。 


ila;? の 旅 を 終へ てま だ 旅の 疲れ もとり 切れぬ うちに、 ふた、 び 旅に 出た くな りました ので 朝の 汽車で 東京 驛を 立つ 

ことにしました。 

七月から 山ば かり 見馴れて ゐた 股に は、 國府渾 で窻に 迫って 來る やうな 秋の 海 を 見た 時 は 妙な 感じ を覺 えました。 

箱 根 を 越 ゆる 時 或る さ \ やかな 豁の 水たまりの あまりに 靜 かに 澄んで ゐ るの を 見ました。 秋の すべて を その かすか 

な 水たまりの 中に こめて ゐ るかの やうに 明るく 靜 かに 澄んで ゐ ました。 

いつの 年で あつたか、 わたくし は 箱 拫を越 ゆろ 時眞っ 赤な 腰 衣 を 着けた 朝鮮の 子供 をた ど 一 人 そこの 豁に 見出した 

ことがありました。 山に は 白い 百合が 咲いて ゐ ました。 箱 根の 山と いふ 山が 靑 嵐に つ、 まれて、 ー鳥啼 かぬ 靜 寂の 中 

にた ッた 1 入の 子 を 見出した のです から、 何となく 印象的な 感じ を あた へられました。 

わたくし は 箱 根の 山 を 越 ゆる ごとに 不圔 その 小娘の こと を 思 ひ 出します。 

三月 前に も わたくし は 箱极を 越え ましたが、 そのころ は合歡 がさ かりでした。 今 は 何の 花 も 見出し ませぬ。 た t{< - 

山の 明る く、 し かも ど ことなく 冬枯れ を 待 つ わび し さが 漂 ふ て ゐる の を 感じます。 

興津に 下りました。 

波の音 を 久し振りで 聽き ます。 豆の 山が 海 をへ だて \ 煙って ゐ ます。 海 も 山 も 憂， 蘇に 暮れて ゆきます， • 

まんまるい 月が 赤く 燃えて 出ました" 濱の 仕事の かへ りら しい 男 も、 赤ん坊 を 負ぶ つたお かみさん も、 波打 際に 立 

ち どまって 月 を 眺めて ゐ ました。 
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1 二 保の 燈臺 の燒 がまた、 き 初めました • 

淸見 寺の 鑌樓ゃ 本堂の 白い 壁が 月の 光りに 嬉の やうに 浮 出して 來 ました。 秋の 夜、 月下に 鐘を聽 かぬ の はかへ つて 

秋 を 深く する やうに 感じられます。 

淸 水から 出て ゆく 大きな 汽船の 燥の 影が 三つ も 四つ も 舷側から 靜 かな 波の 上に 落ちて は碎 けて ゐ ます。 淡い 霧が 海 

の面數 尺の 深さ を こめて ゐ ます。 霧 を こめて 響いて 來る 沖の 汽笛 はしみ ぐと した 感じ を 喚び 起します。 

わたくし も 1 顷は船 になり たいと 思った ことがあ tar 'ました。 船の 汽笛 を聽 いて ゐる とその ころの こと を 思 ひ 出し 

ます。 その ころ 船-梨り になった 1 人の 友 入 は 地中海で 大戰 中に 戟 死し ました。 1 人 は帆籀 から 落ちて 胸を惡 くして、 

或る 港の 病院に はいった とい ふ © だ けを聽 きました が、 その後 どうしました か。 

わたくし は 時々、 今でも 船乘 りの 生活 を うらやましく 思 ふこと があります。 いろくな 仕事のう ち 一番 男性的な 仕 

事の やうに 思 はれます。  . 

さっき 淸水を 出た 船 はもう 三 保の 岬 を 西に 曲って 沖へ 沖へ と 消えて ゆきます。 , 

X 

朝の 海岸 を 歩きます。 

富士が 裏の 松 山の 上から 親いて ゐ ます。 昨夜 少し 寒かった と 思 ひました がけ さは 富士 のいた 父き に 雪が 大分 白く a 

つて ゐ ます。 霄 の 上 をう すい 雲が e 綿の やうな 恰好に っ& んでゐ ます。 朝日と 有 明の 月が 西と 東に 淸兌 潟の 秋の 波 を 

揷 さんで か-つて ゐ ます。 

何を考 へる ともなく、 何 を 思 ふ ともなく 朝の 海岸に 立って 海 を 眺めて ゐ ますと、 どこから ともなく いろくな 過去 

け つて/ * 

の陪ぃ^？；^が楚音を忍ばせて近づ ぃて來ます。 暗い、 深い 窟の 天井から 間遠」 落ちて くろ 消 滴の 音に も 似た 過去の 堂菅 
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6 
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がわた くしの 虚な 心の 面 を 撫で 、ゆきます。 人 を 思 ふで もない が 何となく 人と 逢って 見たい やうな 氣 にもなります。 

靜 かな 風の やうに 來り靜 かな 風の やうに 去って 行った 人た ちの 面影が しみぐ と 描かれて 來 ます。 

濱を 歩きながら 不圖 振り か へって 見る と、 今まで 歩いて ゐた わたくし 自身の 足跡が 無殘 にも 寄せて 來る 波に 消され 

てし まって ゐ ます。 寂しく も あるが、 いかにも 男らしい あきらめに 似た 感じ も わいて 來 ます 0 

二 抱へ も ありさうな 木が 砂の 上に 打ち上げられて ゐ ます。 濱の 二人のお 爺さんが 並んで 腰 を 卸して 沖 を ながめて ゐ 

ます。 二人とも 眞白 な髮 をして ゐ ます。 何十 年の 間 あの 波の 上で 生命 を瞎 けて 働いた 人た ちで せう。 ちょっと 縷 にな 

り さうな ボ 1 ズ です 0 

久能 山まで 出かけました。 まだ 紅葉に は 早い やうです。 久 能から 靜 岡の 町 を 西に 突っ切って 安倍川 を わたり 丸 子の 

とろ \ 汁へ 行く 道 を 左に折れて 用宗の 海岸へ まゐ りました。 

磧に沿 ふて 柳が 二三 株、 そこいら は 仇 討で 有名な 場所の 箬 です が 自動車の 運轉 手に たづ ねても 知りませんでした。 

稻の 香が ばつと 面 を 打つ ほどに 漂 ふて ゐ ました。 こ \ いらの 秋 は 業 平 も 西 行 も 蕉も 眺めながら 歩いた であり ませ 

う 0 そんな こと を考 へて ゐる 間に 浪の 音が 聞え て來 ました。 

秋の 海岸 はいかに ものん びりして ゐ ます。 海水浴のお 客た ちに 荒された 濱が日 1 日と 元の 落ちつき を とりもどして 

行って ゐる やうです。 

けさこ、 の 濱で若 い 5;^ 女の 情死が あって、 男の 死骸 だけが 上った とい ふこと で濱の 人た ち は 心中 の こと を 語り合 つ 

てゐ ました 0 

そこに 病 を 養 つ てゐる 友人 を 見舞 つて、 二人で その 心中の あった 海岸に 行って 一 一時間ば か り も 海 を 見 てゐる 間に 日 

が 暮れて 来ました。 
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今度の 旅で は 島 w から 大 井川 を わって 小夜の 中 山 を 歩いて 見る つもりで したが 先が 急がれ ますので、 またの 秋に 

ゅづ つて 西 行きの 汽車に 乘 つてし まひました。 

用 宗の驛 まで经 つて くれた 友人の 手 を 握りし めました が、 かれの 手 は 冷たう ございました。 冬 近し とい ふ 感じが わ 

いて 來 ました。  . 

夜、 殊に 田舍の 小暗い ステ ー シ ョ ンで夜 人と 別れる の は 心細い ものです。 

名 古屋か ら ijS 根 あた りで は 城の 白い 壁 や、 天守 を 見る - J とが できる た め に どれ だ け 旅 の 心 を 慰め られる か 知れない 

と 思 ひます。 犬 山 や 根の やうな 山の 上の 城 はいふまで もありません が、 大 垣の やうな 平地の 城で も 旅人の 限に はう 

れし いものです。 

關ケ 原で は 雨が 降って ゐ ました。 山の 桑の 葉が 濡れて 秋蕭瑟 の感を 深く して ゐ ました。 安土の 城跡の 山で ありませ 

うか、 古刹の 塔が 松 山の 上に そびえて ゐ ます。 雨に 濡れた 塔 もうれ しい ものです。 

わたくし はまた 一 年 振りで 京の 町を步 いて ゐ ます。 篠懸の 葉が すっかり 黃 ばんで しま ひました。 

gl 川に 沿 ふて あてもなく 歩きました。 

I 一 一條 を わたって 疏水の 綠を 下って iMi 寺へ 行って 見ました。 建 仁 寺から 梨の 道 を 八 坂の 塔の 下へ 出て 淸 水の 方への 

ぼって 行きました。 秋の 行樂の 人々 と 一 緒に 歩いて ゐ ますと わたくし 自 身が 同じ やうに 秋の 行樂の 人に なって しま ひ 

小春日和の 日 を 浴びて 清水の 坂道 を 歩いて ゐる 怠惰な 旅の 日 は 殊に あり 難く 思 ひます。 

東 寺の 塔が 煙に つ \ まれて ゐ るの を ると もった いない やうな 氣 がします。 
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紅 紫が 七 八 分に 燃えて ゐ ました. ° あてもなく 步 いて ゐる 間に 或る 林の 中に 迷 ひこんで しま ひました。 墓の 前に 七 八 

人の 男女と 一 人の 若い 坊 さまが 小唷ぃ 木の 下で 香 を 焚いて ゐ ました。 

鳥邊 山に お 俊 傳兵衞 の 墓 を たづね ました。 去年の 秋 は 京 極の 文 樂で源 太夫の 堀川 を聽 きました。 雨の 降る 夜でした。 

その 夜の こと を 思 ひ 出しながら 小 ひさな 墓の 前に 立ちました。 鳥. 山から あの 小 ひさな 宗秋 信士 (？〕 夫婦の 墓 一 つ を 

とりのぞいたら どんなに 鳥邊 山が 寂しく なること だら うな どと 考 へても 見ました。 人間の 一 生の た^美し い あはれ な 

1 面 だけ を 知って 死んで しまった 若い 人た ちが 羨ましく もあります。 

祇闺を 通りぬ けて 智恩院 の 本堂の 廣 庭に 立った ころ はもう 山 は 暮れ か& つて ゐ ました。 可愛い 稚子 たちが 附き添 ひ 

の 人た ちに つれられて 石磴を 下って 來 るのに 出逢 ひました" 天蓋の 瓔 落が 折からの 狭霧に かすかに 搖 れてゐ るの を 薄 

^の 中に 見ました。 

X 

下 加 茂の 磧 の 草 紅 薬 を 午後の 日の 光りが 明るく つ. - んでゐ ました。 京都の 靜 かな 空 氣がこ V いらに 來 てはじめて 澄 

んでゐ る ことに 氣 付きます。 八 瀨を經 て か へる 大原 女た ちが 甲斐々 々しいいで たちで、 急ぐ ともなく 川 沿 ひの 柳の 下 

を 歩いて 行きます U 古風な 虚無 t の 姿 も 今では ほ とん ど 京都でなくて は 見られ なくなりました。 

去年の 秋大 原の 奥へ 寂 光院を たづね たころ は 八 瀬の 山 をく づ して 朝鮮人ら しい 男た ちが 道 を 作って ゐ ましたが、 今 

年 はもう 八 顧から 四 明 ケ嶽の 腰まで ケ ー ブ ルカ ァが通 ふて ゐ ます。 便利に はたり ましたが、 それだけ 山の 味と いふ も 

のが 失 はれて しま ひました。 惜 いやうな 氣 がします。 

驢馬と小馬ニ頭で§:明ケ嶽のぃた^^きまで搖藍のゃぅな恰好の車に人を乘せて運んでゐるのを見ました。 せっかく 

の 名山 も カル カチ ュ ァ 化されて しまった やうです。 小馬 は 對州馬 だとい ふこと でした。 


161 


集 想 感五第 


「よくこの 馬 は 働く でせ 5?」 と1^ 者に たづね て 見ました。 

「この 馬 はな まけ 者で 仕方が ありません。」 と 答へ ました。 

對 馬の 波の音ば かり 聽 いて ゐた小 馬が、 遙々 都會へ 引き出されて カル カチ ュ ァ 化された 生活の 仲間に 引 入れられて 

ゐ るの を 見る と 可哀想です。 

e: 明 ケ嶽の 眺め はさす がに い k と 思 ひました。 昨日 は 大阪の 築港まで も 見える さう です が、 今日は 京の 町 すら 靄に 

つ  >, まれて 少しも 見えませんでした。 鴨の 上流が ゎづ かに II の 下に 日の 光り を 浴びて ゐ るの を 見ました。 八瀨大 原の 

S は 白く、 靑ぃ 山の 峽を 縫って 北の方へ 走って ゐ るの を 兌ました。 

比 叙から 京の 白 川口 へ 下る 道 だけ は 羊腸と して 秋の 山 を 縫って ゐ ました。 

琵琶湖 は 墨 を 流した やうに 黑く比 叙の 极に纏 はり 付いて ゐ ました。 熟れつ くした 秋の 近 江 平原に、 柔 かな 曲線 を 描 

いてぬ ひ 込んで ゐる 湖水の 鉛の やうに 贯 苦しい 色 はいかに も 沈んだ 秋と いふ 感じ を 起させました。 

大 ST 唐 崎、 坂 本の 岸 邊が黑 い 琵琶湖の 水の 中に 1 つく 小 ひさな 半圓を 描いた 形で 突き出て ゐ ます。 眞っ黑 な 水 

の 中に 靑ぃ 畑の 色が 浮き彫り の やうな 姿で くっきりと 盛り 上って ゐ ます。 

二 抱へ も 三 抱へ も ありさうな 老杉の 中 を 通りぬ けて 戒壇： 院の 前に 立ちました。 庭の 紅葉 は 燃えて ゐ ました。 砂 を 蓮 

ぶ 朝鮮人 たちが 珍ら しさう に 旅人 をな が めて ゐ ました。 

棂本 中堂の 前 を 通り過ぎて、 紅葉の 美し さに 誘 はれて、 滅多に 人 も 通った ことのな ささうな 繁 みの 中 を 歩いて 見 ま 

した。 炎と 燃 ゆる 紅葉の 下 を 通り 拔 けて、 笹を 分けて 登ります と 眺め はふた \ ひ展 けて、 そこから は 裏 比 載の 秋の 山 

を 1 眸の 下に ながめる ことができました。 まったく 1 鳥啼 かぬ 山の 死靜が 冷々 とする 秋風 を こめて ゐ ます。 

誰れ の S であらう。 或 ひ は 誰の ための 塔で あらう。 低い 一基の 蘭 塔が 比 の 秋の 死靜を 守る やうに 草の 中に 忘れら 


れてゐ るの を 見ました。 

中堂の 燭 は 黄昏の 暗の なかに また、 き はじめました。 

かって 叙 山の 荒法師た ちが 長 卷の石 突 を 突き立て \ 歩いた であらう K の 上 を、 夜寒の 影に 包まれた 山の 女達が 三 四 

人 坂 本の 方へ 急いで 行きました。 
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靜 かなる 日 

天 城の {み高 く 銀色の 鰯雲が けさから ぢ つ と 漂 ふて ゐる。 一 時間 經っ て も 一 一時間 經っ て も 微動 だに しない やうに 見え 

る。 紺青の 大空に 銀砂子 を 撒き散らし たやうな 形で ある。 をへ だてた 小高い 松 山の 上 や. 霧の やうな 薄雲が 明け方 か 

らの 山嵐に 吹き飛ばされて 奔馬の やうに K けて ゆく。 高い 空の 白雲 はやつ ばり 靜 かに 1 點に HI ふて ゐる。 

1  ー^^の綠に籐椅子を出して豁を へだて 、赤松 山 をな がめ、 飛 雲 をな がめ、 さらに 高 天の 靜 かな 白雲と 蒼弯 をな がめ 

てゐ ろと 悠久 だの 無限 だのと いふ や- 「な 問題が 頭に 泛 かんで 來る。 わたくしの 部 is から ながめる 山の 麓に は 一 叢の 竹 

林が ある。 伊豆 は 竹の 多い と ころで あるが、 七月の 太陽に 照らされた 竹の 若紫 は い か にもす がくし い 感じで ある。 

1J たや 

何の こだ はり もな く、 すくく と柔 かに 伸びて ゆく 嫋かな 竹の 姿 は 雨に もよ く、 嵐に もよ く、 霧に もよ い。 赤松の 林 

の 美し さはい はず もがな である。  - 

京都 を 中心に 山城、 大和、 河； 2： あたり はいった いに 赤松の 山 も 竹の 林 もとり わけて 美しい。 高 野への 道す がら 河！ S 

© 心 寺 あたり の 突し い^あ ひの 流れに 沿 ふ た 竹と 赤松の 小山、 木 渾川を 伊賀 へ 越 ゆる 谿々 の それな ど 忘れが たきもの 

である。 

伊豆の 豁々 で 見る 竹 や 赤松の 山 は 大和、 河 Z: あたりの もの ほど リファイン された 明る い 整った 形 は 持つ てゐ ない が、 

その いかにも 奔放な 暢然 たる や」 むしろ 暗い 感じに 面白い ものが あろ。 

この ころ 伊豆の 山 を 歩いて ゐる とよく 猪の 足跡 を發 見す る。 梅雨 ころで は あるし 尾根 を 賞く 赭土の 山徑 はぬ かって 

ゐ るので、 はっきりと 猪の 足跡 を 刻みつ けて ゐる。 夜 を かけて 天 城から 里ち かくまで 下って 來ては 山へ かへ つて 行く 


ので ある。 霧の ふかい 日な ど は R 中で も 山の 上まで 下って 來る とい ふこと である。 雉子 は 雛 を 育て、 ゐる ころな ので 

草 山 を 歩いて ゐる とよく 雉子の 立つ のを發 見す る。 四 五日 前 は 犬に 追 はれた 兎が 五六 尺の 先 をお どけた 飛び 方 をして 

飛んで 行った。 

隊木鳥 も 赤松の 山 を 散歩す る を り^/ \, の よき 慰め である。 鳴き も せず、 た^ひす たらに こつ /\ と 木魚 を た \  くや 

うな 音 を させて あわた やしげ に 木 を 吸く 小鳥 は、 靜 かな 天 城の 山 を 一 層靜 かに 感じさせる。 

梅雨 ころに なれば 靜 かな 雨の 日な ど 水 こ ひとい ふ 小鳥の 聲 がいかに も あはれ だとい ふこと であるが、 まだ わたく レ 

は その 聲を聽 かない。 

尾長 鳥と いふ 鳥 はや、 尾の 長い 小鳥で あるが、 この ころ 伊豆の 山 を 歩いて ゐ ると 遠くから 旅人 を 呼んで ゐる やうな 

雜で 鳴いて ゐる。 どこと なしに 河鹿の に似て ゐる。 河鹿よりも すこし 丸味 を 持った 聲 である。 いかにも あはれ な 膝 

である。 もう 水 鶴の 啼く ころで あるが、 こ么 いらで は どこで 鳴く のか 知らない。 山の 人に 訊ね たがや はり 知らな かつ 

た。 二三 日 前山 をヰソ きながら 雨の なかで 不 11 水鶏の 鳴く のを聽 いたと 思った が、 或 ひ はわた くしの 耳の 錯覺 であった 

かも 知れない。 その後 すこしも それらし ぃ聲か 聞かない から。 杜鵑 は實に 多い。 六月の なかば ころ は 毎朝 杜鵑の 聲に 

g を さました もので あつたが、 七月に 入って から はや > 鳴く こと も すくなく なって 來た。 しかし 山に 入れば まだ 終日 

鳴い てゐる U 東京から たづね て 来た 人た ち を つれて 山の 中へ 社 鵡を聽 きに つれて 行つ た ことが ニー 一一 度あった。 こ 、 で- 

は まだ 郭公 は聽 かない。 

すべての 鳥が さう であるが、 杜. 鹃は 殊に 天候に 對 する！ S 受 性が 强 いやう である。 すこしむ し 暑かったり、 風が 立つ 

たりす るとば つたり 聲な. 潜めて しま ふ。 朝の 微風が ひい やりと する やうな、 或 ひ は 風の ない 日な どはい かに もうれ し 

さう に 1? いて ゐる。 すぐ 頭の 上の 赤松の てっぺん などに とまって 鳴いて ゐ るかと 思 ふと 高く/, \靑！^ を 翔りながら 裂 一 
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帛の聲 を 絞って ゐる。 瑙璃鳥 はいつ も 赤松の てつ べんの 枯 枝の 上で 嗚 いて ゐる。 

杜鵑が 鳴き はじめる と、 璃鳥も 老鶯も 敗け ない 氣 になって 鳴く。 四十^^^も、 頼 白 も 山の 小鳥の 聲 はまった く 銀鈴 

の やうに 澄んで ゐ る。 

今年 は 雨が すくな い の で 田植が できな いで 山の 人た ち は 困って ゐた。 わたくし たち は 幾 H となく 「雨が 降らな い で 

こまる く」 とい ふ 話 を 聞いた。 最初 はやつ と 霧の やうな 雨が 二日ば かりつ r いた。 連 曰 照りつ けられて ゐた 山の 草 

木 は 生々 とよみが へった。 そのために 水 を吸收 する 力が 一層 强く なった ので、 ゎづ かのこって ゐた 水まで が苴 木に 吸 

ひ とられて 山の 水 はか へって 乾いて しまった。 

水がなくて W ると いふ 薛を ふた \ ひ 聞いた。 梅雨に 入っても なかく 雨 は 降らなかった。 二日 一 11 日と 雨ら しい 雨が 

降りつ r けた。 川め 水が 獨 つて 來た。 山の 人た ち は 勇み立った。 

わたくしたち は豁を こめて ゐる 煙雨 を ながめて は 「もっと 降れ、 もっと 降れ」 と 祈った。 天 城の 豁々 に 段々 と a な 

つて ゐる 田に は漫々 と 水が た、 へられ、 靑ぃ 早苗が 微風 をう けて か やく やうに なった。 

綠 側の 藤 椅子に 凭れながら わたくし は 天 城の 上 を 動かぬ 白い S を ながめて ゐる。 わたくし は 毎日 ほとんど 同じ や 5 

な 山の 生活 を 誰れ にも 妨げら る、 ことなく 繰り かへ して ゐる。 

わたくし はたいて い 五 時半に は 眼 を さます。 SI くと も 六 時 前に は 眠りから a める。 柬京 では 七 時 か 八 時に ならな け 

れば 眼が 覺 めない ので あるが、 山に 來てゐ ると 朝早く 起きて 山の { み： 氣を吸 ふとい ふこと、 朝の 小鳥の 聲を聽 くと いふ 

ことが 第一 の樂 しみで ある。 


わたくし は 起きて 綠 側の 古びた 籐椅子に 凭り か \ つて 朝の 山 を ながめる。 豁川を ながめる。 溫泉 にっかって 部： S に 

もどって 來て ふた V び 朝の 山 を ながめて ゐ ると 七 時になる。 たいてい は 二 切れの パン と鷄 卵が 二つ、 それに 紅茶が 食 

卓の 上に 置かれて ある。 朝はパ ン 1 切れで たくさん である。 殘 りの 1 切れ は 池の 鲤 にやる。 

池に は 睡蓮が 咲き かけて ゐる。 五六 尺の 山査子が 紅い 可憐な 花 を 持って ゐる。 昨夜の 雨で 山杳 一 子の 花瓣が 散って 池 

の 面に 泛 かんで ゐる。 

新聞 を 讚む。 柬 京の 記事 も讀 むが、 山に 來て ゐれば やはり 沼 Si や 靜岡ゃ 伊豆ち かくの 小 ひさな 村 や 町の 出來 事の 方 

が 興味 を i< ^く。 遠くから 眺めて ゐ ると 束 京の 人た ち は 火山の 上で 踊って ゐる やうな 氣 がする。 

わたくし は 旅に 出て はじめてた とへ 一 頁の 本で も心靜 かに 讀む ことができる。 自分 身の 時間と いふ ものが はじめ 

てとり もどされ たやうな うれし さが 湧いて 來る。 午後の 四時 ころになる とわたく し は 一 日も缺 かさず 松 山に のぼって 

ゆく。 そこに は i? 璃鳥 ゃ鷥ゃ 杜鵑 や 頼 白が いつも 鳴いて ゐる。 富士が 見え、 乙女 ゃ十國 ii. が 見える。 

わたくし は 日が 暮れ か X る ころ 山 を 下って 湯の 町に 出る。 たいてい は 町の 中程に ある 禪 寺に 立ち寄つ てお 詣り をす 

る。 兩親を 喪って から は、 家に ゐる間 だけ は夕暮 だけ は佛 壇の 前に 瞑默 する こと を覺 えたが、 旅に 出ても 夕暮 の瞑默 

だけ はやらな いと 寂しい やうな 氣 がして ならぬ。 狭い 湯の 町の 人た ちと はたいて ぃ顏 馴染に なって しまったので 「今 

晚は ー」 と聲を かけて は 宿へ かへ つて 來る。 日が 暮れる ともう 疲れて 本は讀 めない のでたい てい は 九 時 か 九 時半に は 

眠って しま ふ- - 

山の 町 を 歩いて ゐ ると 撟の袂 で 中年の 男が プリ ツキの is 鍾を 蹴って は 「逃がし はしない ぞ」 と 叫んで ゐる。 今度 は 

荒繩で { み： 耀 をく  \ り 上げて 「さあもう 大丈夫 逃がす こと ぢ やない。」 といって 篇 り 喚いて ゐる。 そして ふた \ ひ (み： 離 を 
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SI る、 踏む。 

「狂人 だ！ 狂人 だ！」 と 町の 人々 は 橋の 扶に K け 寄った。 

「可哀想に、 自分のお かみさんに でも 迹 げられ たので せう！」 と氣の 毒が つて ながめて ゐる 人た ち も ある。 

せ. 2..I3 

いかにも 狂 八ら しい。 いかに.，、 il 悴 した 男で ある。 

後に なって II いた ことであった が、 かれは 偽 狂人であった。 かれは 人 を 集め て 置いて やがて 寶藥 の 廣吿 を 始めた と 

いふ ことであった。 

天 城の 山の なかで も 人 は 生き て ゆく ために 狂人の a 似 ま でした ければ ならなかった。 

81 汪人を 見た 曰の 午後 わたくし は 下田 街道 を 歩いて ゐた。 

手 押 ¥1. を 押した 一 入の 遍路が すぐ わたくしのう しろから 歩いて 來た。 日が 暮れ か& つて 來た" わたくし は 白銅 を 1 

枚 かれの 掌に 載せて やった。 かれは 「南無 余剛ー  1 照 …… 」 としば らく S3 の 中に 立ち止まって 合掌した。 菅笠に は 岡 山 

縣 X X 郡と いふ 文字が 讀 まれた。 かれは 片方の 足な 傷めて ゐた。 まだ 四十 そこ /- の與 であった。 

何のた めに かれは 不具の か らだ を 蓮んで 漏 路 の 旅に 出なければ ならな か つたの か。  - 

わたくし は 柬京を 立つ すこし 前に わたくし を たづね て來た 一 人の 友人の こと を 思 ひ 出した" 

かれは 家 を 捨て k 洛 北の 寺に 人る ために 東京 を 去って しまった。 かれは 不運に して 妻に 逃げられた。 かれは あまり 

に惱ん だが ために ほとんど その 視力 を も 失 ふ ほどに 衰 へて ゐた。 

わたくしのう しろから 歩いて ゐる遍 K と 1 人の 友 八 を 結びつけて は. わたくし は 幾度 か 振り かへ つて 遍路 を兑 た。 

わたくし は 狩 能 川に 沿 ふ て 下田 街道 を 下 つ て 行った。 そしてす つ か り 日が 暮れてから ふた.^ び 山の 湯の 町の 方へ か 


へって 行った。 

ほこら  u しだん 

わたくし はふた、 び さっきの 遍路 を 見出した。 かれは 森の なかの 祠の燈 を 目が けて 石 澄 を 登って ゐた、 恐らく そこ 

に 今夜の やどり を 見出す ためで あらう。 

「山の 中 は 蚊が 多いだら うに I 」 わたくし はさう 思 ひながら かれ を ながめて ゐた。 

道ば たに はかれの 手 押 車 と 菅笠が その ま.^ に 置かれて あった。 

人間が 住む かぎり、 何處 にも 人間的な 魂の なやみ を昆 出す。 山 も、 も 眠って ゐる。 た^ 入 間の 懍惱と 諦めの みが 

眼覺 めて ゐろ。 

X 

けさの 新 閗を讀 んでゐ ると 四 歳になる H 本の 子供 を 馬^の 一国が 奪って 行った、 それが 五十 日 目に 安全に 親の 手許 

に经 りかへ されて 來 たとい ふこと が 載って ゐた。 子供 は a 本 語 を 忘れて 斷片 的な 支那 語を覺 えてし まった とい ふこ 

と- まるくと 肥って 歸 つて 来たと いふ こと。 

馬賊 といへば 人間で ない もの \ やうに さへ 考 へられて ゐる。 しかし やはり 美しい 人間で はない か。 東京 あたりに は 

もっとく 惡ぃ 人間が いくら もゐ る。 愛すべき 馬賊 ではない か。 

梅 t が 来た。 

朝から じめ くと 五月雨が 降りつ けて ゐる。 

「わたし は 北の 國に 生まれた から 雨の 日 を 嫌 ひ はせ ぬ。」 誰れ であった かこんな こと をい つた。 西洋の 文學 者が あつ 

た。 雨を聽 いて ゐ ると 不圆 その 言 雜を思 ひ 出す。 
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雨の 季節 を あた へられて ゐる とい ふこと はわれく 日本人に とって 1 つの 天惠 である。 

雨が あるた めに 日本の 古来の 文學藝 術が どれ だけ めぐまれ たか 知れない。 雨な しに は廣 重の 縫を考 へる こと はでき 

ない 0 

更 ろら，^ 

雨 はわた くした ちの 魂の 搖籃 である。 

あわた t しい 生活に 追 はれつ やけて ゐる わたくしたちの 魂が、 たまく の 靜觀の 時 を 出す の も 雨の 日で ある。 

落ちて は 地の 上に 消えて ゆく 1 つくの 消 滴 を ながめて ゐる だけで も、 わたくしたちの 魂 は どれほど そこに 靜 かな 

休息の 世界 を 見出す か 知れない。 

そこに は 忘れられて ゐた 過去の 悲しい 世界 も、 なつかしい 世界 も、 さらに 未知の 世界 も融 然として 甦が へって 來 る。 . 

わたくし は狹ぃ 庭の 隅の 小 ひさな 行浪の 面に 消えて ゆく 雨 を 見つめて ゐる。 

或る 白い 柔 かな 手が よみが へって 來る。 

或る 雨の 夕暮れの 川の ほとりが。 

或る^い 流れの ほとりに 立つ てゐる 一 人の 旅人の 姿が。 

或る 暗い 小 ひさな ステ ー シ ヨンの 隅の ベンチに 凭り か、 つて ゐ る^い 男が。 - 

或る 者 はす  り 泣いて ゐる、 晴ぃ 草の なかで。 

或る 者 はうな だれが ちに、 啞默 つて^い てゐ る。  , 

「人生と は ー 」 わたくし は 消えて ゆく 雨の 姿 を ながめながら 思 ふ。 

生く る ことの うれしき、 生く る ことの わびしき。 

雨は靜 かに 落ち、 靜 かに 消えて ゆく。 


の 曰 白 


173 


自分の 生存 をぢ つと 見つめて ゆく とい ふこと それが S 術で も あり、 哲 ® でも ある。 

ぢ つと 見つめて ゆく。 た それだけの ことで あるが、 そこに はい ひ あら はし 難き 深み も あり、 昧も ある。 

ぢ つと 兒 つめる こと をし ない 人に はほんた うな 哲學も 藝術も 生み出す こと はでき ない。 槪念 として なしに、 味と 

して 人生と いふ もの 、相が 感じられる のでなければ、 まだ その 人 はほんた うな 人生の 見方 をして ゐる とはいへ ない。 

ぢ つと 人生 を 見つめよう とする 心がけ、 見つめよう とする 努力 それが 藝術 なり、 哲學 なりの 本道で あると もい へや 

50 その 心がけ を 二六時中 忘れない とい ふこと が 一番 大切な ことで ある。 

歡びは 時として この 心がけ を 忘れさせる。 悲しみ はこの 心がけ を 喚び さまして くれる。 . 
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霧の なか 

大晦日の 夕暮 から 板 橋まで 出かけて 行つ，；/。 凝 鴨の 終 點 で 電車 を 下りた ころ はすで に 日 は 暮れて ゐた。 山の手 線の 

冷たい レ ー ルの涯 に筘根 あたりの 山が、 かすかに 漂 ふて、 夕燒の 空が ゎづ かにの こって ゐ るの を 見た。 

巢 鴨から 板 橋まで は乘合 自動車で ある。 二人の 大 百姓ら しい 男と、 子 を 負ぶ つたお かみさんが 一緒に 乘 つた。 巢鴨 

から 板 橋まで、 今ではす つかり 家が 建て こんで しまって ゐて、 殊に は 大晦日の 夜 だし， 十臺 二十 豪と 打ち 連なって 自 

轉 車が 來る、 貨物自動車が 走る、 荷馬車が 橫 切ろ といった 風で、 二十 年 前の 靜 かな 中 仙 道 時代 を 想 ひ 出す とまるで 夢 

の やうで ある。 

わたくしの 頭に は不圖 あの ころの 巢 鴨から 板 橋への 夜の 道が 泛 かんで 來 た。 

あの ころ は 殆んど 家と いふ もの を兑 なかった。 そ、 り 立つ 大降 の 森の 中に た まく 農家 を 見出す こと もあった が、 

日が 暮れて は 通 ふ 人 もなかった。 わたくし は あの ころ 急に 金 を 或る人の ために 工面して やらなければ ならない ことが 

できた ので、 まる 一週 問 學校を 休んで 朝から 晚 まで 歩いた ことがあった。 窓い 露の 朝で あつたが、 暗い うちに 起さて 

行って 郊外の 寺 か ら有樂 町 のステ ー シ ヨンまで 歩いて 行ったり、 さらに 足を轉 じて 上野の 博物館 の 友 入 を たづね て 行 

つたり した。 一週 問經 つても 金 はでき ない、 iSJS すべ 盡 きて ゐる 間に 飛鳥 山の 草の 中に 立って ゐる 自分自^の 影 を 見出 

したの は 夜の 十 時 ころで もあった らう か。 

該ぃ 月が 照って ゐた。 

どこも こ > -も黑 い 畑であった。 飛鳥 山から さらに 奥 鴨 板 慮と あてもなく 歩いて ゐる 間に、 霜が ざく くと マントの 


5 

7 


上 こ 落ちて ゐる やうに 强 い？？ 感じた。  i  -Br  >ヒ ぉ奄ク 初めた。 

！自 Is から わたくし は i の 光：.. にばめ」" れ"" 外の ろ"" U ピ 自身の 姿 I かしく も- あはれ に-思 ひ 

もえなかった。 霧の 中に 立って 險 si くして ゐ た あの-. ろの ゎナ 

出しながら わたくし は 眼 をつ むった。  ： . 、きで i 。一  とわたく しの 直ぐ 前に 腰 を 卸して ゐた 大地 

「まだ やつば り田舍 ですな、 この 附近 は。 あんな もの 力 力、 るの てす よ 」 す 

主ら しい S 伴れ の § 指さして 見せた。 。 ま、 劍《0 いった f 兑 S 小 S 町の てられ 

わたくし も その 男が 指さした 見當| た 田 直り？ t 力 & 


曰 

の 


て ゐた。 

問 もな く 子供 を 負い 


わたくし は 最後に 車 を 下りて 暗い 0^^,^ ま pd;: 控 へて 闇の 中に 横た はって ゐた。 

徑の 防風 林に とりかこまれた 古い 時 力" 眺 npM^i かけた。 S 高い、 力の 强ぃ、 いかに 

「今晩は .：： . UUH^.  :S  くし は その 若い II びに ツル？ フ 

i から 生まれた ま、 の K 人と、 つ. fc^^^upu  寂しく もあった" 

の 『高原の リャ』 の 主人公 を 思 ひ 出す。 かれの 眼？ S ，や -. 「镇 


「わざく 恐れ入りました な。」 

「、 、え、 もっと 早く 持って来 るんで したが 」 

人の い、 薩居 も顏を 出して、 晴ぃ 土間の 上り 框に 茶が はこばれた。 
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「また 二三 日 前、 ちょっと 油斷 をして をり ましたら あの 垣根の 杭 を 三本ば かり 盜 まれました よ。」 と 12 居 は 氣の毒 さ 

5 な顏 をす る。 

「仕方が ありません。」 わたくしの 心 は その 實 ちょっと 暗く された。 

わたくし は 地代 を 置いて 戶 外に 出た。 霜柱が ざく くと、 土 を 踏む ごとに 窓い 音を立てた。 

五六 丁ば かり 畑の 中の 小徑を 歩いて 丘の 森 を 目當に 歩いて 行った。 

しゃ，、 じ々 が は 

ひどく 暗かった のと、 まるで 明りと いふ ものがない ために わたくし はたびく 道に 迷って 石神 井川の 岸 を 二三 度往 

き來 した。 

地に 這 ふやう にして {, ^を かざして 見て、 やっと 丘の 上の 森を發 見した。 わたくしが 借りて ゐる麥 畑 は その 丘の 森の 

小 蔭に 橫 たはって ゐ るので あった。 去年の まだ 春淺ぃ B の 夕暮れであった。 わたくし は 偶然に も そこの 麥. 畑の 中に 立 

つて 武藏 野の 涯 から 出 づる滿 月 を 見た。 急に そこの 麥畑を 借りた くな つて、 その 夜 わたくし は 丘の 麥畑を 借りる こと 

に 決めた のであった。 

畑の 隅に 三本の 椎を楠 ゑ、 山茶花 を械 ゑ、 菊を植 ゑた。 山茶花 は 白い 花 を 持ち、 菊 は 美しく 奔放な 枝 を 伸ばして 探 

きみ だれた。 

わたくし は 暇 を 作って は そこの 麥 畑に 出かけて 行って 落 ra を 見た。 麥が 一 尺ば かりにも 仲び て 來れば そこに は 雲 ま 

が啼 いた。 娃が嗚 いた。 日が 暮 るれば g も 飛んだ。 丘の 新綠は 殊に 美しく か V やいて ゐ た。 

10!: から 秋 冬に わけて わたくし は 旅から 旅 をつ けた、 めに 久しく 丘の 上の 麥畑を 訪ねる ことができなかった。 

わたくし は 大晦日の 夜、 丘の 麥 畑の 中に 立った。 

目が 馴る \ につれ て 森 も 見えた。 丘から 丘と 冬枯れの 森と 麥 畑の みがつ いて ゐた。 大都會 の 夜の！ r か夕燒 よりも 


白 

窓 I 


さらに わびしく 燃えて ゐ るの を 森 をへ だて. - 眺めた。 

わたくし は 都會と 反對の 方向に 樫の 防風 林に つ X まれた 地主の 家の 燭を發 見した。 

こ の 秋ち やう ど 王 蜀黍の 紫の そよ ぐ ころ であ つ た。 地主の 家の 男の 子が 急に 亡くな つ た。 

樫の 木立の 中の 爆 は 亡くな つた子の ための 迎へ 火の やうに すら 思 はれる のであった。 

さっき 暗い 路地の 入口に 立って、 中 仙 道 を 通 つて 行く 除夜の 人々 を ながめて ゐた 若い 巨人の やうな 地主の 跟が泛 か 

んで來 るので あった。 

愛子 を 失った 若い 地主と その 妻に とって は どんなに かけ ふの 除夜が 名殘り 惜しい ことで あらう。 

わたくし は 麥畑を 出て 隣り の 森の 中の 道 を 歩いて、 小 ひさな 流れ を 渡り 更に 次の 丘へ 出た。 霧が こめて、 道 はしば 

しば 絕 えてし まった。 

わたくし は 立ち どまって は 霧の 中 を 見つめた。 せ \ら ぎの 管が 直ぐ 足の 下に 聞 ゆる こと もあった。 

喑ぃ 畑の みがつ いた。 わたくし はほんの 二三 時間で も あわた r しい 東京の 生活から 揎れる ことので きた 自分 を 幸 

«. ほ； 1?- か 

福 だと 思った。 殊に 大晦日で ある だけに。 

霧 はさら に 霧に つ 父いた。 

霧の なか を 歩きながら わたくし は不鬪 ふた 、び ツル ゲネ， フ のこ と を 思 ひ 出した。 何と はなしに ッ ルゲネ ー フ のこ 

と を U 

『ルゥ ヂン』 の 名 はわた くしが ツル ゲネ I フ につ いて 最初に 知った 作の 名であった リ 

まだ 早稻 田の 舉生 のころ であった" 抱 月 先生 を 中心に わたくしたち はロシ ャ文舉 研究 を 始めて ゐた。 『ルゥ ヂン』 の 

研究の 用件で わたくし は 抱 月 先生の 藥 干； 寺のお 宅へ 始めて お 伺 ひした ことがあった。 そして 三 册の本 をお 借りして 歸 
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つて 來 たこと があった。 

あの ころ わたくしたち は 何 か 知ら 人生に 對 して あた、 かい 光りに 燃えて ゐた" 熱 を 持って ゐた。 ルゥ ギン を 研究し 

てゐる わたくし 自身が ル ゥヂン であった。 

ルゥ. チン は 理想家であった。 悲しき アイデア リストであった。 ルゥ ギンの 魂 は 悲しき ロマンティシズムの 色に 包ま 

れてゐ た。 恐らく あの ころの わたくし 自身が 悲しき ルゥ. チンで あつ た。 

あ ひび 3  -  «  ,  • . 

わたくし は 或る 朝の 森の 中の ルゥ.  チンと あの 貴族の 娘との 購曳を 忘れえ な- 

娘 は 自分 を 連れて 逃げて くれと いふ。 ルゥ， チン は勇氣 を 持た なか つ た。 かれは 戀 愛に 於いても また 悲しき アイデ ァ 

リ ストであった。 

わたくし は、 或る 冬の 朝の 寂しい 片田舍 の ステ ー シ ヨン 前の レスト ー ラン を 忘れる ことができない。 

ル ゥヂン はすで に兩 S. 藻 を 置く 年配の、 所謂 人生の 敗殘 者であった。  、 

かれに いろくな 理想 を 立てた。 そしてす ベての 理想に 失敗した。 かれは 片田舍 のステ ー シ ヨン 前の レスト， ラン 

の 椅子に もたれた ま.^ はにかみながら 低い 雜で、 昔の 戀 人の 消息 を たづね た。 

ルゥ ヂンは あの 時代の わたくしたちの ヒ ~  口 ー であった。 悲しき ヒ， 口一であった。 

わたくし は 時として ルゥ. チン をヒ ー 口 ー とした わたくしたちの あの 時代 を 物足りなく 思 ふこと も ある。 しかし や は 

り 一 種の ルゥ. チンで 終って しまった あの 靑春を 懐かしく 思 ふ。 

わたくし は 霧の なかを^き つ どけた。 

ルゥ ヂン！ ふた、 びわた くしの 頭に ルゥ ヂン がよ みが へって 來た。 

かれは 愛すべき アイデア リストであった。 しかも かれは その 戀 愛に 對 して 最も 病な 男であった。 かれは 愛すべき 


9 ドン， キホ， テ であった。 と共に 氣の 毒な ハム レットであった。 

7 

しかしながら 何とい ふ 懐かしい 名で あらう。 ルゥ. チン！ お前の 名のう ちに は あまりに 多くの わたくしたち 自身が 

つ 、まれて ゐる U 

恐らく 人類が 生きて ゐ るかぎ りお 前の 美しき S 想、 お前の なげき、 お前の 寂し さはす ベての 若い 人々 の 魂の なかに、 

眞 面目に 人生 を 苦しみ 徹した 老人た ちの 魂の なかに、 靜 かに 生きて ゆく ことで あらう。 

ル ゥヂン I お前 はいろ くな 遠い 遙 かな 理想 を 描いて は 牛； きて ゐた。 それ は みんなお 前にと つて 眞實な もので あ 

つた。 しかし それ は みんな {仝 虚な ものと なって 終った。 お前 は {- ^想 家の 典型の やうに すら 考 へられる こと もあった。 

お前 は 終お 遠い 明るい^ 界を もとめて ゐた。 そして 何 1 つ 遣す ことなく、 た^ 古い 悲しい 思 ひ 出 を 抱いた ま k 小銃の 

獮 丸に 胸 を 射 賞 かれて 死んだ。 赤い 旗の 薩で。 

しかし わたくし はお 前 を 懐かしく 思 ふ。 わたくし は 終生 ルゥ. チンで ありたい。 もし わたくしたちの 生活から 若い 日 

の アイデアが 失 はれた としたら、 もし遙かなる^^が失はれたとしたら、 人生と は 何とい ふ 漠 たる もので あら， な 

わたくし は 幸福 を 避けようと は 思 はぬ。 しかしながら もし その 幸福が わたくし をして 造 かなる？ ^ か を 思 ふこと を 忘れ 

しむる ものである ならば、 むしろ 幸福 を 捨てよう。 

B わたくし は 霧の なか を 歩いて ゐた。 

日 或る 女の 黑ぃ 或る 女の 微笑が、 霜柱 を 踏む 楚 管の やうに かすかに 闇の なか を 漂 ふて 行った。 

の わたくし はかの 女の 祝福 を 祈った。 

かすかなる 悲しみ、 かすかなる 憤り、 かすかなる 愛憐、 かすかなる 思慕， かすかなる n 歃、 霧の ごとき 思 ひ 出。」 

, かの 女の 白い 手が 暗の なか を 星の ごとく 飛んだ。 
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かの 女の 美しい K が 暗の なか をせ \ ら ぎの ごと く 消えた。 

わたくし はかの 女の 祝福 を 祈った。 

かの 女の 明るい 窻 のために。 かの 女の か V やかな 幸福の ために。 

除夜の 空は嚴 かなる 資 在の ごとく 更けて 行った。 

わたくし は 霜柱 を 踏んで 霧の なか を あてもなく 歩いて ゐ た。 

あの 片田舍 の レスト， ランの ルゥ. チン を 思 ひ 出し つ >-0 


四月の 末 わたくし は吉 野の かへ りに 東海道 を 通った。 まだ あの ころ は 菜の 花が かど やき、 梨 や 桃の 花も殘 つて ゐ た。 

五月の なかば、 わたくし はふた \ ひ 東京 を 立って 東海道 を 旅して ゐた。 梨 も 桃 も 若葉に なって ゐた。 紅い 轉 粟の 花が 

と ころ <\ に 美しく 咲 いて ゐる のがい かに も 初： 哀 らし い 感じ を あた へ た。 

正午 や、 過ぎて わたくし は 岐阜の 町に 下りた〕 岐阜の 町 は 三度 目で ある。 常 綠の山 を 負 ひ、 美しい 長 良 川に 臨んだ 

岐阜 はわた くしの 好きな 町の 1 つで ある。 

どこと いふ 宿の あてもなく タク シィに ー1 る。 いかにも よごれた、 古び 果てた タク シィ である。 「流れの 見える 宿に 

つれて 行って くれ。 十八 樓 はどうで あらう？」 と たづね て 見た。 若い 蓮 轉手は 心得顔に ハ ン ドル を 握った。 朝からの 

雨は靜 かな 町 をつ X んでゐ た。 軒の 低い、 赤く 塗った 頑丈な 格子 戶が 京の 三條 あたりの 古い 店 を 思 ひ 出させた。 雨 を 

含んだ 街の 靜 かな 風 も 旅人の 心に はなつ かしかった。 

長 良 川 の 鐵橋ま で 一 一十 間ば かりの 手前で 車 はと まった。 

芭蕉 翁遺隊 十八 摟と いふ 文字が 眼に つく。 偶然に もい & ところに 来たと 思った。 わたくし は 二階の 端の、 川に 臨ん 

だ 1 室に 案 s: された。 

そこから は 長 良 川の 流れ も. 磧も、 鐵橋 も、 雨に 煙った 美 濃， 伊勢 あたりの 山々 も 一眸の 下に 眺められた。 

樓は 川に 臨んだ 高い 石垣の 上の 一 構へ である。 家の 普請 も 幾度 か 作り 替 へられた もので あらう し、 ほとんど 昔の 名 

殘も のこって はゐ ないで あら- つが、 十八 樓と いふ 名が のこって ゐる だけで もうれ しい。 中庭の やうな ところに 「この 
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あたり 目に 見 ゆる もの はみ な凉 し」 の 句 碑が のこって ゐる。 こ.^ の は 貝 ゆる ものでなくて 貝 ゆる もの はに なって ゐ 

る。 芭 蒲の 「十八 換の 記」 を こ、 にかる。 

「みの 、國 ながら 川に 望みて 永樓 あり。 あるじ を賀島 氏と いふ。 いなば 山 後に たかく、 亂山 左右に 重りて 近 か X らず、 

遠からず、 たな かの 寺 は 杉の 一村に かくれ、 きしに そふ 民家 は 竹の かこみの みどり も if し。 さらし 布 所々 に 引き はえ 

てお にわたし 舟う か ぶ。 漁村 軒 をなら ベて 網 を ひ き 釣 を たる、 おのがさ ま<\ もた V この 摟を もてなす に 似たり … … 」 

今 も ほ 十八 樓の 眺め は 「十八 樓の 記」 のま X といって もい、。 「岸に 沿 ふ 民家 は 竹の かこみの みどり も 深し」 と 記 

し ，：>  るん へ 5* へう 

されて ゐ るが、 今 もな ほ 岸の かなたに は柔 かな 竹の 林に つ. 1 まれた 家が あり、 村が ある。 殊に 煙雨 深く 神， 韶鏢渺 たる 

情趣 を こめて ゐる。 「 さらし 布 所々 に 引き はえて」 と あるが、 今 もな ほ 晴れた る 日に は 布 を さらす 人た ちの 姿が 磧に見 

られ る。 折からの 雨に 布 さらす 人の 姿 は 見えなかった が、 酒 桶の やうな 大きな 桶が 磧の 所々 に 置かれて あるの も 見え、 

みな 布 を さらす 桶で あると いふ ことであった 。「わたし 舟 右に うかぶ」 と la 蕉が 書いて ゐる 通り、 十八 樓か ら長良 橋 の 

下の 渡し場 は 右手へ 巧 歩に 足らぬ ほどのへ だ、 りに あって、 今 は 渡し舟の 要はない が、 鵜 飼の 船 や、 筏な どが 雨の な 

かに わびしげ にも や はれて ゐる。 

旅の 宿に とぢ こもって 靜 かな 雨の 音 をき. -っ 流れ ゆく 水 を ながめて ゐる心 はありが たい ものである。 知る 人 もな 

く、 たづぬ る 人 もな く 心 ゆく ばかり 川の 灝の かすかなる 寂 心に 11 き 入って ゆく。 

去年 岐阜 を 訪ねた の はちゃう ど 陰暦の 孟蘭 盆の 夜であった。 若い 女た ちが 精靈 船に 明り をつ けて、 長い 紐に つる レ 

て、 長 良 橋の 上から 流れの 眞ん 中へ 船 を 流して ゐ たの を あはれ に 眺めた ことがあった。 

その 夜の こと, ゲ思ひ 出しつ 、わたくし は 十八 樓の 石垣の 根 を 洗 ふて 流る、 水 を 眺めて ゐた。 

さ を 

雨の なか を 三人の SR が 筏に 棹 さして 走る がごと く 下って 行った。 


お 川 千鳥の 群が やさしい 聲で 鳴きながら 水 を わた つ て 行った。 

耳 をす まして 川の 瀨音 を聽 いて ゐる とど こから ともなく 河鹿の 聲が きこえて 來 るので あった。 

たまく 一  羽の 鸢が 飛んで 來て 水の面 を かすめた かと 思 ふと、 かれは 六 七寸も ありさうな 1 尾の 魚を摑 んでゐ た？ 

かれは に 下りて しばらく か、 つて その 魚 を 貪り食った。 二 羽の 白い 翅の 小鳥が の 上 を 飛び ま はった。 

なか うぎ し 

g は 魚 を 食って しま ふと、 彼岸の 森の 杉の 梢に とまって 羽根 を やすめた。 

雨 は 降りに 降った。 

川の 上に は 人の 影 もな く、 川 をへ だて &は 山の 影 一 つ 見えなかった。 

Rt 暮れ ころに なって 急に 雨が 止んで、 赫と 落日の 光りが 磧を 射た。 

どこから 飛んで 來 たか 三 四十 羽の 葛が 磧に 下りた。 さっき 森に 羽根 を やすめて ゐた鳶 も 杉から 下りて 來た" II に 沿， 

ふた 家の 子供た ちが 磧に 出て 來ては 石 を 投げて？ dl を 追 ふ 姿が いかにも 面白い ので 飽かず 眺めて ゐた。 

太陽 は綠 につ、 まれつ 、落ちて 行った" 

日が 暮る 、 に つれて 河鹿 は 鳴きに 啼 いた。 

曰 その 夜 岐阜 を 立って 京都へ 行った。 關ケ原を越ゅるころ雨ぁがりの^^に下弦の月が出た。 山の 腰に あら はれて はふ， 

た、 ぴ 山の 鎖に 隱れる 月 を 見ながら、 いっと はなしに 近 江 あたりの 水田の 多い 湖の ほとり を 走って ゐ るので あった。 

宵に 出る 月より は 夜更けに 出る 下弦の月 は あはれ である。 

の  かぐろ 

月 を 背に した 山 はた^ 一  樣に黝 く、 i! 々としてた まく 小 ひさな 燈 のまた、 くの を 見出す のみで ある。 夜 は 更けた。 

„® わたくしと 對ひ 合って 腰 を 卸して ゐる 人た ち も 眠って しまった。 窻の 外の 町 も 山 も 眠って しまった。 た V わたくし *ー 
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1 人が 起きて 月 を ながめて ゐた。 

旅！ 旅！ わたくし は 三月からの 引きつ r いての 旅の こと を考 へた。 わたくしの 肉體 も、 魂 も かなり 疲れて ゐ た。 

わたくし は どこでもい、、 靜 かな 土地に 行って 一月で も 二月で も 誰に も 逢 はないで 本を讀 みたい と 思った。 考 へたい 

と 思った。 

東京の 半； 活は あまりに あわた^しい。 それ かとい つて 旅から 旅 を 歩く に はや X 疲れた やうで ある" 爲を 持たぬ 小鳥 

の やうに 現在の 落ちつき のない 生活 は みじめで ある。 

^い 山 を 見れば そこに は 屹度 燭が ある。 そこで は 魂の 奥 を 持った 人た ちが 靜 かに 眠って ゐ るので あらう。 わたくし 

は 魂の 奥 を 失って 眞 夜中 を 眼 さめつ、 走つ てゐる わたくし 自身 を あはれ まずに は をれ なかった。 

けれども わたくし はまた © 夜中の 汽車の 旅 を 愛せずに は をれ なかった。 そこで はわた くし は 絕對な 孤 IS の靜 寂と 沈 L 

默とを 味 ふこと がで きる。 そこで はわた くし は 自由に 自分 向 身の 時間と 瞑想と 追憶と を 持つ ことができる。 わたくし 

は 幾年の 問 忘れて ゐ たなつ かしい 或る 女の 白い 顏をも 明かに 描く ことができた。 それ はわた くしに とって 寂しい 思 ひ 

出であった- それ はわた くしが 生まれない 以前の 出来事の やうに 遠くす ら考 へられた。 わたくし は 遠い 時代に 讀ん だ. 

詩の なかの 物語り を 思 ひ 出す やうな 氣 持ち になって 白い 顏を 描いて ゐた。 

疲れた 魂に はもう 淚 もない。 血のに じむやうな 思 ひ 出 もな い。 かって わたくしの 生活の すべて を 支配して ゐた 美し 

い 手 も、 白い 顏 もた 古い 詩の なかの 美しい iJs ほどの かすかな 蟲& のみ を 感じさせる。 

かすかなる 悲しみで ある。 感謝すべき 過去の さびし さで ある。 

山 科の 醱酬寺 あたりで あらう、 赤い がー つ 暗い 木立の なかに また、 いて ゐ るの を た。 夜が さらに 更けた" わお 

くしの 魂 はさら に 疲れた。 わたくし は 人 を 思 ふこと を も、 泣く こと を も 忘れて しまった ほど 疲れて ゐた。 


雨が 降って ゐた。 

わたくし は 二十日 前に 歩いた 京の 町 を ふた &び 歩いて ゐた。 

わたくし はいつ と はなしに 南禪 寺の 奥 を 歩いて ゐ た。 

五月の 山は綠 にむ せる ほどであった。 山 深く 墓 を 刻む III の 音が 聞え てゐ た。 閑古鳥 を 聯想 する ほどの わびしい 石 も 

刻む 音であった。 

わたくし は 間もなく 洛 西の ほとり を 歩いて ゐた。 花 も 老いて、 蛙の 聲も& かった。 

友 禪を洗 ふ 流れが 時として は 血の やうに 赤く、 草の やうに 靑く 古い 軒下 を 走って ゐた。 

繕の やうに 細い 雨が 京の 山 をつ. -ん では かすかに 晴れた。 

梅の 宮 天神の 池の 菖蒲 は 雨に 濡れて ゐた。 

わたくし は 間もなく 嵐 山の ほとりに 出た。 

こ f 一ラ 

五月の 嵐 山 は 花の 嵐 山よりも 幾 倍の なつかし さ を 感じさせる。 長 橋 は 一 聯の幽 情 を 雨に こめて ゐた。 小 督の墓 をめ 

ぐり て 老樹の 下に 立てば 河鹿の 鳴く 聲が 旅人の 魂 を 地の 底に でも 誘 ふて ゆき さう に 思 はれる。 

わたくし は 昨日 雨の 中に 長 良 川の 河鹿 を聽 ざ， 今日は また 雨の 嵐 山に 河鹿 を驢 いた。 

桂 川の ほとりに は 三十 人ば かりの 朝鮮の 男た ちが 磧の 砂利 を 運んで ゐた U そこに もこ & にも 麥の 中に 鮮 人の 小屋が 

あり、 可憐な 鮮 人の子 供た ちが 草の なかに 立って ゐた。 

わたくし は 京都から 大阪 までの 間に 一面の 野 を 埋めた 白 罌粟の 畑 を 見た。 ちゃう ど 日 ©れ ころであった。 わたく レ 

は窻を 明けて 白 罌粟の 野に 見入った。 若い 女た ち は 白 罌粟の なかに 立って 旅人 を ながめて ゐた。 
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わたくし は 白 罌粟の わびしく 绿 きを 愛する。 

ひらか li 

枚 方、 山 f あたりで あらう か。 竹の 林が 盡き、 赤松の 小山が 盡 きる あたりから 野 はいよ く廣 く、 地 はいよ く 憂 

11 に ながめられろ。 

走れ ども 走れ ども 眞っ 白な 瞿 粟の 野で ある。 そこに は瘦 せた る 木立が あり、 疲れたる 水溜りが ある。 雨 を こめた 雲 一 

は 地と すれく に 漂 ふて ゐる。 地平線 はすで に B 暮れて ゐる。  一 

すべてが 疲れて ゐる。 すべてが 憂 蟹 である。 そこ を 歩む 入、 そこに 立つ 人、 そこに 就 を 握って ゐる人 すべてが 疲れ 

てみ る"  ...  _ 

痰れ つ- -も かれ 等 は 生き、 働ら き、 さらに 苦しまなければ ならぬ。 

かって そこに 幾千 年の 問 かれ 等の 祖先が 生き、 働ら き、 惱 みつ、 死んだ であらう。 

暮れて ゆく 喷 野の 憂 際さ。 

地平線の 憂 謬、 かすかなる 道の 憂歸、 li 柳の 憂戀、 水、 草 • 家す ベての もの \ 憂 IT 白い 罌粟 畑の 憂 11。 

しかしな が ら もし 地平線の 謹が なかった としたら、 白い 粟 畑の 憂 li がなかった としたら、 人生 は 何とい ふ 荒漠. 

たろ 世界で あらう。 

地平線 を 見ろ 時 わたくしたちの 心 はやさし い 母の 心 を 慕 ふ" 

1>  み  *. も 

白い 罃粟 畑の 憂籍を 見る 時 わたくしたち は 人生に ついて 思惟し、 人生 を 歎く ところの 詩を懷 ふ。 

憂 ま は 近代 人の 魂の パンで ある。 

近代の 文 學を培 ふたもの は 世界 苦であった。 

酒よりも 女よりも 還 鎮 は 近代の 藝術 家た ちに とって 根. K 的な 刺戟であった。 


わたくしたちの 魂が {I^ 虚 になった 時、 新ら しい 酒 を もって わたくしたちの 魂を充 たして くれる もの は 人生の S 鬱で 

はない か。 

もし 夜の 憂 かがなかったら、 もし 夕暮れの 大地の 憂 かがなかったら、 もし 眞晝の 太陽に 照らされた 曠野の 褒鬱 がな 

かったら、 人生 はまる で 硝子 箱の なかの 人形の やうな もので あらう。 

わたくし は驛 驗 を 知らぬ 日 を M ふ。 

わたくしの 魂よ もっとく 疲れよ、 そして もっとく 憂鬱 を 知れ。 

白い 罌粟の 村に はた V 一  羽の 鳥 さへ 飛んで ゐ ないで はない か。 

白い 襟 粟の 村に はた ヾ 一人の 子供 さへ 踊って ゐ ないで はない か。 

白い 罌粟の 村に はた V 1 息の 微風 さへ 吹いて ゐ ないで はない か。 

日が 暮れ か \ ってゐ る。 ®s 鬱を &昏の 暗につ \ん だま、 に。 

黄昏の i が 地の 底に 眠って しま ふで あらう。 

しかし、 かすかなる 黄昏の 燭 がと もされる。 

夜の 憂 ii がまた  き はじめる であらう。 

{人& に 礙鬱、 地に 憂 no 

眠れ 人々 ょ靜 かに。 すべての 憂酵 から 眠れ。 

しかし 眠れる 人々 の顏 の憂酵 よ。 

夢の i よ。 

それがん 生な のか。 
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入々 ょ靜 かに 憂酵 のなかに 生き、 憂 Bfti し？ 生きよう。 憂鬱 のみが わたくしたちに 1 へら I た 神の ブレ、 ノン 

ング なの だ。  、. 

地平線 は m 暮れて ゆく。 

かって そこに 何の 不平 もな く靜 かに 入 生 の憂警 生きて 行った わたくしたちの 祖先が その 土 を 踏み、 その 土 を耕レ 

たこと を 思 ふ 時、 わたくしたち は その 黑ぃ土 を 抱いて 蹈^し なければ ならぬ。 

何と、 你大 な、 何とい ふ 尊い、 何とい ふ 寂しき 大地で あらう。 

白い 舉 t 粟の 畑が 日暮れ て 行く。 


今年 は 珍ら し く 雪が 多かった。 

一 一十 年 前の わたくしの 學生 時代の 或る 冬 を 思 ひ 出させる ほどに 雪が 多く、 雪が 深かった。 

あの ころ はわた くし は 池 袋の 林の 中の 寺の 中に 問 借り をして ゐた。 池 袋の 林の 綠に 新ら しく^ てられた ばかりの 111 

軒の 小 ひさな 貸家が あった^け で、 まだ 獨 歩が あの 名文に つ r つた ま.^ の武藏 野が 冬 {> ^の 下に 洞 然として 橫 たはって 

ゐた ひ 

毎日 郊外から 神 田の 英語 學 校まで 雪の 中 を 歩いて 通 はなければ ならなかった が、 江戸川 あたりで 下駄の 緒が 切れ 

て 困った ことがあった。 十 年 前に 稻 毛の 海岸で 死んだ T は 靴 を 持って ゐ たが、 それ も 破れて ゐ たので、 擊 校へ 行って 

から 靴下 を か はかして ゐた。 神 田の 英語 舉 校の 天井 は 低く、 床 は 泥 まみれに なって ゐて、 そこに 集まって ゐる學 生た 

ちまで がみん な 暗い 顔 をして ゐる 入た ちば かりで、 何の 親しみ も 持てなかった。 舉 校 も 蹇@ であった し、 一人と して 

親しい 言葉 を かけ て くれる 人 も 持た な い 柬京そ の ものが 憂穆 であ つ た。 日が 照つ て も B の 光り を 見る ことのない 部屋 

はさら に憂讖 であった。 自然 わたくし は 階い 室 內を娥 つて T と 一 緒に よく 郊外 を ゆいた。 そして 二十の 頃の 靑年 らし 

い 美しい 夢 を 描いて ゐた。 そこに はま だ i い 操の 木立が 續 いて ゐた。 錄 土の 道が 耕作地から 耕作地へ と 走って ゐた。 

消えが ての 雪が 殘 つて ゐた。 

今日 も 時折り、 恐ろしい 地響き を 立て、 落ち て ゆく 尾根の 雪の 音 をき 、ながら 眼 をつ むって ゐ ると、 武藏野 の 中に 

立って 振り かへ つて はわた くし を 眺めて ゐた T の 寂然たる 微笑が 泛 かんで 來る。 かれは 實に 心の 美しい 人間であった。 
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あまりに 美しかった 心の ために かれは 自らの 命を斷 たなければ ならなかった。 

T が祌 田の 下宿 を 引っ越して ゆく 手傳ひ をして 車の 後から 跟 いて 行った の も 雪の 日であった。 

わたくし はまた そのころ よぐ 池 袋から 雪の 中 を 隅 W 川の 向-つ 岸まで 歩いて 行って 一 人の 老人 を 訪ねた こ とが あつ 

た。 或る 雪の nr やっと 歩きつ いた もの、、 あまり ひどく 足が よごれた ので、 門の 前まで 行った ま、 S も かけないで、 

ふた \ ひ 雪の 中 を 二 里 あまり も 歩いて か へ つたこと があった。 その 雪の ころで あつたと 思 ふ、 親と 子の 乞丐が 百 本 杭 

のと ころで 川上から 流れて 來た！ is を 拾 ひ 上げて は 喰べ てゐ るの を 見た。 

隅 田 川の 向う 岸の 老人 も"；^ んで しまつ た。 

屋根 を 落ちる 雪の 音 を 11 いて ゐ ると T もよ みがへ り、 隅 田 川の 老入 もよ みがへ る。 それにしても わびしい It の 音で 

ある" 

昨 WI はわた くしに とって 出来事の 多い rn であった。 

二十 年 前にた V 一度 逢った ばかりの 人に 突然 訪ねられた。 あの ころ は その 人 も 若い さかりであった。 今 は 四 人の子 

の E3 となって 高等 學 校へ 通って ゐる ほどのお 子さん も あると いふ ことであった。 自分ら の 心持ち はま だ大 學にゐ たこ 

ろと あまり か はらない のに、 同じ年 配の 人に そんな 子供た ちが 出來 たの かと 思 ふと、 妙な 寂しい 氣 にもなる。 

さらに 二 十年經 つたと したら … … 誰れ が そ の 日 を 知らう。 考 へ る だけで も 寂し 過ぎる 。 

入 生と はこん なにまで あっけな いもので あらう か。 

屋根 を 落ち て ゆく 雪の 音を聽 きなが ら わたくし は B が 暮れる まで 考 へこんで ゐた。 

夜の 十一 時 ころであった。 わたくし は 駿河灣 の 海 濱に五 年 前から 病 を 養って ゐる T 先生から 或る 用件に ついての 電 

報 を 受け 1« つた。 


1 

9 


•a 

の 

您ー 


「テガ ミミ タカ ヘン ジ マツ」 とい ふ 電文であった。 わたくし は T 先生 宛に すこしば かりの 金 を S ら なければ ならな か 

つたので あつたが， 前の 日が 日曜 だ つたので、 そ の 日 〔月曜〕 の 朝 郵便局 へ 出かけ て 行 つて 駿 河の 海岸へ 金を经 つたの 

であった。 

わたくし は T 先生の 電報 を 受け取った 時、 惡 いこと をした と 思った。 「土曜の 午後 何とかして 都合 をして 金 を！ S つ 

て 置けば よかった に。」 と 後悔し ないで は をれ なかった。 

もっとも 土曜に わたくしが 金 を 持って 家に 歸 つて 來 たの は 午後の 三時 過ぎであった。 それから 直ぐ 日の 暮れぬ うち 

にわた くし は 郊外まで 用が あって 出かけなければ ならなかった。 そんな わけで 爲替を 組む 暇 もない といった 忙し さで 

はあった。 

T 先生の 電文 を讀 みながら わたくし は寢 床に 就いた。 

「明日の 朝 十 時 ころに はこつ ちから 绘 つた も 着く ST たから。」 とわたく し は 自分の 心 を 自分で 安心させる やうに 

して 橫 になった 0 

うとくと 眠らう とすると 恐ろしい 地 響 ざ を 立て 、雪が 屋极 から 落ちた。 寢 苦しい 晚 であった。 

午前 一 一時であった。 わたくし は 第一 一の 電報 を 受け とらなければ ならな か つ た。 

rx  X キ トク ：：： 」 とい ふ T 先生の 奥さんからの！^. 報であった。 

わたくし は 自分の 眼 を 疑 はざる を 得なかった。 しかし幾度讀み直しても1先生は^8なのでぁる。 三 四時 間 前に は 

まだ 何の か はり もな く 用件の 電報 を わたくしに 打って ゐた T 先生が …… 

尾根の 雪 は 落ちに 落ちた。 

憂嫁 な 日が 夜明けた。 雨が 降って ゐた。 
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その 朝 わたくしの 書留が 藩く すこし 前に T 先生 は 永遠に 眠って しまったの であった。 

T 先生 は 今の 世に 珍ら し い 高潔の 士 であった。 それだけに 驟 河の 海岸で 不自由が ちに、 窮乏に 近い ほどの 生活の 裡 

に 忽然と して 亡くなられ たこと を考 へる とお 氣の 毒で ならぬ。 

せめてもう 一 日 早く わたくしの 返事が 先生の 手許に 裔 くやう にして 置いたら よかった にな どと 詮 もない 後悔の 念が 

わいて 來る。 

き 

しかし 人間 は あまりに 脆い。 

今日 もま だ 尾根の 雪が 落ちる。 

IT が 降って ゐる。 もう 春で は ある。 

錢 河の 海岸で わびしく 亡くなられた T 先生の こと を 思 ひながら 夜の 町 を 歩いて ゐ ると 瞼の 裏が 熱く ほてって 來る。 

rt: 分 を 心から 信じて ゐて くれる 人。 

わたくし は その やうな 人た ち を踐 河に も 持ち、 北 見に も 持ち、 九州に も 持って ゐた。 

わたくし はたと へ 人生に 對 して 何の 意義 を も 見出す ことができない 刹那で も、 その やうな 人た ちがわた くし を 見守 

づ て くれろ 問 だけ は 生きて ゐる 甲斐 を 見出す。 

わたくし はかって 母の ために 生きて ゐ たいと 思った。 母 は 亡くなった。 母が 亡くなっても、 わたくし はな ほ 父 一人 

のために 生きて ゐ たいと 思った 事 もあった。 

心から 自分 を 信じて くれる もの、 愛して くれる もの >t ために わたくしたち は 生きる ことの ありがた さ を 感じない わ 

けに は ゆかぬ 。わたくしたち を 信じて くれる もの、 愛して くれる もの はわた くした ちに とって 太陽で あり、 命で あり、 


3  {4! 氣 である。 わたくしたち は その 人た ちの 存在に よって はじめて わたくしたち 自身の 存在に 意義 を 見出す ことができ 

9 

1 

る 0 

わたくし は 北 九州の 古い 町に 一人の 靑年を 知って ゐた。 かれは 眉 11! 淸 秀の靑 年であった。 かれは 心の 美しい 靑 年で 

あった。 かれは 今 冷たい 柿の 落葉の 下に 眠って ゐる。 かれが 死んで 3 來 わたくしに とって 北 九州の 山々 は Is 虚な もの 

となって しまった。 

わたくし は駿 河の 海岸に T 先生 を 喪って しまった。 

汽車が 駿 河の 海岸 を 走る 時 わたくし はいつ も T 先生 を 思った。 

5 しな 

T 先生 を 喪って しまった 駿 河の 海が 今 曰から は どんなに か { 仝漠 たる ものに なって しまう であらう。 

今日 わたくし は アンドレ エフの 『大戰 中に 於け る 小人の 纖悔』 を讀 んでゐ た。 主人公が 1#J 鬱な 心に 囚 へられながら 

街を步 いて ゐ ると、 いつもの 年なら ば 今ごろ は クリスマスの 飾り物に 賑 かな 町の 廣 場が、 今では 歐 洲の戰 場へ 绘られ 

て ゆく 兵隊た ちの 練兵で 埋められて しまって ゐる。 

その 日 は ft つた 日であった。 

曰 ところで 主人公が 遙 かに 並んで ゐる兵 嫁た ちの 鬚 を 見る と、 いかにも B の 光りが か艾 やいて ゐる。 そこで 主人公 は 

1 ぉ天氣 になった の だな と 思った。 

n 

の だんく 近づいて 行って 練兵 中の 兵隊 を 見る と、 日が 照って か V やい ゐ るの だと 思った の は 誤りで、 實は そこに 整 

. 列して ゐる兵 際た ち は、 みんな 後備の 老兵で 鬚の 赤い 男た ちば かりであった。 だから 遠方から 眺める と 鬚の 上に 日が 

照って ゐる やうに 見えた のであった。 何 かの 必要から 口 シャの 陸軍で は歐羅 巴の 戰 地へ る 或る 一 つの 聯險に は 特に 
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鬚の 赤い 兵 嫁ば かり を 選 奴して 集めた とい ふこと である。 

アンドレ エフ の 話 はこれ だけの ことで ある。 

そこに 集まって ゐる 後備 兵た ち は 妻 も 子 も ある 老兵た ちで ある。 數日 後に はヮ ルソゥ か、 獨逸 境の 戰 地で 命 を預さ 

ねばならぬ 氣の 毒な 人た ちで ある。 

それ だのに 鬚の 赤い 兵隊と、 日の 光りと、 そんな 赤 鬚の 兵 際ば かり を 集めた とい ふこと を讀 んでゐ ると、 笑 はずに 

は をれ な い やうな 氣 もす るの であつ た。 

やっぱり 口 シャ人 だと 思 はないで は をれ なかった。 

口 シャ！  口 シャ！ と 二言目に は ロシャ 自慢 をす る 北歐の 野人が 可愛らし くもなって 來 るので あった。 

ツル ゲネ 1 フ を讀ん でも、 ドスト ェ フス キイ を讀ん でも、 ゴ， ゴリ を讀ん でも わたくしたち は 口 シャ！  ロシ ャ！ 

とい ふ 言葉 を 見出す。 かれ 等 は 實にロ シャを 愛して ゐる。 馬車の 鈴の 音が 雪に 凍る やうな 口 シャ、 ライ 麥の 口 シャ. 

ゥ オルガ 河の 口 シャ、 忍苦の 口 シャ、 かれ 等 は 雪の下の、 灰色の. S の 下の 口 シャを 心から 愛して ゐる。 

わたくし は 口 シャ 人の 作品 を讀 むごと にいつ も かれ 等の 愛郷心、 愛國 心に 動かされる。 それ は 軍閥 者の 考 へて ゐる 

やうな 利己的な 愛國 心で はない。 心からの 土に 對 する 愛着で ある。 森に 對 する 愛執で ある。 遠い 地平線の 下に 暮れて 

ゆく 鄉 土に 對 する 愛 loi である。 

わたくし はこの やうな 愛郷心 を うらやまし い と 思 ふ。 この やうな 愛 國心を うらやまし い と 思 ふ。 

わたくしたち は 自分ら の 山 を 愛 したい 。自分ら の 流れ を 愛した い。 この 日本の 黒い 土 を 愛したい。 自分ら の 父 毋ゃ祖 

かう,、 わつ 

父 や 祖母が 眠って ゐる曰 本の 土 を 愛したい。 そこに は 氣に食 はぬ 不愉快な 政洽 家もゐ ろ。 狡猜な 男もゐ る" しかし わ 

たくした ちの 魂 はこの 海の 波の音に よって はぐ、 まれた の だ。 この 山と、 この 森の 風に よって 育てられて 來 たの だ。 


わたくしたち は 心から 自分 等の 故鄉を 愛したい。 そこに ひよ ろくと 國 道の 傍に 立って ゐる 一本の ポプラの 葉で も 

土橋の 袂の 一 本の 柳の 木の葉で も わたくしたちの 傷づ いた 魂の 面を靜 かに 撫で X くれる ではない か。 

そこに 飛んで ゐる のろまな { 仝の 鳥 も、 川緣の 愚か さうな 牛 さへ も わたくしたちに 無緣 であると は 思 はれぬ j ォ たく 

し はこの 國 のこの 黑ぃ 土の 上に 生まれた こと を ありがたい と 思 ふ。 

雪が まだ 今夜 も 尾根 をす ベ り 落ちて ゐる。 

恐らく T 先生の 遺骸 は 今夜 あたり 駿 河の 海 SJ: で荼 毘に附 せられて ゐる ことで あらう 0- 
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月光 讃 


月ば かり はいつ ながめて もい \ ひ 

上弦の 月 もよ く、 滿 月 はさら なり、 下弦の月 はさら にあ はれで あろ。 

場所 を， 選ばず、 季節 を 選ばず 月 はいつ 眺めても わたくしたちの 心 を 落ち つ け て くれろ。 

生まれてから わたくしの 最初の 月の 夜の 記憶 は 三 四 歳 ころの ことで あらう。 

I- くな つた 母 はわた くし を 抱いて 故 鄉の田 舍道を 歩いて ゐた。 恐らく 一  里 歩いても 二 里 歩いても めったに 人に も 逢 

はず、 人家の IS を も 見出せない ほどの 山村であった。 

わたくし は その 夜 川の 濯の 上 を 月が 白く 照らして ゐ たの を かすかに 記憶して ゐる。 

をり く は 岸の 木立が 翳い 影 を 作って ゐた。 その やうな ところ は 屹度 淵 をた、 へ て ゐて漫 々たる 水が かすかな 漣 を 

立て、 ゐた。 わたくし は 1 つくの 漣に 映る 月の 光り を 子供心に も 珍ら しいと 思って ながめて ゐた。 

同じ その 夜であった かと 思 ふ。 或 ひ は その 前後であった かも 知れぬ が、 ともかく わたくし は 母に 抱かれて 野天の 風 

呂に 入れられた。 山の 晨 家の 庭の 隅であった らう か、 明るい 月が 山 を も 田の 面 を も 照らして ゐた。 風呂に つかった ま 

まわたく し は 月 を ながめて ゐた。 風呂の 湯 を かきまぜる たんびに 月の 光りが 風呂桶の なかに 踊った。 

今でも わたくし は田舍 にか へって 秋の 夜な ど 野天風呂に はいる ごとに、 母に 抱かれて 月 を ながめた こと を 思 ひ 出す。 

夜氣が 霧の ごとく 重く 沈んで ゐる ところに、 遠い 山風 を 聯想させる ほどに 湯が かすかな 昔 を 立て X 沸いて 來る。 燃 

えて ゆく 石炭の 香まで がな つかしい。 


7 山村に 入って 第一の もてなし は 月の 夜の 野天風呂の 味で ある。 

1 二 里 三 里の 間 燥 一 つ 見ない やうな 境界に 置かれて、 しんくと 沸いて 來る 釜の 音 をき \ ながら 頭 を 上 ぐれば 月の み 

が 三十 年、 四十 年 前に か はらず 靜 かな 山 を 照らして ゐる。 

山に は 霧が か. 1 つて ゐる。 白い 雲が 湧いて ゐる。 時として 靑ぃ光 脚 をの こして 星が 半天 を 飛ぶ こと も ある。 羽音の 

み を殘し て 渡り鳥の 群が 南より 北 へ 飛ぶ こと も ある。 

わたくし は 今でも 山陽 道の 姉の 家 を たづね て は 野天風呂の 馳走に ぁづ かる ことがある。 

「あれ を 見い、 備 中の 山 ぢゃ。 こっちの 山が 山陰 境の 山ぢ や。 靜 かなもの だら う。 白い 雲が 悠々 として 湧いて る だら 

50 の ん きな も の だら う。」 風呂 の 釜 を 焚 いて くれて ゐる 義兄が 柴を手 折りながら 話しかける。 義兄 の 聲 だけが 月の 光 

りの なかに 溶けて ゆく。 そこに は 水の 音 も、 風の 音 もない。 

わたくし はいつ も 義兄の 山村の 生活 を うらやましく 思 ふ。 殊に 月下の 野天風呂に 浸されて 秋 をし みぐ と觀 ずる 時 

「歸 去来」 の 句 を 想 ひ、 白樂 天の 詩を懷 ふ。 

$ 船と して 塵 巷に 功名 を 追 ふて ゐる 者の 生活が、 いかに {rgg な もので あるか をつ くぐと 感じさせ るの は 山村の 月 

明の 夜で ある。 殊に 野天風呂 のなかに 月を眺 むる 夜で ある。 

a 都會の 成功者 必ずしも 成功者で はない。 志 成らず して 山村に 還った 義兄が 野天風呂 のなかに 月 を 眺めて ゐる であら 

3 う 姿 を 想像して は、 わたくし はむしろ かれが あまりに 正直で、 あまりに 世渡りが 下手であった こと を かおの ために 喜 

の んで やりたい。 

五十 年. 六十 年の 成功 は 舉竟盧 生の 夢に 過ぎない ことに 氣 付かせて くれる の も 山村の 月で ある。 月の 夜の 悠々 たる 

窗 

白雲で ある。  一 
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太陽 は 活動の 象徵 である。 月は靜 思の 象徵 である。 月は囘 想で あり、 祈りで ある。 もし この 地上から 月が 失 はれた 

としたら いかに 人間の 生活 は {- ^漠 たる ものに なって しまう であらう。 月 は 人間の 魂の 搖籃 であり、 祈りの 部屋で ある。 

月 あれば こそ 英排 も槊を 横た へて 家 1： を 想 ふ。 月 あれば こそ 遊子 も 泣く。 月 あれば こそ 戀も あり、 詩 も ある。 

月夜の 美 は 所詮， 夢の 美で ある。 現實の 境. や 越えて 幽 瞑の 世界に 逍遙す る もの X 美で ある。 

月夜の 美 は 莨 法 一如の 美で ある。 そこに は 色 もな く、 驚 もない。 在る もの はた 幻の みで ある。 { 仝 も 地 もた^ 一  つ 

の 幻に つ  >- まれて ゐる。 手に 觸る X こと を ゆるさぬ 幻の 光りの みが 一 漾に山 を 照らし、 水 を 照らし" 藥 しき 女の 顔 を 

ら す。 

月み」 の 美 は 夢の 美で あるが ゆ ゑに、 人 は 月の 下に ありて はなつ かしき 過去の 夢 を 追 ひ、 過去の 幻に 泣く。 

もし この 地上に 夢の なかに； き、 夢 を 現 身 に 生きる 生活 か あると するなら ば 月夜 を步む 若き 人 々の 生活 は それで あ 

る J 

m 林 子 は 死に 行く 苦い 5? 女の 道行 を珠の ごとき 名文に 錢 つた。 恐らく 巢 林- ナに とって は 人間の 一 生のう ち も 美し 

い！； 那は死 を 急ぐ 悲しい 男女の 道行の 夜であった らう。 月下 を 逭遙ふ 時、 わたくしたちの 魂 は與兵 衞ぉ龜 の軟； ig を 聞 

かない か。 小かん 平 兵 衞の草 を 踏む 倫 足を聽 かない か。 

月の 光り は 所詮 厭離の 情で ある。 月の 光りに 照らさる 、時. 死者 はよ みがへ り、 生者 は 憂 ふ。 墓の 上に 冷たき 光りが 

漂 ひ はじむれ ばかって 地に ありし 美しき 女ら は 躍り、 かって 別れて しまつ た 美しき 戀 人ら は 霧の ごとく 草の 上 を 歩む。 

月の 光り は 悲しき 魔法 使で ある。 

わたくしの 眠って ゐた魂 を ゆり 起して、 草の 上に 美しい かの 女の 黒い 隱を思 ひ 出させる。 


森の 白樺に 纏綿た る 霧の やうに わたくしの 魂 をつ 、むかの 女の 白い 手が 月の 光りと ともに よみが へって 來る。 

どうせ 夜が 明 くれば 太陽が 赫と 照って、 わたくしたちの 夢 を 冷笑す るの だ。 

月の 光りが 漂 ふて ゐる 間に、 夜が 明けぬ 間に、 醉 へる だけ 夢に 醉 つたが い \。 

追へ る だけ 幻を追つ たがい X。 

かの 女の 黑ぃ瞳 を 月の 光りに さがした がい. 1。 

か そ 

かの 女の 讖 細い 手 を 月の 光りに さぐった がい X。 

月の 光りの なかで はわた くした ち は 幻の 國の 王者なん だ。 月の 夜が つどく かぎり は 人 を 懐 ふが い \。 人 を 悲しむ が 

い X。 魂が 祭： 息す るまでに 戯欷 くがい、。 

夜が 明けたら、 そし て 太陽が か 父 や い たら わたくしたち は いやで も 賢い 現實 主義者に ならなければ ならな い から。 

わたくし はシ モン ズの 「世界の 馬鹿」 を 思 ひ 出す。 

死の 國の 物語りで ある。  * 

1 つの 魂 はいふ。 

わたし は あまりに 早く 死んだ。 まだ 人生の 朝のう ちに 死んで しまった。 だから 人生が いいの か、 死後の 世界が い > - 

のか わたしに はわから ない。 

一 つの 魂 はいふ。 

わたし はちゃう ど 入 生の 正午 ごろに 死んだ" 五月の 薔薇の 花の さかり ころであった。 だから わたしに は 死後の 世 

よりか 人間の 世界が なつかしい。 
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一 つの 魂 はいふ。 

わたし は 人生の 日暮れ ころに 死んだ。 わたしに はもう 一疋の 蟋蛑 さへ 重かった。 わたし は 疲れて ゐた。 だから わた 

しに は 人間の 世界よりか 死後の 世 St がな つかしい。 

わたくし は 三つの 死につ いての、 死の 國の 男た ちの 物語りが 今 も 月の 下で くり かへ されて ゐ るの を 知って ゐる。 

大 S- の 講堂で は哲學 者た ちが 生存に ついて、 意志に ついて、 いつもく 蒼白い 顔 をして 語って ゐる。 そこに は 太陽 

が あかく と 意の ァカシ ャの葉 を 射て ゐる。 

しかし そこで はわた くしの 魂 は！^ はれない。  . 

月が 照る。 霧が 草の 上に ためらう。 

ァカシ ャの K 白な 花が 眞っ 先に そよ ぐ。 月の 光りと ァカシ ャの 雪の やうな 花びらが 幻の 世界の 直 を かざり 立て \ く 

れる。  < 

徴 風が 吹く。 幻の 聲 である。 笑って ゐる聲 である。 駄 欲いて ゐる聲 である。 

「人生と は！」 と 1 つの 聲が 語る。 

「そんな こと は 永遠に わかりつ こ はない！」 と 1 つの 聲が 答へ る。 

幾つ もの 聲が 哄笑す る。 戯欽 する。 

「ごらんなさい！」 と 一 つの 聲が いふ。 

「ほら 一 つ/^ の 月の 光りが 砂の 上に 落ちて ゐ るで せう。 そして ぢ つと 落ちて ゐ るで せう。 落ちた ま、 のと ころに、 

落とされ たま、 のと ころに 月の 光りが 砂の 上に 落ちて ゐ るで せう。 やがて 夜明けが 近づいて 來 たら、 落ちた ま X、 落 

とされた ま \ で 月の 光りが 無くなる でせ う。 何の 恐れ もな しに、 何の 不平 もな しに、 風よりも 靜 かに、 死よりも 寂し 


く 月の 光りが 滅 えて 行って しまう でせ う！」 

みんなが 哄笑す る。 みんなが 默欷 する。 . 

わたくし は 草の 中を步 む。 

日が 暮れる。 月が 出る。 

どこかで 墓 を 掘って ゐる 音が する。 

亡くなった 東儀鐵 笛の 墓 掘り 男の 歌 を 思 ふ。 

大きな ユウ モリ ストで あつ たが、 笑 ひの 底に す X り 泣いて ゐた 男で あつたが、 墓 掘りの 歌 を舞臺 にうた ひ つ k 寂し 

く 死んで 行った。 

死と は？ 月の 下に 一つの 聲が問 ふ。 

棺桶に 訊ねて 見た がい と 一つ の 聾 が 答 へ る。 

鍬に 訊ねて 見た がい と 一つの 聲が いふ。 

5 じ" 11 

人間の 死骸 を 貧る： S 蟲に 訊ねて 見る がい X！ と 一 つの 聲が いふ。 

「ヘレナ 姬の屍 肉が 一 番 おいしかった と 蛆蟲は 答へ た。」 近代の 耽美主義 者の 詩 はかくい ふ。 

わたくし は 月の 下の 墓場 を 歩む。 

へ レ ナ姬の 屍 肉 を 貧る 蛆蟲の 音が 地の 底から 聞え て來 さうな 夜で ある。 

生きて ゐる 人間の 憎み も、 呪 ひも. 苦惱 もみん な 墓の 下の 蛆蟲に 食 はして しまった 方が い \。 

月 は 人間の 憎み を も、 ひ を も、 愤みを も 霧 3 下に 葬って しま ふ。 
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月 は 甘 な 魂の 痲醉劑 である。 

月 を 愛する 者 は 南の 國の 阿片 喫煙者に も 似て ゐる。  - 

さらに ギリシャの Lctus-cater にも 比すべき であらう。 

人間の 世の 善 も惡 も、 おも、 富 も 太陽の 光りの なかの ものである。 

月の 光りの なかで は 善 もな く、 名 もな く、 富 もない。 

ある もの は靜 思と、 靜觀 と、 齡、 欷と、 幻影の みで ある。 

月 を 觀れば 太陽 の 下に 起った す ベ て の 人間の 苦 惱も絕 望 も 忘れ て し まう が い 。 

かって 太陽の 下に 人 を 思った こと、 戀 ひした こと、 別れた ことす ベて を 悲しい 詩の なかの 美しい 繪卷 物と して 眺む 

るが い、。 月の 光り はたし かに わたくしたちの 悲 みや 憤り を 痲痺させる だけの 力 を 持って ゐ る。 

人に 風ん ごとく 生まれ、 風の ごとく 死んで ゆく。  ， . 

月 はたし かに わたくしたち にこの 眞 について 考 へさせる。 

月の 光り を 見よ。 

天上より 落ち たるま、 に 照り、 落ち たるま X に滅 えて ゆく。 

春夏秋冬 を 通じて 月 はいつ 眺 むる も 面白い。 春の 花と ともに 眺 むれば 西 行ならず とも 「願く ば 花の もとにて 春- な 

ん その きさらぎの SI 月の ころ。」 とい ふ 欲念 も發 すで あらう。 春の 朧夜に 花を眺 むれば むしろ 死ぬ ことが いやになる。 

人間の^ なれば こそ 花 も あり、 月 も ありと いふ 感じが わく。 春の 夜の 月 は 歡樂き はまって 哀傷 多き ものである。 近代 


の cpicuri の 生活 を 想 はしめ る ものである。 寧樂、 平安朝の 人々 の 生活に とって 最も 關 係の 深かった の は 春の 夜の 

月であった。 現世 生義 者、 耽 *： 主義者た ちの 月 は 花の 蔭の 春 i 夜で なければ ならぬ。 春の 月 は 生活の 苦 を 知らぬ 大宮 

人の 月で ある。 王城の 月で ある。 

夏の 月 こそ 市井の 月で ある。 人生の 苦悶に 喘ぐ 人々 の 月で ある。  . 

浴み の 後の 夕凉 み、 一 鉢の 夕顔 を 前に 月 を || 端に 仰ぐ 复の夜 こそ 裸 一 賞の 男の 極樂 である。 

田に は懒ぃ 難で 蛙が 鳴いて ゐる。 顏 草の 露 を 慕 ふて 微風が 吹き、 S 火が 流る X。  E 園の 若い 男女に とりての^ 土 は， 

夏の 月夜で ある。 

南の 國 では 大きな 木の 幹の 上に 高く 矢 倉 をし つらへ て 若者た ち は そこに 月 を 眺めながら 夏の 夜 を 明かす。 矢 倉に は 

草の 屋根 も あり、 &帳も ある。 月下に 燒 a が 運ばれ、 畑から もぎと つたば かりの 眞っ 赤な 西 1^ が 剪られる。 

若者た ち は 竹 を 切って は 笛 を 作る。 S の 夜 南の 國を 旅する 人た ち は 小暗い 木立の なか ト b 溺々 とした 橫 笛の 音の 訴 

ふるが ごとく、 泣く がごと きを 聽く であらう。 たしかに 多感の 旅人の 腸を斷 つに 足る ものである。 

南の 國の 若者た ち は よく 燒酎 を飮 む。 わたくし はかって 霧 島の 奥深く 入 つ て 月明の 夜に 若者た ち の $f S 飮み を 見た 

ことがある。 

月 は 千古の 處女 林に 照って ゐた。 岩 は S く、 水 は 絹の ごとく 白く、 風 もない 夜であった。 若者た ち は 飲みに 飮み、 

うた ひに うたった。 する 唄 はむしろ 悲しき ものであった。 山 は 眠って ゐた。 月 も 眠って ゐた。 た 人間の みが 霧の 

下に 飮み、 霧の 下に 泣いて ゐた。 

E の 田園の 笛 も 悲しく、 唄 も 悲しき ものである。 

夏の 夜の 田園の 情趣の 最も 古雅なる ものに 月明の 夜の 麥搗 歌が ある。 麥搗歌 は 田園 生活の 最も リ リシ アルな 斷 面で 
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ある リ 霧に 溶けて 月光と、 もに 水の ごとぐ 流れて 來る凌 搐歌は 笛の 音に もまして 田園の 人々 に 悲しみ を訴 へる。 

夏の 月 は 田園の 月で あると 共に また 江上の 月で あり、 海上の 月で ある" 萬斜の i¥ 風 を 白帆に 朶ま せて 江上に 月を眺 

むる 時、 我が 世の 望み 悉く 足れり と 思 ふ" わたくし は 大村灣 のほとりに 一人の 親しい 友人 を 持って ゐる。 わたくし は 

かれの 船に 乘 つて は 月下に 鱸 を 釣った ことがあった。 恐らく かれは 今 もな ほ 大村灣 の 夏の 夜 を 釣りに 明かして ゐるこ 

とで あらう。 靜 かな 大村灣 をめ ぐる あの 山、 あの 入江、 あの 光， 蒼茫と して わたくしの 記憶に よみが へって 来る。 

世に 名利 を 求めず、 淸 にして 淸 なる かれが 月下に 鱸 を 釣りつ \ あらん 高士の ごとき 風貌 を 描く 時 わたくしの 胸は囘 

想の 思念に 額く。 

わたくし は對 馬の 夏の 夜 を 忘れる こと もで きない。 そのころ わたくし は對 馬の 兵 營にゐ た。 山に は苴 菖蒲が 2^ き、 

野莓 がみの る ころであった。 嶮唳な 山 を 越えて は 旅 をつ V けて 行った。 

仁 比と いふ 海岸の 村に 露營 した 夜の ことであった" 滿 月の 夜であった" わたくしたち は M のなかの 犬悲を 狩って は 

茵 として、 その上に 簡單 な携帶 天幕 を 張って 眠る ことにした。 犬 ま-の 茵の 下で は 鈴蟲が 鳴いて ゐた。 村の 人た ちは燒 

iS を 蓮んで 來 てわたく したち をね ぎら ふて くれた。 對 馬の 人た ちも薩 摩の 人た ちと 同じ やうに 燒酎 を飮ん ではよ く 唄 

をうた ふ。 唄 はむしろ 亡國 的な 哀韻 をた、 へた ものである。 山 は 秀で、 山 は 茂り、 人煙 稀に して 夜も晝 もま 海の 荒浪 

の 音に のみ 脅かされて ゐる 島の 人た ちが 月夜に 燒酎を あ ふり、 哀敬 をうた ふの はいかに も 自然で ある。 

バ アンスの 詩 『萬 聖節』 のなかに ス コット ランドの 月の 夜 をうた つた ものが ある。 カァ ライル は その 『バ ァ ン ス 論』 

に 於いて、 ス コ ット ランドの 自然 を 描いた ものと して 魔卷の 作で あると いふ やうな 褒め 方 をして ゐ るが、 いかにも さ 

うで あらう。 險 しい スコットランドの 岩 多い 山 を 下る 水、 羊 齒の葉 影 を 流る k 水が、 木立 をく  V ろ 水が、 月の 光りに 

照らされて は 忽然と して 晴の g にか やく 姿が いかにもい きくと 描かれて ゐる。 しかし わたくしの 頭に さらに その 
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詩の 印象 を はっきりと 銷 みつけて ゐる もの は、 月に 照らされた 流れの 中で 袂を 濯いで ゐる 女の 姿で ある。 

北から 南に 流れた 川の ほとりで ある。 かの 女 は 人目 を 忍びつ、 袂を洗 ふ。 月 はかの 女の 白い 顔 を 照らして ゐる。 女 

は 濡れた 袂を携 へて 家に かへ る。 部屋に は 一本の 蠑 IT がと もされて ゐる。 女 は 濡れた 袂の 片側 を 炎に かざして ゐる。 

眞 夜中で あ 6。 かの 女の 戀 人が あら はれて 抉の 他の 片側 を 炎に かざして くれる とい ふ 古い 傳設 のなかに かの 女ら は 生 

きて ゐ るので ある。 部屋の 外に は 月が 照って ゐる。 

月 はいつ も 美しい 戀 愛と 結び つ く。 

中 耙の 僧庵の なかに さへ も 美しい 騎士の 戀は 月の 光りに 誘 はれて 流れて 入った。 キ イツの 詩の 味， シ H リイの 詩 

の 味 は そこいらに あるので はない か。 

浴衣が けの 若い 男 や 女 を 橋の 上に 見る 夏の 夜 は 江戸時代の もので なければ ならぬ。 

素足の 美し さ、 素肌の 美し さ を ほこる 月の 夜の 女 はどうしても 江戶の 女でなくて はならぬ。 

夏の 月 は 江戸の 町人の ものでなくて はならぬ。 

初 鰹と ほと、 ぎす は 江戸の 町人の 意氣と 豪奢と を 語る もので あらう が、 その 底に はや はり 悟りえぬ もの \ 悲しき 悟 

りが ある。 諦めえぬ もの- - 悲しき 諦めが ある。 

しふ * ちゃく 

さらに 素足、 素肌の 江戶 人の 夏の 夜の 生活に は あまりに 優い 人間の 諦めが 潜んで ゐる。 執着がない、 思 ひ 切りが い 

い。 それが 江戸 人の 哲學 である。 

浴衣 一枚の 座禪、 蚊 遣 火 を 焚いて 月に 對 する それが 江戸 人の 悟りで ある。 あきらめ である。 


206 


集 想 感五笫 


秋の月は^^蕉を思はしめ、 西 行 を 3 心 はしめ る。 靜 かなる 哲人の 悟りで ある。 

冬の 月 は あまりに 凄愴 である。 枯骨に 封す るの 感が ある。 

月 は 山の端に 出 づるを 見る 時 うれしく、 中天に か X る を 見る 時 寂しく， 山の端に 入る を 見る 時 悲しき ものである。 

山上に 見る 月 はわび しく、 橋 上に 見る 月 は 胸 を 躍らせる。 

人の 見ぬ 月 は 殊に あはれ である。 

去年の 冬 わたくし は 日光の 奥 をた どって 中禪寺 湖畔に 泊った ことがあった。 冬枯れの 山々 は 人影 もな く、 猿の 群が 

鳴いて ゐた" 吹雪が 止んだ と 思 ふ 間もなく 硏ぎ すました 寒月が * 禪寺 裏の 疎林に か、 つて ゐ たの を 見た。 たしかに 凄 

慘な 月であった。 

陸 中 平 泉への 旅の 途中、 墨 を 流した やうな 雨雲の 間に 不鬮月 を 見た 記憶 も 忘れられない。 荒寥たる 感じであった。 

風が 吹いて ゐた。 

去年の 秋、 興津の 海岸 を 逍遙し つ、 有 明の 月 を 見た ことがあった。 富 士の巅 に 淡い 雪が 霜の やうに 降って ゐた。 有 

明の 月 を 待つ 峰に は 秋の色が すでに 深く こもって ゐた。 

三 四 年 前の 旅に わたくし は 四國の 新居 濱で月 を ながめた ことがあった。 港の 前に、 港の 水 を 抱いて さらに 1 つの 島 

力あって、 月の出の 光り を 遮る ので { 今， i は 月が あっても 港の なかで は 島の 影 はま だ 暗かった。 その 暗い 島の 影の なか 

に點々 として 歌妓を 擁し た輕 舟が 見出された。 卑俗な 唄で あるが、 潮の 上に 聽く時 掬すべき 餘韻を こめて ゐる。 

濱の 歌妓が 二人、 蓮の 葉に つ んだ燈 籠 船 を 潮に まかせて 流して ゐた 月下の 姿 は、 今 もな ほ わたくしの 記憶に のこ 

つ てゐ る。 


島 
紀 

行 


霧 

行 


霧 島 紀行 

雲 また 雲、 山 また 山。 

晴れた る 七月の 疆§、 聳えた る 山、 山に かま かすかなる 雲。 旅の 魔 はわた くしの 心 を囚 へる 

飽 のなかの 旅の 品々 を 取り纏める 間に も 南 國の山 は 連なり、 《な は橫 たはり、 雲 は 飛ぶ。 

^軍の 男た ちはい ざ 明 曰 は戰鬪 とい ふ 夜に なれば 雪白の ワイシャツ を 着、 甲板 を淨 めて 敵 を待 つと いふ。 わたくし 

よ 旅 をす るたん びに 戰に 臨む 海の 男た ちの 悲壯な 決心 赢ふ。 旅立つ 前の 憂 需る數 H がつ ざ。 襦袢 I らしく し 

靴下 を新 らしく し、 一 f 新たに して 旅立つ 曰 を 待つ。 わたくし si する が、 どうしても 謹に 旅立つ 氣に はな 

學生 時代の ことで ある。 行李 を 調べて いざ 家 を 出る とい ふころ になれば 母 はかならず 1 に 8 きの 魚 を 膳に つけ 

て くれた。 父 は先づ わたくしに 看さし、 でいて 母、 ：i 妹へ と f ま はした。 母 は 泣いて ゐた。 父 さ S をし ばた 

たいて ゐた。 

「お前が. ^「度 歸 つて 來 るまで はわし は 丈夫で ゐ る。」 父 はよ くそん な こと を 言った。 

立つ とい ふこと は そのころ から わたくしに とって はいつ も 悲しい ことであった。 

そのころ の 習慣 や 聯想が わたくしの 魂の 底まで 喰 ひ 込んで ゐ るので あらう。 

わたくし は 旅に 立つ ごとに 故鄕の 父の 家 息 ふ。 父 もお も 姉妹た ち も 大きな 柳の 下に 立って わたくしの 俥 を見攀 

た。 故郷の 柳 だけ は 今 もな ほ 昔の ま \ に繁 つて ゐる。 
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鞫を 詰めながら わたくし は故鄕 のこと を 思った。 投 山の 中の 父と 母の 墓が わたくしの 頭に 泛 かんで 來た。 

九州 はわた くしの 故郷で ある。 九州に 旅する こと は うれしい。 しかし そこに は 父 もな く 母 もない。 九州 を 旅する ご 

とに わたくしの 胸 は 疼く。 

誰に も 知らせないで わたくし は 京 を 立った。 見， 途る人 を 持つ とい ふこと は 時として 苦痛で ある。 時間に 制限 せら 

る >- ことなく、 立ちたい 時に 立つ。 旅の 而白昧 は そこに ある。 

程 ケ谷戶 塚 あたりから 旣に 旅の 心が 動く。 草 尾根の 上の 菖蒲 は あの あたりの 一 情趣で ある。 東北の 旅 をつ V けて ゐ 

たころ わたくし は  一 ノ關平 泉 を 過ぎて 間もなく 草 尾拫の 上の 紅い 百合の 花 を 家 ごとに 見出した ことがあった。 莒 蒲に 

しろ， t 介に しろ 草 尾根に 植 5 るに はふ さはし いもので ある。 なかんづく 莒 蒲の 花 はい ひがたき 情味 を こめて ゐ る。 

Hkl 入 川 を わたる ころ は 海 も 晴れて ゐた。 大 島の 靑ぃ 島影が なごやかな 夏の 湖の 上に 横た はって ゐた。 

箱 根 を 越 ゆる ころ は合歡 の花感 りであった。 

わたくし は 天 城の いた きをつ \ む 白い 雲 を 見た。 そこに 二十 年来 世 を 避けて 炭を燒 いて ゐる 一 人の 老人 を 思 ひ 出 

した。 

月明の 夜 かれは 一 升 德利を 肩に かけて 子供の やうな 顏 をして わたくしと 別れて 行った。 歩  一 * 山の 霧に つ、 まれて 

ゆく 老人 を わたくし はいつ まで も 見 接って ゐた。 

天 城の いた^き ちかく 靑ぃ 煙が 立ちのぼる たんびに わたくし は 炭燒く 老人 を 思 ひ 出した。 た r 不思議な 老人と して 

天 城の 人々 に 知られて みる 老人の 寂しい 眼 を 思 ひ 出した。 

汽車 は 駭河灣 に 沿うて 走りに 走った。 


霧 

行 


靑ぃ 海， 煙れる 海。 

白い 波、 碎 けたる 波、 狂騰 する 波。 

子供 等 は 叫び、 子供 等 は 笑 ひ、 波 を 切って 夏の 海に 遊ぶ。 

富士川 は 捨子 を かなしみ たる 芭蕉 を 思 ひ 出させる。 

美しき 流れ、 富 土の 雪 を 仰ぐ 流れ、 入 もな く、 馬 もな く、 川 を 横切って 燕が 、飛んで ゐる。 

靜！； を 過ぎて 間もなく 大 井川に か、 る ころ わたくし は窻 によりて 海道の 松 並木 を 見た。 けさ 東京 を 立つ 時 島 W の 友 

人に 電報 を 打 つて 置いた からで ある。 

靑 W のなかの 略 道に 立って 白い 手 巾 を 振って ゐる 人々 の 影が 動く。  Y 家の 入た ちで ある。 幼き 人た ち も 三人 爪立ち 

し て 手 巾 を 振 つて ゐる。 仲の 男の子 は 數年前 田の 町 を 訪れた をり わたくし を 名 付 親 としたの であった。 わたくし は 

明るい 名 を 望んで 利 春と 名 づけた。 五つで あらう か. 六つで あらう か、 爪先 を 立て、 背 を 仲ば して 靑 田の 中に 立って 

この 名 付 親の ために 手 巾 を 振って ゐる。 汽車 は 走りに 走る が ゆ ゑに 譲 を かける 暇 もない。 

わたくし はいつ も大 垣の 町の 屋根 をへ だて \ ゎづ かに 取りの こされた 古城の 矢 倉 を 見る ごとに 關ケ 原の 役 を 思 ふ。 

^ 條 たる 關ケ 原の 桑畑の 間 を 走る ころ はや、 曰 も 暮れ か、 る。 蜩の聲 が 時雨の ごとく 杉の 木立に そ ぐ。 眼 をつ むつ 

て蜩の 難を聽 き、 或 ひはぢ つと 暮れて ゆく 伊吹山の 姿 を ながめて ゐ ると、 旅と いふ 氣持 ちがし みぐ とわいて 來る。 

はじめて あわた しい 東京の 生活 か ら の がれえ た と い ふ 感じ を ありが たき ほ どに 思 ふ。 

關ケ 原から 佐 和 山城、 琵脊， 湖畔の いろくな 町の 名 はいつ も わたくしに とりて 無緣の もので ないやうな 氣 がする。 

夕 暮の霧 をへ だて 比-戴の いた きの 燈 がまた 、いて ゐる。 癩を. おんだ 名；^ と 病み 上りの 智將 との 寂しい 佐 和 山城 

の會 見が 泛 かんで 來る。 悄然たる 二つの 影が。 
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逢坂 山の 隨道を 出て 間もなく 右手に 夜の 鴨 川 の^を 見ろ 旅人の 心に、 長い 航海 をた どって 港に かへ りついた もの V 

それに も 似た る 救 ひ を す。 京の， 燒を 見出す ごとに わたくし はいつ もさう 思 ふ" 

この 夜 は 京に る ことにする。 

祇園の 宵 山と いふので 家 ごとに 高 張 提灯 を か \ げ、 定紋 打った る 幕のう しろに は 家 重代の 古代 薛 風が 飾り立てられ 

てゐ る。 土 佐- 1 風な 重厚な 金泥の 上に は 秋草の 花が 電燈 の 光り を 浴びて くっきり と 浮き 上 つて ゐる。 家の人々 は 格子 

戶の 前に 緣臺を 並べて は 團扇使 ひも 靜 かに 往來の 人 を 見守って ゐる。 いかにも 落ちついた 夏祭の 氣分 である。 

わざと 四條の 大通りに 出て 宵 山の 賑ひを 見ながら 夜の 街 を 歩けば わたくし 自身 京の 人に なった 心で ある。 どこから 

ともなく のびやかな 祇 E1 難 子の 管が 聞え る。 

w 條の 大通り や 北に 折れて 問 もな く 坂 本 龍馬の 史跡、 池田屋 事件の 史跡な どと 刻まれた 小 ひさな 石の 前に 俘んで は 

旅人ら しい 感傷 やさ  1^ に ％ りながら 京の 人々 と 一 つに なって、 やがてた V 1 人の 姿 を鉄屋 町の 薄暗い 通りに 見出した。 

宿の 庭に は 水が 落ちて ゐる。 いかにも 靜 S な 水の 音で ある。 隣り 境の 高い 壁に 劃ら れた 夜の に は 十日 ごろの 月が 

出て ゐる。 

「薩 摩の 方 はお 暑いで ございませう。」 と 蚊遣りの 堙を迫 ひながら 宿の 女 はいふ。 . - . . 

薩 摩と い ふ 言葉 だけで も 何となく 遠い 旅の やうな 氣 がする。 

わたくし はぢ つと 月 を ながめて ゐる。 薛の 寺の 草 むらから 蟲の 音が 聞え る。 

京の 祇園祭の 日で ある。 

四條 通りのと ある 骨資 店の 二階 を 借りて 山 鉢の 行列 を 見る。 山 鉢の 欄干から 垂らした 古代の 織物 はいかに も 異國風 


な ものである。 

き， ylf 

天氣 はよ し、 洛中 洛外 の 老若 5.:^ 女 晴れ を 競う て四條 通り に驟け 集って ゐる" 店と いふ 店の 二階に は 金屏を 立て ま は 

し て 知己 親戚 を 招 いて ゐる。 三階 四 階 の ビル ヂング の 根の 上に 登って ゐる BR たち も ある。 

屋根の 上の 人々 も、 三階 二階の 人々 も、 往來、 路地 口の 人々 も 同じ やうに 心から 今日の 祭 をた のしんで ゐる。 どん 

な 小者 も 小 ざつば りした 着替 をして ゐる。 町中が 光って ゐる。 京の 町中が のびやかな 祇園祭の 氣 分に 浸されて ゐる。 

この やうな 祭の 氣分、 都市 生活の 氣分 はもう 東京な どで は 味へ なくなって しまった。 

ち § 

鋅の 上で は 鐘 を 叩き 笛 を 吹いて ゐる。 攔 干の 男た ち は 鉢の 動く につれ て 左右の 見物の 間に 綜餅 を投 けて ゆく。 子供 

たち は 雨 手 を ひろげて 綜餅を 爭ひ拾 ふ。 

京の 祇園祭の 花やかな 山 や 鉢 を 思ひ泛 かべながら わたくし は 汽車に 乘 つた。 寢臺 のなか は寢 苦しかった。 姬路 あた 

りで 一度 眼が さめた が、 翌朝まで 旅の 疲れに 眠って しまった。 長 門 あたりの 海岸で あらう か。 朝靄 ふかき 鹽濱に は 五 

六 人の 裸體の 男た ちが 潮 を 掬み、 濱の 砂を搔 きなら して ゐた。 芒の 穗が 重たげ に 露に うなだれて ゐた。 

瀨戶內 海の 朝の 潮 は 光り、 {t^lは磨かれてゐる。 

下ノ關 海峡 はわ づか 十四 五分の 連絡で ある。 しかし わたくしに とって はいつ も 思 ひ 出 深き 海峡で ある。 

わたくし の鄕 里から 昔の 旅に して 四 五日 行程のと ころに 海 峽は橫 たは つ てゐ る。 

.f  > ぜん 

父が 江戶に 上る たんびに 母 は 陰膳 を据 ゑた。 そしてい よく 父の 一行が 早辆の 瀨戶を 渡る 日に は 近所の 人々 も 集ま 

つて 来て、 時刻 を兒 はからって 父の ために 酒 を 掬んだ とい ふこと であった。 瀨戶を 渡る 時刻 はいつ も 一定して ゐ たら 

しい。 S はよ く瀨戶 渡しの 日の こと を 語って ゐた。 

當 時の 旅に あって は瀨戶 渡しと いふ こと は 故 鄕に殘 されて ゐる 妻子た ちに とりても 大 變 な ことで あつたに ちが ひな 
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わたくし は 海峡 を わたる たんびに 母の 物語 を 思 ひ 出す。 母の やさしい 眼 を 描く。 

故鄕を 立って 東京に 上る たんびに、 わたくし はまた 海峡の 連絡船 をド りる と 同時に 下 ノ關驛 の 薄暗い 待合室で 母に 

あて  > -鸾書 を 書く こと を 忘れな か つ た" 

rn/ 今 無事 下/ 關 海峡 を 渡り 候 御 安神 被 遊 度 候」 た. - これ だけの 簡單な 文句で はあった が、 それ を 二 B 目に 受け！^ つ 

た 母が どんなに わびしい 顔 をして 續ん だで あらう かとい ふこと は 想像す る ことができる。 e にと つて は 下ノ關 海峡 は 

未知の 恐ろしい 渦卷の 深海であった。 

下ノ闕^^は尙ー つ わたくしに 悲しい 思 ひ 出 を 刻みつ けて ゐる。 大正 十 年の 五月 十五 日の 夜明け 方であった。 わた 

くし は 母の 危篤 S 報 を 抱いて 海峽を わたって ゐた 不圖 その 朝 甲板の 上で iS ん だ 新聞の 中に ト 5  J が 癌腫に 惱 

んでゐ ると いふ 記事 を發 見した。 ト 0 ッ キイと わたくしと は 何の か \ はり もない。 しかし 癌 難と いふ 恐ろしい 殘 忍な 

病に 對 して わたくし は トロッキ ィに 同情 を 寄せない では をれ なかった。 わたくし は 同じ 癌腫に B 夜 さいなまれて ゐる 

S の』 お を 想像した のであった。 わたくし は 新聞 を讀ん でゐる 間に 耐ら なくなって 硝子 恵の 方へ 顔を隱 してし まった。 

汽車 は 朝の 稻 田の 風 を 浴びながら 西へ 西へ と筑 紫の 野 を 走る。 燃える や-つな 赭ぃ 土の 色が ぎら くと 眞 夏の 日の 光 

りに 反射す る。 

據の 林が 丘より 丘へ とつ どく。 

Si ぎ驛で 汽車 は 長 崎 線と 鹿兒島 に岐れ る" 筑 後川の 水 は 昔の ま-^ に琉 れてゐ る。 父が 生まれた 故 鄕の山 も 平原の 

かなたに 見える。 思 ひ 出の 多い 旅で は ある。 


裸馬に 跨って 土手 を 配け ゆく 若者、 欞の 木蔭に 憩 ふ 男 ■ 沼の 菱の 花、 瀬き 水鳥の 姿、 すべてが 少年 時代の ま、 であ 

る 0 

.? ろ 

有 明の 海が 遠い 干潟 を 見せて 芒の 纏の 上に 横た はる 。翻い 雲 仙嶽が 白雲の 上に そびえて ゐる。 

汽車の 中の 寒暖計 を 見る と 九十 八 度 を 指して ゐる。 ぎら くと 太陽 は 緒い 土 を 焦き、 裸の 男 等は柔 かな 藻草 を 分け 

て 釣絲を 垂れて ゐる。 燃える やうな 暑熱、 そこに も 故. 鄉の なつかし さは 湧く。 

熊 本 を 通り過ぎる ころから 空が 曇って 来た。 阿蘇の 煙 も 見えない。 

日向 境の 山で あらう か。 雲 は 雲 を 誘 ひ、 影 は 影 を 喚んで 陪擔 たる {仝. 模樣は 何時の間にか 燃 ゆる 太陽 を隱 してし まつ 

た C 

わたくし は 突然 靑田を 縫 ふ 道 を 走る 一 群の 人々 を兑 た。 夏の 祭で あらう。 五六 尺 も あるら しい 大太鼓 や 荷車に 積ん 

で 四 五十人の 若者た ちが 走って 来る のであった。 いかにも 大きな 太鼓で ある。 太鼓の 緣は 花の やうな もので 美しく 銑 

り 立てられて ある。 宰領ら しい 男が 間を置いて は 太鼓 を 打って ゐる。 北齋 か廣贯 あたりに 描かせたい 靑 中の if 景で 

ある。 

1 として 雨 は 靑田を 叩き， 山 をつ、 み、 海を掩 うて 降って 來た。 

山 また 山、 雨 また 雨、 峡間の 山村、 水邊 の孤屋 こと <\- く 雨に 濡れて、 汽車 はやが て 海に 沿うて 薩摩 境に 近づく- 

賴 山陽 をし て 幾度 か 低徊 去る 能 は ざら しめた であらう 天草 灘を へだて、 天草 群島 は 窻前は るかに 髮 X と し て 去來す 

る 0 

雨 は 肥 薩の山 を 濡らし、 天 苗； 灘を 走つ て は 西の 水平線 上に 雲と なりて 消 ゆる。 

山、 水、 里， 道 すべてが 靜 かに 雨の 下に 漂 ふ。 海の 香？ 色、 島の 眺め 刻々 に 窓に 近く 走る。 
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薩 摩と 肥 後の 境、 かって は めしい 關も 設けられた であらう。 今 は 美しき 攄の靑 葉繁り 桑畑に 立つ 男の た r 一人 海 

を 眺め、 汽車 を かへ り 見て は 土 を 打って ゐる。 

摩 摩に 入りて 海の 眺めい よく 廣く、 天涯 無邊、 海 は 請に 入り、 雲 は 海 を 出で. - 走れ ども 走れ ども 人 稀に、 家 遠く、 

旅人の 心の み 憂 ふ。 

阿久根 は 悔に沿 ふ 一爽 一村、 鶴の 群の 俊來 地と して 有名で ある。 毎年 十月の 交、 侮 を 渡って 鶴の 群が 集まって 來る。 

S に 突出した る舺、 海を控 へたる 丘阜、 丘に つ、 まれた る 水澤、 恐らく秋の{-^1高く淸爽たる鶴のれぉく音を聽くでぁら 

50 汽車の 道に 沿うて 鶴渡艰 地と しるした 標 木が 立って ゐ るの を 幾度 か 見た。 

汽車 はやが て 白 沙に沿 ひ、 落日 を窻に 浴びつ. る。 水 遠く、 人影 籠 かに、 空 は 澄みに 澄み、 海 は 死よりも 靜 かで 

ある。 

海の 麗し さ、 海の 靜 けさ。  . . -. 

たまく 父と 子と た 二人 に g| して 海 を 凝視せ る 姿を發 見した。 

父 は 何 を 思 ふ。 子 は 何 を 思 ふ。 

幾 百 千年の 昔！^ ら そこに 父 あり、 子 ありて その 岩に 蹈 して 美しき 海 を 見、 靜 かなる 波 を 凝視し つ、 あるので はない 

か 0 

かくの ごとき わたくしの 想像 を 喚び さ ます ほど 落日の 前の 海は靜 かで あり、 尊かった。 

川^ 驛に 着く 前から すでに II 蒼た る 可愛 山陵の 松林が 旅 八の 心を惹 く。 川內 川は豐 富なる 水量と， ile 冽なる 水 をた 

たへ て 流る、。 

市來、 $. 伊集院 —— わたくしに とりて 未知の 名で はない。 


7 

1 


霧 一 

r」 

行 


I 金山、 藝 §1、  lii 來 ：：： いろくな 醫の匿 を こめ i な II」 ゆく。 

まよ 伊太利の 港の き 似たり などと いふ 1 を わたくし は 幾度 か 聞いた。 わたくし は 未だ ナポリの 港 ない。， 

"r";;:2 "ひ。 けれど！ i に 映し出された 響 仰ぐ 時、 南歐 の 美しき 港を| する こと 

driiii  11 して 見た るよ litrri 薩^ 、の r の 

も」 臭 I りつぶ したる と I すべき か。 is を 天に i したる 色と も 名つ くへ き" 00^, 

BHP  ft そこに 美し I 麗し li 然とし il てゐる 力の 女の 

白き 柔 かなる 胸 を あら はに。  しかもな ま 1 のいた ぎ、 或 ひ はさら に 山 腰より 懐に かけ 

とき： Hpriii のい， it 

が やき、 藉薇 色の 1 動き、 蔷觀 色の 山の 肌 は 暮れ？ く  甲， S こ 立ち 

iii れ ゆく  11 時" up の UB^^^^^ 

て 謹 Is む 時、 II かなる 5 間 &f の 刑 g-f  / る 夕 f  t  きき 山。 

0 しもな く 深 s。 思へ ども 思へ ども 涯 しなき 南 l?s とし S の燭の 上に そ ひゆる 麗しき リ 


X 
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城 山の 老樟 の践に は蟬が 鳴いて ゐる 

一の 葉に 射 かへ して ゐる 口の 光り は K しい ほどで ある。 池の ほとりの 砂を路 めば 足 も 焦げさう である" さすがに 

南 1： の S である。 

午餐 も そこくに して .21 動 車に 乘 りて 城. 山の 旅綰を 立つ。 

鹿兒島 の町テ V 東へ 走る こと 暫ら くにして 自動車 は 水 をへ だて、 右手に 機島を 眺めつ X、 所謂 薩摩 潟に 沿うて 走る。 

濱に 明治 十 年の 役の 官軍の 戰 死者の 墓地が ある。 松 低く、 地 低濕、 幾千の 小 碑 草の 如く 重なりて、 そ どろに 當 年の 

羊：： 戰惡岡 を m ばし める ものが ある。 鹿兒 島に とりて は^ 光明寺の 墓と ともに 忘れが たき 記念の 地で ある。 市の 當事者 

たち は 墓地 を 他に 移して、 この 附近 一 帶を 子女の 逸 地に 更め ようとの 計畫中 だとい ふこと を聽 いた。 君國 のために 

お， 邸の 土 こ ai^ つ てゐる 人々 のためにね がはくば 永遠に その 靜 かなる 夢 を.^ るな 力お！ 

わたくし はかって 越 前 福 井 を 訪ねた。 そしてた ま/ \舊 城の 豫を 埋めて 住宅地 を 作らう として ゐ るの を 見て， むし 

ろ 都市の 美の ために 悲しき こと だと 思った ことがあった。  • 

相；？： ト田 原で も その 舊 城の 濠 を 埋めて 同様の 計畫 ある こと を 聞いた。 はたして iK 現された か 否か 知らない 力 この 

やうな 計畫 は. ni 然の美 を 愛し、 懐古 的な 旅情 を 慕 ふわれ 等に とりて は. いつも まことに 悲しむべき 企て" - ある。 

1 時の 便宜の ために fn 年の 美、 百 年の 史 を破壞 する こと は洵 につ & しむべき ことで ある。 

徵古紫 成 館の 前 を 過ぐ。 

裏 は 老樟の 山、 前： S は 礎の 海岸で ある。 ゎづ かに 道 I 筋 をへ だて 上 i である。 明治 T 年の 役、 私學 校の 徒が 襲うた 

官.： * ハ 火薬， M も そ この 建物の 中に あつ たかと 記憶し てゐ る。 舊島津 藩の 工場の 跡で. ある。 


9 この 前 鹿 兒島を 訪ねた をり、 集成 館を觀 たこと があった。 その をり の 記憶 は 今日 尙 わたくしの 胸に 鮮 かな 印象 を 刻 

み つけて ゐる。 そ こに 集められ たも の は 島 津家代 々 の 武器 甲 SW を はじめ 無 數の家 K と名づ く ベ き 逸品で あ つ たが、 な 

かんづく わたくし を 動かした もの は 島 家と 外國 文物の 輸入、 學門 とい ふこと であった。 

德川 時代に 於け る島津 藩の 外 國 文明 輸入 熱 は 驚くべき ものであった らしい。 薩、 隅、 B の 地勢 地理 的關 係から いつ 

て も 最も 惠 まれて ゐた 原因 も あ つ たで あらう が、 藩主 及び 藩臣 等の 問に 卓見 達 K の 士の多 かつ た こ とも 考 へ なければ 

ならぬ。 

ゥ ちか 

すでに 德川 時代に 於いて 近代 科 學の芽 は薩藩 内に 1! 然として 培 はれつ、 あったら しい。 殊に その 經濟 方面に 於いて、 

殖産 事業に 於いてい かに 薩 藩が 暗々 裡に 新ら しき 時代 を 待ち 袋み つ \ 準備し つ、 あつたか^ 窺 はれる。 造乒、 造機 は 

もとより 紡績、 航海、 天文、 ^術 あらゆる 方面に 於いて 薩藩は 新 知識の 先騵 者であった。 集成 館 を 見た る 者 は 必ず 明 

浩 維新に 於け る薩 藩の 犬なる 役目 を果 したう しろに 潜んで ゐた 力が 何であった かや 想像す る ことができる であらう。 

薩摩华 人の 竞氣 のみで は あの 大事 業 は 出来なかった。 科學の 力、 藥 問の 力， 經濟の 力、 集成 S は それ 等の 隱れ たる 力 

の 集成で あ る。 藩主 自ら 手 を 下し て 作った と傳 へらる、 切 子 硝子 の ご とき 今 B 幾千 金 を 投じ ても購 ひが たき 傑れた る 

作品 を產み 出して ゐる。 

霧  X 

島 集成 飽磯 御殿の 前 を 通り過ぎて 海に 沿 ひ 走りに 走る。 琉球人 松 は 濱に沿 ひたる 一抱 ほどの 松で ある。 この 濱の 名物 

3 である" 舉校歸 りの 子供た ち は 行きち が ひさ まに みな われ 等の 自動車 を靦 く。 ほとんど 無. m 跌足 である。 筑紫 育ちの 

行 わたくしに は 不思議に も 思 はれぬ が、 旅の 人々 はよ くも この 暑さに 耐 へたる ものである とも 思 ふで あらう。 

菱の 花の 白い 筑 紫の 沼の ほとりが わたくしの に 映って 來た。 そこに わたくし は 同じ やうに 無精 跌 足の 子供 等 を 思 
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ひ 出した。 そこに は 父 あり、 S あり、 怠惰なる 沼の 鳥 あり。 白雲 飛び、 地平 fir はかす む。 

子供 等 は 格樹の 蔭に 憩 ひ、 海に 水浴び、 默々 として 樱 島を眺 む。 

海は靜 かで 櫻 島まで は 波 一 つない。 興 島の 小學 校の 尾根が 日に 反射して 白く 光って みる。 

道の ほとりに 南洲翁 と 僧 月 照 相 擁し て 海に 投じた る 遺跡が あり、 碑が 建てられて ゐる" 車 を と^めて 靜 かな 海の 面 

を-つ 力 ^  tjc 

いかにも 薩摩 潟の 湖で ある。 南國の涯の^^を寫して水はさらに靑くか どゃぃてゐる。 眠って ゐる やうな 潮も絕 えず 

流れて ゐ るので あらう、 港の 海草 は 風に 廳く 草の やうに ゆらぐ ともなく ゆらいで ゐる。 

「あの 岸 をす こし 出た あたりから、 このさきの 浦まで を 夕方から 夜に かけて 船 は 走って ゐ たとい ふので す。」 縣 の阖書 

院長 奥 田 童 山 子は大 隅の 見當を 指さした。 大 隅の 山が 靑く 煙って ゐた。 

「藩で も 月 照 を 殺す ことに ついては 困った にち が ひありません。 下手に 月 照 を 殺せば 藩の 尊王 派の 若い者た ち は當局 

者に 對 していよ く 不平 を 抱く にち が ひない。 ともかく 闕境 外に 追放した ところで 幕吏の 手に 渡す。」 わたくし は 奥 田 

氏の 話を聽 きながら 當 時の こと を 想^した。 

平野 國臣 とともに 月 照 を 通れ 出 して 船に 乘る。 やがて 圃境を 越 ゆる。 そこに は 幕吏 等が 劍を拔 い て 待って ゐる こと 

は 火 を 見る より 明かな ことで ある。 

「月 照 を】；^ 都から れ 出す 時 は 女の 物に 乘 せて 慕 吏の 眼 を^んだ とい ふではありません か。 ところで 途中 或る 宿場 

か 何 かで 幕吏の 一 行が 休憩して ゐる ところに 打つ 突かった。 西鄉も K 胸 を 突かれた にち が ひありません が、 わざと 幕 

吏 一 行が 休憩して ゐる 前に 駕籠 を 停めさせて 休んだ とい ふではありません か。」 

南洲 翁は薩 摩に さ へ 月 照 を 伴 へ ば 安全 だと 信じて ゐた。 ぁらゅる苦心を$^1めて南洲翁は月照を薩摩に入る 、 こ とが 


できた。 しかも 藩の 重役の 態度 はまった く 南 洲の豫 想 を 裏切って しまった。 重役 等の 意嚮 はー變 して ゐた。 幕府 を 恐 

る 重役 等 は西榔 をし て 月 照 を 殺さ せろ 手段 を 取った。 月 照 を國外 に 追放せ よ。 峠まで 伴れ よと いふ こと は 月 照 を 殺 

せとい ふこと であった。 

多感 多情の 南洲 翁が 月 照と 相擁 いて 海に 投じた その 心情 を 思 ひ つ、 わたくし はぢっ と 海の 面 を 見 つめて ゐた。 

S が 水 音を聽 いて 立ち上った 平野 國臣は 劍を拔 いて、 風 を 孕んで 走って ゐる 船の 帆綱 を 切った。 月が 水の面 を 照ら 

して ゐた U 

わたくしの 頭に は 後 か ら後か ら と 劇的な 光景が 泛 かん で來 た。 

さらに 走る につれ て やがて 南洲翁 蘇生の 地に 達した。 霧 島へ 急ぐ ために 車上に 頭 を 垂れた ま、， 岸に 沿 ひ、 濱に沿 

うて 走る ほどに やがて 野廣き 耕作地に 入る。 間もなく 帖 左の 松原に か \ る。 薩摩潟 を 東に 控へ、 波 上 櫻 島 をう しろに 

見つ、 帖 左の 松原 ケ- 走る。 沖 小島、 邊田 小島な ど を 松の 間に 眺 むる。 この 附近に 於け る 景勝の地 である。 薩摩率 人の 

1 椅. 憬 であり、 武士道 時代の 口.，' マン スを 語り 傳 へた 錢の小 田卷の 主人公 平 田 三 五郎に ゆかりの 地と して 帖 左の 濱は 

かって 若き 人々 にと つて 忘れが たき 地であった であらう。 「米 山の 藥師が あの 物語の 中に 出て 來 ますよ、 あのお 藥師さ 

ま は こ \ の帖 左に 祀 つ てあります。」 と 案内の 人々 は 語る。 

野は展 け、 山 は 遠ざかり、 畑と いふ 畑に は 煙草が 植 ゑて ある。 國 分の 町に 近づいた ことが 知れる。 

島逮 家が 鹿兒 島に 據る 以前に はこの 附近に 勢" S を 振って ゐ たとい ふこと である。 新 川 を 中心と L1: 分 平原 は d 々と 

して 肥えに 肥えて ゐる。 

家と いふ 家に は 煙草の 葉が 吊して ある。 國分 煙草の 本場で ある。 走る 自動車の 窻 にも 煙 革の 葉の 薰 りが 迫って 来る。 

橋の 上に 夏祭りの 準備 をして ゐる 人た ち を 見た。 祭 は 何とい ふこと なしに うれしい ものである。 
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町の 中程 か ら 日，： i: 行き の t!3 と 霧 島 行 ？の 道に 岐れ る。 わたくしたちの 車 は 北へ 折れて 爪先 上りの 道 を 山地 へ 走る， 

i^is; また^ 革の 畑が つ V く。 

忽然と して 煙草 畑の かなたに 霧 島が 雲の上に あら はる &。 

韓國嶽 は 黒く 左手に 聳え、 雲の上に 尾根 を 走ら せ て 右端に 高千穗 の 鍺き， 薄 紫 の 秀 峰が 天を膨 する が ご とく 突 つ 立 

つて ゐる。 

山に 登る 人 は、 山 を 兑て胸 をと V ろかす。 わたくし は輕き 胸の 鼓動 を 感じつ \ 雲の上に 騷々 として 立つ 霧 島の li 

k に惹 きつけられて しまった。 

黑き韓 g 嶽は 見る 間に 幾度 か 雲に つ、 まれて しまった。 高 千穗の 上に は 日が 照って ゐた。 いかにも 悠揚 迫らざる 山 

の 姿で ある。 

3 隅薩三 ケ國の 高原 を 踏ん ま へ て 南 國の大 さ に そ、 り 立 つ て ゐ る 。 高原 の 草 は 黑き ほど に 肥えて ゐる。 

走れ ども 走れ ども 煙草の 畑で ある。 裸馬に またがった 若者が 高千穗 をお 景に 草の 道 を 走って ゆく。 

稻の田 をへ だて、 山に 沿 ひ 北方に 鹿兒島 神宮が ある。 車上 頭 を 垂れて 過ぎる。 海 幸 山 幸の 傳說の 地で ある。 霧 島へ 

の 道 を 急ぐ の で、 山 を 下りて 後に 詣づる ことにする。 

國 分の 停車場 のす こし 手前に 稻 田の 中に 隼 人 嫁が ある。 稻 田の 中の 小 丘 阜に 甲胄 を 着た る 武人ら しき 者が 立って ゐ 

る。 熊 襲の ための 吊 碑と いふ。 荅 g 化く 旅人の 心を惹 く。 

新 川 を わたりて 間もなく 道 はや、 坂に か i り、 やがて 新 川の 支流 中津 川に 沿うて 走る。 この あたりから 或 ひ は稻田 

のほとりに、 或 ひ は 山 を 負 ひ、 厳の 极に據 りて？，！ 泉が 湧いて ゐる。 中 猪 川の 美しき 流れに 浸り 岩の 間に 湯 を 浴びて ゐ 

ろ 野趣 PI かな 山 の 温泉 を！；^ るに つれて、 車上の われ 等まで が のんびり とする。 


杉の 木立 黒く， 奇峭 If を 突き、 幾度 か 急峻 を めぐりて 溪川を 脚下に 眺め、 幾度 か 原始的 温泉 地 を 過ぎて 对!： の 瀧に 

達する。 秋 深く 紅葉 溪を 埋め、 柿の 葉に 霜 を 感ずる ころ 尙ほ 一度 こ、 の溪を 漫歩せば などと 思 ふ。 

.5.? かひ 

道 は 懸崖の 緣に 沿うて 走る。 懸崖の 道の 盡 きる ところに 右手に 霧に つ、 まれた 犬 飼の 瀧 を 見る。 朦 がー 羽 瀧の 上 を 

高く 飛んで 行った。 あたりに はさかん に 郭<ム が 鳴いて ゐる。  - 

規模 はさして 大きく もない が 瀧の 形、 瀧の 品位から いって 太 格 的の もので あらう。 懸崖の 上から 攏を や- 1 見お ろ 十 

形に なって ゐる iS は 華 嚴の瀧 を 聯想させる。 

道の かたはらに 和 氣淸腐 の 記念碑が ある。 稻富 翁と いふ はこの あたりの 豪士 であらう。 琉謫中 の 淸！： のために 盡し 

たとい ふ 傳說の 人で、 その 邸趾は 瀧の 近くに ある。 

「日本一 の茶樹 かも 知れません。 これから 二十 丁ば かり 彼方に 一抱へ も ありさ 5 な 茶の 樹 があります。 梯子 を かけて 

茶 を 積みます。」 と 縣廳の 竹 下 氏 は 瀧の 方 を 指さす。 

瀧の 音 を紗の や、 つな 霧の 底に のこして 再び 車 を 走らせる。 さすがに 山氣 冷たく 迫る を 感ずる。 

五六 人の 男女が 一人の 老^ を 道の 中 ほどに 寢 せて さわいで ゐる" 傍に はォ， ト バイが 橫た へて ある。 老婆 は の 

ま、 畑の 中に 働いて ゐ たらしく、 道に 出た ばかりの ところで ォ.' ト バイに 突き倒され たもので あら 5 か、 繃帶 した 額 

から は 血が にじみ 出して ゐた。 この 靜 かな 山中にまで、 文明の 利器と いふ ものが いろくな 意味で、 山の 人々 の 生活 

にまで かなしい 影響 を與 へて ゐる こと を 思 ふ。 何となく 心を晴 くさせら る X。 

大和民族 は アイヌ を 追うた。 やがて アイヌの 種族 は 失 はれ やうと して ゐる。 しかし それに 似た 自然の 殘忍 さは 何處 

の 世界に も 見出される。 都會人 は その 輕躁と 破壞と 打算と 利己と を 以て 田 園 を 誘惑し、 自然 を破壞 しつ、 ある。 

犬 飼の 瀧の 水が 減って ゐる こと、 千里 ケ 瀧の 水量が 乏しくなって ゐる こと は 水力 電氣 とい ふ 都 Is 人の 打算的な 考へ 
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からで ある。 强 ひて 水力 電氣 をけ なす もので はない。 しかし 爲 政.^ も 事業家 も 自然 を 恐る i こと を 知らなければ なら 

ぬ。 -H 然を 尊ぶ こと を 知らなければ ならぬ。 美しき 山 を破壞 し、 打算的な 考へ によって のみ 麗しき 天工に 斧 を容る X 

もの は惡 魔で ある。 さら に 美しき 山、 淨き豁 谷 を 利用す る ことによ りて 生きん とする すべての 事業家に 對し てわたく 

し は 同じ 苦言 を呈 する。 

赤松の^ 木が 柔 かな 蔭 を 作って ゐた。 陸 稻の葉 は 露に うなだれて ゐた。 傷つ けられた る老 La は鍺土 退の 傍に 眠つ て 

ゐた。 あたかも 傷つ けられた ろ 柔和な 羊の やうない たくしい 姿で。 新ら しい 文明と いふ ものが はたして 何 を かの 女 

の 生活に 恵んだ であらう。 かの 女 は 恐らく 二 千年 前の 民の ごとく 春に なれば 霧 島の 山の 畑 を 耕し、 種子 を 蒔き、 秋 を 

待った であらう。 かの 女の 出の 生活に とっての 脅威 は 恐らく 山の 野猪であった であらう。 しかも かの 女 は 今 野猪より 

も 恐ろしき 文明の 利器に 傷つ けられ て赭十 ii3 の 傍に 呻いて ゐる。 山の 尊 さ を 知ら ぬ 都市 人の 利己心 1^ 悟む。 

道 はやが て 牧園驛 より 來る 道と 一 つになる。 種馬 所の 馬が 豐 かな 牧草の 中に 立って ゐる。 

數年 前まで は 牧園驛 から 霧 溫 泉に 通 ふに は 馬車に^る か、 徒歩す ろかの 他に 方法はなかった。 そのころ の 馬車の 

立場で あらう その ま、 に 取りの こされて ゐる。 何となく 廢驛の わびし さ を 感ずる。 この 前 わたくしが はじめて 霧 島 を 

たづね た 時 は、 山 を 下って 來た 渾-轉 手と わたくしたちが 乘 つて ゐた蓮 轉手は その 家の 前で 車 を と^めて、 m 動 車の 機 

關 部に 清水 1 ゲ 掬んで 入れたり した U そして ポケットから 嫁ぎ 立ての 胡 K を攝み 出して は 喰 ひ はじめた。 胡瓜 を 口にし 

ながら ハンドル を 握って ゐる男 を 見ろ の，， ^旅ら しかった。  • 

もん 

振り か へれば 薩摩潟 は 淡い 霧の 下に か 父 やいて ゐる。 i: 島， さらに 開 聞まで がその 正しい 輪廓の 姿を靑 {-il に 投影し 

てゐ る.'  . 

水の やうな 冷たい 風が 吹 て 来た。 急に か ft つて 來た。 


「と りご  1 

「霧 島 はいつ もこれ だ！」 と蓮轉 手が 獨語 ちて ゐた。  - 

2 

雨が 降って 夾た" 最初 は 霧の やうな 雨であった。 やがて 沛然と して 木 を 打ち、 草 を 叩き、 地 を 蹴って 降って 來た。 一 

自動車の 霄 笛が あらしの なか を 咽ぶ やうに 響いた。  一 

突然 黑ぃ 物の 姿が 暗い 雨の なかに あら はれた。 咄 is にけ たキ ましい 叫び 聲が閗 えた。 はげしい 動. _ ^を 感じた。 山 を j 

下って 来た 自動車と わたくしたちの 自動車 は 辛，. ノ じて 正面衝突 を 免れた。 先方の 自動車 は 道の 傍の 石に 乘り 上げて し 

まった。 雨の 中 を 車 「. ら下 りて 彼我の 蓮 轉手も 客 も 手 を 貸し て は 先方の .m 動 車 を 石の 上から 卸し はじめた。 , 

雨を簡 いて 森林 地帶を 走れば 何處 ともなく 老鶯が 鳴いて ゐる。 雨の 滴が 冷たく 襟元に 落ちて 来る。 秋よりも 凉し い。 

a: 動 車が 停まる。 雨 ははげ しく 降って ゐる。 a. 川に 沿う て 赭土 の 坂道 を 拾 ふ 。 

この 前 初めて 霧 島 を 訪ねた 時 はわた くし は 博 多 あたりから 腸 を 痛めて ゐた" その ころ はま だ 鹿兒島 へ の 海岸線 は 開 一 

通して ゐ なかった ので、 球 磨 川に 沿 ひ 矢 岳 を 越えて 薩 摩に 入る のが 本筋に なって ゐた。  一 

夜、 博 多に 一泊して ボ ー トを 浮かべ、 博 多 人形 な買 ふために 博 多の 町 をヰハ き、 柳 町 を 見物な どして 博 多 を 立った の 

は 夜の 十二時 ころであった。 川の ほとりに 梟が 鳴き， 月が 照って ゐた。  一 

夜 氣に中 てられた とい ふの か、 夜の 二 時 三時 ころから 腹痛 を 感じ はじめた。 夜が 明け K 薩の國 境 を 走る ころ は 幾度 一 

霧 か 眼 を 開いて は 惠の外 を 眺めた。 夜が 明けさへ したら 何處 かの 停車場に 下りたい とお もった。  一 

0 夜 は 明けた。 汽車 は 矢 岳の トンネル を 出て 高原の 停車場に 止って ゐた" プラット フォ， ム には淸 水が 湧いて ゐた。 一 

1 人々 は爭 つて 步廊に 出て 眞淸水 を 掬んだ。 わたくし は 痛む 腹 を 抑へ ながら 山 を 眺めた。 霧が 高原の 草の 上 を 這って ゐー 

ま 

L こ。 

行 ナ 

霧の 海の 上に 黒い霧 島が そ \り立 つて ゐた。 いかにもおう どかな、 悠然た る 姿で ある。 霧 は 動く ともなく 切れ切れ 
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に 動 く" 山 はいよ く 高く、 いよく 拿く 錄 ゆる。 

黎明の 山に 落つ る 日の 光りの 靜 けさ。 黎明の 山に 動く 雲の， S る やか さ， 

矢 岳の いた t きから ゆるやかな、 しかし かなり 遙 かな 雄大な ス 口  I プを 描いて 草に つ 、まれた 高原 は吉. 松の 見當か 

ら さらに 國分、 加 治 木 を薩摩 潟に 至る まで 走りに 走り、 下りに 下る。 いかにも 快き 草の 原で ある。 草の ス HI プ であ 

る。 

汽車 はやが て柔 かな 高原 の 草 を 縫 ひ 、 秋 近き 草原 の 草花 を 分け て吉 松に 下る。 

汽車 は吉 松に 一時間 停車して、 日向 線の 汽車 を 待つ ことにな つて ゐ たので、 わたくし は プラット フォ， ムゃ 出て 驛 

の 前の 寂しい 茶店に 立ち寄った。 

驛 といっても まだ そのころ はほんの 野原の 中の 小驛 で、 驛 の 前に はわた くしが 立ち寄った 茶店の 他に は 小 ひさな 錢 

道 官舍ら しい ものが 二 三軒竝 んでゐ た。 わたくし は そこの 店で 腹 を？ i めながら 山 をな が め てゐ た。 

老鷥 が^ いて ゐた。 の- 「ぜんか つら が 燃えろ やう に 山際の 農家の 庭 に 入いて ゐる のが、 麻 畑 を へだて、 ながめ られ 

たりした。 

霧 島の 北の 根 腰 をめ ぐって 曰 向に 入る 汽車の 姿が、 はるか 下った 山の 港に 見出された。 問 もな くわた くした ちの 汽 

車 は 動き 出した。 

牧園驛 で 下りて、 そこから は 三 里ば かりの 山道 を 自動車 に 搖られ て 霧 島 に 登つ た のであった。 

自動車 は その 時 もけ ふと 同じ 場所で 停止した。 a: 動 laj. や 下 りた わたくし はふた、 び はげしい 腹痛に なやまされて 五 

歩に して は 喘ぎ、 十 歩に して は 呻く といった 風で、 幾度と なく 溪の 木の 拫 につま づ いて は 倒れ か k つた。 

け ふ. a 、雨の なか を溫 泉の 方へ 歩きながら わたくし は 七^ 前の こと を 思 ひ 出した。 ふた、 び 霧 島 を たづぬ ると いふ や 


うな こと は 夢にも 思はなかった ことで あつたに、 人間の 運 ^ ほど 不思議な もの はな い。 

SI 泉 宿から は 三人の 少年が： t 傘 を 抱へ て 坂 を 走って 迎 へに 来て くれた。 雨 は 突く ばかりに 降った。 

雨の なか を老 S や i ^公が しきりに 啼く。 

雨に 溶けて 湯の 香が 漂，^ て 来る。 

榮の as 溫 泉は舊 態い さ、 かも 改まって はゐ ない。 何も彼も 昔の ま、 である。 こけら 葺 きの 尾根の 雨に 濡 れ たの も、 

契し ぃ溪 川に 臨んだ 浴室の 窻 から 煙の やうに 湯氣の 立ちのぼり、 浴室の 人 の 雨の なか を； 洩れて 來 るの も 何となく 山 

の 湯ら しい 鼠 分で ある。 

七 年 前に 杜鵾 を聽 き、 月 を 眺め、 燒掛 飲みの 唄 を 聽 いた 同じ 二階の 部屋に 案内され る。 

雨 は 降って ゐ るが、 霧が 晴れ、 櫻 島が 國 分の 沖に 淡彩の 繪の ごとき 姿 を！^ せて ゐる。 

七 年の 時が 過ぎた ー わたくし は簡 干の 傍の 籐椅子に 凭り か. 1 りながら 今更の ごとく 感じた。 あの ころ はま だ 故. t 

の 父もゐ た。 わたくし は 霧 島の 旅の かへ りに 故鄉に 立ち寄って 父 を 訪ねた。 妻の Q もま だ 生きて ゐた。 わたくし は聽 

島の 旅から 東京へ 房った 翌日の 夜、 鹿兒島 の 土 逢 を 持って 妻の 母 を たづね た。 それから 十餘 日の 後 わたくし は 悲しく 

も あ の 恐ろ し い 大震災 の 中に 十二 日間 かの 女の 行方 を 探し ま はらなければ ならなかった。 

同 じ擱 干に 凭 りて 同 じ稱島 の 姿 を 遠 くな がめ た 時 わ たくし は 險の裹 が ほてる の を 感じた。 

「よくく の御緣 です よ。 また この 霧 島で 御 一緒になります の は。」 童 山 氏 は 語る。 

その 年の 夏期 大學に 呼ばれた 時 わたくし は 數日を 童 山 氏と ともに こ X に 過した ことがあった。 
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山 を 下る ばかりの ところで 童 山 氏に 短册を 書け と 責められ 大波の 池の 句 を 書いた こと を 記憶して ゐ 6 

榮 の尾溫 泉の その 部 接 はまた わたくしに とって 思 ひ 出 深き 部屋であった。 わたくし は 三日間の 講習に 三日と も M 

と 粥で 講義 をつ e けた。 第一 日の 夜 は 月 を ながめながら 疲れ果てた からだ を寢 床の 上に 橫た へて ゐた" 牧 園から は 三 

里ば かりの 山道 を 馬 に乘 つて 人の 善い お 繫者 さまが 配け つけて くれた。 蔑 麻 子 油 を 入れた 魏 がす . ^けて ゐ たこと や、 

お 翳 者 さまの 金時計 や 鎖が グ n テスタな 感じ を 起させる くら ゐ 時代ば なれして 大きかった こと や、 五郎八 茶碗に なみ 

なみと 注がれた 蔑 麻 子 油の 豐 富であった こと や …… わたくし は 病みながら も、 心細が りながら も、 そんな こと を考 へ 

てゐ た。 

わたくし は 夜中 幾度 か 服 を さました。 そのたび に 蔑 麻 子 油の 香 ひが 氣 になって 仕方がなかった。 

また わたくし は 同じ 部屋で 大 隅から わざく 訪ねて 見えた 巿來 先生に 逢った。 わたくし は 霧に っ丄ー < れた國 分の 町 

のた^ 二つ 三つ の燈を 見ながら 先生と 夜が 更ける まで 語った。 

建物 は島津 家 の 藩主が、 そこの 地 を 選んで 別莊に 建てた もの だとい ふこと であった。 

薄暗い 階下の 一室に は 秋草 を 書いた 杉戸が 昔 を 傲ば せて ゐた。 き はめて 質素な ものであった。 

湯に 浸さ 几ながら わたくし は 雨の 音 を if い た。 東京から の 遠い 旅の わびし さが 急に 胸 を 打つ やうに も 思 はる 、ので 

あった。 浴室の すぐう しろ は 崖に なって ゐて、 そこから 大きな 覚を傳 うて 山の 水が^ 室に 落ちて 來 るので あった。 そ 

んな ことまで が 山の 湯ら しくて うれしかった。 

「毎日 雨なん です か？」 

わたくし は 地 岡 を展げ ながら 童 山 氏 の 顔を兑 た。 


9 「天氣 は 割合にい、 のです が、 午後になる とこの 夕立です よ。 昨日なん か 烏 精子に 登って 行った のです が、 とても ひ 

2 どい 雨で、 晴れた かと 思 ふと 降る- 晴れた か. V 思 ふと 降る。 とても 大變 でした。 まるで 冬の やうな 懇 さでした よ。」 

月が 出た。 

榮の 尾から 眺 むる 月 は、 月の出が 遲く 入りが 早い。 東と 西に 突き出た 山を控 へて ゐ るので。 

しかし 山の 月 はいつ 見ても い .-。 

こ、 の 月、 こ. -の星 はさ 氣の 澄明な ため か、 月に しろ、 星に しろ 青： 際に 球體 となり、 立體 となって あら はれる やう 

に 感じられる。 

霧が 晴る、 につれ 國分、 加 治 木 あたりの 燈 がまた、 き はじめる。  - . 

童 山 氏 は 二三 B 前 霧 島 神宮に 行つ て 佛法僧 を 見て 來 たとい ふ 話 をす る。 

わたくし は 先年： 咼野 山に 詣で たをり 案 s: の ila から 佛法 僧の 咄を聽 いた。 山に 來て佛 法 僧の 咄を聽 くこと は 旅人に 

とりて まことに 心 を 動かす ことで ある。 いかにも 旅の 夜ら しい 感慨 を 深く させら る \ ものである。 

童 山 子の ために 筆 を 執る 

月 更けたり 佛法 僧の 咄 かな 

霧  > 

0 床に 就いた がな かく 眠れない。 

わたくし は 一度 起きて 二階の 緣 側に 出た。 

ま 今日 來 たばかりの 牧 園の 牧場 あたりの ゆるやかな スロ， 'プ のみ を殘 して、 加 治 木、 國分 あたり は 霧に つ X まれて し 

行 まった。 櫻 島 だけが かすかに 月の 光り を 浴びて ゐる。 
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i^T として 絕 えず 溪 川の 水 は 流る \。 

月に 照らされた 山と、 光りに 背いた 谿の 明； ^ がくつ きりと 描き出され てるる。 

わたくし はこの 前 霧 島 を たづ ねた をり、 ち やう ど 今夜の やうな 美し い 月の 光り を 浴び て溪 川に 沿う て 歩いた こと を 

思 ひ 出した。 若い 人た ちの 燒 E 飮 みに 誘 はれた ことがあった。 

■ 月明の 夜. 霧 島の 霧 深き 溪の 間から 薩摩車 人 等の 燒稱 飲みの 歌を聽 けば、 K 人の 腸を斷 つもの が ある。 山 また 山に 

取り かこま わ、 北方 は 肥 後 を 始め 九州の 諸 大名、 否、 德川 幕府 そのもの、 絕 えざる 監視と i を 感じながら 百 二の 都 

城の 薩摩难 人 等が 祖先 の 地に  一 ^も 敵 を 容れず 幾 百年 の 間 かれ 等の 天地 を 全くした 意氣 はた しかに 秋の 夜の f ,® 欧み 

の 非， 愴な 哀調の 底に も 流れて ゐる。 

薩麾 举 人 等 は 北方の 山々 を 越えて B 本 中の 德川 勢が 今にも かれ 等の 上に 潮の やうに 押し寄せて 來る こと を豫 想し て 

ゐた であらう。 

南方 を眺 むれば 屋久、 大 島， 鬼界ケ 島の if 々たる 他 は 一切 漫々 たる 無限の 海洋で ある。 相 託すべき はわ づ かに 山 ま 

た 山の 薩 摩の 天地の みで ある。 

死ぬ もよ し、 生く る もよ し、 相 託すべき、 相賴 るべき 祖先の 地の みに 生きて ゆかなければ ならぬ かれ 等の 境遇 は、 

自然 薩摩単 人 をし て ひた ぶ る に 祖國を 愛す べき こと を敎 へた。 

月明の 夜 薩摩隼 人の 燒對飮 みの 歌を聽 けば 多感なる 南方の 勇士 等の 意氣 とともに、 そこに も 一 つの 宿命の 下に 置か 

れ たる 人々 の 哀愁 を 感じない わけに は ゆかぬ。 

月 はいよ く tis ゆる。 窻 のカァ テン を 通して 部屋の 中に 漂 ふ 月の 光り をた どりながら わたくし は 募り ゆく 溪 川の 音 

を聽 いた。 


霧 

I 仃 


老鶯 が啼き はじめた。 つ r いて 軒 近く 郭公が 鳴く。 

月 は 山に 隱れ てし まった。 01 はま だ 出ない。 

霧に つ \ まれた 麓の 加 治 木 あたりに はま だ 明け やらぬ 薄暗が た t ようて ゐる。 

溫 泉に はま だ 誰も は いって ゐ なかった。 

*-rt 一』 うちく 

思 ひ 切り 廣ぃ 浴糟に は 髄 をな し て 透明な？ W 泉が 琉 れてゐ る。 山の 大きな 孟宗 竹の 宽が 岩清水 を 浴室 へ つて 来る。 

ひ， LS.  く  く 

き はめて 簡素な 浴場で ある。 湯 桶 とてもな いた t 手ごろの 千 杓 1 っ備 へつ けて あるば かりで ある。 千 杓に 澄 を 掬んで 

は 肩から かける。 いかにも 古風な 山の 51 泉 氣分を ® へてゐ る。 

た V 1 人で 大きな 浴糟に 浸りながら 耳 を 傾けろ と^子 憲 ちかく 小 為が 囀って ゐ る。 

{Ti- は 曰 本 晴れで ある。 

窜： 山 子 を はじめ 一 行 六 名。 草鞋の 紐 を 結ぶ 間 も 急がる. 1 心地に て 宿 を 出づ。 

宿 を 出で、 やがて 溪川を わたり 數丁 にして 道 は 急に 險 きになる。 幾 百年 來斧を 入れし ことなき まったくの 處女林 地 

帶 である。 およそ 韓國の 西北 部十數 里の 間 はこと ぐく 喬大欝 生の 處女 林地帶 となって ゐる。 

わたくしたち はま さに jfis たる 處女 林地帶 にか、 つて ゐる。 しば、/ \ 急峻な 坂路 にか、 つ て は 胸 を 突く。 根に 凭り、 

岩に 縫って 古木の 隆を拾 ふ。 

山徑苔 深く、 氣 澄み、 神 迫る の 思 ひを咸 へす る。 

道 はやが て 流れに 沿 ひきはめ て ゆるやかな 傾斜 をた どる， • 歩め ども 歩め ども 苔に つ \ まれた る 老樹の 海で ある。 

沙羅の 花 雪の ごとく 散りて しばく 苔を蔽 ふ。 
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啄木鳥 は 千古 の 森林に 禪 ® の ごとく 靜 かに 老木 を 欧 く。 山 怒 々深く し て ts、a いよく 冷たく. 沙羅の 花の 散る こと 重 

よりも 白し。 

山が 急に 展け 赤松 地 帶が幾 里 ともなく 走つ てゐ るの を兑 る。 いかにも 美し い 赤松で ある。 

霧が 赤松 を こめて はやが て 山から 山- 嶺から 嶺を掩 ふ。 来し方 も、 行く末，^ た t 一色の につ i まれて しま ふ。 吃 

々として 噪木 鳥の 木 を 吸く 音の み 聞え る。 . 

わたくし たち は 梁 かな 草 を 分け て 登った。 三尺に し て鷥が 鳴き、 十 歩 二し て 村. ぎが 啼く。 

草 を 這 ふ 霧 は 糸よりも 細く 瘦 せて、 やがて 草の葉に 消えて 微風 を 呼ぶ。 

忽然と して 大波の 池が 草 を 踏む わたくしたちから 百 歩のと ころに {^ よりも 1.^ く、 草-、 り も 濃き 水 をた、 へて ゐ るの 

を發 見した。 

幾 W 丈の 岩壁 はこと ぐく 千古の 老木に つ、 まれて ゐ る。 恐らく は 神代 時代の 噴火口で あらう。 今 はた 千 尺の i5 

崖に 沿って 夏 箱 咲き 沙羅の 花 白く かをりて、 神秘の 大波の 池を擁 く、 およそ 日本の 山の 湖、 山の 沼のう ちわた くし は 

未だ かって かくの ごとく 神祕 的な かくの ごとく 麗しき 山の 湖を兒 たこと はない。 

湖心 深く 夏楮の 白き 花瓣を 映し、 さら に 、韓國 狩の 雲 を 湖底に 沈め、 さ ら にさら に 深く 南 の國の 靑ぉー を 抱 いて ゐ 

る 大波の 池 は ひ たす ら に 旅人の 心 を 湖心に 惹き つけて た ど SI 觀靜想 の 裡に魂 を 奪 ふ。 

大 K 十二 年に はじめて 大波の 池の 畔に 立った 時 わたくし は あまりの うれし さに 湖畔の 草の 上に 蹈 つたこと を 思 ひ 出 

した。 

け ふも靜 かなる 山上の 湖 をめ ぐり て 老鶯啼 き、 湖を橫 ぎりて 郭公が 飛んで ゐる。 

8^-?<  is 海 を 迷 ひ、 霧に^：：み、 忽然と して 南方の 空 五 千 尺の 草 を 踏みて 太古 さながらの 湖 を 慮 出す 時、 S 


び、 地に 臥して 大自然の 停大 さと 麗し さに 長歎し ない もの はないで あらう。 

橘 南豁の 「西雜 記」 に は 

「宮居より 左右に 岐れて 西の みね 東の 峯と いふ 有 登る 所 は 東の 峰な り 東西 只 二 峰の みなれば 登り か \ りて より 絕 頂に 

至る まで 只 一 筋に 登る 事な り 他國の 高山 は 多く は 登る 所 も あり 又 下る 所 も あるに 此山 のみ 水 筋に も從 はず 只 登りに の 

ぼる のみな り ふじ 杯の 登りに 似たり とい ふべ し 山の 高き 事 思 ひやるべし かく 一； 峰 東西に 對し聳 へたる ゆへ に 昔より 高 

千穗 の. Ti 上嶽 とい ふ神晝 にい ふ 所の 山是 なり …… 」 と 書いて あるが、 東の 峯は卽 ち 今日い ふ 高千穗 であって、 西の 峯 

しん *. ん  ひな. -TH-  -ts 

は 韓阔嶽 である。 この 東西 兩岳を 連ぬ る 山 示に 新 燃が あり、 相連續 して 夷 守、 齪、 獅子 戶、 烏 £ 子等が 相 凭り， 相 瓦 

りて 霧 島 をな して ゐる。 東の 峯は、 王と して 草 山で あり、 两の峯 は 千古の 大處女 林で ある。 したがって 豁谷、 河琉の 

美 は 西の 峰に 多く 見出さる、。 

「西の 峰 も 高さ は 東の 峰に おとらず 雲間に!！ へ ぬれ ども 神 跡に あらざる ゆ ゑに 世の 人の ぼる 事な し只此 山の 高く しか 

,-^廣く大なる事無量なり麓のめぐり三十六里山の中に大なる池五六十もぁり中にも大波の池紫の池などはめぐり三里 

も ありて 湖水の ごとしと いふ 此 山に は If 蛇 多く 住て 池の 邊 最多く 樵 者と い へど も 池の 邊には 行事な しもし 池 近く を 通 

る 時には 無言に て 通る となり 人語の ひどき を 聞けば 大蛇 かならず 出て 人 をのむ とい ふ 又 野馬と いふ もの ありて 形 馬の 

ごとく 髮長 くして 地に 引き おそろしき 姿の 獸 なれ ども 人 を 害する 事 はなしと 也 わが 山に のぼりし 時 も 初めに 案内の も 

の此事 をい ひても し 見 玉 ふと も 驚き 玉 ふべ からず とい ひし 予 ももし 見ば 珍ら しかるべ しと 思 ひし かど も折惡 敷て 出 ざ 

りき 其. ほか 種 々 の 毒蛇 惡獸大 蜘螝大 蝦 慕 等 夥し と 也 …… 只鳥獸 草木の 種類の 多き は 天下 此 きり 島山に 勝る ところ は あ 

ら じ とぞ K ゆ 又 山中に 溫泉 S ™^ 所 も 數十ケ 所 あり 硫實 の いづ ろ 谷 も ありが 精 は 馬の 背越邊 の 谷 ー&に 曰かけ にか V やき 

て遙に 鏡の 如く 或は 月 出の 如く 見 ゆる もの 所々 にんり …… しかれ ども 絕 絵のと ころに て 行かた く 殊に は 其. 5^, 神變 ふし 
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くろで.；！ 

ぎ 多き 邊 なれば 砂 一粒と いへ ども 山 神の いかりに 觸る 、 V, てと ろ 人な し又黑 尊と て 千 丈の 黑岩ハ 介 そこより は へ ぬきた 

る あり 奇絕 言語に 及ばず、 …… 此 山中に 一 月 も 二月 も ありて みめぐ らば 而 白き 事 限り あるべ から ざれ ども 屮々 仙骨 を 

得 ざれば 叶 ひがたき 蓽也」 

南谿が 旅し たころ の而 影に  < 「も なほ ほ t 窺 ふこと はでき る。 山の 中に 大 なろ 池 五六 十 も ありと いふ こと は、 今 3 か 

らゃ、 過大に も考 へらる、 が赏 際に 當時は それく らゐの 湖沼 はあった であらう。 1^ 國を めぐりて 大池、 紫、 ビヤ ク シ、 

六觀 音の 池が あり 韓國 自身の 舊 噴火口に も 美しき 水を湛 へ、 新 燃、 大幡、 獅子 戶嶽、 さらに  一 tfw 大きい 湖水で は 霧 島 

東 神社の 御池が あるが、 霧 島 ほど 湖水に 富んだ 山 は 他に 多く 類 を 見る こと はでき ないで あらう。 南豁が 物語に いた 

と い ふ 野馬 は 恐らく 韓 M 嶽の高 蝦 野原 あたり を 走つ てゐた 自然の 野馬で も あら， 「か。 蝦蟇 大蛇の 類 も 荒唐無稽の 語 

では あるまい。 先年 霧 島 を たづね たをり わたくし 自身 髮 しいかな り 大きな 蛇 を 見た ことがある。 蛇の 走った 後の 葦が 

倒れて しまったの を 見た。 水 稱の話 はい か^かと 思 ふ。 高 千 穗の峯 から 東 島 神社の 御池 „ゲ 眺めた 時、 南豁の 語る 

「鏡の 如く」 とい ふ 印象 を與 へられた ことがあ るが， それ は 湖水であって、 水精ではなかった。 

しかし ともかく 南 谿が霧 島に つ い て 語つ てゐる 記事 は、 それにより て いかに ゆ S 時 霧 島 登山が 困難であった かとい ふ 

こと を 想像す る こと はでき る。 日な ほ當 時の 係 や ぶこと もで きる。 

霧 島の 不思議の 1 つと して 深山の 豁に稻 の穗の 流れ 下る ことに ついてはし ばく 聞いた ことがある。 或 ひ は 太古の 

民が 蝦 野原 あたり に 住んで ゐ たもので あるか。 南？ 始の Mi.: 馬 の 物語と 思 ひ 合 はすれば 先 ft 民の ME 原 生活 とい ふが ご とき 

こと も ほぐ 想^されな いこと もない。 

わたくしたち は 大波の 池の 緣に沿 ひ、 絕 壁の いたどき ゃ傳- 「て 韓國 岳の 中腹へ 急いだ。 

柔 かき fl. を 撫で は 走り、 雲 は 湧く。 


霧 

行 


霭の 間に かに やかな 赤松 地 帶の溪 1 ^埋め、 溪 を掩ら て、 山に 入り、 山に 隱る X を 見る。 櫻 島. ^聞 ケ岳は 海に 入り 

雲 を 呼びて 杳- お-としてた \ すむ。 

わたくしたちの 一 行 は 一 部 は 韓國嶽 に、 一 部 は 道 を 左に 四十 八 溪を橫 切りて 暇 野原に 向 ふ- > 

韓國 の 急峻 を攀づ る 人々 の 白衣 を かすめて 霧 飛び 南^の 日の 光り を どる。 

草の 中に 鷥を聽 き處女 林の 間に 郭公の 姿 を 追 ひつ、 わたくしたち は 四十 八溪の 細流 を 蹄り、 岩 を 越え、 泉 を 掬む だ。 

四十 八溪の 名に そむかず 溪 はまた 溪へ、 丘 はまた 丘へ っ^く。 资を 分け、 蔦 を 踏み、 苔 を 撫で、 老木の 驛 ®- く 駒鳥 

の 聲を聽 く。 

四十 八 溪を過 ぐれば i つ 然として 蝦 野原の 原 は 白骨の ごと キ、 老樹の 間に 展く。 

細流 あり、 草原 あり、 細流 あり、 ^！然生の海棠咲き、 鳥 ffi く 飛び、 小 徑草を 横切りて 草に 人る。 雲 遠く fEi. 光る。 

琉黄 精煉 所 を 草 の涯に 見つ、 躑 IS に掩 はれた る 草 山の 緒 士道 を たどりて やがて ビヤ クシの 池に 還 く。 ビヤ クシの 池 

は 寂しき 池で ある。 草深く、 藻の 花 白く、 荩村を かすめて 小鳥 飛ぶ。 

ビヤ クシ 池の や. - 下手に 美しい 赤松 や、 一 體の 老樹に つ、 まれて 六觀 昔の 池が ある。 

あかね かつらの 葉 蔭に 臥して 草 山の 上から 六觀 音の 池の 而 をぎ 瞰 する J 水は靑 いとい ふだけ では 形容し きれない。 

南國の 空の 靑 さよりも なほ 靑く、 池底靜 かに 神祕 以上の 神祕さ をた. - へて ゐる。 數 多き 霧 島の 湖水のう ち 大波の 池と 

六觀音 の 池 は その 雙璧 と稱す ベ きで あらう。 

六觀 音の 池 を 越えて 嶽夷守 山 を， さらに 遠く 日向 大隈の 山 を ながめる。 夷 守 山 は IH 幸の 名山と して 傳 へられた る 

もの、 老樹 蓊聽 として 姿 容太だ 麗しき 山で ある。 日本書紀 景行 天.〕 S の 條には 「天皇 將向 京、 W 巡狩 筑紫 國、 始到夷 守、 

是特於 石 濯河邊 人衆聚 集、 於是- 天皇 遙 之， 左右 曰、 其 集 者 何人 也、 若 S 乎、 乃 造 兄 夷 守 弟 夷 守 二人 <F 觀」 と あ 
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る。 熊據御 親征當 時に 於け る 霧 島 一 帶は 恐らく 南方 民族の 一 根據 地であった でも あらう。 

わたくしたち は檢 しい 處女 林の 間 をく  つ て 六觀昔 池の 力へ 下って 行った。 池の 畔に は亭々 として 老杉が 聳えて ゐ 

る。 老杉の 下に 白鳥 神社が ある。 曰本武 尊を祀 る。 日本 武尊 白鳥と なりて この 池に 下り 給うた とい ふ 傳說が ある。 土 

地の 人々 は 古来 白鳥 を 殺さぬ とのこと である。 年に 一 度 花の ころ 霧 島の 諸 所の 部落の 人々 が 野 を 越え- 山 を 越えて 六 

觀 音の 池の ほとりに 集まる とい ふこと である。 池の ほとりに は 祭の 夜の 焚火の 跡な どが その ま、 に殘 されて ゐた。 

； ^ ち 

六觀音 の 池の ほとりから ふた、 び 森林の 徑を 分け て 不動 池の 綠を たどる。 不動 池 は 草 山に とりかこまれて 美しい 水 

面 をた & へて ゐる。 不動 池から やがて 硫黄山に か  る。 全山 硫黄の 噴出に 燃えて ゐる。 人々 は あたりの 小石 を 草の 問 

に 積み重ねて は 行きす ぎる。 賽の河原 である。 

一筋の 川が 蝦 野原 1^ 橫 切って 流れて ゐる。 熱湯の 細流で ある。 細琉に 沿うて 川 を 下る。 硫黄 精煉 所の 男た ち は 木 M 

に 凭り、 草 野の 中の 溫 泉の 流れに 浸されて ゐる。  - 

わたくしたち は， 精^所の 中へ はいって 行った。 三十 人ば かりの 男た ちが 働いて ゐた。 精煉され た 疏黃は 馬の 背を藉 

りて ®? 野原 を橫 切って 里の 方へ 蓮 ばれる。 馬 は 丈が 低く、 き はめて 小 ひさな 馬で ある。 三 頭 五頭と 蝦 野原の 草に かく 

れて 行く 姿 は 一 幅の 好窨， 題で ある。 

こ、 に 働 いて ゐる 男た ち は みんな 櫻 島の 人で あると いふ ことであった。 以前 は 男ば かりの 所帶 であった が 今 は 夫婦 

者が 1 組 加 はって ゐる。 爐の 傍の 壁に は 梅 幸 羽左衞 門のお かる 勘 平の 道行 ゃ左圑 次の 富 樫、 i§f 四郞の 辩慶、 仁 左衞門 

の 名工 柿右衞 門の 縷 などが 貼られて あった。 この やうな 無人の 界 にわき かへ る 硫黄と 見 わたす かぎりの 草原、 白雲 

を對 手に 單調 そのもの X やうな 生活 をく りか へして ゐる 人た ちに とって、 歌舞伎 芝居の 世界 を 想像 するとい ふ こと は、 

いかにもいた ましい 幻影の やうに も S はれる。 


硫黄山から 流れ 落つ る 溪川は 精煉 所 あたりに 至って 川幅 もや &擴 がり、 岸 は 京と 木に つ、 まれて ゐる。 わたくした 

ち は 草鞋 を脫 ぎ、 服 を 草の 上に 投げ捨て、 溪 川に 下りて 行った。 浴びる にはち やう どよ き 加減の 溫 泉で ある。 恐らく 

吾等の 祖先 人た ち は 蝦 野原 のこの 溫 かな 泉、 ？ J かな、 溪 川の？ に 浸され て 鹿 を 追 ひ 、 野猪 を 狩る 曰 の 疲れ を 癒し たこと 

であらう。 

みやまな なかま どで あらう か。 柔 かな 葉 蔭 を 湯の 川の 上に 投げて ゐる。 わたくしたち は そのこ まやかな 藥蔭 につ \ 

まれて 溪 川の 湯 を 浴びつ &靑 Ml を 仰ぐ。 何とい ふ 高い. S であらう。 何とい ふ靑ぃ S であらう。 

淙々 として 湯の 川 は 永劫に 流る \。 雲は徂 く。 小鳥の 聲を 草に 聽 きつ >5S かなる 旅 を 思 ふ。 

ふた. V ひ 蝦 野原 を橫 切り、 處女林 地帶に 入り、 溪を跟 り、 丸木橋 を 渡り、 溪 また 溪、 流れ また 流れ" 道 はいよ く 

小晴き 老樹 の 間に 入る" 榮の 尾の 溫泉宿 ま では まだ 十五 六 丁の あたりから 日が 暮れて しまった。 霧が ®f く 山 を 埋めて 

しまった。 をり からの 月の 光り も かすかに、 裊は 原始林の 間に 鳴き か はして ゐる。 

霧の 中に 突然 三つの 提灯の 火が あら はれた" 宿の 少年た ちがわた くした ち を 採し に來 たのであった。 薩摩を 旅して 

最も ふかく 感ずる こと は 少年 達の 素撲 さと 忠 資さで ある- 恐らく 南洲 翁に 殉 じたる 少年 達の 美しき 心 は 今 もな ほ薩摩 

の 少年 達の 魂に さながらに 生きて ゐ るので あらう。 薩 摩の 山 は 美しい。 しかし そこに 生きつ \ ある 少年 達の 誠實， 朴 

直、 純撲、 勤勉の 美風 はさら に 美しき ものである。 わたくし は 到る ところに 於いて かく 感じない わけに は ゆかな かつ 

た。 

今日は 新 燃に 登るべき 豫定の 日で あろ。 月 はま だ殘 つて ゐた。 櫻 島 も 霧の 中に 見える。 しきりに 郭公が 啼 いて ゐる。 

露 重く 草鞋 は 直に 1^  く 濡れる。 
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硫黄 谷、 明礬 r お を經て やがて 道 は 老木の： g 木を傳 ひ、 谷に 入り ハ 介 を 越え、 淸 流に 臨み- 飛 爆 を^ V- 

新 燃 は ほとんど 韓 1： 嶽と 高千穏 を 結び付く る 直線 上に 位置し てゐ て、 ！！ 山 の 中央に 在ろ 菌^ 火山で ある。 所 霧 島 

^躅 の 壯大. 壯麗美 は 新 1- に盡 きる とい ふべき であらう。 五 穴 月の 南 國の靑 《人 &の 下に 新 燃 全山の 躑躅が 一時に 燃え立 

つ あでやか さは 想像す るに 難くない。 恐らく 天下一 の踢蹈 であらう。 

夏榑 咲く 巌 山の 瀑布に 飛沫 を 浴びて 赤松 山 を 通り、 丈な す 菅原を 出 づれば 忽然と して 新 燃の 革 山が 天に か，. つ てゐ 

るの を 見出す。 霧 島の 原始林 は 新 燃の 裾に 至って 1 先づ 蒼々 たる fnf 原と なって しま ふ。 新 燃 は 原始林から 劃然と 區別 

せられた 苴山 であり、 ^躍 の 山で ある" したがって 鰯 ii のさ かりに は 燃える がごと キ花 そのもの を 直ちに 靑 に 反映 

する 事が できる。 靳燃 はまこと に 擲躅の 花 を 天に さ.^ ぐるが ために？. 3 き 出で たる かの 觀が ある。 

噴火口 一 2： に は 靑{- ^を 映して 靜 かな 水が 深く た& へられて ゐる >  無數の岩燕が水の上をかすめてゃがて態崖を大&^ へ 

と 翔って ゐる。  , 

高 千 德の峰 を 鳥瞰 圖 的に 眺む るに は 新 燃 はよ き 位置 LU める . ^！く焦け たる 高千穰 の 馬の 背 越 も； 雲の 間に さ だ かに 觅 

出される) わたくしたち は 新 燃の 柔 かな 草 を もとめて 二 時間ち かく も 午睡の 夢 を むさぼった。 

高 千穗に 登る 前の 夜 は さすがに 氣も 引き if めら れた。 

大正 十二 年に はじめて 霧 島 を たづ ねた 日、 わたくし は 高 千穗に 登る つもりで あつたが、 その 時 は 山が 荒れて ゐ ると 

いふ ことだった ので、 高 千 穗へは 登らなかった。 

今度 こ そ 登 れ るの だ と 思 へば ま ことに 氣も 勇む が 、昔 か らの 傳說を fj い て ゐる だけに 山 を 危ぶむ やうな 氣に もな る。 

南 豁 の 「 西 遊 」 に 記 さ れ て ゐ る と こ ろ を 見 れ ば 當 時 は か な り 危 險 な 山 で ぁ つ た こ と が 想像 で き る 。 
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「此霧 島 は 格別 の 高山に し て も 殊に 火 も へ 風 動 ォ其外 種 々 の 神 變不思 M 怪異^ 奇 多く 登る もの 不時に 紛失す る 事 杯 毎 

度の 事 ゅゑ薩 州の 人と いへ ども 恐れて 絕 項に 至る もの すくなし」 といって ゐる。 ともかく かれは 年 來の志 を 達する た 

めに 「年若き： €壯 の 男子」 を 雇って 只 二人に て 「霜月 八日と いふ」 に 鹿 兒島を 立って 霧 島に 向って ゐる _) 

わたくしたち もこ の 曰 は 特に 朝早く 起き て 五 時には 宿 を 出る - J とに し た。 こ の 日も黑 葛 原 少年が 先達 をし て くれる 

ことにな つた。 かれは 默々 として 山 を 歩む がいかに も氣 持ちの よい 少年で ある。 

新 燃に 登る 道と 途中から 別れて、 新 燃の 裾の 原を橫 切って 行く。 

日向. 大 隅の 平原 は しづかに 朝霧の 下に 眠って ゐる。 育い 山の みが i? 々として 朝霧の 上に そびえて ゐる。 黎明の 山 

の 旅の うれし さが 魂に 迫る。 

道 は 湯 之 野 温泉 を 過ぎ て 走る 。 ^之 野 溫泉は まったくの 原始的 溫泉 である。 農閣期 に 山の 人た ちが 米 を 背負う て 三 

B 五日の 溫泉 をた のしみ に來べ き 小屋が 建 て られて あるば かりで ある" 田の ほとりに 煮え 立 つ 湯が 瀑音 を 立て. - 沸き 

かへ つ てゐ る。 すさまじ い ほどで ある。 

この あたりから 草の 中に 赤松の 林 をへ だて、 高 千穏ケ 見る 景 は 特にす ぐれて ゐる。 

草 は 露 重く 山鳩の 聲を聽 きつ、 道 を 急ぐ。 溫泉 地から 約 三 里ば かり、 ほとんど 草の 原ば かりで ある。 すでに 秋草の 

花が 咲いて ゐる。 

高千穗 川原に は 老婆の 茶亭が ある。 

茶亭を 過ぎて 間もなく 道 は 急に 險 しく、 息つ かひ も 苦しくなる。 いよ/ \ 高 千穗の 峰に か& つたので ある。 

山は^！黑く燒けて、 踏む ごとに 熔岩の 豁に 落ちる のを聽 く" 一 本の 木 もな く笹の やうな 草が ゎづ かに 溶岩 を 包んで 

ゐる。 -ii? な 燒け山 を 十五 六 丁 も 登り せば 道 はや、 平になる。 そこ！ 馬の 背 越が にじまる， - 
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こ.. - でも ム々 は 噴火口 を 御 鉢と 呼んで ゐる。 馬の せ 越 は 御 鉢 めぐりの 一部分で ある 高 千穗の 峰に 達する ために は 

この 御 鉢の 一部分 を ぜひとも 通り越さなければ ならぬ り おは 噴火口で、 今もなほゎづかではぁるが白き煙を！^ぃてゐ 

る。 左は幾千尺のけはしき溪1^控へてゐる。 雲は絕 えず 脚下に わいて ゐる。 

南谿 はかう 誌して ゐる" 「薩隅 日の 三 州 一 望の 中に いりて 衆 山 は 波. まの 如く 大海 は靑疊 をし きたる がごと し、 其 中に 

稷 しま 山 忽然と 秀で k 盆石 をお きたる がごと し絕 項より 白き 煙 四時に 立ちのぼりて 香爐の ごとし 景色 無双 筆に つくし 

がた し、 さて 件の 草 ばらの 山 をの ぼる 事 又 五十 丁 それより 上 は 草 もな く 只 栗 ほどの やけ 石 計な りこ、 に 至って 登り ま 

すく  4: 峻 なり …… それより 三十 丁 も のぼるに 只 平に ゆく とい へど も 左右 皆 石 谷に て劍 の^の 上 を ゆく ごとく 足の ふ 

わ づか 

むと ころ 耰に 馬の せなか 程 なれば 馬の 背 こへ とはい ふなり」、 古， 登山者の 稀であった ころ は 形容の ごとくで あったら 

うと 想像され る。 

馬の 背 越 を 過 ぐれば 高 千 穗の絕 頂に か、 る = 南 叙の 記に よれば さしもの 勇壮な 若者 も 馬の 背 越に 達しない うちに 氣 

挫けつ ひに 足 手 纏 ひとな つてし まった ので、 南豁た e 一人で 「折々 はう つぶしに なりて 風 を さは 千 辛 萬 苦して 馬の 背 

越 八丁が 間」 を 先り ぬけて やがて 頂上に 達して ゐる。 

馬の^ 越 を 通り 過 ぐれば 山 はや k ひらけて 平にな つて ゐる。 ふた、 び^ は #( 峻 になる。 間もなく 絕 項に 達し 天の # 

鲜を拜 むこと がで きる。 

r 絕頂は 尖り て 縫の 地面に 天の 逆 鉢 あり 是を 見得し とき の うれし さ 何に か た と へん、 逆 鉢の あり さ ま 全體は 唐金 の 如 

さび 

くにみ へたれ ども 風霜に さらせる もの なれば 靑く鐮 てし かとしれ. がた し、 長さ 一 丈餘 ばかり ふと 犬なる 竹 程に て さか 

さまに 地中に たち 其 石 突つ 端の 所に 南面に 鬼面の ご ときもの 見 ゆ 」 丙 遊 記 に 誌す ところ は 今 もな ほ 何等 變 つたこと は 

ない 0 
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頂上に はた まく 宮崎 聯隊 の 兵 士 た ち が 憩う てゐて わ たくし を 中に 置いて ともに 逆 鉢 の 前で 記念 撮影な ど をした。 

霧が 深く、 たび < 五六 間 先 は 見分けが たくなる こと もあった。 霧の 時間に 霧 島 神宮の 大 森林 地帶を はじめ、 日向 大 

隅の 山々 を眺 むる 雄大 さは 忘れが たく 思 ふ。 橘 南 谿は高 千 穗の絕 頂から ふた \ ひ 馬の 背 越 を 渡つ て 元来た 道 を 還つ て 

ゐる。 わたくしたち は 高千穗 のいた^ きから 道 を B 向の 方へ たどる ことにした。 

道 はふた、 び 急で ある。 走る がごと く 山 を 下る。 二つ 石 あたりから 道 はさら に險蛆 である。 一歩 を あやまてば 千饭 

の溪 底で ある。 時に 岩に 攀ぢ、 岩に 這 ひながら 下らなければ ならぬ" 溪 深く、 焉險 しくして、 目 くらむ ばかりで ある。 

霧 濃く、 雲 湧？ て絕 えず 溪を 埋め、 對 山を隱 す。 

いつの 間に か 高 千 穗の絕 頂から わたくしたちの 跡 を 追って 來た 一頭の 野犬 も 見えず なって しまった。 

「山犬です よ。 農村に 下りて 行って は鷄を 取って 食 ふので すよ。」 黑葛原 少年 はそんな こと を 語って ゐた。 

突然 わたくしたち は 霧の 中に 犬 を 呼ぶ 獵 夫の 聲を聽 いた。 霧が 深いた めに 山 も 人 も 草 も 犬 も 見えない。 た r 「こう 

こうこう」 とい ふやうな 犬 を 呼ぶ K ばかりが 霧の 中に 閗 える。 兎 を 追 ふ 犬の 鳴き 聲が閗 える。 

忽然 霧が 晴れ， 谷 をへ だてた 草 山の いた r きに 銃 を 抱へ た 若者が、 犬 を 呼んで ゐる 姿が 見出された。 

r こうこうこう …… 」 と 犬 を 呼ぶ 難。 草 を 分けて 三 四 頭の 犬が 矢の ごとく 草 山 を 駅け のぼつ て 行った。 

「密將 者です よ …… 」 と 黑葛原 少年 はいった。 霧が 湧き ふた \ ひ 密獵者 を も 犬の 姿 を もまった く 包んで しまった。 

わたくしたち は 幾度 か 雨上りの 道に 足 を 踏み 滑らして はけ はしい 懸崖 を 下って 行った。 霧 は 太陽 を も、 絕壁を も、 

山 を も、 草 を もつ、 んで しまった。 かなり 長い ことわた くした ち は 霧の 中 t ゲ歩 いて ゐた。 

霧の 底に 低く 低く i いものが 見えた。 霧が 霽れた。 見れば 日向の 高原であった。 草原であった。 草原の 中の 御池で 

あった。 御池の や、 左手 に&総 た ^^ 原始林が 橫た は つ て ゐ る 。 霧 島 東 神宮 の 森で ある。 さらに 左して いと か r やかに、 
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いと はろ くと 草の 原が ひろがつ て ゐる。 神武 天皇 のお 生まれ 遊ばされ たと い ふ 狭 野の 地で ある。 

*iK 峻な岩 3 の 道が 盡 くる ころから ふた \ひ 暗い ほどの 原始林の 徑が はじまる。 歩め ども 歩め ども 老樹の 海で ある。 

今朝 土 を 掘った ばかりの 野猪の 痕が こ.. "かしこに 發兑 せられる。 

樹海 を 出で て やがて 草原 を橫 切り 霧 島 東 神宮の 境内に 入る" 神 さびて 一 鳥 鳴かぬ わびし さで ある。 古杉 蔭 深く、 何 

となく 寺院の やうな 感じが する。 

霧 島 東 神宮 か ら狹野 神社まで は 二十 丁 足らずの 道程で あらう が、 里に 下りた、 めに 八月の 太陽 は 燃 ゆる ほどに 暑 か 

つた。 

狹野 神社の 老杉の 並樹は 恐らく 他に 比類な き ほどの 美し さで ある。 

つ 2 

わ た くし は 狭 野 神社の 老杉の 稍に はじめて 佛法 僧の 麗しき 翅 のか どやき を 見出しに。 

これ こ そわれく 祖先の 地で あらう。 さう 思 ひ なが ら 老杉の 間に 高 千穗の 峰 を 仰ぎ つ 佛法僧 の 聲を 11 け ば ありが 

たさに 淚も 落ちる。 

m 向から 眺めた 高 千 穗の姿 はさら に嚴 かな 感じ を わかさせる。 

たか.？ 1る 

狭 舒 神社 を 出で、 をり から 通り か、 つた ガタ 馬車に 飛び 乘 つて 高原の 驛に向 ふ。 

ガ タ 馬 一 Bf の 喇叭の 聲 をな つ かしみながら 振り か へ れば高 千 穗の峰 は 0 つ 黑な 雲に とざされて しまって ゐた。 

ぼつり くと 雨が 落ちて 來た。 雷が 鳴り はじめた。 馬車 はやがて^ 雨の なか を 走り はじめた。 

X 

今日は 霧 clS 神宮に 詣で \ 鹿兒 島に 鼸る 日で ある。 

入 々 に見经 られつ 、 硫黄 谷溫泉 を經て ふた.^ び 昨日 通つ た 坂道に か、 る。 山の 人た ちと は そこ で 別れる 一 」 とに した 


3 今日 も 上々 の天氣 である。 郭公 飛び、 老 鷥も啼 いて ゐる。 

2 高 千穗に 登る 道から 右に 折れて 森林 地帶に 入る。 千里 ケ 瀧と いふ 霧 島 第一 の 名 爆 布が ある。 千里 ケ 瀧 を觀、 やがて 

森林 池帶を 通り過ぎ 草 の 原を橫 切りて 間もなく 霧 島 神宮 の 森に 入る。 

よくも かくば かり 古く、 かくば かり か 父 やかに 繁 りたる 森林 かなと 思 ふ。 その美し き 森の なかに 霧 島 神宮の 神 さび 

たる 拜殿を 見出す。 

かねて 童 山 氏から 聽 いた 佛法僧 は 境內の 老杉の 稍 高く 巢 喰うて ゐる。 夜更けて、 或 ひは蹺 かけて 佛法 僧の 靜. -. 叔な鳴 

く 音 を聽き た い と 思 ふ。 

霧 島 神宮から 1 路鹿兒 島まで 自動車 を 走らせる。 途中 國分 町の 西北 端 鹿兒島 神宮に 詣づ。 宮の 前に は 土媳ゃ 土の 鈴 

を 作って 費って ゐる。 土の 鈴よ 振る ごとに 古雅 淸楚、 いひ やう も なきや さしき 音を立てる。 なつかしき 玩具で ある。 

かきうな 玩具 は い つ の 世まで も 遣し て IK きたい ものである。 鹿 兒島灣 に 沿う て ふた \ひ タ燒雲 の 下の 櫻 島 をな かめつ 

つ 僭 月 照 西 鄉南洲 翁 入水の 記念碑 の 前に 車 をと V める。 潜 然として K 琉る X のみ。 
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-阁薩 を めぐりて 

京の 祇園祭 を 見、 ふた、 ぴ薩 摩の 祇園祭 を！ る。 夏の 旅の うれし さの 一 つで ある。 樓 島の 夕 燒雲を 背景に 鹿兒 島の 

町 々 を 練ろ 山 鉢の 群、 人の 群 はさす が に 古城の 町め きて 賑 かな 中に も 何となく 古風な 落ちつき を 見せ てゐ る。 

城 山の 旅館の 古池に 蓮の 花を眺 むる こと も 二度三度 となった。 不思議と 夏の 鹿兒 島に 緣 ある ことで ある。 

櫻 島の 上に か、 る 滿 月 を 飽かず 眺 むる 間に 夜 は 更けて しまった。 蓮 池の ほとりに は 懶げに 蛙が 鳴いて ゐる。 何 かの 

祭で も あらう か， 櫻 島の 海岸へ 沿うて 赤い 燈が 燃えて ゐる。 海 をへ だて.^ 見る 燈は すでに 秋め きて あはれ である。 

夜風な ほ暖 く、 庭に そよ ぐ fsi の 葉に 夢 を 託し. てうと くと する 間に 夜 は 明けて しまった。 

せ，？ に. S 

朝の 食事 も そこくに 川 内 町に 向 ふ。 

甲 突 川の 磧に はすで に 子供た ちが 水 を 浴びて 戲れて ゐる。 螢 草の 色 も 美しい。 櫻 島の 山肌 は薔薮 よりも 柔 かな 感じ 

を あたへ る。 , 

伊集院、 市來、 .S 木 野と たどる ほどに 海ち かく、 山展 けて 南國の {1^1 いよく 明るく、 竹 戴、 漳樹 にと りかこ まれし 

ふもと 

士族 邸の 今にな ほ 「麓」 の 係 を その ま」 に 遣して ゐ るの を 山 K に 見出す。 恥 を 知り、 死 を輕ん じ、 ひたすらに 武士の 

名に 生き、 武士の 意氣 地に はぐくまれて 来た 薩糜隼 人の 搖籃 は靜 かな 山懷の r &」 にあった。 木 老い、 群障荅 深く、 

石 I 傾きつ  >- も 「麓」 そのもの は 今日な ほ わすれが たき 鄕土 的な 面影と 思 ひ 出と を こめて ゐる。 

鐵道 線路に 沿うて 薩摩 金山の 跡 を 見出し、 或 ひ は 古城の 物語り をった へたる 丘阜に 老樹. 暗き あたり、 m 蔭に 憩ノ老 

農の 孤獨 なる 姿 を あはれ む 暇 もな く、 川 內の町 をと りかこむ 山、 悠々 たる 川內 川の 流れ を 見出す。 


5 

4 


霧 

ft- 

行 


山 ゆるやか にた^よ ひ、 地 丘 阜に沿 ひて 展け、 川廣 く、 永 深く して、 鉗碧の{-^|を寫してゐる。 

遠く 琉球、 或 ひ は 南 清 あたりまで 大洋の 荒波 を乘り 切って ゐた 船人た ちが、 この美し い 水量 豐 かに、 彼靜 かな 川內 

川ん 懷を 見出した 刹那に、 いかに やすらかな 搖籃の 夢 をた のしむ ことができた であらう かとい ふこと は 今日な ほ 想像 

する ことができる。 

可愛 山陵 は 川 内 川 を 前に 控へ、 黝き ほどに ttl^ くう ち繁 つて ゐる。 

恐らく われ 等の 祖先 人た ち は 幾 百年の 間、 この 歷 しき 山、 美しき 流れに 沿 ひて 大和 建國の 準備 時代 を こ \ に 過した 

ことで あらう。 

愛すべき 川內の 町で ある。 

雲 白く 夏山に 湧き、 草靑く 古城の 丘阜に 燃え、 帆影 水に 落ちて、 兩 岸の 白壁 は 詩よりも 柔 かな 港町の 情趣 をた \ へ 

てゐ る。 

長 橋に 立ち て 旅人の 思 ひ を やれば、 船中 笛の 音を聽 く。 

長 橋 を わたり 右折して 川に 沿うて 走る 事數 丁、 桑田 あり、 竹 藪 あり、 杉の 木立 あり、 老柿 あり、 形影 交錯、 夢の ごと 

く- 現の ごとく、 靜 かな ー區 劃の 村 邑を 31^ 出す。 川 S 川に 沿-つたる 「^i」 である。 山 本實彥 氏の 邸に 案内 せらる。 家 は 

「麓」 の 中 ほどに ある。 地廣 く、 孟 宗竹繁 り、 老柿喬 く 泉の 水冷た く、  ！ 欒影を 抱きて そ r ろに 實彥 氏の 幼年時代 を 想 

像せ しむる に 足る ものが ある。 

「川 川の 鯉 は 日本一 だとい ひます。 明日 は 川 狩 をして 鯉の 馳走 をし ませう。」 資彦氏 は 川岸の 草に 立って 幼年時代 を 

追憶して か 眼 を かど やかす。 

故鄉！ 故鄉 ほどな つかしき ものな し。 
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紫の 山、 白き 雲， £ 円？ 水， 南國の 微風す ベて 實彦 氏に とりてな つかし かるべし。 

川 内の 町から 數 a 川內 川に 沿うて 宮之 城まで 自動車 を 走らす。 

かじら 

走れ ども 走れ ども 川 内 川の 水は豐 かに、 水 はいよ く 澄み、 山 はいよ く靑 い。 額 をな して 白き 磧 あり、 淵 をな し 

て 暗く、 空 を 宿して さらに 靜 かなる あり、 時として 輕雨鍵 頭 を 過ぎ、 時として 白鷺 汀に 立つ。 まったくの 南窨： 的好畫 

題で ある。 

宮 之 城から ふた.^ び 川 内に 引き かへ して、 川に ちかき 旅館に 一 泊。 

稳の蔭 あり、 夜半し ばく 雨を聽 く。  , 

翌日 は能樂 「鳥 追 舟」 の 遣 跡を兒 る。 

能 樂に傳 へられた る 鳥 追 舟の 傳說 と、 4- 地の 入々 の 語る ところに は 多少の ちが ひが ある。 しかし 今 もな ほ 日 暮の里 

とい ふが あって、 日暮の 長者の 跡 を 語りった へて ゐる。 母を戀 ひつ --身 を 投げて 死んだ とい ふ 二 入の S に は Ik ゃ植 

ゑて It 觀音の 名 も あはれ である。 

t£? 愛山 陵の 森 をな がめ 群がる 鳥の 群 を 追 ひつ.^ 都に 上りし 父 を 慕 ひ、 別れた る 母を戀 ひしと 思うた であらう 一 一人の 

幼 兒の係 を 描けば 旅の 心 もさら にあ はれで ある。 

母 逢 川、 左 近 允が 墓な ど 今 もな ほその ま &に傳 へられて ゐる。 左！^？；允が墓は畑の隅の草の中にたど 一 甚 草に 埋もれ 

てゎづ かに それと 察する ことができる。 今にな ほ 人々 の 憎しみ 深く、 よしなき 名 を 語り つ た へ ら れてゐ る。 

川 內の町 か ら鹿兒 島 に歸 つた 翌日、 急に 聞 嶽行を 思 ひ 立つ た 。 

け ふ も 南國の {, ^は 高く、 日 は 燃えて ゐる。 鹿兒 島灣の 水に 沿うて 自動車 を 走らす。 湖水よりも 靜 かな？！ の； 1 には大 
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隅の 山が 靑ぃ影 を 落して ゐる。 

櫻 島 をう しろに しつ &海 をな がむ る 風光 はい ひがたき ものである。 大 隅の 山々 は 文字通り 指呼の間 にある。 山靑く 

砂 白く 行け どもく 靜 かなる 漁村、 靜 かなる 水で ある。 松原 あり、 木槿の 花咲き、 日 は 照りに 照る。 

いつの 問に かわた くした ちの 自動車 は 海 を はなれて 山地に か. - つて ゐた。 

途に 大きな 樟樹が 横た へられて あった。 二人の 樵 夫 は 樟樹を 切り はじめた。 自動車の 運 轉 手は欉 夫と 物語りし なが 

ちゃ- T ぜん 

ら車 をと V め 偉樹の 切り放た る、 の を 待って ゐた。 いかにも 暢^た る 山の 人た ちの 生活で は ある。 

途に橫 た へられた 撺樹め 二つに 切り放た る、 を 待って わたくしたち はふた \ び 山道 を 走った。 

どして 山 は 開け、 夏草の かなたに 池 田 湖の 面が 泛 かんで 來た。 仰げば 湖 をへ だて i 開 聞嶽が 尊き ほどに 拜 まれ 

る。 周園數 里の 池 田 湖 を かすめて ほと \ きすが 啼き わたって ゐる。 湖心 深く 開 聞 嶽の影 を 沈む。 

はぜ 

池 田 湖に 沿 ひ、 やがて 峠を越 ゆれば 開 聞ケ嶽 は攄の 林の 上に 巌の ごとく 聳えて ゐる。 

薩 南の 巨靈、 否、 日 太 南端の 巨人で あらう。 忽然と して 日 太 南端の 海中に 聳え 出で たる 開聞嶽 はまった く 天工の 奇 

蹟 をき はめて ゐる。 山 は 直ちに 天に 接し、 雲 かすかに 湧き、 飽くまで も {み 高く、 澄みに 澄む。 

■5, ふす き 

開 聞 神社の 老境の 間に 涼 を 追 ひ、 ふた、 び 車を驅 つて 海に 沿 ひ 山川 港 を 右に 眺めつ.^ 抵宿溫 泉に 向 ふ。 

揖宿溫 泉 は 海に 臨み、 白砂 遠く つらなりて 直ちに 大 隅の 山々 と相對 して ゐる。 南 薩の地 入 情 純朴 もし 言 ふべ くんば 

太古の ご とし とも 名づ くべき か。 半日 夏 を 忘れて 温泉の 綠に 凭り 大 隅の 白雲 を眺 む。 濱に S を 追 ふ 子等の 餘 を殘し て 

m は暮 る。 

揖 宿の 旅 を 終り、 鹿 兒島を 出で て ふた \ ひ 薩 南の 旅に 出づ。 鹿 兒島灣 に 沿. つて、 その 絕景 ケ- 賞で つ \ 走る こと 數里、 
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影 原 あたりよ りお 折して 山徑 にか.^ る。 小鳥 啼き、 木 驚り て淺 雲し ば 徑を掩 ふ。 

山徑盡 きて 山 開け 川 の 町に 入る。 ふた \ ひ 山徑に 入り、 夏の 草花に 見入りつ、 やがて it を 下り、 徑は ひた 走りに 

海岸に 走る。 枕 崎 は 南海の 涯、 浪を 枕と して 孤帆 遠く 走る。 このぁたりょりする閗聞嶽の眺めこそ恐らく天下の絕„^=ル 

であらう。 

銀よりも 白き 波の 上に 騷 然として そ、 り 立つ 開閗嶽 は錢ょ り も 黝き姿 を 直ち に 天空に 投げて ゐる。 何とい ふ 偉大 さ、 

何とい ふ莊厳 さ、 何とい ふ 麗し さで あらう。 

鬼界ケ 島で あら. 「か、 硫黃ケ 島で あらう か、 波の 上 逢 かに 煙よりも 淡く 橫 たはって ゐる 遠き 旅 か な 。 

波 はた^ちに 枕畸の 漁家に 迫って ゐる。 古びた る 旗の 潮風に 吹かれ てゐ るの も あはれ である。 枕 崎 全 村た^ 波に 沈 

むが ごとく 草の か な た に 低く 橫た はって ゐる。 海の あはれ 盡く。 

枕 崎より 一 岬 を 越えて 坊の津 に 着く。 鏡の ごとき 港で ある。 岩山に かこまれ、 松 美しく 潮淸き 入江で ある。 恐らく 

が らん 

造 S 使の 便船の 往 きか ひ に、 幾度の 殘りを 惜しみ しも あ の 岩 あの 松の ほ とり であらう。 昔 は 七 堂の 伽 1^. 麗しく 聳え 

しあたり も 今 はい たづら に 夏草 離々 たるの み。 近衞三 k お 院の楠 ゑし とい ふ 藤の 花の み 今 もさ かえて ゐる。 

坊の维 より 道 を 引き か へして ふた.^ び 山に 凭り、 然に 沿うて 車 を 走らせ 加 世 田 を經て 伊作に 入る。 吹 上 ケ濱を む 

ためで ある。 

吹 上 ケ濱は 白砂青松 まさに 十 里、 人 稀に、 海 波 遠く そ 父ろ に 旅人の 衣 を M す。 

しやろ 

千鳥 啼き つれて 波 を 喚び、 松 賴を誘 ふ 。 

もし 蕉ぁ ら ば こ k に または か なき 夢 の 主 を 見出す で あら う。 

遙 かなる 水平線 卜； 雲 あり、 雲 消えて、 歩め どもく 人な く、 波 咽び て かすかなる 天 p、 魂 を 誘 ふ。 


行 紀島霧 
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十 里の 松 影、 た 白砂に 蹲踞して 我が 世 を 思 ふの み— 

吹 上 ケ濱は 日本の 南の 端、 思へ どもく 旅愁 やる ところな し- 
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十日の 旅 

汽車が 走る につれ て 赤い 罌 栗が 日の 光り をい つばい に 浴びて、 麥 畑の 間に 燃えて ゐ るの を 見出す の も 初夏 の 旅.， つし 

麥 は^れて ゐる。 ス P  ，プを 描いた ク ロバ の 草地に は 黄 牛が 寢 ころんで ゐる。 

遠い 地平線 を 見れば、 黄麥の 上に 雲が 湧き、 「雲 無心に して 岫を 出つ」 の 句 を 想 はせ る。 

汽車の 響き さ へな かつ たら 恐らく あの 麥 畑の { や： 高く 雲雀が 鳴いて ゐる ことで あらう。 

六月の 麥畑を 見る ごとに 私 は T のこと を 想 ふ。 千 葉の 海岸で かれが 自殺 をした 日の 午後、 私 は 雨上りの 海岸 を 一人 

で 歩いて ゐた。 麥の 間の 小徑に はま だ T が 歩いた 下駄の 1^ がの こって ゐた。 雲 街が 鳴き、 紫陽花が 咲いて ゐた。 

根ケ 越える 時、 殊に 私 は T のこと を 想 ふ。 かれが 自殺 を考 へて ゐ たの は 中舉を 出る  一二 年 前からで あった。 かれ 

はいつ も 一管の 笛 を 手ば なさなかった。 かれは 詩人であった。 

かれは 舉校 のこと を 放り出して B 向 境の 山 を 歩いて ゐた。 東京に 來 てから も 十國、 乙女、 祸野、 1, と 山から 山， 

野から 野 を 歩いて ゐた。 

乙女 峠で 草の 中に 笛 を 失った 時 かれは 泣いた と 私に 語った ことがあった。 

箱 根に は 野 茨の 花が 咲いて ゐる。 翠&の 上に 乙女 峠の 草が 輝いて ゐる。 

T が 死んで 七 年になる。 いつも 寂しかった かれの 眼が、 かれの 聲が、 かれの 溜息が、 あのいた ましい 自殺の 部 接が、 

まだ 私の 頭に さながら 刻みつ けられて ゐる。 
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死んで 行った T の 美しい 詩人ら しい 心 を 想 ひ 出せば 思 ひ 出す ほど、 私 は 自分の 心の 醜 さ を 思 はずに は をら れ ない。 

富士は 見えない、 据 野の 一部分が、 雲の 下に 遠く ひろがって ゐる) 桑 を 積んだ 馬が 雲の 中にはい つて 行く。 

御殿場で あらう。 草と 杉と 桑との 間に 白い 家の 壁が 見える。 れんげ 草が 咲いて ゐる。 

忌ま はしい 病氣 のために、 十九 か 二十の 若い 女が 家から も、 都から も 姿を隱 してし まって、 この 附近の 山の 病院に 

逑 げてゐ ると いふ 話 を 或る 若い 人に 聽ぃ たこと があった。 

「女學 校 時代に も才貌 共に 羨望の 的だった のです。 それが 何とい ふ 蓮 命の 呪 ひか、 その 女 は遺傳 的に 恐ろしい 病 を 持 

つて ゐ たのでした。 それでも やつば り 世の中と いふ ものが 捨てられない のか、 山の 病院 を 出て は 時々 東京に やって来 

るので す。 無論 たれに も 顏を合 はせ ず また その 女が そんな 病氣 になって ゐる ことなん か 誰も 知らないんで すが •：•： 」 

X 

二三 年 前の 夜汽車で 眞 夜中 過ぎまで 私は靑 年と その 不運な 女の こと を 語った ことがあった。 私 は その 靑年 がその 女 

に對 して 何の やうな 關係 にある 人 だとい ふこと を ほど 想像す る こと もで きた。 それだけに 私 は その 靑年を も 氣の毒 だ 

と 思 はずに は をら れ なか つ た。 

涯 しもな く 裸 野の 草が 雲に 濡れて ゐる ばかりで ある。 

或る 寺の 聖 マリヤの 御 像が 拔け 出して、 巷に 出て 行った とい ふ 外國の 古い 話の ことな ど を その 時 私 は 聯想した こと 

もあった。 

どこに その 山の 病院が あるの だら う？ 

名 も 知らぬ 雜 木の 花が 一 面に 白く 咲いて ゐる。 1^ 木の 種類で あらう か。 野 茨 は 一 とかた； H りに なって は 苗代 曰の あ 

たりに や はら かな 蔓の やうな 枝 をし をら せて ゐる。 . 
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草 は 裾野 を 埋めて すくく と靑く 仲び ると いふより は 天に 向って 燃え 上って ゐ ると いふ 感じ を 抱かせる。 

二 里 三 5^: 歩いて 行った ところで 人の 影 一 つ 見えさう もない。 

その 廣ぃ、 燃え 上った 草 3 中で 二人の 裸體の 若い 男が 赭ぃ土 を 掘り かへ して 一 本の 電柱 を樹 て、 ゐる。 今、 野から 

生まれた ばかりの 原始人の カ强 さ， 男らし さ、 自然 さが、 かれ 等の 日 焦け した 顔に も 胸に も 漂うて ゐる。 かれ 等の 

は 野獣の 如く， また 嬰兒の 如く も 見える。 

私 は ゴッホ の 繪に兌 出さる \ あの 線の 强さ を、 たくまし さ を、 陪さを 想 ひ 出した。 

無限なる 野の 中に 放り出され たた V  二人の たくましい 筋肉 勞働 者？ 一本の 電柱！ やがて 1 本の 電柱 は 天 を 指し 

て 無限の 草原の 中に 突っ立つ であらう。 

夜が 明け か、 る ころ 私 は 中央 山脈 を 兌た。 去年 亡母が 危篤であった 時、 私 は 同じ 汽車で 同じ 夜明け 方に 桑畑の 間 か 

ら 中央 山脈 を 見た。 

菜 畑 の 上に 白く 雲 を い た V いた 山々 が 連な つて ゐ； ，。 美 禱飛驛 地方 の 山々 であらう か、 あの 朝の 心 を 思 ひ 出しな が 

ら、 私 は窻を しづかに 明けた U 故郷に 待つ 母 を 持たぬ わ. ひし さが 身に 迫って 來る。 

伊賀地の 山で あらう か。 遠い 麥 岡の 涯に斜 に 一 脈の 山 を 描いて 靑く かすんで ゐる。 山 もま だ 半ば 眠り 心地で ある。 

「驟ー つ 見つけて うれし」 の芭 蒲の 句 を 思 ひ、 芭蕉の 旅心 を © ぶ。 

京都に 下りぬ つもりで あつたが、 あの 東 山の 黑ぃ塔 や、 見る からに 打ち沈んだ 古都の Is 氣を思 ひ 出した だけで も 素 

通りす るの は 惜しい やうな 氣 がして、 ゎづ かの 時間で 智恩院 から 清水に ま はる ことにした。 

やっと 夜が 明けた ばかしの やうな 朝の 氣が、 東 山に 沿 5 た 京の 町の 半分 をつ 、ん でみ る。 霧が 深く 山 を も 塔 をも埋 

めて ゐる。 


ォ， バ ー を ひっかけても 肌寒い ほどの 朝風に 吹かれながら 加 茂 川に 沿うて 上る。 疏水の 土 堤に は 柳の 槺 葉が 草の 吐 

息 を 想 はせ る ほどに や はら かに 俯 垂れて ゐる。 

疏水に 沿うて 加 茂 川の 磧を « 正面に 控 へて、 隣り から 隣り へと 夜の 歡樂鄕 らしい 家の 戸が、 まだ 堅く とざされて ゐ 

る。 柳に 沿って 夜の 名殘 りの 燭 だけが 白く 力なく 消えが てに また & いて ゐる， - 

低い 軒の、 晴ぃ 格子戸の 前に は眞っ 白な 大根 を 荷車に 積んだ 男と 遍路の 女と が 立ちながら 話して ゐる。 

燕が その 低い 軒の 下から 飛んで はまた 鼸 つて 來る。  - 

木 も 石 も 伽藍 も 一 樣に 黑ぃ顏 唐の 影に つ \ まれて ゐる。 黑ぃ 影の 下で 人々 はかす かに 動いて ゐる。 塔の 下 をめ ぐる 

下駄の 音まで が 遠い 過去の 幻影の *:B^ に 私の 心 を 誘 ふ。 智恩院 の 奥から は絕 えず 木魚の 音が 靄の 中 を 響いて 来る。 一 

段 二 段 h ぼ を 踏む ごとに 私の 心 は 過去に 還る。 山 も 塔 もま だ 暗く 靄に つ. - まれて ゐる。 お茶 湯の 大 釜の 前に は ニ入逋 

の 旅人が 休んで ゐる。 

暗い、 しかしながら 言 ひや 5 もな く 端麗 華 嚴な須 彌檀の 前に 額 付いた 刹那に 入 は 宗教と 藝 術と 敬虔と 耽美と、 S 

と享樂 とが 融 然として 1 處に 結びついて ゐる至 境の 尊 さに 擊 たる、 であらう。 

智恩院 から 淸 水へ 行く 途中であった。 そこ は 藪の 下の 地に なって ゐた。 昔、 加 茂 川の 磧で さらされた 獄門 首の 捨 

て 場 だと 車夫 は 語った。 そこに は 隠元豆の 花が 美しく 咲いて ゐた。 

淸水 では 御札 を賣 つて ゐる 男の 橫柄 なのが 不愉快で も あり、 IH. 笑し くもあった。 

奈良 へ の 道 は 宇治の 白い « が 茶畑の 間に 隱見 する あたりが い つの 旅に も 面白 い と 思 ふ。 

この 前 は 秋の はじめ ころで、 あの 低い 小山に は 柿が 赤く 熟れて ゐた。 山 は 紅葉し かけて ゐた。 
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今 HI は 白い 手拭 を 冠 つ た 茶摘み 女た ちが 茶畑 の 中に、 宇治川 を 背に し て 柔 かな 景を作 つて ゐる。 

奈&{ はいつ 見ても い- 1。 三 笠 山の 靑 草と、 あさ ぢが 原の 芝生と、 あの 思 ひ 切って. 1^ やかな 春 y 社の 丹色と。 

もし 細雨で も しづかに li いで ゐ たら 何ん なに い \ たらう と 思 はれる。 

馬醉 木の 花 はすつ かり 散って ゐた。 

法 隆寺は 二十 年 前に 汽車の 窻 から あの 塔 を 眺めた だけであった。 

小 ひさな 法 隆寺驛 から 俥 を 走らせながら 私は麥 畑の 閒 にあの 黑 ずんだ 塔の 影 を て は、 irr 分の 心 を 隠ら せた。 

私たちの ffl 先人の 宗教 はいかに 尊い 藝術 的な 愤憬に 燃えて ゐた であらう。 あの 鴨 S を 羽 打った やうな 五重の塔の 屋 

根の線はまさに天2,^:に翔翔らんとする祖先人の虔ミしぃ、 しかしながら 明るい、 大膽 な. カ强 ぃ享樂 的な 宗教と^ 術 

の 至 境 を 象， 儀して ゐる。 麥 畑の 間に 聳えた 塔の 影 を 見た 剎 都に、 私 は 口 シャの 寺の 黄金の 尾根の 話 を 想 ひ 出した。 

恐らくこ乂でも榮畑ゃ^^畑の旅をっ どけて歩く遍路たちは、 どんなに か あの 山の 麓の 塔の 影 を 見出す ことによって 

慰められ、 勵 まされた ことで あらう。  • ；  - 

そこに は 人間の 赤裸々 な 悠久に 對 する 翹望欣 求の 心が、 太い、 ナ イイ ー ヴな， 大膽な 塔の 線に よって 語られて ゐる。 

そこに は 悠久な 資 在に 對 する 人 問の 最も 虔 ましい 讚歌が あの 山の 麓の 麥 畑の 間から 何の 飾り 氣も ない 節で、 つた はれ 

てゐ る。 驚く ほどの 原始的な 節奏で ある。 けれども それ は 驚くべき 偉大 さと 淳朴 さと 調和と を 持って ゐる。 

「夢 殿への 道」 とい ふ 道標 を 見出した だけで も、 私の 心 は 或る 懐かしみ を 感ずる ことができる。 

麥は 刈り はじめられて ゐた。 白い «|5 栗の 畑 越しに、 葛 城 や 金剛の 山々 が、 Is の 光りに 靑く かすんで ゐる。 

奈良、 法 際 寺からの 歸り路 に 私 は 伊豆に ま はった。 
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かしこに は 開かれた 山. 古びた 山寺が あった" こ \ に はま だ 開かれぬ 山が ある。 五月雨ち かい 天 城の 腰 は 雲に つ、 

まれて ゐる。 

私 は麥. 秋と いふ こ \ ろ をつ く， ^味 ふこと がで きた。 

伊豆の 盆地， 或 ひ は 天 城の 豁 間まで も、 或る時 は 山の いた V きまで も麥が 熟れて ゐる。 もし 靑ぃ 夏の 山 を 見ないで、 

あの 黄色に 熟れた 麥 畑の 平原 だけ を 見つめて ゐ たなら ば、 誰が 秋と 夏と を區 別す る ことができよう。 麥の 上に か どや 

いて ゐる 日の 光り も 秋の やうに 靜か である。 平原 を 埋めて ゐる 氣も 秋の やうに 沈んで ゐる。 

さく/ \ と麥を 刈る 鎌の 音 さへ 秋 を 聯想させる。 

伊豆の 山に は 五月雨が か、 つて ゐ るのに、 鷥が啼 いて ゐる。 

日が かげって 來れ ば谿川 を傳ぅ て 河鹿が 鳴く 。 それ は 恰度 村 の 男た ちが 麥 畑の 道で 草笛 を 吹いて ゐ るの を 聽 くやう 

なわび しさ を 旅人の 心に わかさせる。 

五日、 六日 ころの 月が 天 城の 谿を視 くやう になった。 私 は 夕方に なれば 豁 川に 沿， o て 河鹿の 聲を聽 くの を樂 しんで 

ゐる。 

河の 獺の 音に つれて 鳴く 河鹿の 聲は懶 い 初夏の 夜 を 1 層懶 くす る。 單 調な 河鹿の 聲の g に は 人生の 無常と、 靑 春の 

俊 さと を 想 はせ る 深い 愁が ある。 

「自然 は 何 ゆ ゑに、 こんなにまで 可憐な、 同時に こんなにまで さびしい 聲を 作った ので あらう！」 

私 は 河鹿の 聲を聽 いて 晴ぃ道 を 宿に 歸 つて 來る たんびに 考へ る。 

この 二三 日、 伊豆の 豁間 では 村の 若者た ちが 夜になる と 笛 を 吹き始めた。 
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旅 

柿 右 ©1: の 家 を 出る 時 わたくし は 庭に 靑ぃ 柿の 實が 幾顆 となく た わ. -に果 つて ゐ るの を 見た。 初代 枯右衞 門が いつ 

も その 柿の 下に 立って 赤镥の 工夫 を 凝らした と傳 へられて ゐる 老木で ある。 

道 は 二十 戶 ばかりの 豁 間の 軒並に 沿うて 下る。 陶土 を捣く 水車の 音が 小川の 畔 にもの うげ に 聞え る。 去年 柿 右衞門 

の 家 を 訪ねた の は 丁度 七夕の ころであった。 村の 子供た ちが 露を帶 び た笹 竹を擔 い で 山 を 下 つたり し てゐ た。 今日は 

も.^ 七夕の ® も 枯れて しまって ゐた。 

立秋 は 過， きて ゐ たが、 まだ さすがに 曰 中、 草い きれの 道 をた どるの は 苦しかった。 わたくし は 草の 路を步 みながら、 

數年前 初めて 柿 右 衞門を 訪ねた 秋、 庭の 柿の K を 貰って 東京の 郊外の 家に 持つ て 行って、 種子 を播 いた こと を 思 ひ 出 

した e 

翌年の 春に なって 四 株の 柿の 芽が 出た。 まだ 春は淺 かった。 そこに はよ く 小鳥が 来て 鳴いて ゐた。 わたくし は 杭 を 

卞？ lA!  こや 

m て、 離 を 結んで 柿の 芽 を. 人の 足に 踏まれな いやう にして 育て上げた。 根に まつ はる 草 を 刈り、 落葉した 後に は 肥 

料 を やりして 三年の 秋に なった。 後に こ、 に 住む 人の子 供た ちが、 せめて 名工の 俤を ST ふ 二 めに もと 思 ひながら、 柿 

の 木の 大きく 仲び て ゆく のを樂 しみに 待って ゐた。 

去年の 夏鹿兒 島、 霧 島の 旅 を 終へ て 東京に 歸 つた 時 は 柿 はすで に 一尺 五六 寸 にも 伸びて ゐた。 そして 東京の 郊外の 

家に 歸 つて 半月 經 つか 經 たぬ うちに あの 恐ろしい 地震の ために、 わたくし は 妻と 二人で その 小 ひさな 柿の 木の 傍に テ 

ントを 張って 幾夜 を かしの がなければ ならなかった。 三日の 夜 は 恐ろしい 雨であった、 ail であった。 四日、 五： o- 六 
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日と 夜 も晝も 生死の 間に さ迷 ふ 心地で 過した。 

七 H であったら うか、 八日で あったら うかわた くした ちが 家 を 追 はれた の は。 私たち は あの 恐ろしい、 殺伐な、 不 

安な 東京の 眞ん 中へ 新に 家 を 探して 歩かなければ なら なくなった。 雨が 降って ゐた。 簞笥 も、 本 も、 行李 も 雨 ざら し 

になって ゐた) わたくし は 石油 を 注いで 燒き 捨てた 方が どんなに かせいく する か 知れない とすら 思った。 

わたくし は 風 DC 敷の なかに 梨 を 五つと 玉葱 を 少しば かり 持って ゐた。 妻 は 五六 本の 螺 爆と マッチと 角砂糖 を 少しば 

かり 抱へ てゐ た。 わたくし は シャツ 一枚に ズボンで、 長靴 を 穿いて ゐた。 水筒 を 肩から 騷 けて ゐた。 

草の 上に は 家を燒 かれた 人々 が寢 ころんで ゐた。 

大 塚の 終 點で牛 どん を ベる ために 小 一 時間 も 待った が、 間に合はなかった ので、 腹 を 抱へ て戒嚴 令の 町 を 歩い 

て 行った。 どこに もこ \ にも わたくしたちと 同じ やうに 家の ない 人々 が 疲れ切った 眼 をし ばた.. - きながら うづく まつ 

て 居た。 

わたくしたち を 追 ひ 出した 人々 の あさましい 心. V 憤る よりも、 むしろ 草の 上、 地の 上， 石の 上に 眠って ゐる 人々 に 

對 する 同 苦 相 憐の淚 が 肚胸を 突いて 來 るので あった。 住むべき 家 を 追 はれ、 風 It 數 包み 一 つ を 抱へ て、 當も なく 夜の 

道 を さ迷 ふ 自分自身 を 顧みて、 わたくし はむしろ ありがたい 心 を經驗 する ことができた。 住むべき 家 を 持たぬ 人々 と 

共に 夜の 町 を さ？ はなければ ならぬ とい ふこと は、 涙ぐましい 氣安さ を 感じさせた。 

わたくし は 草の 路を 歩きながら 去年の その 夜の こと を 思 ひ、 郊外に 遺して 來た 林お 衞 門の 柿の 木の こと を 思 ひ 出し 

た。 家 を 追 はる X こと は 詮ない ことであった。 しかし 柿右衞 門の 柿 を 遺して 去る こと は殘り 惜しかった。 秋に なった 

ら樂 しまう と 思って 柿の 周 国に 播 いて S いた 向日 藥ゃ、 百日草 や、 夕顔 も 踏みに じられ てし まった。 

わたくし は 一 年： 羥 つた 今 B なほ 草い きれす る 田の 中の 道 を 歩きながら 憤り を 感じて ゐる。 悲しみ を 抱いて ゐる。 
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わたくし は あの X パ 都の 何物 を も 持た ぬ^の 心の 悅びを この 上 もな く-おく 思った。 しかし I 年後の 今 Hf わたくし は 

枯右衞 H の 靑磁の 香爐を 抱へ ながら 停車場へ 急いで ゐるゎ た くし E 身 を た 。 

水^ 笛 を 欲しがった JS1 蒲の 小 ひさな 欲念の 尊 さ を 思 ふ。 

柿 右衞門 の 家 を辭し て 停車場 に 着いて から 長 崎 行き の 汽車が 來 るまでに は 一 一時 問餘 の 間が あった。 川 を 隔てた 名 も 

ない 岩山に 登って 暇 をつ ぶす ことにした。 深い 谿に 沿う て 家の あ る と > 」 ろ 必ず 白 い 陶土が 積 まれ、 窯 の 煙が 立って ゐ 

る。 大河 內、 三 河内、 有 田、 南 川原、 幾 十の の 間 悉く 柔 かな 松の 山 を 負うた 陶工の 家の みで ある。 わたくし は不 園 

有 W の 町 を 抱く 山と 山との 間 を 通じて 北に 十 里餘を 隔てた 故 ！• の 山を兑 出した。 嶺は 夕暮の 霧に つ、 まれて ゐた。 あ 

す こに は 亡母の 田舍 があった。 白い 菱の 花が 咲いて ゐ た。 よく 酒 を 飲む 人の い、 若い 巡査が ゐた。 かれは 酒を斷 つて 

熱心な 傅 £3 師に なった。 5^5ひたぃと思ふ親切な老，；^がゐた。 不運な 女で あつたが。 雨の 降る 日な ど柘； 2™ の 花の 下の m 

から ぼんやり 城下の 方 を 眺めて ゐる 女だった が。 橋の 上で よく わたくし を 待って ゐた氣 の やさしい 與ー もゐた 。與ー 

は 八 を 斬って 監獄で 死んだ。 與ー とわたく し はか つぶりの 鳴く 澤で鮒 を 釣った。 

日が 暮れて しまつてから 長 崎 行きの 汽車に 乘 つた。 稻 W を 吹く 夕風 は 肌寒い ほどに 思 はれた。 

東の 空が 遠い 町の 火事の やうに 明るくな つて 來た。 黝ぃ 山の 影が くっきりと 明喑の 輪廓 を 初秋 の {人& に 描き出し た。 

砂丘 を 聯想 さ せる ほどの 低い 山の 上に 十五夜の 月が 出た" まったく 月に 比べて 山 は. あまりに 低かった。 家の 軒より 

わ づか數 尺の み 高い やうに 想 はれた。 经り火 を 焚く 家と いふ 家に は 幾 十と なく 盆提灯が 點 された。 山の あると ころ、 

叙の あると ころ、 家の あると ころ、 滿 月の 光り を 浴びた C|5f: 提灯が 丘から 丘へ とつ V く。 大村灣 に 沿 5 て 二十 里の 間、 

月下の 盆 ：！！ 灯に 飾られた 山と 水 を 満喫し つ V 旅 入 は 初秋の 風 を 浴. ひて 長 崎に 入る。 
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あの 山 この 5i すべて 人 は 死に、 人 は 生き、 人 は 思 ひつ k 旅 をめ ぐる。 月の 下に 白い 雲が 山 をつ、 んでゐ る。 秋の色 

はすで に 水に も {.i- にも 調うて みる。 旅人の 心 は 沈む。 

X 

七月に 東京 を 立った が、 玉蜀黍の 葉の うら 枯れた の を 旅で 見る やうに なった。 

<, 年 は 七月に 讃岐 伊勢 をめ ぐった が、 そのころ から 旱&の &) を聽 いた。 一 本の 3St の 綱に 家中の 男 も 女 も か X つて、 

割れた 稻 田に 水 を 注ぐ の を £ 岐富士 の あたり 到る ところで 見た。 京都に 画り、 大和に 入っても 山の 上の 祈 雨の 炎 を 見 

た。 中， ばで は 一 人の 赤ん坊 だけ を殘 して ほとんど 夜つ びて 家中の 人々 が 田に 水 を 運んで ゐ るの を 見た。 まだ 夜 t¥ が 漂 

うて ゐる 朝の 田の 畔には 夜つ びての 水 掬み に 疲れ果てた 若い 男た ちが、 草の 上に いぎた なく 眠って ゐた。 雨 乞の 火が 

幾 百 町 の 山を燒 いたと いふ 話 も M いた。 岡 山 附近で は 川に 沿うた 一 村が 燃えつ あるの を 見た。 川に は 一 滴の 水. も 

なかった。 人々 は の 砂 を 叩きつ けて 火 を 消して ゐた。 またぁる山沿ひの村では土^^の水を 一 株！ 株の 稻に 注いで ゐ 

るの を も 見た。 

伊賀上 野に 芭蕉の 故， を 訪ねる ために 京都 を 立った 日 は 朝から 秋ら しい 雨が 霏々 として、 京の 町の ァ 力 シャの 並 

© に そ. - いで ゐた。 八十 日 振の 雨 だと 叫ぶ 人々 の聲は 更生の 喜びの 言葉であった。 

愛宕、 比 叙 を徂徠 する 白 い 雲の さらに I？ ならん こと を 祈りな が ら奈良 ゆき の 汽車に 乘 つた。 燒 けた 田の 中に 使 かに 

た. - へられた 雨 を 見る だけで も 嬉しかった。 百日紅が 雨に 打 たれ、 美しい 木津 川の 磧が靜 かな 雨に 濡れつ. - あるの を 

Et: たやけ でも 救 はれた やうな 氣 がした。 四 國ゃ中 0 で 見た 野良の 人々 の 喜びに 滿 ちた 顔 を 想像す る 時、 八十 日 振の 慈 

雨 を 見出しえ たこと は、 他 入 ことならぬ 喜びであった。 雨に 擢 かれた ろ 木 を 見ても 顏れた 土 堤 を 兑ても 「もっと 降れ、 

もっと 降れ！ 地が 壞れろ ほど 降れ ー」 わたくし はか-つ 思った。 
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n 然 の 偉大な 力 S 前に 跪いた 刹那に 人間 は 初めて 自分 等 の 力 S 小 ひさい こと を i ザ 0 と 共に、 隣人 を .3 思 ふ 美し い 心 

を 見出す。 去年の 震災 三 四日の 間に わたくしたち は それ を經驗 した。 今年 また わたくし は 稀 有な 旱魃の 田園に おいて 

それ を經 した。 一 樣に大.目然の前に苦しむ時ほど|^^ぉ互同±の心が淨められることはな い。 

自然の 力 を 忘る- -時、 自然の 深さ を 1>5 る .1時， わたくし 達の 都市 生活 も 田園 生活 も 利己と 排 儕の 息づ まわ さ-つな {<- 

氣 につ、 まれて しま ふ。 人間の 生活から 潤 ひが 失 はれて しま ふ。 

自然 を 思 ふこと を 忘る V 時、 自然の 恐ろし さ、 自然の 深さ、 自然の 無限 を 忘る、 時、 わたくしたちの 生活 は 膚淺な 

ものと なり、 わたくしたちの 藝術は 汚される。 自然 を 忘れた る 時人に 俗人と なる。 エゴイスト となる。 旅人 は 風の S 

を閗 くが ゆ ゑに 救 はれる。 旅人 は 雲 を兑 るが ゆ ゑに 救 はれる。 龍 もさう であった。 西 行 もさ-つであった。 

X 

京都、 1： 國、 九州の 旅から 一ヶ月 目に わたくし はふた &び駿 河 薄の 漁村に 歸 つて 來た。 さく さくと 黍 を-刈る 鎌の 音 

が 晝$^ の 耳に 秋風の やうに 響く。 濱 では 二三 日來 近年に ない 鰯の 大漁 だとい つて 夜 を 徹して 松明 を 點 して、 男 も 女 も 

砂の 上 を K け ま はって ゐる。 一 里 二 里の 波の 上 を， 海鳥の 群が 靜 かに 輪 を 描きながら 飛んで ゐる。 IK は 千鳥の やうに あ 

は れ である。 濱には 大漁の 印に 赤い 際が 立てられる。 地 曳網 を 引く 聲が朝 まだ 薄暗い ころから 海鳥の 聲の やうに 寂し 

く 山に 響いて 來る。 刈り 殘 された 玉 泰蜀ゃ 砂 ItKI^ の 葉 接れ の 音が かさくと 秋の 日 を 急ぐ やうに 裏山へ 消える。 

旅の 疲れに うとくと 眠りながら 松 山の 瑠璃 鳥の li^ を聽 き、 緣の下 の こ ほろ ぎの li を！！ く。 東京に も歸 りたくな い。 

こ、 の濱 にもい つまで ゐ ようと 思 はぬ- 旅に も 疲れた。 

七： H: から 來て 今日 幾 十 曰 目に か はじめて 水 を 隔て & 伊豆 半島 を る。 夏の 間 は 霧の せ ゐか山 一 つ あると も 思 はれな 

かった 海？ 上に、 十六 七 里の 下 土 肥の 濱が 僅か 二三 里のへ だたり を 置いた くら ゐに 近く 見えん，。 天 城に もす でに 


1 秋が 來てゐ る。 夕方に なれば 天 城の 嶺に 白い 雲が 下りる。 紅が 立つ 

2 夜、 濱に 出れば 伊豆の 海岸の 町の 燭が水 を 隔て X 五つ 六つ 七つと 見える。 海 を 越えて 伊豆の ^ を算 へながら 眞喑な 

濱邊を 歩いて ゐ ると、 妙に 寂しい 氣 にもなる。 錤 河が 中天から 南の 太平洋へ 滑り落ちる やうに： g いて ゐる。 

人間の 住む ところ、 何處 にも 劇的な 氣の 毒な 記録が ある。 

今夜 は 三 保に 二 尺 球の 煙 花 を 打ち上げる とい ふこと である。 濱の 人に 誘 はれた が 遠い 松原 を 歩く の も 億劫な ので、 

繁に寢 ころんで 山越しに 煙 花の 音 だけ を聽 く。 

去年の 秋淸 水の ある 老 E 花師 は火藥 の爆發 のた め 二人の 子供 を 失った。 今年の 春の 煙 花で かれは また 最後の 一 人の 

男の子 を 失って しまった。 老燁 花 師は今 はた V 1 人で この 世に 殘 された。 かれは 何の 樂 しみ もない 世に 一 人殘 るより 

は 煙 花の, 牲 にな つ て 死ぬ るが 望み だとい ふので、 今夜 特に 大 仕掛の 煙 花 を 打ち 揚げろ とい ふこと である。 

九 時 十 時に なっても、 波の音の 問に、 山 を 越して £ おい «i: 花の 音が 夜の 山に 欲して 聞え て 来る" 十 一時にな つても 時 

折 遠い 煙 花の 音が 聞え る。 老博. 花師 のいた ましい 心 を 思 ひながら 极 する 煙 花の 音 を 聽く。 幽谷の 嵐の 如く 寂し さが 湧 

くろ 

久 能つ r きの 裏の 松 山で は 梟が 鳴いて ゐる。 

霧  X 

M 今朝 濱には 若い 女の 死 體が琉 れつ いた。 

お 午後 老いさら ばへ た 配達 夫が 濱 から 上って 来た。 二三 年 前、 澤に苧 を 洗 ひに 行った かれの 妻 は 誤って 溺れ 死んだ。 

-r 雨 方の 手に 一 1  章 を摑ん だま、 死んで ゐ たとい ふこと である。 老 配達 夫 は、 遺された 五 人の子 供 を 抱へ ながら， 淸水か 

行 

ら三 里の 道 を 毎日 往復して ゐ るので ある。 かれの 愚直 さうな、 泣く にも 泣かれない といった 風な 眼 を 見て ゐ ると、 大 
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きな in! 然の 前に、 錢の 如く 冷たい 宿命の 前に 置かれた 人間の 小 ひさ- -と、 あはれ さ を 想 はずに は をれ ない。 

午後の 一時 ごろに なると .4 ず かれのい たましい 姿が、 刈りの こされた K\f 畑の に 見える。 靑ぃ 大海 を货景 にして、 

かれは * む ともなく、 走る ともなく 草い きれの 道 を 通って ゆく。 難 を かけて やる とかれ は 泣く やうに 笑 ふ。 腰に は 一 足 

の 穿き 替 へ の 草鞋が 1  つ ひ つ けられて ゐる。 子供の やうな 海軍 « は 却つ て老 配達 夫の 姿に 傷々 しさ を 根す。 人間 は 生き 

て ゐる問 は 働かねば ならぬ。 けれども 働いても く 心の 1  おし さと、 窮乏の 脅迫から 週れ る ことので きない 愚直な かれ 

の？^ 命 は あまりに 氣の IS である。 「人 は 悲しむべく 作られた」 とい ふ ロバ ー ト. パアン ズの 歎き は、 今日 もな ほ 到る 處 

の WE1 に 見出される。 

二人の 濟の 男が 二 尺 足らずの 小 ひさな 柩を 引つ 提げて 來た。 後から は 濱で地 曳網 を 引いて ゐた 男た ちが 八 九 人ぞろ 

ぞ ろと 寺の 門 を く^つ て來 た。 

寺のお かみさん は 庫 裡の橫 に 鰯 を 干して あった 二つの 臺を持 つて 行って 小 ひさた 柩の臺 にし た。 初めて 私た ちが - J 

こに 化む やうに なった 時、 水 幾の 臺に といって， おかみ さんが 持って 來て くれた 臺も、 棺の摹 ： であった こと を 今日 初 

めて 知った。 今日 もま だ 水 1- の 臺は その ま-！ になって ゐる。 私の 窻の 直ぐ 下に は 古い 塔婆が 雨風に さらされ たま、 捨 

てられて ゐる U 水 を 蓮ぶ バケツ は醒 伽； g である。 

今日は 久し 振で 在家に 法事が あつたので 住持 は、 毒 g の 仕事 を 捨て 气 法衣 を 風 B 敷に 包んで 自轉 車で 町まで 下. り 

て 行った。 

町から 歸っ て 来て 汗 を 拭く 暇 もな しに、 dii 持 は 袈裟 を 引っかけて 小 ひさな 柩の 前で 短い 經を 讀ん だ" 人々 は 柩を犬 

IS の 下に 運んだ。 二三 人の 男が 鍬 や 持って行って、 ^い 穴 を 掘った。 ほんた うに 雜作 もな く 十分ば かりで 墓穴を掘つ 

た。 恐らく 少し ひどい 雨が. 砂 を 叩きつ けたら、 小 ひさな 柩は あら はに 地の 上に 流れ出して 來 るに ちが ひない。 住持が 
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霧 一 

杀 

行 一 


s;^ l„K 姿で 犬 II の 下に 立った 時 は、 五六 人の 男た ちが 聲 高く 笑 ひながら 清の 方へ 下りて 行った。 

日が 暮れた。 伊豆の 燒が波 をへ だて、 また &き 始めた。 薄暗い 庫 裡には 住持が 一 人で ちび りく 酒を飮 んでゐ る。. 

住持 は 愛すべ き 禪僧 であつ た。 わたくし はかつ て 住持が 默 坐して ゐる の を 見た - J ともな い 。 須彌 壇の 前に 讀經し て 

ゐ るの を たこと もない。 今朝 は 庫裡の 織眼兒 籠の 上に 飛んで 来た 山の 繡眼兒 を 追つ かけて ゐた。 朝から 莓 畑の 水 を 

斷み、 濱に 出て 砂を搔 き、 タ暮 になれば 野； 大の 風呂の 火な 焚き、 時として は 清水まで も 自轉車 を 走らせて 獨酌 を樂ん 

で歸 る。 かれは 濱の 入と 少しもち が はぬ 生活 をして ゐる。 けれども 好 々 爺然た るかれ の 風貌のう ちに は 愛す ベ き 載 逸 

さが ある。 莓 畑の 中に 働かせて 置いても、 濱に 坐ら せて 置いても かれは 百年 前の 禪 門の 徒で ある。 今の 世の 小 理窟の 

み を 1^ ベる 坊 さまで はない。 

「枕 經を讀 むごと に、 新 佛の顏 を 見なければ なり ませぬ が、 何十 年 見ても 死人の 顏 はい X もの ぢゃ ありませ ぬ。 笑つ 

たやうな 顏 をして 死んで ゐろ佛 もあります が、 中にはず ゐ ぶん 恐い 顏 をして ゐる佛 もあります。 氣 味の 惡 いものです 

な あ ハツ ハツ ハツ …… 」 緣 に 腰 を 卸して は 星 を 見ながら 住持 はこん な 話 をす る。 

庫 裡で唄 をうた ふ聲が 聞え る。 濱の簡 自慢の 男で ある。 醉 へば， 「た ふ。 醉 へば 夜が 更ける まで 村 中の 家々 を 訪ねて 

自慢の 唄 をうた ふ。 日-|^戰爭の話をする。自分で自分の1^が面白くて眠れなぃのでぁる。 「日本に このく らゐぃ X 土地 

はない！」 かれは 二言目に はかく 言 ふ。 そして 酒 を飮ん では 唄 をうた ふ。 

「おっさん， 今日は 葬 ひが 二つあった。 酒 一升お ごれ。」 ？s 自慢の 男 は 住持と 向 ひ 合って、 卑を 園んで 夜が 更ける まで 

飮ん ではうた ふ。 

犬魏の 幹が、 夜の 目に も ほ G 白く いて 兑 える。 

X 
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とにかく も あなた 委せの 年の 暮 

• 此の次 は 我 身の上 か 鳴く  Cl| 

小 言 いふ 相手 も あらば 今日の 月 

五十 年 踊る 夜 もな く 過ぎに けり 

0 の 世 は 露の 世 な が ら さりながら (一 茶) 

東京 を 立つ 時 わたくし は 色蕉と 一 茶 句集 を 持って 來た。 二人の 句を讀 んでゐ ると、 やはり ほんた うな 句が 生まれる 

の は 四十 五十 だとい ふ 感じが する。 ほんた うな it 術が 生まれる の は そのころ だと 思 ふ" 不^^！とぃふが實に露個の惑ひ 

は そのころ から 愈々 if さに 微 して ゆく ので あらう。 四十 年 五十 年の 人生の 苦懼 疑惑が その 波紋 を 狭く し、 小 ひさくし、 

淵 を 深く し、 死生の 境に 人中； を 凝視す るに 至って はじめて 枯淡た 藝 術が 生まれる にち が ひない。 &: はず、 あせらざる 

人間の 眞實な 諦め の ar か 生まれ て 来る にち が ひない。 秋の 風が 草 山 を 吹 く 如き 自然な 藝 術， 水の 如く 雲の 如く 自然な 

藝 術に、 一 つの 宗教 的な 悟りの 後に 築き上げられ るに ちが ひない。 

從 安永 六 年。 出 舊里而 漂泊 三十 六 年 也" 日數 一 萬 五 千 九 百 六十 日。 千 辛 萬 苦。 一日 無心 樂。 不知 已而成 白頭翁 

( 一 B 

1 B も 心樂無 かりし 五十 年の 一茶の 半； 活の收 11 が、 かれの 晚 年の 俳諧であった。 

故 鄉ゃ よる もさ はる も 茨の 花 

凡そ 俳諧 史上の 人々 のうち 一 茶 ほど 家庭的に K 蓮な 人 は 稀で あらう。 非道なる かれの 弟、 かれの 繼母！ かれは 妻 

に對 しても 不運であった。 生まれた 子 は 後から後から 死んで しまった。 恐らく 一 茶の 不運 は， ベ ー トヴェ ン 以上で あ 

つたで あらう。 ミ レ ェ 以上であった であらう。 かれの 一 生は舊 約の 約 にも 似た 1 生であった であらう。 


わたくし は 今夜 濱を傳 うて 一 里 西の 山寺に 病める S 氏. を 訪ねた。  * 

昨 曰まで 四 人の 幼い 子供達が 東京から S 氏のと こに 來てゐ たのが、 暑中休暇 もお しま ひに なった ので 二人 は 東京に、 

二人 は 信 濃へ と歸 つてし まった。 急に 子供た ちが 立って しまった 後の 寂し さ を 思 ひやりながら、 わたくし は 三年 餘も 

病ん で 海 一 m から 海濱 へ と^ い てゐる S 氏 を 訪ねた。 子供た ち を 停車場に， 逸 つて 歸っ て來た S 氏の 奥さん は 眼 を 赤く し 

てゐ た。 近 ごろに なく  S 氏 も 床の 上に. きた ま& 興奮して 語った。 今の^に 珍しい ほどの 心の 美しい S 氏の 一家に も 

かの I 茶に も 似た 悲しみが あった。 

夜が 更けて しまった。 私 は 露つ 暗な 濱邊を 歩 いて 歸 つて 来た。 g: 人の子 供た ち を 手 離して しまって ぼん や り ま： 床の 

上に 浪のー 晋を聽 いて ゐる S 氏 や、 眼 を 赤く し てゐた S 氏の 奥さんの こと を考 へながら。 美しい 夜 {1^ であった。 

人と 人と が 相交涉 すると ころに は 必ず 茨の 花が ある。 どこに も 一 茶の 歎き は ある。 

强 くな れ强く なれ ー S 氏 も强く なれ！  S 氏の 奥さん も！ 

わたくし はわた くしの 心に 向つ て かう 叫んだ。 

明日 は 二百十日 である。 海 は 荒模樣 である。 

S 氏の 病氣の こと、 島 田から 訪ねて 來て くれて 夕方 歸 つて 行った Y のこと など を考 へながら わたくし は 時折り 立ち 

どまって は 喑ぃ海 を 見つめた。 
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八月の 霧 島  ， 

夜の 汽車から 浪に 映る {£ 島の 爆 を兑 ようと 思って ゐ たが、 はの 疲れです つかり Si つてし まって、 腿が さめた ころ は 

夜 はすで に 明けて ゐた。 中國 特有の 低い 砂山の 松の 問に は 赤い 百合の 花が^い てゐ た。 芒の li につ. - まれた 礎の 廣ぃ 

»^ ん で，？ 

i; 田， に は 朝の 露が 重く、 まだ 人の 影 一 つ 見えなかった。 

靜 かな 朝の 入り江 は、 低い 砂山 をめ ぐって さらに 阪 りから さめた ばかりの 靜 かな 入り江へ とつ ヾ いた。 潮に 沿うて 

露 赏げに 夾竹桃 が^いて ゐた。 

島の 影が 光り、 泡の 色が 磨き上げられた やうに か r やき はじめた ころ は 汽車から は 下 ゾ關の 山が 見えた。 

- 、るお 

わたくしたち はステ ー シ ョ ン 前の 俾を 雇って 壇. の 浦 見物に 出かける ことにした。 ステ ー シ ョ ン の 前に も、 波止場に 

も、 ^場に も 白い 服の 朝鮮人が 群 をな して 立って ゐた。 國 や 追 はれた 弱き 八々 の 上に S 夏の 日が ぎら くと か 2- やい 

てゐ た。 殊に の や-つな もの を 穿いた 朝鮮の 女が、 その 夫ら しい 逞しい 男の 後ろから 異邦人の 間 を、 小胯で 急ぎ足 

に 歩いて ゆく 姿 は ぐ ましい 感じ を さへ 喚び 起させた。 

一一 三日 前の 雨の ために 境の 浦に 沿うた 高い 康 はく づれて 半ば 道 を 塞いで ゐた。 そこに も 二三 十 入の 朝鮮人が、 rM 本 

の 工夫た ちに 交つ て 土 を 運んで ゐた。 

A 度 退き 潮 だ つたので 早辆 の瀬戶 は. H い；^ 1^ 卷 いて 流れて ゐた。 

二位の 尼に 抱かれて i 女德 帝が 身 を 投げられ たとい ふ 海の 上 は 道から ゎづ か-に 三 四十 間と はは なれない ところで あつ 

た" そこに は 赤い 浮標が つながれ てあつた。 御 i 川が 流れて ゐ たとい ふあたりに は、 古びた 二階建の 家が 七 八 軒 も 


霧 

お 

行 一 


海に 沿 ゥて竝 んでゐ た" ：1Si! の 下の^で は 二人の 少年が しきりに 貝 を あさって ゐた。  • . 

1： 國の 山で あらう か、 九州の 山で あら 5 か、 煙波 をへ だて 乂 i 渺 として 波の 上に 橫 たはって ゐた。 かって そこで は 

恐らく 幾"， as の 人々 がわめ き 叫んで、 人の.^ を 貧った ことで あらう。 戰 旗が 疏 つたこと であらう。 人間の あらゆる 光榮 

と、 努力と、 勇氣 と、 華やか さ、，. 殘忍 さとが 波の 上に 描き出された ことで あらう。 

黑ぃ 波の みが 流れて ゐた。 岸の 芒 を 吹く 風 は 秋の やうに 白かった。 

赤 間 神社 G 森 は 暗い ほどに 茂って ゐた。 網の 目に なった 木の 根に つ X まれて 二位の 尼、 知 IS 以下 二十 人ば かりの 小 

ひさな 墓 が^んで ゐた。 それ は 名 もな き 行路病者の 墓 を 聯想 させた。 恐らく 里の 人々 が、 岸に 流れつ いたかれ 等の 死 

骸をー つに 集めて 山の 根方に 葬った もので あ らう。 笞 につ X まれた あはれ な 墓の 前に 立てば 險の 裏が ほてる やうな 感 

じに 打 たれる。 安德 帝の 御陵 は ー设 低い ところに あるが、 わたくしたちが 訪ねた 日 は 恰度 御 命日に あたる とい ふので 

門が 開かれて ゐた。 

急ぐ 旅で もない ので 博 多に 下りる ことにした。 

何とい ふ 宿屋が い、 の か 知らないの で、 旅行 案內を 出して 見た が 三 つ の 旅 の 名が 出て ゐた。 人に 訊ねる わけに も 

ゆかぬ ので 眠 をつ むって ゐて 指で さした 宿に 落ちつく ことに 決めた が、 その 宿 は 去年の 冬燒 けたと いふ ことであった 

の で 水 野と い ふ 旅館に ゆく ことにした。 

わたくしたちの 部屋の 直ぐ 下 は廣ぃ 河に なって ゐて、 そこから は靑ぃ {t^ も 見え、 河に 臨んだ 大きな 建物 も 見えた。 

崎 だの 千代の 松原 だのと あわた V しく 市中 を かけめぐ つたが、 古城の 白い 水が 一 番 旅人の 頭に 1^ い 印象 を 刻みつ け 

た。 
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博 多 は 夜の 町で ある。 

夕燒 けの {八.一 の 色と 雲の 色が この 上 もな く 美しい。 すべての 建物 も 人の 言葉 も 人の 姿 も、 1 つの 柔 かな リズムの 中に 

律動して ゐる。 

近 松 時代から 旣 にうた はれて ゐる柳 町 は 恐らく 今の 場所に あ つ た ので はない i: だが、 ともかく その 柳 町を兑 る こ と 

にし；」。 電車の 終點 から 間もなく、 靑ぃ稻 田に とりかこまれた 一 廓が ある、 大門 をく  V つて 附 きの 家から すでに 厚 

化^ をした 若い 女た ちが 簾 を かけた 格子の 前に 腰 を 卸して！ かれ 男 を 待って ゐ るので あった。 入の 善 ささうな やりて 

婺さんが若ぃ女たちと ー緖に店の前に立っては夕燒けの^$を.5^たり、 笑ったり して ゐた。 肌を脫 いで 化 S をして ゐる 

女の 姿が 簾 を 通して 兑られ る 家 もあった。 助 六の 舞臺に 見られる やうな 古風な 遊女 町の 殘 りが まだ この 靑 田の 巾の 

1^ に は その ま  >1 に 取りの こされて ゐる の であ つ た。 

廓 を 通りぬ けて しまつてから、 わたくしたち は 紅く 燃えた 夕燒 けの あまりに 美しい のに 惹 きつけられて、 しばらく 

田の 中に 立ちつ くして ゐた。 濃く 白粉 を 塗った 女た ちが 廓の 横の 橋の 上に 出て 川の面 を 見つめて ゐ たりした。 

夜に なれば 水に 沿うて ST かまた、 き はじめた。 月が 夕燒 けの 雲の 間から 照り はじめた。 人々 はわた くした ちの 宿の 

直ぐ 下の 川に ボ ー トを 浮かべた。 わたくし た ち もボ， ト を 借る ことにした。 わたくし は 十 幾年 振り に 月下に ボ， トを 

漕いだ。 橋の 下 を く^り、 又 橋の 下 をく りたがら、 幾度 かボ ー トを 橋に 打ち 突け ながら 川 を 下った。 

わたくしたち はボ， トを 下りて 夜の 街 や 歩いた。 

東京 への 土產 にと 思つ て 多 人形 を あさつ て 歩い た が、 近 ごろの もの は 立派にば かりなって ゐ て氣 品が 乏し いので 

買 ふこと は 止して し ま つ た。 

夜の 十二時 幾分の 汽車で 鹿； ：儿 島に 立たなければ ならぬ ので、 わたくしたち は 早く 寢る ことにし たが ほとんど 眠れな 
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かった。 十二時ち かくな つて わたくし は 起きた。 水の 上に は 月が 照って ゐた。 街の 人通り も絕 えて ゐた。 水の 上に は 

廣吿 塔の 電燈の 光りが 赤い、 靑ぃ光 脚 を 投げて ゐた。 水 をへ だて、 梟の 難が 聞え た。 まだ 誰も 眠って ゐた。 

これから ま た 旅 を つ けなければ ならぬ。 わたくし は 眠って ゐる 人々 の 顔を靦 きながら かう 思った。 冷たい 微風が 

川の面 か ら 流れ て 来た。 旅と いふ 感じが しみぐ と 迫って 来る のであった。 

「起き るんで すよ。」 わたくし は S 少年 を搖 りう ごかした。 少年 は 容易に 起きなかった。.^, 年 は 眼 を さまして はわた く 

し を 見て 微笑んだ。 かれは 再び 眠る のであった。 わたくし は 少年 を搖り 起した" 少年 は跟を さまして はわた くし を 見 

て徴 笑んだ。 かれは 三度 眠り こけた。 

「さあ、 もう 起き るんで すよ。 汽車に 乘 るんで すよ。」 わたくし は 一 i? のこと 翌日まで 時 問 を 延ばさう かとさへ 思つ 

た。 旅と 言って は 東京から 箱 根 以西に 出た ことのない 少年が、 はじめて 親の 手から 離れて わたくし だけ を賴 りに、 遠 

い 旅まで も跟 いて 來 るの だと 考 へる とい ぢ らしい 氣 にもなる の であ つ た。 わたくし は 少年が 寢 ぼけた ま、 わたくし の 

顏を 見て 微笑む たんびに 涙ぐましい 氣 にさへ なる のであった。 少年 は 起き 上った。 そしてな ほ 眠って ゐた。 

わたくしたち は 冷たい 眞 夜中の 微風に 吹かれながら ステ， シ ヨン へ 行った。 わたくしたち は 再び 梟の 聲を聽 いた。 

疲れた 旅人た ちはいぎ たなく ク ッショ ンの 上に 眠つ てゐ た。 

鹿兒島 行きの 汽車 は 殆んど 滿 員であった。 蒸す やうに 暑かった。 それでも わたくしたち は 博 多の 宿で は 三十 分 ぐら 

ゐ しか 眠らなかった し、 ひどく 疲れて ゐ たので 直ぐに 眠って しまった。 筑 後川 を 渡った こと も 知らず、 熊 本 を 過ぎた 

こと も 知らなかった" 殊に 球 磨 川に 沿うて、 千 七 百 尺の 矢 岳 を 越えて、 鹿兒 島に 入る まで は 幾 十と いふ トンネル をく 

ぐらなければ ならなかった ので あつたが、 眠って ゐ たので 何も 知らなかった。 

S 少年の 聲が K えた。 
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「人 吉には 下りない のです か？」 

. ^年 はわた くしが 前夜、 (都合に よって は 人 ぎ に 下りて 古城の 跡や兑 よう) と 詰った こと を 記憶して ゐ たので あつ 

た。 

「止し ませう。 もうす こしお やすみなさい ご わたくし はかう 言って 少年 を寢 床に 就かせた。 まだ 夜 は ほの 一 暗かった。 

五 時 少し 過ぎた ころからで あったら うか、 わたくし は 急に 橫 腹が ひきつる やうに If むの を 感じた。 どうしても わた 

くし は 眠れ なくなった。 夜が 追々 に 明けて 來た。 

七 時 幾分 かに わたくしたちの 汽車 は吉 松に 停まった。 こ.^ は B 向^の 1^ 岐 翻で ある。 

十 化 明けた ばかりの 山 はま だ 朝霧に つ \ まれて ゐた。 高原の 寂しい 驛 である。 靑ぃ 山に つ X まれた 盆地で あろ。 わた 

くした ち は そこで 次の 汽車 を 待った めに 一 時間ば かり も 待たなければ ならなかった。 わたくし は 刻 一 刻と はげしい 腹 

S を 感じた。 わたくし は 一 時 問ば かりの 問に 二度 画に 立たなければ ならなかった。 

「昨夜 It 多で 海月 を 食った が、 あれが 惡か つ たの かも 知れぬ。」 などと 詮 もな きこと など を考 へたり した。 

ステ， シ ヨン の 前の 山で は老鷥 がしつ きりなしに 鳴い てゐ た。 のう ぜんか つらの 花が 靑 い 木立に 對し て 輝く ほどに 

si- いて ゐた。 

牧 園に 着く までの 汽^の 問で も わたくし はかなり ひどく 苦しんだ。 

偶然に も 汽車の 中で 逢った K 氏 は 沿線の 山 を 指さしながら 1 この 附近の 山の 間に は 最も 古雅な 舞が 殘 つて ゐ ます。 

誰か 來 て ® 面目に 研究し て 貰 ひたい ものです が • ：： いったい この 附近 は 昔 か ら 藩主 a: 身 非常 に 舞 を 獎© し たもので、 

地： 时 など は 農 ：a{ を 狩り出して 無理に も 踊らせた ものです。」 などと 語った。 

I 巴蕉 も南國 らし ぃ雜の 突し さを雜 かして ゐた。 f い ふ 凝 に は 美しい 竹の 林が あった。 そこに は 見る からに 小 ひさ 


な最 家が あった。 山に は絕 えず 驚か 啼 いて ゐ た。 

牧 園と いふ 小 ひさな 驛に下 0 て、 そこから n 里の 山 1?」 を 自動車に 搖られ なければ ならぬ のであった。 この 附近 は國 

分 Si 草の 本場な ので 刈りの こされた 煙草の 葉が 山の 畑に すくく と繁 つて ゐた。 軒に は 赤い 葉が 吊されて ゐた。 動 

車 は 萆山を 縫 ひ、 谿を めぐって 歩 一 牛 ^ 翁 島に 近づいて ゆく のであった。 山 は 雲に っ& まれて ゐた。 振り か へれば 櫻 島 

が 見え 薩摩 潟が 見えた。 種馬 所の 仔 馬が 高原の 柔 かな 草 を はみながら 牝馬 をめ ぐって 戯れて ゐ ろの も いぢら しかった。 

^川の 音が 深い 森林の 底に 響いて 來た a 

榮之尾？|泉から三四町手前で^1動車を捨て.^、 そこから は豁 川に 沿うて 歩かなければ ならなかった が、 わたくし は 

再び 腹痛に なやまされた。 先づ妻 を 温泉に やり 人手 を 借らん としたが 言葉 通ぜ ず。 十ルゲ にして 止まり、 五 歩に してた 

たずみながら 雨 あが り の 山道 を迎 つ て 行 つ た。 

温泉宿に たどり 着く と共に わたくし は 寢床を 敷いて 貰って 寢た。 悪 || に 全身が わなく と顫 へる のであった" わた 

くし はかって 芭蕉と 病んだ 曾 良と が 旅に 別れた 折の ことな ど を 思 ひ 出した。 

「ゆき/ \ てた ふれ ふす とも 萩の 原」 わたくし は 曾 良の 句 を-入 ごとなら ず 口ずさんだ。 

「{^ が 美しい、 山の 色が 美しい。」 などと 人々 は 窻の外 を 眺めて 言った。 わたくし は跟を 開く 勇氣 もな く 俯向いた ま V 

寢て ゐた 0  f 顿の |聲 〔ぬ川 の 音 に ま じ つ て ^1^.鶯 の 鳴く 昔が部屋 ま で 饗 い て 來 る の で ぁ つ た 。 

霧 島の 山腹の、 種馬 所 附近に 住ん でゐる N とい ふ 醫師が 見え 一に 。 恰度 宿 の 主人が その 日 肋骨 を 折って 倒れた ため 三 

里 隔てた 牧 園から N 氏 はかけ つけて 來 たのであった。 その 序に 醫師 はわた くし を 診て くれた。 少し 熱が あるから、 す 

つかり 下劑を かけた 方が い \ だ らうと いふので、 蔑 麻 子 油を飮 むこと にした。 五十 グラムまで は 大丈夫 だと 言 つ て N 

氏 は 茶碗に なみ くと 蔑 麻 子 油 を 注 い で くれた。 
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わたくし は 眠りに 落ちて はまた 胸苦し さに 跟を さました。 

わたくしが を さました ころ は 日 は 暮れ か \ ってゐ た。 櫻 島 をつ.^ んだ暮 ST か 刹 都々々 に 移り 變 つて ゆく ので あつ 

た。 國 分から 加 木 あたりの 豁 はすつ かり Q い 霧の 底に かくれて しまった。 ^治 {各 の 白い？： S 衣の 影が 流れの 綠ゃ、 tfu 

みの 下に 消えて ゆく の を わたくし はぢ つと ながめて ゐた。 

夜の 十 一 時 ごろであった、 宿の 老人が 「大 隅の 市 米さん が 只今 牧 園から 山に かれました。」 と敎 へて 來た。 市 1^ 先 

生 はわた くしの 中舉 時代の 唯 一 人の 恩 師 である。 

「直ぐお 伺 ひいた すので すが、 を惡 くして 臥って ゐ ますので、 失證 です が 先生に お越し を 願 ひます。」 とわたく しに 

老人の 使に ことづけて やった。 あ まり S いからと いふので 市來 先生 は そ の 夜 は 見えられ なかつ た。 

翌： a はわた くした ち は市來 先生と 一緒に 硫黄^だ の、 明 礬 湯 だの を たづね てま はった。 そこ は、 到底 東京 近くの 溫 

地に 見る ことので きない 原始的な も ので あつ た 。 人々 はたいて いは 自坎を や り な が ら 逗留し てゐ るので あった。 こ 

けら 葺 きの 古い 傾き か & つた 湯の 宿に、 いかにも 山の 湯. 0 し い 落ちつき を與 へ た。 湯治 客た ち は豁に 沿うて 柴を拾 ひ、 

山水に 米 を 洗うて ゐた。 

r 最.^ 眞劍 に 神 を 愛す るが ゆ ゑに 敎 會を捨 てた。」 市來 先生 は 人生の 苦 癌と いふ fir 痛 を 嘗めつ くして 二十 年 振り に わ 

たくしの 前 を 歩いて ゐ るので. J ゆった。 今では 家 を 捨て X、 一人の 婦人と 共に 大 隅の 小 ひさな 町に、 かって 先生 In 身豫 

想 もしなかった であらう やうな 生活 を， 途 つて をら れ るので あった。 

市來 先生が 大 隅の はてから 山 1^ 越え， 海 を わたって 霧 島まで わたくし を たづね て 來られ たこと を 思 ふと わたくし は 

何と 言つ てい、 かわからない ほどの _ ^激に 打 たれた。 それで ゐ てわたく したち は 殆んど 何も 語らなかった。 

月が 霧 島の を も 照らした" 月 も 星 も、 今までに 見た ことのない ほどに 美しい 光り を 持って か^ゃいて ゐた。 虹の 


3 やうな 月の輪が 魔の 淵の やうな 大空に か.^ つて ゐた。  J 

お  二 

山の麓の野も豁，.^霧の海にっ \まれてしまった。 月の 光りが 香 ふば かりの 霧 を 照らして ゐた。 

夜が 更ける まで わたくしたち は巿來 先生と 語った。 中舉 時代に 市來 先生の 家に ゐた M が 歐 洲 航路で 死んだ こと や、 j 

また T の 弟が 自殺 をした ことな どが 話題に 上った。  一 

布 來 先生 は 翌朝 山 を 下りて 大 隅に 歸られ た U まだ 麓の 谿は 霧に とざされて ゐた。 山の 讚々 だけが 霧の 海の 上に 恰度； 

群島の やうに 浮かんで ゐた。 霧の 海の 底 を 先生の 俥 は 下って 行く のであった。  一 

午後 わたくしたち は 韓國嶽 に 上る ことにした。 霧 島 第一 の 3^ である。 榮之 尾の 湯の 宿の 直ぐ 後から 道 は 非常に 急で j 

あった。 一人の 案 內者を 先達に して わたくしたち は 三 抱へ も 四 抱へ も あるか や だの、 ゑんこう もみ ぢ だの、 赤松 だの 一 

の 茂った， 處女林 を 一里ば かり も 歩かなければ ならなかった。 山 は 茂って ゐ たが 明るかった。 何とい ふ 小鳥で あらう、 一 

梢から 稍の 間 を 囀りながら 飛んで ゐた。 葉の 光りの あまりに 美し さに 恍惚と して わたくしたち はしば/ \ 立ち止まつ 一 

た。 そこで は 路傍の 一 ifA の 羊 齒の葉 すら 捨てが たき 輝きと 香と を 持って ゐた。 かけす や 鶯の聲 が 慈 川の 昔に つれて 絕 

えず 響いて 來 るので あった。 S 軀を橫 たへ た 倒木 を 越 ゆろ ごとに わたくしたち は 幹の 冷たい 苔に 手 ゃ頗を 觸れて 見. 一 

た 0  j 

霧 霧 は 樺の 林の 中 を 音 もな く 走って 行った) わたくしたち は 野莓を 摘んで は 食った。  一 

鳥 處女林 を 通り 過 ぐれば 山 は 急に 展 けて、 そこに は柔 かな 草の葉が 八月の 日の 光り を嚷 野い つばい にに ほ はせ てゐ た。 一 

3 躑躍 や、 木の間から、 草の 光り を 滑る かの やうに、 鷥の聲 が 流れて 來た。  一 

ま  か" く  ：1! ナ  ^ 

行 「大波の 池が 見えます。」 と 案內の 男が 叫んだ。 韓國嶽 を 背景と して、 千年の 處女 林に つ、 まれた 大 噴火口 は 海拔五 千； 

尺の 雲と 霧 を 凝れ 集めて 碧綠の 大波 を湛 へて ゐ るので あった。 周 閣 二 里の 絕 壁に 恁れる 森林に 抱かれた る 山 1^ の 池 は、 一 
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千 尺の 崖 下に 莴 古の 聖 泉を撫 しつ &晝は 紺碧の 空 を 宿し、 岫を出 づる白 « を泛 かべ、 夜は錤 河の 影 を 沈め、 月光 を祕 

する であらう。 

何とい ふ 聖麗， 何とい ふ靜 寂！ 韓國の 靑ぃ蚰 を 出で たる 白雲 は 大波の 池に 銀 影 を 投げて は  >  柔 な 高原の 草 を 舐 

めて 豁に 落ちて 行く。 

韓國の影と{^1の影と交はるところに 一 脈の 銀 線が 池 S. を 二分して、 波 は 池の 半面に かすかな さ、 やき を 立てた。 

わたくし は 未だ かって この やうな 靜 かな、 美しい 山上の 池 を 見た ことがない。 入 間が 近づいて 行く に は あまりに 聖 

い 池で ある" それ は 天 と、 星と 白 « の 影の み を 宿す ために 神に よって 作られた 池で ある やうに すら 思 はれた。 

わたくしたち は 崖 を 下りて 池の 岸に 立った。 案内 者に 跟 いて 来た 五郎と いふ 犬が 眞っ 先き に 池の 中に 飛び込んだ。 

そして かれは わたくしたちが 池の 綠にゐ た 間 殆んど 一 時間 餘も 水中に 突き出た 岩の 上に しゃがん だま、 身じろぎ もし 

なかった。 ゎたくしは池の靈：；i戒に打たれた五郞を興味g^.觀た。 

池の 音 を かすめて 郭公が 鳴きながら 飛んで 行った。 七 八 町 も隔っ てゐ るで あらう 向う 岸から 絕 壁の 古林に こだまし 

つ kis いて 來ろ 笛の 音の 如き 哀韻 を聽 いた。 河鹿の K である。 莊重 とい ふべき か、 森嚴 とい ふべき か、 人間の 技を絕 

したる 大自然の 交響 樂 である。 わたくし は あまりの 感激に 草の 中に 踊り 上った。 

わたくしたち は 岩に 腹 這 ひに なって 池の 水 を飮ん だ。 聖 泉と は こんな 泉 を 指す ので あらう。 

山 も 池の 面 も 雲 につ 、まれて しまった。 わたくしたち は 薄暮の 山道 を 下った。 

昔、 日向の 大酒 匿の 美しい 娘が 大波の 池に はいって、 池の 主と なった とい ふ傳說 など を 案 內の男 は 語った。 

夜 は 十五夜の 月が 水の 如く 澄んで ゐた。 わたくし は 眠る のが 惜しくて 眞 夜中まで 起きて 谿 川の 綠を 歩いた" 大波の 

池に 映って ゐる であらう 月光の 美し さ を 想像して は { ^を 眺めた。 こ、 では 月 も 星 もまった く 大空に 浮き出て ゐる。 平面 


ではなく 一  つの 球體 そのもの となって Ml 間に 燃えて ゐる。 

樓島 も、 加 治 木 も 月光 の 下に 淡彩 の 嬉を描 いて ゐ るので あった。 

わたくし は 不圔、 わたくし を 呼ぷ聲 に 立ち止まった。 牧闹 村長 M 氏であった。 M 氏の 風貌 は 霧 島の 自然 そのもの. - 

如く 朴々 たる 無量の 溫 かさ を 感じさせる。 

M 氏 等 は 月下に この 地方 特有の I ん酎， ばみ を やって ゐ るので あった。 

月明の 夜に 燒 S を あ ふって、 歌 ひ 舞 "4 素朴な 生活 は、 わたくし をして バ アン ズの 詩に 見る スコットランド 人の それ 

を 想 はせ た。 

長者に 對 する 美風、 豪 健なる 薩摩隼 人の 意氣、 それ 等 は 恐らく この 山、 この 海に 於いて 純朴なる 燒！ W 飮 みの 間に 秦 

はる >t もので あらう。 

月 は 霧の 海 を 照らし、 山 を 照らして ゐ る。. 耳 を 傾 くれば わたくしたち は 敷い 森林の 奥から、 霧の 海の 底から 燒酎飮 

みの 哀々 たる 歌 を §1 くで あらう。 

翌日の 午後 わたくしたち は鹿兒 島に 立たなければ ならなかった が、 わたくし は 再び 大波の 池 を 訪ねて 行った。 

X 

山の 人々 に经 られ てわたく したち は m 動 車に 乘 つた。 急峻なる 赭土 道 を骶け 下り 狭い 曲り角に 來 るたん びに わたく 

したち は 腋下に 冷汗 を覺 ゆるので あった。 

四 里の 山 を 下って 牧圔に 着いた 時 は、 夕燒 {ti! の 色が 放牧の 馬の 背に 動いて ゐた。 竹林に つ \ まれた 小 ひさな 農家 や、 

梅檀 の： g 木の 下の 乘合 馬車な どが 遠い 南國の 旅に 來 たとい ふ 感じ をし みぐ と 湧か させた。 

18 を かけて ゐる 若い M 員の 言葉 は恰 かも 女の やうに やさしかった。 子供 等 は 泉 をめ ぐって 水 を 掬んで ゐた。 
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g 分 を 出て 5^ もな く华人 塚と いふの を 見た。 線路に 沿うた 小高い 丘に 二 基の 塚と， 他に 甲胄 武者の やうた 石像と が 

竝 んでゐ る。 塚 は 塔の やうな 形に なって ゐて かなり 大きな ものである。 昔 熊 襲の 征伐の ころ， かれ 等の 靈魂を 慰める 

ために 建て られ たもの だとい ふ 傳說が ある と 案 z: の 男が 語 つて ゐた。 

月 は 薩摩潟 を 照らして ゐた。 櫻 島 を 背景と したる 薩縻 潟の 月 は、 須 磨で 見た 月 以上に 落ちつきと、 寂し さ を 持って 

ゐた。 蕉が つ ひに 薩縻潟 を 見る ことなくして 死んだ こと や、 两郷と 月 照と が 相 擁して こ \ の 海に 投じた ことな ど を 

思 ひながら わたくし は 樓島を 眺めて ゐた。 海に 沿うて 鹿兒島 の 街の 燈が 明： 厥す るの を 見 た 刹那、 ほんた うに？. ほい 旅 を 

つ r けて 來た 寂し さが 涙ぐましい ほ どに 胸 を 突いた。 

鹿兒 島の 驛 から 山 下 の 薩摩屋 の別莊 まで 行く 間に わたくしたち は 夜の 鹿兒島 の 町 を 見た。 

白 い 浴衣が け の 人々 が 石辦の 多い 町 を步ぃ てゐ た。 枝の ま、 の バナナが どこ の 果物屋に も つ る されて あつ た。 二つ 

に 割つ た 大きな 西^だ の、 まく は うりだ の、 多い の も南國 らし い 感じ を 抱か せた。 

旅館 は 元島津 公の 茶亭 であった とい ふこと であった が、 K 素な ものであった。 ;.: 

$ の 葉が 蓮の 池 をめ ぐって 繁 つて ゐた。 夜つ びて 枕 もとの 池で 蛙が 鳴いた。 この 附近で はお 茶盆と いふ ものが gl^ 

い 曲げ物に なって ゐて、 一 つ 一 つ 蓋 をつ けて あるの が 古風な 感じ を與 へる。 わたくしたち は 蚊 を 追 ひながら、 夜更け 

まで 月 を ながめた。 

翌日 は 縣廳の M 氏の 案 R: で 磯 別邸 や 集成 iSS を 見た" 集成： JSS に は 維新 前にす でに 島津 家に 轍 入され てゐた 十八 呎の旋 

盤 や、 妨緩 機械 や、 また こ、 で 作られた 極めて 上品な 切り子の 確 子 や、 所謂 古代 薩摩燒 など を 見た。 今の 集成 館の 場 

所 は 元、 紡績工場 があった 場所で、 築 成 能 そのもの は 紡績工場 を その ま、 使用して 作られた ものであると いふ ことで 

あった。 


7 島津 家の 文化が. S 何に 他 藩に 比較して 進んで ゐ たかと いふ ことにつ いて わたくしたち はしば く 驚歎の 聲を 洩らし： 

2 た。 南洲翁 以下の 墓を展 した 時、 わたくし は 十四 年 或 ひ は 十五 年と いふ やうな 年少の 士の墓 を 見た。 わたくし は南洲 一 

翁の 人格の 偉大 さと 同時に、 賴母 しい 人間の 心の 美し さに 淚 ぐまずに は をら れ なかった。 

南洲 翁の 墓の 裏の 參考 では、 わたくしたち は會津 戰爭に 於いて 戰 死した 一 薩摩寧 人の 守 袋 を 見た。 その 中には 京 一 

都 滞陣 中に 井筒屋の 或る 女と 馴染んだ 手紙 だの、 その 女の 寫眞 などが はいって ゐた。  一 

また そこで は 天 吹と ふ 尺八 を 小 ひさくし たやうな 竹の 樂器を 見た。 昔 は 陣中に 携へ たもの ださう だ。 音 は 尺八に 似： 一 

て さらに 哀切なる ものである。 南 洲翁を 始め 薩摩準 八なる ものが いかに 多感の 士 であるか を 想像せ ずに は をれ なかつ * 

た。 

夕燒 けの 空に 映る 薔薇色の 櫻 島の 眺め は、 城 山の 墓と 共に 最も 强く わたくしの 印象に 刻まれた。 城 山が 落ちた の は： 

九月 二十四日の 拂嘵 であった。 記錄 によると 二十 一 曰は滿 月であった やう だ。 さう すると 二十 三日の 夜 も 恐らく 美しい： 

月の 夜であった らうと 思 ふ。 汚れた 軍服 を脫ぎ 捨て X、 新ら しい 薩摩鉼 に着替 へて、 月明りに 照らされ たかれ 等の 誕： 

生の 町を跟 下に 見ながら、 死 を 決した であらう かれ 等の 歷史 は、 壇の 浦の 哀史に ff^ ぐべき 美しい 詩で ある。 < 

霧 鹿 兒島を 出で K 人吉に 入り、 さらに 自動車 を驅 つて 球 磨 川 沿 ひの 林溫 泉に 泊る ことにした。 意に よれば 球 川の 流 一 

島 れは十 尺の 下に あり、 こ \ にも 老 鶯啼ォ / 五位 鷥は絕 えず 河 を さかのぼって 翔って ゐる。 湯の 設備 も すこぶるい >- と 一 

a いふ ことで あつたが、 if- 通りに 湯 も 美しかった。 

f 汽車 を 入吉に 下りた 唯一の 目的 は 球 磨 川下りであった。 

行 

わたくしたち は 宿の 直ぐ 後ろから 輕 舟に 薬った。 梶は舳 について ゐて 二十ば かりの 船頭と、 その 弟ら しい 十 歳 くら 
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ゐの 男が 梶を とり、 棹 を さすので あった。 

わたくしたちの 舟と 前後して 更に 一 鎪の 舟が 流れ を 下った。 

切り岸の やうな 山の 上に は 杉の 林が あり、 そこに は S: の やうに 白い 一 羽の 鷺が 朝の 曰の 光り を 浴びて ゐた。 

ぎん 1- ん  ほ，？. U ん 

舟 は灝を 下る ごとに！^ 瑞の 中に 舳を 沈める。 そのたん びに 人々 は 快哉 を 叫ぶ。 舟 は 巧みに 岩と 岩との 間の 狭い 奔湍 

を 越えながら 矢の 如く 走る。 

崖に 沿うて 家が あり、 徑が ある。 たまく 馬 を 追うて 行く 村 娘を發 すれば 人々 は 急流の 中から 山徑を 仰ぎて 叫ぶ。 

娘た ち も 答へ る。 

一勝地、 舅 落し、 淸 正 公な どと 船頭 はわた くした ち を 振り かへ つて は 叫ぶ。 

槍 倒し 岩と いふと ころ を 下る のが 一 番 愉快であった。 水が 岩の 根 を嚙 んで恰 かも トンネル を縱 半分に 切った やうな 

形に なった かなり 長い 岩の 中 を 舟 は 急流と 共に 走る。 そこ だけ は、 入 苦の 城主 相 良 氏 も 槍 を 倒さなければ 通れな かつ 

たとい ふの で こんな 名が 出た とい ふこと であった。 

蘊々 たる 山と、 山との 間に 八月の 空が ゎづ かに 展 けて ゐる 他に は、 滿目 悉く 奇岩と 鍈瑞 のみで ある。 灝を 下って は 

幾度 か 全身 飛沫 を 浴びて 快 限りなき を覺 える。 南畫に 見る やうな 輕 舟を舫 つて、 人々 は 急流に 鮎 を 釣って ゐる。 亦 一 

點 5;!^ である。 

林から 白 石まで 約 六 里、 三時 間の 航程で ある。 白 石 を 下って 間もなく 琉れは 淀み 河 幅は展 ける。 白帆 を ませた 輕 

舟が 碧水 を さかのぼって 来る。 

白 石から 汽車に 乘っ て、 球 磨 川に 沿- 「 て 熊 本に 行った。 

去年遊んだ温ゥォ^！：^が有明の海を隔て 、車 直に 迫つ てゐ た。 山に は 雲が か& つて ゐた。 妻の 叔母に あたる 人が かって 


9 江戸 を 去って 天草に 住んだ ことがあった。 わたくしたち は その 不運な 老人の こと を 話しながら 天草 を 眺めた。 

2 阿蘇に 行く 宮 地 線の 汽車 を 待ち 合 はせ るた めに わたくしたち は 熊 本驛に 下りた。 その 間の 時間 を 利用して 水 善 寺 を 

見る ことにした。 

水齊 寺の 水 は、 その 水の 量 も 一 一十 年 前に わたくしの 記憶に 比 ぶれば 枯れて ゐ たやうな 氣 がした。 殊に 水に 沿うた 茶 

亭の 人た ちの 態度 は 不愉快で ならなかった。 水 善 寺 は 過去に わたくしが 懐いて ゐた 快い 印 を 全く 裏切つ てし まつ 

た 0 

わたくし は 熊本驛 附近の 店から 店へ と 歩いて 行った。 そして そこで はわた くしの 水 善 寺に 於け る惡ぃ m 象が すつ か 

り 改められて しまった。 人々 はみ な 親切であった。 どの 店に 於いても わたくし は 旅人が 感ずる ホス ビタルな やさし さ 

を 抱く ことができた。 

鹿兒 島に 於いて わたくし は 殊に 人の 心の あた、 かさ を 感じた。 熊 本に 於いても わたくし は 美しい 人々 の 心 を 感じた。 

能， 本 を 出て 間もなく 汽車 は 阿蘇の 高原 地帶 へ か \ るので あった。 老杉の 並木と、 輝く 煙草の 畑が 高原の 間 を 縫って 

ゐ た。 

^» すさまじい ほどの 大煙 柱が もく くと して 高原の 涯に 立ち 昇る のであった。 {^1は輝き、 燃えて ゐた。 

^ 「阿蘇 だ！」 わたくしたち は憲を 明けて E 人の 姿 を：^ た。 

立 野で 汽車 を 捨て、 さらに 一 里餘 の峻路 を懸： 星に 沿うて 使 を やらなければ ならなかった。 

, の木溫 泉と いふ 深 豁の 温泉宿に ついた の は 薄： fll であった。 

• こ、 は气だ 極めて 元始 的な 溫泉 場で ある。 自 炊 をす る 客が 多い とい ふこと だが、 馬 3 背に 運ばれた 小笹の 束が 宿の 
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前に 積み重ねられて ゐる。 馬 はいった いに 小 ひさいが、 みなおと なしい。 一入の 女で 二 頭の 馬と、 さらに 仔 馬 を 連れ 

てゐ る。 或 ひ は 牛と 馬と を 一緒に 曳 いて 来る もの も ある。 

宿の 下の^ 川に 出て 薪 を 拾ふ老 鎚 も ある。 

幽谿 につ & まれた 溫泉 宿の 蒽 から はわ づ かに 天の 一方し か 見られない。 夜に なれば 河鹿が 鳴く。 

橱が 鳴く ころに なれば 宿の 人々 は 河原に 出て 遊-ふ。 

夜明け 方に なって わたくしたち は 初めて 有 明の 月影の みや 窻の 下の 流れに 見る 0 谿が あまりに 深いた めに 月 も 星 も 

1 部分し か 見る こと はでき ぬ。 

わたくし はまた 昨 曰から 病んだ" 今日は 一里 牛ば かり 離れた 阿蘇の 病院から 若い 释師が 見えた。 若い^ 師は 去年 都 

弁 地から 阿蘇の 高原 地に 移って 来たと いふ ことであった。 家が 山間に 遠く 散在して ゐる ために 一人の 患者 を 見 週る に 

三時 間 はか、 ると いふ ことであった。 

力れ は人懷 かしげに いつまでも 話して 行った。 こ、 では 夕 暮の風 は 秋よりも 塞い- 


光悅 寺まで 

3? ほ は&  じ- 9- く. C- 「るん 

洛 北大 原の 里に 寂 光院を たづ ねた 翌日の 午後、 隱 ケ 峰に 光悅 寺を訪 れた。 

その 日 は 京の 時代 祭と いふので 朝のう ちから 京都が 何となく 落着かぬ け は ひであった。 朝 夜明けた ばかりに 起きて 

冷たい 霜 を 踏んで 三 條の大 橋 を わたり、 智恩院 の 木魚の 昔を聽 いて 大津 行きの 電車 道に さし か- 1 つたころ は、 甲胄に 

身 を かため 馬の 口 を 取らせて 悠々 と 橋 板 を 鳴らす 騎馬 武者な ど に 出逢う た 。 

秋の 日 は しづかに 京の 町 を 照らし はじめた。 秋の 行樂に はこの 上 もない 好天 氣 である。 

北 野の 天神から 金閣寺に ま はり、 三 抱へ も 四 抱へ も ありさう に 思 はれる 金閣寺の 玄關の 前の 水 松の 下で は 思 はず 足 

を惹 きつけられて しまった。 

テニソンの ィム •  メモリ アム の 中の 句 を 思 ひ 出した のであった。 

老いた る 水 松 は 春が 来ても いつも 憂 I® な顏 をして ゐる。 そして 網の 目に 張られた その 廣ぃ 深い 根 は 幾多の 人々 の 亡 

き骸を 包んで ゐる。 それ はテ -I  "ンの 無二の 友ァ ー サ 1* ハ ラム を 葬った 寺の 庭の 水 松 を 形容した ものであった。 水 松 

の 木蔭から はいつ もの 悲しい 鐘の音が 聞え てゐ た。 

わたくし はいつ も 水 松 を 見る たんびに テ -ー ソンが 描いた お 寺の 庭の 憂 な樹を 聯想した。 

しかし 金閣寺の 玄關の 前の あの 亭々 として 何の わ だか まりもな く 伸びて、 そして 思 ふ 存分 柬西 南北に 素直に 枝 を ひ 

ろげ て ゐる老 水 松 を 見て ゐ ると、 どうしても 憂 g な顏を 聯想す る こと はでき ない。 明るくて、 靜 かで、 それ かとい つ 

て輕 くもなく、 どっしりした 落ちつき を 持った 空氣 につ & まれて ゐる 金閣寺の 老水松 は、 いつも 柔 かな 影 を 白い 砂の 
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h に 投げて ゐる。 

そこに は どこまでも 足利時代の 寂び が 漂うて ゐる。 平家の 天下 は 華やかで あり、 豪快で もあった が、 まだ 何 をい つ 

て も 成り 上 C 者に 共通な ざわめき があった。 戀 にも 無常 觀 にも 赤裸々 な 原始的な ところが あり、 カ强 さも あり、 燃え 

てもゐ たが、 靜觀 の餘裕 がなかった。 狂してはゐたが{;^:觀&する暇はなかった。 B 本人が ほんた うに 物の 味 を その 底 

に 微し て 味識 する こ と を 知る やうに なった の は 足 利 ころから であらう。 

さう いふ 意味で 金閣寺の 玄關の 水 松 を 見て ゐ ると 興味が ある。 そこに はかの 古木に ありがちな、 嵐に た、 きつけら 

れ たやうな 奇峭と い つ た 風な 感じ もない。 枝 も 幹も靜 かにし かも どっしりと 仲び て ゐる。 矗々 たる 幹に 對 して 枝の 張 

り 方、 藥の 茂り 方 すべてが 圓滿 具足の 形で-ある。 さう かとい つて 決して 華やかで もない。 微塵の 1  ふ 薄 さもない。 一枚 

1 枚の！ i は 樫の 葉に 似て 重； であるが、 更に 形 良く 磨き上げられて ゐる。 幹 をつ  む 皮に しても 樫に 似て 堅い が もつ 

と 整って ゐる。 磨きが か.. - つて ゐる。 そこに は 喧騒 や， 惱 を 聯想す る 何物 もない。 人生 を 厭離 もしない、 享樂 もし 

ない。 ^^{觀もしなぃ、 樂觀 もしない。 ひたすら 透明な 智慧の 空氣に 浸されて 悠久 を凝諦 して ゐる 大禪 師の俤 である" 

$1: 人の それで ある。 

世の中に 生きて 樂し むことの できろ 人 は 幸で ある。 悲しむ ことので きる 人 も 幸で ある。 

樂し むこと もで きず、 悲しむ こと もで きぬ 人の 一生 こそ ー拼 悲痛で ある。 ^人に はか やうな 蓮 命が あた へられる。 

また 一 生のう ち 或る時 代に は 誰でも 屹度 この やうな 運命に めぐり 逢 ふ ことがあ るに ちが ひない。 

と *  . 

衆と 偕に 娱 しみ、 衆と 共に 悲しむ とい ふこと は 理想的な g ポ 賢の 生き 万で あるに ちが ひない。 しかし 心から 人の 喜び 

を 喜びと し、 人の 悲しみ を 悲しみと するとい ふ 程度まで 自分の 心 を 養って ゆく こと は容 な ことで はない。 キリスト 

が ラザロの 死 を 悲しんで 泣き、 芭蕉が 杜國を 夢み て 泣いた 心の 尊 さ を ほんた うに 知る ために は、 人 は 四十 年な り 五十 


霧 

行 


年な りの 人生の 苦勞 とい ふ もの を甞 めて 見なければ わからない であらう。 

笑 ふこと もせず、 泣く こと もせず とい ふ 境地 は 至上の 生き方で はない。 それは尊ぃ^^神の 一路に 在る ものと は 思 ふ 

ね よん 

が、 尙 一 步 進まなければ ならぬ もの だと 思 ふ。 それ は 苦行の 境で は あるが、 苦行が 目的で はない。 的は涅 i< でな け 

れ ばなら ぬ。 

ci;- 利 時代 は 苦行 の 時代から やが て 涅藥の 時代への 微光 を 見出さう と して ゐた のではなかった か。 そこに はもう 陰 tol 

な 影 はない。 一 道の 白光が 木の間 を 通して かすかで は あるが 漂 ひ 始めて ゐ たのではなかった か。 

裏の 木立に つ \ まれた 茶室 を 訪れて 茶 を 喫す。 この 前 訪れた 時 は 一 人の 老翁が 茶 を 立て、 くれた 老翁に はた^ 一 

人の 男の子が あつたが、 東京の 大震災で 行方不明 になって、 一 年 la つても 消息 もない とい ふ 話を聽 いた ことがあった。 

今度 も その 老翁が まだ ゐ るの であらう と 思 つ て 立ち寄 つて 見た が、 もう その 老翁 はゐ ない で 元氣な 中年の 男が 茶 を 立 

て、 くれた。 老翁の こと を たづね て 見よ 5 かと 思った が、 止して しまった。 

金閣寺 を餘 して、 茅 芒な どの 道 をめ ぐり、 朱に 染めた 格子戸の 家つ^き の 町 を 過 ぐれば 道 は 步一步 と 爪先 上りの、 

左手に は 近く 衣笠 山、 右手に は 遠く 比釵。 振り か へれば 加 茂 川 を 狭んで 京の 町が 秋の 日の 下に 擴 がって ゐる。 登る に 

つれて 家 は 1 ら になって 來る。 修 竹の 林 を 切り開いて 家 を 建て.^ ゐ ると ころも ある。 朝鮮人の 土方た ちが 五六 十 人 も 

ひとかたまり になって 土 を 運んだり、 崖 をく づ したりして ゐる。 鞍馬口 あたり、 八瀨 あたりの 道が 白く 稻 田の 間 を 置 

いて 南北に 走って ゐる。 

桐の 畑が ある。 茶の 畑が ある。 山城の 山が、 大和の 山が。 そして 何處の それとも 知れれ 白い 流れが 靄の F を 漂うて 

ゐる。 二 條の皇 城 も、 東 寺の 塔 も。 

わたくし は修 竹に 狭まれた 丹 波 街道 を 歩きながら、 光悅 のこと を 思 ひ 出した。 话 淡無愁 な光悅 がすべ ての 高 債な 1$ 
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£ を 人々 に 分け 與 へて しまって、 たど 一 僕 を つれて 簡素 そのもの \ 生活 裡に 鵜 ケ峯の 竹林の 間に 紙 尾 川の fe- 々たる 音 

を聽 きながら、 ひたすらに 藝 道に 精進した であらう 曰 を。 

かれは 1 月に 幾度 か は そこの 丹 波 街道 を 下って 京に 通った であらう。 そして 松 花 堂と も 逢 ひ、 近衞應 山と も 語った 

で あらう。 まだ そのころ は 草深く して 草賊な どの 害が たびく であった といへば 道 を ゆく 入の 影 も 滅多 に 見出せな か 

つたで あらう。 

そこに 轉 がって ゐる 石塊 も 光悅の 下駄に 艘れ たもので あるか も 知れない。 さらに あの 山 あの 川の 音。 あの 雲の 色。 

坂 を 登り 盡 したと ころに ひとかたまりの 人家が ある。 寺が あり、 學 校が あり、 役場が ある。 恐らく そのころ 光悅の 

手に よって 草の 中に 切り 拓 かれた 五十 五戸の S 術 村の 名殘 りで も あらう か。 軒の 低い、 土 問の 暗い、 骨太な 格子 戶の、 

落ちついた 京風の 家々 である。 大原女 風な 女た ちが 黑ぃ 牛に 草 を やって ゐる。 

村の 中程より や、 上手に 丹 波路に 沿うて 光悅 寺の 境内が ある。 道から 門まで 伞丁 ばかりの 楚 や、 修竹、 植ゑ！：$>^ 

の 具合な どが 殊にい X。 寺と いっても さ. 1 やかな 庵 寺と いった 感じで ある。 若い 大工が 一 人 こっくと 鑿の 音 を させ 

てゐ た。  - , 

その 若い 大工に 案內 して もらって 松 や 竹の 間 をく^って 三つの 茶室 を 見せて もらった。 茶室の 窻に相 迫る や 5 に鬻 

ケ 峰の 松が 榮々 とか V やいて ゐる。 耳 を かたむ くれば 潺々 として 水の 音を聽 く。 竹林の 下 をく r る 紙屋 川の 琉れ であ 

らう。 

竹林の 中の 靜 かな 光悅の 墓に ぬか づき、 さらに 光悅の 手簡 や 作品 を 見せて もらった。 墓 は 高さ 三 四 尺 幅 一尺 四 ffi 寸 

の 平たい 碑で ある。 ^香が 二三 本 燃えの こって ゐた。 東京で あったなら その 一品 V 見せても らふに しても 監視 付きの 

下に 觀 るより 他 はないで あらう に、 家の 主婦 は 光 悅の造 品す ベて を處 せまき ほどに 竝べ 立てた ま、 何處か へ 行って し 


5 まった。 わたくし は 主婦の 心 を ありがた いと 思った。 

0. 「小袖 や 宗是： 汆入 を光悅 三十 枚に かひ 被 申 候、 まけ 可 申と 被 申 候へば それならば いやと 申 家 を 十 枚に うり 二十 枚 はか 

り 候て かひ 被 申 候 三十 枚いた すべき 茶 入 を 安く かひ 候 はいつ はりに て 候 故 實を立 申 根性に 而候" 此事京 中には 氣 ちが 

ひと 申 候、 權現樣 は 御 ほめ 被 成 候」 (日 允 書簡) 

一 つの 茶 入 を 買 ひたいた めに 家ゃ賣 り 借金 をして まで 買 ふところに 光悅の 面目が ある。 さらに 金 三十 枚の ものなる 

が ゆ ゑに 三十 枚で 買 ふ、 まけて もらって は 買 はぬ とい ふところに かれの 藝術家 的な 恬淡 さが ある。 京の 人た ちが これ 

を氣 ちが ひと 評した とい ふの はさ も あるべき である" 家康が 褒めた とい ふの もさす がに 家康 である。 

今の 世に は あまりに 常識的な 小 悧巧な 人た ちが 多い。 打算的な 人た ちが 多い。 ほんた うの 藝術 は氣 ちが ひか、 さな 

くば イブ ンの 馬鹿で なければ 生む こと はでき ない。 名 を 得たい ために、 幸 ：1 を WXJ 出したい ために 蔡術を 志す 人が ある 

ならば、 かれは 俗人で ある。 藝術は 生活の 1 つの 深呼吸に 過ぎない。 藝 術に 精進 するとい ふの は、 畢竟 肺 g を 持って 

ゐる 人間が 生きて ゆく ために、 呼吸 を するとい ふに 過ぎない。 朝の 空氣 深山の {£r 海濱の S 氣を思 ふ 存分 呼吸す 

る。 た 父 それだけ のこと である。 藝術を 生み出す 心， 創造 せんとす る 心 は 深山の {r^l 氣、 海濱の {,51 氣 につ X まれて 深 呼 

吸す ろ 愉悅を 欲する 至 念 そのもの ではない か。 

霧 「光悅 世の中の わざとて は 1 こと もしらず、 心に もな し、 我 はさ こそす ベ けれと こしら へたる に 更になくて 生れ 得た 

島 る 心の いさぎよき にて ぞ有 ける」 (脤ひ 草) 

3 恐らく かれの 人となり はかう であった らう。 生来の 心の 葸人 にす ぐれて いさぎよく もあった であらう。 或る人 はか 

行 れを 評して 「又 世に 有べき 人間と は覺 侍らず …… 」 といって ゐる。 

生まれな がらの 有德者 であ つ た。 牛： まれながら の 藝術 家で あ つ た。 
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「二十 より 八十 歳に て 相 3k 、候 迄 は 小者 一人 食 焚 一人に て 暮し申 事 也、 此 故に 一 生， §w 申さず」 (本 阿 ，打た e) 

えらがろ 者 は ひところ は 認められ もしょう。 世間の 噂の g をのみ 追 ふやうな 凡庸な 批評家た ちに はうた はれ もしよ 

う。 しかし ほんた うな 藝術家 はむしろ 自分の 力の 足らぬ を こそ 悲しみ もし、 恐れ もす るで あらう。 光 免よ さう であつ 

た。 

しかし 謙 r 泡と Ji ひとは 別々 である。 えらがる 者 こそ 一面に 於いて は 歸 ふこと を 知って ゐ る。 かれは 先づ かれ 自 こ 

ふが ゆ ゑに えらがる ので ある。  ， 

凡庸な S 家 は 周 国に M ひ、 黨 人に 11 ひ、 先輩に 詔 ひ、 後人 JiJS。 その やうな 霧 家に 何の 爽快な 深呼吸が あら 

名 を 求む る 者は讓 ひ、 幸； S を 欲すろ 者 も 諮 ふ。 「名 も いらず、 金 も いらず 命 も いらぬ 者 ほど 始末に 終へ ぬ专 よな し」 

と 大西郷 は 言った。 菌 術の 道に 於いても i 恐ろしい 天才 はこの 始末に 終へ ぬ 者で ある。 名 も 金 も 命 も いらぬと いふ 

氣 ちが ひで ある。 

修 竹林の 小 © い 影に 小 ひさな 碑 をい. 5 いて 眠って ゐる 無愁な 光悅の 前に 立って わたくし は、 藝 術の ありがた さ を 

しみぐ と 感じた。 と、 同時に 洛 北の 修 竹林の 瘦 せた 一基の 碑が あるた めに いかに 京都の 山が 尊く された かとい ふこ 

と を 想 はずに は をれ なかった。 

藤 r は i の 墓が ある。 廳ケ 峰に は 光悅の 墓が、 また 何處 にか は 近 松の 墓が， あるで あらう。 それ 等の 瘦せ たる 三 

S の 墓 を 有する ことによって いかに わたくしたちの B 本の 自然が 尊く されて ゐる ことで あらう。 

か 暮れてから わたくし は 丹 波 街道 を 下った。 


春 

の 


俳諧 寺 一茶，  一 

しなの ぢの 山が 荷になる 寒 哉 

善 光寺 こ賽 して、 信越 線 を 北へ 北へ と 走る こと 一時間ば かりで 一茶の 故鄉柏 原が ある。  し 

わたくしが 最初に 柏 原 を たづね たの は 十月の 末、 もう 越後 境の 山 は 真っ白 S をい. 5 いて ゐた。 nr 

il^ こ 妙 高 も 飯 綱 も 黑姬も 底意 地 わるき ほど の 寒さ を こめて ゐた。 

昔 は 加 賀憂 石 S 田 f はじめ 北陸 S 大名の 行列 S 夕 ii ながめた であ..？ 北讓 ま、 西北に 妙 高 黑姬8 

い 山を控 へ、 東 は 野 尻 湖へ つ く ー帶の 丘阜に 接して 南北 を わびしげ に 走って ゐる。 

いかにも わびしげ な古驛 である。 秋の 末から 翌年の 夏の 初めまで 黑姬ゃ 菌の山 さ して あへ I きく 

てゐる やうな 國境 ちかい 山の 宿場で ある。 

わが 里 はどう 霞 ん でもい びつな り  ー 

山と 山との 間、 豁と 慰との 間に 狭き 土に is 入って 打ち 建てられ たやうな 古驛、 雜木 山の 腰に 沿 ひ、 川の ま 力り く： 

ねり こつれて 並んだ わびしい 草葺 屋根の 宿場、 それが 柏 原で ある。 

北 陸街浸 曰 本 海の wli 吹かれつ X 一  直線に 越後 f 山 を 越えて 信濃路 I つて ゐる。 南北に 柏 原の 町の？ な 力 

を貫 いて ゐる街 I 往き来の 人 も 稀で ある。 道 幅 は 本街道. たけに かなり 廣ぃ。 道の 中央に 一條の 流れ 力あって らー 

南へ 流れて ゐる。 その 細い 流れに 添うて 春 は asl も あり、 秋 は 菊 も 咲いて ゐる。 時爾る 日 は 町の 眞ん なか SI 

、- 流^ こ 落ちる 雨の 脚 を、 町の 兩 側の 人た ち は顏を 突き 合 はせ て 眺め 入る であらう。 
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霞む 日 も 雪の 上なる 住居 哉 

© 國 や 雪ち りながら 春の 山 

白山の 雪き らくと 暑 哉 

うま さうな 雪が ふうはり /\ と 

雪ち る やお どけ も 言 へぬ 信 濃 山 

舂 なほ 雪に なやまされ がちな 奥 信 濃の 柏 原に 生まれた 一 茶に 雪の 句の 多い こと は當然 であるが、 かれの 1 生 を 通じ 

て かれの 魂 は 雪に おびえ、 雪に うなされて ゐる やうな 氣 がする。 生まれ落ち るから 母に は 死に別れ， 緩 母に いぢ めら 

れて 成長した かれの 運命 は、 その 第一歩から 雪に 埋められた 北 信 濃の 草の 生活 を 思 ひ 出させる。 

古 鄉に歸 りて 

つ ひ す *a 

是が まあ 終の 栖か雪 五 尺  ， 

かれ ほど 故鄕 をな つかしく 思つ た 人 もす くないで あらう。 かれは 幾度 か 故鄉を 訪れて は 故鄕を 出た。 鬵 時の 不便な 

交通 をた よ りに e しい 旅 を つ^けて は 四國 にも ゆき、 長 崎に も 行 つ た。 しかも かれは 故鰥を 忘れえ なか つ た。 

古 鄉の袖 引 雪の 降に けり 

冷たい 雪まで が故鄕 ではなつ かしい ものであった。 しかし 終に： S は 雪の 故鄕 であった。 茨ば かり、 雪ば かりの 故 

m であった。 

「是 がま あ」 の 一句に 面する 時、 六十 幾年 人間の 苦惱 とい ふ苦惱 をな やみつく した 一茶の 寂然たる 風貌 を 目の あたり 

に 見る やうな 氣 がする。 

我と 來て 遊べ や 親の ない 雀 


1 

9 


春 一 


0 


三 歳で 母 を 失った かれは 近所の 惡太郞 どものから かひ ものに なって ゐた。 この 句 は 六 歳の ころの 作 だとい はれて ゐ 

るが 越後 境の 雪 風 を 避け、 わんば くど もの 眼 を 避けて、 たど 一人で ぢ つと 親の ない 雀 を ながめて ゐた であらう 少年の 

係が おも ひ やられる。 

「親の な い 子 は何處 でも 知れる 指 をく は へ て 門に 立つ」 

か れは ょく隣り！^^：所 の わ ん ばく 共に かう うた ひ はや された。 それ 等の 悲しみ をゎづ かに 訴 へる ことの できた の は 天 

にも 地に もた^ 1 人の 祖母であった。 

八 歳の 時 li が來 た。 繼 母が どんな 人で あつたか はよ くわから ない。 間 的に はいつ も繼 母と いふ 役割 は 損な 立ち 

場に 置かれる。 傳 ふるところ では 繼子 いぢめ の やうに いはれ てゐ る。 實子仙 六が 生まれてから は 1 層 繼 母の 虐待 は ひ 

どく 募つ て來 たとい はれて ゐる。 無智な 女と して 或 ひ はそんな こと もあった であらう。 

繼 母に いぢめ られて S!i の 絕ぇ間 もなかつ たとい はれる こと、 締め出し を つて 菩提寺 明專 寺の 綠 下に 夜 を 明かし 

たとい ふやうな こと も 或 ひ は事實 であった であらう。 しかし 繼母 にい はすれば 一 茶 は そのころ の 子供と して は 餘程早 

熟な 子であった にち が ひない。 六 歳で 「我と 来て 遊べ や」 の 句 を 作る ほどの かれで あれば、 何事に も 感じ 易い 子で あ 

つたに ちが ひない。 全然 一 茶に も ひがみがなかった とはい へまい。 

古鄕 やよ る もさ わる も 茨の 花 

古 鄉は顿 まで 人 を さしに けり 

古鄉は 寒さ もい こぢ わろ き 哉 

故 鄉に對 する かれの かう い つ た 句 を 見る と い かに も繼 母と いふ 人 や 弟の 仙 六 等が 冷たい 人であった やうに 思 はれる 

し、 またい ろ./ \\ な 話 もの こって ゐ るが むげに 繼母ゃ 仙 六ば かり を 責める こと もどう かと 思 ほれる。 奥 信 濃の 雪 ふか 
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い 自然、 不運な 子供 時代の 環境が かれの 魂まで も いびつに した こと はたし かで ある。 一茶 も 不運であった。 父 も 不運 

であり、 繼母も 不運であった。 誰が 善い、 誰が 惡ぃ ではない。 ともかく 一茶 は 生まれながら にして 魂 を いびつに され 

てゐた 人の やうに 思 はれる。 それに 加へ て實の 母に 死なれ、 無智な 繼母 にさい なまれた 結果 は、 ますく かれの 魂が 

いびつに なって 行った の は氣の 毒な ことであった。 

1 茶が： S を 立って 江戸に 出た の は 十四 歳の ころ だとい ふこと である。 その 時 は 父 は 牟禮の 三本 松まで S つて 行つ 

て 別れ を 惜しんだ とい ふこと である。 

「父 は牟蹬 まで S りた まひ 毒なる もの は 食べな よ、 人に あしざまに 思 はれな よ …… 」 かれ 自身の これ 等の 記憶 はかれ 

の 1 生 を 通じて 忘れが たきもので あつたに ちが ひない。 

かれは 父 思 ひであった" 

しかも 父子 運の 惡ぃ 一 生 を 苦しまなければ ならなかった。 

三十 九 歳で §に かへ つて 来た 時 はもう かれは 二十 幾年 前の 彌太郞 ではなかった。 かれは ともかく 押し も 押され も 

せぬ 俳人であった" しかし めぐまれざる 家庭生活 は！； 十 幾年 前と 同じであった。 むしろ 骨肉の 爭ひは 前よりも あさま 

しかった。 

父 は 病床に あった。 父の 眼に は 彌太郞 は いつまでも 幼ない 彌太郞 であった。 自分の 死後の ことが いろくに 氣づか 

はれる のであった" 繼 母との 間、 弟 仙 六との 間、 遺 ia 分配の こと。 何かと 父 は 死ぬ にも 死ねぬ 立場に 苦しんで ゐ た。 

しろえん 

「父の 終焉 日記」 に はこの 間の 消息が 最もよ くう か ii はれる。 

「享和 元年 四月 二十！ 一一  日晴 

いか なれば か \ る淺 間し き處 にう つ ぶ し 給 ふらん と 抱き起し 侍る に 蓬が 下の 土と なり 給 ふ 前表な ら め と 後に E3 ひし 


9 

2 


春 


曰 


りたり  

二十 九日、 父 は 病の 重りた まふに つけて 孤の 我 身の 行末 を 案じ 給 ひてん やい さ. 1 かの 所領 はらからと 二つ 分けに し 

て與 へんと て くるしき 息の下より 指圖 なし 給 ふに 先づ 中島て ふ 田と 河原て ふところの 田 を 弟に 附屬 せんと ありけ るに 

仙 六 こ \ ろに 染ま ざり けん 父の 仰に そぶ く此日 父と 仙 六い さか ひして こと やみぬ。 皆 邪智 M 曲に 眼 くらみて か 

ろ敦圉 はお こるな りけ りい かなれば 不顧親 養 任 他 五 濁世の 人界淺 ましき 事な りき。 この 夜 は 別して 脈惡 ければ 一 人に 

て は 心細く 父の こ \ ろに 叶 はざる 弟 なれ ども 父に 今 はの 時 も 至らば 血 を わけた る 子の 事に しあれば. K 意な くや あらん 

と 弟の こ X ろ を 思 ひやり て 父の 傍に 寢 させつ X 灯の かげに 寢顔を ふりむけて 父の 寢姿を 守り 居たり ける に 夜 只 苦しげ 

に 息 を 空へ むけて 吐き 給 ふに 見る 心 もいた ましく … … 

五月 二日 

變起 りていと 苦しび たま ふに 母 は 例の あらが ひに 見 もし 見向き もせず 弟 は 分地 此 かたは 父の 中よ ろしから ず 如何に 

腹が はりな りと も 斯く淺 ましく 挑み 爭 ふこと は 所謂 過去の 敵と しも 思 はれ 侍る …… 

六日 

天晴れ たれば 臥してば かり 退屈に や 思 召さん と 夜着 打ち 疊み てよりか X らせ 申たり きに 越し かたの 物語りな ど 初め 

給 ひけり そ もく 汝は三 歳の 時より 母に 後れ や. -長 けたる につけても 後の 母の 中睦 しからず 日に く 魂 をいた め 夜々 

に 心 火 を もやして こ&ろ やすき 時 はな かりき …… 年 はも 行かぬ やせ 骨に 荒 奉公 させつれ なき 親と も 思 ひつら め 皆是れ 

# 世の 丙 緣と あきらめよ や ことし は 我 も 二十 四 輩に 身 をな して 彼の地に て 一 度汝に めぐりあ ひ相果 つると も 汝が手 を 

からん と 思 ひしに こたび 遙 々来りて か k る 看病 こそ 淺 からざる ゑに しなれ 此度は 往生 遂 たりと も 何の 悔み か あらんと 

はらく と淚を 落した まふに 一 茶 はた 打 ふして 物 も sgin はず …… 」 
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父 を 思 ふ 子、 子 を 思 ふ 父、 古來 かほ どまでに こまやか につ やられた 金玉の 文字 を 見出す こと は 不可能で あらう。 そ 

こに はいかに も淺 間し い 人間の 心が ありく と 描かれて ゐ ると 同時に、 いかにも 尊い ありがたい 人間の 心が 描きつ く 

されて ゐる。 

抑 も 一茶の 藝 術の 特色 はいかに も 悲慘な 人間の 姿、 いかにも 寒い 人生の 行路が、 或 ひ はいかに も淺 間し い、 缺 點 だ 

ら けの 入 間の 偽りない 心が にじみ 出して ゐ ると 同時に、 人間でなくて は 持つ ことので きない 深さ や、 眞實 さや、 誠心 

やが 淚 につ 父ら れてゐ ると いふ ことで ある。 i 茶 は 聖人に なること はでき なかった。 その か はりに、 かれは 聖人 や 君 

子の 持つ ことので きなかった い 人生 を實感 した。 

人間の 持つ すべての 醜い もの、 淺 間し いものと 同時に 人間でなくて は 持つ ことので きぬ 尊い 淚、 尊い あきらめ を か 

れは 一 身に 驗し た。 

かれは 一面に 於いて は 意地 張りであった。 つむじ 曲り であった。 同時に、 その 半面に 於いて は 誰よりも なみだもろ 

い 男であった。 

大名 は 濡れて 通る を炬 哉 

百 萬 石の 榮躍 Iv.ffi の 露 ほどに 思った かれと して は、 いかにも とうな づ かる X 句で ある。 

この 意地 張、 この 臀句 的な 人生への 鋭い批判の 眼 は單に 第三者へ のみ 向けられ たので はなく、 かれ 自身に 封しても 

容赦な く 働いて ゐた。 しかも その 何れの 場合に 於いても かれの 銳ぃ 皮肉のう ちに は 見の がす ことので きない 一 脈の あ 

た >- かさが 漂うて ゐる。 繼 母に いぢ めら れても いぢ めら れても かれの 魂のう ちに は 消す ことので きない 溫 かな 淚 がか 

よって ゐ たのであった。 

人な みの 正月 もせぬ しだら 哉 


曰の 春 
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生て 居る ばかり ぞ 我と けしの 花 

ひいき 目に 見て さへ 塞き そふり かな 

淚 なしに は讀 めぬ 句で ある。 何とい ふ靜 寂、 何とい ふ あきらめられぬ あきらめ であらう。 

下々 に 生れて 夜 もさくら 哉 

の 一 句 は、 「大名 も 濡れて 通る を」 の 一 句と 對照 させて 讀む とき、 いかにも 一茶の あた \ かな ユウ モアの 湧いて 來る 

の を 感ずる。 

1 茶 を 思 ふ 時 わたくしの 頭に はいつ もスコ ット ランドの 詩人 ロバ アト っハ アン ズが泛 かんで 來る。 掊 屈た るス コ ッ 

ト ランドの 山、 蕭殺 たる 奥 信 濃の 山、 ヱャ ー 川の ほとりの 小作人の 子、 柏 原の 農民の 子、 先づ生 立から して 相 通ず る 

ところが ある。 カァ ライル はかれの 「パアン ズ論」 中に パアン ズが 税務署の 官吏であった こと を氣の 毒が つて、 酒屋 

の 主 八な どと 桝目 のこと などで いさか ひ をさせる 間に， 蓮 命 は なぜ もっと 詩 を 生む その 靜 かな 時間 を パアン ズに あた 

へなかった かと 言って ゐ るが、 一 茶 も パアン ズも詩 を 作る ことより は先づ 生活の ために 醜い 爭ひ をし なければ ならな 

かった。 江 戶に來 て か らの 奉公が どんな 種類の も ので あつ たか 知らない が、 いづれ にし て も樂な 仕事で はなかった こ 

とだけ は 想像され る。 

しかも 入 間の 苦勞 とい ふ 苦勞を 忍んで 來たバ アン ズ にしろ、 一茶に しろ、 人一倍の あた & かな ユウ モア を 持って ゐ 

ると いふの も 面白い ことで ある。 同時に 二人が 二人とも 無辜の 動物に 對 して 深い 思 ひやり を 持って ゐ たとい ふ Sg まで 

が 似て ゐ るの も不思 11 である。  . 

花 盛 浮世の 外の か はら ふき 


29S 


集 想 感五第 


く つろ いで 花 も 咲く かよ 御成 過ぎ 

山 さくら 皮をはがれて 咲に けり 

一茶 はいつ も 弱い者の 味方に なって ゐる。 いぢめ られる 者の 仲間に はいって うたって ゐる。 かれ 自身 生まれ落ちる 

から いぢめ られ 通しであった せゐ であらう。 

夕 さくら 家 ある 入 はとく 歸る 

こ の やうな 末世 を さくら だらけ かな 

1 本 は 櫻 持ちけ り 娑婆の 役 

吹けば とぶ 家 も 櫻の さかり 哉 

笆蕉 翁の 1 句 も ゆるがせ にせ ざろ に對 して 1 茶 はまた すこぶる 多作で ある。 そのために 1 茶に はい、 句 も あるか は 

りに どうかと 思 はる ゝ句も 多い。 しかし 一茶に とって は 句 を 練り、 句 を 案ずる 遑 はなかった。 かれは あまりに 感じ 

かった。 感じ 易き ま \ にたち どころ に 句 を 成し、 # 句 は 口 を 突いて 出た" 句と して 見る 時には 「夕 さくら ：：： 」 にし 

ろ、 「 一 本は稱 持ちけ り」 にしても たいした もので はない。 けれども 一 茶と いふ 一 八 間の 魂の 響きと して 聽く 時、 われ 

われ はぢ つと 頭 を 下げない では をれ ぬ。 たしかに それ は 手に よって 作られた if 術で なく、 魂に よって 書かれた る藝術 

である- 

西 行 法師 の 山家 集に 集め られた 櫻の 歌 

靑 ws^ さ へ 見れば 心のと まる 哉ち りに し 花の 名殘と おもへば 

春 かぜの 花 を 散らす と 見る 夢は覺 めても 胸の さわぐな りけ り 

おもへ 只 花の なからん 木の下に 何 を かげに て 我 身 住み な ん 


日の 春 
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佛には 櫻の はな を 奉れ わが 後の世 を 人と ぶら は r 

花に そむ 心の いかで 殘 りけん 捨 果て X き とお も ふ 我 身に 

身 を 分けて 見ぬ 梢な く盡 さば やよ ろづの 山の 花の さかり を 

願く は 花の 下にて 春 死なん その 二月の もちづき のころ 

かう い つ た ® 花に 對 する 心 は 在 來の日 * 歌 入の 見方であった。 こ の 心持ち はま だ芭 藉 にもの こ つ てゐ た。 

春の 夜 は 櫻に 明けて しま ひけり 

樣々 の こと 思 ひ 出す さくら かな 

命 ふたつ 中に 活 たる 櫻 かな 

暮れかぬ る 日の 床し さよ 山 櫻 

うらやまし 浮世の 北の 山 ざ くら 

ら. SW ん 

そこに は 櫻の^ 讃、 櫻への あこがれ がうた はれて ある。 Isi の 句に は 成程 櫻 を 中心に して、 人事と いふ もの も 動い 

てゐ る。 しかし それ はた i< 人事が たまく 動いて ゐる とい ふだけ であって、 生活、 人事が 主と なり、 中心と なって ゐ 

るので はない。 この if に 於いて 一茶 は 從來の 歌人 や、 俳人の 行き着かなかった 一 つの 境地 を 見出しえ たとい はな けれ 

ばなら ぬ。 

一茶 は 自然の 詩人た るよりも 人間の 詩人であった。 一茶に とって 花が 咲く も、 花が 散る も、 人間 を 中心に しての こ 

とであった。 だから 一茶の 句に は、 ややもすれば、 あまりに 人間的な ために、 句の 藝術 的な みがきが 隱 されて しまつ 

てゐる ことがある。 みがきが 足りない ことがある。 
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あまりに 深い 悲しみに 打 たれた 刹那、 人 はや.^ も すれば 笑 ふ ことがある。 泣く にも 泣かれぬ きかに 陷 つた 時、 人 は 

往々 にして 笑 ひ 出す ことがある。 一茶の 句を讀 むと その 感じが いたるところに 見出される。 

こちと らも 目の 正月 ぞ さくら 花 

中々 にもたぬ がまし よ 散る 櫻  . 

櫻 花見る も 義理な り 京 住居 

氣に 入た 櫻の 蔭 もなかり けり 

有 やう は 我 も 花より 圑子哉 

苦の！^-婆ゃ花かひらけば開くとて 

人選み して ひとりな り 花の 蔭 

みよし 野に 變な櫻 もなかり けり 

世 をす ねた ar 食 ふに も 困る ar 人選み して は 世に 棄 てられて ゐる ®r あまりに 鋭い批判 力 を 持って ゐる ばかりに 

r.  1" せ. 3 

仲 愛 もない 市井の人 たちと 一 緒に 花に 醉 ふことの できぬ それが 1 茶であった やうに 思 ふ。 

「持たぬ がまし よ 散る 櫻」 といった 一 茶 は 決して 所有 欲に 對 して 芭蕉 ほどの あきらめ や 悟入 を 見出して ゐ なかった" 

かれは どこまでも 人間であった。 柏 原の 農民であった。 それだけに 田 も 欲しかった であらう し。 晚年柏 原に 家 を 持つ 

ことができた とき はいかに も 魂の 巢を 見出しえ たこと を 心から よろこんで ゐる。 かれは 決して 淡々 水の ごとき 人で は 

なかった。 かれは 芭蕉 や 西 行の 跡 は 歩いた が 芭蕉 r~ り は 人間 臭く、 人間の 脂が 持って ゐ た。 かれに は 「持たぬ がまし 

よ」 といった 言葉の 裏が あった。 「有 やう は 我 も 花より」 とうたった かれは 句のう しろに 「有 やう は」 とい ふ 人間ら し 

い 欲望 を 忘れえなかった。 
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われに 辛くあたる ものに 對 して は 呪 ひもし、 憤り もした。 決してお 上品に かまへ て 自分の 憤り や 腹立たし さ を隱す 

やうな こと はしなかった 0 

この 點に 於いて わたくし はヮ ルト • ホイット マ ンを思 ふ。 ホイットマン も 口 ング. アイ ランドの 晨 民の 子であった。 

かれはよ く 草の なかに 寢 ころんで ゐた。 林檎 灿 のなかに も 眠って ゐ たらしい が、 自然の 感情 をた める ことので きない 男 

であった らしい。 いつで あつたか 敎會 堂の 罎拜 にかれ は 帽子 を脫ぐ こと を 忘れて ゐた。 そこで 敎會の 僕が 出し抜けに 

ホイットマンの 帽子 を ひったくった。 ホイットマン は ひどく 怒って、 くる/、 と W 子 をた X んで、 やに はに 敎會の 僕 

を擲 りつけ たとい ふこと である。 わが 一 茶に もさう いったと ころがあった やうな 氣 がする。 かれは 決して 君子 人で は 

なかった。 いかにも 感情の ま \ に 動く 眞 人間であった。 腹立たしければ 憤り、 うれしければ 踊り、 悲しければ 地 を 打 

つて 泣く といった 風な 人であった らしい。 

ホイットマンが 東風 をうた ひ、 西風 をうた ひ、 太鼓 や 汽車 や 汽船 をうた つて アメリカの 文學に 新しい 1 つの 世界 を 

ひ& 

切り 拓ぃ たことまで もが、 わが 1 茶の それに 似て ゐる。 

日本の 文畢 史上 1 茶 をして 殊に 重から しむる もの は その 畜類に 對 する 同情 憐感の 深さで ある。 恐らく 世界の 文學史 

上に も 比を見ない ほどの 麗しい こ X ろが そこに 動いて ゐる。 人間が 畜類に 對 して 抱く 思 ひやり とい はんより は、 かれ 

自身 それらの 畜類と 一 つに なって なやみ、 思 ひ、 ゎづら ひつ \ ある ほどの 慈悲心で ある。 かって 世界の 人類が 生んだ 

文學 のうち I 茶の この 特殊な ュ 一一 イツ クな 境地 は 恐らく 絕對の ものであると いふ ことができる であらう。 

衣 か へ よしなき 蚤 をた 、くな り 

雀 子 もお なしく 浴る 甘茶 かな 
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鷲の ほ.^ と視 くや 花 御堂 

炎天に 1 喰ふ蟲 のき けん 哉 

叱られて 又 這 入る 鹈の いぢら しゃ 

夢の 世 を 鵜に 語りつ X  く  . 

露の 世 や 露の 小脇に 韆飼村 

我 袖 を 親と たのむ や 逃螢， 

來ょ^ 一本 草 も 夜の 露 

侍に 蠅を追 はせ る 御馬 哉 

ぬり 盆に ころりと 蠅の すべりたり 

世が よく はも 一 つとまれ 飯の 蠅 

やよ 狐み やげ やらう ぞ 秋の 暮 

愛 は 理解から 生まれる とい ふ 言葉が ある。 或 ひ は 理解 は 愛から 生まれる とい ふ 言葉が ある。 いづれ にしても 理解と 

愛 は 伴 ふ ，1 

一茶の 畜類に 對 する 愛の 深さ は、 同時に 天才 的な 理解 を 伴うて ゐる" かれ ほどこ まかに 畜類の さ \ やかな 動作の 一 

つ 一 つに 對 して 親切な 注意 1^ 持った 詩人 はないで あらう。 

おつ とよし 皆 迄 鳴くな みそ さ V い 

留守の 内靜に 遊べ 緣の蠅 

御 首に 蠅が三 匹とう まった 


日の 舂 
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ちんば 鷄 たまく 出れば 時雨け り 

やれお つな 蠅が手 をす る 足 をす る  、 

笠の 蠅 我より 先 へ かけ 入りぬ 

朝 やけ かよろ こ はしい かかた つぶり 

か i- つむり 

蝸牛 見よ くお のが 影法師 

こ& では 一 茶 自身が 蠅の 遊び仲間 となり 終せ てゐ る。 蝸牛と 共に かれは 午後の 靜 かな 日の 光り をた のしんで ゐる。 

1 茶の 慈悲心 は蠅、 蝸牛、 IT はかりの 上に はたらいて ゐ るので はない。 一草 一石 ことごとく かれの 慈眼に うる ほさ 

れてゐ る。 

撫子に 二 文の 水 を 浴せ けり 

御 地蔵よ 河原 撫子 只輯む 

蚊の ゆ ふへ 坊主に されし I 木 哉 

見る もの 接する もの すべてが 一茶に は 笑 ひで あり、 悲しみであった。 あはれ であった。 

芭蕉に は 寂び であった もの も、 一茶に は 笑 ひとなり、 悲しみと なり、 す X り 泣きと なって 訴 へて 来た" 

芭藉は しづかに 宿命 を觀 じた。 

一 茶 はす \ り 泣く 聲 にわれ とわが 胸 を 打って ともに 泣いた U ともに 笑った" 

畜類に 對 する 思 ひやり は 同時に 子供 等に 對 する 思 ひやり ともなり、 子供 等の 世界の こまかな 蠲察 ともなった。 

暑い とて つらて 手 習した 子 哉 

或 ひ は 子 を 思 ふ 親心 ともなった。 
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凉 風の ふく 木へ しにる 我 子 哉 

或 ひ は 子供 等に 對 する 淚 ともなった。 

ま X つ 子 ゃ凉み 仕事に 藁た X  く 

かたみ 子 や は 乂が來 ると て 手 をた &く 

子供 等 を こ X ろで おがむ 夜寒 哉 

つ W 

ま X つ 子 を かくす 地藏ゃ 雪礫 

一 茶の 句のう ちに ま X つ 子 をうた つた ものがたび，^ うか はれる の はかれ 自身 人 一 倍ま& 子の 苦しい 體驗を 忍ん 

だからで ある こと はいふまで J* ない。 

X 

すべての 文學 がさう である やうに 一茶の 俳諧に も 悟りの 時代が 來た。 あたかも 蕉も さう であった やうに。 やがて 

かれの 泣き 笑 ひの 時代が 過ぎて た V 一  入靜 かに 萬 有 琉轉の 姿 を 見き はめなければ ならぬ 時代が 來た U 

かれ ほど 數奇な 蓮 命を绘 つた 詩人 もす くない。 かれが § にか へ つ て 故郷に 安住の 地 を もとめた の は 文化 九 年 五十 

歳の ころの ことで ある。 十四 歳から 五十 歳まで かれの 放浪の 生活 は あまりに 長かった。 

從-- 安永 六 年 1 出- -舊 里- 而 漂泊 三十 六 年 也。 or 數 一 萬 五 千 九 百 六十 日。 千 辛 萬 苦。 一 曰 無-心 樂？ 不， 知， 己而 成., 白 

頭 翁？ (七番 日記) 

文化 九 壬 申年 正月の 條には 

春 立 や 先人 間の 五十 年 

おのれ やれ 今や 五十の 花の 春 


春 


曰 


五十 年 ある も 不思議 ぞ 花の 春 

とい ふや -、 な 句 を 見る。 一茶に とって は 五十と いふ 年齢 は あきらめ でも あり、 さらに 苦しい、 人間的な なやみの は 

じ まりで もあった 0 

見 かぎりし 古 郷の 櫻^に けり 

一面から 考 ゆれば 茨ば かりの： § にも 櫻が き はじめた。 かれは やがて 夫と なり やがて 父と なって、 人間ら しい 生 

活の 常道 を 歩み 出した。 

しかし 不運なる 者 はつねに 不運で ある。 

妻に 死別れ、 子に 死別れ なければ ならぬ 蓮 命が かれ を 待って ゐた。 かれは ふた \び 人間の 苦惱 とい ふ 苦 惱を昧 ひつ 

くさなければ なら なくなった。 

さも あらば あれ、 かれが： S に 落ちついた ころから、 かれの 句に は 最も 深い 人間的な 苦惱 と諦觀 とが 盛られる やう 

になって 来た。 

そこに は 芭蕉に 見る やうな 靜 かな 心の 境が 動いて 來てゐ る。 

人の ためし ぐれて おはす 佛哉 

只賴 めくと 露の こぼれけ り 

くよ くと さわぐな 翌は翌 の 露 

同じ 子供 や 畜類 をうた つた もの、 ちょっとした 景物 詩の 5 ちに も餘程 無常 觀を こめた もの や、 佛を 取り入れ たもの 

が 目について 來る やうに なった。 

鴨も來 て看經 すなり 赤が し は  ふ 
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我國ゃ 子ども も 作る 雪佛 

御 佛の御 鼻の 先へ つら X 哉 

文化 十三 丙 子年 四月 「小兒 成長 を 祝して」 

たのもし や てんつ るてんの 初 袷 

の 句が ある。 五十 四 歳の 一茶の 親馬鹿ら しい よろこびが 眼に 見える やうで ある。 

はつ 袷に くまれ 盛に はやく なれ 

しかし かれは 子供 蓮がなかった。 生まる &子も 生まる \ 子 も 死んで しまった。 

ばかい ふな 何の 此世を 秋の 風 

身の上の 露と も 知らで ほ だしけ り 

け ふから は 見る も をが む も 草の 露 

この ころの 句に また 

「漂泊 四十 年」 と 題して 

ふしぎな り 生れた 家で け ふの 月 

とうたって ゐる。 四十年の間泊るべき家.^持たなかったかれが奥信濃の家に妻を持ち、 子 を 持つ 現在の 境遇 を かへ 

り 見て われな が ら 無量 の 感慨に 打 たれた ことで あらう。 

目出度 さも 中位な りおら が 春 

をが まる  >- 草と は 成ぬ 秋の 暮 

露の 身 は 同じ 並び ぞ佛達 


春 一 

曰 一 


露の 世 は 得心ながら さりながら 

這 へ 笑 へ 二 つ になる ぞ けさから は 

露の 世 は 露の 世ながら さりながら 

妻 を 失 ひて 

小  一一 一一 n いふ 相手 も あ らば 今日の 月 

家庭の 人と なった 一 茶に は よろこび もあった。 悲しみ もあった。 すべての 人間が 甞 めなければ ならぬ 喜 1^; 哀樂を か 

れは あまりに 痛切に 甞 めなければ ならなかった。 

盥 から 盥 にう つる ちんぷんかん 

の辭 世までに はかれ は その 量から いっても 實に 庞大な もの を殘 した。 その 質から いっても 實にュ 二 イツ クな 深い も 

の をの こした。 

五十 年お どる 夜 もなかり けり 

たしかに かれは この 世に 苦しむ ため、 馏む ために 生まれて 來た。 そして 苦しみ 惱 みつ r けて 行った。 

わたくしたちが 一 茶の 句 を 味って 最も 强く惹 きつけら る、 の は その 素っ裸な 熊 度で ある" 技巧 を棄て \ 直ちに 魂 を 

もつ て 作り上げた ところに ある。 かれの 句に は 決して 上手と いふ ものがない。 かれの 句の すぐれて ゐ るの は その 氣魄 

のす が./, \ しさで ある。 その 人間ら しさで ある。 泣く にも 笑 ふに も 人 を は 父から ず 子供 そのもの \ やうに 振舞 ふ ii に 

ある。 

かれは 決して 先人の 糟 粕を甞 めない。 かれは かれ 一人の 道 を 歩いて ゐる。 西 行で もない、 芭蓮 でもない。 嵐 雪に も 
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なく 蕪 村に もない 眞 にかれ 一 人の もの を 持つ てゐ る。 

かれはお 人で もない。 かれは どこまでも 柏 原の 農民の 子で ある。 三十 六 年、 四十 年、 都 を さ迷 ひ、 日， K 中 を さ迷う 

て も かれは 奥 信 濃の 農民の 子で ある。 

或る時 は 花の 都 も あきに けり 

かれはつ ひに 都會 人ではなかった。 都會 人のと りすました 小 ひさく 取り繕 ふたお 上品な 生活 はたうて いかれに は 向 

かなかった。 

下 谷 1 番の顏 して 更衣， 

都會 生活の すべてが かれに は あまりに 滑稽であった。 

茨ば かりの 奥 信 濃の： § は、 寒く とも 寒く ともつ ひの 栖 iii でなければ ならなかった。 月と 佛と簡 麥の信 濃 を わすれ 

る こと はでき なかった。 花に も 霞に もい びつな 村 を わすれる こと はでき なかった。 

蠅ば 力り の 村 雪 ふかい 村、 W ばかりの 村、 時雨ば かりの 村、 そこに かれの 魂 は きめられ、 かれの 運命 は 終始して 

ゐた" かれは； § を 僧んだ。 しかも 故鄉を わすれる こと はでき なかった。 

柏 原の 西の こん もりと 繁 つた 明 專 寺の 墓地に は 南無 阿 g 陀佛と 刻んだ かれ 一 家の 墓が ある。 かれは かれ を よろこば 

せ、 かれ を 悲しませた 数人の 愛子た ちと 一 緒に 今 は そこの 靜 かな 墓の 下に 眠って ゐる 0 

かれは 眞に 苦惱の 詩人であった。 凡愚の 詩人であった。 ほ 溜の 詩人であった。 それだけに わたくしたちに 親しまる 

べき 詩人で ある。 

悟り を 開く とい ふこと は 下很の 身に はまこと に闲 難な ことで ある。 恐らく 凡愚の われく に は 悟り は 一 生 得られな 

い ことで あらう。 


た r われく は 諦め を 知る 域まで は 達したい と 思 ふ。 

一茶 は 三十 六 年の 漂泊の 後、 五十 年の 苦 惱の後 はじめて 一 つの 諦めの 世界に 達した やうに 思 はれる。 

ともかくも あなた まかせの 年の 暮 

一茶が 五十 年の 苦惱の 底から この 一 句 を 見出し 得た こと を 思 ふ 時 われく は 一層 一茶の あまりに 人間的な、 あまり 

に 凡愚 的な、 精進 を この 上 もな く 尊く 思 ふ。 

一 茶の 家 は 火災に か X つて、 今では かれが 晚年を 過した と い ふ M 倉 だけが 柏 原の 町 裏の 菜 畑の なか に殘 つて ゐ た。 

三 間に 二 間 くら ゐの小 ひさな 籾 倉で ある。 そこに 疊を 布き 佛檀を 置いて、 高窻を 切り 拔 いて 住んで ゐ たらしい。 そこ 

から 近くの 村々 へ氣 まかせの 俳 行脚へ と 出かけて ゐ たとい ふこと である。 

も 1 つの 連 はどうし たきり す 


春 


SOS 
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冬  B 

二十 年ち か くも 逢 つたこと のない 或る 女の 夢を見た。 

一 年に 一 度 か 三年に 一 度 か不阖 或る 女の こと を 思 ひ 出す こと も ある" 

何でもない ことの やうに 或る 女 はわた しの 心の 扉 を 通りす ぎて ゆく。 

木の葉が 落ちる 

か つ て 或る 男が 或る 女を戀 した 

雲 か 動く 

わたしの 心に はこの 三つの 事實が ま つたく 同じ 程度の 無關 心さ を もって つて 來 る。 

いつの 間に か 思 ひ 出が 淚を誘 ふこと すら 忘れて しまった。 

火 を 焚け よ  . 

搰 をく ベよ 

山 莊の曰 は 暮れた 

わたし は 泣きたい 

泣く こと を すら 忘れた るが ゆ ゑに 泣きたい の. た 

泣く こと を すら 忘れた る 悲しみ 


口の 春 
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搰 をく ベて くれ 

山は晴 くな つてし まった 

X 

さといも を 妻が 晚の お膳に 並べて くれた。 

敌鄕の 小學に 通って ゐ たころ いつも 貧しい 母が さといも を 煮て くれた。 

わたし はさと いもが 好きであった。 

箸で 突つ つきながら わたし は 今夜 ぼと りと 淚を 落した。 

S を 思 ひ 出した ので。 

めっきり 氣が 弱くな つた 

からだの 具合が わるい のか も 知れない。 

できるだけ 悲しい 義太夫の レ コ ー ドを 買って くれと 故： 鄉の父 はいった。 

わたし は 堀川 を 達って やった。 

父 は 子に わかれて 故鄉の 家に た t 一  入で 每日 悲しい レコ ，ド を聽 いて は 泣いて ゐ た。 

わたし は 今夜 久し振りで 堀川の レ コ ー ドを 蓄音器に かけた。 

わたし も 泣いて しまった。 父の こと を 思 ひ 出して。 

めっきり わたしの 健康 も 弱った やう だ) 

雪が 降つ て來 ましたよ と 妻が い ふ。 
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寒  椿 

庭の 隅の 小 ひ さな 寒 棒 は 今年 も 可憐た 花 を 持 つ た。 

鷥は 狭い 庭の つくば ひか ら靑 木に、 靑 木から 南天へ と 低い 枝 をった う て 笹 鳴きす る。 

春の Q の 光り はっくば ひの 水に も、 寒 棒の 花辩 にも、 鶯の 胸毛に もた ゆた ふ。 すべて は滿ち 足れる 春の 心に 動めく。 

庭の 隅の 展の 梢に、 小鳥の 奥 箱 を 懸けて 置いた。 かって わたくしの 友人から 贈られた ものである。 

秋が 來て楓 の 紫が 落ちる ころに なれば 小鳥の 奥の 箱 は あら はに ffl にか、 る。 

わたくし は 萬 箱 を 贈つ て くれた 友人の こ と を 思 ふ。  - 

何處 かの 遠い 旅 を かれは 漂泊して ゐる ことで あらう。 

{. ^が 澄み、 冬が 近づいて 來た。 いつの 間に か 今年 も 頼 白の 群が 狭い 庭 を 訪れて 来る やうに なった。 頼 白 は の 梢の 

奥 箱 を 親く。 

そして やがて 飛んで ゆく。 

いつの 年 も 額 白 は 巢箱を 親いて は 飛んで ゆく。 

今年 も 同じ やうに 頼 白 は 訪ね て來て は 奥 箱 を 親い たま k で 飛んで 行って しまった。 

友 は歸っ て 来ない。 かれは 渡り鳥の やうに 遠い 旅 を 漂泊して ゐる ことで あらう。 
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春 一 


？ ,.--,lssr.^K い 庭の 隅に^ 憐な蕾 を 持った 

伊豆の 柴 山から 掘って 来た 春 蘭 1、^:; こ。 

S 一、：： ^ の？ S を あさって は 春 ー翻を 掘って く  さ，？。 

tlciflrl レ 1  ； 3  1, に jx 堯 A 堯を うたって ゐた 

SE の t 夭 城の If な 力めて  ，， 1。  . 

芽 U の 3t ヲ.？  、  rN-^gJ ど.^ ナま はって ゐた 

柴 山の 子 I び 仲 間もなく いつ i あ を 力け f 

は 赤松 山に 

頰 白は柴 山に 

柴 山の 子は搰 火の ほとりに， 

わたくし は f  一  ttL だ。」 一度東舊れ ら れて來 たかれ はいつ I いつ てゐた。 

「東京 は 埃つ ぼい いやな ところ テ」 „, よ， "つ こ。 

伊 i 山の 子 f 柴" n ひ お sfi す。 

g の 隅の 春 蘭 を 見る たん ひに ゎナ 

成の，、 雲 白く 水 靑く山 は 澄む  ，t 

:sp よ、 II は i をの 力れ よ 

すべて 生ける もの 11 ある こと は， lip;;- るび 二、 わたくし は 伊豆の 山 i く 思 ふ。 

tFtl、 子 iii をの 力れ よ 

すべて 生きて ある こと は 尊し。 
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伊豆の 赤松 山に 搰火を 焚きて 天 城の 雪 をな がめ， 箱 根の 山 をな がむ る 日 を 尊く 思 ふ， 

二子の 山 は 尊し 

た ゆた うごと き 二子の 山 は 萬 葉の 歌人た ちの 心 を そ 、つたで あらう やうに、 また わたくしの 心 をそ丄 る， 

雪 ふかき 山 

枯れ 枯れの 山 

山 はみ な 暴し 

草 山を橫 切る 小徑 

雲に 入り 雲 を 出 づる天 城  - 

旅 八 はけ ふ も 終日 山に 對し て 山 を 思 ふ。 

春の 海 は 白し 

伊豆の！！！ f 山に ありて 終日 伊豆の 海 をな がめ 駿 河の 海 を ながめつ V わにく し はさ 逑 ふ。 

m 山 を步み て 海 をな が むれ ば 遠き 思 ひ 出の わく。 

うれしき 思 ひ 出、 わびしき 思 ひ 出、 悲しき 思 ひ 出" 

海 は 寒し 

海 は 白し 

泣く すべ を すら 忘れた る わが 魂の 寒さ。 


山 は 一 面の 雪に つ  >1 まれて ゐる。 

尊い 山で ある。 いかにも 尊い 雪で ある。 見 わたせ ど 見 わたせ ど 尊い 雪で ある。 

朝の 日の 光りが いと 静かに いと 嚴 かに 尊い 山 を 射る。 雪 を 射る。 ^の 光り、 山 は 光る。 

曙の 雲 は 杉の 木立に 入り、 靑鳩 鳴きて、 朝の 日の 光り は 1 つ 一 つの 雪の 山の 嬖を、 雪の 山の 尾根 を、 かすかなる 白 

雲 を 照らす。 

枯れ 枯れの 草の 徑 はるかに、 丘 をった ひ、 丘 を 走り、 雲に 接し、 靑 空に 觸れて ためらう。 

遙 かなる 雪の 山、 遙 なる 草原、 たど 白雲 あり、 た t 括れ 草の 徑 あるの み。 

牧夫 等の 夢に 映る もの も 亦、 雪の 山、 草の 原 あるの みで ある。 

人の 世から 離れに 離れて、 牧夫 等 は た^山 を 眺め、 枯れ草の 原に はるかなる 思 ひ を やる。 

長い 冬の ；^, 默、 冬の 死靜の 底に ありて 牧夫 等 はいかに 懶ぃ 日夜 を t: 驗 した ことで あらう。 

けれども 枯れ草の 原へ も 春の 光り は 訪れて 来た。 

見よ、 かど やかな {-r 海よりも 靑き {41、 海よりも 廣き 大空。 山の 雪 は 解け はじめた。 雲 は 霧よりも 細く 雪の 山 をつ 

つみ はじめた。 

馬 は § きつ 、海よりも 廣き 草原 を 飛ぶ。 太陽 は を どる。 

柔 かな 春の 風が 吹く。 


314 


集 想 感五笫 


fi^ の徑の か 解け はじめた。 も .， そこに は柔 かな 牧草が 雪 をく^ つ て 可憐な 芽生え を 見せて A る。 

長い間 雪の下に 眠って ゐた黑 い 土 も、 草の葉 も、 草の 薰り もけ さは 春の 光りと ともに 眼 a めて しまった。 

爐の はたの 牧夫た ち は窻を 明けた。 遠い 雪の 山 を ながめた。  ， 

暗い 雪雲 は 切れ、 千切れ、 雲の 間から 靑ぃ {仝 がまた. 1 き はじめた。 

牧夫 等 は 雪の 上に 走り出た。 

雲の 間の 靑ぃ 空が、 刹那々々 に擴 がって ゆく。 千切れ雲が やがて 煙の ごとく 消えて 行って しま ふ。 

見よ、 見よ、 靑 {1^ だ。 空 一 面の 靑空 だ。 海よりも 廣ぃ靑 空 だ。 

牧夫 等は靑 {r^ を 仰ぎつ .1 雪の 上 を 走った。 

雪 は 解けた。  ， 

見よ、 見よ、 靑ぃ lef 原 だ。 海よりも 靑ぃ だ。 

牧夫 等 は 風の ごとく 草原 を を どり つ ..-g, け ま はった。 

若い 牧夫た ちが 海よりも 靑 いさ、 海より.，^ 廣ぃ 草原に よろこびの 涙 を 落す の も 春の 風と 春の 光りが 訪る& 曰で ある。 

九月の 半ば ごろから 遠い 山に は 雪が 訪れる" 間もなく は 憂礬な 雪雲に とざされる。 夜 も晝も すさまじい 吹雪に 脅 

かされる。 人 問の 魂の 底まで も 化石して しま ふ。 この やうな 雪の 高原の 若者た ちに とって、 春の 訪れの うれし さは 想 

像す る ことが できる であらう 0 

人 も 馬 も 海よりも 廣ぃ 牧場の 涯 から 涯を骶 けめ ぐる。 玲に はま だ 雪が 消えの こって ゐる" けれども 牧夫 等の 魂に と 

りもどされた^^-の靑さ、 草原の 柔 かさ。 


春 


0 


& シャの 草原 を 旅すろ 遍路た ち は 時として 大地 を 抱きて 接吻 するとい ふ 物語 を 讀んだ ことがある，、 春 日 を 待ち？ おた 

刹那の 高原 の 牧夫 等 の よろこび は 恐らく かの 口 シャの 草原 を 旅す る 遍路た ち の それに も 比す ベ きで あらう。 

牧夫 等 は 角笛 を 吹く。 

春の 風 は なごやかに 若者 等の よろこび をった へて 草原 をた よふ。 

一切の よろこ， ひ、 一切の 希望、 一切の いのち は 雪 解の 草原に 呼吸し はじめた。 

日 も 日 も 雪 解の 徑を つ たう て 馬の 群が、 牛の 群が 集ま つ て來 る。 

母 馬に 連れられた 仔 馬た ち は 幾日の 旅 をつ t けて 高原の 牧場に 集まって 來る。 

斑な 雪の 草原 をた どって、 母 馬の 先にな り、 後に なり、 穿 生えた ばかりの 若草 を 喰み つ  >  集まって 来る 春の 仔 馬 は 

まことに 草原の 可憐なる 翻景 である。 

牧場 をめ ぐって 雪 解の 川が 流れて ゐる。 水 楊の 芽が 柔 かな 影 を Ji の 上に 投げ はじめた。 水は翡 I よりも 靑く、 雪の 

山の 姿 を 映して ゐる。 仔駕等 は 雪 解の 川 を わたって は 牧場の 埒を くやる。 

み づ やなぎ 

水 楊の 蔭に 小鳥が 鳴き はじめた。 若草の 原に は 仔 馬 等 は 遠き 雪の 山 を ながめて ゐる。 栗毛の 馬、 靑、 白、 S 々とし 

て 丘に 立ち、 谷に あり、 t- に 憑り、 磧 におり て 靑空を 眺め、 雪の 山 を 眺めて ゐる。 

栗毛 は 栗毛と 伴 ひ、 靑は靑 に 連れて 涯 なき 草原に た、 ずみ、 相 凭り、 相 群れつ \ 白き 雲 を眺 むる。 

眠って ゐ るので もない、 眼 ざめ てゐ るので もない。 柔 かな 春の 太陽に はぐ X まる- 1 若草の ごとく 靜 かに 丘に 立ちて、 

その 雄々 しい 姿を大 {4! に 投げ かけて ゐる。 

角笛が 春の 草原 を 響く。 

見よ、 その 雄々 しき、 金 線の ごときた てがみ！ 春の 風に なびきて は 金 鈴よりも かすかなる 餘韻を 響かす であ，？ つ。 
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見よ、 その か 父 やかなる 毛 並！ 剛^と si^ 壯. V 魏爽 との 男性的 象徵 を。 

見よ、 その 男性的 姿態の 美しき 均齊 を。 調和 を。 

そこに は 一本の 鞭 もない。 軛 もない。 かれ 等 は 欲する がま X に © け、 欲する がま、 に 漸く。 新たなる 生命 そのもの 

の 躍動、 生命 そのもの \ よろこび を わたくしたち は 春の 牧場の 家畜に 見る。 自由 さながらの 牛； 長、 自然 さながらの 生 

存を わたくしたち は 春の 柔 かな 草の 上に 見出す。 

靑き 空かな。 海よりも 靑き。 

廣き 草原 かな。 海よりも 廣き。  . 

草 は 草に 連なり、 丘 は 丘に た どよう。 

風 は 春の 若草 を 撫で >  i ぶより も 遠 きに 吹く、 

一 筋の 徑は 春の 光り を 載せて 草より 草に 入る。 

若者ら よ 角笛 を 吹け。  . 

遙 なる 地平線に 春の 夢を見 出さない か。 

見よ 家畜の 群 は 丘に 群立ちて 造なる 地平線 を 凝視て みるで はない か。 

見よ 仔 馬ら は 耳 を そば だて X 微風よりも かすかな 春の 跫 fi 曰 を 聞かう として ゐる ではない か。 

海よりも 靑き 空、 海よりも 遙な 地平線、 それの みが 牧場の 若者た ちの 世界で あり、 家畜 等の 世界で ある。 

たまく 牧場 を つらぬく 一 筋の 徑を たどって 老 たる 遍路が 國 境の 山 を 越 ゆる nl も ある。 牧場の 若者に ち は 遍路の 姿 

が 草の 中に かくる \ まで 丘に 立ちて 見. 遠る ひ 

草 を 吹く 風 はやが て 地平線よりも 遙に消 ゆ。 


日の 卷 
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草原 を橫 切る 遍路 もまた 地平線よりも 遙に影 を 投げる 

風よりも かすかなる 地平線 

風よりも かすかなる 旅/ 

牧場の 春 は 暮れ ゆく 

仔 馬 等 は 丘に 凭りて 群れ 集 ふ 

空 は 海よりも 靜 かに 

草 は 海よりも 遙に ー 


318 


集 想 感五第 


旅  人 

すが XI 

人 は をり に 鶴れ て は 自分の 一 切 を 突き はなして 見る 必要が ある。 自分と いふ もの、 眞の相 を、 或るへ だたり を 置い 

て靜觀 する ことが 大切で ある。 旅 をつ t けて ゐる 間、 わたくしたち は 家から も 妻子から も 兄弟から も 切り離されて、 

まったくの 孤 11 をた のしむ ことができる。 一 切を棄 て.^ 一  切の 因 緣を斷 つて 旅に 生きる 日の 尊 さほど うれしく、 寂し 

きもの はない 0 

旅に 出て はわた くした ち はまった く 一  人 ぼつち である。 天上 天下 頼るべき はわれ 一 人で ある。 仰げ ども 洞 然として 

い たづら に 空 高く、 見 わたせ ど杳 として 地 遠き のみで ある。 旅の うれし さも 悲し さも こ にある。 

旅 は 祈りで あり、 忍苦で ある。 行 樂の旅 は 望む ところではない。 

旅 は 一 切 を 棄て& 直ちに 自然 そのもの 、懷に 打つ 突かって ゆく ところに いひが たき 應惑を 感ずる。 觸 目す ると ころ 

の もの すべてが われ 等 の 魂 を 打つ 。 stranger とい ふ 言葉 は や、 旅人と いふ 感じに 近き も ので あらう。 

旅人 は 行く先々 の 人々 にと りて 見馴れぬ 人で あるば かりで なく、 自然 そのものに とりても 異邦人で ある。 同時に 旅 

人に とりて は 異邦の 市民、 異邦の 自然 すべてが 未知の 世界の ものである。 それ ゆ ゑに 旅人 ほどこ まやかな 親切な 眼 を 

もって 人生 と 自然 を觀 察す る もの はない。 旅に ゐる 間 わたくしたち は 人生に 對 して、 自然に 對し て な 自分 の 心 を 

見出す。 

う； 7 び  ，ざ 

畝 傍の ほとり、 三輪の 茶屋の あたり 雲雀 を聽 きつ 、旅 をつ ^けた 日の 大和の 山々 はいつ も わたくしの 魂 ふかく 鐫み 

つけられて ゐる。 法隆 寺の ほとり 麥の 穗 の 間に 見出した 白 罌粟の 花 は 十 年後の 今日な ほ 忘れる こと はでき ない。 


天 城 を 越えつ . -水戀 を 聽き麥 畑の 隅に 桑の 實を 食うた 日の こと、 薛 摩の はてに ながめた 波の 色、 すべてが 旅 なれば 

こそ 限りなく 尊く わたくし の 魂に きざみ つ けられ て ゐる。 

何でもない 水の面 までが、 何でもない 野 茨の 花まで が、 何でもない 一 !i の 花まで が 旅に をれば 新たなる 姿、 新たな 

る 誘惑 を もって わたくしたちの 魂を惹 きつける。 

旅 は 不斷の 未知の 世界 を わたくしたちに 見せて くれる。 聖地 巡 禮の旅 をつ にけ た 口 シャの 農民た ちは遙 かな 地平線 

の 上に 黄金の 丸 ij 根 や 十字架 を 見出して は 恐らく 十字 を 切って 大地に 跪拜 した ことで あらう。 旅 をめ ぐろ 人々 はいつ 

も 遍路の 虔 しい 心 を 經驗す る ことができる。 大和 路を 旅する 孤獨の 人々 は 幾度 か 廢墟の 跡 を 歩みつ k 聖地 巡禮 にも 似 

たる 宗教 的な 感激 を 見出した であらう。 軒に 降り か、 る 細雨、 煙れる 川、 日か^ゃけろ8^粟畑、 路傍に 傘 を 賣 る與、 

走り 行く 汽車、 走り 行く 船、 朝 ごとに 物 9： る 女の 聲、 すべてが わたくしの 魂 を 打つ。 旅 なれば こそで ある。 

人生、 感激な しに 一 日と いへ ども 生きて は をれ ぬ。 索然た る 人生の 孤 獨に耐 へやらぬ わたくしたちの 魂 は 時として 

死 を さへ 冀ふ 心に もなる。 旅 はこの 空虚なる わたくしの 心に さらに 遙 かなる 虚と 寂寞と をよ みが へらせる。 しかも 

不思議なる 空虚で ある。 寂寞で ある。 旅の 寂寞 あるが ゆ ゑに、 わたくし は 生きん こと をね がふ。 

わたくしの 魂 は 旅の 寂寞と S 虛とを 食 ひつ、 成長す る。 

できるならば 旅 は 一人が い、。 默々 として 41^ むがい、。 かって 嵐の 日、 黄昏れ ゆく 上 州 六 里ケ原 をに 一入 默々 と 

して 歩いて ゐた老 遍路の 尊い 姿 を 今 もな ほ 思 ひ 出す。 

白雲の 漂 ふところ、 靑き 草の かヾ やくと ころ、 一筋の 小徑の 走る ところ、 悠々 の 思 ひ を やる ことができる。 三尺の 

窓に 凭りて 遠き 旅 を 思 ふ。 そこに 旅 は ある。 千住大 橋から 一 錢蒸 氣に乘 つて 荒 川 を 下る。 そこに も 旅 は ある。 山の手 

線の m 車 を 走る。 そこに も 旅 は ある。 郊外の 麥 畑に 仰臥して 七月の 靑 S を眺 む。 そこに も 旅 は ある。 
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旅 は 到る ところに ある。 

一 切 を 太虚に 歸せ しむる の 心さへ 見出せば、 七月の 靑空を 仰ぐ ところ 卽ち 旅で ある。 

寂しい 旅の 心で は ある。 

しかし 1 日で も 人 は 旅の 心の 誘惑な しに 生きて ゐる こと はでき ない。 

旅の 心に 生きて ゐる 間の みわたく したち は 最も 美しい、 IS 時に 最も 寂然たる 人生の g が 見つめて ゐる。 


落葉松 の 葉が 落ち はじめた。 高原 の 秋 はまこと に 早す ぎる ほ ど 早 い 。 

そこに はすで に 秋風 を 待ちわびて 秋の 草々 がしと やかな 花 を 見守って ゐる。 

昨日まで は 明け 放 たれて ゐた 農家の 綠側 にも 古 障子が 立てられた。 家の外の 自然と 家の 內の 人間の 生活との 間に は 

じめ て 一枚の 障壁が 築かれて 來 たこと に氣づ く。 さびしい 障壁で は ある。 

秋の 風 はやが て 冬の 風 を 伴 ひ、 吹雪の 日 を 誘 ふこと であらう。 高原の 人々 にと りて 秋の 風 は 一 切の 自然の 冷た さ嚴 

さ を 聯想せ しむる。 

さあれ、 動く ともなく、 ゆらぐ ともなく 障子に ためら ふ 秋の 日 ざしに 見入れば、 三 鑒の小 室 も 百 叠の禪 堂に 似た る 

靜寂を 感じさせる。 一切の 諦 悟と 凝念 を 一室に こめて 秋の 曰 は 過ぎ ゆく。 思 ふこと 深く していよ く靜 かなる 日で は 

ある。 秋の が  1  仏の 散歩 こそ 修道院の 姬廊 にもまして わが 靜觀に ふさ はしい 環境で ある。 一條の 小 徑は草 を 出で、 草に 

入りて さらに 遙 かなる 秋に 連なる。 

靑 鳩が 鳴いて ゐる。 幽かな 秋で は ある。 霜よりも 白い 野菊が 小徑を 埋めて 咲いて ゐる。 歩め ども 步め ども 野菊の 小 

徑が つ く、 秋の 涯を たづ ね て 旅人 は 野菊の 小徑を さ迷 ふ。 

秋の 涯！ たしかに 旅人 は 秋の 涯を たづね て さ迷 ふ。 歩め ども 歩め ども 涯 なき 秋の 路 では ある。 藝 術と いひ 哲 と 

いひす ベて 人生の 秋 を さ迷 ふ 旅人の 心で はない か。 

涯 なき 秋の 路を豫 K しつ \ わたくしたち はな ほ 秋 を たづね て さ迷 ふ。 迷 ひこ そ 誘 1^ である。 迷 ひこ そ 魂の 蠱惑で あ 


S22 


集 想感？ ？.^ 


る。 行け ども 行け ども 行き 盡 せぬ 旅の あはれ あれば こそ 旅 は うれしく、 人生 もうれ し。 

このは かな さ、 この さびし さ、 この かなし さの やり どころ なき 秋の 旅 なれば こそうれ し。 

何處 まで さ迷 ひなば 旅に 飽く 日來 らん。 はかな さの あるかぎり、 さびし さの あるかぎり、 旅に 飽く 日の 來る べしと 

思 はれぬ。 

篛 舌の 日の わびし さ を 思 ふゆ ゑに 旅に 出づ。 人に 逢 ふことの ものうければ こそ 旅に 出づ。 靜 かなる 孤獨を 見出さん 

がた めに 旅に 出づ。 秋 は 孤獨を 愛する もの 、故鄉 である。 

朝、 畫、 タ暮、 終日 絕 えず わたくし は 山 を 眺めて ゐ る。 

秋の 山 を こめて 霧 漂 ひ、 霧散 じ、 白雲 湧く。 

思 ふこと なく 秋の 山,^ 見る わびし さ を 愛する が ゆ ゑに わたくし は 旅に 出づ。 

默 したる 山、 默 したる 雲、 默 したる 風 …… 秋 は 一切の 存在 を 深く し、 透徹せ しめ、 沈お 5 せしめる。 

秋の 山に 對 して 坐す る 時 一切の 小智と 小我 を 忘れて、 本然の C 者、 本然の 無知に 還る。 思惟せ ず、 まど はずた 風 

を 風と 11 き、 雲 を 雲と 見、 山 を 山と 眺む。 

草の ごとく 自然に 秋の 風 を 感ぜん がた めに 护入は 秋 を 愛する。 

草の ごとく 自然に 白 案 を 感ぜん がた めに 旅人 は 秋の 野 を さ迷 ふ。 

& 曲した る 魂 を 本然に 還して 一 切の 實相 を正觀 せんが 爲に 秋の 草 を 歩みて 涯 なき 旅 を 思 ふ。 

こ ほろ ぎ は 鳴きて 草の 下に あり、 そこに も涯 なき 旅の わびし さ を 驄 く。 

かって 逢 ひし 人、 かって 別れし 人、 かって 人 を 思 ひし こ、 ろ、 一切 は 草の葉の そよ ぎよりも 俊く 心頭に ゆらぐ。 

死よりも 靜 かなる 高原の 秋の 日 は 過ぎ ゆく。 


B の 
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一 初秋 は うれし けれど 

初秋 は うれし けれど、 草の葉， B の 沈み ゆく 草の 涯に、 雲 わきて わすれた る 悲しみの よみが へる。 

ほ そくと 徑 遠く 草 を 分け て 初秋 の 来れり。 

さだかなら ず、 夢よりも はかなき 初秋の 楚音、 わが 胸 をた、 く、 わが 思 ひ 出の 扉 をた、 く、 草 を 吹く 朝の 微風。 

山に ためら ひし 雲より 來り しゃ、 地に わびし 草より 來り しゃ、 初秋の 空 を 見れば うれし けれど 悲し、 はてしな きか 

なしみ の國 ありて や。 

光り 落ちて 草の葉に あり、 草 ゆらぎて 光り 音 もな し、 靜默 なる 初秋。 

列樹 あり、 白き 徑 あり、 歩め ども 歩め ども 秋の 歸 なり。 わびし さの 盡 きん 涯 なし。 

光 h 落ちて 緒き 徑 かなしく 

光りた ゆた ふて 白き 窻 かなし 

初秋の 風 吹けば. 

めいぼ ラ 

ビル ギン ゲの窻 に 明眸 かなし、 初秋の 来れり。 

飾 惠の屮 の 美しき をん な、 初秋の 來れ り。 

スタデ ォの 背景に 立つ をん な、 初秋の 来れり。 
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カフェ • ナ ボリの まだ 見ぬ 女、 初秋の 来れり。 

荒 川 を さかのぼる 荷足の 女、 初秋の 来れり。 

十錢 の. タリ ャを S る 街頭の 小娘 

若き 日 は うれし 美し 

初秋の 来れり。 

若き 女よ、 眞珠の 環 を 胸に かざれ、 黑髮 をく しけ づれ、 en き 窓に なほ 燈 あらん。 黎明の { 仝を兑 よ、 初秋の 微風 吹け 

り、 若ければ 初秋 は うれし、 若ければ 初秋 はかなし。 思 ふこと 多し、 歎く こと 深し。 

かすかな ろ 秋の 觉音、 わが 驚に あり、 遠き 山 かな。 

友 を 待つ 問 黑髮を 撫でむ、 櫛に 立つ 秋、 わびしき かな 故鄉。  - 

柳 散りぬ、 黑きゲ M l ルの 尼僧 を 見たり、 美しき 尼 僭な りき。 北の 國の 港な りき。 

壁 白く 若き 尼 « の 影を鐫 みぬ、 M 撒の 鏡 鳴りぬ、 初秋の 風の ごとく 靜 かに 美し かりし 尼 IS の 横顔よ J 

秋風の 吹きぬ、 無花果の 下に 井戶 ありて 女 等 は 憩 ひぬ。 花 を 賢る 女、 牛 を曳く 女、 南國の 港な りき、 彌 撒の 鐘は嗚 

りぬ。 

女 等の 胡桃の ごとき 笑 ひ、 秋風 は 黍の 葉 を 吹きぬ。 

たに 一 人 忘れられぬ 女 海 を ながめぬ。 沖 は 波 白 かりき。 

「ト マ ス彌之 助、 マ リ ャ なみ」 十字 を 切れと 秋風 はかなし。 


小鳥 等は巢 に、 白き 雲 は S に、 草 ひろ. こりて 地平 5 に、 わが 夢の はるかに かなしく も、 滿ち 足れる 世 かな。 

たと へば 夕燒 S の はかなき がごと く、 寂しき 徑 力な 

往さ來 さの 街道に、 小娘 あはれ、 鶴 頭の 咲く、 柳 も 散りぬ。 

人 あよれ、 か なべて 十日 經に けむ、 十 夜立ちけ む。 

秋風 吹けば、 今日 もまた 古き 曰 S 頁め くりて、 かなしみ もな く、 わびし さもな 舊 なれ ど、 ^sl 

草 あやめ ひたに 悲しく 秋の 日の 照る。  - 
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松 島 紀行 

夜が 明け か- - つて ゐた。 

汽車 はちゃう ど 阿武隈川の 鐵橋を わたって ゐた。 川上の 山 は 白い 雪に つ、 まれて ゐた。 明け きらぬ 夜明けの ま 一に は 

まん 丸い 月が 殘 つて ゐ るの を 夢見 心地に なが めた。 

な はて  や- * 

草け 枯れに 枯れて 地は黑 く、 人影 一 つ 見えぬ 暖の 道の あたりに はま だ 蒲 暗が とりのこされて ゐた。 

仙 臺の町 はわた くしに とりて は 三度 目の 旅で ある。 一度 は 平 泉 や 訪ねた をり、 一度 は 北海道へ 旅した をり、 それ も 

夜泊って 朝 =  ャく立 つたので わたくし はま だ 一 度 も 仙 臺の町 を 知らなかった。 今度 は 二日 だけ 仙臺を 中心に して 田舍の 

方まで 1： ら ねばならぬ やうな 用事が あつたので、 仙臺 とい ふ 町の 旅の 印象 だけ は 刻み つけられ たやうな 氣 がする。 仙 

臺の町 を 北に 出 はづれ て小笹 につ、 まれた 丘と 丘との 間 を 縫 ふ 道 をた どる ほどに 昔の 刑場の 跡と いふの が ある。 老松 

の 下に は 道な. 狭んで 二 基の 地 尊が ある。 幼年の ころ 原 田&斐 が單身 そこの 刑場まで 出かけて 行って 獄門 首の 口中に 

125 を 突き； ：3 んで城 屮へ歸 つて 来たと いふ 物語りの 場所で ある。 

廣瀨 川の 名は樗 牛の 物 を 讀んだ ころから 記憶して ゐた。 冬 滴れの 水は淺 く、 川床の 砂 は 白く 漂うて ゐ るが、 水 はい 

かに も 澄んで ゐる。 岸の 雜木 林に は 雪が 殘 つて ゐる。 柱の めうな つら \ が 幾條 となく 崖に 沿うて 垂れて ゐ るの もさす 

がに 雪國 らし い 感じ を わかさせる。 

三 嫌園 とい ふ 山上の 旅亭から 眺めた 仙 豪の 町 は、 遠く 海を控 へた 森の都で ある。 丘から 丘、 森から 森、 その 間を廣 

獺 川が 縫って ゐる。 南國に 生まれた わたくしに とって は 雪の 國の冬 はわび し 過ぎる。 草 も 木 も 丘 も 枯れ 過ぎて ゐる。 
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空の 色まで が 死よりも 深い 灰色に つ、 まれて ゐる。 雲 低く 海を掩 うて 仙 臺の町 は 暮れん として ゐる。 

顧みれば 國 境の 山 はすで に 暮れて 雪の みける かに 白い。 

B 暮れて 見知らぬ 旅の 町 を 歩む の はまた 旅の あはれ でも あり、 旅の 面白さで も ある。 見知らぬ 旅の 町の 煩と もし 二- 

ろ ほどし み. <\  と 旅の  心 を 思 はせ る もの  はない  0 

「今年 はめ づ らしく @ がすくなくて あた.^ かです」 と 宿の 女た ちはい ふ。 しかし さすがに 朝 は 寒い。 意地 惡ぃ 寒さで- 

ある。 庭の 木の葉 までが 雪に おびえて ゐる やうな 色で ある。 遠い 山の 雪 を ながめながら、 朝の 食卓の あた k かな 味噌 

汁 をす 、 る。 仙臺 味噌 の 味 は 何とな しに 子供 時代 の 旅と いふ もの を 思 ひ 出させる。 底に 深く かす かな 香氣と 滋味 を つ 

つんで ゐる やうな 味で ある。 この ころの 東京で はほんた うな 仙臺 味！？ の 味 をた のしむ ことができない。 朝 はやく 旅の 

先々 を 急ぎな がらす 、る 一 椀の 味^汁の 味 は 三十 年 前 も <T も か はり はない。 旅の 賴り なさ、 心細 さ、 そして 不思議な 

誘 1^ は 朝の 一 椀の 味噌汁に も 漂 ふ。 

仙臺驛 から 驟釜 行き の 電車に 乘る。 

天神の 社、 つ \ じが 岡の 名 はすで に 「奥の 細道」 で 記憶して ゐ たので、 何となくな つかしい。 松の木の 間に 櫻の 考 

IT が ある。 宮城 野の 原 を 見 わたす 絕 好の 地で あらう。 芭 焦が 奥の 細道 を 分けて 旅 をつ V けた ころ はこの あたり 一 面に 

萩の 原であった らしい。 

賽ェ 加右衞 門と いふ 男な かくの 風流 人であった らしく、 壟 釜、 松 島の 案内 圖を 書いて 色蕉 にあた へた 他、 紺の 染- 

緒の 草鞋 を 贈つ てゐ る。 名 収川を わたって 芭蕉が 仙臺に 入った の は あやめ 葺く 日であった といへば、 つ 、じが！！ あた. 

り は 靑葉 嫩雜に か^ゃいて ゐ たこ とで あらう。 
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限.，， もな く廣 ぃ仙臺 平野 を K いて かすかな 道が 流れて ゐる。 眼 をつ むれば 寂然たる 古人の 旅 姿が 泛 かんで 來る。 

夕々 賀 城の 耻は 左の 方 一里ば かりの 丘の 上に ある。 た^それ と 指さ、 る V ま、 になが めて 過ぎる。 末の 松 山 も 亦 小 ひ 

さな 驛の南 三 四 町 ところに ある。 老松 數株、 ゎづ かに 末の 松 山の 名 をと it めて ゐる。 

靡 釜の 町 をつ &む 丘に は 墓地が 目立つ て 見える。 雪 ふかく 花と いふ もの ない 爲 であらう。 丘と いふ 丘の 墓に は 美 

しい 造花が かざられて ゐる。 奇觀 である。 

鹽釜 神社 はちよ つと 奈 良の 春 日 神社の ほとり を 聯想させる。 杉 古り て 石磴苔 ふかく、 老 梢の 間に 海 をな がむ る 景色 

はな かく  11 い、 0 こ k の 鳩の 色かヾ やかに 兑 ゆるの は 海に つ 、まれた 山氣の 澄める せゐ であらう。 

X 

鹽 釜の 埠頭に は 松 島 號覽の モ I タ っホ ，トが 集まって ゐる。 たまく 病人 を 載せた 和船が わたくしたちの ボ ー トの 

すぐ 傍から 離れる ところであった。 恐らく 附近の 海岸 か 島 あたりの 若者で あらう。 その 枕 邊には 妻ら しい 若い 女が う 

れ はしげ な 面持ちで しゃがんで ゐた。 二人の 若者と 一 人の 老人が 艤を 漕いで やがて 岸 を はなれた。 

鹽签の 築港 を 出外れた あたりで わたくし は 眞山 少年 の 美談 を聽 い た 。 仙 臺中學 の 學： iH 四 名が ボ ~ トを 漕いで、 その 

あたりで 荒波に く つがへ され やう とした 時、 露 山 少年 は ボ ー トの 荷を輕 くす る ため 海に 投じ て 三人の 級友 を 救 つたと 

いふ ことで ある。 

©; 山 少年の 物語り を聽 いて ゐ る 間に 船 は 松 島 群島 の 間 を橫切 つて ゐた。 

遠い 山に も 島に も 雪が まばらに 消えの こ つ てゐ る。 雪の 日の 松 島 は 殊に い i とい ふこ とで ある。 

す^ 力 もとい f5 水禽が 幾千と なく 群 をな して 島 を かすめて 飛んで ゐる。 大きさ は 普 P- の 鴨と ほ^ 同じ もの である。 

つ ほさ 

教 の ：5： け极が 白くな つて ゐて 飛び立つ ごとに その 白い 部分が 股 立 つて 美し く 見える。 
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案内 者 は 島の 來る ごとに 一 つくの 島の 名を敎 へて くれる が、 接 迎に遑 なき ほどの 島の 數々、 なかく 覺 えられる 

もので はない リ 

島と いふより は孤最 と名づ くべき ほどの 小島に も かならず 美しい 木 捩り 枝振りの 老松 稚. 松 を 見出す。 まことに 松 島 

の 名に 背かぬ。 

粗 染を樹 てた る 形に 竹 を 連ら ねて 魚 を 追 ひこんで ゐる 漁夫た ちが ある。 あたりに はす t かもが 波の まに く 浮かん 

でゐ る。 飛んで ゐる。 半島の S が 縛の やうな 遠景 を 描いて ゐる。 

連れの K 君 は 炬燒を 擁して ビ ー ルを 傾けて ゐる。 炬燒を 擁して 海 をな がめ、 赤松 をな がむ る 舟行、 さすがに 北の 國 

の 旅で ある。 

小波 小波に 重なり、 島 は 島に 重なる。 

遠き 島 は 波に 煙り、 近き 島 は 雪 まばらに、 水禽の 聲を聽 く。 

^島の 最もす ぐれた るな がめ は 恐らく その 潮に 臨む 赤松の 姿態の 美し さ、 幽玄 さに あらう。 そこの 1 つくの 島々 

はんきぶ  こさつ ， 

に皤 居して ゐろ 端麗な 赤松 は 荒海の しぶきに さらされ たる 老松と いふ 感じ を あたへ ない。 むしろ 京都 あたりの 古刹の 

荅 むした 名 園に 亭々 たる 古松 を 聯想せ しむる。 時雨 を 待つ 北山の 松 を 想 はせ る。 

その 1 つくの 島が、 その 1 つくの 島の 世界 を 持ち、 味 を 持ち、 風趣 を 誇示して ゐる。 二十 年 も 前まで は 隅 田 川 

あたりで も、 鳗を搔 いて ゐ るの をよ く 見た ことがあ るが 松 鳥に 来て 松の 下 蔭に 鰻 搔く男 を 見ようと は 夢にも 想 はな か 

つた。 

五大堂 は 岩の 丘の 老松に とりかこまれて ゐる。 古びた ろ 五大堂 一 つのた めに 松 島の 詩趣 は 幾 倍の 美酒 を 盛りた る 心 

地が する。 この あたり 古人の 草鞋の 跡 を 思へば 一 步々々 踏む 土 もいた e きたき 思 ひ。 
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fif 巖寺は 老杉の 奥に ある。 左右の 岩 を 掘り 幾 體の 石佛を あがめて あるの も 珍しき 旅の 印象の 一 つで ある。 

政宗 カ朝鲜 から 持ち 歸 つたと いふ 紅白 一 一 株の 老 梅が 今 もな ほ 臥龍の 姿 を 見せて ゐる。 雪國の 二月 は 春 淺く梅 もま ノこ 

雪に 埋れ てゐ る。 

支 倉 六右衞 門が 將來 した ギヤマンの 燭臺を 寺の 薄唷ぃ 廊下に 見出した 時、 暫く 佇立、 追懐の 情に 囚 へられな いわけ 

に は ゆかなかった。 かって 新しく、 かって ゆたかなる 異國 的な 驚異であった もの V 古寺の 暗に 葬られて ゐ るの を 見る 

の はいかに も伦し い ことで ある。 

寺 を 出て ふた、 び 雪の 中 を驛の 方に たどる。 

遠い 山 もく 雪で ある。 松の 下 蔭は殘 りの 雪に うすら 塞い。 

鏢渺 たる 水 を かすめて す r か i が 飛んで ゐ る。 

松 島 は 雪 まばらな り 鴨の こ ゑ 


信 濃沓掛 の 宿から 北へ 淺 間の 极腰 1^. 越え て 上 信 の國 境に 立つ 旅人 は 洞然た る靑空 の 研き に W かれた る 美し さとと も 

に、 そこに 展 かれた る 六里ケ 原の 草の 麗し さ、 草の 曠 さに 魂 を 打た る& であらう。 

峰の 茶屋、 別 去の 茶屋の 名に ゎづ か に の 草津 街道 の 思 ひ 出 をの こす 一筋の 道 は 南より 北へ と 草に 入り 草に 隱れて 

六里ケ 原の 高原 を鏠 ふ。 淺問 牧場 のほとりに 三 四の 家 を 兌る 他た r 草、 また 草の 六里ケ 原に 百 體の地 M 尊 は 苦 古り て 

疲れたる 行人に 慈眼 を 垂れ 給 ふ U 

^^問葡^^の；ぉ1る k ころに なれば、 鬼の 押し出しから 別 去の 茶 尾 あたり へ かけて 熊の 話を聽 く。 

草 に^して 穴，！ を 仰げば 海よ りも靑 き. S かな。 波よ り も 白き 雲 か な。 

草をく^^るかすかなる水の音ぁり、 靑 鳩の 變 あり、 白很 のいた にきに 日照れ り、 郭公 は啼 く。 寂然と して 六 里ケ原 

の日暮 る" 

六 里ケ原 はまた 秋草の 高原で ある。 芒の 高原で ある。 秋 ふかく 芒の 原を橫 切りて 母 馬 仔 馬の 群の 日 もく 里の 家に 

歸り ゆく の を 見る であらう。 

ゆるやかなる 丘 また 丘、 朝風の ごとく しづかなる 草の 原、 牧草の 山、 悲しき ほどに 遠き 草の 徑、 永劫の 死靜を 抱き 

つ  >遙 かなる 六 里 ケ原は 雲に 入りて、 烏 低く 飛ぶ" 
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新春の 旅 

まだ 父が 生きて ゐ たころ である。 父の 病 を： § に 見舞うての 歸る さに ちゃう ど 1 月 一 日の 夜明け 方に 京都 驛を 通り 

すぎた。 逢坂 山 を 越えながら 汽車の 食堂のお 雜煮を 味 ひ、 近 江の 雪の 上に 初日の 影 を 拜んだ ことがあった。 父と 子と 

山河 幾 里 を 隔て 、住まなければ ならぬ わびし さ を 思うて は、 湖 沿 ひ の 近 江の 町 を 暗い 心で 見入 つ たこと も あ つ た" 

今 も あの 春の 旅 を S- 々思 ひ 出す。 近 江 も 美 濃 も い に 包まれて ゐた。 走れ ども 走れ ども 涯 なき 雪の 原で あり、 雪の 

山であった。 

どこまでが 近 江の 雪 かけさの 春 

こんな 句 を 案じながら Jfs 极の城 をな がめ、 安土 域の 跡 を見经 り、 やがて 關ケ原 を 過ぎる ころ は雰に 埋もれた 桑畑の 

隅に 新しい 國旗を 立てた 農家 ひ ど を 見出した。 

畢牛； 時代 のこと で 十 幾年 も の 昔 に な つ て しまったが、 冬に なれば いつ も 扁桃腺 にな やまされて ゐた わたくし は 大晦 

m の 午後 ie^ 、京 を 立って 國府津 で 汽車 を 下り、 早 川口まで は 電車で、 あれから は あやしげな 輕便鐵 道に 乘ら なければ な 

ら なかった。 輕便鐵 道の 汽車の なか は 荷 を 置く 場所 もない 雜沓 である。 崖に 沿 ひ、 蜜 W 畑の 間を橫 切り、 山 を 傅うて 

つ はさ 

汽車 は 走る。 いかにも のろい 汽車であった。 石橋 山 あたりから 日が 暮れ か、 つた。 ©っ白な赶の^^鳥が無數に晴ぃ浪 

の 上 を 飛んで ゐた。 

！^^岬を線路の下に眺むるころは日は^-れてしまった。 雪が 降って 來た。 わたくし は その 時 はじめて 籠に 搖られ て 

ゆく 花嫁 を 見た。 いかにも 古風な 嫁 人り である。 十 張ば かりの 提灯が 花嫁 を 載せた 籠の 前後 を まもって ゐた。 提灯の 
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火が 淡い 雪の 上に 落ち、 搖れ るの が 旅の わびし さ をい やが 上に つのらせる。 

門 川に 着いた ころ は 雪が 止み、 月が 眞っ 白な 雪の 山々 を 照らして ゐた。 扁桃腺の 熱が 出て 来たので 湯 河原まで 行く 

こと を 思 ひ 止まって、 門 川に た t 一軒の 小 ひさな 旅籠 屋に 泊る ことにした。 湯 河原 通 ひの ガタ 馬車が 鈴の 音 を ひ^か 

せながら 月下の 雪の 原 を 走って ゆく の を わびしく 聽 いた。 

その 夜 は 偶然 にも 田舍ま はりの 子供 芝居 の 小娘た ちと 襖 一重 をへ だて V 寢た。 伊豆の 海の 浪の音 を 枕邊に 聽 きな が 

ら 眠った。 それでも 幾度 か 隣室の 小娘た ちが 明日の 芝居の セリフ や、 きっかけ について 相談して ゐる新 聲に夢 を 破ら 

れては 遠 い 旅に 出た やうな 賴 りな さ を も 感じた。 

元 曰の 朝 は 雪に つ、 まれた 伊豆の 山 はか t やいて ゐた。 《人 i は 曰 太 晴れであった。 わたくし は 門 川から 吉濱の 海岸 を. 

歩いた。 濱に 引き あげられた 漁船の 松飾り や、 舳の M 旗 を 見る の もうれ しかった。 太鼓の 音が 聞え て來 た。 昨夜 泊り 

合せた 小娘た ちが 俥に 乘 つて 町 ま はり をして ゐ るので あった。 

昨夜同じ旅籠屋で顏馴染になったばかりの小娘たちは^§の上からゎたくしを見て笑ひながら默禮して行った。 

この 十年來 わたくし はたいて い 元日 は 伊豆の 修善 寺で 迎 へる ことにして ゐる。 修善 寺の せまい 町の 人た ち は 大槪顏 

馴染みに なって しまったので、 何 處の溫 泉 場に 行く よりも 氣 易い、 落ち着き を 持つ ことができる。 -H 然 あわた しい 

東京の 春 を 避けて 伊豆の 山の 湯に のがれる 形になる。 

春を迎 へる 心 は 在家ば かりの もので なく、 山寺の 人た ち も 心からなる 春の 支度 を 急いで ゐる。 わたくし はいつ も 除 

夜 の 動 行 を拜み に 修禪寺 の 御堂 に 詣る。 雛 憎た ち が 行脚 姿 のま、 廣ぃ ilS 裡の あたり を あわ た しげに 走って ゐる。 午 

蒡ャ 大根な ど を 刻んで ゐる雛 僭 も ある。 鐘摟に 立って ぢっ と暮六 つ の 鐘 を撞き つ、 暗の なか を 見つめて ゐる雛 僧 も あ 

る 0 
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厲が天 城の 上に また 、く。 

揚の 町の し づ か な； 兀 日の 朝が 明ける。 

水の 音、 小鳥の 徵、 天 城の 雪、 梓 W のまと りの 隨の xc、  0- つ，、 , 

、、 T  ,  ：  .  ク さり is- の f:^ 新ら しい 幕 を 張った ガタ JllsaL,  4&1 ミ、 Jcia 

A 門 付す ベて が 昔の ま、 である。 南向きの S に ま梅もま ころび：^^、 U 車 囊 i りの 夫婦 者の 藝 

のうれ しさ を も 知る。 曰 本 一 で；^" あり 力た さ をし みぐ と 感ずる。 屠蘇 まふ。 屠蘇に 醉 ふこと 

の^ yj^ssf 豪ら、 I」、 il 山 置る。 忽然と して 富士 

終日 わたくし は 赤松 山の 小^に 入 

伊豆 のき も夸 、？，  ,  .  を 見守りな カら 小鳥 の聲を樂 しむ" 

elo- の^ても 里 クづ. ^たちの 迫 羽 子の 音が のどか こ 聞え る。 

is も 十 3 も 天 城 もの どかな sty に 暮れて ゆく ころ， ま，， ， ： ？ - 

れ でも ありず も ある。  暮ォ て" くころ なほ 力す 力な 4 のみが 一連 S よ 6 へたぶ ふ。 あよ 


日の 春 
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永 遠なる 母 

よ 

月 照りて ありき 海よりも ひろく。 

山 ありき * 流れ ありき、 若き 母よ。 

母よ 

星 飛びぬ 空よりも 遙 かに。 

〈と 二ろ 

母の 懐の うれし さ を 今日 も 忘れず。 

母 よ 

秋な りし。 

故郷の 稻た わ、 に、 野菊 if を 埋めぬ 

母 泣きて ありぬ。 母の 懐 を 忘れず。 

母よ 

曼珠沙華^^?. ぁりき。 

川柳 散りぬ。 

母の 懐 を さぐりぬ。 

夢 にゃあり し 母の 泣きし を。 
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酒 倉のう しろに 嬰兒 を 抱 きて 佇みし 日 なりき 

白き 帆の 父の 船 を 見 はりて 

沖の 浪 立ち 隨鳴 きし 午後 

母よ 神よりも 尊 かりし 

母よ 

かたこと 、水車 めぐりて ありき 

燈 心^の かをり 

德の 花咲きて  - 

秋風に 雲 白 かりき 

兒を 抱きて 泣きし 母よ 

神よりも うれし かりき。 

連 如 童子 

朝 夢 童女 

.R 露 童女 


西 秋 童女 

若く して 嬰兒 等に 別る、 ことのい かに 悲し かり けん 

終生、 門 を 出で ず、 嬰兒 等の 面影 をのみ、 追 ひて 生きし 母よ 

故 鄉の山 は： @ 紅葉 照り つ あらん 

狐 g; 荒れ たるま 、 に頰 白ゃ來 鳴かん。 

塚の 下に 嬰兒等 生きて あらん 

ひね もす 塚 を めぐりて 秋風 吹かん 

母よ 嬰兒等 ありし日 のま、 に 

懐に すがり 生きて あらん。 

母よ 

工場の 汽笛 鳴りぬ、 眞夜 中な りき 

疲れたる 子 は 歸り來 りぬ 

み ぞれ 降り て 悉 しき 夜な りき 

老いた る 母 一 人 起きて 待ちて ありき。 

秋の 雨降りて 都 は 寒し 

白 髮かぞ へつ 、故 鄕を思 ふ 

母よ 生きて あり 
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みぞれ 降る 夜の 悲しき がごと く。 

5 よ 

わがた めに 土の 鳩 を もとめ、 . ^魔 弓 を もとめ、 獨樂の 紐 紅く 染めて ほ. - 笑みし 母よ 

今日 も ほ V 笑み 生きて あり。 

都の 子等 を 街路樹の 蔭に 見つ- - 

© しかりし 故 鄕の母 を 思 ひぬ 

土の 旭一 っ購 ふだに 苦し かりし 母よ 

都の 子等 を 見れば 思 ひ 出 も かなしき 母よ。 

I 

故 鄕は菱 の 花咲きけ り 

沼 を 越えて 山 を 見たり 

白き 壁に 夕陽 照る ころ 

旅立ちて 歸り來 ぬ 父 を 待ちつ > - 

幾 月 か キ 等 を 抱きて 泣きし 母よ 

人生 はかって かく ありき 

\ 生 は 悠久に しか あらん 


0 の 


き 
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悲しき 母よ 

子等 あれば こそ 强く、 子等 あれば こそ 悲しく 

白壁の 倉のう しろに 父 を 待ち し 

母よ 

星 あかり 悲しき 夜な りき 

靜 かなる 柩の釘 を 石 もて 打ちぬ 

姉の 手 わな、 きぬ 

妹 等す.^ り 泣きぬ 

野 茨の 花 ほの 白き 故郷の 山 を 

つど 

子等 集 ひて 泣きつ 」 母 を. 送りぬ 

地に 臥す とも、 草に 倒る- * とも 泣きつ くすべき か は 

母よ 

あまりに 悲しき 母な りし 

母よ 

菱の 花咲け り 

かなしければ 母の 隨を思 ふ 
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稻の 小徑に 野菊 かをりぬ 

はかな けれど 母の 微笑 

小鳥 啼 きぬ 

ラ と 

母よ ml の 子の 朝々 に 紅梅に 来し を 

淡き SI 降りて 故 鄉の山 の 寒 かりし を 

CS よ、 生きて あり 子等 

母よ 神よりも iij かりし 

悲し けれども わが 胸に 鎮まれし 面影 

わが 生きて あるよりも さらに 1E 實 にわが 胸に 生きし S よ 

狐 薊 ほうけ たる 秋 生き て あり 母 

みぞれ 悲し けれど 生きて あり 母 

^を 兑れば そこに 母 あり 

時雨 空 胸 を ふたげ ど そこに 母 あり 

冬ち かく 壁に 見る 影 1 つなれ ど そこに 母 あり 

東の 風 吹かん、 母 あり。 

西の 風 吹かん、 母 あり。 


眞 澄 遊覽記 

わたくしが 始めて 眞澄 游覽記 を 知った の は 信 濃の 大 町の 宿で 「來 目路の 橋」 を 讀んだ 時 であった。 つ e いて 「伊那 

の 中路」 「わが こ、 ろ」 「奥の手ぶ り」 が 世に出 された。 眞澄實 の 名 は 白井秀 雄、 三 河に 生まれ、 前後 五十 年間 漂泊の 

旅 をつ V けて 文政 十二 年 七月 十九 B 旅に 死んで ゐる。 ほとんど 一生 を 旅に すごした の 尊い 旅の 人生 記錢 である。 家 

を 出で 旅 をめ ぐつ た 動 t: が 何で あつたか は 知らず、 ともかくも 信 濃に 入り 北 へ 北 へ と 足 をす めて 百 幾 十 年 前に 秋 田 

からさら に 蝦夷の 島まで も 渡って ゐる 寂然た ろ 旅人の 世に ありがたき 記錄 である。 

r 來目路 の撟」 に は 松 本、 大町、 善 光寺、 戶隱、 野 K 湖 あたりの 旅が 記して ある。 「旅の {1- の 暴ら はしき 心 も 無う 月 8 

の 移る も 知ら ぬ に 故里 の 方 頻りに 1 ばれて 」 と 懐郷の 念に とらへ られつ k も 北へ 北へ と 旅 をす & め て 行く 心持ちが わ 

かる。 かれは 去年 五月雨の ころから 信 濃の 山々 町々 を 歩いて ゐ たのであった。 そこに は 有 明， 中 房， 梓川、 高瀬 川の 

なつかしい も 出て ゐる。 夏 も 末ち かく 「魂 祭る 家に は 高 燈籠を い と 長き 竹 或は 柱 を 立 て \ うれ ごとに 引 揚げ たる は 

j 一な i た 

星の 林と」 も 見えた" 七夕 まつる 風俗 も 描かれて ゐる。 迎へ 火で あらう。 信 濃の 山里で は 「白樺と いふ 木の 皮 を」 松 

春 明に 焚いて 「男女 稚き 童まで 居なら び 數珠？ ，3 りな どして 亡き魂 をかぞ へくて」 拜ん でゐる さま も あはれ である。 戶 

隱山 では をり からの 旱 魅に 女の 童が 雨 降れく といって 山 櫻 草、 玉す だれに 水 を そ k いで ゐる 姿な どが 描かれて ある。 

の 鈑輙 山の 麓 を 雨に ぬれて 細道 をた どる ころ 子 を 伴れ た 荒 熊に 出逢 ひ 「魂の 身 を 離れた る 心地」 した こと もあった と霱 

いて ゐる。 

同じ 信 濃の 旅 「伊那の 中路」 に は 初 嫁 初 婿の ra 植 のこと が 出て ゐる。 これ は 現に 今でも 越 中 あたりに は その 風習が 
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殘 つて ゐる らしい。 特に 目立って 美しい 裝 ひした 初 嫁た ちの 早苗 田に 立って ゐ るの を 眺 むる ことができる" 岩魚、 敏 

資る 女に 道案內 さる &も信 濃の 昔の 旅ら しい。 

孟蘭1?!^5十三日女の童たち着かざりて 「大輪 に ござれ 丸 輪に ござれ 十五夜 さんまの 輪の 如く」 と ひ を どるの を 見 

つ、 も かれは 「*: に 亡き母 弟の 俤」 を 思 ひ 出で、 旅人ら しい 心に とら へられて ゐる。 

「わが こ、 ろ」 は 姥捨山 の 月見の 記 Sif を 中心 とした ものである。 

「桐 光寺と い へる 寺の 前に 高札 さした る を 見れば 國は いづ この 誰と も 知らぬ 年 は 三十 あまりに なりけ る 女の この 葉月 

の 八 B 草の 上に 伏し 死にした るを爱 に 塊み 置きぬ。 五つ 六つに て や あらん 兒 一 人殘 したりと 書い 付けた るを讀 んで淚 

流さ^る 入 はな かりけ り。 故鄉の 草に は 置かで たつき だに 知らぬ 山路の 露と 消えぬ る」 とい ふ 記事 は S3 蕉の 富士川の 

ほ とり 捨子 をうた つ た 心に も 似て ゐる。 

姥捨 から 善 光寺への 道す がら 對 馬の 雛 川 某と いふ 男に 逢って ゐる。 もと 朝鮮の 通詞 などした 男の 放浪の はて ある。 

「竹 敷の 浦 li の 紅葉 我 行きて 見 まほし」 などと 霤 いて ゐる。 離 川の 對 馬の 話 はよ ほど 心 を 動かした ものと 見える。 

「奥の 手 風俗」 に は 日本の 奥 も奥津 輛 地方 の 雪 の 旅が 誌され てゐ る。 特に 氣 付く こと は鷥を 待 つ 心の 歌 S 多い ことで 

ある。 日 も/ \>® ^い 雪の 中に とざ、 れた旅 入の 心の いたまし さが^ ばれる つ 雪が 深く 自然の 移り か はりが 單調 になれ 

ばなる ほど 人事と いふ もの はいろ くな 梓. 雜 さを增 して 來る らしい。 雪の 中の 人々 の 生活 はか へって 次から 次へ と 人 

事 祭事し- 複雜さ を！ 2- せて ゆく。 一  月の 十四日に は 「昨日 臼 づける 餅 を 水木の 染 ごとに 粟穗 藏玉附 たる もまた 柳の 絲に 

貧け る 家の ためしに やより てん」 と霤 いて ゐ るが、 東京の 蘸 玉、 伊豆 あたりで もこれ に 似た 風俗が のこって ゐる。 

同じ 正月の 十四日 童た ちの 「i^ の 始めに かせき どり 參 りた」 といって 門に 立つ 風習 も、 もの こそち がへ 何れの 地方 

にも 今日な ほ名殘 はしの ばれる 。雪の 山に 入りて 杣の 小屋の 生活 を も 親しく  驗 した 記事な ど 殊に 興味深く 讀 まれる。 


^ 一 一月 十 一 日 「雁のぁまた鳴きて北の{1^!に歸るを見て此ごろゃ吾が父母の國ょり來っらんなど頻りに故鄕の戀しぅ。」 

同 十六 日 「都の いづく とも 覺 えず 淸ら かなる 殿 造りに 我 父母お ましまして 旅 衣た ち歸 りつる 夕と おぼえて ：••： 云々」 

夢に 父母 を 見て 望鄕の 念に 耐 へやらぬ 旅人の 哀傷 洵に淚 なくして は讀 めぬ。 

r 汝も さぞ ふや 雀 群 鸦こは 父と なき こ は 母と 啼く」 

「三月 二十 一日。 朝日う らくと 照りて 田 鶴の あまた 行きたり。 同 二十 五日。 まだ 外 は 暗き に鶯 のこの も かの もに 嚼 

る を 聞きて 相宿り の 人 めて 夜 や 明げ ぬらん 鷥の 谷々 に 鳴きぬ 起き 出で &聽 けと ：：： 」 いふ 短い 記事のう ちに も 雪 

から 解放され た 北の 國の 人々 の 春に 醉ふ 心の いぢら しさが しのばれる ではない か。 

眞澄 遊覽記 はほ然 の 魂の igli-  く 分け入つ た孤獨 なる 旅人 のた とへ ば 殉敎者 的記錄 とも 稱す ベ き い ありがたい 五十 

年の 人生記録 である。 
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山 を 思 ふ 

白い 雲が 漂 ひ はじめた。 

夏が 来た。 行々 子が 葦の 間に 鳴く。 山 を 思 ふ 心が しきりに 動く。 

靑ぃ {.r た。 海よりも 靑ぃ { 仝 だ。 

遙 かなる 草原が つ どく。 海よりも 瞵く。 

一條の 徑は 草原 を橫 ぎり、 白い 雲に 入る、 默々 として 山 を 思 ひつ、 草原 を 弗む。 

山に 入る 日 を 想像す る だけで も わが 胸 は を どる。 

梓川の Sf 翠 よりも 靑ぃ 流れに 沿-つて 見出した 石南花 を 思 ふ。 殺生 小屋に 泊って 聽 いた 一 洛 石の 神秘 さ を 思 ふ。 

槍ケ岳の 頂で 吹雪に 遭った 曰聽 いた 雷鳥の 聲を思 ふ。 

山よ、 白雲よ。 わが 魂 を 託す。  .  . 

何が ゆ ゑに 尊き か や 知らず。 た V 夢に 見る だに 山 は 1® くも 神祕 に充た され てゐ る。 

わたくし は默々 として 山 を 越 ゆる 日 を 愛する。 sg; 鳥 は 囀り、 草 はかど やき、 霧 はわが 徑を 埋める。 

草に 臥して 山 を 仰げば 偉大な ろ 沈默 か な 。 槍 も穗高 も 常 念 も こ と， <\. くわた くし の ものである。 

山に 登りて はじめて わたくしたち は 孤 gg の 偉大 さ を 知る。 

g 獨 なろ われ、 そして 孤獨 なろ 大空、 孤獨 なる 山！ 

默々 として 山 に^し、 默々 として 大空に 對し、 默々 として 孤 镯 な る わが 行人 の 姿を兑 出す。 偉大なる 孤躅な るかな。 


5 

4 


春 


0 


TJ ゆぎ やろ  くぎ や 5 

山 はわれ 等の 修行の 聖地で ある。 苦行の 殿堂で ある。 

1 切の 他力 を排 して、 默々 としてた ど われ 一人の 力、 われ 一人の 思念. われ 一入の 翹望を 守りつ X 步 一 * 山徑 をた 

どる 0 

昔の 修行者た ちが 或 ひは劍 岳に 或 ひ は 槍ケ岳に、 前人未踏の 嶮山を もとめて 登った 心持ち を 想像す る ことができる。 

槍ケ岳の 播隆 上人の 岩屋 は あまりに 有名で ある。 名 もな き 修行者た ちが 何れの 山に も かって 靜 觀靜 思の 世界 を 守つ て 

ゐ たこと であらう。 

山に 入って 靜 かな 雲の 動めき を 凝視す る だけで もす でに 尊い 心の 境涯で ある。 

ゎたくしは幾度か1^濃大町1^訪ねて行った。 

不思議と 雨の m に ゆかりが 多かった。 

高い 山 山の 間につ、 まれて 高 濯 川の 川柳の 藤に つ 、まし やかに 遠い 世の 夢 を 守って ゐる やうな 大町 はなつ かしき 

山の 町で ある。 

こけら 葺 きの 屋棂、 石 を 載せた 屋根、 長い 雪の 日に とざさる、 信 濃の 町 は 思 ふだに いたましい。 なつかしい。 

^雨の 日 わたくし は そこの 町で 笛 を 吹く 若者 を 見た。 阵 雨る、 曰の わびし さ を こめて かれは 笛 を 吹いて ゐた。 夜が 

更ける まで。 

わたくし は 笛の 音 を聽き つ 、 鹿 島 槍 ゃ爺ケ 岳 をな が めて ゐた。 

雲 は 幾度 か 鹿 島 槍 や 爺ケ岳 をつ \ん でし まった。 忽然と して 雲の上に 鹿 島搶の 姿が 天に 達する ほどに 錄 ゆる こと も 

あった。 
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わたくし は 終日、 默々 として、 雲 をな がめ、 鹿 島 槍 を ながめた。 わたくしの 心は充 たされた。 

高い 山 をつ X む 雲の 變化 ほど 不思議な もの はない。 ちょっと 見たところ では 何の 變化 もな く、 興味 もない やうに E ゆ. 

はれる が" 高い 山に か \ る 雲 ほど 蠱惑的な、 神秘的な もの はない。 

山 を 越えて 山 を 越えて 最後に 見出す 山の いた 午き にか、 る 白い 雲 を 見ん がた めに わたくしたち は 岩 を 攀ぢ. 崖に 這 

ひつ、 も 山 を 歩く。 

越えても 越えても 山で ある。 雲で ある。 

達する ことな キ神祕 の 世界 を わたくしたち は 山の 白雲に 見出す。 

刹那に 亂れ、 刹那に 散 じ、 刹那に 凝りて 山 をつ、 み、 山を隱 し、 山に 湧く 白雲 を もとめて 山 を 旅する 孤獨の 行人 ほ 

ど いもの はない。 山に 入る 曰 わたくしたち は 神 を もとむ る 修行者で あり、 未知の 世界に あこが る、 詩人で ある。 

一年の 中せ めて 二日、 せめて 三日、 E: 日 …… わたくしたち は 一切 を 投げ 棄て X、 まったくの 孤镯な 自分 自 cJr を 見出 

すがい、。 そして 人生の 悠久に ついて 田"： 淮 すろ がい、。 ft: 分 .H 身の 眞資の 姿 を 見ろ がい \。 わたくしたち は その 日 こ 

そ眞の 修行者で あり、 詩人で あり 得る。 

1 年の 中せ めて 數日、 わたくしたち は 一 切を棄 て、 孤獨 なる われ 一 人の 姿 を 草の 上に、 白雲の 下に 見出す がい、。 

かくて わたくしたちの 魂 は 深く せらる k であらう。 

わたくしたち は 魂の 靜 かな を聽 かんがた めに 山上の 默思を 愛する。 天と地と わたくしたち 自身が まつ. たく 1 つに. 

溶け こむ 鎵ぃ 刹那 を 經驗し たいた めに 山 を 愛す る 。 

山 はわた くした ちの 魂 を 休息せ しむべき 聖殿 である。  - 


二月 も 末であった。 一 而 の 雪であった。 わたくし は 雪を搔 きのけ て 見た。 雪の下に は 去年の 雜 草が まだ 殘 つて ゐ た。 

わたくし は雜 草の根 を 掘った。 そこに はすで に 雪 解 を 待つ 新ら しい 名もない 雜 草が 芽 を もたげ かけて ゐた。 生く るた 

めの 恐ろしい Jf, 着で ある。 さらに 驚いた こと は その 1 っくの^^？もなぃ雜草が雪の下にゐて、 すでに 蕾 を 準備して ゐ 

る ことであった。 花 を 抱いて ゐる ことであった。 

生きる、 生きる。 そして さらに 永遠に 生きる。 土の 底に 隱 された る雜 草の 生きん とする 力の 强さ、 執念 さ。 むしろ 

いたくし いほ どに。 

二十 年 も 前の ことで ある) まだ そのころ は 京都：^ 物 も 俥であった。 淸水 のかへ りに 八 坂の 塔 あたり を 通りす ぎて、 

三 條の大 橋へ 来る 途中であった。 維 草が しげり、 蠶 豆の 花が 咲いて ゐる 古い 邸 跡の やうな ところ を 通り か. - つた。 

「こ &は 昔のお 仕置場です ぜ」 と老 車夫 は敎 へて くれた。 

その後、 幾度と なく 京都へ 行って は あの あたり を步 くが、 今 は それらし い 場所 も見當 たらぬ。 

1 一 十 幾年 前まで は 東京で も 隅 田 川 あたり に は 雜 草に つ & まれた 旗本な ど の 下屋敷の 跡ら し いもの を た ことがあつ 

た。 夜に なれば 螢も 飛んで ゐた。 

1 口に 雜 草と いふ 名で 片づ けられて しま ふが、 よく 見れば 一 つくの 個性 も あり、 特性 も あり、 誇り も ある。 拮梗 

わすれなぐさ  , , 、 

に 似た 花 も あり、 勿忘草に 似た もの も あり、 林檎に 似た 果を 結んだ もの も ある。 藥草も あり、 毒草 も ある。 たけに と 

いふ やうな 怪奇な 形の もの も あり、 おけら (信 濃) などと いふ； 5- 憐な 姿の もの も ある。 
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靑ぃ 鼠が 吹く。 雜草 は靑ぃ 嵐の 紫で ある。 小鳥が 鳴く。 雜草は 小鳥の^で ある。 しかも 惜氣 もな く 人の 手に 拔き棄 

わ" -ち   

てられる。 拔き棄 てられて は 天日に 爆し、 里の ぬかるみ を 埋め、 馬車 の^に 路 みに じられ る。 しかも 默々 として 引き 拔 

かる X がま、 に、 踏みに じらる. < がま X に 運命 を 忍ぶ。 可憐なる 聖者よ- 白い a が 湧く、 靑ぃ雜 草の 原 を 出で &。 は 

るかな ろ fcj. 原 力な， 

近 松 m 林 子 の 心屮 物； 1. に 出て 來ろ 若い 男 も 女 もたいて いは 夏草の 繁る ころ 、暗い 夜 を 選 ん で 死 場所 を さが して ゐる。 

昔から 若い 美しい 男 や 女た ちの 悲 i  (悲 欲の t- 後の 場所 は 露に濡れた 雜 草の 中であった やうに 思 はれる。 

人 は 一度 は 土に 還らねば ならぬ。 雜草 こそ われく の 永劫の 安息 所 を 守ろ 手 向けの である。 英雄 もない、 美女 も 

ない。 ひとしく 雜草を 吹く 秋風 を聽 きつ. - 眠らなければ ならぬ。 袁衡の 塚、 小 督 の 塚、 義 朝の 塚、 維 草に つ \ まれて 

こそ あはれ である。 

庭に 萌え出で こそ 憎まれ ゴ、 すれ、 一 眸\^ 里の 野 をつ、 み、 富士 の^ 野の 徑を色 どる もの も 維 草で ある。 陸 中 平 泉 

金色 党の あたり、 芭襟 をして つ はもの どもが 夢の 跡 を 弔 はせ たもの も 雑草であった。 泰の野 を かざり、 夏の 長 堤 をつ 

つむ はいふまで もない。 「SI 柬 あけれ さ 同じ 秋の 風」 を 感じさせる もの も、 刈りの こされた 雜 (1. が 原で ある。 

枯れ ゆく 雜 の 徑を 歩み て 時雨 を聽く 時、 恐らく 秋の 夜の あは れ >M く。 

鼓 子 花 は はかな けれど 眞賽の 夢 を 雑草 の 原に むすぶ。 

甘草け わびし けれど 夏の 思 ひ 出を雜 草の 原に うづむ。  mil    I 


花の 散る ころ 

逝く 泰 こそ 人の 心を惹 き、 人の 魂 をな やます。 

草に 臥して 散る 花 を 惜しむ 日 こそ 上な き 春の わびし さで ある。 春の うれし さで ある。 

草 こ. M て 大空 を 仰げば { 仝 は 海よりも 遠く、 草 野よりも 靑ぃ。 靑き ^よ、 靑き 草原よ、 わが 若き 日の 夢 を 託す。 

f "よ-散る。 柔 かな 草 はわが ■ 美しき 夢 あり、 かなしき 思 ひ 出 あり。 柔 かき 草に 顏を 埋めて 泣かん。 

或る日、 然り 或ろ 日。 人 を 知らず、 日 を 知らず、 見し こ ともなき 人 を 思 ふ。 た V 神の ごとくけ だかく， 神の ごとく 

寂しき 人 を 思 ふ。 

地に, して 柔 かき 草 を 抱く。 大地 はわが 母。 

逝く 春の 大地よ、 そこに わが 母の 墓 ぁリ、 父の 墓 あり、 寂然と して Ml はか やよう。 母 を 思へば、 父 を 思へば 孤^な 

る 春。 

花よ 散りて 散りて 大地 をつ、 め。 父の 墓 をつ \ め。 母の 墓 をつ" め。 わが 一切の 思 ひ 出 をつ. "め。 

花よ 散りて 大地に 還れ。 いと 靜 かなる 大地に。 

われ 一 人立ちて 還るべき 家な き 日 を 思 ふ。 

落花 を 見て ゐ るの は あはれ でも あるが. 惹 きつけられる。 花 は 先 を ^て 地に 還る。 いさ k かの 未練 もな しに 

二日 三日と 花 はつ e いて 散る。 散って は 露に 抱かれ、 草の葉に 寢て夢 もな く 地に 還る。 
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およそ 若く して 死ぬ る もの は あはれ である。 しかし 若く して 死ぬ る もの ほど 美しき もの はない。 

X 

^は 仲び た。 ^を かすめて 燕 は 飛， ふ。 何の こだ はり もな く、 屈託 もな く， あらゆる 曲線の 美 を 空間に 描きつ.^ 燕 は 

飛ぶ。 

懒ぃ 蛙の 一昔 こそな つかしき ものである。 

朝に 鳴き、 正午に 鳴き、 黄昏に、 眞夜 中に、 黎明に 鳴く。 

かって 人 を 思うて 寢 もやら ざり し 夜、 かって 母の 死 を かなしみて 山に 入らん と 思 ひし 曰、 W き 蛙の 音 を 聽 いた。 

山吹 の 咲く 池の ほとり、 落花に 塊め られた ろ 緒 土 道 の ほと り 懒き跬 は 夜 も晝も 鳴く。 

かって 花 吹 aj を 浴びつ、 天 城 を 越えた 曰！ かって 北陸の 旅に 桐の 花 をめ でつ-^ © の 山 を ながめた 日！ 痴き蛙 は 

山の わびし さの 一 切 を こめて 鳴いて ゐた。 若き 日 は 逝く。 

il^H の 驛を 過ぎ やが て i;i の關 にか k つたころ であった。 暗い 日 太 海を控 へた そこの 古 驛には 桐の 花 が^き、 山 

藤の 花が 咲いて ゐた。 奥の 細道 を わけて 旅 を つ^けた 芭蕉が 遊女と 1 つ 家に 寢た 物語りの 跡で ある。 il:- 濃 境の 山に は 

なほ 雪が 積って ゐた U 花が 散る ごとに あの 古い 町 を 思 ふ。 

千鳥が 啼き つれて ゐた， 若い 娘た ち は 華やかな 裝 ひし て 早苗 田に 立 つ て ゐた。 眞 白な 雪の 山 々 が 憂 S な Ml を 遠く 走 

つて ゐた。 花が 散る ごとに 北 M の 旅 を 思 ふ。 


日暮れたり、 靜 かなる 夜な り 

尊き 一 日 を 顧みて 夜の 燈に對 す 

1 日の 勞勵は 一 日の 正氣 

t ま ー "ひ 

天 高く 地曠 くして わが 魂 を 養 1~ 

小鳥 巢に 在らん 

わか 幸福なる 夢 を 託す 

聖 なる 夜 かな 

日暮れたり、 靜 かなる 夜な り 

尊き 鄕土、 尊き 祖國 

草 光り、 地穰々 

われ 等の 勞働 にあり、 われ 等の 精進に あり 

祖國、 祖國 

正大の 氣滿っ 

,^^鳥^3;^レ在らん 
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わが 幸 || なる 夢 を 託す 

聖 なる. K かな 

R 暮れたり、 靜 かなる 夜な り 

われ を はぐ \ みし 柴山 

われ を はぐ 1< みし ト川 

i 叔 然として 眠れり 

愛すべき ^土よ. 愛すべき 祖國ょ 

われ 等 娘 さ め て 搖籃の 敬 をうた はん 

ィ烏 s!^ にあらん 

わが 幸 一幅なる 夢 を 託す 

聖 なる 夜 かな 

B 暮れたり、 靜 かなる 夜な り 

さ、 やかなる 爐邊 

父 あり 母 あり 弟妹 あり、 一 切の i あり、 I あり 

光り あり、 よろこび あり 


日の 春 
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祖國を 愛する われ 等の 詩 を 歌 はん 

星 飛びぬ 

友よ 

祖！； の 黎明 はわれ 等の さ. やかなる 

爐邊 より 生まれん 

鄕 土よ， 草 光り、 地穰々 

祖國、 祖國 

小鳥 巢 にあらん 

わが 幸福なる、 夢 を 託す 

聖 なる 夜 かな  ， 
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吾木香  . 

»ぶ く 

吾木香 は 地味な 花で ある。 ちょっと 見に は 花と も 見えぬ ほどの く.^ んだ 花で ある。 小 ひさな 鋸 葉、 すいくと 曲 も 

なく 伸びた る 數條の 室、 桑の 寶 にも 似た る黑 ずみ L 花 じ 秋の 野の 中で も 一番 わびしい 花で あらう。 

芒の 穗に すら 秋の 光り はた ゆた ふて ゐ るに 吾木香ば かり は 秋 ともなく 冬 ともなく 同じ や-つに いつも 黑ず みし 法衣 を 

5 みつへ し 

またうた 法師で も 見る やうな 寂し さに つ、 まれて ゐる。 花と いふ 以上 は 桔梗に しろ、 女郎花に しろ、 藤祷 にしろ、 秋 

草ながら それ，.；， \ の あでやか さ を 誇って ゐ るに、 吾木 杳 ばかり はいつ も 秋 そのもの 、わびし さ を 一 つに こめて 咲いて 

ゐる やうに 思 はれる。 秋草の さかりに は輕 佻な 人々 の 目に は 恐らく その 存在 を すら 認められて ゐ ない。 

の わき  せう でう 

一 度 露, - 下り、 野 分が 吹き荒み、 蕭條 たる 天地に たや 白雲の 遠き を 歎つ ばかりの ころに なれば 秋の 花と いふ 花の 影 

もなくなる。 世界 はまった く. S 虚 となり、 世界の 美と いふ 美 は 失 はれて しまった や- 『に 思 はれる。 しかも その や- 「な 

をり わたくしたち は 不圖野 分の 小徑 のほとりに わびしい 吾木香の 枯れ もせず 取りの こされて ゐ るの を發見 する。 いか 

にも あはれ でも あるが、 冬枯れち かき 野 はわび しい 吾木香の ために どれく らゐ 慰め を 見出して ゐ るか 知れない" 

吾木香、 お前 はいつ も虔 しゃかな 自分 を 秋の 野の 片隅に 見守って ゐる しかしお 前が 冬枯れ ナ ^ かき 蕭瑟の 野に 爲し 

遂げて ゐる 仕事 は 決して 小 ひさな もの で はない。 わたくし はお 前の 地味な 桑 の實の やう な 花 を 見出す が ゆ ゑに 荒雾た 

る 野^の 草原 を も 歩む ことができる。 お前 はいつ も わびしい。 いつもく すんで ゐる j しかしお 前の 慰め は どの 秋の 花 

よりも 大きい。 お前 は 秋の 哲^者の ごとく 靜か である。 お前 は 秋の 野の 忍苦 者で ある。 

冬枯れち かき 蕭殺 たる： 界 はたやお 前の わびしい 姿に よりての み 救 はれて ゐろ。 


IS 


卷 I 


數年 前の 秋 わたくし はこ &の 山に ゐて 毎日 上 州 吾妻 高原の 牧場から、 淺 間の 根 腰 を 越えて 信 州に 通 ふ 馬 を 見た。 ョ 

馬と 仔 馬であった。 

草 津道を 通 ふ 旅人の 背を隱 すば かりに 芒の 穗は 伸びて ゐた。 母 馬の 背の み 見えて、 や、 も すれば 仔 馬の 姿 は HJ のな 

かに 隱れる こと もあった。 

母 馬の 先に 走り、 蓮れ て は 急に 母 馬 を 追 ふ 仔 馬の 姿 はいかに も 可憐な ものであった。 わたくし はたいて い 午後の 二 

時 ころに なれば 草津 街道の 傍に 立って、 信 濃の 町から 吾妻 牧場へ かへ つて 行く 母と 仔の 馬 を 眺めて ゐた。 

或る 曰 わたくし は 町の 人から、 その 仔 馬が 近々 © 馬から 離されて 費ら れて ゆく とい ふこと を 聽 いた。 わたくし は そ 

の 話を聽 い た 夜 は 何 となく 暗い 心に 囚 へられて しまつ た。 

母と 子と ともに 生きて ゆく こと は 世界の 最も 美しい 詩で ある。 

母と 子と 別れなければ ならぬ こと は^ 界の 最もいた まし い 悲劇で ある。 

馬 も 母と 子と ともに 生きよ。 

鳥 も 母と 子と ともに 生きよ。 

わたくし は 町の 人に たづね て 見た。 「あの 仔 馬 は どれ くら ゐで賣 られて ゆく のです。」 

「牡 馬です から 安いで せう。 たか 》 ^三 四十 圓がも のでせ う。」 

わたくし は その 一夜、 眞 面目に 仔 馬 を 買って、 來 年の 秋まで 母 馬の 家に あ づけて 置かう かな どと 考 へた。 

ニ曰& ち、 三日 經 つた。 わたくし は 決心が つかなかった。 

そのうちに 仔 馬 は 吾妻 牧場から 山 を 越えて は來 なくなって しまった。 

どこかの 馬市へ 連れられて 賣られ てし まった ので あらう。  ノ  一 
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秋 も 終り ころに なって、 或る日 わたくし は 高原の 町で、 たど 母 馬 だけが 一 匹で 荷 卓を曳 きながら さ； 0 しさう に 吾妻 

高原の 方へ 還って ゆく の を 見た。 

信 濃 沓掛の 町 を 散歩しながら、 わたくし は 時々 亡命の 口 シャ 人と よく 邂返 つたこと があった。 

かれは 革命の さわぎに た V 一  人の 娘と も、 妻と も 別れく になって しまった。 妻の 生死 も 知れず、 一 人の 娘 はシべ 

リ ャ 地方 を 旅役者の 群に はいつ て 放浪して ゐる らし いとい ふ だけ を かれは 聽 いて ゐた。 

かれは 六尺 豐 かな 偉丈夫で あつたが、 いつも 寂しかった。 中世耙の修^^院の托鉢|?を||想せしむるゃぅな繩のバ ン 

ド を無雜 作に、 浴衣の 上に ぐるく と 纏-つて ゐた。 大きな 掌に 五六 房の 葡萄 を 載せて は 歌 をうた ひながら キヤべ ッ畑 

の 中の 小徑を 歩いて ゐた。 

い つ であった かわた くし はかれが 東京の 病院に はい つ てゐ ると いふ 導を聽 いた。 はげしい 神經 衰弱に 惱 んでゐ ると 

いふ ことであった。 

妻と 別れ、 娘と 別れ、 天涯 孤獨な 亡命の 口シャ 人の こと を わたくし は 今 芒の 原に 立って 想 ひ 出して ゐる。 

人. その 妻と ともに ある はよ し。 

人. その子と ともに ある はよ し。 

秋の 風が 吹く。 

どこかで & シャ 人の す \ り 泣く がごと き 風の 整が 響く。 

昨夜 は 淺間は ひどい 爆發 をし た。 一 一十 年來 の 大 噴火 だ とい ふこと であった。 


をり からの 中秋の 明月に 照らし 出された 淺 間の 嶺は 刹那に して ものすごき 鳴動と 數千 尺の 炎、 幾 十條の 電光に つ 、 

まれて しまった" わたくしたちの 窻は 飛び、 壁 は 裂け、 沓掛の 町で は 泣き叫ぶ 人々 の 聲 まことに 凑慘な ものであった 

とい ふこと を聽 いた。 

爆發 のこと はかね ぐ 話に は聽 いて ゐ たが、 午前 一時、 ぐっすり 眠って ゐる 間に 十 年に一度 か 二十 年に一度と いふ 

ほどの 大爆發 に 襲 はれて は、 多少 驚かない わけに は ゆかなかった。 

昨夜 は 信 濃の 明月 を 見る ために、 この 附近で はわれ もくと 八々 は碓水 峠に 登って 行って、 酒 を 掬んで ゐ たもの も 

あった。 しか も 明月が 中天に 懸 つて ゐ ろ 間に t: 間 は 嫁 獄を想 はせ る ほどの 大爆發 の 姿 を 月光の 前に 展 げた 。 

月の 下 を 五六 人の 若者た ちが 淺 間に 登って 行った が、 さぞ 恐ろしい 火 石の 洗靈の 下に おびえつ k ある ことで あらう。 

或 ひ は 刹那に 熔岩に 燒 きつく された であらう か。 そんな こと を考 へながら 冲 天の 炎と 噴煙 を ながめて ゐ ると 自然の 偉 

大 なる 力と 人間の 運命の はかな さに ついて 今更の ごとき 感慨が 湧く。 

淺 間の 根 腰に 峯の 茶屋と いふ 山の 小屋が ある。 沓掛ゃ 追分 口から 淺 間に 登る 人た ち はたいて ぃ峯の 茶屋に 休憩して、 

いよく 淺 間の スロ， 'プ にか、 る ことにな つて ゐる。 昨夜 は 屋根 を 貫き、 床 を 裂いて 雨の ごとく 落ちて 來る火 石の 下 

に、 親子 五 人が 泣きながら 抱き合つ たとい ふ 話も聽 いた。 三日 前 わたくしが 峯の 茶屋 を 訪れた 時 は 三人の 子供が 一 つ 

の {4! 箱の なかには いって、 折からの 冬の やうに 寒い 山風 を 避けて 遊んで ゐた。 そして わたくし を 見て 羞恥みながら 笑 

つて ゐた。 

幸福な 靜寂 そのもの. - やうな 山の 生活に も 恐ろしい 運命 は 押し寄せる。 たヾ しかし 如何なる 場合に も 父と 子と ある 

ところ、 母と 子と あると ころ、 夫と 妻と あると ころに はかならず 八 間の 美し さが 描き出さる、。 「もし 人間な くば a: 然 

は 空漠た る ものな らん」 といった 詩 入の 言葉 を 思 ひ 出す。 人間と 人間と が 相 接する 時、 そこに 醜き 墮 地獄の 世 が 現 
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よる  こと も ある。 と、 同時に 神の 國も現 はる. -。 否、 人間と 人間の 間に ありて は 時として 神 以上の 美しき 世 3^ 力 生 

み 出さる ，^。 

今朝 黎明 とともに 間の 嶺は靜 かな 秋の 山を靑 空に くっきりと 浮 さ 出さ して ゐる。 山 は 常の ごとく 雪の ご とく 白き 

煙 を 吐いて ゐる。 木 鳥 は 木 をつ \ い てゐ る。 

何とい ふ靜 かな 秋の 山で あらう。 

わたくしの 陶には 親子 五 人が 抱き合って 泣いた とい ふいた まし い、 しかしながら 最も 美しい 人生の 姿の スか永 に 

% みつけられて ゐる。 

數日前 わたし は 日暮れ ころの 沓掛の 町 を 歩いて ゐた。 

一頭の 仔 馬が 原の 牧場から 村の 方へ かへ つて ゆく の を 見た。 

仔 馬の 可憐なる 姿 はいつ も わたしの 心を惹 きつける。 

わたし は 町の 八百屋に 走り こんで 胡 蘿葡を 買った。 

しかし わたしが 三本の 胡 If 葡を 手に して 往来に 出た 時 は 二 頭の 仔 馬 はすで に 町外れの 橋 を 渡り 終って ゐた。 

わたし は 三本の 胡 羅葡を ポケットに 入れた ま、 家に 歸 つて 來た。 

わたし は 寂しかった d 

わたし は S 日の やうに 高原の 牧場から 村の 方へ かへ つて 行く 牧場の 馬 を ながめて ゐる。 

HJ の 原を懷 切って ゆく 仔 馬の 可憐な 姿 は 山の 生活 者に とって は 快き 救 ひで ある。 


日の 春 
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昨日の 朝 わたし は 仔 馬の 姿 を 芒の 原に 見出した。 

わたし は 二 本の 胡 羅蔔を 握って 馬 を 追つ かけて 行った。 

「仔 馬に 胡 薩葡を たべさして ください。」 わたし は 馬 を つれて ゆく 者に 聲を かけた。  . 

「仔 馬 は a を 飲ん でんで、 胡 蘿葡は 喰べ まいよ ご さう いって 若者 は 一 本の 胡 魏 葡を 厄介 さ-つに 母 馬の 口 へ 押し込ん 

だ。 母 馬 は 半分 噙 ベて 半分 を 地に 落して しまった。 馬方 は 落ちた 胡羅葡 をい まくし さう に 見た ま、 行き過ぎて しま 

つた。 わたしの 心 は 暗く された。 

直ぐう しろから 1 人の 老 牧夫が さらに 一 頭の 馬 を 鬼いて 来た。 

「お爺さん これ を …… 」 といって わたし は 抱へ て ゐた胡 羅葡を 老人に わたした。 

「これよ 結耩な もの を …； 」 押しいた きながら 老 牧夫 は 胡 羅葡を 馬に 嚙 ませた。 そして 若い 牧夫が 捨て" 行った 胡 

羅葡を 拾つ て 丁寧に 砂 を 落しながら 默禮 して 行った。 わたしの 心 は 明るく された。 

わたし は 芒の 原を橫 切って ゆく 二人の 牧夫に ついて しばらく 考 へて ゐた。 

或る日 わたし は淺 間の 根 腰 を 越えて 六 里 ケ原を 歩いて ゐた。 

淺間は 曇り、 白 根と 四阿 山の いた V きに は 白い 雪 が 徂徠し てゐ た。 

淺間 葡萄 や 甘露 梅の ぎ を 摘みながら わたし は 吾妻の 方へ 歩いて ゐた。 數 里の 間た V 別 去の 茶屋と 牧場の 家が 二三 軒 

あるば かりで、 昔 はよ く 追剝が 出た などと いはれ てゐる 土地 だけに 人の 影 も 見えない 

突然 わたし は 遠い 芒の 原の かなたに 一 人の 旅人 を發 見した。 

二十 分、 十/ a …… かれと わたしの 間 は 近づ げられ て； 仃 つた。 かれは 白い 手 甲 を 穿め てゐ た。 かれは 老年の 巡禮 であ 
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つた。 

かれと わたし は 六里ケ 原の 一 本の 夜叉の 木の 下で 逢った。 襟に は 白い 布に 高野山と いふ 文字が 見出された。 

わたし は 「御 報謝 …… 」 といって 紙に 包んだ 銀貨 を かれの 掌に 載せて やった。 

かれは 懷から 鈴 を 取り出して 經を誦 み はじめた。 二 丁 三 丁 歩いて 振り か へっても © かれは わたしの 方 を 向きながら 

經を誦 んでゐ た。 

かれは 最後に 丁寧に 頭 を 下げて 淺 間の 方へ 歩いて 行った。 わたし は 白 根の 方へ 道 を 急いだ。 

わたし は 数日 前 胡 蘿葡を 丁寧に いた r いて 馬に やった 老 牧夫と、 今 逢 つ た ばかりの 巡體 のこ と を 思 ひながら 六里ケ 

原 を 歩いて 行った。 

^界が 明るく された やうな 氣 がした。 

人間が 生きて ゐ るかぎ り、 人と 人と 接する かぎり、 そこに は 美しい 心の 世界が がかれ る." • 


曰の 春 


mi 


夜明けん とす 

夜明けん とす 

草原 微風 吹きぬ 

涯 なく 徴風 吹きて 夜明けん とす 

東方の 光り 西方の 白雲 

偉なる 哉曉の 天地 

直 を 開け 

曉天逾 星 あり 燜吁 として わが 魂 を淨む 

黎明 白雲 あり 悠々 として わが 神 を 養 ふ 

悠久の 夜明けん とす 

草原 微風 あり 

曉天徵 光 あり 

草 を 歩み 直ちに 大地に 祈らん 

天 を 仰ぎ 直ちに 天を拜 せん 
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聖 なる 哉 黎明の 勞働 

われ 等^ 默 して 聽 かん 

草 を 刈る 靜 かなる 鎌の 音 

地 を 打つ 靜 かなる 敏の音 

幽玄なる 眞理の 愛 昔 

天 はるかにして 神の ごとく 

t.. 靜 かにし て われ 等の 勞働を 待 つ 

黎明の 微風 はわれ 等の 勞 i! を 微笑め" 

黎明の 苴原 はわれ 等の 尊き 聖墳 なり 

黎明の 大地 は默 したり、 偉なる 哉 

悠久の 生命， 光耀、 翹望、 1, 悉く したる 黎明の 大氣に 在り 

われ 等 耕 it に 立ち て 黎明の 大氣を 呼吸せ ん 

われ 等默 しつ . ^黎明の 耕 野に 働かん 

われ 等 は 黎明の ごとく 靜 かに、 黎明の ごとく 默 しつ、 地に 在り 

明の 朗 なる 光り は 我等の 魂に さ 、やく 


口の 春 
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爽快なる 哉 黎明の 大氯 

われ 等 は 黎明の 心に 牛： きん 

われ 等 は 黎明の 光りに 生きん 

われ 等 は 黎明の 鍵理 に 生きん 

われ 等 は 黎明の 土に 生きん 

露、 草に ありて 璧 よりも 靑く 

大地 杳々 われ 等の 勞働を 待つ 

大地 は 太陽の 耕作地、 また われ 等が 勞 働の 聖地な り 

太陽 は 一 日の 勞 働にか^ やけり 

太陽 は 一瞬の 小 止みな くして 山に 照り、 草原に か にやく。 

われ 等 また 太陽の ごとく 働かん 

太陽 は 凝滞す ろ 所な く 天空 を 走り、 燃 ゆ 

われ 等 亦 一 瞬の 停滞な くわれ 等の 理想に 向つ て 燃えん 

太陽 は 永遠に 若し 

太陽 はわれ 等の 伴侶な り、 

われ 等 太陽の ごとく 默 しつ 、、 太陽の ごとく 朗 かに 一 切の 生存の 上に か やかん 
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夜明けたり 

東方の 光り、 西方の 白， 案 

われ 等黎 s; の 幸福なる 勞働を 終 へ たり 

聖 なる 哉 淋漓たる 琉汗、 快き 疲勞、 朝の 微風 

草原 は 海よりも 靑 くわが 魂に 微笑む" 

若き 太陽 はか^や けり 

われ 等 太陽と ともに か r やかん 

小鳥 鳴きぬ 

山 か^ょ ひ  - 

空 はるかにして わが 神 を 養 ふ 

見よ 太陽 はわれ 等の 耕 野に 悠久の 眞理と 永遠の 生命に 燃 ゆ 

われ 等 4^ の 太陽 を拜 しつ >"g 國の 土に 生き、 

肌 國の土 を 耕さん 

われ 等 tfu の 野に ありて 1 歩の 土 を 耕さん 時 われ 等の 祖國に 一 歩の 光り めぐまれん 

人生の 虚名す ベて 滅ぶ。 

土に さ \ けられた る われ 等の 勞働、 われ 等の 感 S のみ 永遠に 美しき 祖國の 姿と なりて か V やかん- 

われ 等 は 穴 T: 名 を 欲せず 


春 
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われ 等 は 黎明の 大地の ごとく 默 しつ、 極-力ん 

われ 等は默 したる 誠實と 熱意と 若き 日の I と 理想と を 祖國の 大地に さ、 ぐ • 

朗 かなる 哉、 祖國の 大地 ー 
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春の 讃美 

水 もぬ るむ。 地 もぬ るむ。 

せり  -JUL  > 

川柳の 新 芹の かをり、 燈心 草の すいくと 仲び たる 影す ベて 春の 心に 躍る。 小川に 磯 を 拾うて その 一 つく-に 

經文を 書いた 古人の やさしい もの 靜 かな 物語 を 思 ふの も 春の 日で ある。 春 は 花の ごとく 明るき が， つちに 秋に もま さり 

たる 靜^ とわび しさ をた ゝ へ てゐ る。 

十月 の 末から 窻を 埋め る ほどの 雪に とざ され て 長い 冬 を 過ご さなければ な ら ぬ 雪國の 子供た ちが、 赛の 訪れと とも 

にわ づ かに 見出さる、 南の 山の 土の 肌 を a- つけた 刹那の よろこび、 魂の 跳躍 を 想像す ろ だけで も 春の 光り、 春の 風の 

ありがた さ をし み <\ と 感ずる こと はでき る。 春が 來た。 北の 國の 子供 等 は 春の 日が 暮る. - まで 黑き 南山の 土 を 踏ん 

で 躍る。 

土 はわた したち の 素足 を 待って ゐる。 草 は 可憐な 小娘た ちの ビク ニック を 待って ゐる。 柔 かな 風 は 子供 等の 歌 を 待 

つ てゐ る。 

花が 咲く。 西 行 法師で はない が芳 野の花 も 見たい。 平 泉の 花 も 見たい。 「身 を わけて 見ぬ 稍な く」 花 を 見たい。 恐ら 

くこれ は 萬 人の 心で あら 5。 春 なれば こそで ある。 もし ファゥ ストの 囘 春の 魔藥が あると すれば 春 そのもの. - 不思議 

なろ 力で あら 5。 老も 若き も 花に 醉ふ。 春に 醉ふ。 ありがたい 力で は ある。 そこに は貧愁 もない、 狡智 もない。 人と 

い ふ 人す ベ てが 春の 光りに っ& まる 、時 子供 等の ごとく 魂 を 躍らし、 生く る ことの うれし さに 泣く。 

戀 こそ 人の 心 を 美しく する もので あろなら ば 春 こそ また 人の 心 を 美しく する。 春の 靑 空の 下で は 人 すべてが 子供 等 


の 魂 を とりもどす。 花 下に は惡人 はない。 花に 醉ふ 時 入. な-われ もしみ ぐと 同勞同 苦の はらから であると いふ 感じに 

打 たれる。 

「ねが はくば 花の 下にて」 春 死なん の 歎は芳 野の 夕 を 歩く 人、 嵐 山の 黎明 をた どる 人々 の 誰もが 感ずる ことで あらう。 

秋 を わび、 冬 を 忍びて 生きて 來 たの もけ ふの 春の 曰 を 待たん がた めで あり、 け ふの 花 を 見ん がた めで ある やうに も 

思 はれる。 もし 人生に 春の 日の 光りがなかったら >  春の 告天子の 歌がなかったら、 何で 生きる とい ふことの うれし さ 

が あらう。 

雪 深い 北の 國の 人々 が 解け はじめた 雪の 野中に まばらく に靑 草の 地 を 見出して は 小 を どり する であらう 心 を、 わ 

たした ち は 一 枚々々 の 庭の 木の葉の 上に 落ち か、 ろ 春の 日の 光りに も 感ずる ことができる。 

見よ、 名 もな き 小 草 も 可憐なる 蕾を虔 しげに 解け か 、つた 雪の下に 抱いて ゐる ではない か。 

泰の 日の 光りが 窻 の^子から も 煤けた 障子から も靜 かに 落ちて 來る。 靑ぃ 大空の 下で 兩手を ひろげて 春の 光り を受 

け 取る がい、。 何とい ふ ありがたい 日の 光りで あらう。 草の葉 も、 片々 たる 落花 も その 一 つくに 春の 光り を 浴びて 

生きた る もの 、よろこび、 滅び ゆく もの.^ わびし さを充 足れる 心に さ、 やいて ゐる。 南國の 古い 港町の 天、 王 堂で、 

"sw つ、 

聖母の 前に 跪：^ てゐる 美しい 女 を 見た の も 春の 曰であった。 長い if 髮 からな よ やかな 全身 を 雪白の ヴ H 1 ル に掩- つて 

ゐ るかの 女の 全身 をステ ー ンド. グラス を 透して 流れ 落ちる 春の 曰の 光りが つ.^ んでゐ た。 わたし は 聖母に もま さって 

その 女 を 1： しいと 思った。 春 は 一 切の もの を 麗しく 尊く よみが へらせる。 

春！ 麗しき 春、 か やかな 春！ うれしき 春、 され どまた 悲しき 春。 二十 年の 昔に 見の こした 春の 夢が 今 わたし 

の 胸に よみが へって 來た" 花が 咲く、 地 はぬ るみ、 水 はぬ るむ。 わたしの 思 ひ 出の 淚も 亦。 

人々 よ 子供 等と ともに 大地 を 踏め。 草に 寢ょ。 蒼 {- ^を 仰げ。 
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春 春-春。 一切の 憂 IS の 面紗を かなぐり すて \ぃ のち かぎりに 兩手を ひろげて 春の 日の 光り を 受け K らし。 洞然 

として 春の {- ^は 遠く わが 胸 は 疼く。  ， 
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曰 


人生に 對 する 二つの 立場 

ま- Mi 

C シャの 文舉者 アントン. チエ-ホフ (一八 六 〇 —— 一九 〇四) の 記念祭が このごろ 方々 で 催されて ゐる。 洵 になつ 

かしい 氣 がする。 

1 時 ソヴィ ェ ー ト • B シャ では チ ェ 1 ホフの 作品 を讀 むこと を 禁止した とい ふこと さへ 聽 いたが 恐らく  iK だけの こ 

とで あらう。 しかし ともかく あの 懐疑 的な 人生 否定的な チ ェ， ホフが 肯定的な 今日の n シャを 支配して ゐる 人た ちの 

心と ぴったり としない こと は 想像で きる。 この 際 チェ 1 ホフの ための 講演 會が 開かれ、 記念祭が 催される とい ふこと 

だけで も、 文學界 のた め、 一般の 文藥 愛好者の ために うれしい ことで ある。 

チェ ー ホフの 文學の 基調 はいふまで もな く、 悲しき 笑 ひで ある。 憂 S なる 微笑で ある。 捨てん として 捨て さる， 人 

生の 愛し さで ある。 人生の なつかし さで ある。 人間の あはれ さで ある。 人生の なやまし さで ある。 

養育 院の 硝子 戶 のなかに 閉ぢ こめられた 少年 は 不阖牡 蝶と いふ ものに ついて 咄を聽 く。 牡蠣と いふ もの \ 形、 昧に 

ついて 少年ら しいい ろくの 想像 を 描く。 かれは 終に 硝子 戶を 破って 町 を 歩く。 偶然 牡螺 料理：！ の 前に 行きつ いて、 

牡蠣 を fr へて ゐる 紳士 を發 見す る。 かれは 好奇心に 燃えた る跟 をし ばた、 いて SI を ベて ゐる 紳士 を 見つめる。 紳 

士は それと 氣 付いて 少年に 牡蠣 を あたへ る。 少年の iti- 想と 好奇心と 冒 險心は 一時に 充 たさる- -。 少年 は 牡 螭を食 ふす 

ベ さへ 知らぬ。 しかし そんな こと は 間 題ではなかった" かれは やに はに 堅い f ぬ ごと かちり と 牡蠣 を嚙み 割って しまつ 

た。 いかにも 笑 ひの 爆發 である。 悲しき 笑 ひで ある" 涙ぐましき 笑 ひで ある。 

四十 代の 男 はたいて いの 場合 一度 は 家庭生活に、 結婚 生活に 欠伸 を 感ずる ものである。 三十 代の 女 もまた。 危險は 
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この時代に^^む。 家庭生活に 欠伸 を 感じた 男 は 或る 海岸に 出かけて 行って 毎日 同じ 濱を 歩いて ゐる。 同じ 氣 分に 囚は 

れた 一 淑女 は 毎日 犬 を つれて ci: じ 濱を步 いて ゐる。 二人 はいつ となし にお 互に 時間 を はかり 合って 同じ 海濱を 歩く，' 

最後に は 言葉 を 交 はす。 食事 をと もに する やうになる。 同じ ボ ー トに乘 つて 戀 人の ごとく 語り合 ふまでに なった。 し 

かし その 日 淑女 は 急に 夫からの 電報で 町に か へらなければ ならなかった。 男 も 海 St を 捨て、 妻の 家へ もどって 行った。 

家に は 妻が あり、 子供た ちが ある。 男 はどうしても 海岸で 逢った 女の こと を 忘れる ことができない。 男 はふた k び 

家 を 出て 淑女の 町を訪 ふ。 毎日 女の 大きな 邸の 前 を 往き来す るが 女の 顏を 見る こと もで きない。 それでも 仕 合せな 偶 

然 から 男 は 女 を ホテルに 待つ ことになる。 男 はいかに も その 朝の 幸福 を ふかく 感じた ことで あらう。 女は來 た。 二人 

は戀 人の ごとく 語った。 しかし、 かれ 等 は、 つ ひに 數 人の子 供の 父で ある こと を 悟らなければ ならなかった。 妻で あ 

る こと を 知らなければ ならなかった。 寂しき 別れで ある。 なやましき 憂 ii が 二人の 戀の 結末であった。 チェ， ホウの 

联り扱 ふ 戀のカ 弱さ、 はかな さ、 あはれ さ。 

若い 砲兵 士官 は醜& であった。 かれは 未だ かって 異性の 接吻 を經驗 した ことはなかった。 或る時の 行軍に かれの S 

する 砲兵 陵の 士官た ちは縣 知事の 夜會に 招かれた。 若い 砲兵 士官 は その 夜 知 專官舍 の 暗がりの 中で 若い 淑女の 突然の 

接吻に 恵まれた。 かれは 生まれて はじめて 美しい 女の 接吻に 魂 飛ぶ ほどの 經驗を 感じた 0 かれは 舞踏室に 於け る 美し 

き 封 手 を 待って ゐた。 しかも 最後まで かれはつ ひに 一 人の 封 手 を も 持つ こと はでき なかった。 若き 士官 は 人 まちが ひ 

の 接吻に 氣 付かざる を 得なかった。 笑 ひの 爆發 である。 しかも 何とい ふいた ましき、 何とい ふ氣の 毒な 笑 ひで あらう。 

チェ， ホフの 作品の-つち 最も 美しく、 最も ほ >1 笑まし く、 最も 尊き もの 丄 一 つ は その 「愛する 者」 であら 5。 

若き 1 人の 女 は 劇場の 舞毫 監督と 結婚す る。 かの 女 は 幸福で ある。 「みなさん 世戶ル 中で 1 番 えらい 人 問 は、 幸福と よ 

ろ こび を 人類に 與 へる 芝居 を 監理す ると ころの 舞臺 監督 です。 あたし は 舞臺 監督 の 奥さんです。 みなさん も 結婚 をな 
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さるなら 舞臺 監督と 結婚 をなさい！ 」 といった 意味の こと を 語つ て は 自分自身の 幸福感 を滿 喫して ゐる。 六 ヶ月の 幸 

福な 結婚 生活の 後舞臺 監督 は モスク ブ に 出かけて 行く。 その 夜 偶然に も 夫の 悲しき 死に ついての 電報が 女の手 許に と 

どく。 女の 悲歎 は 想像す る ことができる。 かの 女 は 一生 自分の 魂 を 黑ぃヴ ェ，' ルと淚 で掩ふ 決心 をす る。 かの 女 は 毎 

日 亡き 夫の 墓に 詣づ る。  . 

かの 女の しほら しい 姿に 見 とれた 一人の 材木屋の 主人 は 結婚 を 申込む。 女 は 最初 結婚 を 担む が、 男の 熱心 さに ほ だ 

されて つ ひに 再婚す る。 女 はふた \ び 幸福で ある。 「みなさん 世界中で 一番え らい 人間 は 材木屋の、 王 人です。 人類に 幸 

福と よろこび を あたへ る 劇場 も 學校も 敎會堂 も 材木で 出来て ゐ ます。 あたし は 材木屋の 主人の 奥さんです。 みなさん 

も 結婚な さるなら 材木屋 の 主人と 結婚 をなさい。」 かの 女 はいつ も かう いった 風な こと を 語る。 

三年の 幸福な 結婚 生活が つ 父く。 かの 女 は 愛の すべて を 夫に そ \ ぐ。 不幸に して 材木屋の 主人 も 死ぬ。 ふた \ ひか 

の 女の 不運な 日が つ 父く。 

三度 目に 結婚した 男 は 薄情 者で、 かの 女 を 捨てる。 

八 年後で ある。 かの 女 を 捨て X 行った 男 は 他の 女との 問に 生まれた 子供 を 連れて かの 女 を 訪れる。 かの 女 は 仇し 女 

が 生んだ 子供 を よろこんで 育て上げる こと を 承諾す る。 

s ち 

子供 は學 校に 通 ふやう になる。 女の 愛の すべて は 子供の 上に そ.^ がれる。 女は沂 所の 人た ちに 向つ ていふ。 「家の 坊 

や はもう ラテン語 を 知って ゐ ます。 フランス語 を敎 はって ゐ ます。」 萬 事が 子供の 自慢で ある。 やがて 子供 は 大學に 通 

ふ ほどになる。 かの 女 は 立派な 大學生 を とらへ てな ほ 「坊や 坊や」 といって は學 校の 往き来に も 一緒に, いて 行く。 

大舉 生の 鼻下に は 薄い 口髭が 生えて 来る。 「家の 坊や はもう 可愛い、 口髭が 生えて 来ました よ。」 といって は 近所の 人 

たちに 自慢 をす る。 かの 女 はた V 1 人の 靑年 のために すべて を擲 つて、 よろこびと 幸福の 生活 を 感ずる。 
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この 作品に ついては トルストイ は あら ゆろ 讚 辭を呈 して ゐる。 チ  <1 1 ホフの 作品の 5 ち 恐らく この 作品 は 最も 朗か 

な もので あらう。 かれの 憂鬱な 悲しき 笑 ひが、 最も 明るい 笑 ひにまで 成長して ゐる。 人 は 人 を 愛する ことによ りて、 

父 は 子 を 母 は 子 を 愛する ことにより てはじめて 人生の 救 ひ を 見出す。 人が その 愛する 對手を 持つ とい ふこと はすで に 

尊い 救 ひで ある。 不運な 天才べ ー ト，. H ン はた V 1 人の 甥 をた よりに 生きて ゐた。 かれの 甥 はかならず しも 善良な 親 

切な 男ではなかった が。 

愛する 父 を 持ち、 愛する 妻 を 持ち、 子 を 持って ゐる 人た ち は、 それだけで すでに 立派な 救 ひ を 見出して ゐる箬 であ 

る。 チェ， ホフの 「愛する 者」 はわた くした ちに 最もよ くこの 眞理を 語って くれる。 

X 

チ ェ 1 ホフと ともに 思 ひ 出す の は 同じ 口 シャの 作家 アンド レイフで ある。 アンド レイフ もシ ヨウ ペン ハウ ェ ルの厭 

世哲！ ^の 幽靈 にと りっかれ た 人生 否定の 立場に ある 文學 者で ある。 かれの 名作 「歐 られる 彼」 は， 日 太の 劇壇で もしば 

しば 上演され た ことがある。 

人生の 一 切 を 否定した かれは 1^ 會 的な 地位 を 捨て 家 を 捨て \ 名 もな き 曲馬 讓に 入って、 毎日 一座の スタ， に 擲られ 

る ことによって 辛 5 じて 生きて ゐ ると いふ 意識 を經驗 して ゐる 。露ら れる職 築！ およそ 世の中に これほど 無能な 笑 

ふべき 職業 はないで あらう。 舞臺の 上で、 公衆の 面前で、 擲ら る. 1 彼 は、 翳ら れつ \ 笑 ふ。 見物 も 笑 ふ。 墓に いたま 

しき 笑で は ある。 アンド レイフの 笑 ひはチ ェ， ホフの 笑に 比して さらに 皮肉の 刺を藏 して ゐる ことに 氣 付く。 さらに 

深き 絕 望の 啤 き Si を聽 く。 

しかも これほどまでに 人生 を 捨て >- しまった 彼に、 なほ 人生 を 捨て 得ない 未練が ある。 未練と いふより はむしろ 人 

生 に 意義 を兑 出さん として ゐる 心と いつ た 方が 適當 であら う。 
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チェ， ホフ は 人生 を あはれ と H^、 虚無と 見ながら も 「愛する 者」 を 書いた。 明るい 人生の 救 ひ を 見た。 アンド レイ 

フ に 於いても わたくしたち は 同じ 氣 持ち を 感ずる ことができる。 

人生 一切 を 否定し、 家 を 捨て、 社會的 地位 を 捨てた 彼 はいふ。 「5 まく 生きて ゆく ことができぬなら、 せめてう まく 

死ぬ こと をせ よ。」 恐らく  r 擲られ る 彼」 の 主人公 は大學 の哲學 にも、 あらゆる 近代の 科學 にも、 社交界に も、 頭 を 突 

つ 込んで， 研究 もし、 働き もした ことで あらう。 しかし かれは 人生の 一切に 對 して 絕 的で あり、 否定的な 立場に のみ 

生きて 来らざる を 得なかった。 かれは 人生 を 捨てた。 

けれども 人生 はな ほかれ の 魂を惹 きつける 或る もの を 持って ゐた。 人生 をう まく 生きる ことができなかった 彼 は、 

人生の ために 5 まく 死ぬ こと を考 へた。 何れにしても 人生から 離る X こと はでき なかった。 かれは 曲馬 M の 美しき ス 

タ， の 一生 を 美しき がま &に 終らせん がた めに 先づ彼 自身 毒の 盃を飮 み、 同じ 毒酒 を 美しき スタ ー に飮 ませた。 金力 

を以て若き美しきスターの^1?操を購はんとしたブ ルジ ユア， の 毒手から、 彼 は 完全に 美しき スタ ー の 魂 を 救 ふこと が 

できた。 は 舞臺の 上に 立って 見物の 嘲笑のう ちに 生きて ゐた。 しかも 彼 は 尊く 死んで 行った。 一人の 若き 美しき ス 

タ-' の 人生の ために。 人生の ために！ とい ふ 言葉が 人生 否定 論者の 作品のう ちに 見出される こと は 面白い。 どの や 

うな 人生 否定 論者 もつ ひに 人生 を 捨てる こと はでき ない。 否， かれ 等 は あまりに 深く 人生 を 愛すれば こそ 一度 は 人生 

を 否定す るの だ。 

死ぬ まで も 人生 を 忘れ 得な か つ た. 彼、 人生の 尊き も の 美しき も の を 忘れ 得な か つ た 彼 は 立派な 人生 宵定の 勇士で あ 

つた。 

アンド レイフの 「大戰 中に 於け る 小人の 徵悔」 は、 さらによ くこの 否定 論者の 肯定的 態度 を 語って ゐる。 

ペトロ ゲラ， 'ドの 一 會就員 は a: 洲大戰 の 結果、 妻の 弟を戰 場に 見 S ちなければ ならなかった。 妻の 弟 はやが て戰^ 
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で 討死す る。 家庭内の 生活 は 急に 暗い 憂 1^ と絕 望に つ X まれて しま ふ。 同時に かれの 1 人の子 は 病死す る。 かれの 會 

社 はつ ぶれる。 かれは 失業者の 悲慘な 境涯に 耐 へないで 自殺 を はからう とする。 かれは 思 ふ 「人間 はた^ 一  つの 無意 

味な 細胞に 過ぎない。 この 刹那 歐洲 の戰 線で 幾お 萬の 人間が 死につ、 ありと いふ も實 はたた 意味な き 細胞の；^ 壞に過 

ぎない の だ。」 人生 は 意義 を 持たない。 かれは 毎日 城の ほとりの 流れに 沿うて 自殺の 場所 を 探して 步く。 

或ろ 朝 新聞 を讀 んでゐ て、 偶然に も かれは 敵軍に 虐殺され てゐる 母と 子の 寫眞を 見出す。 若い 一 人の 母 は！ に 吊 

されて 殺され やうと して ゐる。 雪の 中に 投げ捨てられた 嬰兒は 敵の 錢劍に 刺されながら も 兩手を 擧げて 樹上の 母 を も 

とめて ゐる。 母 は 殺されながら も 雪の 上の 嬰兒を 抱かう として 兩手を 地上に 伸ばして ゐる。 

天上の 母と 地上 の 人類 は 遠 い 昔 か ら 互に 兩手を 伸ばし て 相 抱き合 は ん として ゐ るの だ。 何時か は 天上の 母と 地上の 

人類 は 相 抱く ことができ る^だ。 人類の すべ ての 忍苦、 すべての 稿牲は その 恵まれた る rn を將來 する ための 尊い 仕事 

なの だ。 

「今、 戰 場で 滅びつ & ある 人々 の 仕事 はやが て 人類の ために この 惠 まれた 日 を もたらす ための 尊い 牲 なの だ。」 かう 

いった 人生に ついての 考へ 方が 忽然と して 會 社員の 頭に S いて 来た。 かれは はじめて 人生に 對 する 勇. H らしき 第一歩 

を 踏む こと を 知った。 

かって 1 切 を 否定し た アンド レイフが かくの ごとき 人生 肯定の 立場 を發 見す る に 至った の は 面白い ことで ある。 

あまりに 人生 を 愛する が ゆ ゑに 人 は 時として 人生に 絕望 する。 しかし われ 等の 人生 は絕 よりも さらに 大きな 15? 望 

と 光明 を ひそかに われ 等の 胸に よみが へらせる。 

一度 も 二度 も 正直に、 偽らず 人生に 5^ 望す るが い X。 

しかし 人 牛； を 愛する こと を 忘れて はならぬ。 


大 なる 愚. 自然の 心 

最近の 文學 傾向の 著しい 1 つの 現 はれ は 自然 忘却、 自然 默 殺の 風潮で ある。 自然 を描寫 せず、 自然 を 語らない こと 

がむ しろ 新しい 文學、 尖鋭なる 文舉的 意識の：^ 恃 であるかの や 5 な 概念 を さへ あた へられて ゐる。 

しかし この種の 傾向 は 決して よろこぶべき 現象で はない。 人生に 對 する 一部の 文昆 者た ちの 視 が 偏 曲し、 狭めら 

れ、 歪に せられた 結果で あると いはなければ ならぬ。 文舉者 自身の 生活が 餘 りに 都會的 となり、 機械的と なり、 主義 

的と なった^ 果に 他なら ぬ。 

いつの 時代に 於いても 1 の 偉大なる 先驅 者が 存在す ると 同時に あまりに 多くの isi 流 的文舉 者の 存在 を 否む わけに は 

ゆかぬ。 職業意識に 賢き 小 S 術 家、 似而非 文舉 者た ちが 臆面もなく 時流に 媚び、 時好に 投 ぜんとす る あさまし さは 何 

時の 時代に も 見出さる X。 

今日の ほとんど すべ て の 新聞 小說、 或 ひ は 大衆 的な 雜 誌の 創作が 階級 闘爭 を目當 てと して 描かれて ゐる ことに 對し 

てわたく し はむしろ その 雷同 的な、 流行 的な、 世俗に 媚びん とすろ 態度 を氣の 毒に 思 ふ。 階級 鬪爭と 同時に 頭 を if け 

て來 たものに 唾棄すべき エロチック 本位の 文學が ある。 この種の 文學 は、 代の 蕪 i な惡 趣味な 都會 文化が 生み出し 

たる もので あり、 そこに はかくの ご とき 文學が 生まれ 出で なければ ならぬ 必然性 の 潜在 を 認めない わけに は ゆかぬ が、 

Iry しきもの は 正しく、 正しから ざる もの は 正しから ずと 見る ところの 批判 を 下す とい ふこと は、 われく にと つてい 

つも 大切な ことで ある。 

人が 人 を 離れて 存在す る ことが 不可能で あると 同漾 に、 人 はまた 自然 を 離れて 存在す る こと は 出 米ない。 いかに 都 
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會 中心の 文學が 自然 を默 殺しよ-つと つとめても、 太陽 は 照り、 大氣は 人類 を はぐくむ。 

.H 然を 忘れん とする こ と は {G ら 人生 そ の もの を S 所に 導く 生き 万で ある。 人生 そ の もの を 蜜 息せ しめんと する 生き 

方で ある。 人生 を&; しくし、 人生 を 不具なら しめんと する 生き方で ある。 

ギリシャ 民族 は 人間の肉 體 のうちに 神 以上の 美しき もの、 尊き もの を發 見した。 かれ 等に 一塊の 大理石の 中に 美し 

き 自然の 生命 を 流動せ しめた。 かれ 等 は、 無 生の 塊に 生侖を あたへ た。 

さ ら に 伊太利 に 於け る 文 藝復與 期 の 藝術家 たちの 間に は、 從來 ほとんど かへ り 見られな か つ た 草木 流水 の 間に 無限 

た e: 然 の 魅惑 を 見出した もの があった。 たと へば レオナルド .ダ • ギン チの 人物 fi の 背景と し て 描き出された 草花 や、 

細流 はすで に t バ 代の 風景 賨に見 W さる \ 自然 そのもの 、獨自 の 生命と 惯 値と 神 祕さを 語って ゐる。 

裸 形の 人 Si にの み 自然 a: の 美と 貴 さと 神 祕さを 感じて ゐた S 術が、 さらに 1 草 一石の 間に 自然 の 美と 貴 さと 祌祕 

さ を 見出した とい ふこと は 人類 生活に とりての 犬なる 發見 であり、 收 獲であった。 人間 も 自然で ある。 草木 も 自然で 

ある。 人體 の.：：！ 然 から， さらに ilij 木 風水の 自然へ と 人間の 智慧が 新ら しい 界を 切り 拓 いて 行った ことによって 人類 

の 生活 は どれほど 豐 かにされ、 深く された か 知れない。 

自然 は 天と地 1 切 を 内包して ゐる。 1 切の 美と 費 さと 神 祕を湛 へて ゐる。 自然 はすな はち 古人の 太虚 そのもの であ 

ろ。 太虚に 歸 する ことにより てわたく したち は はじめて、 正しき 生き方 を 見出す ことができる。 太虚 は 人 の 一切の 

小智 小我 を 脫ぎ捨 てた る 境に 於いての み 感ず る ことができる。 

天と地の 間に は 法則 はない。 存在す る もの は 法則 以上の 法則で ある。 大法で ある。 小智 小我 は人爲 的の 法則に 準據 

しての み 生きる こと を 知って、 大法に よりて 生きる こと を 知らない。 眞に 天の 高き を 知り、 地の 悠久 を 知る ことので 

きる もの は 大法 を感 iJ する 人々 のみで ある。 入爲の 道德、 道義の みに よりて 生きよう とする 時、 かれ 等 は 却って S 絵 
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を 破り 道義 を 見失 ふ" わたくしたちの 社會に は道德 以上、 道義 以上の 大法が 嚴存 して ゐ なければ ならぬ。 

神の 道を說 くと ころの 人々 が往々 にして 偏狭な 人 ij^ を 生き、 人間の 道を說 く道學 者た ちが かへ つて 自說 に淫 して、 

眞 の 生く ベ き 道 を 見失 つて ゐ るの は 心を虚 にして 天地 そのものの 大法に 觸れ てゐ ないから である。 道德 なき 世界 に 道 

德が あり、 宗敎 なき 世界に か へ つ て 神 を 見る ことができる。 

自然 は 常に 默々 として 語らない。 しかも. W 然は絕 えず 一切の 生命 を あたへ、 一切の 美 を 生かし、 一切の 慈悲 を 垂れ 

てゐ る。 自然に は道德 はない。 しかも 自然 は道德 以上の 道德を 内包して ゐる。 

古の 人々 が 神 泉の 靈感を 信じた とい ふこと はまこと に 與味ぁ る傳說 である。 

gif 山 幽谷に 湧く 神の 泉の 水 を 掬み 来たる こと によりて かれ 等 は あらゆる €t を 癒す ことが できる と い ふ 堅 い 信仰 を 

持って ゐた。 この 古代人の 心理 は 要するに 太虚 そのものへ 歸 するとい ふ考へ 方の 一 表現で ある。 わたくしたち は 手 を 

さしのば して 太虚 そのものに 觸れ なければ ならぬ。 太虚 は 生命の 泉で ある。 一切の 命、 1 切の 力の 源で ある。 一切の 

法則， 一切の 道義. 一切の 愛の 故鄕 である。 

•0 ちう 

人間 异の 法則、 人間界の 道德 律と いふ やうな もの は所設 人間の 小智に よりて 作り出された 範疇に 過ぎない。 法則 も 

道 德律も 死せ る 物で ある。 道學者 必ずしも 道德 家なら ざる 所以で ある。 

太陽の 光りの ごとく 自然な、 こだ はりの ない 愛に 生きた 人間の 存在 を 理想と する 時 わたくしたちの 人生 は 明るさ を 

联り もどす。 

南風の ごとく あた. - かな、 自然 的な 人格の 存在 を 想 ふ 時 わたくしたちの 人生 はいかに 住み心地よ きこと であらう。 

笑 ふこと も 自然で あれ、 泣く こと も 自然で あれ、 憤る こと も、 愛する こと も 自然で あれ。 たと へば 微風の ごとく 自 

然に、 嵐の ごとく 自然に、 そこに 道德 以上、 法 以上の ものが ある U 
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鉢の 子 を 忘れて 悲しんだ 良 寬和尙 の 悲しみ、 床下に 芽 を 出した 一本の 竹の子 を 成長せ しむる ために 疊を り、 尾 

を 破って、 その ま  >- に 竹の子 を 伸びさして ゐ たとい ふ 良寬の 生活 は 露 似る にも 眞 似られぬ ほどの 尊い 自然 さ を 持って 

ゐる。 愚し いほ どの 尊 さ を 持って ゐる。 

一人の 禪僧は 山 を 越えて ゐた。 かれは 峠に さし か丄 つたころ 盗賊の 群に とら へられた。 かれは 請 はる \ がま \ にあ 

りった けの 金を賊 にわたした。 かれは 山 を 下って 行った。 不圖 かれは さらに 金 を 入れた 別の 囊を 持って ゐ たこと に氣 

付いた。 「わし は 嘘 をい つてし まった。 わし はま だ こ に 金 を 持って ゐ たこと を 忘れて ゐ た！」 iils はふた、 び 山 を 上 

つて 盗賊の 群 を 追うて 行った。 

いかにも 東洋 的な 揮 僧の 咄 では ある。 日本の 名僧ら しい 尊い 心がけで は ある。 

良 寬和尙 にしろ、 この 禪僧 にしろ いかにも 愚かな 聖僭 たちで ある。 世に も ありがたい 尊い 心の 人々 である。 わたく 

したち は あまりに 賢明な 生き方 をして ゐる。 わたくしたち は尙 少し 愚かな 古人 を學ぶ 必要が ある。 

現代の 都市 中心の 生活 は その 根 i™ とすると ころの もの を 持って ゐ ない。 據り どころ を 持って ゐ ない。 したがって か 

れ等は 不安と 焦躁のう ちに 自ら を 苦しめつ.^ 生きて ゐる。 刺戟的で あり、 刹 § ^的で あり、 尖端 的と いふ やうな き はめ 

ザ. S じゃく 

て神經 質的な 蹄 弱さ を 聯想せ しむる あわた 父し さの なかに 生きて ゐる。 

わたくしたち は 人生 を 苦しまなければ ならぬ こと を覺 悟して ゐる 。しかしながら 同時に 人生 を樂 しむ こと を 欲する。 

人間の 一 生を修 IS 院の 中に 募す とい ふこと を 一 般の 人々 に强 ふること はでき ない。 人生 を 苦しまなければ ならぬ とと 

もに 人生 を樂 しむ こ とも われく の 特權 でなければ ならぬ。 けれども 今 曰の 都會的 無節操な S 廢 的な 人生 享樂 の 方法 

に對 して はわた くした ち は 人類のお によって 反抗し なければ ならぬ。 神經 質な 刺戟的 生活 の 中に のみ 生きる ことの 樂 

しみ を 見出さん とする 傾向 は 決して 健康な 人類の 發達を 約束し ない。 


わたくしたち は尙 一度 田園に 還らなければ ならぬ。 靜 かに 生きる ことの 樂 しみ を 見出さなければ ならぬ。 自然の 中 

にわた くした ちの 生活 を 引き もどさなければ ならぬ。 偉大なる 愚人の 生活 を學 ばなければ ならぬ。 都會 的な 末梢 神經 

に 生きん とする 生活 は 生命の 消耗 そのもの である。 歩一歩 深き に、 滋昧ょり滋味に入りて靜かに人生を昧ひっ 

しつ k 生きる こと を學 ばなければ ならぬ。 

一 莖の 草の葉 は 全世界 を掩ふ 草の 雜を 象徵 して ゐる。 一 曲線の 小波 は 全世界の 太洋 をつ &む 波濤 を象徵 して ゐる U 

かく 考 へる 時、 1 楚の 草の葉 を 凝視す る こと すらが いかに 尊い 生活で あるか を 感ずる。 

人生 は 無限で ある。 その美し さに 於いて、 尊 さに 於いて、 祌祕 さに 於いて。 

人間の 智慧の 镅手を 申ば しても 伸ばしても 人生 そのもの \ 尊 さ、 美し さ を 感じ 盡す こと はでき ない。 

一 楚の草 を 通して わたくしたち は 智慧の 觸手を 伸ばす こと を 忘れて はならぬ。 そこに 一 塞の 草の葉 を 通して 天と地 

の绿 さ、 神秘 さが 動いて ゐる こと を 感ずる であらう。 

路傍の 名 もな き 雜草を 凝視す るが い X。 そこに わたくしたち は 太虚 そのもの \ 生命が 流動し つ 、ある こと を 感ずる 

であらう。 

一枚の 木の葉に も 感謝の 心 は 湧く。 一掬の 水に も 感激の 心 は 動く。 人生への 感謝の 心 を 他に して は 人生 を樂 しむ こ 

と はでき ない。 父母に 對 する 感謝、 妻子に 對 する 感謝、 隣人に 對 する 感謝， j 莖の 草に 對 する 感激、 一個の 鉢の 子に 

對 する 愛，。 ：：： 眞に 人生 を樂 しむ 心 は そこに 潜んで ゐる。 一本の 竹の子 をい としが る 心、 失 はれた ろ 鉢の 子 を 悲し 

む、 ：30 この 犬なる 愚か さの 心 を 他に して 人生 を樂し む 心 は 存在し な い " 
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ス， r >1 ヴを 前にして 

スト I ヴ の 赤い 火 を ながめながら 考 へる となれば わたくしの やうな 人間 は つ い の ん きになつ てし まふ。 ま つ たく 冬 

の， 日の うれし さの I つ は 焚火で ある。 搰火 である。 瓦斯 や 電氣の スト ー ヴで はどう もさ ほどで もない が、 滑から 燃え 

て 來る柔 かな 火の 快 さは 魂の 底まで あた X めて くれる。 自然 暢然 たらざる を S5i ない。 

冬になる とわたく し は 自分の 書齋に スト ー ヴを 持ちたい と 思 ふ。 それ も 大きな 木 をく ベる ことの 出来る スト ー ヴが 

欲しい。 束 京で は "料の 關 係から 木 を 焚く スト ー ヴは あまりない かも 知れない が、 すこし 田舍の 方へ 引つ こんで 住む 

やうに なったら、 ぜひ そんな スト ー ヴを 作って 見たい。 

年々 われく の 生活から は搰 だの 柴 だのと いふ ものが 緣 遠くな つて ゆく。  二十 年 前まで は 冬の ころに なると 松戶ぁ 

，-* 

たりから 薪 を 9f りに 來 たもので あろ。 二十 把 一 圆 くら ゐで 買って ゐ たこと を 記憶して ゐる。 

ミ レ ェ の傳記 を蹟 むと 雪の 中に、 燃やすべき ス ト ー ヴの薪 もなくて うづく まって ゐ たこと が 書いて ある。 「おれたち 

は ともかく、 尙 少し 君が 遲く來 て くれたら 薪がなかった ので 子供た ち はこやえ 死ぬ ところであった」 とい ふやうな 怠 

味の 話 をして ゐる。 スト ー ヴの 前に^る 時、 わたくし は 折々 ミレ H の あの どん底の 困窮 時代の 話 を 尊く 思 ひ 出す こと 

が ある。 あの や， つな 先人の 話 はいつ 聽 かされても 氣 持ちの い  >  ありがたい 話で ある。 藝術 家と して ぢ つと 耐 へて 自分 

の 道 を 守つ て 行く 者に とって この 上 もな い 勇氣を あた へて くれる。 

力 アベ ンタァ の 何 か を讀ん でゐた 時、 かれが 汽車に 乘る。 汽車の 椅子 を 見る。 大工の こと を 思 ひ 出す。 キリストの 

父親が 大工 であった こと を 聯想し て ゆく。 といつ た 風に 聯想 か ら 聯想 へと 移って 行く 心 の 動き を 書 いた ものが あつ た 


こと を 思 ひ 出す。 スト， ヴの 前に 立つ ごとに ミレ ェを思 ふの もや はり 力 アベ ンタァ 流の 聯想の 一 つで あらう。 

ぁ& いった 自由 批評家 は 今の 世に は 殊に 必要で ある。 明るくて、 どこかに 詩が あり， S 想が あり、 何となく 間が 拔 

けた 魔 揚 さが ある。 バ アナ アド .シ ヨウに したと ころで やはり、 その 皮肉の 底に は 何とな しに あた X かな ュ ゥ モアが 漂 

うて ゐる。 

昨夜 來客 があった ので 久し振りで 蓄音器に 文 樂の淨 瑠璃と ベ？ ト ー,H ンを かけた。 文 樂の絃 は 殊にい X。 ベ ー ト， 

ゴン もい \。 

いつで あつたか 若い 音樂 家に 日本の 三味線の 持つ 味に ついて 語った ところ、 かれは どうしても わたくしの 言 紫を受 

け 容れる ことができなかった かしてた 笑って ゐた。 日本の 三味線の 味を淺 いもの 萆 調な もの 上滑りの ものとば かり 

考 へて ゐ るら しい。 ほんた うな 味 は 單に複 雜ゃ單 調な ことば かりで は きめられない。 すべての 藝術 がさう だか。 

ベ ー ト ー ヹン にした ところで 今日の 人た ちの ものに 比 ぶればず ゐ ぶん 單 調で ある U 簡素で ある。 だが その 底に 魂が 

顫 へて ゐる。 魂の 太い線が ある。 思 ひ 切って 晴 いもの、 思 ひ 切って 沈んだ もの、 思 ひ 切って 靜 かな 魂が ある。 たいて 

い のす ぐれた 藝術、 古典的な 藝 術に 共鳴し な いとい ふの は 味が わからな いからで ある。 苦しんだ 修終 がな いからで あ 

る 0 

時流 を 追 ふこと は 賢い 人 たちのす る ことで あるか も 知れない。 しかし そんな 人 は 一 生 時流に のみ 追 はれて ゐ てほん 

たうの 自分 を 持つ こと はでき ない。 自分と いふた 1 つの 存在 を 見き はめる こと さへ 1 生か & つても なかく の 大き 

な 仕事で ある。 三十で 見た 人生、 四十で 見た 人生、 何處 まで 行って ほんた うな ものが 摑め るか。 右 顧 左 g する 必要が 

何處 にあら う。 容 れられ なければ 容 れられ ない ま&に 死ぬ までの ことで ある ^ 藝術 もつ ひに は 滅びる" せめて 生きて 

ゐる間 だけで も 自分の 本心 本性に 隨 つて 生き、 もの 言 ひ、 作って 行く こと をしたい。 
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どの やうな. 王 義に歸 して ゐ ようと、 どの やうな 傾向で あらう とい \ もの は 必ずい 、。 人間が 主であって 主義 は 決し 

て 主で はない。 

立ち 場の 相異 のために せっかくい 、物 をい、 と斷 言す る ことので きない や-つな 窮屈な 範疇の なかには 生きた くな 

、 0 

西洋に もい、^ が ある。 支那に はさら にわれ く 日本人に 迫って 来る 縛が ある。 しかし 結句 曰 本人 は B 本人で ある。 

よくても まづ くても 日本人の 镥が 一 や， ひったり と 胸に 響く。 西洋に しても 支那に しても われく に はすこし 冷たい。 

この 事 は音樂 にもい へる ので はないだら うか。 

竹 田の 撸 など を 見て ゐ ると 心から 竹 田と ともに 樂 しめる 氣 がする。 

昨今の やうな 世の中に なって 来ても 日本人 は 相 か はらず 菊 を 作って ゐる。 この 心持ちが 繪 にも 音 樂 にも 浸み 込んで 

ゐる。 われく は どこまでも 日本人で ある。 愛すべき 日本人よ。 

スト， ヅの 火を兑 つめて ゐ ると、 ス コット ランドの バ アン ズの こと を 思 ふ。 スコット ラ ンドの 農民の 物語り を 思 ふ。 

Twa  I〕ogs は パアン ズの 有名な 詩で ある。 小作人の 飼犬と 大地 主の 飼犬が 伴れ 立って 山 を散步 する。 小作人の 犬 は 

瘦 せて 毛色が 惡ぃ。 大地 主の 犬 は 肥って ゐて 毛の 艷 もい V。 

人間と いふ もの X 世界 ほど 妙な もの はない。 働きに 働いて ゐる 小作人 はいつ も &; 乏で 苦しんで ゐる。 

いつもぶ らくと 遊び、 季節に なれば 翳會に 出かけて 行って は喧曄 をしたり、 伊太利 あたりまで 出かけて 行って は 

菩提樹の 下 を 女 を つれて 散歩す る。 歸 りに は 病氣 になって 獨 逸の 水を飮 む。 それが 大地 主で ある。 そ L て 小作人 をと 

ら へ て は 威張つ てゐ る。 「われく は 人間に 生まれなかった こと を 祝福しょう」 とい ふやうな こと をい つ て 二 匹の 犬 は 

またの 逢 ふ 日 を 誓つ て 山の いた きに 小便 を 引っかけて 歸 つて 行く。 


？ バ アン ズも 怒りながら も 菊 を 作る 日本人に 似た ところの もの を 持って ゐるゃ 5 に © はれる。 

S 

パアン ズの 「萬 聖節」 に は 若い 男 や 女た ちが、 互 ひに 戀 人の 名 を 胸に 祕 めながら スト ー ヴの 火の なかに 胡 栗 を燒く 

話が 書いて ある。 二つの 胡 栗が 具合よ く 揃って 燒 けて くれ. -ば戀 は 成就す るで あらう が、 なかにはた 一人で 煙突 を 

通り 拔 けて 问く はじけて 飛ぶ の も ある。 

人 を 訪問して スト ー ヴの 馳走に ぁづ かる 時 わたくし はよ く 「萬聖 節」 の あの 胡 栗の 話 を 思 ひ 出す。 そして 「こんな 

煙突で も 飛び越して ゆく か 知ら？」 など X よし もない 想像 をす る こと も ある。 

ベ つたら 市が 來 たとい ふ聲を 聽 けばい よく 冬が 來 たなと いふ 感じが わいて 來る。 1 年の 總 勘定が 迫った わびし さ 

を 感じ はじめる。 つ いて 一の 酉、 二の 酉と 熊手 を かついで 歸る 人た ちの 姿も賑 かなう ちに 寂しい ものである。 冬至 

になれば よく 老人が 餅を搗 いて 持って来て くれた ものである。 しかし そんな ホ ス ビタルな 心持ち は 年々 われく の 周 

園の 生活 か ら失 はれて ゆく。 すべて は 散文的に な つて ゆく。 や- - も すれば 藝術的 だ の 詩的 だ のとい ふこと さへ 冷笑 さ 

れる 傾向 すら ある。 わたくし は 決して そんな 傾向 を 正しい と は 思 はぬ。  一 

十二月が 来る。 十 軒 店の 羽子板 を 見て 歩く の も 歳暮の 町の うれしい 行事の 一 つで ある" しかし これ とても 地震 後 は 一 

職人の 手がず つと 落ちて、 惹 きつけられる やうな 作が 見當ら なくなった。  一 

， 冬に なれば 殊に 芝居の 立 3^ はい \ ものであった。 雪の 夜な ど わざく 根 岸から 出かけて 本郷、 市 村 あたりへ よく 行 

■■  5P_K さ かづ 5  一 

つた ものである。 あの ころ は 本鄕、 市 村、 明治、 新 富、 歌舞伎 座と ずっと 立 見が 出来た。 本郷 座に 左圑 次の 大 J| 觴が 

の 出た 時 は 一二 度 立 見に 行った。 辩慶 上使で 中 車の 辨慶 に、 敬 右 ffi: のお あさを 見た の はたし か 新 富であった かと 思 ふ。 

菊 五郎の 道 成 寺 を 瀧 の 川， か ら 雪 の 中 を 市 村 鹿 ま で 出かけて 行った がらく の翌 曰であった など \ いふ 潸稽な こと も あつ 

一 た。 あの ころ は 一日の 中に 本鄕 から 市 村、 新 富と いった 風に 三つく らゐ 一幕 見 を やって ゐ たこと もあった。 この ころ 
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立 見の 出來る 小屋が すくなくな つたの は， 淋し い。 

十二月に は文樂 がき まって 東京へ 來る やうに なった こと は 何よりも うれしい ことで ある。 ジャズが 流行しょう とど 

うしょうと、 い i もの は 何時でも たしかにい X。 人の 魂に 喰-ひ 込んで 來 る。 


早 川の 美しい 流れに 沿ひ揚 本、 塔の 澤、 强羅 と、 溪を めぐり 義を たどり、 山 谷の き はまる ところ 龍と して 仙 石 

原の 大 草原が 視界に 展 げらる.. -。 

ヒ I こ 金 時 山 乙女 峠を控 へ、 南に 神 山の 雄々 しき 姿 を 望み、 M の 湖より 落ちる 流れ 裏き て兩 岸の 草原 I よりも 靑 

く、  一  S の徑は 草に 隱れ， 草に 奔り 旅愁 を 誘 ふ。 歩め ども 步め ども 草 また 草の 光り 力 漂、." 

耳 を 傾 くれば 草 を 刈る 鎌の 音 わびしく、 あはれ なる 小鳥 も啼 く。 

湖 尻に 近づきて 草 上 §士の雪 を 仰ぎ、 草 下に 蘆の 湖の 禁を眺 むる に 至り 一」 仙 石 原の 風光 はさら に 美しき 謹 さ 

を 加 へ る。 

仙 石 原 は 亡友 T がかって 笛 を 失 ひて 歎き しと ころ。 

^も g の 髮 きころ 畢生 T は 笛 を さがしつ \ 仙 石 原 の 草の 中 を 歩みつ.^ あらん。 
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春 曰漫々 

身 を 分けて 見ぬ 梢な く盡 さば やよ ろづの 山の 花の さかり を (山家 蕖) 

花が 咲いた。 三春の 行 樂けふ 一日に 盡 きん ほどの 花の^き 方で ある。 門 を 出て 數歩花 は 散り、 花 は 喫いて ゐる。 m 

都み な 花で ある。 誰も 行け、 彼 も 行け、 そして 心 飽くまで 花 を ながめよ。 ふた.^ び來 べき 春で はない。 西 行 法師なら 

ずと も 身 を 分けて 花と いふ 花の 名所 を たづ ねても 見た くなる。 遊 心しき りに 春の 山河 を 走る。 

東海道の 旅 を 急ぐ 人々 は 先 づ戶嫁 あたりの 花 を 見る であらう。 富士川の ほとり、 與律 あたり、 褂川 もい. 1。 岐阜 を 

過ぎ て やがて 關ケ原 あたりに か、 る 山峡の 地、 近 江に 入り て ま た 幾度 か 花の さ か り を 見出す で あ らう。 

京の 嵐 山 はいふまで もない。 仁 和 寺の ®、 とりわけて 木立 ふかき 苔 寺 あたりの 花の 風情 は 忘れが たく 思 ふ。 何時の 

年で あつたか 山 科勸修 寺の 奥庭の 池の ほとりに 散る 花の 下に 金襴の 法衣 まとうた 聖を 尊く 拜んだ 日 を 思 ふ。 醐 寺の 

あたり、 築地に かこまれ，；/ 舊 邸の ffi の 葉を埋 むる ほどに 散る 花の 繪 よりも 美しかった の を 忘れる こと はでき ない。 捨 

てられた やうに 草の なかに とりのこされて ゐる 五重の塔の 下に は 火 を 焚いて ゐる 男た ち もあった。 

三輪、 傍 畝の 麥畑、 菜 畑の 中 を 縫 ふ 大和 路の旅 を 思へば 胸 も 疼く。 

5 ねび  *- た や 

傍 畝の 驛の 前ゾ 古風な 旅籠 屋に 立ち寄って 三輪 あたり までつ 父く 菜の 花 を ながめながら、 軒に ちかく 雲雀の 聲を聽 

いた 日 を 憶 ふ。 古 井の はたの 櫻 はさ かりであった。 

奈 良の 櫻 はい はず もがな。 三 笠 山の 若草の 上に 寢 ころんで 大佛の 鐘の音 を聽く 怠惰な 春の 日 はめぐ まれて あれ。 

吉野 川に 沿 ひ、 やがて 上 市の 町 を 左に して、 吉野川 を 渡る ころ は 我 も 人 も 花 を 待つ 心に 足 は 地に つかぬ 思 ひで ある。 
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山の背 を 縫 ふ 緒 土 道の 左右に、 昔ながら の吉 野の 里 を 見出す。 花 は 5^ に 咲き、 谿 にか t やく。 雲に 入る 花， {仝 に 咲 

く 花。 俯瞰す れば よ りも靑 い 吉野 川が 花の 下 を 流れて ゐる。 

「歌書よりも 軍書に 悲しき」 芳野 山は義 光の 墓に も、 忠信の 物語りの 跡に もま だ 薄 霜が 降りて ゐる。 山 徑の霜 を 踏ん 

で 奥の 花 をな がむ るの も芳 野の 風情で ある。 

X 

芳 野の 奥で はま だ 梅が さかりであった。 

芳野杉 を 運ぶ 横 夫 たち に 役 行者 の 物語 を聽く の も芳野 の 奥ら しくて、 興 ある ことであった。 葛 城 も 高 野 も 夕暮れ の 

雲に つ、 まれて ゐた。 

露と くくの 水 を 掬み、 疎林の 道 をた ど つ て 奥の 西 行 庵を訪 へ ば こ  >- はま だ殘ん の 雪 を 見出さん ほど の 冬枯れ、 た 

だ 一 本の 馬醉木 だけが 雪の ごとく 白く 西 行 庵の 軒に 咲いて ゐた" 九 尺に 六尺 ほどの 庵で ある。 文字通りに 膝を容 る.^ 

ほどの 庵で ある。 庵の 主 は 今 もな ほ 鎌 倉 か 陸 奥 あたりの 旅へ 出て、 やがて 芳 野の 奥の 花 も 咲く ころに は歸 つて 来さう 

な氣 もす る。 

「よし野 山 さくらに まが ふ 白雪の 散りなん 後 は 晴ずも あらなん 

吉野山 こぞの しをりの 道 か へ てま だみ ぬかた の 花 を 尋ねん 

よしの 山 花 をの どかに 見 まし や はう きが うれしき 我 身なりけ り」 (山家^^- 

西 行 庵 は 山峡に 風 を 避けた る 地に ある。 芳 野の花に 背いて 建てられた 形に もな つて ゐる。 芳 野の花 を 見む ために は 

谿の 細道 を 分けて 山 を もどって 行かなければ ならぬ。 恐らく 西 行 は 花の^く ころ は 日 ごと あの 細徑 をた どって 吉 野の 

寺々 の 方へ 下って は 行き、 日が 暮れ 月が 出る まで 花の 徑を步 いた ことで も あらう。 
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西 行 庵 から 眺めら る、 奥の 方 はな ほ 冬の 稍 ふかくと ざ  >れ て 山嶺 疊 々 西 行が 世 を 捨てし 心よりも わびしい。 

春が 來る ごとに 思 ひ 出す のは對 馬の 春で ある。 

博 多 あたりの 鳥 商人た ち は 玄海を わた つ て對 馬に やつ て 来る。 島で は 纏 眠兒、 鶯の 音が すぐれて い とい ふこと で 

ある。 千 尺の 懸崖が 直ちに 玄 海の 荒 浪にそ り 立って ゐる。 しかし それ も 春の 日に なれば 油の ごとき 靜 かな 海になる。 

行け ども 行け ども 人影 一 つ 見ない 島の 奥深く、 或 ひは玄 海の 潮に 臨んで 見る 人 もな く 山 櫻が^ きに^いて ゐる。 たし 

かに 雲で ある。 霞で ある。 天涯の 孤島に た r 一人 春 をた のしむ 心 は あはれ でも あり、 悲しく もあった が、 思 ひ 出と な 

れば 忘れが たい。 

花に 雨 はっき ものであるが、 花 ほど 雨に 似つ か はしい もの はない。 花 は 花の ま \ に 散る がい、。 見 はてぬ 間に 散る 

こそ 花の 身上で ある。 

十 年 前まで はま だ 雨の 日の 隅 W 川の 花 もよ かった。 

花 は 雲の ごときが い. -。 しかした ま/ \ 草の 中に 見出さる X た^ 一本の 花 もい \。 

花よ 早く 咲け、 そして 早く 散れ。 

けさ 田 端 を 歩いて ゐた時 わたくし は不圖 瑠璃 鳥の 聲を聽 いた。 何處 かで 飼って ゐ るので あらう が、 さすがに 春で あ 

る 0 花 はもう 散り かけて ゐる。 

瑠璃の 聲を聽 けば 殊に 駿 河から 伊豆の 旅 を 思 ふ。 春 i のころ 久能 山の 娥 葉の 奥に 聽 いた 瑠璃 はとり わけて 忘れ かた 

く 思 ふ。 久能 山の 拜 殿の 耔ち か く巢 食う て ゐた塯 璃の雛 を 育て \ ゐた 病中の 友 を 思 ふ 。世に も 稀な 君子 人で あつ たが 、 

雪の 日に 久 能で 亡くなって しまった。 かれは.^!^ を 飼 ひ、 水 鷄を聽 くこと をた のしみ にして ゐた。 かれは 白 隱の書 を 
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愛し、 よく 白 隱の書 をた のしんで ゐた。 

よき 友 を 持つ ことによ りて 生き甲斐 を 感ずる 者に とりて、 よき 友 を 失 ふくら ゐ 寂しい こと はない。 よき 友 を 持たぬ 

世 ほ ど &虚な もの はない。 春 日遲々 故人 を 思 ふ 心さら に 切なる ものが ある。 

そのころ はま だ 下 谷 龍 泉 寺 あたりに は 沼が あり、 葦が 繁 つて ゐた。 水 鶴の 聲を 友人の 庭に 聽 くこと がいかに も 自然 

であった。 よく その 友人 は 水 鶴 を 逃がして は、 新たに 水鷄を もとめて ゐた。 たまく 龍 泉 寺の 友人 を たづね て 行って 

は 「けさ 水鷄を 逃がして」 など \ 寂し さうな 顏 をして ゐ るかれ を 見た ものであった。 

あわた しい この ころの 人た ち は 水 鶴の 聲を聽 くやうな 心に はなれない かも 知れない。 しかし それ は 決して 名譽で 

もなければ、 自慢に もなら ない。 水 鶴が 啼く ころに なれば 一層 亡くなった 龍 泉 寺の 友人 を 思 ふ。 かれは 茶 もやら なけ 

れば 俳諧 も 作らなかった。 かれは 市井の ー醫. 師 であり、 世に 埋もれた 名醫 であった。 患者の こと を考 へて は 夜 も碌々 

眠れない ほどの 熱心な 醫師 であった。 かれは 人一倍 日夜 多忙な 生活 を绘 つて ゐた。 その あわた 父し い 生活の ひまく 

に 香 を 焚き、 白 隱の書 をた のしみ、 水 鶴の 聲を聽 いて ゐた。 

久 能に 病 を 養って ゐ たころ、 海 をな がむ る緣 端に 寢床を 布 かせて 子供の やうに なって 瑠璃 鳥の 聲 をた のしんで ゐた 

友人の 顔が 今 もな ほ はっきりと わたくしの 胸に 鐫 みつけられて ゐる。 天下 百 人の 友 を 持つ は 容易で ある。 しかし 天下 

唯 一 人の 友 を 見出す こと はな かくの ことで あろ。 

昨日まで さかりであった 天 王 寺の 塔の ま はりの 花 もけ さは 散って しまった。 逝く 奪の 歎き ほど 淡く しかも わびしき 

もの はない。 

よき 友 を 持って ゐる間 だけ は 死にた く はない。 自分の 周圍 から、 よき 友が 缺 けて ゆく 時、 人間 はさ ほど 死 を 恐れな 

くなる であらう。 
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歳 晚雜記 

べつたら 市が 來 たとい ふ 聲は 東京の 眞ん 中に 歳の 灝の楚 音が 近づいて 來 たこと を 知らせる。 つやい て 酉の市、 熊手 

を かついで 歸る 人の 姿 を 見れば 歳晚 ちかくな つた 氣分は 1 暦 濃く せらる X。 めまぐるしい ほどに 自動車が 走り、 洋裝 

の 婦人た ち を 見ても 不思議に も 思 はなくな つた 今 曰で も歳晚 といへば まだく 江戸時代の 懐古 的な 情趣が わたくした 

ちの 心を囚 へる。 

年 を 1 つと ると いふ こと は 淋しい 氣も する。 しかし それ も あきらめ やうで ある。 無事息災で 一年 を 過ごした とお も 

へば ありがた くもなる。 今年 もまた 多く 旅です ごした こと を 今 さらの やうに 思 ふ。 一 月から 三月の 末まで を大 かた 伊 

豆の 山で 暮し、 七月に は 京都から 奈良、 さらに 薩摩 日向 をめ ぐった。 夏から 秋まで を 信 濃に 暮 して、 槍ケ岳で は 殺生 

小屋で 雪に 降られて 雷鳥 を聽 いた 旅 を 終りと して 東京に 歸 つて 来た。 渡り鳥の 群が 来る ころまでに は尙 一度 信 濃の 大 

町まで 出かけて 行って、 霞網 を 見せても らふ 約束 をして ゐ たが、 それ も果 さない うちに、 山の 町で はもう 初雪が 降つ 

て來 たとい ふたより を うけとった。 山の 人た ち は 今ち やう ど惠比 壽講で 山の 町の 初冬 をた のしんで ゐる らしい。 

旅 をつ 父け てゐて 1 番 東京が なつかしくな るの もこの 頃で ある。 

九月の なかばに は 遠い 山に は 雪が か、 る。 十月、 十一月と 雪 は 日に く 里ち かく 迫って 來る。 雪に 追 はる 、やうに 

して 一歩々 々東京の あた 、 かな 巢へ歸 つ て來 る。 考 へ て 見る と 旅 をつ 父け る 者 も 渡り鳥と 同じ 心で 生きて ゐる らしい。 

旅に をれば 旅に をる ほど 東京の 巢が なつかしい。 殊に 冬の 東京が。 

花 が^く。 太陽が か^ゃく。 さう いった 季節に は 東京と いふ もの. 1 訴 へて 來るカ はかなり 漠 として ゐる。 秋が 来る。 


1 武藏 野の 周 圍に秩 父 やい ろくの 山々 が はっきりと 見え はじめる。 涯 もない 曠野の なかの 漠然たる 東京が、 蒼然た る 

山々 にと りかこ まれた 1 つの まとまった 東京と なって 映って 來る。 その あわた.^ しい、 しかし 何となくな つかしい 傳 

統をぢ つと 見守って ゐる 東京の 姿が 年の 灝に 至って はじめて びんと 胸に, へて 來る。 愛すべき 東京、 なつかしき 東京。 

さらに とりのこされて ゐる 懐古 的な 東京。 

日本 髮の 美しい 下町風な 娘た ち をせ るの も 年の 溜で ある。 この ころ は 十二月に なれば 文樂が 上って 來 るの もた のし 

みの 一 つで ある e 

十 軒 店、 人形 町 あたりの 店に 羽子板が 飾り立てられる。 それ もた のしみ である。 

シ ェ，' ク スピア 物語り を 書いた ラ ム V;© しい ころよ く 妹と つれだって 劇場の 擔看板 を 見て 歩いた とい ふこと を 思 ひ 

出して わたくし は 十 軒 店 を 歩く ことがある。 羽子板 を 見れば 昔の 江戸が よみが へり、 東京と いふ もの 生活が 明るく 

される やうに 思 はれる。 

逝く 年の わびし さ を こめた 夕暮の 街に、 あの 華やか な 歌舞伎 の 人氣 役者た ちの 美し い 顔が 若い 娘た ちの 前に M を 競 

うて るるとい ふこと がいさ、 かの 矛盾 さ を も 感じさせない。 わびしき もの はわび しきが ま- 1 に、 華やかなる もの は if 

やかなる がま、 に 年の 瀨を たのしんで ゐる。 年の 瀨 こそ 聖 なる 季節で ある。 

春 住 ひに 近い 關 係から わたくし は 毎日の やうに 谷 中の 墓地 あたり を^く。 墓の 黄菊が すがれ、 山茶花が 散り、 地が % 

てっき はじめた。 いろくな 藝人 たちの 墓のう ちに 名人 仲藏の 墓が ある。 一 生ヮキ 役と して その 地 な 生涯 を 終った 

の ことな どを考 へて 通り過ぎる。 人生と いふ ものに ついてい ろくな 理窟 を考へ はする もの k 結局. 周圑の 人た ち をよ 

ろ こばせ る、 周 園の 人た ちの 生活 をす こしで も 明るく 感じさせる。 それより 他に 生きて ゐる 甲斐 はない とい ふの が ほ 

曰 

ん たうな ことで あらう。 「毆ら る、 彼」 は 毆られ ながら やつば り 周圑の 人た ち を よろこばせた。 笑 はせ た。 「毆 らる >- 
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彼」 も 立派な 生き方 をした とい へやう。 當人自 身 は 泣いて ゐた であら 5 が。 

仲 il の 他に あまり 大した 名 も 費らなかった いろく. 落語家た ちの 墓 も ある。 そして みんなが 申し 合せた やうに 肩 

を すぼめた 恰好の 墓石の 下に 小 ひさくな つて 眠って ゐる。 しかし 考 へて 見る とみんな あの人た ちくら ゐ周圜 の 入た ち 

を よろこばせた 人 はないだ らう。 

その 小 ひさな 藝人 たち の 墓 をと りまい て 正 何 位な ど 、いかめしい 肩書 を 並 ベ た 人た ちが か つ て 肩 を 張 つて ゐ たやう 

に、 墓に なっても 肩 怒らせた 恰好で ある。 

仲藏 も、 それから 小 ひさな 名の 他の 藝人 たち も 「iM らる、 彼」 であった。 しかし あの人 たちのた めに どれ だけ 周圍 

の 人た ちの 生活が 明るく された ことで あらう。 

毎朝 わたくし の 狭 い 庭の 隅に 鶯が笹 鳴き をす る。 頗 白が 飛ん で 来る。 いか にも 東京の 冬ら し い 寒さが 身 にしみ て來 

る. この 東京ら しい 塞 さは 京都に もな く大阪 にもない。 この 冬の 靜 かな 寒さの ために わたくし は 東京の 冬 を 愛する。 

ilw 川の ほとりに 立つ。 そこに も 東京ら しい 冬の 寒さが 漂 ふて ゐる。 河岸の 枯柳の 下に 佇む。 そこに も 東京ら しい 冬 

の 窓 さが 籠 めら れてゐ る。 五十 年 前の 江戸の 冬の 寒さで ある〕 百年 前の 東京の 冬の 寒さで ある。 魂の 底まで ぢ つと 逝 

く 年の あはれ さを考 へさせる 靜 かなこ まやかな 寒さで ある。 

f 川 の 芭蕉に 糊少 々 障子紙 少 々の 無心 狀を 書かせた ほどの 寒さで あ る。 

東京ら しき 冬の 寒さの ために わたくし はこの 頃の 冬の 日 を 愛する。 
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勸畫 寺の ほとり 

動に ゐては 靜を思 ひ、 靜にゐ て は 動 を 思 ふ。 或る時 は靜動 二つの 世界 を 一 つに 住し、 或る時 は|| 動 二 界に祖 来して 

さ 亨：. 4 

煩惱と 諦觀の 境に 迷 ふ。 

旅 はわた くしに とって 解 脫煩惱 であり、 苦 患煩惱 である。 そこにな ほ靜動 二つの 世界が ある。 

五月の 初め 京の 鴨 川の 流れに 沿 ひ 楊柳の 影 を 慕うて 車を驅 る。 

鴨 川の 磧は 愛すべき 行樂の 地で ある。 磧 のほとりに 五月の 日 を 浴びて 麗 かな 友 禪を洗 ふ 人々 を 見出す ばかりに も 京 

らしい 情趣 を 感じない わけに は ゆかぬ。 

比 叙 は 眼 ざめ たばかりの 靜 かな 心に 京洛の 町 を 抱き そびえて ゐる。 

新 柳の ほとりに 大原女 も 集 ひ、 托鉢僧 も 凭り、 露つ 赤な 鼻綱 を 打ち 懸けた 黑 牛も寢 そべ つて ゐる。 芳草 離々、 まさ 

に 三春の 行樂盡 きて、 京の 町 もまた 初夏の 憂聽 さに つ 、まれよう として ゐる。 

水源 池の 躑蹈を 崖の 上に 仰ぎながら わたくしたちの 車 は 一 路山科 街道 を 東へ 東へ と 走る。 

白 罌粟の 花 あり、 麥の穗 あり、 菜の 花は老 ゆ。 柔 かな 竹林の 蔭から 懶ぃ 蛙の 鳴く 菅が 聞え る。 

大石良 雄の 屋敷 跡と 誌した 道 しるべが 畑の 隅に 立って ゐる。 

山に 沿 ひ、 山 を 負 ひ、 麥 畑と 雲雀の 唄に つ、 まれて 靜 かな 勸修 寺が ある。 

逢坂 山の 新 トンネルが i 鑿され ない 以前の 舊 東海道線の 跡 は、 今 もな ほ麥 畑の なかに 1 條の土 堤の や， つな 形で とり 

のこされて ゐる。 道 は 草に つ. - まれ、 かって ありし 小 ひさな 停車場の 建物 は 蓬の なかに 廢墟の 影 をた \ へ てゐ る" 通 
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櫻 散り、 山吹の 花が 移り ゆく もの & あはれ さ を 一層 濃く して ゐる。 

小川に 沿うて 低い 土 堤 道 を 走り、 竹林 をく 父り ぬけて 古風な 町の 家並 を 過ぎて、 間もなく 長い 土媒 にと りかこ まれ 

た 古い 建物が ある。 勸 0 寺で ある。 

靑 驚 櫻の 並木に 沿うて K の 上 を 二三 丁も步 いたと ころで 初めて 千年の 死靜を 見つめて ゐ るかの やうな 玄關に 立つ。 

苔 深き 庭 を うづめ て 雪の ごとき 花片が 飛んで ゐる。 

庫裡 へま はって 案内 を 乞 ふ。 

若い 坊 さまが 庭下駄 を 穿いて 庭の 方へ 案內 して くれる。 いかにも もの 寂び たる 庭で ある。 池 も 木立 も 金閣寺の それ 

に似て、 さらに 靜か であり、 さらに 時代が 附 いて ゐる。 苔 は 深く、 木 は 古り て、 池 は 五月の 空 を 沈めて 靜寂 そのもの 

を 思 はせ る。 

もし 池の ほとりに 佇みて 五月雨 を 見ば、 時雨 を聽 かばな どと 思 ふ。  - 

何々 の 1™ の 御殿 を、 こ、 に 賜 はった とい ふゆ かりの 奥 殿の あたりに は 梅、 櫻な どの 若葉が 匂 ふまでに か r やいて ゐ 

る。 五月の 眞晝の 寂 家 さらに 秋よりも 靜 かなる ものが ある。 

白冓を 垂れ、 や、 こ r み 腰の 一 老僧が 彼岸の 苔の 上を靜 かに 漫歩せ る を 見た。 花やかな 金襴の 法衣が 死の ごとき 古 

林の 間に 五月の 太陽 を 反射し 尊 き ほどに 拜 まれた。 何々 の聖 ともとな へらる. 1 人で あらう。 

せっかくの 老僧の 靜居を さまたげ るの も 心苦しく、 わたくしたち はふた V ひ 庭の 外に 出た。 

「毎日 京都から お 客 さまが おありで すか？」 

「い X え、 一日た ど 一 度 郵便が 來る ばかりです。 一 m に 一 人 も 客 は 見え ませぬ。」 

わたくしたち は 若い 案內の 僭と 語りながら 勸修 寺の 門 を 出た。 


勸修寺 はもと 山 階の 宮家から 代々 お 坐りに なって ゐ たのが、 維新に なつてから は淨土 眞宗の 管長の 隱居 所見 た い な 

格に なった との ことで あるが、 そこに も 移り ゆく 世の なかの 姿が 見出される。 

何の 花と は 知らず た ^雪の J とく 白き 花片が 何處 から ともなく 散 つて 來 るの を 興 ある こ と に 思 ひながら 車 を 醍醐 寺 

の 方へ 走らせた。 

ひ  どし 

二三 ョ前 わたくし は 東 山の 京都 博物館 で 秀吉が その子 鶴 松の ために 作った 可憐な 緋滅の 鎧 や、 軍船な ど を 見て、 い 

かに も 秀吉の 子 煩 惱な心 を ゆかしく 思った。 鶴 松が わ づか三 歳で 亡くなった 時 秀吉は 卒倒 せんば かりに 泣いた。 かれ 

はしば く 寺に こもって 亡兒 のために 祈念した。 

愛すべ キ秀吉 を 想像しながら わたくし は 醍醐 寺 を 見、 三 寶院の 塔の あたり を 歩いた。 

母の 氣遣ひ を 恐れて かれはつ ひに 朝鮮に 渡る こと をな しえなかった と傳 へられて ゐる。 母の 病 を 案じて、 かれは 倉 

皇 とし て 名護屋 の 陣中より 京へ 引き かへ して 來た とも 傳 へられて ゐる。 

愛すべき 日本の ド ン* キホ ー テょ。 

醍醐の 花見の 山 は 今 もな ほ 蒼然と して 葉 櫻に つ \ まれて ゐる。 

ほと- -ぎす 

雨 も 降らば 如 歸も啼 くで あらう。 
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五月の 光り 

苗 賢る 男 たちの さわやかな 罄を S く 五月が 來る。 た 父 1 荷の 草花の 苗に 五月の 光り も ありがた さも わびし さも こめ 

られて ゐる。 

枳殼の 花 も 白く 咲いた。 白い 枳殼の 花の 下 蔭に は 苗 W る 男 も、 金魚 賈る男 も 憩 ふ。 世 を 生きの びた 人々 のうれ しさ 

がしみ <\ と激 紫の 下に 動く。  土も薰 り、 名 もな き 草花の 露 も 五月 なれば こそ 尊く 思 はれる。 

五月の 若葉の 蔭に は 白い 花が 多い。 五月に ふさ はしき 色で ある。 卯の花 も 咲き、 野莓も 咲き、 野齒藻 も^く。 母の 

柩を经 つた 夕暮れの 山徑に 雪の やうに 白く 咲いて ゐた 五月の 野薔蕺 を 思 ひ 出す。 

奈良を 出て 法隆寺 あたり を さ迷うた ころ 1^ 畑のと ころぐ に眞 白な 罌粟の 花 を 見出した 日暮れの 旅 を 思 ふ。 淀川の 

あたり 月の 下に ほのかな 白 3^ 粟の 野 を さ迷うた の も そのころ であった。 

馬 醉木は 寂しい 花で ある。 しかし 忘れられぬ 花で ある。 奈 良の 馬 醉木、 吉 野の 奥の 西 行 庵の 軒端の 馬醉 木、 伊豆の 

山の 馬醉 木、 思 ひ 出づる ことが 多い。 

五月の 白い 花で 思 ひ 出す の は 北 國のァ 力 シャの 花で ある。 立山、 白山の 雪 はま だ眞 白に かや やいて ゐる。 山の 麓で 

は 早苗 田の 上 を 燕が 飛んで ゐる。 北の 國のァ 力 シャは 雪の 遠山 を わびしき 背 310- にして 雪よりも 白く あはれ である。 五 

月の 末、 加賀の 金澤を 訪れた ことがあった" 日本海 を 抱く 五月の {- ^は 低かった。 憂 11 であった。 海は晴 かった。 砂丘 

は 砂丘へ とつ 父いた。 低い 砂丘であった。 疲れ果てた 旅人 を 聯想させる やうな 砂丘であった。 わたくし は そこの 懶げ 

な 砂丘の 上に 柔 かな 影 を 投げて ゐるァ 力 シャの 木立 を 見出した。 洞然 たる 北の 海の わびし さ を こめて 砂丘の ァ カシャ 
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の 花 は 五月の 夢よりも 白く かすかに 薰る。 黄昏れ の眞 白な 藤に 似て、 藤よりも はかない ァカシ ャの花 は 五月の 徴 風に 

散る。 

どんより と 鐘 を 沈めた やうな 北の 海の 水平線の あ た りから © つ 白な 翅の 海鳥が ァカ シャの 砂丘 をめ ぐって やがて 晴 

い 海に 消える。 

北の 國の 五月 は 雪の 山 を 負 ひて 桐の 花 も^き、 山 藤の 花 も^く。 はろ ぐと 山の 雪 を ながめつ.^ 早苗 田に 立つ 若い 

女た ちの 頭 を かすめて 海鳥の 群が かけめぐつ てゐ る。 

沖 深く 沈めた 鐘の音 も聽 かれさうな 靜 かな 五月の 日の 午後、 北の 國の 若い 女た ち は ァカシ ャの憲 に I- り、 ァ カシャ 

の小徑 に蹿踞 して 山の 雪 を 見る。 か e やかに も孤獨 なる 山の 雪で は ある。 

舉 校の 窻 にも、 村役場の 門 あたりに も、 漁夫 町の 古い 倉の ま はりに も ァカシ ャの花 は 山の 雪よりも 悲しく 旅人の 心 

を ひく。 

北の 國の 漁夫 町 は 雪の 山 を 負 ひつ X、 死よりも 靜 かな 海 光 を 北に 待ちつ、 橫 たはって ゐる。 白山 や 立山の 懸崖が 直 

に 日本海に 落ちる。 その 險 しい 崖に 沿- 「て、 たと へば 運命の 前に をの \ いて ゐる やうな 姿に 見出さる、 のが 北 國の漁 

夫 町で ある。 凄慘 とい はう か、 頼りない とい はう か。 死の 町で ある。 しかし そこの 死の 町に も 桐の 花 が^き、 山 藤が 

か、 り、 ァカ シャの 花が 薰る。 五月の 蒼 空 はか ややく。 

わたしたち は 生きて ゐ るんだ。 泣け、 生きて ある ことの うれし さに 泣け。 ァ カシャ は^き、 桐の 花 は 咲き、 白 罌粟 

は 咲く。  ， 

.S と. S が は 

糸魚 川の 御風 氏の 家 を たづね たの は 五月の 末であった。 窻 から は 山の 雪が 見えた。 「つい、 二三 ヶ月 前まで は 電柱 も、 

この 窻.^ 雪に 埋まって ゐ たの だよ」 とい ひながら 御風 氏 は 山 を ながめた。 そこに も ァカシ ャの花 は 雪よりも 白く §K い 
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てゐ た。 糸魚 川 を 過ぎて 私 不知の トンネル をく  つ て 間もなく 市^の 關を 過ぎた。 奥の 細道の 旅に 芭蕉が 顿 城と 一 つ 

家に 泊り 合せた 物語の 古驛 である。 雪の 山 を ながめつ 、そこで も 桐の 花 はさ かりであった。 海 はた ゆ たげ にか どやい 

てゐ た。 

新 潟の 町 を 訪ねた の も 五月であった。 北の 國の 村々 は 桐の 花に つ、 まれて ゐた。 新 潟の 柳の 町 を 歩いて 幾度 か 葦の 

葉の か V やかな 信 濃 川の 漫々 たる 水に 魂 を 打 たれた。 日の 傾く ころ 砂丘に 立って 佐 渡 ケ島を 眺めた。 北の 國の 夜の 空 

は 秋の ごとく 星 も 澄んで ゐた。 

わたくし は 五月の 流れ を 愛する。 光り を 愛する。 藻の 底の 游魚、 燈心 草の そよ ぎ、 わすれられ たやう に^く 五月の 

白い 野莓の 花" われ 等 生きて あれば こそ。 

五月の 太陽 は、 五月の 徵風 は、 五月の 大河 は 一切の 人間 を 嬰兒に 還らし める。 水 鶴の 聲、 葦の 葉の か 父 やき、 さ >- 

やかなる 蟹の 戯れ。 生きて ある ことの うれし さ。 魂 はす.^ り 泣く。  - 


東京 を 出で 、北に 旅する 人々 は蕭條 たる 冬枯れの 曠野 を橫 切りて 榛名赤 城の 北方に さらに 高く， さらに 寂然と して 

君臨せ るが ごとく 雲の上に そ \ り 立てる や、 圓錐 形の E 人の 姿 を 見出す であらう。 近づく につれ て 山は錄 く、 黝く、 

幾十條 の ものす ごき 山崩れ の痕を さへ 遺し てゐ るの を 見る。 盤根 深く いかにも 山と いふ もの & 王者の ご とき 雄大 さ と 

威容と を 具へ てゐ る。 中禪寺 湖の 水 をへ だて X 神の ごとき Bf 體の姿 を 仰ぐ 時、 昔 沙門 勝 道が はじめて この 山に 分けの 

ぼった ころの 憧憬の 心 も ばれる。 

或る時 は 山腹の 林 影 深く 駒鳥 を聽 き、 或る時 は 疎林に 時雨 わびしき 猿の 隱に 旅愁 を 誘 はれる。 はげしい 男 體蔵を 防 

ぐた めに 中禪寺 湖畔 の 家々 で 吹雪 除け をし つらへ はじめる ころに なれば、 莨 山 寂 として 湖心に 月の 影も冰 る。 
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內村鑑 三 先生の こと 

淺 間の 麓の 星の 溫泉 ではじめて 內村鑑 三 先生のお 顔 を 知った の は 四 五 年 前の ことであった。 夏 ごとに 淺？ I の 麓の 落 

想-松の 中で 内 村 先生 を 見かけ はした が、 默禮 して 通り過ぎる ばかりで 一 度 も 口 を 利いた こと もなかった。 

去年の 夏の ことであった。 夏と いっても 落葉松の 葉 は 落ち はじめて、 すでに 高原に は 秋ら しい 風が 吹いて ゐる ころ 

であった。 たいてい、 gl- 暑の 人た ちも歸 つてし まって、 栗の 實が 落ちて ゐ たりした" 內村 先生と わたくし は そのころ 

から 靜 かな HI 泉に 浸されながら ぼつり くと 話 をす る やうに なった。  * 

肩幅の 廣ぃ、 筋肉の 引き締った 货の 高い、 眉の 濃い 內村 先生 はどうしても 國士 といった 感じ を あたへ た。 祖國を 忘 

れ がちな 輕 薄な タリ ス チャンの 多 かつ た 明治時代に 先生 は ど こまで も 日本 を 忘れる こ と の できな い 八で あ つた。 先生 

の愛國 的な 精神 は その 3^ 爽た る 古武士 的な 風貌に も あ ら はれて ゐた。 アメリカ 流の キリスト 敎を嫌 つ て 飽く まで も 無 

敎會 主義で 終始した 先生の 押し 强さ、 信念の 熾烈 さは、 話 を 伺って ゐる 間に 感じられた。 先生 は どこまでも キリス 

トの 復活 を 信じて をら れた。 他の 人の 口から そんな 話を聽 けば いかにも 鱸ら しく 思 はれる が、 先生の 口から 直接 聽け 

ば、 キリストの 復沾 について すこしも 疑 は 起らなかった。 眞理は 言葉 以上で あるが、 入 格 はさら に眞理 以上で あると 

いふ こと をつ く  考 へさせられた。 

朝の 溫 泉に 浸って、 山鳩の 聲を聽 きながら わたくし は 先生の 口 を 通し て、 ゲラン ト將 軍の 話を聽 いた こ と を 不思議 

に 思 ひ 出す。 東京の 新聞に 疑獄 事件の 記事が 揭 載され てゐる ころであった ので、 自然 話 は その 方面へ 移って 行った。 

「あ. <  いった 實菜 家な ん ていふ もの は惡魔 見た いなもので すね。」 


一 い、 ゃ惡魔 以上です よ。 わたしが アメリカで グラント 將軍を 訪ねた ころ は、 あの 名 將軍も 失脚して ひどく 落ちぶれ 

て をら れた ころで 洵に氣 の 毒でした よ。 あれ もや つばり アメリカの 實粲 家た ちが 世間知らず の 將軍を ひ 物に した >t 

めなん です。」 浴室の 外で は 雉子が 鳴いて ゐた。 「將 軍が 來 朝した ころの 日本 は 支那と いふ 大敵 を 向う に 廻して やがて 

は. i< 藍 を 切らなければ ならぬ やうな 場合で、 ァ メリ 力の 同情 を 得る とい ふ こと は 最も 大切な 時代 だ つ た の です。 した 

がって 朝^の 歡迎 とい ふ もの は ，k 變なも のでした。 將軍は 鼸來 日本の 味方と して 隨分 つとめて くれられた のでした。 

晚年 になって 將 軍が 惡 い 實菜家 た ち のために 利用され て 家財 を t; 押 へられる とい ふ 羽目に なった 時 も、 將軍 はせ めて 

明治 大帝から 賜 はった 物 だけ はぜ ひ殘 して くれと 賴ん ださう です が、 容赦 もな く 競 iK される やうな ことにな つたんだ 

さう です。 まったく 將 軍の 末路 はお 氣の 毒でした よ。」 

內村 先生の グラント 將軍 につ いての 述懷 はさら につ く。 

「偶然な ことです が、 わたくしが 今 借りて ゐる あの 別莊は グラント 將 軍が 泊った ことの ある 建物ら しいので す。 1 度 

機會が あったら 訊ねて 見よ-つと 思 ふので すが、 多分 さう らしい のです。」 内 村 先生 は 落葉松の 林の 中の 建物 を溫 泉の 硝 

子 越しに 指さした。 いかにも 三 四十 年 前の 洋館 まが ひの 建物で ある。 トタン r 茸き の 尾根で は あるが、 どこと なしに、 

大まかな 風の 建物で ある。 スト ー ヴの 煙突 も あれば、 恵 も 大きく 切って ある。 內村 先生 は その 建物の 中で 锊朝 聖書 を 

讀んで ゐられ たらしい。 

「あの ころ は 束 京から 日光まで 一 日で 飛んで 行く 車夫が ゐ たんです よ。 將 軍が 日光に 行かれる。 その 時 宇都 宮 の 或る 

資產 家が 將" 車の ために 自分の 邸內に 新築した の が あ の 建物 だ つたら しいので す。 將軍は ともかく あの 家に 泊って ゐに 

らしい の です。 そ の 後 あの 家 は 歴史的な 建物 だ とい ふの で橫濱の 原！^か誰か に引き取られた の を- さらに 高 崎 あた り 

の 資達 家が ゅづ り 受け て 星 野 の 落葉松 の 山の 中に 持って来たら しいので す。 1 度 誰かに はっきりし たこと を たづね て 
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見たい ものです。」 

わたくし は 九月の 末まで 淺 間の 麓に ゐた。 先生 は 一度 東京へ 歸 つて 九月の 末に は 本 を M みに、 尙 一度 星の 溫 泉に 歸 

つて 來る といって をら れ たが、 間 もな く淺 間の 爆發 があった りして 先生 は 見えられなかった。 

この 春に なって 突然 內村 先生の 一? E を聽 き、 今 さらの ごとく 人事の 俊 さ を 思 ふ。 

淺 間の 麓の 落葉松 はもう 新綠 につ.^ まれた であらう。 山 © も 鳴いて ゐる ことで あらう。 落葉松の 小徑 をよ く 散歩し 

て をら れた內 村 先生の 姿 を 見る こと もで き なくなった。 唯 物史觀 的な 考へ 方の みはび こる 時代に、 心から キリストの 

復活 を 信ずる ことので きる 内 村 先生の やうな すぐれた 人格と 宗教家の 存在 を 思 ふこと、 き はめて 切なる もの はわた く 

し 一人で は あるまい。 


この 四 五 年つ 父け てわたく し は 信 濃の 月 を 眺めて ゐる。 仲秋 無月と いふ 言葉 通りに、 明月の 夜 は 雲が 多い。 しかし 

幸に 信 濃の 近年の 仲秋に はめぐ まれた ことが 多かった。 「明月 はま あ 十 年に 一 度ぐ らゐの もので せ 5」 と 山の 人た ち も 

言って ゐる。 それに もか& はらず 近年 つ^けて わたくし は 信 濃の 明月 を 見る 機會を 持つ ことができた。 三 四 年 前の 明 

月 は 小 諸まで 出かけて 行った が 生憎の 雨であった。 その 翌年の 明月 は 晴れて ゐた。 さらに 昨年の 明月 は 文字通りに 天 

に 1 if の 雲 もない ほどの 上々 吉 の天氣 であった。 

昔から 姥捨 山の 月 は 有名で あるが、 なるほど 千 曲 川、 犀 川 を 眼下に 見て、 善 光寺 平の 上に のっと 懸る 明月 を 淺間ぁ 

たりの さに ながめた 景色と いふ もの はい ひやう もな きもので あるに ちが ひない。 さらに 信 濃の 月の とりわけて い、 斑 

由 は その {4! 氣の 澄明 さに あるで あらう。 日本中で 一番 海に 遠い 山國 の、 しかも 一番 高い 山っ^き の 信 濃の 秋から 冬に 

かけての { ^氣は 凄い ほどに 澄んで ゐる。 まったく 骨 を 刺す ほどに 澄んで ゐる。 {<1 は 磨きに 磨かれて ゐる。 そこに 描き 

出さる & 月光の 璧 よりも 冷たく 麗朗 たる こと はいふまで もない。 

去年 は 三度 目 の 碓氷峠 の 月を觀 た。 

眞澄雜 覽 記を讀 むと、 姥捨の 月見で は 昔から 酒 を飮ん でさ わいで ゐる やうで ある。 この 心持ち は 都會の 入た ちに は 

ちょっと わかり かねる ことで あらう。 數年信 濃の 夏から 秋 を 過して ゐる 間に、 山の 人た ちが 明月 を 待って 夜更けまで 

さわぐ 心 もち も わかる やうな 氣 がする。 

高原の 秋 はすで に 陰慘な 冬を控 へて ゐる。 仲秋の 明月 はいは^ 山の 入た ちに とって は 一 年 最後の 行樂 でも ある。 
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f 峠の ffi 現 社 あたり はすで に k.il^ しかけて ゐる。 見 晴し臺 から は 槍 ケ嶽、 ！i 高 あたりの 山々，. J 見える。 八 ケ嶽、 

5^ 間 は 指呼の 問に ある。 妙義の 怪奇 的な 岩山が 黑 一文字の やうに 關東 平野の 一 部分 を 鎖って 暮れて ゆく。 

月が 倾 くに つれて 關柬 平野 をつ 、む 靄が 漂 ひ はじめる。 利根の 流れが i し 銀の 帶模樣 の やうに うねって ゐる。 

接 名から 赤 城が、 さらに 筑 波の 峯が關 東 平野の 北の 手を薛 風の やうに 塞いで ゐる。 

關東 平野 を掩 ふ 東方 の {.^|が淺葱色 の 幕 を 掛ける。 忽然と し て 地平線 の 上に 靄 を 破って まんまるい 月が あら はれる。 

夢の やうな 月で ある。 月 を 見て ゐる ものと いって はま だほん の 五六 入に すぎない。 

まん 丸い 月は絕 えず 霞の 上に せりあげられて ゆく。 利根の 水の面に 光 脚が 投げられる。 月 を 見る 男た ちが 七 人に な 

り、 八 人になる。 

「あまり 月が 早く 出過ぎた！」 とい ふ 感じ も わく。 

B が 暮れる。 月が 竿 一本く らゐの 高さに のぼる。 妙 義の黝 い 岩が 1 慝 数く 聳 ゆる。 

あまり 察 過ぎる とい ふので、 わたくしたち は 社家 町の 方へ 行って 權現社 の 下の 茶屋の 裏庭で 焚き火 をしながら 月 を 

ながむ る ことにした。 

月の 明るくなる につれ 關東 平野 はます く 暗くなる。 高 崎の 火が また >| く。 富 岡の 火、 熊 谷の 火、 それから それへ 

と 赤い 火が 點々 として 靄の 底に また &き はじめる。 

V ん たう 

手が かじかみ さうな 突 I さで ある。 露 も 下りさ-りな 塞 さで ある。 女た ち は 行 厨 を ひろげて くれる。 けさ 南の 松 山で 狩 

つ た ばかりの 初 茸が 煮られて ゐる。 男た ち は 酒を飮 む。 

「見 喑し臺 のお 婆さん はどうし ました。 A, 夜 あすこに 見えない やうで したが？」 わたくし はいつ も 見 晴し臺 の 茶屋に 


春 


曰 


坐 つ てゐる 老婆の こと を 思 ひ 出した。 十 11 ばかり 前 妙義を 見た いと 思つ て碓 氷に 登 つたこ とが あ つ た。 その 時 は 霧が 

くて 一 一三 問 先 も 見えな かつ た。 老婆 は 愛 よく 茶 を 掬んで くれた。 

「あのお 婆さん は 二三 日前輕 井澤の 祭 を 見に 行って、 あまり 酒 1^ 飮 んで鼸 りに 死んで しま ひました。」 焚き火に 滑を投 

げこみながら 茶屋の をん な はそんな 話 をした。 

身寄り 頓り もない 老婆た 一  人で 峠の 茶屋に 長い 年月 を 打 過ごして 來た 身の上で あつたが、 明月 を控 へて 二三 日 前 

に碓 氷の 山道で た ふれて しまったの であった。 

今年 は姥 1 人で ながむ る碓 氷の 月 もない ことにな つてし まった。  ， 

わたくしたちが 確 氷 を 下る ころ は 月 はまった く 水よりも 白く 照って ゐた。 

三味線 を 抱へ、 贯 箱を擔 がせな どした 輕 井澤の 入た ちが 後から/、 と^の 方へ 急いで 來た。 

淺間も 八 ケ嶽も 明月の 下に 聳えて ゐる。 

避 着 客も歸 つてし まった！！ 井澤の 町 は 死の 町の やうに 靜か である。 戶の ひまから は 芒の 穗を 折り、 月 まつりの 圏 

子 を そな へ た 土間の あたりの 人々 の 冬 を 待つ 心が いぢら しく さ へう か や はれる。 

「もうす ぐに 冬が 來 るんだ。 今の うちだ、 踊れ、 うたへ。 月の ある 間に ：：： 」 信 濃の 高原の 月 を 見る たんびに わたく 

し はかう いった 感じに つ X まれて しま ふ。 信 濃の 高原の 人た ちに とって 月は靜 かに 眺む るに は あまりに 澄んで ゐる。 

ぢっ として は をれ ない， 自然にうた ひたくなる。 を どり たくなる。 

憂鑾な 長い 冬が すぐ そこまで 近づいて 來てゐ る こと を 思へば 明月 を 前にうた はないで は をれ ない。 

わたくしたち は 沓掛の 方へ 步 いて 歸 つた。 

キャベツ， 畑の 中 を 歩きながら 突然 「あんまり 1^ がい &で淺 間に 登る か。 それと ハ ffl,: ケ 原までの すか！」 と 叫んだ 
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男が あった。 

もし 男ば かりの 連で あったら わたくしたち は淺 間に も 登った であらう。 六里ケ 原まで も 歩いた であらう。 

「御免な すって……」 「御免な すって …… 」 わたくしたち は 別れく に キャベツ 畑を橫 切った。 二三 年 前、 そこの キヤ 

べッ 畑の 中に 小屋が かけられて 旅 廻りの 役者が 芝居 をして ゐ たこと など を 思 ひ 出しながら、 わたくし は 落葉松の， P の 

家に か へって 行った。 

それから 二 時間 も經 つか 經 たぬ 間の 出来事であった、 淺間 が爆發 したの は。 何とも 名狀 しがたい ほどの 大爆發 であ 

つた。 刹那に 淺間 一 帶の 山が 火の 海に つ i まれて しまった。 一 萬 尺 以上の 高さにまで 熔岩が 吹き 5^ ばされ た。 f$ 

りに 鳴った。 吼 えに 吼 えた。 

七十 幾 歳の 依田 老人が 沓掛の 方から 見舞に 來て くれた。 沓掛の 女子供の 泣き叫ぶ 聲 が大變 だとい つて ゐた。 

老人 は 六里ケ 原で 熊を擊 つた 話 をく りか へして 歸 つて 行つ た。 

仲秋の 明月 は 冴えに 5^ えた。 

淺間 はな ほ 一面 ものすごく 噴火し、 山 一面 を 炎に つ  >, んでゐ た。 


武藏 is の 雪の ながめ もつ ひ 二十 年 前まで は 池 袋 や 代々 木 あたりまで 出かけた ばかりで 趣が あった もの だが、 今では 

家^た てこんで しまったので， 昔の 係 はない。 それでも いざ 雪が 降った となれば 捨てが たい ものが 見出される- 雪 そ 

の ものに 何ともい へ ぬ 情 を こめて ゐ るからで あらう。 入 谷 田圃と いったと ころで 今はバ ラックに 埋められて みるが、 

それでも 雪が 降れば 今まで 氣も つかなかった 柳な どが 埋立地の あたりに 見出される。 江戶 時代の 道 しるべの 石が 雪の 

中に とりのこされて ゐる。 三千 歳 や H 侍の 舞臺 面が 映って 来る。 さらに 一 歩 荒 川 を わたって 葛 飾の 野に 出れば 昔の 雪 

の俤は ほとんど その ま \ に殘 されて ゐる。 雪に 折れた 枯れ 葦の 間から 水禽 も 飛び立つ。 

雪 も あまり 深いと ころに なると 趣と いふより はむしろ 凄い ものに なって しま ふ。 雪の 風情 は 武藏野 か 京、 大和 あた 

りくら ゐの 程度のと ころがい. t であらう。 稻 村に 降り か \ つた 雪 を 撫で X 見る くら ゐの雪 、陛 の禄 柳が や \ 雪 を 重た 

げに 感ずる くら ゐ がい >- 。 

年々 に 人が 疲 えて ゆく せ、 か、 ともかく © の 積り 方は滅 つて ゆく やうに 思 はれる。 昔 は 輕 井澤、 沓掛 あたりで も 雪 

の 中に 行き倒れ た 旅人 も あ つた さう である。 信 濃の やうな 雪の ilif いところ ばかりでなく、 雪の 淺ぃ 九州 地方 でもよ く 

そんな 話を聽 いた ものである。 

三 四 年 前の 時雨の ころ わたくし は 信 濃の 柏 原に 俳諧 寺 一茶の 故鄕を 訪ねた ことがあった。 そ の 時 土地の人に 「冬に 

なったら 雪が 深いで せう」 と たづね た。 「 こ \ いらは 雪 はたい して 降りません。 降った ところで たか <L\ -四五 尺く らゐ 

の ものです」 とい ふ 答へ であった。 ゎづ かへ だて、 越後 境の 關山 あたりに 行けば 1 丈 幾 尺と いふ 雪 だから、 成る 程 四 
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五 尺の 雪で はたい した 雪と はお も へ ぬの かも 知れない。 

信 濃 大町は 糸魚 川 街道に 沿うた 松 本 平野 北方の 山の 町で ある。 山に 登る 人た ちに とって はなつ かしい 町で ある。 十 

月に は 渡り鳥が 秋の 山を賑 はすが、 爺ケ 岳、 鹿 島 槍- 蓮華と 一 連の 北ァ ル ブス はすつ かり 深い 雪に つ、 まれて しま ふ。 

今年 は 雪が 早く 山で は 九月の 十二 日に 初雪が 降った。 

山の 町の 人た ちに とって 雪 はなつ かしい ものであるが、 同時に 來 年の 春まで 日 もく 雪の なかに とぢ こめられ ると 

いふ こと はいかに も 憂 総な ことで あらう。 

雪國の 入た ちに とって ほんた う な 生活 は 雪が 降つ てからで なければ 味 へぬ ことに はちが ひない が、 さすがに わびし 

い ことで あらう。 

大 町の 家 は雪國 のこと. - て；^ 极 のこけ ら葺 きの 上に 石 を 並べて かならず 煙出しが 附 いて ゐ るの が £^ につく。 深い S 

に 埋められた 山の 町の 根と い ふ 屋根から かすかに 立ち の ぼる 煙出しの 煙 を 見る の も 雪 國 らし い 風情で あらう。 

その 大 町の 煙出しに ついて わたくし は雪國 らしい 物-! US を 聞いた ことがある。 ， -.. 

それ は 若い わたくしの 友人 S 君の 話で ある。 

S は そのころ 仲 問の！， -; とよく 遊んだ。 N の 放蕩が 親戚の 人た ちの 問題に なった こと は 無論で ある。 N は 剥染の S 者 

と 大町を 逃げて 情死の 旅に 出た。 ちゃう ど 雪の ころであった 幾 y 經 つても 若い 男女の 消总は 知れなかった。 

S は 或る S 雪の 中 をい つもの 藝者屋 へ 出かけて 行った。 雪の 日の こと、 て 部屋の 中 は 薄暗かった。 S は 長火鉢の 前 

に、 N の 馴染の 藝 者が ぼんやり 坐って ゐ るの を 見出した。 S は 全身 水 を 浴びせられた やうに <i じた。 

N と Its げて 行った 箬の 若い 藝 者が たしかに かれの 眼前に ぼんやり 坐って ゐ るので あった。 まるで 幽靈の やうに 蒼白 

い 顔 をして。 
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I これ は變 だ！」 と s は 思った。 そして 尙 一度 若い 藝者を 見た。 

「お前だった か。 僕 はび つくりした。」 S は 笑 ひながら そこへ 坐って ゐた藝 者に 聲を かけた。 それ は 心中に 出かけて 行 

つた 薛 者の 妹分に なって ゐる 女であった。 

「しかし、 どう 考 へても 變だ。 最初に あんなに はっきりと 見た 女 はたし かに N の 馴染の 女であった。」 

S はそんな こと を考 へ ながら ふた、 び 雪の 中 を歸っ て來 た。 

同じ 夜の 出來 事で ある。 

家 出し た 1 人 息子 のこと を 案じながら N の 母と 妹 はたや 二人で 爐の 傍に 泌 1 つて ゐた。 そのころ はま だ大 町に は 汽車 

も IJ_r 車 もない ころであった。 

真夜中 ころであった。 その 夜 は 風 もな く靜 かな 雪の 夜であった。 N の 母と 妹 は 突然 尾根の 煙出しの 上に はげしい 汽 

車の 走る 聲を聽 いた" 母と 子 は 相 抱いて 頸へ 上った。 

大 町の 母と 妹が 雪の 夜の 汽审の 響き を f 根の 煙出しの 上に 聽 いた その 夜の 同じ 時刻の ころ、 N と 馴染の 若い 藝者は 

明 石の 海岸で 鐵 道-: m 殺 を 遂げた の であ つ た。 

一二 二日 後の 新聞に は 明石悔 i 一 i の SR 女 の 心中 記事が 掲げられて ゐた。 

S も N の 母 も 妹 も、 雪の 夜の 不思議な 出来事 を 今 もな ほ 悲しく 思 ひ 出して は 語る。 

信濃大 町で は 去年の 大晦日から 元 曰に かけて 早稻 田の 若い 學生 たちの 山の 遭難で、 町中の 人々 が 悲しい 思 ひ を經驗 

しなければ ならなかった。 越 の 糸魚 川 方面から 大 町に 來る 旅人た ちが @ 崩に 打 たれて 死んだ とい ふ 話 は、 度々 の こ 

とで ある。 
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數年 前の ことで ある。 大 町から 出て 行った 三人の 山 *2 は 偶 iki 夜半の 雪崩に 打 たれた。 父と 子の 山 案內は 小屋の 梁 

で 一 とた まりもな く 撃ち殺されて しまった，" 生き 殘 つた 一 人の 若者 は 9t の 底から やみくもに 雪 を 接き 分けて やっと 命 

からぐ 數 里の 道を大 町へ 釈 けつけ て 來た。 同じ 小屋に ゐた 三人の 中 一人が 助かった とい ふこと はあり sr へき ことに 

はちが ひない が、 死んだ 山案內 者の 持って ゐた 百圓の 金の 紛失から、 生きの こった 1 人の 男が 臀 察に 引かれる やうな 

さわぎが あったり したが、 $サ 解と 同時に 紛失した 金が 雪の下から 出て 来たので、 無資の 罪が 晴れた とい ふ山國 らしい 

物語 もの こって ゐる。 

今年の 九月 二十 三日の 夜 わたくし は 妻と、 二人の 山 案內を 連れ、 米、 炭、 毛布、 食糧品を運んで^^ケ岳に登った。 

1 一十三 曰 夜 は 殺生 小屋に 泊つ たが、 小 尾の 天然 水 は i つ てゐ た。 

S は 人 ざ かりの 山 も、 秋 は 人の 影 1 つ 見えず、 はじめて 山の 靜寂を とりもど すが、 それだけ 危險も 多い。 

二十 三日の 午後 わたくしたち はま だ 疾き殘 つて ゐる みやま りんだ うや、 たう やくりん だう、 薄雪草、 千島 拮梗 など 

を 岩間に 見出して は、 初雪 を嚙 み、 秋の {- ^を 眺めつ、 秋の 山の よろこびに 浸されて ゐた。 雪 溪に沿 ひ、 這 松の 間に 織 

り 込まれた みやまな.^ かまどの 紅葉の 美し さはい ふまで もない。 

振り か へれば 富 士も、 赤 石 も、 八 ケ嶽、 淺間、 湊 名まで も 見える。 

日 は^れて 行った。 非常に 靜 かな 夜であった。 滿 天の 星 は 冬よりも 寒かった。 

夜明けち かく 落石の 音に つれて、 雷鳴が 起って 来た。 

雷鳴が 止む とともに 雪が 降つ て來 た。 

「二十 何年 も 山に 登って ゐ るが 女の人 を つれて 山で こんな 雪 は はじめて だ」 年寄った 方の 山 案內が 先づ顏 色を變 へた。 
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ともかく 大急ぎで 飯 を 炊いて 出来るだけ たくさん を 食って 置く 必要が ある。 ..  一 

暗い 殺生 小屋の 中で 沈默 がちに 鈑を食 ふ。 しま ひに は 汁 を かけて 無理に も 飯 を 食 ふ。 死と いふ もの & 影が 雪の 上 を： 

走る。  一 

こんな 時 は 一 番 弱い 人間から 倒れる にち が ひない から、 1 番 弱い 人間 を 1 番溫 かくして SI かねば ならぬ と 思った の」 

で、 わたくし はセ， タ ー を 脱いで 妻に 蕾せ た。 毛絲の 長靴 下 を 足袋の 上から 穿 かせた。 わたくしの 精子 を 冠せ た。 ニー 

人の 山 案内た ち も 桐油 紙と 絲 立と 厚い 手袋 を 妻に 貸して くれた。  ，， 

吹雪に なって 來た。  5 

お 》* ほみ 

尤 あたりに 雷鳥が しきりに 鳴き はじめた。 

若い 山 案内に 小屋の 後始末 を 賴んで わたくしたち は 1 足 先に 山 を 下り はじめた。 

大 喰の 腰 をった うて 穗 高に 通 ふ 縦走の 道が 雪に つ- 1 まれて 絲の ごとく 細く 嚴壁を 走って ゐ るの を 見た 時 はい ひやう： 

もな くさびし かつ，；'。 

中 岳 も、 槍 も、 赤澤も 見え わかぬ までに 雪 は 降りに 降った。 

わたくしたち は 殺生 小屋の 見當を 向いて 若い 山 案内 を 呼んだ。  ム 

「おうい …… おうい …… 」 とい ふ 三人の 聲が 雪の 山に 欲して 響いた。 

坊主の 小屋 あたりから 轉ぷ樣 にして 若い 山 案内が 滑って 來た。 

槍澤の 小屋に 着いた ころ は 雪 は 止み、 B は 照り、 駒鳥が 鳴いて ゐた。 

山は靑 さの 下に 新ら しい 雪 を か 父 やかして ゐた。 
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天 城の 星 

天 城の 雪が はろ くと 暮れて 行く、 西の さに はな ほ 夕燒け の 雲が 消えが てに 漂うて ゐる。 

伊豆の 海に はすで に 星が また. ふきはじめた。 わたくし は^ 川に 沿うて 山 を 下った。 

天 城の 山に 世 を 避けて 二十 年が 間た r 1 人で 炭を燒 いて ゐる淺 野 老人と 別れて、 谷 を わたり、 山 を 越えつ、 も わた 

くし はいろ とく 老人の 半生 を 想 傑せ ざる を 得なかった。 

天 城の 奥に かくれて 文字通りに 晴耕 雨讀の 生活 を经 つて ゐる孤 镯 な 老翁 は 尊く も 思 はれた。 三千 尺の 山上に 茅 を S 

り 小屋 を 組んで 辛うじて 雨露 をし のぎつ i 二十 年が 間 萬 葉を讀 み、 炭 を燒く 老翁の 生活 こそ 今の 世の 物語と も 思 はれ 

ぬ。 

「あんまり 邋 いの で 山路に 迷ゥ ておいで かと 案じました ので。」 親切な 奥の院の 老 庵主 は 提灯 をと もして 草の 中に 立 つ 

てゐ た。 「炭燒 爺さん は よろこび ましたで せう。 一 年に 一 度 も 逢 ひに ゆく 人なん ぞ あり はしません。 以前 は どんな こと 

をして ゐた 人です かいな。 五六 年 前です よ、 十八 九の 娘さんが 長い こと 旅 をつ やけて 探し あて、 炭燒き 爺さんの 小屋 

を 訪ねて 行った のです が 一 晚も 泊め もせず 山から 下して しま ひました。 北海道 あたりに は 妻 も-十 も あると いふ 噂 もき 

きます が、 よくく のこと があって 世 を 捨てた もので ござんせ うよ。」 そんな こと を 話しながら 老 庵主 は爐の 火で 里 宇 

を燒 いて くれた。 

庵主に 別れて ふた、 びわた くし は 山 を 下 つ た。 

「酒 …… 酒です よ。 酒が あるば つかりに わたくし は 生きの びて ゐ ますよ。」 しみぐ とした 調子で 炭燒 老人 はさ 5 いつ 


3 た。 いかにも かれは-つれ しさう にわた くしが 持って行った 酒 を 見つめた。 

4  r 醉 ふこと によって かれは 辛うじて 過去の 悲しき 一 切 を 忘れる ので あらう •」 わたくし は 振り か へって 天 城 をな がめ 

た。 

磨き あげられ たやうな 4# 斗 七 M がち やう ど 天 城の 炭燒 老人の 小屋の あたりの 眞 上のと ころで また \ ぃてゐ た。 

一 合に も 足らぬ 晚 酌に 七十 年の 悲しみ を 忘れて 天 城の 奥に た y 1 人默々 として 炭 を 燒き蓠 薬の 敬 を 愛誦し つ X ある 

老翁の 寂しい まなざし にも 似た る 北 斗の さ- - やきで は ある。 
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れを慕 ひて 

鹿 兒島線 人吉の 停車場で 下りて 3t に 搖られ ながら 稻 田の 間 を 走る" 山の 町 はもう 秋ち かい 感じで ある。 古城の 石垣 

に は 秋ら しい 風が 吹いて ゐる。 

薩摩か HJ 向 境 あ たりで あらう 白い 雲が わいて ゐる。 

さっき 汽車の 窻 から 眺めた 球 磨 川の 磧が 眼の 前に 展 けて 来た。 

俥は靑 田の 中の 林？，！ 泉に 停って ゐ广。 

鹿 a 島 の 旅の 疲れ を 一日 二日 やすめて 行く つもりで わたくし は そこの 溫泉場 を 選んだ のであった。 

温泉宿と い つ て も 普通の 山の 温泉宿と はちが つて ホテルと いつ た 感じで ある。 設備に 念が 入りす ぎ 手が 屆 きすぎ、 

整 ひすぎ た 感じが しないで もない が、 まことに 氣持 ちはい 丄。 湯 はまこと に 善： 富で ある。 淸冽 である。 

落ちついて 見る とます く 居心地 もい V。 宿の 女中た ちの 氣立 もやさし い。 これなら ば 三日で も 四日で も 逗留 はで 

きさう である。 揚 上りの 浴衣 姿 を b に 凭せ る。 球 磨の 川原 は 庭先まで 迫って ゐる。 時折り 船 を曳き 上ぐ る 男た ちが 草 

を 踏み、 背 を 鰕の やうに 曲げて 岸 を 川上の 方へ 歩いて ゆく。 片 帆の 船が 美しい 流れ を靜 かに 滑って ゆく。 

翠巒哨 壁 をつ X んで 山霧が 刻々 に 重なって ゆく。 突然 霧の 間から 馬上の 若者が あら はれる。 馬に は 靑棘を 積んで ゐ 

-CL! しぶね 

る。 馬と ともに 若者 は 渡船に 架つ て 温 杲 旅綰の 方 へ 川 を わた つ て 来る。 雪の やうな 白鷺が 船 上 の 人物 や 馬 を かすめて 

川下の 方へ 飛ぶ。 

平家の 人々 が 落ち のびて、 幾 百年の 間 世間と ま つ た く 交通 を斷 つ て ゐ る と い ふ J の 川を さ か の ぼ つ た と こ ろ 


5 
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にある らしい。 幾重の 霧、 雲 をへ だてた 山の 奥の 奥な ので あらう。  ：； 

日の 暮る丄 ころ わたくし は 川岸 を 歩 いて 見た。 さつ き 若者が 川 を 越えて 運ん で ゐた靑 麻 を 煮る 签の 下 に は 焚火が ち 一 

ろくと 薄暗 を 舐めて ゐた。 桑畑の 中 を ふた \ ひ 馬に 乘 つた 若者が 川原の 方へ 行った。 釜の.^ も 若者 もやが て 川原の 一 

霧 ふかくつ X まれて しまった。  一 

夜 は 川原の 霧が 晴れて 星が また- -き はじめた。 鋤い 山、 寒い 山で は ある。 わびしい 山で は ある。 夜更けて 星の 高く - 

また、 くに つれて 山 もまた 高く、 山も懇 い。 

隣り の 部屋で は 博 多 あたりの S 妓 らしい 女と 客が、 夕方 宿に 着いて 1 しきり 騷 いで ゐ たが、 いつの 間に か 眠って し 一 

まった。 

川の 瀕の 音が 耳に つく。 秋の やうな 山風の 音が。 秋ら しい 夜で ある。 

夜が 明ける。 間もなく 川 向う の 山で は 老鶯が 鳴き はじめた。 霧 はふ かく 川原 を こめて ゐる。 昨 曰の 若者 はすで に 馬 

を^ い て 渡し場に 船 を 待 つて ゐた。 

障子 を 明ける と 小雨の やうな 山霧が しとく と 感じられる。 いかにも 打ち沈んだ 朝の {ri! 氣 では ある。 

隣り の 部屋で は 例の 藝妓 らしい 女 を とらへ て 男が しきりに 話しかけて ゐる。  止 

「もうあた し、 こり です。 こんな さびしい 山の 中 は。」 

「靜 かで よ いぢ やない か。 もう 1 晚 泊って 行か 5。」 

「あたしい やです。 け ふす ぐ, ります よ。」 

若い 女 は駄々 を こねて ゐた。  I 

しきりに 鶯が 鳴いて ゐた。 
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わたくしの 頭に はシ モン ズの 「秋の 都」 とい ふ 短篇の 中の 女主 人. 公の ことが 泛 かんで 来た。 マルセイユ のぎら く 

と炒り つ くやうな 太陽の 町 を 愛する 女に は、 古，：！；^ "  7 マ 人の 遺し て 行 つ た 寂 し い 墓場 を 歩く と いふ こと は 死の やうに 

辛い ことで あつたに ちが ひない。 

球 i$ 川の 上流の 溫 2K 宿、 そこ も 花やかな 都會の 女に とって は 墓場の ゆうに 思. はれた でも あらう。 

わたくしたち は 朝餉 をす ますと すぐ 球 磨 川 を 下る ことにした。 

「船の 支度が できました」 と 若い 女中が 知らせて 來た。 白 石まで 約 六 里の 急流 を 下る ので ある。 

夏草の 道 を 水際まで 歩 いて 行った。 うしろ か らは 女中た ちが トランク など を 抱へ て 見经り に來て くれた。 

しっとりと 重たげ に 露に濡れた 柳の 下 蔭に 小舟 はも や はれて あった。 親と 子の 船頭が わたくしたち を 待って ゐた。 

岩燕が 水 を 切って 飛んだ。 

「では、 御 II 嫌克ぅ …… 」 

女た ち は 船が 早涸を 下って 見えなくなる まで 川原の 中に 立つ てゐ た。 

船 は 文字通りに 矢の ごとく 球 IS の 单瀨を 下った。 舳に 立って 水掉を あやつ &てゐ ろ 若者の 全身 を 雪の やうな 飛沫が 

つ 、む。 そのたん びに わたくしたちの 袖まで が 快く 濡れる。 

旅と いふ ほどの もので はない が、 武藏： If を數里 はなれ. たば かりの 相模 川上 流の 山の 町 を 訪ねた の はこの 月の 十九 日 

のこと であった。 いつにな く 早 起 をして 田 端から 山の手 線 を 新 宿に 出て 中央線に 乘り替 へる。 石炭 を 焚く 汽車に 乘れ 

ばちよ つと 旅ら しい 氣 になる。 國立、 B 野 あたりに 出て はじめて 六月の 田園 を 見出す。 維 草の 中に 草 あやめ が^いて 

ゐる。 
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八 王子 驛で東 神奈川 行の 汽車 を 待ち 合せる。 汗染みた 浴衣 一枚の 旅藝 人らしい 男、 甲 州 あたりの 山に 働く 機 夫で r 

も あらう か、 大鋰を 持ち、 十 歳ば かりの 子に 鉈の やうた 道具 を 網袋に 入れて 控 がせて ゐる。 二十 年 も 前の 田 舍の驛 を 

思 ひ 出させる。 

東 神奈川 行の 汽車に 乘っ て 多摩川の 右岸 を 走る。 田植ゑ ころで ある。 程ケ谷 あたりに 見る 草甚 きの 尾根の 上の あゆ 

めが、 この 山間の 村に も 見出さる X。 なつかしい 情趣で ある。 柿の 木立、 牛小屋、 草屋根の 形、 作 庭の 取り 方、 餘^* 

の 小徑、 柴山、 緩やかな 勾配のう ねり 道、 土の 香， 草の いろ、 溪 から 丘、 丘から 溪の 交錯 すべてが わたくしの 故螂に 

似て ゐる。 亡くなった 父 も 母 も そこいらの 靑葉 蔭に 佇んで ゐ さう である。 場所 は 武藏と 相模の 境に ちかい。 

武藏 なる 多 摩の 川原 を あが ゆけば ふるさとに 似し 山 を 見る かな 

悵 然として た^山 を 見る。 

橋 本と いふ 驛で 下りる。 自動車の 人と なって 坦々 たる 道 を Is 線に 走る。 麥秋。 桑の 葉 は 雨に 濡れて ゐる。 

E. 州 あたりの 山で あらう j 霧に つ X まれて i£ よりも かすかに、 雲よりも 高く 行く手の Ml を 塞いで ゐる。 一里ば かり 

も 走った ところで いかにも 落ちついた ゆかしい 山の 町 を 見出す、 町の 中程で 道が 二つ 三つに 岐れ てゐる あたり は 昔の 

俤 をと めて ゐる らしい。 川尻と いふ 町で ある。 加 藤武雄 氏の 故鄕 であると か聽 いた。 大きな 土驟 や、 黒い 門 や、 白 

の 倉な どが 柿若雜 の小薩 にもの 古り てゐ る。 道 はいよ く 山路に か &る。 幾 曲折して 山道 を 上りに 上り、 走りに 走 

る。 先に 桑畑の 中で 見た 霧に っ& まれた 山の 中腹 を 走る ので あらう。 忽然と して S. 模 川が 山の 祸 深く i おひ 込んで 流れ 

てゐ るの を 見出す。 幾度 か 山 をめ ぐって、 さらに 幾度 か 銀の 帶の やうな 相模 川の 流れ を 見出す。 釣 橋の 下に は 鮎 漁の 

船が 泛 かんで ゐる。 翠巒 重疊、 白磧 山に 迫りて、 山懷三 四の 家 を 望む ところ まことに 南賨 式の 別天地で ある。 釣 橋 を 

わたり さらに 道 はけ はしくなる。 登りつ くした ところに 中 野の 町が ある。 金物屋が あり、 吳服屋 が あり、 酒 が ある。 一 
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馬の 背 を 借る 他に は 道 もない 甲 州境の 山の 村々 から 買 ひ 出しに 集まって 來 るので あらう。 こ X でも 三十 年 前の 故 蜂の 

山の 町 を 見出した。 

老鶯 がしき りに 鳴く。 

「 一 里 か 二 里 奥へ 入れば 歩く か 馬に 乘 るかより 他 は 方法はありません」 とい ふ 町の 人々 の 物語り を 聽 さながら 畑の 隅 

の 草 芙蓉 を 眺めて ゐ ると， ふた \ひ^^鶯の聲を聽<。 甲 州 勢に 備 へ て 相 州 小 田 原の 出城が こ \ の 町に 來る 途中の 城 山 

に 置かれた らしい。 城 山 は 雨雲に つ \ まれて ゐた。 

山の 町 は 旅人に とってな つかしい ものである。 信 濃の 大町、 大和の 吉野 川の 上 市、 伊賀の 上野の 町， 木 曾の 福 島。 

山の 町 は 何とな しに 打ち沈んだ 氣 がする が、 それだけに 人間で いへば 情味が ある。 實 意が ある。 

蔬の 外の 高お に は麥を 刈る 人々 の 鎌の 音が 絕 えな い 。 

今ち やう ど相模 川の 鮎の さかりで ある。 墮燒， 醉の もの を はじめ 香魚 づ くしの 馳走で ある。 山の 町の 人々 の あた V 

かい 心からの もてなしに 鶯を聽 く。 旅人 は酒飮 まぬ にす でに 醉ふ。 ノ  - ' -.. 

山 雨 到りて は 山 をつ、 み、 川を掩 ふ。 

雲 途切れて は老 鶯を聽 く。  . 

日の 暮る  >- に 及んで はじめて 老 鷥の聲 止む。 

山の 町 を 下る 人々 は 申し 合せた やうに 籠に 入れた 鮎 を 抱へ てみ る。 

ii 察 の 前で は 若い 美しい おかみさん が 乘合自 動庫 に 乘 つた。 酒屋の 前に は 赤く 塗った トタン 板が 下げて あった。 自 

動 車 は そこに も 停った。 子供 を つれたお かみさんが 乘 つた。 自動車 は 釣 橋の 袂で 停った。 酒屋のお かみさんと £ ー師が 

貼の ことで 相 をす ろ 間 自動車 は 待って ゐた。 


橋 本に 着いた 時 自動車 は 客 を 待ち 合せる ために 十五 六 分 も 停った。 運 轉手は 下りて キャッチ .ボ~ ルを はじめた ひそ 

の 間 客人た ち は 車の なかに ゐて ぼんやり 眺めて ゐた。 

途中から 中年の t 師が乘 り、 若い 巡査と 老婆が 乘 つた。 つ i1 いて 黒い 背廣の 服の 男 も。 みんなが 相識の 間で ある。 

「先生 どちらに おいで if した？」 

「XX さんの 家です よ。」 

「どなたが ぉ惡 いのです？」  . 

「赤ちゃんです。」 

「どんな 病 氣？」 

「s? 兒脚氣 です。」 

「へえ， それ は 御 心配で せうな。」 

「 まだ 一 ヶ月 經 たぬ 赤ちゃんです からな。」 

醫師と 老婆が 同時に 溜息 を 吐く。 

「どうしても 子供 を 持てば 二人 や 三人 は佛 さまに 上げねば なりません でな あ …… 」 老婆 は 黑背廣 の 男に 視線 を 向けた。 

自動車 は 山の背から 山の背 を 縫うて 走る。 松 並木 や、 耕作地の 間 を 走る。 

「来年 は &が舉 校 を 出ます。 賴 みます よ、 あなたの 工場で も、 お 店の 方で も 結構です。 汽 鍵の 石炭 焚きで さへ なけれ 

や 紡績の 方で も、 何でもよ いと 本人 はいふと ります。」 

「承知し ました OJ 黑 55£ 廣 はうな づく。 

「あなたの 家の 猫 はもう 仔 を產み ました か？」 
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「達み ましたよ ご 

- ぜひ 一疋いた どかして ください。 よい 猫です から。」 

「ところが 戀 敵の 男猫に 仔猫 を 食 はれて しま ひました よ。」 

「それ は 可哀想な こと をピ 

「猫と いふ やつ は 色戀の 道に かけて は殘 酷です からな。」 

醫師も 巡査 も 笑 ひ 出した。 

わたくし は 眠り かけて ゐた。 ふた  >- び 多 摩の 川原が 草の 涯に 漂うて ゐ た。 

愛すべき 相模 川上 流の 山の 町よ。 一日の 旅よ。 

X 

鹿兒 島に 行って 薩南 めぐり を やった の は 去年の 七月の なかば ころであった。 その 前の 年の 七月に も 開聞嶽 まで 行つ 

て揖 宿の 溫 泉に 一 日 を 過した ことがあ つたから わたくしに とって は 二度目の 旅で ある。 薇薔 色の 雲に つ  >1 まれた 櫻 島 

を 左手に ながめつ &鹿兒 島 海の 水に 沿うて 走る こと 十 里。 やがて 道 は 山に か. 1 る。 

池 田 湖の 手前で 自動車が 急に 停った。 大きな 稳を 伐り 倒した のがち やう ど 狭い 道 を 埋めて しまったの である。 倒れ 

た 木 を さらに 二つに 切って を 開かなければ ならぬ) 樵 夫 は 大きな 漳を 挽き はじめた。 蓮轉 手は卷 S を! あかしながら 

の ん きな 顔 をして 稳の 1 1 つ に 挽き 切 られ るの を 待 つて ゐる。 

その をり のこと を 思 ひ 出しながら わたくし はふた \ び薩 南の 山の背 を 越えて ゐ た。 

日本の 南编 である。 ：s. とい ふ 漁村" 漁村と いふより は 立派な 町で ある。 

山から 眺 むれば 浪 とひた くの 枕 崎で ある。 測候所の 靑 白の 旗が 水平線の 上に 投影して 見える。 


「あれが 硫黄 ケ島 でせ うか。 鬼界島 はこの 見當 でせ う。」 など & 指さ 、れ ると さすがに 遠い 旅を來 たこと に氣づ く。 

海の あはれ、 旅の あはれ こ- 1 に盡 く。 

開 閗嶽が 突然 浪の 上に 映る。 ちゃう ど 日 を 背負って ゐる關 係から 眞っ黑 な 山に 見える。 墨 檜の 富士 である。 開 聞の 

据を洗 ふ浪が 銀よりも 白く、 素絹よりも 柔 かに 亂れ 散る。 m 本の 南の く 端の、 海洋の 中から 兀 として E 人の やうな 

開 聞嶽が 聳えて ゐる。 何の 前觸れ もな しに 突っ立って ゐる。 

振り かへ り、 振り かへ り、 自動車 を 走らせて ゐる 間に、 小山 を 越え、 小山 を 越えて 坊ノ津 に 入る。 

坊ノ津 はまこと に 整った 港で ある。 船人に とりて 理想的な 港で あらう。 南方 は臺灣 まで 見通しの 港口で ある。 その 

厚い、 廣ぃ 太洋の 荒波な 鐵の やうな 岩山で 防いで ゐる。 岩山に は 一面み がき を かけた やうな 赤松が 繁 つて ゐる。 港 は 

小ぢん まりして ゐ るが 餘程 深いら しい。 日本の 造 唐 使を乘 せた 船 はこ、 を 最後の 船 寄 場と して 萬 里の 海路に 立った の 

であった。 

今 も 眼 をつ むって ゐ ると 紅 欄 をめ ぐらした 唐 風の 船が 錨 をお ろして ゐ たり、 唐 風の 衣冠 を 着けた 遣唐使た ちの 甲板 

を步 くさ まな どが 想像され る。 こ、 に 配所の 月 を ながめた 祈： 三 藐院の 手植の 藤の みがの こって ゐる。 七 堂の 伽藍 見 

るすべ もな く 今 は 草の み 茂って ゐる。 

坊ノ渾 から ふた X び 山 を 越え、 溪に 沿うて 走る 間に 吹 上ケ濱 にか X る。 海 は 煙って ゐる。 十餘 里の 間 白砂 靑ほ であ 

る。 しかも 人 稀に してい たづら に 波 遠く、 遊子の 情 切々 たる ものが ある。 


磨き上げられた 南 國の涯 のさ。 靑ぃ大{-^1に懸かる秀麗な櫻島) 乙女の 胸 を 想 はせ る « 白な 山肌" 柔 かな 山懷。 親 は 

紫色の 熔岩に 燃えて ゐる。  ： ， 

齊薇 色の 雲が 悠然と わきに わき、 消えに 消 ゆ。 

山懐 も 渚の 岩 も 一 漾に 尊い ほどの 蔷 藪の 面 紗 につ X まれる。 

白い 雲が わき、 眞 白な 山肌に かぐ はしい 影 を 投げる。 

雲の 影が 音 もな く 山 を 撫で X 走る。  • 

白い 雲 も、 雲の 影 も蓄藪 色に かげろ ひつ . ^靑ぃ 南の 涯の 海に 入る。 

見よ、 嶺に は薔蔡 色の 雲が わく。 

時雨に もまして しづかな 島の 雲 I  ..... 
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田園詩 情 

大地 は 若き かの 女 等の 美しき 素足 を 待って みる。 夜 は 明けた。 見よ はるかなる 大地 を。 

露 は 草に あり、 霧 は 地に あり、 夜明けの 微風の 他に 大地の 草 を そよ がせる もの はない。 若い 女た ちょ、 大地 はお 前. 

の 美しき 素足 を 待って ゐる。 

若い 女た ちょ、 その美し い 素足 を もって 黎明の 大地 を 踏め。 

夜明け 方の 星の また k きが まだ 草の葉の 露に 動いて ゐる。 朝の 微風 は 星の また- -きゃ 撒き散らさ うとして ゐる。 若 

い 女た ちょ、 その 香 やかな お前の 素足で 草の葉に 見出さる k 星の また & きを 撒き散らせ。  一 

若い 女た ちょ、 お前の a の やうな 眞 白な 細 足 を 浮氣な 移り 氣な 都會の 男た ちに 見せて はならぬ。 都會は 恥知らずと 

享樂 若の 巢 である。 

若い 女た ちょ、 その 黑ぃ瞻 1^ 移り 氣な 都會の 男た ちに また、 いて はならぬ。 

見よ 黎明の 大地 を。 黎 叫の 地平線 を。 

蒼白い 星が 最後の また」 きを 夜 明 方の 地平線の 上に また- - いた。 

太陽 はま だ 生まれない。 

夜明け 方の 大空に は 美しい 1 つのまた X きもない。 その 刹那で ある。 若い 女た ちょ、 その 黑ぃ瞳 を 夜明け 方の 大 

に また X け。 

大祖を 踏み、 草の 露 1ゲ 踏み、 夜明け 方の 大空 をな がむ る 若い 女 は 神の ごとく 尊く、 夜明け 方の 微風の ごとく 靜 かで： 
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ある o 

若い 女よ、 お前の 魂 は 孤 獨 を 感じない か。 

若い 女よ、 都會 ほど 孤獨な 世界が あらう か。 

若い 女よ、 この 大きな 都 會の渦 卷の眞 中に 立って 御覽！ 

何とい ふ 夥しい 男た ちで あらう、 女た ちで あらう。 人、 人、 人、 そして 人の 渦卷 である。 だけど 一人 だって わたし 

たちの 友人が そこに 見出され るか？ 

行く 者 も、 來る者 も、 みんな わたしたちに とって 異邦人で ある。 永遠に 逢 ふこと なく、 永 達に れ ゆく 未知の 人ば 

かりで はない か。 

若い 女た ちょ、 この 大きな 都會 は、 わたしたちに とって アラビア ン. ナイトの 物語の 中の 古い 都と 何のけ ぢ めが あら 

50 この 大きな 都會に 住んで ゐ るかぎ りの 人々 はわた したち にと つて 異邦人で はない か。 

若い 女た ちょ、 終日 この 都 會の廣 場に 立って 人の 渦 卷を御 驚。 何とい ふ 夥しい 男と 女で あらう。 だけど その 一人 も 

がわた したち に聲を かけて はくれ ない。 

わたし は 遠い 旅 を 歩いて 來た 旅人の わびし さ を、 この 大きな 都會の ® 中に 立つ 時、 最も 痛切に 感ずる。 

若い 女た ちょ、 この 都會の 歩道の^ 懸の葉 蔭に 立って 往き来の 人 を 見守って 御 1 何とい ふ 幸福 さうな 人々 であら 

う。 何とい ふ はで やかな 人々 であらう。 しかし その 人た ち は みんな わたし 自身と は 無緣無 因の 人々 なの だ。 

た VI 人、 た iil 人、 た 一一 人の 人々 が無綠 である こと はな ほ 忍 * ふこと がで きる。 しかし 大都會 の 人 すべてが、 わ 

たしに とって あまりに 無關 心な 世界に 生きて ゐる こと を考 へる 時、 わたし は 最も 深い 孤獨の 寂し さ を 感ずる。 

若い 女た ちょ、 この 大きな 都會の 隅から隅まで を 終日 步 いて 御 わたしたち は あまりに 多くの 見知らぬ 入々 を 見 


日の 春 


425 


なければ ならぬ。 

わたし は 終日 こ の 大きな 都 會を歩 い て、 わたしの 友 を 見出さ 5 とした。 

わたし は 終日 橋の 上に 立った。 

わたし は 終日 廣 場に 立った。 

わたし は 終日 この 大きな 都會を 一 周す る 電車に 乘 つた。 

わたし は 終日 この 大きな 都 曾の 眞中を 流る X 大 川の ベ ニイ •* ホ， トに乘 つた。 ， 

わたし は 何とい ふたく さんな 都 會人を 見た ことで あらう。 

しかし わたし はた 1 人の 友 を も ：！^ 出す こと はでき なかった。 

若い 女よ、 都 會の眞 中 を 歩いて ゐる 孤獨な 自分自身の 魂 を 見る がい X。 

若い 女よ、 お前 は 魂の 休息所 を 忘れて はゐ ないか。 この 大きな 都會の 冷たい 石と、 鐵と、 幾何 學 的な 直線と 刹 都 的 

な 恥 知らぬ 享 樂の滔 にお 前の 魂 を 酷使して はゐ ないか。 

お前の 魂 はこの 大きな 都會の あわた やしい 生活の ために 歪曲に なって はゐ ないか 0 

お前の 魂 はべ ー ヴメ ントの 冷たい 硬い石に 磨り減らされて はゐ ないか" 

若い 女よ、 お前の 魂 は ラッシュ. ァヮ， の あのいた ましい 生存 競爭の あさましい 相に 馴らされ 過ぎ はしなかった か * 

若い 女よ、 祌 よりも 麗しい お前の 魂が 耐火煉瓦と 煤煙と 焦躁と に 馴らされ 過ぎ はしなかった か。 

若い 女た ちょ， 魂の i に 還れ。 享樂 のみが 人生で はない。 アスファルトの 上に 狂 舞す る 生活の is 虚さを さとらな 

ければ ならぬ〕 電飾の 下に 踊る 都會 人の 生活の いかに 不純で あり、 蕪雜 であり、 膚淺 であるか を 知らなければ ならぬ" 
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若い 女た ちょ、 都會の 焦躁が 黑ぃ瞻 を 傷つけ る 以上に、 都會 生活の 不純 さは その美し い 魂 を 傷つけ る。 

若い 女た ちょ、 柔 かな 草の葉の 感觸に その 柔 かな 魂 を 憩 はせ なければ ならぬ。 柔 かな 草原 はお 前の 靜 かな sis を 待 

ちわび てゐ る。 

若い 女た ちょ、 五月の 蒼穹を 仰いで お前の その 黑ぃ 魔に さらに 麗しい 可憐 さと 純潔 さと 誠實 さと 宗敎 的な 憧憬の 色 

を 深く せよ。 

若い 女た ちょ、 五月の 微風に お前の 夢み がちな 長い 睫 を こ. -ろ よく 吹かせる がい 1。 白 罌粟の 花 は 夢よりも かすか 

にお 前の 靜 かな 堂 音 を 待って ゐる。 

若い 女た ちょ、 麥は 伸びた。 雲雀 は 高鳴き しつ \ お前の 魂の 故鄕を 翔って ゐる。 

太陽 は 五月の 水 を 照らし、 激 葉に 灑ぎ、 陽炎に 溶けて ゐる。 お前の 靜 かな 魂の 夢 をつ \ む 故 鄕には 曰 は^きに 耀ぃ 

てゐ る。 

草 を 踏め、 靜 かなる 流れに その美し い 素足 を 跌げ。 水 楊の 蔭に 燕 はお 前の 疲れた 魂 を 待って ゐる。 都會に 疲れたる 

魂 を、 都會に 傷ついた 魂 を！ 

若い 女た ちょ、 わたしたちの 生活 はいつ も 一 切 か 然らずんば 無で なければ ならぬ。 

武藏 野の 眞 中に 立って 草の 原を步 みつ &五 月の 大空に 話しかける がい X。 太陽 はすべ てお 前の もので はない か。 

よりも 靑ぃ大 はすべ てお 前の もので はない か。 兩手を 擧げて 天に 呼びかける がい X。 天 は 遠い。 しかし 蒼い {il の 色 

はいつ しかお 前の 魂 をつ、 ん でし まふ。 お前 をつ \ん でし まふ。 空と 地平線と 大地と すべてお 前の もので はない か。 

若い 女よ、 黎明の 草の葉に 臥して 大地の 脈搏 を 感ずる がい X。 草の葉の かをりに お前の 神の ごとき 魂 をつ k むがい 


7  I 

4 五月の 草原 を 歩めば 白い 茨の 花が 雪の ごとく 咲いて ゐる" 白い 野莓の 花が 咲いて ゐる。 

夢よりも 白い 茨の 花 ー 夢よりも 白い 野莓の 花！ 若い 女の 夢 を 託する に 一番 ふさ はしい かすかな 花で はない か。 

かって わたしの かすかな 夢 を 託した 野 莓の花 は 喫いた。 わたし は 遠い 夢. を 追 ふ。 かすかなる 淚ょ。 

若い 女た ちょ， お前の 神よりも 美しい 日 を， お前の 神よりも 美しい 隨を、 お前の 神よりも 可憐な 微笑 を、 あわただ- 

しい、 狡智 的な、 享樂 的な、 ^蕩兒 的な 都會 の滔卷 から 解放し なければ ならぬ。 

あまりに 現實 的な、 あまりに 小智 的な、 あまりに 機械的な 現代の 生活 はわた したち の 魂 を 冷たい コンク リ， トゃ鐵 

や 石の 中に とぢ こめて しまった。 

若い 女た ちょ、 お前 はいろ くな 雲の 形 を 忘れて はゐ ないか。 いろくな 雲の 色 を 忘れて はゐ ないか" お前 は 草の 名 

を 忘れ はしなかった か。 お前 は 土の 香 を 忘れて はし まはなかった か。 お前 は 小川の さ、 やき を 思 ひ 出した ことがある 

か。 お前 は 草の葉に そ.^ ぐ 雨の 音の わびし さ を 忘れ はしなかった か。 葦の 葉 を 吹く 五月の 微風 を 忘れ はしなかった か。 

かって それ は みんなお 前の 所有であった。 そして また 永遠に お前の もので なければ な. ちぬ。 

だけどお 前 は 冷たい 都 會の鐵 の 意に お前の 魂 をと ざされ てし まった。 

春 若い 女た ちょ、 窻や 開け、 カァ テンの 奥の 電燈を 消せ。 

大地 を 踏め。 草の葉 を 踏め。 お前の 魂 はかって ありし 全き 故鄕を 知って ゐる。 草の葉の そよ ぎ、 水の さ \ やき、 す 

の ベて わたしたちの 魂に 屬す べき ものである。 

若い 女た ちょ、 アスファルトの 町の 夜の 孤獨を 感じない か。 電飾の 下に 踊る 人々 よ。 雨の 音の わびし さに、 お前の 
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魂の を聽 かない か。 

若い 女た ちょ、 膚 g な 近代 生活の 空虚 さ を 感じない か。 窻を 開けて その美し い 素足で 大地 を 踏む がい \。 悠久の^3 

はた^ 一筋に 草の 原 を 走って ゐる。 

若い 女た ちょ、 お前の 神よりも 美しい 淚を 草の 原に 灑げ。 

,w 世界が お前 を 捨てた 時、 なほ そこにお 前 は 魂の 故鄕を 持って ゐる。 131. はわた したち の故鄕 である" 夕燒 きも 水 も 

山 も わたしたちの 魂の 故鄉 である。 

若い 女た ちょ、 祈る 日 を 持たぬ 生活の 虚さを 思 はない か。 

草 はわが 祈りの 場所で ある。 

大地 はわが 悲しみ を聽く 魂の 母で ある。 

若い 女た ちょ、 いっか わたしたちの 肉體は 大地に 還らなければ ならぬ。 わたしたち は その 悲しむべき 日 を 思うて は 

恐れ をの \  く。  . 

だけど 古人 はうた つたこ とが ある。 

一 人の 幼い 弟は柔 かな 土の 下に 葬られた。 墓の 上に は靑ぃ 草が か V やき はじめた。 

七 人の 幼き き やう だいた ち は、 草 を 踏んで は、 墓の 周 国で 終日 遊んだ。 

「子供た ちょ、 お前の 弟 は 死んだ！」 大人 はかくい ふ。 

だけど 七 人の 幼き き やう だいた ち は 答 へ る。 

「い、 え、 弟 は 死んで はゐ ません。 弟 はたし かに この 土の 下に 居ます。」 
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若い 女た ちょ、 大地 を 踏め、 草 を 歩め。 

靜かな大地の下にゎたしたちの1^憐な弟たちは生きてゐるでぁらぅ。この世界の地上に靑ぃ草が.^„-父ゃくかぎりは。 

大地 は 墓場で はない。 大地 こそ 永遠の 生命な の だ" 更生な の だ。 

地平線の 上に 復活祭の 靜 かな 鐘の音が 聞え る。  . 

草 も 小鳥 も 東の 風 もみん なわた したち の ものな の だ。 

若い 女た ちょ。 お前の 美しい 素足で 五月の 草 を 踏め。 全世界の 人々 がお 前 を 捨てた 時、 お前の た丄 つの 悠久の 故 

鄉ば そこ にある。 

若い 女た ちょ" 

五月の 徴 風が 吹く。 祈らぬ 日の わびし さ を 知る がい.."。 

お前 は あまりに も 孤獨な B: 分 自身の 姿 を 見ない のか？  土に 臥して、 草に 臥して 訴 へる がい X。 悠久なる もの X 靜 

かな 聲が お前の 魂に 感じら る、 であらう。 

ワルデ ンの哲 學者ソ は 森林の 生活に かれの 唯一 の 生き方 を 見出した。 人間 は 一日 働いて 六日 思惟すべき だと 考 

へた。 たしかに かれは 一日の 勞働 によりて あた へられた ゎづ かな 給金で 六日 分の パン を 買った。 そして 六日の 間肉體 

的に 最も 貧し い 牛； 活 をして、 六日の 間 最も 賢い 哲學 者の 思惟の 生活 を-逢った。 

若い 女た ちょ、 せめて 七日に た r 1 日で もい X。 ワルデ ンの 森林 哲 學 者の 賢い 生活法 を經驗 する がい X。 

若い 女た ちょ、 あまりに、 都. 曾 中心 主義の 現代 生活から 解放され るが い X。 

flG、. 女た ちょ、 田園に 還れ。 そして 思 ふ 存分 五月の 太陽と 微風に 觸れ るが い. -。 
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旅人の こ、 ろ 

「曾 良 は 腹 を 病て 伊勢 長 島と 云 ふ處に ゆかり あれば 先立て 行に 

ゆきくて た ふれ 伏と も获 のはら  曾 良 と 書 置たり。 

行 もの X 悲しみ、 殘る もの X うらみ、 雙 梟の わかれて 雲に まよ ふが ごとし。 予 もまた - 

け ふより や 書付け さん 笠の 露」  (芭蕉 翁 奥の 細道) 

元 祿ニ年 やよひ 末の 七日 蕉は曾 良と 同行に て 奥の 細道の 旅に 出て ゐる。 二十 六日の 夜 は むつまじき 限りの 人々 は 

深 川の 庵に 集まって 名 殘りを 惜しんで ゐる。 二十 七 nj の 未明、 有 明の 月 は 澄んで ゐた。 富 士の嶺 も かすかに 見えた。 

上野 谷 中の 花 を 惜しみつ X 千 住で 船 を 捨て 气 「前途 三千 里の 思 ひ」 に 胸 も ふさがつ たと 書いて ゐる。 

つ. St ち 

四月 朔 日に は B 光に 詣で、 ゐる C 

五月 あやめ 葺く 日に はすで に 仙臺に 着いて やがて 宮城 野の 原、 松 島の あたり を さ迷うて ゐる。 平 泉に 「夏草 やつ は 

もの どもが 夢の あと」 の 句. をの こして 羽 黒、 揚殿 山に 登り、 # ^潟の 合歡 木の 花に 雨 を かなしみ、 「酒 田の 名殘 xt を かさ 

ねて 北陸 道の 雲 を 望む」 だ ころ は 暑さの さかりであった。 

出 羽の 旅 をつ i1 け て 鼠の 關を越 ゆ れば 越後の 國は 文月 の 暑熱に、 芭蕉が 先づ からだ をいた めて しまった。 死と いふ 

こと を覺 悟しながら 出發 し-;.. 旅で はあった が、 さすがに 心細かった。 1 ふりの 關を 越え、 越 中 加 賀と旅 をつ やけて ゐ 

わ づら 

る 間にた よりにした 曾 良が 病うて しまった。 

旅 を 思 ふごと にわた くし は その をり の 芭蕉と 曾 良 の 心 を §r ふ。 


1 旅人の 心 はたし かに 曾 良の 

3 

「ゆきくて た ふれ 伏と も 薪の はら」 である。 

まことに 旅 は 心細い。 鎮 りない。 しかも 旅の 面白さ は そこに ある。 

芭蕉 は 「甲子 吟行」 に 於いて 

野 ざら し を こ X ろに 風の しむ 身 かな 

とうたって ゐる 0 

旅 を 愛する かぎりの 人 は 野 ざら し を 心に 描きつ \ 冢 を出づ るで あらう 。旅に 病みて 旅に 死す る こと はかならず しも 

旅 を 愛する 人に とりて 本意な きこと では あるまい。 

人 は 時々 自分と いふ もの を社會 から も 家庭から も、 周圉の 人た ちから も 突き はなして、 まったくの 孤獨な 自己 自身の 

相 を靜觀 傍視す る 必要が ある。 また わたくしたち はさう いった 境涯に 置かれた 自分自身 を 見出さん こと を 意欲す る。 

さう いふ 意味に 於いて 旅は宗 li&S な もの を 持って ゐる。 

ャが. U 

旅に ゐる間 わたくしたち は はじめて 靜 かに 自分と いふ もの、 相 を 凝視 凝念す る ことができる。 社會 的な 地位、 社會 

的な 醒縛、 富、 名譽、 さう いった ものから 全然 擺脫 孤立して、 わたくしたち は 赤裸々 な 自分自身 を 見出す。 賴 るべき 

春 もの は 自己 一人で ある 。自己の 力で ある。 一切 を かなぐり 捨てた わびし さ と共にす が/ \. しさ も あり、 頼りな さも あ 

る。 旅人の 心 は 憂 聽 ならざる を 得ない。 唁 からざる を 得ない。 

の しかも 旅 を 愛する ものに とりて この 旅の 鎮り なさ、 憂鬱 さ晴 さほどな つかしい もの はない。 沈潜した る 心の 【叔 びで 

ある。 

曰 

遍路の 心 はすな はち 旅人の 心で ある。 
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遍路に は たどりつくべき 寺が あり、 札所が ある。 旅人に はた^ 無 の 旅の みが ある。 無限の あこがれ のみが ある。 

たどり EK さぬ 未知の 世界の みが ある。 

無限 の {41 を E る 鳥の やうに 人間の 魂 は 常に 無限の 世界に 向って { 仝 想の 楚を羽 打つ， 旅 は 無 の 世界 に SR- .1 人間の 

魂の 羽 叩きで ある。 現 賢に 囚 へ られ たる 心の： S しき 解放で ある。 

このごろ は 旅の 機關も 完備し て 来た 結果 旅 とい ふ ものが はなはだ 容„«§ になった。 自然 旅に 對す る 人々 の考へ 方が も 

がって 來 たやう である。 旅 を 苦しむ とい ふこと は 昔の 人の やり方であって、 今日の 人々 はむしろ 旅 を享樂 するとい つ 

た m 向に ある。 團體 旅： 仃、 觀光 旅行と いふの がそれ である。 この種の 旅 も結搆 である、 しかし 眞の 旅の 味と いふ もの 

は どこまでも 旅. を 苦しむ 者で なければ 味 ふこと はでき ぬ。 

西 行 法師が 天龍川の ほとりで 同行の 弟子 を 捨て.^ た^ 一人で 陸 奥の 旅 をめ ぐった 心持ち は 旅 を 愛する 人々 の 味 は X 

なければ ならぬ ものである。 芒 蕉も曾 良 一人 を 伴れ て 奥の 細道 をた どり、 杜國を つれて 吉 野の 春 を 探った が、 旅 はで 

きる だけ 無人で あるが い \。 孤獨 であるが い X。 

旅 は 祈りで ある。 不斷の 祈りで ある。  . 

大和 あたりの 古い 地 や、 古都の 影に 昔 を ST ふ 旅人 等 は 一 歩々 々大和の 土 を もいた 父きたい やうな 心に なって 旅 を 

つ ける であらう。 n シャの 遍路 達が 大地に 接吻 するとい ふ 物語り を 讀んだ 事が あるが、 大和 あたりの 土 を 踏む 毎に 

孤 |g なろ 旅人 は 口 シャの 遍路 達の 心. 感ずる 事が できる であらう。 ■ 

旅 はいふまで もな く 澄心靜 魂の 境に 自ら を 置く ことによって、 觸目 する 一 切 を 如實に 受け 容る \ ところに 宗敎 的な 

もの を 持って ゐる。 

訪客の ゎづ ら ひ 1> 逭れ、 世俗 事 の 煩 を斷っ ことによ つ て 旅 は わたくし たちに 自由な 時と {-^ 間と を あた へ て くれる。 


春 


わたくしたち は 旅に あって はじめて 思惟の ために、 讀書 のために 自由なる 自己の 時間 を 持つ ことができる。 

精進 潔齋の 境に 於いての みわたく したち は 露に 旅と いふ もの X ありがた さ を 感ずる ことができる。 古昔 多くの 聖僧 

たちが 前人未踏の 山 を たづね て 修行し 瞑想した 心 は 旅に 於いても I- 驗 しなければ ならぬ。 

旅で はすべ ての 人々 が 善人で ある。 見 も 知らぬ 人と 人と が 相 接し、 相觸る 、場合、 かれ 等 は 心から 同勞同 苦の 慈悲 

心に 生きて みる。 すべての 人間が 旅に 於いて は 自分 を 偽る 必要 を 持たない。 自分 を 自己 以上に 誇示す る 必要 を 持た な 

い。 かれ 等 は 永遠の 時の 1 刹那に 於いて 見知らぬ 旅人 を 見、 そして ふた、 び 逢 ふこと なく 永遠に 別れなければ ならぬ。 

旅人 をいた はる 心 ほど 5 る はしい もの はない。 

旅人 をいた はる 心に は 何等の 野心 もな く、 要求 もない。 かれ 等 は 旅の はかな さ を 知る。 旅人の 位し さ を 知る。 た 父 

それだけの 心が、 旅人 をいた はる美し き 情と なって あら はれる。 

旅で あた へられた 1 餌の ありがた さは 終生 忘れる ことができない。 旅で めぐまれた 1 椀の 水の ありがた さは 誰も 知 

つて ゐる ことで ある。 旅に 於いて わたくしたち は 眞 に 尊い 遍路の 心 を 見出して ゐる。 一草 一 露の めぐみ も 旅人の 魂 を 

淨 化する。 

人生に 於いて 地獄と いふ ものが ありと すれば、 それ は 感謝 を 知らぬ 心で ある" 尊き もの を 尊し と 知らず 有難き もの 

を 有難し と 知らざる 心 はた しかに 地獄に 隨 ちて ゐる。 美しき もの を 美し と 知らず、 悲しき も の を 悲し い と 感じな い 心 

は 地獄で ある。 

あわた^しい 日常生活の 間、 とも すれば わたくしたちの 心 は 痲痺され てゐ る。 都會の 人た ちが 月と いふ ものに 對し、 

星と いふ もの、 雲、 靑 {rr 徴 風に 對 してき はめて 鈍い 感覺 しか 持た なくなつ たとい ふこと は 悲しい ことで ある。 一種 

の 噴 地獄で ある。 かれ 等の^ はいかに も 散文的と なって しまった。 自然 かれ 等の 魂は蟲 §t まれて しまった。 美しき 
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もの を 美しと 感ずる ことなく， 尊き もの を 尊し と感 する ことができ なくなって しまって ゐる。 煉獄の あさまし さで あ 

る 0 

IB- の 風が 吹いて 来る。 たしかに わたくしたちの ものである。  . - 

西の 風が 吹く。 西の 風 も わたくしたちの ものである。 

旅人 は の 上の 微風 を 見の がさない。 

靑 いさが かや やく、 わたくしたちの ものである。 

白い 雲が た r よう。 わたくしたちの ものである。 

路傍の 一 宽の 白い 罌粟の 花、 それ も わたくしたちの ものである。 

旅人 は 世界の 一 切 を 所有す る。 

1 襲 一 笠の 旅 は 古人の 理想であった。 その 心 は 今 も 亦 か はらない 害で ある。  ， 

一 切 を 捨て & 太虚 そのものに 合一す ると ころに 旅の うれし さが ある。 托鉢の 心 はやが て 旅人の 心で なければ ならぬ。 

一 切 を 捨てた る 旅人に のみ 自然 はすべ てのもの を與 へ ろ。 

日暮れん とする 時 旅人の 心 は 傷む。 しかし日暮れの{4|も徴風も大地もた^-旅人のみが所^5:する ことができる。 

更けて 旅人の 跟は なほ 大空 を 仰ぎつ 、悠久 を 思 ふ。 孤獨を 思うて は 傷む。 しかし 星 も 天空 もす ベて かれの もので 

ある 0 

人生の 悠久なる もの、 美しき ものす ベて 旅人の ものである。 わびしき こと 悲しき ことす ベて また 旅人の ものである。 


南國 の {- ^高く 白雲 を 破 つ て 忽然と し て 霧 島 の 連 亙が 聳え てゐ る。 東方に 高 千穗. 西方に 韓國 この 二つの 秀嶺 を 結び 

つくる 一直線 上に gg が あり、 左右に g や 白. 鳥、 i 射、 烏 赠 子な どの 山々 が ある。 これ 等の 山彙が 集まって すな はち 

傳說 の 露 山 を 霧 ふかくつ \ んでゐ る。 國分 あた り の 煙草 畑の 上 に 緒く 燒 けた 高千穗 ゃ黝ぃ 韓國 を！^ 出した 刹那 旅人の 

、ひ は 疼く。 高 千穗は 火に iH^ けたる 岩山で あり、 韓國は その 山 腰に 世に も 稀なる 赤松 地帶ゃ 千古の 處女林 を 横た へて ゐ 

る 。かくして 霧 島： S 峰 は 日 隅 薩の三 州に 蟠鼯 して 南方の 天涯 遠く 悠々 白雲の 上に 突っ立って ゐる。 新 1 は 一 面の 草 山、 

躑 蹈 の 山で ある。 五六 月の 新 燃の 靑空を 燒く躑 鰯の 壯觀は 天下無比 である。 

霧 島 は處女 林の 山で あり、 飛瀑 淸 流の 山で ある。 溪 深く、 木立 晴く 到る ところに かすかな ろ懸 泉の 聲を聽 く 

霧 島 はまた 山上 湖の 祌祕 境で ある。 夏 椿 や 姬沙羅 の 花の 雲よりも 白い 山の 湖畔に は 郭公が 鳴き つれて ゐる。 大浪の 

^. 六觀 音の. a にいたり て 山上 湖の 神祕 幽玄き はまって ゐる。 大幡 池、 御池. さらに 小 ひさく は あるが 新燃舊 噴火口 

の 池 は 直ちに 蒼 { 人』 の i を § いて ゐる。 岩燕 翔る 山上 湖の ほとり、 草に 臥して 半日 高 千穗の 白雲 を 望む の も 南方の 旅に 

ふさ はしき ことで あらう。 

霧 島 はまた 高原の 世界で ある。 草原の 世界で ある。 }| 國を 下り 四十 八 豁の處 女 林 地 帶に澗 泉を雜 み、 駒鳥 を聽 きつ 

つ やがて 蝦 野原に 出 づれば はるかなる 荩原 のか 父 やきに 魂 を 打た る .-。 賽の河原から 琉る \ 溫 泉の 川に 浸されて 南國 

の S を 仰ぐ も 山の 旅ら しい。  - 

高 千 謹の から 眺めた 霧 島 神宮 * 狭鮮 神社、 王子 原 あたり 一連の 日向 高原の 草の 美し さ、 太陽の かど やか さ、 曠ゃ. 
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かさ 》• 

雲 は 草原に 影 を 投げつ X 走りて は 走り、 疲れて はやが て 草原に 入る。 

霧島は溫 泉の 山で ある。 鐘. 賽、 I. 意 を はじめ 幾多の 素朴なる 原始的な 溫泉 場が 草の 蔭 こ、 或 ひこ 

沿うて 見出さる X。 

ほこ 聖地霧島は 今 もな ほその かみ S き 物語 を祕 むる かの ごとく 白雲 相疊 りて 草 をう.. つみ、 誉 かくして ゐる。 天& 

f 叩きで 飛び ゆく S 雲の 間に g してやが て 雲の 裂け目 はろ かに 置. I 嶽、 さらに 遠く g:^ たる 南方の i 

洋を e^ra す 時人 はた V ちに 天孫 降臨の 昔に 還る。 


春 i 

の. 

0 


農民の 子バ アン ズの詩 


ス コ ット ランドの 貧しい 農民の 子と して 生まれた ロバ ー ト. バ アン ズは 今日な ほス コ ット ランド 人の 誇と して、 祖國 

の愛國 詩人と して 故國の 人々 に 慕 はれて ゐる。 イン ゲラン ドに 於け る沙 翁の 地位 は、 スコット ラン ドに 於け るバ ァ ン 

ズ の 地位で ある。 それほど かれは 祖國の 人々 に 尊敬され てゐ る。 

ェ ャ， 川の ほとり 小作人の 子と して かれは 辛うじて 小學校 程度の 敎育 をさづ けられた に過ぎない。 ラテン語 萬 能の 

當時 にあって かれは ほとんど ラテン語 を 知らなかった。 かれは はなやかな 交際場裏に はいって いつでも 平氣で 淑女た 

ちの 前で 「わたし は ラテン語 なんか 知らない」 と 言っての けた。 

かれの 詩人と しての 天才と、 捨てられ たる 女 や、 小作人に 對 する 同情- 牛、 羊、 野鼠、 野菊に 對 する 同感- 祖國に 

對す る 愛情、 燃 ゆるが ごと き 熱情 たど それだけ がかれ をして 不朽の 傑作 を 遺させた。 

働け どく 食 ふことの できない 小作人の 子と して 育てられて 來た 結果、 自然 かれの 思想に は 憂鬱な 色調が ある。 「入 

間 は 悲しむべく 作られた」 とい ふ 思想の 基調 はかれの 全 詩 を 賞いて ゐる。 かれの 有名な 詩に 鼷鼠 をうた つた ものが あ 

る 0 

鼷鼠は 農夫の 鋤の 刃に よりて 無殘 にも その 巢を壞 たれて しまった。 かれは あはれ なる 鼷 鼠に 向って いふ。 

「たしかに. をり く、 お前 は (畑の 物 を) 盜 むこと も あらう。 

だが、 そんな こと はどうで もい. - ではない か？ あはれ な 動物、 お前 だって 生きなければ ならぬ！」 

「お前の 小 ひさな 荒 家も壞 されて しまった！  ♦ 
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むき 出しな 壁に は 風が 吹きつけて ゐる ー 

今ではもう 緩 ふ ものと いって は 

ひこ はえ 

靑々 とした 菜 さへ もない。 

そして 荒凉 たる 十一 一月の 風が 吹きす さんで ゐる。 

嚙 みつく やうな 身 を 切る やうな 風が。」 

しかし、 かれは 鼢 鼠に 向って かくい ふ。 

「それでも お前 はわた しに 比べる と 仕 合せ だ！ 

お前の 心に 觸れる もの はた t 現在 だけな の だ 

だけど あ \  ！、 わたし は 振り かへ つて かなしき 過去の 相 を 見る！ 

そして 未來を 見る こと は できな い が 

わたし は (未 來を〕 想像し、 そして 恐れる。」 

パアン ズ にした がへば 人間 は 現在の かなしみ は 無論、 過去、 未来の かなしみ を も 一 つに 經驗 しなければ ならぬ。 人 

間 こそ 最も 悲しむべき 存在で ある。 

しかし この やうな 厭世的な パ アン ズ がその 半面に 於いて はき はめて 樂天 的な、 快 潤な 性格 を 持つ てゐる こと を 見の 

がして はならぬ。 

農民の 子、 小作人の 子であった かれは やがて » ^務馨 の 役人と なって 家から 家 を 歩かなければ ならなかった。 カァラ 

ィ ル は 有名な バ アン ズ 論の なか に、 あれほど の 天才 を »^ 務吏 として ゎづ かの 桝 目の ことで 酒屋の 主人な どと 口汚く 罵 

り 合 はせ た 運命 や 悲しんで ゐる。 たしかに パアン ズに とりて 氣の 毒な 仕事であった。 しかも パアン ズは その や 5 な 仕 


事に 對 しても かって 不平ら しい 不平 を こぼした ことがない。 

かれは 酒屋の 主人な どと 税金の ことで いさか ひ をしながら も 詩 を 作った" 酒 を飮ん だ。 そして 朴納な 農民た ちと 夜 

を 徹して 踊った。 ！ g 國の 農民た ちの 傳說、 傳統的 生活 はいかに かれの 詩人ら しい 心 を强く 打った ことで あらう。 

「蠤聖 節」 とい ふ 詩はス コ ット ランドの 農民た ちの 素朴な 生活 をう か 甘 ふこと がで きる と 同時に 最もよ く かれの 明る 

い、 かざりけのない、 自然人 さながらの 一面 を 感ずる ことので きる ものである。 

十月 三十 1 日の 夜で ある。 よろ づの 神々 がカシ リスの 丘で 踊る 夜で ある。 蒼白い 月光の 下で スコットランドの 農夫 

たち は蓠聖 節の たのしい 行事の t 卷物を ひろげる。 

若い 男た ち は 畑に 出かけて 行って 目 をつ むつ て 大根 を 引つ こ拔 く。 

眞っ 直な、 色の 白い の を 引いた 男た ち は 良き 未 來の嫁 を 約束され る。 

曲りくね つ た 大根 を 引き 當 てた 男の 緣は 想像が できる。 

何も 知らぬ 子供た ち は 大根 を 引つ こ拔 いて は噻じ つて 見て 甘い の 酸つ ばいの とさわぐ。 

若者た ち は 娘の ゐる 家の 上の 霧 除に 大极を 投げる。 

娘た ち は 黍 を 積んだ 畑の 隅に 行って 泰を拔 き 取る。 穗 のい つばい 附 いた 泰を拔 けば 仕 合せが 向く とい ふこと である。 

くるみ 

爐の はたで は 胡桃 燒 きが はじまる。 

娘た ち は戀人 を 念じながら 二つの 胡桃 を 並べ て燒 く。 おとなしく 二つの 胡桃が 燒 くれば 思 ひ は 叶 ふ。 

だが マリィの 胡桃 は 煙突 を 突き 拔 けて 飛んで 行 つてし まった。 

若い 娘の メラン は アンド リウ。 ベルと い ふ 若者 を 思 ひながら 喑 がりの 中 を 小屋の 方 へ 歩いて 行く。 そこに は大 釜が あ 

る。 メラ ソは 糸卷 きを 大 釜の 中に 投げ込む。 たしかに 大 釜の 中から 糸卷を 手繰る 不思議な ものが ある。 糸の 端 を 手繰 
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る. 小 ii な もの は 未来の 夫の 名 を 知らせて くれる  . . 

な顏 をして；！^ げて來 た。  L 力し 何と ものすごい 夜で あらう！ 女 は 眞っ蒼 

小娘の ジヱ -ーィ は 鏡の 前に 坐って 林擒を 食べる。 あ，.^ ぼナ CK,,0 ク 

いふ 霧が ある。 かの 女 は それ を 信じて ゐる。 む更" 來る ジ ラーイ I 來 S 人が 鏡の 裏に 映って 來 ると 

^fn  iMSL  ^恐ろし t 夜で あらう！ 

うしろ こく..，， っナ- 、 "^胪 /屈強な 男て なくて はでき ぬ 仕事で ある。 

i ろに く- -り つけて その 先によ 斷を is パ、 a)  t'^^  .  3, 

胡麻 を播 き？、  お を E チの中 を 歩 力ねば ならぬ。 男 は 手に 胡麻 を t へて、 晴の 中に 

「胡麻の 種子！ 播く ほどに 

わしの 女房になる 娘 

.7 しの 跡から ついて 来て 胡麻 を拔け 

今夜 直ぐ 」 

と唱 へなければ ならぬ。  -  一 

in  i つける た § 

かれは？ ねて 「人殺しん とわめ し ft かれは ものすごい 叫 Ml いた。 

入々 は あわて X 集まって 來た。 

かれはい つた。 たしかに あの ひくな っヒ .  r 

to  1 ーテ 慰の シ， ン. マク £1 ゥか、 あの A; ひしり X, 7  \ ゝ 

と  力 "^の せむしの メラン ニム フィ の幽靈 にち が ひな 


いと 


卷 


n 


しかしち やう ど その 時 一 疋の腋 がの そくと 敷の なか \ら かれの 鞦を 追つ かけて 出て 来た。 その わけ は、 ジェ ミィ • 

フレック は鞦の 先に 糞搔 きを 結びつけて 置いた からであった。 

三つの 盃が 行儀よ く 並べられて ゐる。 

眞淸 水と、 濁り水と、 {41 の盃 である。 

眼 をつ むった 未婚の 男た ち は 眞淸水 の盃を 突きたがる。 う， - 一く 眞 清水 の に 突き 當 てた 男 は 處女を 貰 ふこと が 約束 

されて ゐ るから だ。 

濁り水の 否 を 突いた 男 は 出 房り の 女 を 貰 ひ、 {- ^の KM を 突いた 男 は 一 生獨身 者で ゐ なければ ならぬ。 

ジ m ン 叔父さん は 一 七 一 五 年から 結婚 を 待って ゐ たくら ゐ なので、 今夜 も 念に 念 を 入れて を 突いた が、 しかも 三 

度 突いて 三度と も S の盃 であった。 ジョン 叔父さん は 怒って" 盃を 火の 中に 投げ こんで しまった。 

樂 しい、 ばかくし い、 古風な 萬聖 節の 夜 は 更けた。 

たのしい 唄、 へだたり のない 會 話に 

かれ 等 は 夜が 更ける の を 知らない 

. 怪奇な 物語り、 可笑しな 戲言 I . 

た 父 それだけで 金 も か X らぬ 幸福な 夜が 更ける。 やがて 一 緒に 盃を あげてお のが 家路に いそく と歸り 行く。 

上が 萬聖 節の 大耍 である。 

大分 to 本の 傳說、 傳統に 似通った ところ も ある やうに 思 はれる。 

代々 大地 主、 領主に 虐げられ， いぢめ られつ \ も樂 しみ を 忘れぬ ス コット ランドの 農民た ちの 生活が §1 卷物 でも 展 

げる やうに 明るい 調子で 描かれて ゐる。 


苦しい から、 やり切れ S ら ii の 一夜 を 底拔け § ぐと いふ わけで もない。 心 から躉 節の If 待って ゐる 

.< 々のた のしい？ である。 f ない。 S 曰 的な 地位 もない。 土 に噻 じりついて 生きて ゐる 人々 なれば こ そ昧 ふこと 

のでき る萬聖 節の たのしみ である。  ソ 5.-, 

人間 は 悲しむべく 作られた ものである かも 知れない。 だがし かし そこに は 唄が ある。 月の 夜が ある。 I あり、 

子が あ 1^ 朋友が ある。 なつかしい 敌鄕の 霧が ある。 $1 それ を 忘れて ならう か。 ^1 妻 

土の である。 ぉ鄉の 誘惑で ある。 

パアン ズは靈 にも 行かず、 一生 ロンドン 人の 虚僞を冷 笑して、 籙の 農夫た ちの 間に、 スコット 言葉で 不朽の， 

を 街き つ つた。  I マ IV ネ びき" 

悲し けれど 大膽に し て 明るい 詩 を 作った。 


二つの 小論 

いかにも この 數年來 文藝は 盛で ある" 1 殺の 人々 が 文 藝に對 して 注意 を はら ふやう になった こと は 结搆な ことで あ 

る- 

と  ころで わたくしたち は いかなる 文藝が 多く 讀 まれつ  >- あるかに つ いて はな ほ考 へ なければ なら ぬ 多くの こと を 見 

出す。 .ス ビ ー ディと いふ こと、 ェ c ティ ック とい ふこと、 快樂 的、 戀愛 的、 さう いった 無 反省な 言葉が いかに 多く 今 

B の雜 誌上に 見出さる & ことで あらう。 時として は それ 等の 雜誌を 正視す るに 忍びない ほどの もの さへ ある。 眞の文 

藝は 今日の 雜 誌の 大部分の ものから は 見失 はれて しまった こと を 知らなければ ならぬ。 

數日前 わたくし は 或る 婚禮の 席に 招かれた ことがあった" その 席上、 或ろ 有名な 老敎育 家 は 「文士 諸君 は 結婚 をい 

かに 考 へらる. 1 か 知らぬ が、 われく の 見る ところでは …… 」 と 晴に辦 愛 結婚 を 非難す る やうな 句 調お 述べた。 戀 愛 

結婚に ついての 議論 はこ \ で はしない。 しかし 或る 種の 老 教育家た ちに 對 して は 文 藝に對 する 正しい 昆方を 要求し な 

いで は をれ ぬ。 

， . その 老敎育 家 は 恐らく 今日の 文士なる 言葉と 文 舉 者なる 言葉から 受け 容れら る.^ 内容の 淺、 陰醫の 濃淡.. 感じの 

よさ わる さに ついての デリカ シィ を 持ち合せ てゐ ない にち が ひない。 不用意な 言葉 つか ひ である。 わたくしたち は 所 

謂 文士 風、 文士 肌なる 言葉に 對 して はむしろ 反感 を さへ 持つ。 

わたくしたち は 堂々 たる 文晶， 者で なければ ならぬ" 文學 が常然 さう でなければ ならぬ と 同 樣に文 舉者は 人生に 對し 


曰 


て 責任 を 感じなければ ならぬ。 嚴肅 でなければ ならぬ。 反省 的で なければ ならぬ。 
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眞の 文藝は トル ス トイの それの ごとく われく の 魂を淨 化する もので なければ ならぬ。 ドスト ェ フス キイの それの 

ごとく 魂 を 打つ もので なければ ならぬ。 イブセンの それの ごとく 嚴肅な もので なければ ならぬ。 

文士と いふ 文字の 持つ 内容と、 文舉 者と いふ 文字の 持つ 内容との 間に は ほとんど 越 ゆべ からざる へだたりが ある • 

われく は先づ それ を 知る だけの デ リカシ ィ を 持たなければ ならぬ。 

文藝は 決して わたくしたちの 魂 を あまやかし はしない。 わたくしたちの 魂 を Spoil する もの は眞 の文藝 ではない。 

このごろ 「眞澄游覽：^^| とい ふせ 人の 著書が 世に出る ことにな つた。 菅江眞 澄と いふの は假の 名で、 太 名 は 白井秀 

雄。 眞澄翁 はもと 三 河豐橋 近在の 產. 一 度 飄然と して 家 を 出で 前後 五十 年が 間.^ 旅に 经 つて 數々 の 紀行文 集 を 遣した 

人で ある- 柳 W 氏の 調べられた 書名 だけで も 七十 ニ篇 あると い へば、 實 際に はな かく 大部の 霄物を 著 はした ことで 

あらう。 今日まで は r 來目路 の 橋」 「伊都の 中路」 「奥の手 風俗」 「わが こ &ろ」 の 四卷が 覆刻され てゐ るが、 追々 に殘 

りの 物 も 上梓され る箬 である。 今から 百 五十 年 前に 三 州の 故鄕 から 天 龍に 沿 ひ 信 濃に 入り、 歩一歩 北へ 北へ と 旅 をつ 

づ け て 奥の 旅から さらに 津輕 海峡 を わた つ て 蝦夷 ケ 島 ま で默々 とし て 五十 年の 旅 を S つ て 旅で 死んだ 孤 镯 なる 眞澄翁 

の 1 生 はい ひやう もな く 尊く、 ありがたい ものである。 

百年の 後 ふた \び その 著作が 世に出て、 1 部の 人々 にもて はやされる とい ふこと も 偶然で はない。 

しかし 家 を 出で て 旅の みつ 父け て ゐても かれ も 人の子で ある。 切々 として 家郷 を 思 ひ 親 を 思 ふ 心の 身に 迫る ものが 

あつたに ちが ひない。 信 濃で 盂蘭 &を绘 つたころ のこと である。 里の 娘た ち は晴衣 着て 「大輪に ござれ、 丸 輪に ござ 

れ、 十五夜 さんまの 輪の 如く」 とうた ひ、 「さ、 ら 措れ 群れ ありく」 その 時の ことで ある。 

「 家に 入り 魂 祭す る あか 棚に 向へば 世に 亡き母 弟 の俤も 知らぬ 國 まで 立 添 ひた まふ やとす ろに 涙墮 ちて 水 影 草 を と 


りて 詠めたり。 

この 夕 有りと S へば は  き 木 やその はらからの おもかげに 立つ」 

津輕 海峡 を わたって 蝦夷 ケ 島へ 渡った 眞澄 はふた \ ひ 津輕へ かへ つて 来た。 これ は そのころ の 話で あるが、 雪 ふか 

い 津輕路 では 二月の 春と いっても まだな かくに 寒い。 都の 雁で あらう。 都の 花に そむいて 雁の 群 は 北へ 北へ と 還る。 

それ を 見て ゐ ると 三 河の 故鄉の を 通りす ぎて 來た 雁と も 思 はれて なつかしい。 

「雁の あまた 鳴きて 北の {4! に 歸るを 見て 此頃ゃ 吾が 父母の 國 より 来つ らんな ど、 頻りに 故 鄕の戀 しう 

故 t を ふみて かへ さの 雁し ばし 休らへ 跡 を玉づ さと 兑ん」 

同じ ころ 

「汝も さぞ 慕 ふや 雀 群 鴉 こ は 父と なき こ は 母と 啼く」 

人淸 はいつ の 世に も 同じ。 百 幾 十 年 前默々 と 雪の 中 を 歩いて 靜 かに 人生 を觀 じ、 入の 世の 相 を 書き記して ゐた 1 人 

の 旅人の 寂然たる 風貌 を 想像す る だけで も われく の 心 は 引き しめられる。 

人 ま 今 B のこと を 思-つて 生きる 必要が ある。 同時に 百年の 後 を 思うて 生きる こと も 大切で ある。  . 
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乙女 峠 

靑き山 を 越え て 靑き湖 を 見 . 靑き山 を 越え て さ ら に 白雲 の 山 を 仰ぎ、 白雲 の を眺む ると ころに 箱 根の 美が ある。 

箱投の 湯の 谷々 を 仙 石 原の 高原に たどりつく 旅人 はやが て 魔の 湖： Ig への 道 を f れて 北へ 爪先 上りの 一筋の 赭土 道 を 見 

出す であらう。 道 は 草 山 を 縫うて 乙女 峠に か、 る。 

慮の 湖に 到る 仙 石 原の 草の 靑 きを 振り かへ りつ 、坂路 をた どる 間もなく 忽然と して 半天 を 劃り て 銀よりも 白く そ., 

り 立つ 富士の 1ぷ 峰 を 仰ぐ。 たしかに 魂 飛ぶ の 絕ぶズ である。 御殿場 据野 一 體の 草原、 村落， 耕 指呼の間に ig して 

ゐる。 驗河灣 に 湧く 白雲 は 裾野 を 越え 愛隱を 撫で 上 5 に 漂 ふ。 稱黟を 走る 白雲の 影 を 草の 上に 眺む るの も 亦？ 

の大觀 である。 


幾 曲 り また 幾 曲り せる 久能山 の 石 澄 をた どって 拜 殿の 前にぬ かづいた ころ は 霧の やうな 雨が 降 つて ゐた。 その をり 

であった。 わたくし は朗 かな 瑠璃 鳥の ffi を 聞いた。 駿河 灣、 伊豆の 海に 沿うた 夏の 山々 に は 瑠璃 鳥が 多い が、 雨の 日 

に聽ぃ た 久能山 の 瑠璃 鳥 は 今に 忘れる ことができない。 

;«づ こ 

初夏の 天 城に は 水戀が 鳴き、 尾長 鳥が 鳴く。 三 光 鳥. とらつぐみ とそれ，， L\- の 名が ある やうで あるが、 伊一 Djf の 山の 

人々 の 呼び 方に したがって 水戀 とい ひ 尾長 鳥と い つ た 方が 自然 の 情が うつる。 いったいに 天 城 は 小鳥が 多い。 天 城 を 

越える 夏の 旅 八に とっての うれしい ことの 一 つ はたし かに 小鳥の 隱 である。 天 城の 嶺が 白い 雲に つ れ、 今にも 雨 

が 降り出し さうな 模樣 になれば どこから ともなく あはれ な 水戀の 聲が閜 えて 来る。 或 ひは溪 をへ だて X 或 ひ は荩山 

ちょりつ 

をへ だて k 旅人に 呼びかける やうな わびしい 鳴き 方で ある" 佇立して 水戀の 聲を聽 いて ゐる 間に はたいて い 霧の やう 

な 雨が 山 をつ- -ん でし まふ。 初夏の 旅人に とりて 細雨の 日 は 憎から ぬ ものである。 

夏の 旅に ゐて 細雨の B に はまた 河鹿 を聽 くの もうれ しい ことの 一 つで ある。 天 城から 流る、 川の 河鹿 もよ く、 

大 井川、 長 良 川、 嵐 山の 河鹿 もい、。 何時 0 年であった かわた くし は 一ヶ月ば かりの 旅の 間に 狩 野， M 山の 河鹿と と 

もに 平 八 茶屋の 濡れ 緣にゐ て 高 if 川の 河鹿 を聽 いた ことがあった。 洛 北の 時雨 もさる ことで は あるが、 夏の 京の 旅に 

聽く 河鹿 も捨 て が たき も ので ある。 

長 良 川に 沿うた 十八 摟の 二階に 雨 を わびつ \ 河鹿 を聽 いたの も その をり の 旅の 間の ことであった。 十八 摟の 庭に は 
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范蕉の 「この あたり 目に 見 ゆる もの はみ な凉 し」 が鐫 まれて ある。 今 も 芭蕉 時代と たいした 變化 もな ささ 5 に 思 はれ 

る ほど 向う 岸の 竹截も 古り、 山 も 煙って ゐた。 布 を 晒す 男た ちが 雨の 中 を 河原に 出て は 水の 中に 突っ立って 川の面 をな 

がめ てゐ た。 水鳥が 鳴いて は 川上の 方へ 飛んで 行った。 天氣 さへ よければ 大方 鈴 鹿 あたりの 山 も 眺められる であらう。 

X 

犬 山から 木曾川 を 下って 笠 松に 出た 船の 旅 も 忘れられぬ。 犬 山 は 俳人 丈艸 の故鄉 である。 白い 漆喰の 雜 などが どこ 

となし に 昔の 士族 町の 名 ごり を と^めて ゐる。 

若い 船頭 は 親切な 男であった。 船の 中で 徒然 を 慰む るつ もり か II など を 持って 來て くれた。 城の 下で 別れた 靑年は 

別れ を 惜しんで 木曾川 の 堤防に 沿うて 十 丁ば かり も わたくしたちの 船 を 追うて 来た。 人 と 船 と 遠ざかる につれ て 人の 

影 は 草の 中に 隱れ、 夏ら しい 雲の 峰が 土 堤の 上に もく くと 湧いて ゐた。 木 川の 船 を 捨て、 笠 松に 上った。 笠投の 

f に ゆ  やさ 

町 は雜. 場と して 有名で ある。 夕暮れの 知らぬ 道 をた どって ゐる 間に もな つかしい 茂の 音が 閗 える。 夕燒の { 仝に は 鈴 鹿 

が 聳えて ゐた。 トラック 一 つ 抱へ て 瓜 畑の 中の 小徑を あてもなく 歩い たをりの 心紬 かった こと も 今 は 忘れが たき 夏の 

旅の 思 ひ 出で ある。  . ： . . ：  , 

靜！： とい ふ 町 も 幾度と なく 訪ねて 見たい 町で ある， 人の 心 もやさし く 忘れが たき 町で ある。 安 t 川 を わたれば 幾 株 

の 古柳の 蔭に は、 仇討ち の 物語り を と e めて ゐる。 丸 子 か ら 宇津 の 谷 峠に か ^ れ ばな ほ蕩の 細道 をし の ぶ - J とが でき 

る。 宇 律の 谷 を 越えて 岡 部 藤 枝 島 出と、 今..^花^1の茶の香に煙るを見る。 島 田の 町に 泊って 初 鰹に 舌鼓を打 つたの 

も 桑の 實の k" る.^ 頃であった。 

小夜 の 中 山 は 幾度 か 島 出の 友人と 越 ゆ ベ き 約束 のみして 未だに 越えて ゐ ない。 いづ れ 小夜の 中 山 は 秋 の 旅の もので 


9 あらう か。  - 

4  X 

初夏の ころ 東海道 を 旅する 人 は 程ケ谷 あたりの 松 並木に 沿うた 草葺き 屋根の 上の 菖蒲の 花 を うれしく ながむ るで あ 

らう。 陸 中 平 泉を訪 うたころ であった。 わたし は 草屋根の 上に 百合の 花を植 ゑた 一村 を 見出した ことがあった。 姬百 

p や- rwj? 

合に 似た 紅い 百合であった。 同じ 夏の 東北の 旅に、 農村の 家 ごとに 精靈を 待つ 燈を 屋根よりも 高く か \ けて あるの を 

しみぐ と 眺めた こと もあった。 夏の 夜空に {/ を-高く か \ けられた 孤燈は 亡き人の 思 ひ 出に もまして あはれ である。 

四國の 旅に 濱の 遊女が 二人、 蓮の 葉 を泛か ベ て 精靈经 り の 火 を 焚いて ゐる 姿 を Si の やうに 眺めた こと もあった。 長 

良 川の なが い 橋の 上 か ら 若 い 女た ちが 精 g 船 を 流す の を 旅人ら し い 心に なって 夜 ふか く ながめた こ とも あ つ た。 川下 

に 消えて ゆく 精靈 船の 燭は鵜 船の 火に もまして あはれ である。 S の 旅 は 流れ 戀 しく、 流れに 沿 ひし 夜の 燈を慕 ふ。 京 

の 鴨 川の 夕 凉みも 三條大 橋の あたりに 旅人と なりて 眺 むれば しみぐ とした 心に 打た る X。 

京から 奈 良へ 通 ふ 大軌の 電車 道に ちかく M 掠の 池の 蓮の 花 を 見る 夏の 朝の ながめ もい. 1。 紅蓮に つ K まれた 湖面 を 

かすめて 朝霧 淡く 白鷺の 群 を 見た 夏の 朝 を 思 ふ。 

木 津川を さかのぼって 伊賀の 旅 も 面白い。 投山を 負ひ修 竹に つ \ まれた 木津 川岸の 晨 村の ながめ はちよ つと 他に 類 

がない 落ちつき を 持って ゐる。 

中 國の旅 は山淺 く、 川 涸れて 整 ひすぎ た 感じが する。 しかし 杏 竹 桃 咲き、 煙な びく 夏の 海 沿 ひの 村々 は 捨てが たく 

思 ふ。 檀の 蒲の 昔 を 想ばず と 幾 十 里の 間 芒に 掩 はれた 濯戶 内海の 海岸 は 旅する ものに とりて また こ」 ろよ き 誘惑で 

ある。 


卷 
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夏草の 中に 夢の 跡 を はかなむ は、 平 泉の 藤 家 三代の 古跡ば かりで はない。 木 ほ 川の ほとり、 夏の 小 蔭 を 守る 平重衡 

の 五輪 塔 は 鐵橋を わたる 旅人の 目に もとまる。 義仲 寺に 義 仲と 背な か 合せに 眠って ゐる 芭蕉の 墓 も夏訪 る. -は あはれ 

深き もので あらう。 今 も 墓ち かく 琵琶湖の 葦の 間に 行々 子の 聲を聽 くで あらう。 . 

雲仙ケ 岳に 旅し たをりの ことであった。 長 崎 線を諌 早で 島 原 線に 乘 りかへ て 愛野と いふ 小 ひさな 驛 から 六 里の 山道 

を 雲 仙まで 歩. いた ことがあった。 千々 岩 難に 沿うた 錢土道 はしば く 松 山と 桑畑に つ X まれて しまった。 暑い さかり 

だった ので 海に 飛び込んで 苦熱 を 忘れた こと もあった。 千々 318 は 軍神 橘 中佐の 故鄕 である。 わたくし は そこの 松原 

の 草の 中に 力士 何某の 碑 を 見出し て 旅ら しい 心に 囚 へられて しまった こと を 今にも 思 ひ 出す。 何某の 將 軍な どと いふ 

人々 の 塚より はか へって 名 もな く 草の 中に 埋もれて ゐる 人の 嫁 こそ 旅人の 心を惹 く。 

信 濃 を 北に 越えて 越 後路に 入りて 間もなく 日本海 をな がめ、 佐 渡 ケ島を 見出した うれし さは 今にも 忘れぬ。 山に は 

雪が あった。 麓で は 徂く町 も 來る町 も 桐の 花が さかりであった。 曰の 暮る X ころ 山懐の 町 をつ X んで 桐の 花が 散って 

ゐろ 風情 は 北の 國 特有の もの である。 

越 中に 入りて 田植 ゑす る 若い 女た ち を 見た。 若い 女た ち は 花やかな 裝 ひに 眞っ 紅な 濯 を かけて 早苗 田に 立って ゐた。 

女た ちの 上 を 千鳥の 群が 鳴き つれて ゐた。 海 は 遠く 沈み、 雪の 山 ははる かにた どようて ゐた。 

死の 町 を 聯想せ しむる ほどに 荒れ果てた 漁村と 漁村と をつな ぐ 1 筋の 道が Rt 本 海に 沿うて 走って ゐる。 山 も 瘦せ岩 

も瘦 せて ゐる。 長い間の 雪と あらしが 北の 國の 人々 の 生活 を 運命的に 歪曲に してし まって ゐる。 しかし 死の やうな 北 

の國の 漁村に も 桐の 花が 疾き， 小舉 校の 窓に はァカ シャの 花が 嚣 つて ゐる。 北の 國の 夏の 旅 は 懐鄕の 旅で ある。 孤 ii 

なる 者の 旅で ある。 


1 

4  文學に 志す 靑 年へ 

今から 二十 年 前の 日本の 家庭で はもし その子 弟が 文舉 者た らんこと を 志望 するとい ふやうな ことがあった 場合に 

は、 恐らく その 父兄た ち は 極力 その子 弟の 將來 のために 文學者 志望 を 抛棄せ しめたに ちが ひない。 同時に 一般 靑 年の 

志望 i 多く は 軍人で あり、 政治家で あり、 科舉者 方面に あった。 

たいていの 場合 靑年 自身の 志 を 動かす もの は 花やかなる 名譽 である。 名聲 である。 青年 監督の 立場に ある 父兄の 心 

を 動かす もの は 生活の 安定で ある。 

二十 年 前に その子 弟の 文學 志望に 16 した 家庭の 人た ちが、 今ョ さまで SH3I 對 しない 理由の 一つ は文學 者 

の 生活が 二十 年 前 ほど 不安定で ないかの やうに 見える ところに ある。 卽 ち文學 者の 生活に 名聲と 生活の 安定が ほ 約 

束せられ たかに 見 ゆろ 現代に 於いて、 文學 志望者が & えて 来たと いふ こと はき はめて 自然の 2； である。 

しかし 何れの 場合に せよ 文學を 以て 身 を 立てん とする もの は 先 づ文學 的 天才 を 十分 以上に 賦 へられた もので なけ，" 

ばなら ぬ。 同時に 徹頭徹尾 文 學者的 良心に 生きる ことので きる 人間で なけれ ぱ ならぬ。 

,、 豪 その もで そ もく の 目的 或 ひ は 謹と いふ li について は 人お のく 異 りたる 謹が あるで あらう。 し 

プ" かしわれ くの 魂 を さらに 淨 くし、 生活 を さらに 深く し、 念々 刻々、 人生 そのものに ついて 思惟せ しむる ことに i 

の の 理想が 存在す る こと は 否む こと はでき ない。 

今日 多くの 新聞な り 或 ひは雜 誌な りに 於いて 發 表せられて ゐる文 學の中 はたして その 幾何が われく 力 要求して ゐ 

口 るが ごとき 5 であり 得る か。 わたくしたち は先づ そのこと を冷 靜に欝 しなければ ならぬ。 今曰數 から 言っても、 
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量から 言 つ て も 最も 多 いのは 婦人 雜 誌と 子供の 雜誌 である。 月々 それ 等の 維 誌に 發 表さ る 作品で、 はたして われ わ 

れが 要求して ゐ るが ごとき 藝術 的な ものが 一 つで も 二つで も あり 得る か。 「赤い 鳥」 は 童話 雜誌 として この 十年來 最も 

權 あり、 また 良心 を 持った 維 誌であった。 わが 國の 童話の レズ ルを 引き上げて 最も 藝術 的な ものたら しめた もの は 

「赤い 鳥」 であった。 わが 國の 可憐な 子供た ちに 最もす ぐれた 童話 を あたへ、 さらに すぐれたる 童話 を 約束した もの も 

「赤い 鳥」 であった。 しかるに その 「赤い 鳥」 もつ ひに 廢刊の 悲しむべき境遇に 置かれて しまった。 これ はた ど その 一 

例に 過ぎない が、 今日の 新聞 或 ひ は 雑誌 界に 於いて は、 あまりに 藝術 的な 作品 は 曰 一 曰と 存在 を 不可能なら しめられ 

て來 た。 まことに 悲しむべき ことで あるが、 時代 はかく 移りつ.^ ある。 

これ は 一 童話 雜誌 のみの 問題で はない。 一般の 雜誌界 に 於いても.， さらに 新聞 界に 於いても 同樣 のこと がいへ る。 

否， 一般の 新聞 或 ひ は 雞誌界 に 於いて はさら に 幾 倍の 非藝術 的、 非良心的な 狀態を 見なければ ならぬ。 

かって は 小/敷の 藝術を 理解す る 同志への 訴 として 藝術は 作られた。 たと へば 英吉利 文舉に 於け るゥォ ー ヅゥォ ー 

ス 一派の 湖畔 詩人 等の 藝 術の ごとき、 或 ひ は ラフ ァ M ル前 派の 人々 の 作品の ごとき。 

ァ f ビィル  ァ" ビィル 

かって は 大衆への 魂の 訴 として^^むの藝術が創造された。 たと へば 0 シャの 全 農民に 對 する トルストイの 訴 の 

ごとき。 たと へば 虐げられ たる 全 口 シャの 全 庶民 階級に 對 する ドスト ェ フス キイの 訴 の ごとき。 

すくなくとも 印刷機 關. 或 ひ は 出版 導 業と いふ ものが 今日の ごとく 大量生産 的でなかった 時代に 於いて は、 質に 於 

いて 最も 良心的な 褻 術、 最も 藝術 的な 藝 術が 先づ第 一番に その 存在理由 を 保護 せられて ゐた。 

わたくしたち は B 本に 於いても また 大衆なる 言葉 を文藝 上に 聽く。 文學 は當然 大衆の もので なければ ならぬ。 大衆 

に 話しかけ、 大衆に 訴 へる もので なければ ならぬ。 しかしながら 大衆に 話しかける とい ふこと X、 大衆に 訴 へる とい 

ふことの 間に はかな りの へだたりが ある。 話しかけろ のみで は 文 藝の眞 の 使命 を 果して ゐる とい ふこと はでき ない。 


3 

5 


0 


0 


大衆の 魂 を さらに 淨く する もの、 さらに 深く すろ もの、 さらに 內省 的なら しむる ものがなくて はならぬ。 卽ち 大衆の 

魂に 訴 へる もので なければ 眞の藝 術と はいへ ない。 ト ル スト ィは その 著 「藝 術と は何ぞ や」 に 於いて、 「藝 術と は 魂と 

魂の 交通で ある」 と 言って ゐる。 作者の a{ 心が その 對 手の 良心に 訴 へる もの を 持って ゐ なければ ならぬ。 トルストイ 

は藝 術の 目的 を 論じて 「人 をして 神の 殿堂に 詣 らしむ る」 の 一手 段で あると 言 ふ。 

ラファエル 前 派の 人々 たと へば ロセ ツチの ご とき 作家 の 藝 術の 根柢 は 誠實と いふ ことにあった" 宗敎 的な 眞率さ こ 

そかれ 等の 藝 術の 妙 諦 であった。 

今日の 藝術 作家た ち は 大衆と いふ こと を 口にする。 しかしながら そこに 表現せられ たる 作品の 中から はたして わた 

くした ち は 幾何の 大衆 的な もの を 見出し 得る か。 庶民 階級の 勤勉 さ、 誠實 さ， 素朴 さが はたして それ 等の 作品の なか 

に 見出さる &か。 月々 の雜 誌、 日々 の 新聞紙 上に 描かれて ゐる もの はむしろ 庶民 階級の 傳統 的な 勤勉、 誠實、 素朴， 

眞率さ を 傷つけ ると ころの 都會 的、 プチ. ブル ジ ユア 的 趣味で あり、 快樂 であり、 遊戲 ではない か。 しかも 今 曰の 出版 

業者、 雜誌 業者た ち は 反 W 園 的、 反 庶民的、 反 大衆 的の 惡 趣味、 顏廢 的な 都會 趣味 を 以て ひたすら 大衆の 魂を痲 揮せ 

しむる こと をのみ 考 へて ゐる。 

もし 今日の 文壇、 今日の ジ ヨウ ナ リズムの 傾向 を その ま、 に 是認し つ 、敢て 文學に 志さん とする 靑 年が あると する 

ならば、 むしろ わたくし は躊隨 する ものである。 

恐らく 今日の ま、 の 傾向 を 持って ジ ヨウ ナ リズ ムが 進んで ゆくならば 眞の 文學は 滅びなければ ならぬ。 

しかし わたくし は それほど 悲觀 する もので はない。 眞の 文學は 永久に 生きつ \ ある こと を 信ずる。 一面 俗衆に 媚び 

るが ごとき 文學の 存在 は、 他の 半面に 於いて さらに 藝術 的なる 文學の 存在 を 要求し っ& ある こと を考 へしむ る。 豫言 

者 的 文 if 者の 存在 は 實は今 B に 於いて 最も 多く 可能性 を 約束され てゐ ると いはなければ ならぬ。 
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さて 豫言者 的 文 if 者が 生まれた とする。 恐らく これ は 最も 激しき 當 代の 無 關心を 苦しまなければ ならぬ であらう。 

かれは 最も みじめなる 不遇と 侮蔑と を經驗 しなければ ならぬ であらう。 生活の 安定 も 名聲も かれの もので ない こと を 

覺悟 しなければ ならぬ。 

食 ふための！！ 術、 名 を 得る ための Si 術に 志す 靑 年が あると するならば わたくし は 賛成す る こと はでき ない。 名 は 空 

名で ある。 生活の 安定に 恐らく 永遠に 文學に 於いて は 得られないで あらう。 五十 年の 後明 治 大正 昭和 を 通じての 文 拳 

者の 中 はたして 幾人が 記憶 せらる. であらう か， 百年の 後 さらに わたくしたち は 幾 個の 作品が 遺さる \ であらう か を 

知らない。 

人で あるかぎり は 名 を もとむ る は 自然の ことで ある。 さらに 生活の 安定 を 冀 * ふこと も當然 のこと である。 しかし 

名 を もとむ る もの は 名に 減び、 名の ュ- め に 良心 を 賈り 易き 傾向 を 持 つ て ゐる こと を 忘れ て はならぬ。 生活の 安定の た 

めに は 自ら を賣 り. 靑 年の 氣魄を も 費る にいた る こと を考 へなければ ならぬ。 

眞の 意味で 藝 術に 精進 せんとす る靑 年が あると するならば 先 づ裡に 深く 養 ふところがなくて はならぬ。 裡に養 ふと 

ころがない 人に 限って 自ら を 世に 賢りたがる。 自己の 名 を： 費りたがる。 十 年、 二十 年、 靜 かに 讚 書し、 瞑想し、 靜思 

し、 人生 を 思惟す る 根 氣と眞 率 さ を 持つ た 人で なければ 文 者と し ての 大を 成す こと は 不可能で あら-つ 。 

そ もく 文學 者と は、 最も 人間ら しき 人間と いふ 意味に 他なら ぬ。 最も 深く 人生 を 苦しみ、 最も 眞 率に 人生 を勞作 

し、 最も 謙虚に 人生 を 生きえ た 人々 の 言葉 そのものが 文學 であり、 It 術で あり、 詩で ある。 

わたくし はつねに 日本 ァ ルプ ス上 高地の 嘉門次 爺の こと を 想 ふ。 かれは 十四 五 歳に して 山に 入り 六十 年の 間 を ほと 

んど 日本 アルプスの 雪の 中に 暮 した。 かれは 高山の 雪と ともに 生き. ョ， J4 アルプスの 山氣を 呼吸して 生きて ゐた。 外 

形 的に はかれ は 一字の 文 舉をも 遣さなかった。 一歩 も 巷の 人々 の 間に 立つ こと をし なかった。 つ ひに 明 神 池畔に 於い 
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て 寂しく 死んだ。 しかし かれが 山案內 人と して 山に 登る たび ごとに 遺した その 古武士 的な 謙譲 或 ひ は 忍^の 美德 は、 

<1マ日 なほ 日本 ァ ルプ スを戀 ふ 幾千の 山岳 家た ちの 間に 語り 傳 へられて 幾千の 魂を淨 めて ゐる。 かれ こそ 立派な 文學の 

精神 を 語った ものである。 かれの 名 こそ 最も 美しい 不滅の 名で ある。 

千 石 原に 遊んだ 人々 は 置の 湖の 水が 1 方 人工に よって 駿 河の 耕作地に 引き入れられて ゐる こと を 知る であらう。 そ 

こに はかって 一 つの 記 錄をも 遺さず して 靜 かに 死んだ 一 偉人の 名が 潜んで ゐる。 わたくしたち はかれの 名 を さへ 忘れ 

がちで ある。 しかしながら かれは 名 以上の 名 を 以て 永遠に 記憶 せらるべき 人で ある。 

1 一葉 亭四迷 は小說 家と 呼ばる & こと を恥ぢ たと 傳 へ ら れてゐ る。 い つ の 時代に 於いても 一 人 や 二人 は 二葉 亭四 迷の 

やうな 人間が ゐる こと は 無意味で はない。 かれは小說を：^て男子畢生の事業でぁるとは考 へなかった。 この 氣魄 あれ 

ば こそ かれの 作品が 生まれた ので ある。 

無理に 男子の 一 生 を 小 ひさな il 疇に 押し込め てはいけ ない。 わたくしたち は先づ 立派な 男らしい 仕事に 生きる こと 

を 心がけなければ ならぬ。 村に ありて は 村の ため、 町に ありて は 町の ために、 立派な 村民で あり、 町民で なければ な 

らぬ。 人類に ありて は 立派な 人類で なければ ならぬ。 かれが 文舉 者た るか、 藝術 家た るか は 次に 来るべき 問題で ある。 

先づ 最も 勤勉な、 最も 誠實 な、 最も 信頼すべき 人間で ある ことが 第一 の 問題で ある。 

わたくしたち はたと へ 一 字の 文 學をも 遣さないでも 後悔 はしない。 紙に 誌され たる もの はやが て 紙と X もに 滅びる。 

滅びざる もの はかれの 氣魄 である。 人類への 貢獻 である。 

いかに かれが 人生 を 尊びし か。 いかに かれが 人生 を ありがた しと 思 ひし か。 いかに かれが 人生 を 愛した か。 いかに 

かれが 隣人の ために 働き、 苦しんだ か。 先づ わたくしたちの 生活の 第一歩で あり、 最後で ある もの はこれ である。 

小 ひさな 空名に 囚 へられて はならぬ。 名！：？ 上の 名 を もとめなければ ならぬ。 文字 2f 上の 詩の 尊 さ を 知らなければ な 
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らぬ。 日本 アルプスの S の 空に も、 度の 湖畔の 水草の あたりに も、 文字 以上の 詩が かってう たはれ たこと を 想 はなけ 一 

れ ばなら ぬ。 

ス コ ット ランドの 小作人の 子 ロバ アト. バ アン ズは 辛うじて 稅務竊 の 小役人と なった。 そして 酒屋の 主人た ちとい つ 

も 酒量の ことで 喧嘩 をし なければ ならなかった。 幼年 時に ありて は 地主に なやまされ、 長 じて は 狡猾な 酒屋の 主人た 

ちの ために 苦しめられた。 かれは 一生 貧乏に 追 はれた。 

しかも この 苦惱と 勤勉なる 野良仕事の 間から かれの 不滅の 藝 術が 生まれた。 

「萬聖 節」、 「野菊」、 「はっかね ずみ」、 「二 匹の 犬/ 「く、 られ たる 羊」、 「高原の メ リイ」 すべて かれの 素朴なる 田園； 

生活と 田園の 勞 作からの 收穫 である。  一 

かれは 農民の 子と して 生まれ、 農民の 子と して 生き、 農民の 若者と してうた つた。 

かれは 今日， ま國 の愛國 詩人と して、 祖國 第一 の 詩人と して 神の ごとく 尊敬 せられて ゐる。 

rif 健なる かれはべ ンを 持つ がごと く容 に 鋤 を 持つ ことができた」 と 一 批評家 は 言って ゐる。 

働かざる 者 は 田園の 詩人た る こと を ゆるされない。 


大阪城 夜話 

大阪 落城 ほど 非、 槍で あり、 悲劇的で ある 戰 はない。 なかに も 淀 君 秀賴の 死、 つ t いて は 片桐且 元の 死 ほど あはれ に 

も氣の 毒な もの はない。 且 元が 大忠で あつたか、 否かの 問題に ついては 議論の 餘地も あるで あらう が、 一派の 人々 の 

ごとく かれ を E して 大阪 城を賣 つた 大れ であるかの やうに 見る の は 決して 當を 得た もので はない。 あの 場合 且 元の 立 

場と して は あ、 行く より 他はなかった と 思 はねば ならぬ。 かれが 病軀を 提げて 駿府に 使し、 肚黑ぃ 家康の 矢面に立つ 

て大阪 城の 蓮 命 を 一 身に 負 はんとした そのけ なげな 苦衷 は 鬼神 をして 泣かしむ る ものが あつたに ちが ひない。 家康は 

ゎづ かの； hi を HS 元 兄弟に 與 へて ゐる。 しかし これ もとより 且元 兄弟 を 利用 せんた めの みの 狡 手段で ある。 且元 がそ 

れを 知らない 箬 はない。 ゎづ かの 恩 を 被せて 家 康は秀 頼 移 封の こと を卽 座に 日 一元に 承認 させよう とした。 且 元は 斷然 

それ を斷 つた。 曰く 「西 歸の後 君命 を 得て 報ずべ し」 と。 且 元は あくまでも 秀賴を 君 大事と 立て.^ ゐる。 且 元が 決し 

て 家 康に滿 足 を與 へなかった こと は 「旣 にして 且 元 病に 罹り 淹留 する 數日 家康 終に 之 を 見ず、 衆 情是に 於て か恂々 た 

り」 (日本 戰史) とい ふ 記事 を 兒ても 想像 はっく。 これ は慶長 十九 年 九月 七日から 十二 日までの 驟府に 於け る出來 事で 

ある。 家 厳の 意に したが はぬ 且 元に 對 して は 家康は どこまで も 意地 惡 に 出た。 

九月 十  一 一 H かれは 萬策盡 きて 駿府を 立 つ た。 鏡銘 事件 のた め に 遠くに 使し たかれ はつひ に 使命 を 全くす る こと はで 

きなかった わけで ある。 恐らく かれは この 時す でに 死を覺 悟して ゐ たこと であらう。 かれは 病苦 を 忍んで 十七 日 京都 

に 入り、 十八 日 板 倉 勝 重 を 見、 その 夜半 伏 見 を 發し大 阪に歸 つて ゐる。 十九 日 は 凶日 だとい ふので 二十日 登城して 復 

命して ゐる。 駿府こ 於いて 心 勞を盡 した a 元は 大阪 城に 還って は來 たもの X、 そこで は旣に 大蔵 局 等の 中傷に よって 
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元 を 待つ ものと いって はた V 大奸の 汚名で あり、 疑 ひの^の みであった。 「且元 渦 心 を 包 藏す今 事旣に 急な り 且元至 

る を 拔ち& を 伏して 之を誅 し、 城に 據り兵  擧んと 欲す」 〔日本 戰史) とい ふの が 淀 君 はじめ 主なる 人々 の聲 であった。 

七 除の 長 f-. 一水 守久、 靑木 一富の ごとき 飽くまで も 口： 元 無比の 誠忠に 信頼せ る武將 もあった が、 大勢に 且 元を關 東方へ 

の內； §; 者の ごとく 兒て しまった。 大野 治 長 等が 片桐 兄弟 を誚 めた 言葉 を 讀んで 見る と、 實 はか へって 片 桐 兄弟の かね 

ての 忠誠 を 窺 ふ ことが できる。 

「往年 右 痘を 患て 危篤なる 時 若し 不 ？！？1 あらば 殉ず ベ し と 言 ひ しに 非ず ゃ而し て今叛 者に 黨す 何ぞ 前後 相反す るの 甚 

しきと ほ隆 答て 曰く 君の 爲に命 を 致す 固より 鴻 毛より 輕し然 りと 雖も、 家兄 忠を盡 し 東西 を彌 縫す るに 反って 讒 者に 

11 陷 せられ、 罪な くし て 誅 せらる X は 我が 解せ ざ み 所な り 家兄 梁し て 不臣の 跡 あら ば 大義 親を滅 する 是れ 常道 のみ 何 

ぞ足 下等の 忠告 を 待たん」 (n.M 戰史) 恐らく 且元、 g 隆 兄弟の 心 はこれ であった らう。 いつにても 秀鎮 のために 殉ず 

る こと は覺 悟して ゐた であらう。 た く 不臣の 名 を 蒙って 大阪城 を 退去し なければ ならなかった 且元 兄弟の 無念 さ 

は 想像す る ことができる。 

七 陵の 長 殊に 速 水 守久等 は大阪 城の 爲、 秀輯 の爲、 飽くまで も 且元を 城 中に 入れて 最後まで 且 元の 忠誠に よって 大 

阪 城の 命 を 支 へ ようとつ とめた。 守久は 自身 且 元の 邸を訪 ふて 腹蔵な き a 元の 心中 を 叩いた。 a 元の 誠忠 はつひに 

疑 ふべき^ 地 もなかった。 nf 元 も 心中 を 語り 終って 默； II し、 守 久も亦 涙 を攬て 別れた。 

わたくしの 「大阪 城」 では 都合 上、 且 元が 九月 二十日 大阪の 殿中で 髻 を斷っ ことにして 書いて あるが 日. K 戰史に 

は 十月 朔 日い よく 大阪の 邸 を 立ち返く 際に 斷 つたと して ある。 十月 朔日 午前 六 時、 且元 W 隆髻 を斷ち 士卒 五 百餘を 

從 へて 玉 造 門 を 出て ゐる。 七 險長等 兵 を 率ゐて 大和 街道に 沿うて 松原に 至り 互に 酒 を 酌み か はして 別れ を 惜しんで ゐ 

る。 眞の 武士の 心 は眞の 武士の みこれ を 知る で、 大阪 方の 眞の 武士ら しい 死 方 をした 武將 たち は、 0!^元が德川方に走 


つて か らも 決し て a 元 を 憎ん でゐ ない。 惡 餘 を 放 つて ゐ ない。 さう い ふ 點 から 考 へ ても且 元の 人柄 は 想像す る こ とが 

できる。 

十月 二十 一 日に は家康 はすで に 江 州 佐 和 山まで 前進して ゐる。 家 康は且 元の 使に 時 服を與 へて ゐる。 同 二十 三日に 

家 康は近 江の 矢 橋から 飛舸 (艫 四十 挺) を 飛ばして 湖水 ケ 渡り、 その 日 京に 入り、 ニ條 城に 館して ゐる。 且元を 居城 茨 

木から 召し て 大阪 攻城 に 關し て い ろくな 相談 を 持ち か け てゐ る。 秀賴を 助けん が た めに 家康の 面前で 大限城 の 地阖 

を ひろげて 家康の 間に 答へ なければ ならぬ 且 元の 苦衷 は 想像す る だに もいた ましい ことで ある。 二十 五日に は 藤 堂 高 

虎が 大阪城 攻擊の 方策 を 進言して ゐる。 一 一十 八日に は 大阪城 中の 情況が ニ條 城まで 傳 はって ゐる。 それでよ ると 淀 君 

自身 武装して 城 中の 諸驗を 巡視して ゐる。 

十 一 月 一 一日に は？^ の 部 兵 某 (金 百兩を S£ て 老母の 養に 供し 身 を 致して 秀 賴の爲 にせむ と 請 ひ) 京都に 入り 家康を 狙撃 

しょうとして 成らず 捕 へられて ゐる。 諸 所に 小 ぜり合 ひが 始まり、 戰機は 近づいて 来た。 同三日0^元は大阪城の阖を 

家 康に呈 して ゐる。 

同 十五 日に は 家康は 大和に 向って ゐる。 奈 良に 泊り、 その 夜觀 世；^ の 延命 某 を 召して 謠曲 をうた はしめ てゐ る。 

同 十八 日に は家康 自ら 精兵 百 餘騎を 從へ早 天 王 寺に 至り、 茶臼 山に 登り、 一 ； 重の 網榍を 張り 軍議 を 凝らして ゐる。 

十一 一月 六日に は 約 十八 萬の 德川 勢は大 E 人 城 を 取り 国んで ゐる。 片桐 a 元、 石 川 貞政等 は 京 街道に 在りて 進撃の 命 を 

待つ とい ふ狀 態に なって ゐる。 

同 十 一 日に は間宮 伊治 島 田 直 t 等に 命じて 擴夫 を； 履って 城壁の 下 を 鑿ち 城の 樓廓 を破壞 せしめて ゐる。 旅 順 攻擊に 

於け る 坑道 作業の 戰術を 聯想せ しむる ものである。 「大阪 城 一 第二 幕 第一 場の 場面 は卽ち これで ある。 坑道 作業 は 同 十 

四 日から 開始して ゐる。 藤 堂 高 虎、 井伊直孝 等の 攻撃 陣地から 坑を 掘らせて ゐる" 坑道 は 高き 八 尺 五寸、 橫幅九 尺で 
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ある。 穴の 入口 兩角 から 奥へ 四 尺 五 寸づ& の 間隔 を 置き • 左右に 柱 を 並べ 貫 を 二 段に 通し、 大きな 梁 を 架け 渡し、 上 

に 角柱 を 並べ、 さらに その上に 厚板 を 置いて 天井の 形に して ゐる。 穴の 眞中 通に 九 尺 ST ことに 梁に 大きな 支柱 を 立て 

てゐ る。 穴の 兩 側に 燈を 掛けて ある。 

十六 B に は 家康は 砲術に 巧なる 者 を 集めて 天守閣 を 砲撃せ しめて ゐる。 「城 中 婦女 周章 悲 泣す」 とい ふ有樣 であつ 

た。 淀 君 は 大野 治 長 や 織 田有樂 をして 秀頼 にす、 めて 家康の 和議 を聽 かせよう として ゐる。 天守閣の 柱は碎 け、 千 ® 

敷の 中に もさかん に彈 丸が 飛び込んで 來 ると いふ ありさまで、 上下 色 を 失って ゐろ 際に 秀賴 の瘵然 たる 風貌 をう かが 

うこと がで きる。 秀賴は 和議 をす >- めに 來た治 長 や 七 隊長 等に 對 して 「今 兵を擧 ぐる は 必ずしも 志 を 得ん と 欲する に 

非ず 唯 先人の 遺命に 從ひ此 城 を 以て 墳墓と 爲 さんと 欲する のみ」 と 言って ゐ る" いかにも 英姿！ g 爽 たる 若武者で ある。 

治 長 有樂等 はさら に 手 を かへ 品 を かへ て 秀輟に 和議 を勸 めて ゐる" しかし 秀 頼の 決然たる 熊 度 はい さ、 かも 動いて は 

ゐぬ。 かれは 怒って 家康 との 和議に ついては 「暴に 市 正が 余に 勸 めし 所の み」 といって 諾 はぬ。 淀 君の 再三の 勸 めに 

對 しても 秀頓は 武將は 其 言 を 二三に せず * に n- 元の 諌を用 ひず 今何ぞ 之に 反せん といって ゐる。 しかし 大勢の 趣く と 

ころつ ひに 奈； I： ともしが たく、 同月 二十日 東西 P 和の 約 成り、 淀 君 は 衣服 三領、 緞子 三十 端 を 茶臼 山の 家康に 贈って 

ゐ る。 かくして あたら 大阪城 は 東軍の 狡 智に陷 れられ て壕を 埋め 廓を毁 ち、 戰 はずして 自ら 武力 を 敵に 讓 つてし まつ 

た。 片桐 tfl- 元， 良隆は 致仕 を 請うた が 家康は 許さなかった。 ともかく 大阪役 冬の 陣は 終った。 

明れば 元 和 元年で ある。 正月 二十 八 曰に 將軍秀 次 は 京都 を 立ち 二月 七日に は 東海道 中 泉に 於いて 家康に 謁し 本 多 正 

信 父子 土 井利 勝 等と 密議して ゐる。 かれ 等 はすで に 第二^の 大阪 攻撃 を計畫 して ゐた。 三月 二十 二日に は 家 康は駿 州 

安倍 郡 加護 ケ 鼻で 大砲 を 鑄 造して ゐる。 彈丸は 十三 町く らゐの 距離まで 飛ぶ 力 を もって ゐた。 

ほっそく 

四月 四日 家 康は駿 府を發 足して ゐる。 表面 は 3£ 張 宰相 義 直の 婚儀の 爲 にお 古屋へ 行く の だとい つて ゐ るが、 その 實 
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大阪域 攻撃の 爲の 出陣で ある。 五日 田 中、 六 曰 中 泉、 七日 濱投、 八曰吉 田、 九日 岡 崎， 十 曰 各古屋 とい ふ 行軍 狀 態で 

兵 をす 、めて 來た。 そして 其 月の 十八 日に はすで に 京都 ニ條 城に 入って ゐる。 大阪城 を ら ん とする 老雄の 意氣天 を 

簡 くもの が ある。 

一方、 家康が 駿府を 出立した 四月 四 Rl、 大阪城 中で は 秀鎮も * 狨 中の 諸將を 集めて 家康の 違約 を 責め 「事 己に 此に 

至れば 復た 躊 膳すべき に 非ず 家康來 らば 潔く 决戰し 弓 折れ 箭盡 きて は諸將 と共に 戰死 せんの み」 と 言って ゐる。 士氣 

大に振 ふ。 翌 五日 秀頓 自ら 城外 を 巡視して ゐる。 後藤 基 次 木 村 重 成の 兩 膝が 前驅を 承って ゐる。 毛 利 勝 永が 秀賴の 兜 

を さ、 げて隨 つて ゐる。 咸容洵 に太閻 在世の ころ を 健ば しめる ものが あった。 全軍に 酒 を 賜うて 戰氣 天に 漲る。 

五月 四 曰 五日と 德川勢 は 大阪城 を 取り かこんで 来た。 五日 眞田幸 村、 毛 利 勝 永、 後藤 基 次 三人 は 平野に 會 して 「今 

夜 鶏鳴 道 明 寺に 會し 黎明 以前に 1； 分の 山 を 越え …… 東軍 を迎擊 し吾曹 三人の 死を经 るか 將た 雨將軍 (家 康、 秀忠の 首 

級 を 獲る か 必ず 其 一 に 決せん」 と 誓って ゐる。 共に 訣別の 酒杯 を 擧げ淚 を 揮て 別れて ゐる。 六 g 七日と 大阪方 は 後藤 

基 次、 木 村 雷. 成 を はじめ、 名 ある 諸將を 失って しまった。 

七日 午前 一 一時 秀忠は 千 嫁を發 し、 今日の 諸隊の 配備 を 命じ 日出の ころ 朝食 を 喫して みる。 家康は 午前 四時 枚 岡を發 

し、 片 山道 明 寺の 戰場を 視察し、 十 時 ころ 平野に 於いて 秀忠と 逢って ゐる。 そして 諸隊の 位置 を 決めて ゐる。 秀忠は 

岡 山 口に 向って ゐる。 片桐且 元、 同卣 隆、 石 川 貞信等 もこれ に 加 はって ゐる。 

この 日大阪 方に とりて 最も 大きな 不利の 原因 をな した もの は、 家康の 媾和 提議であった" 木 村 後藤の 諸將を 失った 

大阪 方に とりて 關 東方よりの 媾和の 使者 は 天來の 福音で あつたに ちが ひない。 しかし これ とても 實は 家康 が大阪 方の 

そ そ 5 

戰鬪 士氣を 沮喪せ しむる ための 奸丰 段であった やうに 思 はれる。 ともかく 七日 午後 五 時 大阪城 二の丸 は 終に 落ちて し 

まった。 秀賴淀 君 並 に 千姬は 天守閣に 登り 自殺 せんとし たが 速 水 守 久が强 ひ て 蘆 田 曲 輪 に 火 を 避けし めた。 治 長 等 の 
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はから ひで 千姬が 秀賴淀 君 の 助命 を 乞 ふために 城 を 出た の は その 折の ことで ある。 

「曰 本 if 史」 に よれば 秀輟 母子 の 蘆 田 曲 輪に 在る こと を 偵知し た 者 は 片桐且 元で あ つた。 且 元は その こと を 秀忠に 報 

告 して ゐる。 これ とても 且 元は 最後まで 秀賴を 助く るた めに、 まことに 苦肉な 策 を 取った と 見る のが 至當 であらう。 

家康の 使と して 加 賀爪忠 澄 等が 城 中へ 乘り 込み、 っヾ いて 城 中から は 二 位 局が 出て 來る といった 風で、 最後まで 秀賴 

母子の 助命の ことに ついては 且 元は 苦心 をして ゐる ことが 窺 はれる。 しかし 家康 はつひに 且元 等の 心 を 以て 推し はか 

る ことの できる 入 間ではなかった。 家康は 徹頭徹尾 賽臣 家の 根 も 葉 も 括ら さな い で は 意 を 安ん ずる ことの できぬ 人間 

であった。 これ は 八日の 出来事で ある。 この 際 城 中に 在りて 最後まで 秀賴 助命の ために 外交的 手腕 を 揮った もの は 速 

水守久 である。 且 元と 守 久 との 年来の 信賴 振り を考 ゆれば 或 ひ はこの 二人の 忠臣 は 城の 内外に ありて 最後まで 秀賴の 

ために、 互に 誓 ふところ ありて 形影 相應 じつ & 策動した ので はない かと も 思 はれる。 

「大阪 城 」 に 於い てわたく し は秀賴 母子 の 頻を ひそかに 薩 摩の 船に 運ぶ ことにして 書いて みた。 當 時の 諸 大名 に 對 

する 家康の 義理 合、 所謂 武士道から いっても 秀賴 母子の 死骸に 對 してまで 恥辱 を あたへ ると いふ や. つな こと は 全然 不 

15- 能の ことで あり、 不得策で もあった。 「秀賴 を 助けよ」 とい ふこと は家康 自身し ば./ \ 陣中に 於いて 諸將の 前で くり 

かへ して ゐる。 これ は 無論 表面 だけの ことで あるに ちが ひない が， 當時 なほ 太閤の 恩 一顧 を 忘れえぬ 諸 將に對 する 政策 

上から もし かせざる を 得なかった であらう。 だから 家康 にと りて は 秀賴の 死の みが 必要であって、 亡き 鬆に對 して は 

相當の 敬意 を拂 ふこと はあり 得べき ことで あり、 それが また 諸將 及び 天下の 人々 に對 しても 德川 家の 寬大さ を 示す 所 

以 でもあった。 鹿兒島 市の 南 三 里 谷 山に は 現に 秀賴の 墓が ある。 その 傍に は 乳母の 墓と とな へらる. -1 墓 も ある。 或 ひ 

は 淀 君の 墓で あらう か。 昔 は 秀鎮の 墓 を めぐりて 數 多の 大阪 城の 人々 の 墓が あつたと いふ ことで ある。 谷 山地 方の 口 

碑にょれは秀^^母子は薩摩の島逮家に身を寄せ、 秀鎮は 寛 永の 末 四十 幾 歳で 歿した とい ふこと になって ゐる。 島 at 家 
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は 諸侯 以上の 禮を 以て 厚く これ を 谷 山の 字 木 下に 葬った と ある。 木 下な どと いふ 名も豐 家に 因んで 名 づけた もので あ 

らう。 秀賴の 子孫 は 谷 村と 名案り 天 保 ころまで は大 長者で あつたと 語り 傳 へられて ゐる。 これ 等の 傳說 口碑に とも か 

くと して 若く 美しい 秀賴と 淀 君の 亡き 骸が ひそかに 遠い 海路 を 越えて、 薩 摩の 涯に やすらかな 永眠の 地. を 見出した で 

あらう とい ふ 想像 は 必ずしも わたくし 一人の もので はないで あらう。 秀賴 その 人に ついていへば、 たしかに 家康 をし 

て將來 恐ろ べしと 感ぜし めた ほどの 偉材で あつたと 信じられる。 

且 元の 死に ついては 甫菴 太閤 記に は 「秀賴 を 亡ぼし 百日 を 過し 侍らで 令 病死 云々 」 と あり、 山 本 曰 記に は 「已に 五 

月 七日に 落着し、 八日に 秀賴公 御果被 成と 力 を 落し 弱りて …… 法隆寺 等 其 外湊盧 にて 額 田 部 額 安寺と 云 所に 先 居 坐し、 

…… 五月 廿 八日 秀賴 より 廿 B 後 死去す。」 となって ゐる。 

「同 五月 八日 秀賴 母子 生害の こと を 聞き 悶絕 する こと 數々 なり。 同 二十 八日 衣 を 整へ 香 を 焚き、 西嚮 謝して 曰く、 臣 

使 を 奉ずる こと 無狀、 乃ち 劍に 伏して 死す」 これ は 「名將 言行 錄」 の 著者の 筆で ある。 

ともかく 且 元の 死の 原因 は 病死で あつたか、 自殺で あつたか 判然 しないと しても 秀賴の 死後 間もなく 世 を 去った こ 

とだけ は 知れる。 秀賴 にもまして かれは 悲劇的な 運命の 下に 生まれた 人間であった。 

日本 戰史そ の 他に は 秀鎮 母子 の 生害 は 五月 八日に なって ゐる。 しか も當 時の 外 國 宣教師 等 の 手記に も燒死 とい ひ、 

薩摩琉 球に a がれた とい ひ、 實際 のこと について は 明かで ない。 ともかく 五月 八日の 朝までに は 大阪城 は 完全に 東軍 

の 手に 歸 して ゐる。 さう いふ 關 係から わたくし は秀賴 母子の 亡き 骸が 蓮び 出された の は 七日の 夜であった として 書い 

た。 

越 前 宰相 忠直は 血の 氣の 多い 氣 持ちの い -1 武人で ある。 家康に 叱られた 忠直は 無論 討死 を覺恰 して 1K 田の 陣を 襲つ 

た。 常 日の 茶臼 山の 眞 田の 陣は 「紅の 旗 吹 K を 立 つらね 躑 |g の 花 KM りに 開く が 如し」 と 書かれて ある。 かれはい かに 
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も 若武者ら しい 華やか な戰を した" そして 東軍 第一の 殊渤を li てた。 

脚本 「大阪 城 I の 仕組に ついて 一言 述べさし ていた r き 度い。 日本 音樂 のうち 殊に 尺八の 音の 持つ 悲壯 美、 悲劇 美 

とい ふ ものに ついて わたくし は 愛着^ 感じない わけに は ゆかぬ。 日本 音樂 特有の 美で ある や-つに 思 ふ。 そんなと ころ 

からして、 この 戲 曲に は 最初と 最後と に 尺八の 音 を 取り入れて 書いて 見た。 さらに 尙ー つ 「日本の 城」 そのものに 對 

する 審美的 感興で ある。 わたくし は 「曰 本の 城」 を 愛する。 その 壯麗、 その 優美、 その 均齊， その 落ちつき、 その 悠 

靜は 日本人の 魂 を象徵 したる ものと して 「日本の 城」 に する あこがれ を 持つ。 自然 さう いった わたくしの 感與が 「大 

阪城」 を 書かせた とい ふこと にもなる。 
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玉蜀黍の 葉が 


玉 蜀黎の 葉が ゆらぐ、 かすかな 秋の 聲だ" S も 澄む J 大氣も 落ち 藩く ところに 落ちつい たやうな 秋が 來た。 

大地に 耳 をつ けて、 秋の 音を聽 くべき 時が 来た。 こ ほろ ぎ も 鳴いて ゐる。 

一條の |9は 玉蜀 畑の 中 を眞っ 直に 地平線まで 走って ゐる。 人の 影 もない。 た つ 白な 雲の みが 時折 玉蜀黍 畑の 

上に かすかな 影 を 投げて ゆく。 寂然たる 秋が 來た。 

靜 かに 思惟すべき 秋 だ。 靜 かに にあり て 思 ふべき 秋 だ。 土 を 打つ 誠の 音に.，^ 秋 を 感じさせる。 

孤 11 なる 收獲 者よ。 

君の かすかな 鎌の 音の 尊 さ。 

君の しづかなる 楚 音の 翁 さ。 

君 はた 父 一人 地平線の 上に 立って 默々 として 收 護の 鎌 を 動かして ゐる。 

君の 孤 M なる 地平線 上の 影 はわた くし をして ミレ ェ の 擔を思 はしめ る。 

君の 靜 かな 收 獲の 中に 秋の よろこびと 秋の 寂寞が ことごとく 藏 されて ゐる。 

孤獨 なる 收穫 者よ。 

天と 地平線と 秋の 聲と、 ことごとく 君の ものである。 


406 


集 想感五 ま! S 


樹 下石 上と いふ 霄葉 は、 た V ちに 宗敎 的な^ 想 苦行 を 聯想せ しむる。 聖^の 生活 を 思 はしめ る。 

野に 働く 人々 の 生活 も亦樹 下石 上 そのもの ではない か。 蒼穹を 天蓋と し、 草を蓐 として 日 もく 默々 として 働く 人 

つむ 

人の 生 .£ こそた しかに 宗 敎的 默想、 宗敎的 苦行の 生活で ある。 古人 は 一日 作 さ^れば 不 食と 敎 へた。 自ら 紡き、 自ら 

食 ふ 生活 ほど. H 然 的な 生活 はない。 これほど 尊い 生活 はない。 

一羽の 雀 は 1 錢で K られ る。 しかし これ は 今日の 誤った 都會 中心の t_ 濟觀 念の 所 逢で ある。 一羽の 雀 はいかなる 値 

によりても 賢ら るべき もので はない。 1 顆 の林擒 も、 玉葱 も 決して 余 錢に替 へらるべき もので はない。 それ 等 は余錢 

以上の 尊い もの を 持って ゐ るべき 害 である。 

野に 働いて ゐる 人々 の勞 働が たどち に金錢 に換. 紫され ると いふ こと は、 悲しい 經濟 組織の 錯誤で ある。 

^に 托鉢す ろ聖 僧の 人格 償 値が、 さ X げられ る 寄 謝の 多少に よって 決めら る X とい ふやうな 不合理 を 信ずる 人 はな 

いで あらう。 野に 働く 人々 の 尊 さ、 働く ことの 1^ さは 決して 1 羽の 俊、 一 顆の收 鍵 の 値に よりて 決められて はならぬ。 

働く こと そのもの に 無限の 尊 さが ある。 働く 人 そ の 人に 無限 の 尊 さが ある。 

わたくしたち は 都. 曾 生活 中心に 作り出された 經濟觀 念 を 人間 そのもの \惯 値判斷 にまで 押し ひろげて ゆかう とする 

やうな 不合理 をも敢 てしょう として ゐる。 

三 段の 田 を 所有す る 者と 1 段の 田 を 所有す る 者との 間に、 何等 人格 的け ぢ めが あるべき 害 はない。 往々 にして 所有 

と 人格 的 m 値と は 反比例す る 場合 さへ ある、、 一 蓑 1 笠樹 下石 上の 生活 を樂 しむ ことので きた 古人の 心境 を 思 はな けれ 

ばなら ぬ" 何物 を も 所有せ ざる 者の 寂し さ、 と 同時に IMtn^ さ を舉ぶ だけの 心がけ は必耍 である。 妻子 を 養 ひ、 一家 を 


は 


春 


曰 


支へ て 行く ために は 相當の 恒奎を 持つ こと を 心がけなければ ならぬ) 家 も 必要で ある。 田畑 も必耍 である" そのた； § 

にこ そわた くした ち は 働きに 働く。 しかしながら 貧愁 であって はならない。 必要 以上の 所有 を 得ん がた めに 自ら を 苦 

しむる もの は、 赏る ために 自己の 魂を賣 る。 

たや 1 顆の 林檎に も收 獲の よろこび は ある。 一顧 一握の 收 li に對 して すら、 心からの よろこび を 感ずる 者に して は 

じめ て 働く ことの ありがた さ を 知る。 貧 愁 者の 勞働は a: らを 苦しめ、 自らの 生命 を 磨り減らす。 乏しき に 悲しまず、 

© しきに 憂へ ず、 歩 1 涉土を 掘り、 山 を 切り 拓く 勇敢なる 勤勞 者の 生活の みがかれの 魂 を 深く する。 

人で あるかぎり 富 を 欲し、 名 を 欲し、 地位 を 欲する とい ふこと は ilT 然 である。 この やうな 欲念が あれ はこ そ 人生の 

向上 も ある。 しかしながら 强 ひて、 富 や 名 や 地位 を 欲する 時 そこに 卑しむべき 貧 欲、 偽善、 詐謀、 利己、 排擠が 生ま 

れる。 無理に も 人 を 押し 除け、 人を拂 して 分 自身 を 立てよう とする あさましい 心が 湧いて 來る。 富に せよ、 名に せ 

よ、 地位に せよ 自ら 賦 へらる- - もので なければ ならぬ。 

わたくしたち は 世間 的な 富 や 名のい かに 空虚な もので あるか を 知らなければ ならぬ。 富も强 ひて 欲せず、 名. * 地位 

も 望まざる 人 こそ 敵と して は 恐ろしい 人で ある。 味方と して 最も 頼もしい 人で ある。 世間 的に 名 を はれ、 地位もう 

ら やまれて ゐた 人た ちが、 やがて 图圄の 人となり いっか は 世間から も 忘れられ てし まふが ごとき あさま. しさ を. わた 

くした ちは餘 りに 多く 見せつ けられる。 

世に 尊き 人) ありがたき 人 は、 却って 名 もな く 地位 もな き 人々 の 間に 潜んで ゐ<:？。 
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人生と は 何で あるかな どと 考 へて ゐる 間に 人生に 過ぎて しま ふ。 生きて ゐる 間に わたくしたち は 隣人の ために 盡す 

ところがなければ ならぬ。 すこしで も わたくしたちお 互の 生存が、 それによ りて 幸福に せられ 美しく せら るれば わた 

くした ちの 生まれて 來た 意義 も ある。 

わたくしたち のために 一 顆の 林檎 を 作り出し て くれる 人々 に對し てわたく したち はいか ほど 感謝し て も い、 わけで 

ある。 わたくしたち のために 稻を 刈って くれる 人々 に對 して わたくしたち はいか ほど 感謝しても 感謝し 盡す こと はで 

きない。  . . 

水 戶の農 人形 はかなり 有名で ある。 農夫 は 國の寶 とい ふやうな 言葉 は 言 ひ 古された ことで あるが、 心の底から 味つ 

て 見なければ ならぬ 教訓で ある。 それに 一 般の 入に とりて 大切で あると 同時に、 野に 働く 人々 にと りても 同樣 である。 

水 戶の歷 代の 賢 君 等は晨 人形の 前に 感謝の 今お. -さ X ぐる こと を 忘れな か つ た。 農夫 を 尊敬す る 心は勞 働に is する 感謝 

である。 感激で ある。 

働く ことに 對 する 感激の 心 を 失った 場合， 勞働は 働く 人 e: 身の 魂 を 卑屈に する。 働かざる 者 は 食 ふべ からず。 これ 

こそ 永遠の 眞理 でなければ ならぬ。 いかなる 怠惰 者の 耳に もこの 眞理は 響く。 

農夫で あると いふ こと、 野に 働く 人で あると いふ ことの 名譽 は、 富よりも、 瓧會 的な 地位 そのものよりも 尊い こと 

である こと を わたくしたち は考 へなければ ならぬ。 曰 本の 丁： k とい はる. --尾 張の 碧 海 郡の 農村の 若い 人た ちが、 自分 

の 名刺に かならず 農夫 何某と 書き込んで ゐる 意氣と 自覺と はまこと に うれしい 心がけで ある。 

田園の 人々 は 過去の 久しい 時代 を 通じて 魔 迫と 誅 求の 下に 苦しめられつ けて 来た。 田園の 人々 は 最も はげしい 勞 

倒に 對 して、 いつも 最も 割の 惡ぃ SHI を 振り あてられて ゐた。 しかも 田園の 人た ちは靜 かに それ を 忍んで 來た。 いか 


にも 拿い 忍苦の 生活であった。 田園の 人々 の 拿い 忍苦 的 奉仕に 對し てわたく したち はた^ 靜 かに 頭 を 下げる のみで あ 

る。 

X 

秋が 來た。 

故 輝の 沼の ほとりに は 菱の實 を 刈る 乙女た ちの 唄 も 聞え てゐ るで あらう。 

秋が 來た。 li を 打つ 欏の 音が わたくしの 耳に 響く。 

白い 雲よ。 秋の 風よ。 

何とい ふ 憂議な 天地で あらう。 

だが わたくしたち はぢ つ と 野良に 立って 働かう。 

ミレ M の晨 夫た ち はわた くした ちよりも もっと 寂しげ に 見える。 だけど みんな 苦しみと 憂鬱 さと を 忍びつ.^ 生きて 

行った。 

人生 は嚴肅 だ。 生きて 働きに 働いて ぢ つと 秋の 聲を聽 かう ではない か。 人生の 深さが そこに 游 んでゐ る。 
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黎明の 心 

1 切の 藝術は の 心に 生まる. --。 

偉大なる 創造 は 黎^の 太陽の ごとく 勇敢で あり、 英雄的で あり、 生一本で あり、 澄明で あり、 莊ー M でなければ なら 

ぬ。 

藝術は 希望で ある。 理想で ある。 

一切の 藝術は 朝の 太陽の ごとく 靜 かにして な る鍾 とカ强 さ と光耀 とを內 包し なければ な ら ぬ。 

i 術 は 狂騒せ ず、 左 顧 右 K せず、 追隨 せず、 阿らず、 朝の 太陽の ごとく 堂々 として 行くべき 道を濶 歩す る。 藝術は 

靜か である。 しかし 藝術は 最も 强し。 藝術は 朝の 太陽の ごとく 和やかで あり ゆるやか である。 しかし 太陽の ごとく 偉 

大 なる 炎の 力 を 持ち、 一 切を淨 化する。  - 

薛術は 冷笑 を 持って はたらぬ。 白眼 を 持って はならぬ。 藝術 はつねに 一 切 か 然らずんば 無の 心に 生く るく 

すがく しキ黎 1； の 心に 生く る 詩の みが 眞の！ t 術で あり 得る。 

藝術を 作り出す とい ふ ことより は魏" 術 家ら し タ心を^？ふ こと はさら に 大切な ことで ある。 藝術 家ら しい とい ふこと 

は 最も 人間ら しき ことで なければ ならぬ。 a: 人間ら しき，？ J でなければ ならぬ。 經濟 とい ふ 問題の みが われく の 生活 

を 支配す る が J とき 時代 にあって は、 や  >- も すれば 術 家ら しきと いふ ことが 冷笑 を 以て 迎 へらる、 傾向 を すら 生む" 

しかし 人間 は 決して 縛"濟 によりて のみ 支配 せらるべき もので はない。 經濟は 人生の 一 部分で ある ^ 人間 は全體 である。 

齊 術が 手 s« のために のみ 生きよ 5 とする 場合に は 藝術は 滅びなければ ならぬ" 薛術は 一 つの 團體 にの み屬 すべき 存 


在で はない。 驟術は 個人々々 の もので あり、 同時に 全人 類の 所有で なければ ならぬ。 藝術は 太陽の 如く 偉大で なけれ 

ばなら ぬ。 

わたくし 

太陽 は 決して 一部分の 人々 のみの 所有で はない。 太陽 は 善人の 所有で あり、 惡 人の 所有で ある。 太陽 を 私せん とす 

る もの は 人類の 敵で ある。 太陽 を 一部分の 所有に のみ 歸 せしめん とする もの は エゴイスト である。 人類 全 體 のために 

作られた る藝 術の みが 常に 生きる。 人類の 幸福の ために、 よろこび のために、 IS 葙望 のために 作られた る魏" 術の みが 太 

陽の 如く 生きる。 

藝術は 朝の 太陽の ごとくつ ねに 更生 を 意味す る。 革命 を 意味す る。 人類 は 一 日々々 と 新ら しく 更生し なければ なら 

ぬ 0 つねに 新たなる もの を 生み出す ための 革命 心に 燃えて ゐ なければ ならぬ。 十八^ 紀 末の 口 マ ン ティ シズム の 運 勤 

は 文 S 一史 上の 更生と 革命であった。 ^術 はつねに 口 マン ティ シズム の 精神に 養 はれなければ ならぬ。 

地平線 上に 映る 黎明の {- ^は ロマンティシズムの 冒險、 希 sr 未來 >  歡喜、 更生 を象徵 する。 顧慮せ ず、 屈託せず、 

蹒餒 せず、 前人未踏の 雲 を 破り、 天を簡 いて 無 限界に 登る 朝の 太陽 はいかに も 勇敢なる 口 マ ンテ イシ ズムの 勇者で あ 

る" 魏 f 術 は 人間が 人間以上た らんと すると ころに 魅惑 を 感ぜし める。 すくなくとも 今日の われ 以上、 今日の 人間 以ヒ 

たらん とする 未 來を鍾 すると ころに 藝 術の f ^ 惑が あ る 。 

太 隔は停 fg しない。 藝 術は絕 えず 歩む。 藝術は 今日 以上の 美しき 人生 を われく の 前に 將來 せんとす ると ころに 新 

鮮 なる 魅、 1 を 持つ てゐ る。 ヰ リア ム • モリス が 描い てゐた 明日の 美の^ 界は 決して 詩人の ファン タ ジィ ではなかった。 

それ は 尊むべき 朱來 であり、 理想で あり、 現 ® の 可能性 そのものであった。 

人生 は現實 の、 或 ひは當 面の 問題の g 決の みに よりて お 化く せられろ こと はでき ない。 また それの みに よりて！； 足さ 

せられるべき もので はない。 人生 は 決して 物 S 的な 問題の. みに よりて 支配 せらるべき もので は. ない。 人 問 は 物 一 を耍 
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求す る。 しかも さらに それ以上の もの を 要求す る。 人生が 一 層 美しく、 尊く せらる i か It: ひ は 一 層 野卑に せらる 、か、 

それ は 時代の 人々 の寬 むる ところの ものに よりて 決められる) 人生 を 美しく、 尊く 見ろ 人々 にと りて は 人生 はたしが 

に 美しく 尊き もので あり 得る。 人生に 求む ると ころ 卑しき 人々 にと りて は 人生 はたし かに 粗雜 であり、 膚ー 狭で ある。 

藝術 はわ たくした ち をして さらに 美しき も の 镎 きも の を 人生に 求めし めな け れ ばなら ぬ。 

1^ や-ふ 5 

黎明の 心 は 無限に 1^ する 憧憬で ある。 藝 術の 魂 はつねに 無限 を 想像し つ X 羽搏 つ。 無限 を 思 ふこと なく. 無限 を 惑 

ずる ことなくして 眞の藝 術 は 生まれない。 有限の 世 に 生きて 無限の ga| 音 を 感ずる ところに 藝 術の ありがた さは ある。 

黎明の 微光 は 無！ S なる 地平線に 呼びかける。 黎明の 微風 は嚷 野の 草に 呼びかける。 藝 術の 心 は 微かなる 薛を もて 人 

問の 心に 呼びかける。 人間の 魂に 呼びかける。 1^ れ たる 旅人 は 叫の 地平 を * む" かれは 疲れたる 同勞の 旅人に 話 

しかける。 

「あなた は 寂しく はありません か。」  ... 

「あなた は 人 の 旅 を わびしい と は 思 ひません か。」  . 

「あなた は 入 生に 光り を 感じます か。」  ： .  . 

「あなたに は 無限の 世界の 愛 音が, えます か。」 

隣り の 旅人 は 答 へ るで あらう。 

「わたしに とって は 人生 は あまりに わびしい。」 

「わたしに とって 人生の 旅 は あまりに 孤獨 である。」 

「わたし は 時として はかす かな 光り を 感ずる- しかした いてい はわた しの 道 は 黄昏の ごとく ft 暗い。」 

「わたし はた V 無限なる 世舁の 党 音 を 感ずろ のみ だ。 聽 くこと はでき ない。」 


3 


春 


曰 


さら に 黎明の 地平線 を 歩む 旅人 は 問 ふ であらう。 

「あなた は あの 黎明の 大空に 對 して 何 を 語らう とする か。」 

同勞の 隣人 はいふで あらう。 

「黎明の 大 Ml に對 する 時 わたし は 語るべき 何物 を も 持たない。 わたし はたた 感激す るば かりだ。 わたし はた^ 沈默す 

るば かりだ。」 

沈默！  默 ほど 偉大な 藝 術が あらう か！ わたしたち は 黎明の 大空に 對 する 時 呼び かくる 言 紫 さへ 忘れて しま ふ。 

沈默の 後の 言葉！ それ こそ 眞の藝 術の 言葉で なければ ならぬ。 沈默の 底から 生まれ 来る 言葉 こそ 藝 術の 言葉で な 

ければ ならぬ。 沈默 そのもの、 言 紫、 沈默 そのもの  > 諧調 こそ 藝 術の 言葉で なければ ならぬ。 藝術は 概念で はない。 

主義で はない。 朋黨の 狂 ® ではない。 

藝術は 孤 獨 なる 魂から 孤獨 なる 魂への 言葉な き 呼びかけ である。 

藝術は 黎明の 地平線 を 歩む 旅人の 魂から、 旅人の 魂へ と 波動す ると ころの 言葉な き 感激で ある。 

黎明の 地平線 を步む 旅人の 心 は 最も 簡素、 純一な もので なければ ならぬ。 

「夜明けの 風 は 寒いで はありません か。」  , 

「何とい ふ靜 かな 夜 明で せ 5。」 

黎明 の 朝 を 歩む 旅 入 等 の 言葉 は 短 かい。 しかし 直ちに かれ 等の 魂の 響き を 言葉 以 上に カ强 くった へて ゐる。 

黎明の 旅人 等の ご とく シンプルな 心と、 自然な 表現 を 持つ ことので きる 人に して はじめて 眞の 藝術を 生む ことが で 

きる。 

「わたし はかく 人生 を 生きました。」 た 父 これ だけの 簡單な 纖悔を 偽りな く、 たかぶる ことなく、 見せかけ なく 語る こ 
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とので きる 八 間にして はじめて ルソゥ の 「懺ー t 錄 J を 書 くことの 可能性 を 持つ であらう。 ルソゥ の饿悔 0 トルスト 

ィゃ、 マァ カス. ァ ウレ リウス の 懺悔 錄も亦 黎明の 心 を もち て 語られた。 

現代の 藝術家 達. 殊に 若い ゼネ レ，' シ ョ ンの 人々 は 稍 も すれば 藝 術の 無限 性に ついて すら 疑 を 抱かう として ゐる。 

作られた る 藝術は 滅びる であらう。 しかし K の藝術 的な 魂 は 永遠に 滅びない。 ダンテの 作品 も トルストイの それ も 忘 

れられ るで あらう。 しかし ダンテ を 動かし、 トルストイの 胸に 燃えた る 藝術的 G\- 心、 ffi 術 的 憧憬、 藝術的 或る もの は 

永久に 滅びない。 

い つも 藝術 ぺか 1 浴し た 時代に 於い て は、 藝術 家なら ざる 人々 が藝術 家ら しき 假面を 冠 つ て濶步 する。 藝 術なら ざ 

ろ. もの を强 ひて 薛術 として 肯定せ しめようと 努める。 俗惡 なる 假-£ の 術が のさば りかへ る。 もし かくの 如き 時代に 

ありて 若い 人々 が藝 術に 志す とすれば. 禍 なる 哉で あ る - 藝術は 決し て 游戲 では な い。 S 術 家 は 決し て 暦々 たる 俗人で 

あって はならぬ。 藝術家 は 決して 怠惰 者であって はならぬ。 名聞 欲に 憑かれた ろ 人間であって はならぬ。 

藝術は 永久に 眞率 でなければ ならぬ。 眞 面目に 人生 を考 へる 者、 眞 面目に 人生 を 語る もので なければ 藝術 家た る こ 

と を 得ない。 眞率さ を 失った 作品 は 玩具で ある。 今 B の 世界で は眞率 さは 時代 遲れ として 冷笑 せらる X。 洵に禍 なる 

哉で ある。 眞 面目に 人生 を 思惟す る。 眞 面目に 人生 を 生きる 事の 他に どこに 藝 術が あらう。 眞 面目に 人生 を 語らん と 

する 思念の 他に どこに 藝術 存在 の 意義が あらう。 

われ/、、 の 魂を眞 面目に 引き 緊 めて くれろ もの、 われく の 生活 を眞 面目に めて くれる もの \ 他に 何の 藝 術の 必 

要が あらう。 

藝術 家に とりて 最も 戒心すべき こと は 時代 へ の 迎合で ある。 かれは かれ 自身の 藝 術に 對 して 自ら 墓穴を掘る もので 


m 


あ？  り^ 肯勺 良、、】 こ對 して s 實 であり 得ない ことで ある。 世紀末 & 

if  r 私 ことりて K も 恐るべき こと はかれが 力れ 自身の 藝に. 七 1.5 一  ， き [. , 

藝 化1# にと り  一 f,4TW ス.'  ：、 ，：s<%,3,.w 、し： して. S 實 であり 得る。 批評 力 堕 ャ„^ 

、 -し t 1 0  ほ. t-n "、ども り 出さない こと カ藝 術が ex  、もに **->Li  d^'n 

ftpM 眞；： への I 一 

-J,r  よ、。 e」< & よいつ の 時代に ありても 藝術家 自身 を滅 ほす  一 

生きる 道 を 見出す こと はてき |(  ^Kf 1  ； 


黎明の 心 は 至 正 至大で ある。 

黎： S- の、 D は 神の ごとく 嚴か である 

黎明の 心 は 迷 はず、 阿らず、 たかぶらず、 愛の 光り を 追 ふ。 

黎明の むは 無 障 無碍の 界を 翔る。 風の ごとく 自由で ある。 

眞に 人生の 泣くべき に 泣き、 笑 ふべき に 笑 ひ、 憤るべき に 憤る。 


黎明の 心は靑 年の 魂に のみ 生きる。  3, ビミ， ，：Qr.T.viH:E. の 魂の みこ # んでゐ る。 

一 切 の 習慣、 一切の 情實、 一切 ilii なる 明 riut 力" な ナれ- よなら 

時代の 慌 しい 無寶に 阿って はならぬ。 ジャズと 趣 度 時代に 媚びん とする  一 ,11 

ぬ  ;i ゥ nosf  t 詔の 太 易の ごとく 靜 かなる 光明で なければ ならぬ 

i およ の 4^ 陽の ごとく 悠々 たる もので なけれ はなぬ 藝^  ：  ^  y?^}r 

tsf  一  一，？ 爭匕 する もので な t- よなら ぬ" 舊は 朝の ごとく 一切 を嚴 寧なら しむる ものて なけ 

i は 朝の 太陽の ことく 一切 I ィす， U の qpd^u"  新ら し tf た 丈る 喜び も亦靑 年の 

れ *ま ならぬ。 新し ネ- 春を迎 へる よろこ ひ はた.^ 若き 人々 のみの 特 W て ある f 
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みの 特權 である。 

若き 入々 よ。 われく は 時代 の 表面を流る \ ぁ わ た し き 無節操 無定見 の 風潮に 媚びて はならぬ。 わたくしたち は 

藝 術の 名のた めに、 M の 人生の ために 嚴肅 なる 黎明の 心を兑 出さなければ ならぬ。 今 は 踊るべき 時で はない。 今は嚴 

かにん 類の 明日に ついて 考 ふべき 時で ある。 今 は 黎明の 心 を！^ 出す ことによ りて 一 切を眞 率に 思惟すべき 時で ある。 

黎明の 心 を 見出す ことによ りて、 現代の だれ 切つ た享樂 的な 思想 へ の 若き 眞率 な 叛逆 者た るべき 時で ある。 


依田 老人 の 話 

依田 老人と い へば 信 濃の 高原の 町で 知らない 人 はない くら ゐの 古い ころからの お爺さん である。 . 長い 鬚が 胸 あたり 

まで 眞っ 白に 垂れて ゐ るので 遠方から 見ても すぐ 依田 老人 はわ かる。 若い ころ 武田耕 雲 齋の戰 ひ を 見た こと や、 鳥 羽 

代 見の 戰 ひに 敗れた 會津 兵が 木 曾 街道から 逃げて 來 るの を 道ば たに しゃがんで 見て ゐ たこと など をよ く 話し て くれ 

る J 

そのころ は 碓氷峠 を 下って、 妙義の 麓の 今の 橫川 町の 町 はづれ あたりに まだ 關 所があった さう で、 依田 老人 は 十五 

の 時 はじめて 碓氷峠 を 越え て 關所を 通 つて 江戸に 行った。 

信 濃の 高原から 維 氷 を 越えて 今では 四時 間 か 五 時間で 東京へ 来られる ので あるが 依田 老人が 子供の ころ は みんな 水 

K さ」 して 江戸へ 出て 行った" 道中の 追劍ゃ ごまの はへ も 恐い が、 それより もっと 恐かった の は 熊の 危害だった。 今で 

もま だ碓氷 あたりに はすこし は 熊が ゐ るが、 そのころ はず ゐ ぶんた くさん 熊が ゐた。 碓氷を 越 ゆる 旅人に とって 一番 

恐い もの は 熊であった。 だから 水 をし て 信 濃 を 出て 熊に も 食 はれず 維 氷 を 越 ゆれば はじめて ほつ とした もの ださう 

である。 

依田 老人 は 今でもお 湯の 中な どで 若い ころ 熊を擊 つた 話 をす る) 天明 年間に 淺間 山が 大爆發 をして 上 州の 三十 六ケ 

村が 溶岩の 下に 埋められ 三 萬 五 千 人の 村人が 死んだ。 その 溶 は 今でも 上 州 六里ケ 原に 流れた ま i になって ゐて、 鬼 

の 押出しと いふ 凄慘な 光景 を呈 して ゐ るが、 依田 老人 は 若い ころ 鬼の 押出し 附近に 山林 懇を 監督に 出かけて ゐ たこ 

とが ある。 
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噴火口から 流れ出した 熔岩と 熔岩の 間に は 今でも 石南花が^ き、 眞淸 水が 湧いて ゐる。 夏の 暑い さかりで も 溶岩の 

問の © 淸水は 氷の やうに 冷たい。 

或る日 依田 老人の 配下の 一 人の 若者が 熔岩と 燈 岩の 間に 頭 を 突き 込んで 氷の やうに 冷たい 眞淸水 を飮ん だ。 腹い つ 

ばい 冷たい 水 を 飲んで、 さて 熔岩の 間から 首 を 出さう とすると、 どうしても 首が 拔 けない。 その 男 はたう とう 悲鳴 を 

あげて 助け を もとめた。 依田 老人 は その 時の 話 をす るたん びに 當時を 思 ひ 出して 笑 ひこけ る やうな 恰好 をす る。 

二 人の 若者が その 男の 胸 を か \ へる。 さらに 二人の 若者が その 男の 脚 を 引っ張る して、 引き摺り出さう としたが ど 

うしても 岩に はさまった 首が 拔 けない。 やっこさん は 岩の 中で 泣き出す、 あの 時く らゐ 驚いた ことはありません。」 

「どうして その 男の 首 を 出しました？」 

「仕方がな いから、 馬に 乘 つて 三 里ば かり 走って 石工 を 連れて来 ましたよ。 そして 石工に 石 鑿で 石 をす こ しづ 、割つ 

て もらって、 その 男の 首 を 引き 措り 出し ましたよ。 もう 华日も 首が 出な けれ や 熊に でも 食 はれた でせ うよ ハ ，ぐ 尸 

::: 」 依田 老人 はいつ もさう いって 笑 ふ。  ■ ： 

依田 老人 は 年に一度 馬に またがって 淺 間の 根 腰 を 越えて、 六里ケ 原を橫 切って 上 州の 方へ 行く。 それ はいつ も 信 濃 

の 秋 祭の ころで ある。 秋の 祭に は 近在から 若い 人た ちが 集まって 來て 相撲 を 取る。 年々 大切な 相撲の 行司 はきつ と 伎 

田 老人が つとめる ことにな つて ゐる。 だから 秋の 祭が 近づけば 依田 老人 は 馬に 乘 つて 上 州まで 軍配 g 扇 だの、 裝束だ 

の を 借りに 行く。 

或る 年 依田 老人 は 馬に 乘っ て 軍^ 團扇を 借りに 行つ て か へ る 途中 六里ケ 原で 熊 を 見つけた。 

老人の 頭に は ぴったり 熊の 歩む 道が 浮かんで 來た。 熊 はかならず 同じ 道 を 往き來 する こと を 知って ゐ たので、 大急 

ぎに 馬 を 走らせて 信 濃の 方 へ歸っ て來 た。 そして 翌日 は 0 つ 暗な うちに 家 を 出て ふた、 び 穴里ケ 原へ 行つ た。 熊 は 野 


葡萄 を 食 ベ に 山 を 下って 來 るので あった。 依田 老人 は 熊の 通る 小徑の 傍の 高い 岩の 上に 隱れ てゐ た。 そして 熊が 二 間 

ばかりの 近い 距離に 來 た時鐵 砲を擊 つ た 。 

「そり やもう 凄い ほどの 呻り 方 をし ますよ。 まったく 凄い ものです。 一時間く らゐ i. りつ どけます。」 依田 老人 は 熊 を 

撃った 時の こと を 思 ひ 出して はそんな こと を 話す。 

村で は 相撲が はじまっても 行司の 依田 老人が 見えない ので さわいで ゐる ところに、 老人 は 大きな 熊 を 射止めて 村へ 

歸 つたので 村の 人々 はふた \ ひ 驚かされた。 

依田 老人 は 毎日 山刀 を 提げて は 國有林 を ま はって ゐる。 これで も 老人 は 立派な 醫 林區署 のお 役人な ので ある。 今年 

の 春の 話で あるが、 依田 老人 は 或 日 落葉松の 林の 中 を ま はって ゐる 間に 不 阖 雉子が 卵 を 抱いて ゐ るの を 發 見した。 翌 

日 も 老人 は 同じ 場所へ 行って 草の 中に 身 を かくして 卵 を 抱いた 雉子 をぢ つと 兑 つめて た a 

「これ は 根 くらべ だ。 毎日 草の 中に しゃがんで 雉子の 番をして ゐれ ばよ いわけ だ。 そして 雉子の 雛が 卵の殻 を 破った 

/けど リ  び く 

ら すぐ 牛： 捕に すれば よい。」 老人 はさう 思った ので、 魚 籠 を か 、 へ て 終 B 草の 中に しゃがんで 雉子 を 見守って ゐた。 朝 

夜が 明ける から 日が 暮れる まで 煙草 一 吹 喫 はないで 草の 中に しゃがんで るる こと は、 毎日 八 里 や 九 里の 山道 を 歩き ま 

はる こと よりもず つ と 苦し いこと であった。 それでも 依田 老人 は 卵の 殼を破 つ て 出る 雉子 の 雛 を 捕へ るせつ な のうれ 

し さ を 想像し て は 毎日 草の 中に しゃがんで ゐた。 

老人が 草の 中に しゃがみ はじめてから 三 曰 目の 午後た しかに 維子の 雛が 卵の 殼を 突つつ いて 草の 中に 出て 來た。 依 

田 老人 は 魚 籠 を 手に して 飛んで 行った。 六 羽， 七 羽、 八 羽 ：… ちゃう ど 十 羽の 可愛い 雉子の 雛が 草の 中に 飛んで 出た。 

依田 老人の 姿 を 見て 母鳥が 眞っ 先に 驚いて 鳴きながら 羽搏き をした。 十 羽の 可愛い 雛 は あは や 依田 老人の 手に 捕 へら 
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れ やうと したが、 いざと なれば 生まれた ばかりの 雛鳥 は 依田 老人の 豫想を 裏切って 勢 ひよく 草の 中に 逃げ込んで しま 

つ た。 依田 老人 は 空つ ぼの 魚 籠 を 草の 上に 投げ出し たま. - ぼんやり 立ちす くんで しまった。 

「雉子の 子って いふ 奴 は 生まれて すぐ 1^ け 出す もの だよ。」 伎 田 老人 はこの 年に なって はじめて 大眞 理を發 見した かの 

やうに、 逢 ふ 人 ごとに さう いって 0 面目な 顏を する。 

X 

む じな 

依田 老人 はまた 山 を ま はるたん び に^に 出逢 ふ。 1^ はよ く 草の なかで 晝寢 をして ゐる。 さ \ ぐ ま、 かやむ じな …… 

いろ/、 な^を 依田 老人 は 山の 中で 見る。 

これ は 四 五 年； S の 話で ある。 

國有 林の 機ゃ權 など を 伐り 倒して 木炭 を燒 いて、 馬の 背で 六 里 七 里の 山道 を鐵 道まで 蓮ぶ ことがあ るが、 そんな 場 

合に 依田 老人 は 監督に なって 山の 炭 小屋に 泊り こんで 一 ヶ月 も 二 ヶ月 も 山 住ま ひ をす る ことがある。 

夜になる と 老人 は 酒 を 飮ん で、 明治 初年の ころ 流行した とい ふ 唄 を 口笛に 吹いた。 しばらく すると 辜： 所 へやって 來 

てこと くと 音を立てる ものが あった。 「嵐に して は 大きい が …： 」 老人 は を けて 起きて 見た。 きょ とんと 老人 

を 見て ゐる 獸がゐ た。 「かやむ じな だな。 これで も 1 せへ。」 といって 老人 は 乾魚 を 投げて やった。 

炭 小屋の 男た ちが 山 を 下った 後で は 依田 老人た 父 1 人で 寂しい 山の 生活 を， 送らなければ ならなかった。 老人 はまた 

いつもの やうに 口笛 や 吹いた、 ことくと 臺 所の 方へ 獸の soi おが 聞え た。 

「かやむ じな だな！」 依田 老人 は臺 所へ 出かけた。 絡が きょ とんと 坐って ゐた。 • 

「可愛い \ もの だな。 絡で も かう やって 口笛 を 吹く と 食べ物 を もら ひに 來 るの だな。」 老人 は ひとりごと をい ひながら 

絡に 乾 を たべさせた。 


依田 老人 は 夜に なって さびしく なると 口笛 を 吹いた。 そのたん びに とぼけた 顏 をして、 が臺 所からの そくはい 

つて 来た。 

「可愛い もの だ！」 老人 はさう いって は 食べの こして 置いた 魚 を^に 食べさせた。 

或る日 村の 勘 六と いふ 密獵 者が^ を 撃ち殺した。 そして 自慢 さう に 炭 小屋に はいって 來て 依田 老人に 見せた。 

「馬鹿野郎！、 勘 六の 人情 無し ー」 眼の 大きい、 口の 大きい、 眞っ 白な 長い 霄の 依田 老人が 怒鳴りながら 暗い 小屋の 

ぎ や. T さろ 

隅 か ら 手斧 を 振り 上げて 出て 来た 恐ろしい 形相に、 § 化 獵者は 腰を拔 かさんば かりに 驚いて 絡 を 捨て.. - 逃げた 。 

依田 老人 は 夜に なって 口笛 を 吹いて 見た。 しかし 絡 はもう 出て は來 なかった。 依田 老人 は 炭 小屋の 裏に 絡の 墓 を 建 

て X やった。 

依田 老人 は 熊 狩に 來た 橫濱の 外国 商人から 鞍 を 1 つもらった。 大變乘 り 心地の よい 鞍で、 前^に 丸い 棒の やうな 物 

が眞っ 直ぐにく っ附 いて ゐて、 そこに 手綱 を 引っ掛ける やうに なって ゐ るが、 何でも 南米 あたりの カウ *ボ1- ィが乘 る 

鞍 ださう である。 依田 老人 は その 鞍 を 床の間に 飾って 大 自慢で ある。 

「 1 生の 中た^ 1 度 だけで い X からこの 鞍を啬 けて 駿馬に 乘 つて 見たい もの だ！」 依田 老人 はいつ も そんな こと を考 

へて ゐた。 

だけど 信 濃の 高原の 町で は、 その 鞍 を 着ける に 足る だけの 駭馬 はな かく 見つからなかった。 

「依田さん、 十 萬兩の 馬が 外國 から 來た とさ。」 さう いって 新聞の 寫 K を せて くれた 男 もあった。 

「成る ほどよい 馬 だな。 これ ゃサ ラブ だ。 どう だ この 首の 恰好と 來 たら。 い \ 馬 品 だな。 こんな 馬に なら おれの あの 

鞍 を 着けても い \ な あ！ 」 依田 老人 は 床の間の 鞍 を ながめて は 深い 溜 息をついた。 
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半年 經 つても 一 年 つても 高原の 町に は 依田 老人が 待ち望んで ゐる やうな 名馬 は來 なかった。 

ところが 或る日、 勘 六が すばらしい 若 馬を曳 いて 通り か X つた。 

「勘 六、 その 馬 はどうし たんだい？」 伎 田 老人 はっかくと 馬の 方へ 近づいて 行って、 馬の 鼻面 を 撫で. - やった。 

「上 州の 晨 家から W りに 出したん だよ。 おら 今 B で まる 十 rn 曳 つばって 歩いて ゐ るが 値が よいで 買手がない。」 

「まったく よい 馬 だ。」 

「何歳 だな？」  . 

「四 歳 だ。」 

「こんなよ い 馬 を 手 離す の は 可哀想 だ ー お前 も 上 州へ 歸 りたいだら うな。」 依田 老人 はしみ <\ した 心持ちで 馬 をな 

がめ てゐ たが 「何う だ おれに ちょっと 乘 せて くれぬ か？」 

「あ  >1 いくらでもお 乘り！ 」 

r ぢ やちょつ と乘 せて くれ ー 」 依田 老人 は 飛び 上って 床の間の カウ • ボ， 'ィの 鞍 を 若 馬に つけて ひらりと またがった。 

「大丈夫 かい？ 爺さん。」 案じて ゐる 婆さん や 勘 六 を 後 目に かけて 鞭 を あてた。 ところで 不思議な ことに 馬首 を 上 州 

P づな  .rj な. * 

の 方へ 向ける と 快よ く 走る が、 手綱 を 引きし めて 信 州の 方へ 向ける とさ も/ \ 悲し さう に 嘶く のであった 

「こいつ は 可哀想に まだ 上 州の 飼主 を 忘れない の だ。 お前 は 上 州へ 歸 りたい か？ 畜生で も 育てられた 家 を 忘れぬ と 

見える。 ぇ气 ま  >1 よお 前の 行きたい ところへ 行け！」 さう いって 依 出 老人 はふた \ ひ 馬の 首 を 上 州の 方へ 向けて 鞭 

を あてた。 馬は淺 間の 根 腰 を 越えて 六里ケ 原を橫 切り 一散に 上 州の 方へ 飛んで 行った。 カウ. ボ ー ィの 鞍の 乘 心地 は 上 

上であった。 

二日、 三日、 四日と 老人 は 馬の 走る がま >- に まかせて 上 州の 村から 村 を 走った。 馬 は 日暮れ ころに なると 飼主 を iol? 


B の 春 


483 


うて 嘶いた。 依田 老人 も 馬の 心 を 思って 泣いた。 

五日 目の 夕方 馬 はつひに 上 州の 飼主の 家 を 探し あて-^ 馬小屋の 中に^け こんだ。 ほとんど 飮まザ 食 はずの 伎 田老ノ 

は 馬小屋の 中に 死んだ 人の やうに なって 倒れて しまった。 

「馬 は 質って は 可哀想 だ！  R つち やい けね え。」 依田 老人 は 上 州の 飼主に さう いって 馬 を 返して、 信 州まで た V 1 ゾ 

で步 いて かへ つた。 
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l:! 鬱 なる ゴ ル キイ 

維子の 雛が さかんに 家の 周 国の 草の 中 を あさ つて ゐる。 さすがに 秋た。 

二 I 一 I 日 前から 渡り鳥の 群が 飛んで 來 出した。 いつの 間に か 木の 實が 赤く 熟れて しまった。 渡り鳥の 群 は 赤い 木の 實 

を啄 きに やって 來 るので ある" 何に 驚いて か 時々 嵐の やうな 羽音 を-立て、 飛ぶ。 

岩燕の 群が 夕方に なると 淺 間の 方から 白い 雲 を 突っ切る やうに して 飛んで 來る。 いつ.. - 渡り鳥の 群が 來， 岩燕の 姿 

を 草 山の 上に 見る ころに なると 空が 澄み、 いひ やう もない 秋の 雲の 美し さが 展 げられ る。 

1 ni にた V 一度 郵便配達の 少年が 草の 間 を.： mg: 車で 走って 來る。 わたくしの 家の 前 はちよ つと した 勾配の 坂道に な 

つて ゐ、 そこに は 落葉松の 簡單 な垣棂 がしつら へられて ある。 わたくし 宛の 郵便物が 來ろ 場合に は 蛇 度 坂のと ころに 

自 it 車 をと V めて、 落 港 松の 垣拫に 沿うて 家の 方へ やって 來る。 わたしの 心 は 急に 明ろ くされる。 

家の 前の 坂道 を その ま \  Ji り 過ぎて 芒の 原 を 上 州境の 峰の 茶屋の 方へ 行って しま ふ 少年の 後 姿 を 見なければ な ら ぬ 

tn はわた くしの 心 は 晤 くされる。 

「あの はわた くし の 手紙 を 忘れた ので はない か 知ら？ 」 そんな こと を考 へ ながら 淺 間の 根 腰 を 越 ゆる 少年の 姿 を兑 

1$^ つて ゐる日 も ある。 今に i 少年が 自轉車 をめ ぐらして 山 を 下っても どって 來 さうな 氣 がする。 少年 も 山 も 雲 につ 

まれて しま ふ。 

わたくし は靜 岡の 友人から 经 つて 来た 梨 を 少年に 與 へる。 少年 は-つれ しさう に 梨 を 嘴 じりながら 山道 を 登って 行く。 
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そこ は 上 州草津 への 舊道 である。 

去年の 九月 十七 B 夜の 淺間 山の 爆發は 近年に ない 大爆發 であった。 少年 は その 翌日 峰の 茶屋で 手毬 大の燒 石 を 三つ 

拾って 来て くれた。 

或る日 上 州 へ 越 ゆる 途中の 山道で 少年と 1! 返つ た。 

「あなたの i へ 手紙 を 持 つて 行った の です が 鍵が か X つ てゐて 留守 だ つたので」 といって カバンの なか .1 ら 手紙 を 出 

して くれた。 わたくし は ポケットに 入れて 持って ゐた 菓子 を 半分して 少年と 一緒に 岩の 上に しゃがんで 食った。 その 

日 は 初秋ら しい 天氣 で、 八 ケ嶽ゃ 妙義、 さらに 奥秩父 あたり までが はっきりと 見えた。 わたくしたち は 信 州と 上 州と 

へ 訣れて 行った。 

依田 老人が げんの レ ようこ を 蔭 干しに して 持って 來て くれた。 二三 年 前まで は 馬に 乘 つて 六 里 ケ原を 突っ切って ゐ 

たが、 この ころ は 年を取り すぎた ので 馬に は乘れ ぬと こぼして ゐる。 熊 を 撃った 話 をい つも 聞かせて くれる。 去年 は 

內村鑑 三 先生と 依田 老人が 山道 を 一緒に 歩いて ゐ たの を 見かけた が、 內村 先生 は あれから 間もなく 亡くなって しま は 

れた。 

「內村 先生 は 變り者 だな どと 言って ゐた 人が ありまし たが、 なかく 善い 人でした な あ。」 依田 老人 は 寂し さう に 語 

る。 淺問 山が 爆 Xi5 るたん びに 依田 老人 は眞っ 先に かけつけて 見舞に 來て くれる。 

山に はいる 時 丸 善に 行って ゴル キイの 英譯物 をす こし a めて 來 たいと 思った が 生憎 三四册 揃へ て來 たに 過ぎな か つ 

た。 山に はいれば 山に はいるで 山の 誘惑が 多くて 本 を讀む 時間が すくな い 。毎朝 四時に はたいて い 起きる ことにして、 

夜は燈 がっく 間もなく 眠る ので 夜の 讀 書と いふ ものが ほとんど 出来ない。 今 教科書で も讀む やうな 氣 持ちで Foi 

Gordy や ff を la. 日す こ しづ .1 續 けて 讀 んでゐ る。 一 日に 一 章讀 むこと がで きれば 大出来で ある。 わたくしの 讀 書の 方法 
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はず ゐ ぶんの ろい 方で ある。 

いつも 思 ふこと であるが ゴ ル キイから ゥ オルガ 河の あの 憂 霞 さ、 あの 無限 さ、 あの やる 瀨 なさ. あの 絕菌を 取り除い 

てし まったら 何が 殘る だら うか。 Foma  Gordy6r-rf の 若い 主人公 フォ， マ は はじめて ゥ オルガ 河 上 を 自分の 持 船で 航海 

する。 十八 か 十九の 少年 フォ ー マ は cr 分より 十 も 十 以上 も 年嵩の 或る 女と 戀を する。 女と いふの はゥ オルガ 河 を 上り 

下りす る 汽船の 男た ち對 手に 肉 を le ぐ 女で ある。 

フォ ー マ は 女に 結婚 を 申し込む。 女に は 亭主 も あり、 子供 も ある。 

世間知らずの フォ ー マ の 純情 そのもの \ やうな 初 戀の經 かゥ オルガの 船の 上で 生まれる。 

女 もさす がに この 無 招な 少年 船主 をい としい と 思 ふ。 だけど女は^！：：分とぃふものを知ってゐる。 あきらめと いふ も 

の を 知って ゐる。 かの 女 はいつ と はなしに ふた \ひゥ オルガの 川面に 泛 かんで 消える 泡沫の やうに 何處 かへ 身 を かく 

してし まふ。 

つ いて そこに はゥ オルガ 河の 上に 咲く 醜い 或 ひ は 美しい 職業的な 女た ち の 淡い n: 愛 の 花が 見出される V しかも 美 

しき. a- 醜き もやが てこと ごとく 大ゥ オルガの 宿命的な 憂鬱 さの 中に 溶け込んで しま はなければ ならぬ。 

女 はす. ^り 泣きつ  >- うた ふ。 

「酒 も わたし の^を よろこばせる こと はでき ぬ。」 

「あ、 もう 時が 來た、 別れな くつち やならない ー J 

「あ わたし や 知らぬ 他國へ 旅立た なけ やならぬ。」 

かう いった 簡單な 表現で ある。 しかし 腹の 底から こみあげて 來る やうな ゥ オルガの ほとりの 男 や 女た ちの この 憂議 

さ を R り 除いた としたら、 ゴ ル キイの 作品の 持つ 味と いふ ものが どうなる だら う。 
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サ ァシャ とい ふゥ オルガの 美しい 娼婦が 5 たった。 亂暴 者の フォ ー マが その 歌を聽 いて 泣いた。 

フォ ー マが サァ シャに 執拗く たづね た。 「おれ は 他の 男た ちと はちが つ てる だら う！ 」 

サァ シャが 答へ た。 

「ちがって ると い へば、 歌を聽 いて 泣いた ところが。」 

ゴ ル キイに もフ ォ， マの やうな ところがなかった か？ 

男から 男 へと ゥ オル ガの 岸で 肉を鬻 ぐサ ァ シ ャの 歌を聽 い て 泣いた 男 は 恐らく あの 鐵の やうな 强さを 思 はせ る ゴ ル 

キイの 半面で あつたので はない か。 

大ゥ オルガの 憂鬱な 敬に 泣いた 男 はかれであった らう。 

ゴ ル キイ を讀ん でゐ ると たしかに あの ゥ オルガの 憂鬱な 波の音が 聞え る。 兩 岸の 靄に つ 、まれた 村の 燭 のまた. -き 

が 見える。 漫々 として 秋 深い ゥ オルガの 水の面の わびし さが 身に 迫る。 

イデ ィォロ ギィの 文藝、 イズムの 文藝 それ も 結構で ある。 しかし 一 つの イデ ィォ ロギィ 一つの イズム は 日が 經 つに 

つれて 生命 を 失って 來る。 一つの イデ ィォ ロギィ はかれ 一人の もので なければ ならぬ。 マルクス は マルクスに 返せ。 

あたかも イブ セ ンは イブ セ ン に 返さなければ ならぬ やうに。 

自分に 封して 恥づる ことなき 文 藝の道 を 歩む とい ふこと は 作者の 良心で ある。 藝術 家に とりて 最も 恥づ べき こと は 

イイ ジィ. ゴ 1 イングな 道 を 選ぶ ことで ある。 世俗、 時流に 媚びる ことで ある。 

今日 の 藝術界 に 於い て 作家の 個性 を說 くと い ふやうな こと はや X も すれば 時代遅れ の ごとき 批評 を 浴び せ られる で 

あらう。 しかも 今 m 最も 缺 乏して ゐる もの は 作家の 個性で ある ジ 個性的な 良心で ある。 個性的な 意氣 である。 ゴルキ 

ィの 作品 を 生んだ もの、 ゴル キイの 作の 力 を 生んだ もの は 決して 1 つの イズムで もな く、 イデ ィォ ロギィ でもない。 
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かれの 作品の 迫り 來る 力， かれの 藝 術の 尊 さは、 かれの 作家 的 良心と、 個性に I ぽんで ゐる。 憂鬱なる かれ 自身の 魂の 

底に 隱 れてゐ る。 

或 ひ は 報告 文學 とい ひ、 暴露 文學 とい ふ。 それが 當然 ほしい ま. <  に 新ら しい 文 の 世界 を獨 占す ベ き も ので あるか 

の やうに 考 へて ゐる人 々も ある。 それ 等 はた 丈 形式 上の 1 問題に すぎない。 要は 人に ある。 個性に ある. 憂菌 なる ゴ 

ル キイ を 見よ である。 

文學は 常に 革命の 上に 生きて ゐる。 1 つの イデ ィォ 口 ギィの 存在 は 直ちに さらに 新たなる イデ ィォ 口 ギィの 發生を 

約束す る。 古き 眞理の 上に 膠着す る もの は 滅びなければ ならぬ。 古き 眞理を 模倣す る イイ ジィ ，ゴ ー イングな 歩み方 は 

最も あはれ むべき である。 時代の 尖端 を 走る こと はいい。 しかしな が ら たど 時流と 俗流に 媚び て 新ら しき 道 を 歩まん 

とする がごと き {R 惚と藝 術 家 的 良心の 痲痺 を 責めなければ ならぬ" イデ ィォロ ギィを 提げて 進む こと はいい。 ィ ディ 

ォロ ギィに 引き SS られて ゆく 藝 術を排 する。 

山 は 秋に 入って 實に靜 か だ。  - 

落葉松の 葉が 絕ぇ 間な しに 落ちて ゆく。 人間の 世界の 音と いふ 昔を絕 したる ほどに 靜か だ。 山鳩の 鳴く 音、 草叢の 

中の 蟲の 音、 時 をり 訪ねて 来る 渡" 鳥の 聲。 …； 音と いって は それく らゐの ものである。 

山に はもう 時雨の やうな 雨が 降る。 十 丁 も 五 丁 も 先の 山から たどって 來る 時雨の 音が 遠い 風の やうに 聞え る。 

わたくし は 本 を 捨て 良 寬和尙 の 書 を ながめる。 朝に たがめ、 晝 になが め、 夜に ながめても 飽 くこと はない。 何と 

いふ 無我、 何とい ふ 無欲、 何とい ふ 自然 さで あらう。 我執、 名聞， 思 ひ 上った 心の 教一 術に 比べて 何とい ふけ だかい 藝 

術で あらう 0 

「世の中に ましらぬ とに は あらね とも ひとり あそ ひそ われ はまされ る」 
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世の中と 交る もい. 1。 街頭に 立つ もい- 1。 しかし 一度 は ひとりあそびの 靜 かな 境地 を樂 しむ 子供ら しい 尊い 心 も 欲 

しいで はない か。 

「あめの ふる 日 は あはれ なり 良 寛坊」 

さすがに ひとりあそびの 身に も 雨の ふる 日 はさび しく もあった であらう。 不便 もあった であらう。 入に 逢って 見た 

う も 思った であらう。 それ を その ま- 1 に 語る。 つ 11 み もせず、 かくしも せず 子供の 心の ま >- に 語る 良 宽の心 は うらき 

ましい。 自分で は 立派な 仕事 をして ゐる つもりで も 心に 曇りが ある 間 は、 その 人の 仕事に は 不愉快な ところが ある。 

その 人の 藝 術に は 濁りが ある。. 1 切 を 捨て \ か 么 つた 後でなければ 誠の 仕事 は 出来ぬ もので あらう。 仕事に is して ァ 

ンビシ ヤスで ある こと はい X。 しかし アン ビシ ヤスに なろ ために は 1 切 を棄て >1 か- -ら なければ ならぬ。 目の前の わ 

づ かな 名 聲 や 世間 的な 風評の 前に 踊る やうな さもしい 心で は 何で 大きな 仕事が 出來 よう。 

ォブ 口，. モフは 一生 何もし ないで 死んで しまった。 しかし ォブ 口 1 モフの 一生 は 決して 無意味ではなかった。 かれ 

の 一生 は 尊かった。 かれは 何も 爲 なかった が、 ともかく 自分 を 偽らない ところの 一生 を； i つた。 ゴン チャロフが 「ォ 

ブ 口 ー モフ」 を 書いた 時代の 口 シャに は あまりに ォブ 口 ] モフ 型の インテリ ゲン ツイ ャが 多過ぎた。 ゴン チヤ 口 フは 

それ を 口 シャ 自身の ために 悲しんだ であらう。 

今日の 日本に は あまりに ォブ 口 1 モフ 型の 人間が 少なす ぎる。 わたくしたち は あまりに 早く 人生に 見き はめ をつ け 

てし まった。 その 思想 は 明るい かも 知れない。 だが 今 B の 思想 は あまりに 類型的で ある。 あまりに 雷同 的で ある。 膚 

淺 である。 みんなが た V 或る 一 人が 唱 へ 出した 主張に 調子 を 合 はせ て 踊 つて ゐる。 何とい ふ 安 r 勿な ド ン. キホ 1 テの生 

活 であらう。 

十 人の 入 間が 集まれば 十八の 異なった 個性と 同時に 異 つた 主張がなければ ならぬ。 いかにも 安易に 一 人の 主張 を肯： 
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定し、 盲目的に 依據 し、 盲目的に 踊って ゐる。 

ォブ HI モフの 疑 ひ、 人生に 對 する 根本的な 疑 ゆ r 永久 そのものに is すろ 思慕、 憂 顏、 これ 等 ォブロ ー モフ： S なな 

やみ はい やしく も 人生に ついて 思惟す る 人々 にと つて い つもなくて はならぬ 魂の 原動力で ある。 

藝術 家よ、 絕 えず 反抗せ よ。 絕 えず 舊き 信念、 舊ざ 主張、 舊き 偉大なる 偶像 を 破れ。 しかも 自ら 昨日の イデ ィォロ 

ギィに 、かれ、 自ら 他の 人々 の 笛に 合 はせ て 踊って ゐる こと を恥ぢ よ。 

わたくしたち は 自分自身の もの を 持たなければ ならぬ ■。 小 ひさくと も、 狭く とも. 自分 一個の もの、 自分自身 のみ 

の^ 界を 持たなければ ならぬ。 自分 一個の^ 界を 生み出す ために 憂鬆な 苦しみ を 苦しまなければ ならぬ。 

寂しく とも 强 かれ。 われ 一 人の 道 を 歩め。 

藝術は 詩 だ。 詩人 を 笑 ふ 者に 何の 藝 術が あらう。 

ゴ ル キイ は大ゥ オルガ 河の Ifp な 詩人で はない か。 

安 な ドン • キホ， テを排 せよ。 むしろ 蒼白い 疑 ひに 惱むハ ム レットの 惱みを 突き詰めて 行け。 
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